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〇 「大谷 刑 部」 (歌舞伎. SHi?J 市 川左圑 次の 大谷刑 部- 市 川 羽左衞 門の 石 田 11 一成 

〇 「足 輕三左 R: の 死」 伎 ®H き 市 川 猿 之 助の 三左衞 門、 大谷 友右衞 門の 三 左 街 門 母 

〇 「？ ra 鄉吉之 助」 (本鄉 座 上演) 市 川左圑 次の 西 鄕吉之 助 

0 「大ハ 介 刑 部」 (歌舞伎 座 上！ S 市 川 中 車の 島 左 近 
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第 一 幕 

時 

慶長五 年 晚 泰の 日の 午後 

場 所 

洛 北大 原の 里 三千 院 

登 場 人物 

大谷刑 部 少輔吉 四十 二 歳 

二 郞義勝 その子 二十歳 

三 郞賴繼 その子 十六 歳 

佾祐玄 その 甥 十七 歳 

揚淺 五助 三十 歳く らゐ 

松 雲上人 七十 歳く らゐ 

平 2f 因幡 守爲廣 四十 七 八 歳 

慈 然坊 

その他， 僭、 小者、 侍、 大原女 等 

コ； 千 院本 堂。 黑ず みたる 太き 圆柱数 本と、 古びた る須彌 壇と、 阿 彌陀佛 のみに て、 古刹の 氣分 をた よはせ 
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てゐ る。 天井な どは兒 えず、 何の 装飾 もない が、 簡素に して 均 齊の美 を 持った 阒柱數 某の 置が き はめて 沈 

靜な 感じ を あた へ る。 正：. S の香爐 から はかす かに 香煙が 漂 ふて ゐ る。 

週リ緣 になって ゐて， 正面に 階段が ある。 

上手に 比 歙の据 山， 下手に 寂光院 あた リの 山が E ^える。 

遲 きの 櫻が 時々 どこから ともなく 散つ て 來る。 

13 墟の やうな 靜 けさ。 

五助、 下手 寄りの 緣倾で 春の 日影 を 浴びながら、 しきりと 黑革絨 の 鎧の 手入れ をして ゐる。 直 r 後ろの 圓 柱に 

は 長卷が 立て かけられて ある。 眉 濃き、 凛々 しき 若武者。 裏山に 縈 鳴く。 

舞 裏し ばらく 空く。 

下手よ リ 若き 大原女 数人 花 を 頭に いた 1. き 登場。 しづかに 上手へ はいる。 

五助 (趙の 手 人れ をして ゐる手 を ちょっと 休めて、 つ く-, 眺めながら) かう やって 殿 さまの 鍵 を 見て ゐ ると 何とな 

しに 武者 振 ひがす る やう だ。 晋州 城の 戰ひ であった。 攝津の 守 さまの 御 本陣まで が 總壞れ に壞れ て、 雪崩れ を 打つ 

て 大 川に 逃げ込んだ 時で あ つ た。 殿 さまが 横 合 ひから 一 一千の 軍勢 をお 引き つ れ なされて、 あ の 村雨に お召しな され、 

眞っ 先き に 明の 大 軍の 虞ん 中に 斫り 込んで 美事 寄 手の 奴等 を 喰 ひ 止めな された 時の、 あのお 姿 は、 阿修羅 王と いは 

うか、 鬼神と 申さう か、 わし も あの 時 は 御馬 前に 立って 御 1^ を 取って ゐ たが、 思 ひ 出しても ぞく/ \ する。 あの 時 

殿 さまが お召しな された のが この 黑革緘 であった。 (ふた 、び^ を-取り 手入れ を はじめる〕 あ、 あ \ あの 時の やうな 

i さりし い £ さに まあれ つきり 出逢った ことがない。 去年 も 太閤 さ まが お亡くなり なされた 當 ii は、 や れ前 田と 德 川が 


可う、 ヒの、 石 田 さまと 加 藤 福 島が どう だのと、 ひところ は 伏兒の 大名屋敷 も 蹄に 力 けられる こと 力と 久し il© りに 

かった る 

腕が 鳴る 思 ひもした が、 それ も はかり。 天下 は 靜謐。 太刀 は銪 びる。 腕 は 鈍る。 いやもう、 これ ぢゃ 倦怠く つて 

うんざりす る 0 

05 慈然坊 (上手より 登場〕 あ k 鑽 のお 手入れで ございま すか？ 

五助 まあよ いお 天氣ぢ やのう。 鎧の 手入れに は 持って こいだ。 

^くさ 

慈然 それにして もさ-つ 鎧のお 手入れ をなさい ますの は、 また 厭な 皸で も 始まる ので は ございま せんか？ 

五助 今に、 も 始まる ので 鎧の 手入れ をす るの なら、 張 合 ひも あるが、 もう 戰は當 分お しま ひだ。 それに 家の 殿 

さま はこの ころ 何 を 感じな された か、 暇 さへ あれば この やうに お 寺 をお 訪ねな されたり、 お 城に おいでになっても 

いつ， 《J 浮かぬ 氣で考 へ 込んで ばかりお いでになる。 

慈然 それ は 御病氣 のせいで ありませ う。 

五助 なるほど それ も あらう、 しかし まだ あの やうな 御 病氣が 出ない 前から 大分 考へ 込んで ばかりお いでに なった。 

今度 も大阪 においで なされて、 無理に 御 奉行のお 役 H も御辭 退な され、 いよく 敦賀 へお 歸 りと いふ 道す がらお 伴 

の 連中 は みんな 1 月 も 前に 大阪を 立た せて しまうて， わしと 小者 五六 人 だけ をお 連れな され、 こ. - の和尙 さまが 年 

來 のお 馴染 だから 今日で もう 二十 幾 H の 御 逗留。 あの やうに 朝なら、 夜なら、 奥の 方で お 坐りな さった きり、 眼 を 

1 つお 開けな さるので もない。 どうな さるつ もりなん だかな あ。 

據然 まことに 御 殊勝な ことで、 今時の 武骨 いっぺんな 戰人 たちに は 眞 似 もで きぬこと でございますよ。 

五助 何 か 知らぬ が 御 自分で はお 悟りで も 開かう とい ふお 考 へだら うが、 わしの やうな 人間に はから 面白く もない。 

このほど も大阪 からの 歸 りに 醍醐へ 立ち寄られた 時 はちゃう ど 花の さかりで あつたが、 花 を： ようと もな さらぬ。 
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花 を 見て 浮かれて ゐる 入た ち を御覽 なされて、 おれ も あの やうに なれたら のう！ とたた 1 言わし に 仰せられた。 

あれほどの 殿 さまが 何で まあ この ころの やうな 御 心に なられた のか 譯 がわから ぬ。 こ&に お越しな さる 道す がら も 

畜生 塚に お立ち寄り なされ、 馬 をと r めて 小 半時. 默 然として をら れ た。 

慈然 畜生 塚と 申せば、 關白秀 次 さま を 始め 三十 幾 人のお 姬 さま 方 やお 子 さま 方の あの 時の むごたら しい 殺され やう 

は 今に 思 ひ 出しても ぞっといた しますな あ。 (低い 萆 になり て) 刑 部 さまのお 身内のお 方 も あの 時 …… 

五助 (驛を は 5^ かる やうに) お 兄 さま だ。 祐玄 さまのお 父 さま だ。 

慈然 さう でした な あ。 ぉ氣の 毒な ことで。 しかし あれ を 見て 浮世の 悟り を 開かぬ 者 は ござりますまい。 

五助 は.' は&は …… 法師 は 法師ら しい こと を 申す。 あれし きのこと で 悟りが 開かれる くら ゐ なら 朝鮮で 切り 联 つた 

五 千、 一 萬の 人間の 首の 山， 耳の 塚が 見せたかった。 そしたら お 主た ち は どんな 悟り を 開 くだらう。 おれたち は 血 

を 見れば さらに 血の 海を湛 へて 見た くな り、 骨 を 見れば さらに 骨の 山 を 築いて 見た くな つて、 腕が 鳴る。 それが 關 

東 武士 ぢゃ …… それにしても 何時 戰. i ある こと やら。 

慈然 それ は 恐ろしい 妄語 ぢゃ。 お前 さま は 立派な 男振り …… 、關 東から 一人で 刑 部 さまの もとへ 流れて 来た 侍ぢゃ 

と 聞いた が、 成る 程 心 は鬼ぢ やな あ。 

五助 は、 は \ は …… 鬼 かッ！ まあ そんな もの だ。 父燒 るれば 父 を 踏んで 敵 を 伐り、 子、 討た るれば 子 を^って 敵 

を 屠る のが 關東武 士の習 ひだ。 

慈然 それにしても 刑 部 さま はよ く^ の御發 心で あらう、 日 も 夜 も あの やうに お 坐りな された 切りで  

と 臭の 座敷の 方 を 見る。 そこから は 吉繼が 坐って ゐる 姿が 見える 意。 

五助 曰 本 1 の 豪の者と 謳 はれな された 殿 さまが、 法師な どの 眞似 をして、 禪 三昧に 耽らる \ 御 心が どうしても おれ 
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に はわから ぬ。 御 自分 一人なら ば まだし も， 甥 御の 義春 さま を 一昨年の 秋で あつたの 5? 

慈然 祐玄 さまが 御 落飾な された の は、 ちゃう ど 太閤 さまが おかくれ なされた 秋の 鞍馬の 火 祭の 日で ございました。 . 

五助 さ 5 であった、 このお 寺に お入れな されて あの ふさくと した 黑髮 をす つばり とお 剪らせな された。 さすがの 

おれ も あの 時 は 思 はず 涙 を 落した。 

慈然 今では 祐玄 さま も 立派な 善 智識で ございます。 

五助 何 か 知らぬ が、 おれ は 法師 は 嫌 ひだ。 あ i いや だい や だ、 どっち を 向いても 抹香く さい ものば かり、 氣が 滅入 

りさう だ。 殿 さま もよ ぃ加滅 にして 敦賀 へお かへ りに なれば よいが、 こんな 陰氣 なと ころに 永 居 をして ゐ たらろ く 

な こと はない。 さう だ、 村雨 を 引き出して 久し振りに 一汗 か、 せて やらう。 

を そこへ 置いた ま  >-、 緣を 飛び下り 上手 庫裡の 方へ 走る。 

慈然 は、 は  >- は、 何時も 元氣 なお 方ぢゃ …… 

そ こら を ま はしながら 須彌 境の 前 ，、 輕く頭 を さげて 同じく 上手 へ 入る。 

のどかに 资 鳴く。 

やがて 藤から 馬 を曳き 出す 物音。 蹄の 音。 

大谷刑 部 (狩 衣の 上に 黑ぃ 袈裟 を 懸けて ゐる。 鎮色 や、 蒼白。 眼 を 病み、 や、 ii 谇 したる 能？ なれ ど 、まだ 癩の病 は 外 

に 見える ほどに は あら はれて はゐ ない。 ど- となく 英氣 瑰爽 たる 風が ある。 太刀 を 提げ 領彌 壇の 左手より 小 急ぎに 

出づ。 不圆、 長卷 及び IS に 眼 をつ け、 緣 端に 立ちて しばらく 蹄の 音に 耳 を 傾ける。 蹄の 音 次第に 遠ざかり、 やがて 

消える〕 


9 は あ 五助で あつたか …… 0 

不 阛 己れ の 心に 氣 付き、 心 を 叱る やうに して. 長 卷と鍾 を 抱へ て 臭へ 持って行き、 投げ出して A へる。 

いづこの 乘り 手、 誰れ の 逸物と、 つ ひ 蹄の 音に 心 を 奪 はれて しまった。 我ながら 恥づ かしい こと ぢゃ。 武門 を 捨て 

:h- を 捨てようと S ふたの は、 太閻 殿下 御 在世の 折からであった。 命 も いらぬ、 戰陣の 功名 も いらぬ。 今 はた. -靜か 

に 己れ た. - 1 人の g との 見たい ために、 生死の 一 大事 を 悟りたい ために、 山に も 入らう、 妻 千 を も 捨てよう とま 

まこと  ゝ > 

で 思 ひつめ たに、 この あさましい 執念で は、 とても 眞の 智識 は 得られ ま to 

恨 然として 佇む。 

老僧 松 雲 (須彌 壇の 左手より 登場) 刑 部 殿 そこへ おいで t ございま L た 力？ 

刑 部 (しづかに 拫 りか ヘリ〕 これ は 老師、 面目 次第 も ございま せんが、 五助が 乘 つた 馬の 蹄に またく 昔の 妄 奢の 炎 

が 燃えた と 見え、 この 證で ございます は、 は、 は …； (寂しく 笑 ふ) 

松 雲 は.. 1 は.. 1 は k  悟りな きが 悟りで ございませう。 

刑ポ  <- 間の 世 こ は 悟りと 申す もの はない もので ございませ うか？ 

松 雲 刑 部 殿 ほどの 大 智者が！ 

刑 部 お 恥し， ^存じます。 

S  Te; の、 よ、 よ  >1 よ ：：•• 0 そ.^. H ，それと して 何と 申しても 今日は 落飾な さる 御 決心で ございます 力？ 

谷 刑 部 あなたに 度して いた きま すれば この 上 もない こと、 存じます。 

刑 松 雲 それ はお 易い ことで ございま すが、 また 御 殊勝な ぉ心掛 とも 存じます が、 あたら 刑 部 殿 ほどの 大將を 桑門の 中 

部 に 葬って しま ひます の は、 出家の 身ながら 惜しい やうな 氣 がいた します ので。 


刑 部 いや、 何も 殊勝な 心 掛で髮 を 剃り 落さう と 申す ので は ございません。 昔 西 行 法師 や 熊 ハ介蓮 生坊は 世の 無常 を觀 

じて 出家いた したと 承ります が、 わたくしの はすこし 我儘な 願 ひからで ございます。 は、 は、 は …… 0 

寂しく 笑 ふ 0 

松 雲  。 

刑 部 十六 歳、 肉 州 鳥 取の 城 攻め を 初陣に、 大友 家に 仕へ て 十 幾度 戰場を 駅け 廻りました。 大友家 滅亡の 後 は 石 田 

殿の 御推擧 で、 太閤 殿下の 幕下に 參じ、 朝鮮の 役に 至る まで 凡そ 戰 とい ふ戰に 一度 も 後れを取 つたこと も ございま 

せぬ。 幾 十 度の 戰 場で 血の 川， 屍の 山 を 越えても、 無常と も無殘 とも 思 ひませ なんだ が、 この 二三 年 不思議な 疑 ひ 

の 雲が わたくしの 心の奥に 酒いて まいりました。 

松 雲 なるほど …… 。 

刑 部 小西攝 州と 加 藤 肥 州が 先陣 爭 ひから 忠 州の 城下で 劍を拔 いて 果し合 ひ をしょう とした ことがありました。 傍に 

は 傷 手に 呻いて ゐるニ 千ば かりの 味方が 朝鮮の 寒風に 凍えて ゐ ました。 一 將 功を爭 ふが ために、 萬 卒の死 を 顧みな 

いので ございます。 しかし、 それ は 小 西、 加 藤ば かりで は ございませぬ。 わたくし はじめさ うだった ので ございま 

す。 あの 時の ことが 動機と なった とい ふわけ では ありませ ぬが、 ともかく あの 凱旋の 都入り ほど 喑ぃ 心で 歸っ て來 

たこと はあり ませなん だ。 わたくし は 何か惡 いこと でもして 歸 つて 來 たやうな 氣 がいた しました。 忠州を はじめ 朝 

鮮の 寒風に 捨てられて ゐた幾 萬と いふ 味方の 人た ちの 屍が、 わたくしの 眼に はっきりと 燒 きつけられて をり ました。 

わたくし は 緋槭の 鎧 を脫ぎ 捨て &、 せめて 法衣 を 身に 纏 ふつ もりで、 あの 黑革滅 の 鎧 を 着、 心頭に 珠數を 懸けて， 

都入り をいた しました リ 

松 雲 まことに お見上げ まう した 御 心掛け で ござ い ます。 


刑 部 いや、 お褒めに ぁづ かって は 痛み入り ますが、 あの ころから わたくし は不圖 今まで 人間の 一大事に ついて 忘れ 

てゐ たこと に氣 がつ いて 来たので ございます。 戰 場に 立つ から は 死ぬ" 死ぬ るは覺 悟して をり ます。 だが、 武士の 

覺 悟に はま だ 未練が あります。 己れ 死ぬ まで も 敵の 息の根 を斷 つて 死なう とする 妄執が ございます。 わたくし は そ i 

の やうな 武士-の 悟りで は滿 足が でき なくなりました。 死ぬべき ものなら ば從容 として 死なう。 敵 も 無し. 味方 も： i? 

ずがた 

し。 恩怨 水の 如く、 生死 一如、 生死の 相 を 突きつ めて 後に 死にた うご ざいます。 殊に、 恐れ多い ことで ございます 

が、 太閤 殿下 御他舁 の砌、 わたくし はっくぐ 天下 奴り の はかな さに ついて 考 へさせられました。 たと へ 天下 は 取 

ら せられましても、 殿下の 御 心の奥のお 寂し さ を 推察いた すと 天下取りの あさまし さが 身にしみまして …… 。 

S いかにも …… 。 

刑 部 天下 を 取らせられた 日 はじめて 殿下 は、 御 心の奥の 空虚 さに ぉ氣 付きな された で ございませう" わたくし は 0. 

3 つ  まこと 

地 も 欲しう は ございませぬ。 天ドも 欲しう は ございませぬ >  たヒ 欲しい と 思 ふ もの は * 人間 一人- 己れ 一人の 眞の 

&を觀 る 力で ござ い ます。 物 足ら ぬ 心の奥 を充 たして くれろ 不壤の 知識で ござ い ます。 わたくしの 愁 はち と 大き， つ 一 

ございます は M は&は …： (寂しき 笑 ひ〕 それ ゆ ゑに 奉行の 職 も 捨て、 城 も 捨て、 家 も 捨て、 師の お導きに ぁづ かり 一 

たいので ございます。 

松 雲 御 心中 をお 察しいた せば いかにもと 存じます。 が、 まだ 天下 は靜諡 とまう すわけ でもな し、 いつなんどき ふた 

たび 天下分け目の 戰 ひが 起らぬ もので もな し、 刑 部 殿 ほどの 大將 一 人 殺す は 天下の ために どれほどの 悲しみ か 知れ 一 

ませぬ。 拙 僧と して はどう も あまり 大きな 魚が 飛び込んで 來 たやう で、 拙 僧の^で はちと 何とも 料理いた しかね ま 一 

すぢゃ は、 は、 は …… 左 樣な發 菩提心 はまた とない 尊い 機 緣とは 存じます るが、 出家 をす、 むべき 役目の 拙 僭 も、： 

刑 部 殿の あまり 賴母 しい 武者振り を 見て は、 出家 さすの が 恐ろしい や、 r でございます。  」 


戯 


第 


刑 部 ひ よんな 戲れ を。 天下 だの、 戰の 功名 だの、 その やうな こと は 遠い 世界の 夢、 若い 日の 迷 ひであった やうに 思 

つて をり ます。 今、 思 ひ 切って 發 心せす ば 永劫に 發 心の 機 も ございますまい。 人一倍、 猛り 易く、 憤り 易く、 燃え 

い 心の 炎 はなか^ \ の ことで は 消す すべ も ございません。 この やうな 不具に も 近い 病に とりつかれ、 五 欲の 世界 

み 3 とナ 

を 見る 眼 さへ 日に日に 暗くな ります の も、 自然 御 佛の御 慈悲 かと 思 ひます る。 わたくし も 四十 二 鼓、 五 欲の 世界 は 

兑 飽きました 0 

松 雲 さう は 仰せら る、 が、 今にも 天下分け目の 戰 となれば 天下 は德川 殿の 物になる か、 上：！ t 蹬の …… 。 

刑 部 は、 は、 は …… また 天下 を擔ぎ 出されます か。 天下が 欲しければ 德 川に でも 上 杉に でも 勝手に 取らせて やる が 

{且 しう ございます。 わたくし は 天下 以上の 大きな 愁に 生きた うご ざいます。 は \ は X は …… 早速. 御 支度 をお 願 ひ 

いたします。 

松 雲 刑 部 殿の 御氣 質で は …… ぜひ もな く 存じます。 (さすがに 愁然と して〕 

祐玄 (美僧、 三寶の上 へ剃刀を載せて须彌境の右ょ0出づ。^3 1 、 僧 二、 手水 桶，. S 机 等 を 持ちて 登場。 よきと ころ 

に S く。 僧 はすべ て黑 衣) 

松 雲 (须彌 境に す k みて 香 を 焚く〕 

刑 部 (默 然として 須彌 境の 前にぬ かづき、 坐る〕 

遠くに て 馬の W く s.、 蹄の 音 U 

刑 部 (きっとな り 正面 を 見、 蹄の 音に W を 傾ける。 不 II、 我れ にかへ り、 蹄の 音を聽 かざる かの やうに 須彌 境の 方へ 

向き 直り、 合掌す る〕 


3 

1 


大 一 

部 一 


松 雲 (祐玄 の 手より 剌刀を 取る〕 

一座 肅然。 祐玄 法衣の 抉に て淚を 拭く。 

五助 (汗 を 拭きつ、 t 手より 小 急ぎに 登場。 一座の 光景 を 見て 緣の 上へ 走り 寄ろ〕 殿 さま、 あんまりで ございます 

；… 〔、淚 を 拭く〕 殿 さまお 1 人 は それでお 宜しい か 知れません が、 若さ ま はじめ 敦賀 一城の 方々 の 明日から を 何とお 

考へ なされます？ 

刑 部 (拫り A へって〕 言 ふな、 何事 も。 敦賀 一城が 何ぢ や。 敦賀 一城 はおろ か、 わしの 今の 心に は 天下 もな I 

五助 敦賀 一城 はおろ か、 天下 もない と 仰せられ 享が、 この 二十 幾年、 あなた さま を 天に も 地に もた 上人 S り 

として、 あなた さまの 御馬 前に 立って、 朝鮮の 涯ま でもお 伴 をして、 異境の 地に 屍 を さらした 人た ち 3 妻 や 子の 淚 

を 何とお 考へ なされます。 殿 さま はお 一 人で 勝手な 生き方 をな さらう が、 殿 さまお 一 人を賴 つて 戰 場から 戰場 へと、 

生き 殘 つてまい つた 二 千 八の 男た ち を、 殿 さま はお 見捨てな さる 氣 でございます 力 

刑 部 (背 を 向けた ま、 にて) 五助 ゆるして くれ。 わしに はわし の 道 を 歩ませて くれ。 わし は 今日まで 入々 のた めば 力 

りに 生きて 來 たや うぢ や。 この 體 では わしの 命 ももう さう 長い こと も あるまい。 せめて 短い この 後の 月日 だけで も 

わし 1 人の 道を步 ませて くれ。 

五助 さ， 「仰せられ ますれば、 なるほど、 殿 さま ほど わたくし 等に おや さしい 殿 さまはなかった。 敦賀の 衆 は 武運に 

かなうた 男ぢ やと、 どこへ 行っても 羡 まし がられた もので ございます。 關 東の 故郷 を 捨て、 わたくしが 敦賀 へ.. 

つたの も- あまり 殿 さまが 慕 はしかった からで ござい 享。 養の 衆 は 一人で も 御馬 前で 死ぬ るの を 心の底から 喜 

んで をらぬ もの は ございません。 殿 さま ほど 思 ひやり の 深い 大將が どこに をり ませ ，つ。 考 へて 見る と 成る ほと、 ォ 

たくし 等の ためば かりに 殿 さま は 生きて ゐ てくだ さった のでした。 一 曰で も 殿 さま 御自身の ためにお 生きな された 


ことはなかった の だな あ。 それ を 思 ふと …… 。 

刑 部 (振り かへ りて 祐玄、 五助 を 見る〕 もう 何も 言 ふて くれるな" では、 わしの 行く 道 を 歩ませて くれる か …… 。 ゆ 

るして くれ。 

松 雲 (刑 部の 頭の 上へ 剃刀 を 持つ。 手顫 く) 

刑 部 (蒼白の 顔。 や \ 暗き 影) . 

松 雲 (ぢ つと 刑 部の 顏を 見つめる。 手いた く 顔く〕 

刑 部 どうぞ 一刻 も 早う お剃り 下さい。 でない と、 一刹那の 後に、 わたくしの 心に どの やうな 迷 ひが 起らぬ とも かぎ 

り ませぬ。 人間の 心 は、 己れ 自身に も わかり ませぬ。 

松 雲 己れ の 心が わからぬ とおな じく、 己れ の 運命 も わかり ませぬ。 今日、 この 刹那、 日本一 の 弓 取り を あたら 名 も 

ない 沙門に 追 ひ 落す 蓮 命 の 手が、 拙 僧の この 鎩び 果てた 瘦せ 腕に あらう と は 夢にも 思 ひませ なんだ が。 

刑 部。 では、 どうぞ …… (合掌 瞑 0 する〕 

祐玄 三寶を 落す。 泣く。 

うしろ 向きに なつ て ゐる刑 部の 背が かすかに す.. り 泣く もの 、やうに 搖れ 動く のが 見える。 

あわた しき 赏音 U 番僧 一人 下手より 登場 リ 

番僧 越 前からの お越しで ございます。 

五助 あの 越 前の 方々 が？ 

大谷義 勝、 賴繼、 平 塚爲廣 出陣の 装 ひに て 部下 を 率 ひ 下手より 登場。 本堂の 光景 を 見て みな， 驚きた る 態。 

義勝 父上、 內府 よりの 御 書面で ございます。 


刑 部 內府 よりの 御 書面 ッ！ 

義勝 はい。 

書面 を取リ 出して 父へ 渡さう とする。 

刑 部 いや、 今の わしの 身に は 内府の 書面な ど 何の か  はり もない もの ぢゃ。 

爲廣 他の 書面なら ば 兎も角、 1 刻を爭 ひます る 火急の 事件 出来、 それによ つて 內府 よりのお 召しで ございます。 

刑 部 火急の 事件と は？ 

松 雲 目く ばせ して、 祐玄、 番^ 等 を つれて 退場。 

廣 去年 九月 奥州の 新 領へ歸 られた ト. 杉 殿が、 内府 よりの 再三の 御 督促に も か、 はらず、 何彼と 言葉 を 構へ て は 御 

h 洛 なく、 却って 直 江山 城 殿より 内 府に對 して 手痛い 御狀を 绘られ ました さう でございます。 のみならず 諸 國の浪 

人 を 集め、 白 河口、 津 川口、 仙 道 口の 塞 を 固め、 いよく 御叛 謀に よって、 不日 內府 自身 伏 見御發 足の 由、 急の 御 

布令、 當 家に はわ ざく 井伊 乓部 少輔 殿御 使に お見えな され て ござ い ます。 

鎮繼 父上、 北陸、 中 山道 かけて、 伏 見、 京、 への 道と いふ 道 は國々 の 大名た ちの 人馬 旗 指 物で、 埋まって をり ます。 

父上 早う 出陣が 致し 度う ござ い ます。 

刑 部 昨日までの わしで あったら， たと へこの 眼が つぶれ やうと も、 この 身が 腐れ、 たにれ やうと も、 明日と いはず、 

今 曰 この 場から 出陣して 上 杉 殿の 塞へ 一 の 矢 を 射 込んだ であらう に。 もう 今と なって は 拔け驟 けの 功名 も 欲し-つ は 

ない。 矢叫びの 音 も聽 きたう はない。 わし は 今 はじめて 百 千の 塞を拔 くよりも、 一手に 天下 を 握る よりも、 なほな 

ほ 大きな 仕事 を 思 ひついた のぢ や。 德川 殿が 呼ばう と、 たれが 呼ばう とわし はもう 戰 場へ は ゆかぬ。 

§ 1 度 かう と 思 ひ つめられた 上から はどうで も 仕遂げない ではお 止めな さらぬ 御 心， とやかく 申す も 無益で ござ 


り ませう。 が、 た 言" 今にな つて 髮を 落し、 太刀 をお 捨てな されたら、 やれ 刑 部 少輔殿 は 上 杉 勢との 戰 ひや-恐 

*  9  とし 

れて、 桑門に 述 げられ た、 やれ 眼が 不自由な の をた てに 戰場を 捨てられた。 まだ 臆お 風に 吹かる、 ほどのお； 1 でも 

ない にと、 か- 「後ろ指 を さ、 れ ますこと も ありませ う  0 

刑 部 (きッ となりて) 吉繼は 死 を 恐れて 法師になる ので はない。 あの 悲 槍な 馬 灘の役 をお 忘れ か。 た V 一人 最後まで 

踏みと まって， 敵の 矢玉の 雨の 中に、 笑 ふて 馬の 頭 を 立て直し たの は 誰であった？ 戰 ふこと が 人間 一生の 大事 

なら、 たと へこの 兩 眼が 盲 ひても、 この 腕が 腐れ、 雨脚が た れて も、 息 あるかぎり は 楣に乘 つても、 拔け K けの 

功^^を爭ふて見せょぅ。 十六 歳の 初陣に 敵の 大將の 首搔き 切って この 方、 一度 も 一番 槍の 功名 を 人に ゅづ つたこと 

のない 吉繼、 殊に この 醜い 姿に なって、 何時 死ぬ るか も 知れぬ 身で、 何の 命が 惜しから う。 (K 然と) 

鎮繼 父上， わたくし も 上 杉 方の 大將の 首搔タ 切って 父上に も 劣らぬ 初陣の 功名 をいた します。 

刑 部 (いかにも 父親ら しき やさしき 表情に て) お前 は 初陣であった のう。 齡も わしの 初陣と 同じ 十六。 

00 父上 は 白木の 鞍に 乘 つて 初陣 をな された さう に 承り ましたが …… 。 

刑 部 祖父 さまが 貧乏だった ので、 馬 だけ は 飼 ふて あつたが、 いつも わし は總 馬に 乘 つて ゐた。 鞔 場に は躱 馬と いふ 

わけに も ゆかぬ ので は V は 11 i  >t  0 

刑 部 次第に 頼 繼に惹 きつけられる 態。 

幸に 白木の 鞍 一 つ 百姓の 家から 押し借りして、 母上に 墨 をす つても らうて、 わし は 自分で 蝶 の^を 鞍に 書いた。 そ 

の 鞍で、 因 州の 城 攻めに 乘りま はした のぢゃ は、 は&は …… 三郞 お前 も わしに あやかり 上 杉 方の よき 大將を 討联っ 

て かへ，；；。 天下 を對 手に 上 杉 殿は氣 味の よい 戰を する 人ぢ や。 初陣と して この 上 もない 戰ひぢ や。 敵 は 謙 信 公以來 

の名將 4H 糟備 後- 安田 上總、 杉 原 常 陸、 千 坂對馬 …… 何れと 組んでも 敵と して 不足な き 人々 ばかり ぢ や。 あ、 さう 


ぢゃ。 お前の 初陣」 何 か 祝 ふ ものがなくて はすむまい。 五助、 何 か 引出物 を。 

五助 はい。 

刑 部 あ k 何彼とい ふこと はない、 わしの 太刀 を 持て。 

五助 (太刀， 一 持って来る) 

刑 部 この 太刀 を 引出物に。 長光ぢ や。 (自分で 賴繼が 佩いて ゐた 太刀 を 解き、 長 光の 太刀 を 佩かせて やる) うむ、 こ 

れ で三郞 * 武者振りが ずっと 上った。 太刀 を 成るべく 後に 引く やうに 佩く がい  >-。 うむ さ うぢ や。 馬上に 敬と 1^ ん 

だなら ば、 下に 馬 ありと 思 ふな。 生命 ありと 思 ふな。 身 や 捨て >1 こそ 浮ぶ 瀨も あれ ぢゃ o( つくづく 不自由な 眼で 鎮 

繼 の^を 見る〕 上 杉 殿の 猛者と 耝 むに はや、^ 細い 腕ぢ やのう。 ニ郞 はどう ぢゃ。 ニ郞は 朝？ ii の 役で も わしと 一緒 

に 轡 を 並べて 走った ので、 戰 さの 駄け引 きも 分った やうであった のう。 うむ …… 三郞は 初陣 ぢ やが …… 0 

賴繼 わたくし は 一 人で 初陣いた します。 

刑 部 お前 は 父に 連れられ もせず、 一人で 初陣す るか …… お前 は 子供の 頃から 纖 弱い 性で あつたが o( ぢ つと 考 へる〕 

賴繼 天晴、 初陣いた します。 武運 拙く 討死いた します とも， 武士ら しく 討. 死いた します。 

刑 部 武士ら しく 死ね。 

賴繼 はい。 

刑 部 (賴燈 の： 屑 や 腕 を さすり つくづく 案じた る 態) 生きて かへ ると 思 ふな …… 引き 組んで いさぎよう 討死せ え 0 

賴總 はい。 

刑 部 胄の緖 はお 前が 蹄め たの か？ 

S はい、 わたくしが 締めました。 


刑 部 緩い！ (結びな ほして やる〕 籠手の 紐 は？  これ は 固す ぎる。 もす こしゅる く  •：•： 。(ふた- <  び なほして やる) 

どれ、 ニ郞 は？ (義滕 の 具足 を さぐる) ニ郞は 筋骨と いひ、 うむ ：：： よく 締めて ある。 籠手 も …… うむ 太刀の 佩き 方 

も …… 三郞 * 何事 も ニ郞へ 相談す るの ぢゃ。 五助 ッ I 

五助 はい。 

刑 部 ニ郞 への 引出物 は …… うむ、 わしの 長卷 がよ い。 あれ を 持て。 

五助 (長卷 を 持ち 來る。 刑 部 受取 リて義 勝に わたす) 

蹄の 音 聞 ゆ。 

刑 部 あの 音？ 

小者 下手へ 走り、 街道 を 見る。 

小者 伏 見へ 急がる- 1 大名た ちらしう ございます。 あの やうに 砂煙 を 立て & 急いで をら れ ます。 

五助、 この間に 土器 を 準備し、 三寶に 載せて 来る。 

五助 御 出陣のお 祝 だけな りと …… 0 

刑 部 (土器 を 取り、 飲みて 義勝、 鎮繼、 爲廣に ま はす。 土器 を 投げ 碎く) 

義勝 父上、 お 暇 を まう します。 

刑 部 行け！ 因幡 毆、 二人の 子供ら のこと ぉ賴 みまう します。 

爲廣 御 二方の こと 御 案じ 下さい ますな。 

1 座 肅然。 義勝 爲廣等 下手へ 退場。 五助、 殘り 惜しげ に 後 を 追 ふ。 刑 部 愁然と して 正面の 階段に 睡を 卸して ゐる _ 

間。 舞臺ゃ 、薄喑 くなる。  - 


五助 (下手より 小 急ぎに 登場) 

f: 部 もう 行って しまった か？ 

*15 ら 

五助 はい、 お 二方 さまと も いかにもお 嬉し さう に、 馬の 頭 を 並べて お出かけな されました。 

刑 部 さう であった か。 

五 a 細 川 さまで ございました。 やはりす ぐ I からお 通りで ございま したが、 お 殿 さまと 若さ まがた がお 二方 轡を並 

ベて おいでな されました。 

刑 部 細 川 殿 もた しか 御子 息 等 は 初陣であった のう。 

五 a はい、 左樣で ございました" それに ••：： (不圜 言 ひにく さう に躊 躍し つ X〕 丹 後少將 さま も 直ぐ 後から おつ 父き 

になり ましたが、 やはり 若さ まも 御 一緒に …； 0 

刑 部 丹 後 少將殿 もさう であった か！ 

五助 はい …… 。(袖口で 淚を拭 ふ〕 

刑 部 ニ郞と 三郞が 馬の 頭 を 並べて 行った か！ 

五助 はい、 何 かお 睦まじ さう にお 話しな されながら …… 0 

刑 部 三 郞は纖 弱いでの う …… 天晴れ 武士ら しう 討. 死して くれ、 ばよ いが  

五助  。 

間。 舞臺 次第に 喑 くなる。 刑 部し ばらく 耐 へきれ ぬ やうに 悶えて ゐる" 

刑 部 五助 ッ！ 馬を曳 け！ 

子供ら の 行った 後 を 眺め、 決然と して 首よ リ膿 けたる 袈裟 を 裂く。 
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第曲戲 


五助 あのお 馬 をッ？ 

刑 部 馬ぢ や！ 

五助 は ッ！ 

刑 部 わし は 一 足 先に 行く。 後から 追 ふて 来い！ 

须彌 壇の 後ろへ 走り、 黑革械 の錯を 抱へ て 出で、 急ぎ 下竽 花道へ か \リ 子供ら の 後 を 追 ふ 

五助 (階段の 下に 立ち たるま k 呆然と して 送る〕 

祐玄 (黑き 法衣に て 御 燈明を か k げて奧 より 登場 〕 

ぢ つと 刑 部の 後 を 見 4^ りながら， 須彌 s< の 前に 立つ。 

第二 慕 

時 

一幕より 約 三 ヶ月の 後。 七月 十日の 晝。 

場所 

江 州 佐 和 山城 內 書院 

gol 場 人物 

石 田 治 部 少輔三 成 四十 一 歳 

蒲 生 備 中 五十 歳く らゐ 


樫 原 彥右衞 門 四十 七 八 歳 

渡 邊宗庵 五十 七八歲  一 

大ハ 4： 刑部少 輔吉繼 

その他 侍女 侍 等 

上手 寄" に、 ほとんど 何の 飾 もな き 極めて 簡素なる 部屋 U 壁な ど は 所々 紙で 貼って ある。 週り 緣。 上手 晝 

院窓" 緣側づ た ひに 上手に 茶室が ある。 茶室の 一部が 見えて ゐる。 茶室と 甞院の 間に は 梧桐が 靑々 と 茂って 

ゐる。 S- 々湖の 波の音が かすかに 聞え る。 

下手 寄りに、 木立の 間に 佐 和 山械の 出城の 一部が 見えて ゐる。 さらに その後ろ に 比歙、 比 良、 坂 本 あたり 9- 

出が 湖 を へ だて --n^ えて ゐる。 

石 田 三 成、 や、： ts- 質な 沈鬱な 額、 病み 上りの やうな 衰 へが 見える。 質素なる 裝。 下手 植ゑ 込みの 中より 

場。 渡邊宗 庵つ いて 登場。 

三 正面よ きと ころに 腰 を 卸す。 

三 成 今日は 御 事 多のと ころ を 御苦勞 であった な あ。 

宗庵 いえ、 實 はこの 三月 加 藤 さま、 福 島 さま、 萬 田 さま 七 入の 方々 と、 あなた さまの 御 間柄が あの やうな ことにな 一 

り、 あなた さま は 佐 和 山城へ 御 引退、 今日まで 御 閉門 同 樣な御 有様、 ぜひ 一度 佐 和 山へ 參 つてお 見舞 ひいた さねば 

と 存じ をり ましたが、 つ ひ 何 や 彼と とりまぎれまして 飛んだ 御無沙汰 をいた しました〕 一昨日、 京への 御 使で ござ 一 

いました ので、 よきし をと 存じお わび かた 参りました。  "一 


コ 一成 いや、 わし も 三月、 佐 和 山へ 歸 つてから は ー步も 城外に 出た こ ともなし、 浮世 を 外の 隱居： 蕃しぢ や は、 は >• 

i  U 

宗庵 それにしても ひどい おやつれ やうで ございますな。 太閤 さま 御 在世 ジノ をり は德川 さまと 肩 をお 並べな された あ 

なた さまが …… 0 

默 然として 三 成 を 見る 0 

三 成 何事 も 時世 ぢゃ。 

宗庵  。 

1 一一 成 越 前の 刑 部 殿が 伏 見から 會津 の陣へ 立た る. -由、 噂を聽 いたので、 强 ひても 佐 和 山へ お招きい たし、 別宴 か は 

りに、 久々 にて お茶 一 つ さし 上げたい と 思 ひ、 實は 宗匠に 御 苦勞を 願った わけ ぢゃ。 

宗庵 左樣で ございまし たか、 それ は さぞ 刑 部 さま もお よろこびで ございませう …… です が、 刑 部 さま はこの 春 ごろ 

から 惡ぃ 御病氣 にお か、 りなされ、 御 自分で も 人に 逢 ふこと を襌っ ておいで との こと を 承り ましたが …… 0 

無氣 味なと いふ 表情 をす る。 

I  二 成 たと へどの やうな 御病氣 であら 5 と 三 成に 何とも 思 はぬ" た あれほどの 大將を あの やうな 病で 殺す のが 

氣の 毒で ならぬ。 (三 成、 床の 問から 欲紗っ 、みの 肩銜 を取リ 出して) これ は 先年 伏 見で、 宗匠の 手から 黄金 三， HI で 

もとめたぁの唐茶に53^ぢゃ。 これほどの 名器 を に 失 ふの も 惜しい。 形見と して 受けと つて 置いて もら ひたい。 

宗庵 お 形見で ございま すか ッ！ 不吉な こと を 仰 しゃいます。 

三 成 いやさ， つで はない。 萬 一 またも 時勢が めぐって 来れば、 福 島、 加 藤な ど はおろ か 德川駿 へ も、 今の 我が身の わ 

び し さ を 思 ひ 知らせて やる こと もで きょう … … だが 人の 運命 はわから ぬ-ま た 何時、 何 處の戰 場で 侖 捨てぬ もので 


もない。 どうぞ 形兑に 納めて 置いて くれ〕 

S 一向 合 iT がまい り ませぬ が。 ま、 ともかくお ぁづ かりいた して 置き ませ 50 

三 成 それで わし も 安心した。 

搔原彥 右舒門 (花道より 乘馬 にて 急ぎ 登場〕 

三 成 彥右衞 門 か。 で、 刑 部 殿 は？  3:^0  J  .  、  ； -1/ 

： . 5  C  3  CS  L,  ,f プヨ ite こ g ケ 中の へお か. - りのと ころ をた つてお" P き 力へ をお 驛 7"* 

彥右衞 門 申 日 伏 見 をお 立ちな され 今日： S すてに 頃う. H^*=>-3  一  *T ハまカ C 

ノ たしまして ございます。 

三 成 御苦勞 であった。 御 同勢の 方々 は？  、广。 

彥右衞 e: 若さ ま 方、 因幡さま 御 一緒で ございまし たが、 佐 和 山へ は 刑 部 さま 御 一人でお 越しで こさ、 ます 

宗庵 わたくし は失纔 いたします。  - 

一一 一成 では、 もう 刑 霞 も 直ぐお 見えで あらう から、 その 邊 のこと あちらの 部屋 で賴 みます そ 

宗庵 はい、 かしこまりました。 (上手へ 退場) 

刑 部 (下手より 若侍 一人 連れ添 ひに て 、駕籠より 登場)  —P,,ULC 

囊 a 一一 成 下手まで 出で 迎 へる 彥 右衞門駕 管す rl 近くまで 導、 三 成 霞の 戶を 明け 自ら の 手 をと- 

り扶 けんとす る) 

一一 一成 刑 部 殿、 三 成で ございます。 

刑鄧 治 部 殿、 ，ございます。 だが、 あさまし いこの 病 恐れ入ります。 〔と、 手に て辭 退す る) 

1ー1 成 何の 御 遠慮。 (手 を 取らう とする〕 


刑^ まだ さほど 衰 へて は をり ませぬ。 昨日 も 逢；^ 山-たけ は 馬に いたしました。 會律 面の 哉 場 は いづれ 馬上に て e け. 

通る つもりで をり ます は 、は、 は  • 

刑， ぼ 錄 より 出づ。 狩 衣。 C 紹 にて をつ、 ん でんる" 第一 幕より や、 鋇 のおが じてんる。 ぉ衞 門、 ^. 

^及び 侍 下手へ 入る。 刑， 部效 を： UM" はせ しばらく  S ひ 入れ。 

三 成 ® に 承って をり ましたより は、 はなはだ 御 元氣で ml® に 存じます。 

刑部を^^敷に案内する- 緣に 近く 坐る。 

刑？^ ありがたう ございます。 治 部 殿 も 春からの 御漦 居、 御 心中お 察しいた します。 …… K は 過日 害 面に て 申 上げ ま 

した 通り、 この e: 月、 わたくし はしば らく 三千 院に lis を義 ふて をり ましたが、 德川！ 座よりの 急のお 召し、 殊に 

三郞は 初陣の ことで もあります ので、 かねて 捨てん と 思 ふて をり ました 太刀 を ふた 、び-取って、 伏 見まで © けつけ 

ました。 今にも 戰 ひが 始まる ことかと 若い者と s: じ氣 になって © けつけ ましたが、 德川 1^ は 伏 見 を 立 たれ、 大方の 

人々 も， ほ 面へ 出陣いた しました が、 わたくし 一 人に は 伏 と 大阪の M に殘 つて くれとの お 言葉、 J ^もない こ 4 

わたくし は 諦め もす るが、 若い 奴等が 腕 を ほ"？ らして をり ますので、 再三 德川 股へ 使 を 立て、 やっとお ゆるしが 出た 

やうな 次第で m は 昨朝 伏见を 立ちました。 

一：： 成 お れの ところ、 殊に は 御お 堕.〉 -ゎ ざ/、 お 伴れ いたし 恐縮に 存じます。 

刑然 いや、 實は 左樣な 次第で、 出陣が 遲れ ましたし、 若い 奴等 はぜ ひ 第一 戰の 先き liS け をいた したいな どと はやっ- 

て をり ますので、  つ ひ 道 を 急いで ゐ まする し、 成ろ ベ, ならば 御 千 S 华人 正殿に 垂 井まで 御 越し を 願 ひ、 かの 地！ X 

て 御 伴 い たして會^^面 へ 出陣 い たす 考 へ で ござ い ました。 率 人 正殿 も 初陣で おあり だ と 存じます が。 

三 成 あれ もこの 度が 初陣で ございます" 


K  三 鎵 も 初 鋒で ございま すが、. sst の 子 を 持つ 理り心 は 妙な もので ございま すのう。 小 田 接の 降 で： K 死いた した 

+sr  ::: それから 二 鍵の §に はこち らも 若かった せいか、 さほどに も 思 ひませ なんだ が， • 1- に、 

もうから 意氣 地の ない 父に なって しま ひました は、 は i  で、 治 都 K に御蟄 罟 の をり r  • ； に しに， リレー ai と 

のこと を 承り、 ならば 及. はずながら 隼 人 正お の 初 at にわた くしが お 俘いた したら ばと 存じました ので、 あの や. 「な 

使 を さ し あげ ま し た 次第で ござい ます。 

一一 一成 いや、 わざく お引き かへ しいた させまして、 まことに <» 手に て？ «れ 入ります が、 刑 部 殿. 會津 面へ 出 S に 

なれば いつまた Jff&K とも 知れず、 わたくし も sasfe ひどて 81 を 痛めまして a せりが ちで ございま すので、 班 一 の 

こと も あらば 永劫お n! にか、 ります をり も あるまい，；" とつ ひ 妙な 心に なりまして、 ぜひ 1 度お 逢 ひいた したる 上に 

てお 訣れ を掊 しみた く 存じ、 自身お 後， ゲ S ひ 馬 を 走らせる に いこと で. 二 ざ， 二三. が、 S 居 S- の 身で 一 步 たりと も 

城外に 出ます る は、 *IE への 揮り も あり、 かたがた …… 。 

00 さほどまでに «s& を 思 ひく ださる 御 心中 5 れ しう 存じ 1，。 

一一 一成 いや、 左樣に 仰せら る、 と 却って 汗顔の 至りで ございま すが、 IS はこの 方の 磨 手 も あり • 是弃共 |« 出立 >；3 に、 

S 內々 に 御 相 3R いたしたい 儀 も ございま したので 家来の 者 を 遺 はし 御 引き 留め いたした や， つな 次第で ございます。 

大 5*  S ：々. ？ 御 相談， •：：： 。 

»  IRIS しばらく rtjtv 日の 光-？羞 る。 

飛 0 內々 の 御 相 接と ま.^ します に …… 。 

«  いや、 お待ちく ださい。 内 々の 倒 栩談と 仰し やる からに は …… (Jflw 的に 感じ や、 おきた る 簾) しかし、 そのお 

IK はわた くしに はお 打明け な さつぬ 方が. 宜しう は ございますまい か * 


ヨ成  。 

刑 部 わたくし は 治 部 殿に も 二十 幾年の 恩 Si を恭 くいた して をり ます。 と、 同時に、 德川 殿と も 年來の 眤懇。 このた 

び は會津 面へ ま：， り德川 殿への 誓 書の 手前 も あり、 德川 殿の 幕下に 走せ、 飽くまで も德川 殿の 味方と なって 働く つ 

もりで をり ます。 それ を 御存じの 上お 話しな さっても お 差 支への ない ことなら、 いか やうのお 話 も 承り ませう。 で、 

ないかぎ り はお 話な さらぬ 方が あなたの ためで も ありまた わたくしの ためで も あるかと 思 ひます。 

1 一一 成 よく 言って くだされた。 先刻 わたくし は 刑 部 殿に しみじみ お別れ を 惜しみたい ためにお 茶 を さし 上げたい と 申 

しました が、 三 成の 心 を 51 り 開いて 見たら、 それ も 蓠更噓 の 言葉で は ございません。 たしかに 三月 以來 蟄居の わた 

くし は 刑 部 殿 一 入 を 一 番心强 い 味方と も 思 ひ、 朋友と も 思 ふて 今一度お 逢 ひいた したいと 考 へて をり ました。 さら 

に 今日 ぜひとも 御 立 寄り をお 願 ひいた しました わけ は、 お 察しの 通り 1 大事 を 企て \を ります ので。 

刑 部 いや、 それなら ばもう …… 。(刑 部 手に て 制す) 

三 成 お 話いた したと ころで、 刑 部？ &の 御意 志 を 無理に 抂げ させ やうと は 存じ ませぬ。 また 三 成の 願 をお 聽き くださ 

らぬ にしても いさ、 かお 怨み はいたし ませぬ- たと へ 御 他言く だされても 何とも 思 ひ はいたし ませぬ。 三 成 は 德川. 

殿 を 向う に ま はして 天下分け目の 戰ひを 企て、 をり ます。 

兩人 しばらく 沈默。 

刑 部 左樣で ございまし たか。 (恨 然として) それほどの 御 決心が おありなら、 何故もう 一月 早く 刑 部へ - 話しく ださ 

れ ませなん だか。 刑 部、 お 怨み まう します。 德川殿 伏 見出 發 以前に、 御 心中 をお 明かし 下されたなら、 近 江 伊勢の 

間に 兵 を 伏せ、 刑 部 自 身內府 をお！ り 申す ことにい たし、 長 束 殿と 申し 合せ、 前後より 狭み 擊 たば 維 作 もない こと. 

で ございま したに。 今日す でに 箱 根 を 越えて あれば、 野に 虎 を 放つ も 同然、 今と なって は戰 ひの 時機 を 逸しました 9 


一一 一成 刑 部 殿のお 考へ も御尤 でございますが、 わたくしに はまた わたくしの 考へも ございます。 實は 去年 伏 見に て 直 

江山 城と 申し 合せ、 會津 にて 上 杉毆が 旗を擧 げらる、 を機會 に、 こなたに て. 5、 兵 を 擧げ. 關西 九州の 人々 を 一手に 

して 起ち ますれば、 德川 殿の 威勢 恐る &に 足らずと 存じます。 

刑 部 西國の 大名に て 誰々 がお 味方に 御加擔 いたしました？ 

三 成 毛 利 一門、 島津、 小 西、 宇喜多、 小 早 川 これ 等の 入々 は 間違 ひない ことで ございませう。 信 濃に は 眞田昌 幸 父 

子。 家康、 上 杉 殿と 兵 を 交 ゆると 同時に、 關 西の 大軍を 以て 箱 根 を 越え ー擧 にして 江 戶を蔺 く 所存で ございます。 

刑 部 (慨然として〕：^^^駿ほどの大器量人が、ぁたら機を逸し、 謀 を 誤られた か。 天下 は 德川毆 か 治部駿 か、 二人に 

一入の 物と はかね てより 察して ゐ ましたが、 恐らく かうな つて は洽部 殿の 手から. わざわざ 德川 殿へ 天下 を さし あ 

げられ たも 同然 で ございませう。 

11! 成 何故に また 左樣な こと を 言 はる &か？ 

ち. A ら  ち. &ら 

刑 部 德川 殿に 天下 を攝る ほどの 力量が あれば. 洽部 殿に もまた 天下 を攝る ほどの 力量 は ございました。 しかしもう 

勝負 は 決まりました。 斯樣 になる の も 蓮 命で ございませう。 

1 一一 成 運命と は？ 

刑 部 治 部 殿の 仰せら る. <  こと は、 棋に てま 5 せば 中入^ 手の 策戰 でございます。 先づ 吾れ に 成算 あり、 吾れ 期の 

如くせば、 彼れ 期の 如く せんと 計畫を 立て x か& ります U 果して 彼れ はわが 計畫 通りに 動きます。 卽ち 吾れ 勝つ。 

しかし これ は 中人對 手の 勝負で ございます。 もし 名人に 逢 ひま すれば 悉く 吾れ の 成算 を 裏切る で ございませう。 今 

日 の 德川殿 は 棋道に 於け る 名人で ございます。 今 曰 德川殿 を對手 に 事 を擧げ らる  >  に 五つの 不可が ございます。 德 

川 殿 は 今 曰 五老の 上に 居り、 權威 日に 月に 加 はるの、 み、 天下の 諸將爭 ふて その 幕下に 參じ、 競 ふて その 命 を 奉ぜん 一 


こと を 努めて をり ます。 しかるに 太 だ失禮 では ございま すが、 治 部 殿に して 五 +蓠石 も 餌して をら るれば 格別、 何 

分に も 御領 地 は 小 ひさく、 官位 高から ず、 自然 治 部 毆を慕 ふ 人 も 少なき 道理。 今の 世の 人た ち は 心 だけで は 動き ま 

せぬ" 檁勢、 利得、 金力の あると ころに のみ 蟻の やうに 集まります。 これ 第一 の 不可。 今、 天下に 大 國を領 する 者、 

毛 利 あり、 德川 あり。 しかし 毛 利は德 川の 敵ではありません、 人心 悉く 德 川に 歸 して をり ます。 これ 第二の 不可) 

德 川殿壯 年の 頃より しばく 甲斐、 駭 河の 敵と 戰ひ、 遠謀 深慮、 豪勇 果敢、 天下 無敵で ございます。 これ 第三の 不 

可。 凡そ 天下に 德川殿 ほど 良き 大將を 持つ 人 は ございますまい。 井伊、 本 多、 榊 原 • 酒 井、 大久 保、 平 岩、 大 須賀、 

4£ 'らも 

鳥居なん どみ な 一 騎當 千の 丈夫で ございます。 これ 第 四の 不可。 子孫 を 思 ふ は 人の 情" 德川殿 はよ くこ \ の 機微 を 

辨 へて をら れ ます。 部下に 死す る 者 あれば、 厚く その子 孫を祿 する が ゆ ゑに、 自然 親 を 慕 ふが 如く 德川殿 を 慕 ひま 

す。 喜んで その 馬 前に 命 を 捨てます。 今の 世 一人と して 德川 殿に 比すべき 仁人 もありません。 これ 第五の 不可。 何 

れの點 より 見ても 今 日 德川殿 を對 手に 兵 をお 擧げ なさる の は不覺 でございます。 

三 成 しかし 兵 は 機で ございます。 變 幻き はまりな きが 兵の 常態で ございます。 今 東西 相呼應 して 立た ば 家康を 撃つ 

こと  0 

刑 部 その 謀 はすで に 機 を 逸して をり ます。 それ は德川 殿が まだ 伏 見 滞陣 中に 施さるべき 策戰で ございました。 たお 

た^ 殘念な ことに 存じます。 治 部殿惡 いこと は 申し ませぬ- この度の 御 企て は 今 暫く 御考 へな された 方が 宜しう ご 

ざ いませう。 

三 成 刑 部 殿の 仰せら る X こと、 三 成 とても 思 ひっかぬ でも ございませ ぬが. …… 刑 部 殿、 秀賴 公の 今の 御 有 樣を思 

ひま すれば、 勝敗の ことのみ を考 へても をら れ ませぬ リ 

刑 部  。 


一一 一成 あれ ほ" 十-太 閣 殿下の 御 恩顧 を 蒙った 加 藤、 福 島 等の 人々 が M 許 を 出船いた し、 大阪 にト： S1 いたせば、 先づ 第一 

に 御 幼お へ 御 伺候いた すが 臣 子の 禮 であるべ きに、 大阪 城に 秀 @<ム 御 母子 をお 訪ね たす こと はせ で、 先づ伏 見に 

或 ひ は 江戸に、 た^その 遲 れんこと を これ 恐る、 態に て德川 殿へ 伺候い たす 有様、 幼 ^5; 御 EH 公の 御 心中 をお 察しい 

たせば、 何ともお いた はしく、 夜 も 寝られぬ こと さへ ございます  0 

刑 部 强 きに おもねり、 榮 ゆるに 媳び るが 入の 心と は 申せ …… 0 

二人 黯 然として 沈默、 三 成 手に て 眼 を 拭 ふ。 

三 成 三 成 一人の 命、 いつ 捨てた とて 惜しう は ございませぬ。 

刑 部  。 

同じく そっと 淚を轼 ふ。 

一一 一成 いや、 よし もない こと をお 話し まう した。 何事 も 今夜の こと は 三 成の 夢物語、 このま、 お忘れ 下さい。 せめて 

今 m 一  日 だけ は ゆっくりと 御と まり 下され、 ゆる/ \ と 昔話で も 承り ませう。 考 へます ると、 刑 部， M と 三 成 はず 

ゐ ぶん 古いお ちかづ き で ございま したな あ。 

刑 部 わたくし、 大友 家へ 仕へ 居ります ころから、 殿下の 幕 中に 石 W 殿の をら る& こと はよ く 承って をり ました。 大 

友 家 滅亡の 後浪々 の 身と なって 大阪 へまい り、 治 部 殿の 御推擧 あつたれば こそ 今日の わたくし。 その 御 恩 は 生 忘 

れ はいたし ませぬ。 

三 成 何の あれし きのこと を 恩に …… しかし あれ 以來刑 部 殿と 三 成 は 何の 御緣 か、 片時 もお 別れ まう した こ ともなく、 

終に は 朝鮮の 涯ま でも 御 一 緒に 生死の境 を …… 。 

刑 都 まことに 不思議な 御緣で ございま したな あ。 


戲ー 


曲 


集 


111 成 その 刑 部 殿と も、 敵と なり、 味方と なって 戰 はねば ならぬ かと 思 ふと 苦心し う 存じます。 

刑 部  。 

俯向 いたま- <  考へ込 んでゐ る，. - 

侍女 (正面の 襖 を 開き、 茶 を さ、 げ來 る。 刑 部の 前に 置く〕 

11 一成 刑 部 殿、 宗 庵が 立てました お茶 一服お 上り 下さい。 實は あちらの 茶室へ 御 案内いた さう かと 思 ひました が、 そ 

れも 却って 御迷惑 かと 存じ、 こちらで 失禮 いたします。 

刑 部 頂戴いた します。 (いた いて 飮む〕 まことに 結構な ぉ加滅 でございます。 

三 成 ぁッ、 どうぞ こちらへ お 廻し 下さい。 

刑 部 でも、 わたくしが 飮 みました 茶碗 を …… 0 

ほ 分の 醜き 病 を 恥ぢて 躊躇す る。 

1 二 成 何の 御 遠慮 を …… 0 

刑 部 でも、 それ は あんまり。 

三 成 恐らく 今日 かぎりの お別れで ございませ うから 0 

刑 部  。 


三 成 

刑 部 


なほ SS 躇 しつ、 疊の 上へ 茶碗 を 置く。 

(茶碗 を 取り、 いた 2^ いて 最後の 一滴まで 飮み 千す) 

(不自 .E な 眼で、 ぢ いっと 三 成 を 見つめて ゐる。 感激の 情 表に あら はる。 强 ひて それ をお さへ る。 ふた. f び 愁然 


として 俯向く〕 


三 成 刑 部 殿 さぞお 疲れで ございまし たらう。 では あちらの 部屋に て ゆっくり …… 。 

刑 部 御 親切 はありが たう ございま すが、 戰 場へ 急ぐ 身で ございま すれば 一刻の 時 も 惜しう ございます。 只今から 直 

ぐ 出立いた したいと 存じます、 子供ら も 待って をり ませう から。 

1 一一 成 でも、 今夜 だけ はぜ ひ。 

刑 部 治 部 殿に 御 味方す るつ もりなら、 一夜 は 愚か 十 夜で も 百夜で もお 宿 も わが ひませ うが、 いざと なれば わたくし 

は德川 方と なって、 眞っ 先に 治 部 殿の 御 陣へ斫 り 入ります る覺 悟の 者。 たと へ 一夜で もお 宿 を 願 ひまして はい ざと 

い ふ 場合 太 刀 先 の 鈍ります の も 如何、 は. 1 は、 は …… これでお 別れいた したう ございます。 

三 成 まことに、 それ もさう。 ではお 名殘り 惜しう ございま すが、 これでお 別れいた します。 (手 をた >- く。 侍女 登場 

手 をつ く) お 客 さまのお 立ち だ。 

侍女 はい。 (退場〕 

三 成 (刑 部の 手 を. 取リ、 庭へ 案内す る〕 

刑 部 治 部 殿. いつも 變らぬ 御 親切、 まことに うれしう 存じます。 お 味方 もせぬ 吉 IT つれへ 肝 膽を碎 いての 御 相談、 

殊に 御 心 をつ くされての おもてなし、 二 ケ國、 三 ケ國の 新地 を 給 はった よりも うれし， 「存じます。 

三 成 いや、 もう 今日のお 話は埒 もない 物 夢 語で ございます。 

刑 部 夏の 日の はかない 夢で ございま したな あは >- は >- は  0 

三 成 はは は  0 

駕籠 及び 侍 下手よ リ 登場つ 1- いて 蒲生備 中、 旅の 装に て。 

刑 部 (駕籠に 近づく)  ； 


戲 


集 


2 

3 


三 成 刑 部 殿 今日は 何のお もてなし もいた しませ なんだ。 せめても のお もてなしと 存じ、 この 程 新たに 見えました 蒲 

生備中 をお ち かづ け かたん \ 御 途中 ま で お 見：.？ K り いたさせ ます。 どうぞお 見知り 置き 下され ます やう。 

蒲 生備中 蒲生備 中で ございます。 

刑 部 (すかし る やうに して〕 蒲 生 備巾殿 か。 天晴れな 武者振り、 治部駁 はよ き大將 をお 見出しな された な あ、 今 曰 

のお もてなしのお 禮に は、 萬 一、 治 部 殿と 敵 味方と なりて、 戰 場で 目 見 ゆる こと も ございましたら、 何時でも. It 繼 

この 醜い 首 も 進上いた します は &は、 は \ 0 

1 一一 戋 ま、 t  0  . 

刑 部 半身 を 駕籠に 入れる- 土 を 掘る 音 かすかに 聞 ゆ。 刑 部 耳 を かたむける。 

刑 部 治 部 殿. 土 1>  掘りく づす 音が 聞え ますが、 城 普請で もな さるので ございま すか。 

三 成 お 耳のお さとい ことで ございますな あ。 この ころ は晝夜 兼行に て、 城の 普請 をいた して をり ます。 

刑 部 いざ 天下分け目の 戰と いふ 場合， 大阪 城なら ば ともかく、 他に 立て こもる に 足ろ 城 は ございませぬ。 御自身、 

馬 を 陣頭に お進めなさい。 城の 御 普請 は 無駄で は ございませ ぬか。 

=1 成 この 城 一 つに 天下の 軍勢 を 引き受けようと は 思 ひませ ぬ。 しかし 天下分け目の 戰 にもし 不覺を 取る こと も ござ 

いましたら、 この 城まで 落ちの び、 湖上の 月で も 見ながら、 心靜 かに 死にた うご ざいます。 (湖の 浪が 聞え て 来る) 

は \ あ 風が 出て まゐ りました な o( 空 を 仰ぐ) 

刑 部 (波の音に 耳 を 傾け 默 然として ゐる) 

土 を 掘る 音 ふた 、び 聞 ゆ。 

三 成 時折 は、 あの 土 を 掘る 音 を聽 きます と、 日夜、 三 成 一門の 墓場 を 築いて ゐる やうな 氣 がして ならぬ こと も あり 


ます は k は V は •：：. 。 (寂然たる 笑 ひ〕 

刑 部 御 一門の 御 墓場 を …； 。 

いたま しげに 三 成 を 見る。 駕籠に 人り、 わざと 急に 駕籠の 扉 を 締める- 

三 成 (悄然と して 見送る) 

駕籠 下手 花道へ 入る。 蒲 生う しろより。 

同じく 力 へ し 

時 

七月 十一 日 午前 三時 ころ 

場 所 

濃 州 垂井宿 陣屋 

登場人物 

大谷 刑部少 輔吉纖 

同 二 郞義勝 

同 三 郞賴繼 

平 塚 因幡 守爲廣 

湯淺 五助 

島 左 近 六十 歳 


その他 武士、 卒等 

垂 井の 宿 は づれの 或る 豪家の 奥座敷と 次の間。 奥座敷 は 正面 床の間に 隣り て 一間の 換が マ； ち、 そこから 廊下 

へ 出る つもり。 廻 リ緣。 家の 後ろ は 一 町ば かり へだて、 中 山道に なって ゐる、 松 並木が 下手に 見える。 A 

の 13^ の 間に は 螳櫃、 長卷 等。 次の間に も齄 砲、 弓、 检、 旗 指 物な ど 緣 端に は 小 荷駄な ど。 短 築の 燭が奧 の 

間に 一 つまた >1 いて ゐる。 

次の間に は 籠手、 脛當 をつ けた 夜 # の 侍 二人。 侍 一は 緣の 柱に もたれて ほ眠リ をして ゐる 侍 二 はま だ 若い 

男 ••：： 緣 端に 腰 を かけて す >- けたむ 燈の 下で 手紙 を 認めて ゐる〕 二人とも 草鞋 穿き のま、。 緣 端の 柱に は 槍 

と鐡 砲が 立て かけて ある。 

しきりに 蟲が 鳴いて ゐる" 

緣 端の 蚊遣り 火の 煙が いぶって ゐる。 

月が や、 かたむき か、 つて ゐる。 霧が 深い。 下手の 裏の 松 並木の かなたに 伊吹山が かすかに 月の 光りの 下に 

見えて ゐる。 松 並木の 庭の 間に は 低い 餽が ある。 夕 額 や 月 草が S< いて ゐる。 中央よ リゃ、 上手に 寄 リて大 

きな 木が 一 本 ある。 

鐵砲を 持って、 肩から 法螺貝 を 掛けた 夜警の 侍 三が 背 を 向けて 松 並木の 方 を 見つめて ゐる。 

松 並木 を通リ 行く 馬上の 士ゃ、 徒歩の 男た ちゃ、 小 荷駄な どが 霧 をへ だて、 見える 意。 馬の 鈴の 音な どが 聞 

える。 

夜 替の侍 三 (松 並木の 方 を 向いた ま- 0 また 通る ぞ、 今度の は 大分 多勢 だ。 二三 千 は あらう。 半時ば かり 前から つ t 


5 いて ゐ るが、 まだ 通って ゐる。 加 藤 殿 かな •••：• それと 島 殿 かな ：.：• みな 急いで 行く わ、 あの やうに 急いで 行く 

わ …… あの 勢で 會津 面に 押し寄せたら、 幾ら h 杉 さま や、 直 江 さまが 强 くても 一 と 溜り も あるまい。 

夜 释の侍 1 (ふと 眼 を さまし ：- おう、 もう 交代の 時刻 だら う。 うと.，. <\ として ゐた。 (のび をして 立て かけた 槍 を握リ 

庭に 立つ) お前 はまた 手紙 を 書いて ゐる のか。 よく 毎日、 每夜、 手紙ば かり 書く 男ぢ やな あ。 

夜 錄の侍 二  (恥づ かし さう に 手紙 を 折リ、 腹卷の 下に 突き 込んで しまう。 〕 

夜警の 侍 一 まあよ いわ。 お 主 はま だ 若い の だからのう。 若い うちだ、 女と いふ もの を 神 さまの やうに 思ったり、 女 

の 心 を 千年 も菡年 も變ら ぬ も の やうに 思 ふの は、 は、 は \ は、。 

二人 鐵 砲と 檜 を 持ち、 侍 三と ともに 後ろの 方へ 退場" 

刑 部 (奥の 座敷の 換を 開き 登場。 佐 和 山城から 歸 つて 來 たま、 の 装 ひ。 や、 洒に醉 ひたる 體) 

夏の 夜 を こめて 山道 を 駕籠に 搖 られ。 快く 疲れたと ころ を 五助に す、 めら れて、 久し振りで 酒 少しす ごした のが ひ 

どく 體 にきけ たや うぢ や …… (紋 遣り 火の 傍の 緣の 柱に よりか  >- つ て 坐る) あり やう は 治 部 殿の 心中 を 察し、 思 はず 

落涙いた した。 佐 和 山の 城 を 出る まで は 人の 手前 も あり、 よう 耐 へて ゐ たが、 駕籠に 搖られ て 啜 道 を 走る ころから、 

まこと  まこと 

意氣 地な き淚が こぼれて 來て、 わし は 顏を掩 ふて しま ふた。 眞の 男の 心 は眞の 男の みが 知る。 今、 天下の 入々 のう 

大 ちで、 治 部 殿の 心 を 知る 者 は 恐らく わし 一 人。 わしの 心 を 知る 者 は 治 部 殿 一 人。 …… わし は 洽部殿 を 捨て、 垂井ま 

f で歸 つて 來た。 わし は 駕籠の 中で 幾度 か 駕籠 を 佐 和 山へ もどさ， つかと 思 ふたが、 わしの 弱い 心 を 叱りつ けて こ、 ま 

まこと 

刑 で歸 つて 來た。 歸 つて は 来たが 治 部 殿の 顔が 眼に ついて ならぬ 實 にわれ 一人 を賴る 孤城 無援の 治 部毆を 振り捨て 

て歸 つて 来た。 わし は 酒で も飮 まないで は をれ なかった のぢ や。 士は 己れ を 知る 者の 爲に 死す とい ふに、 わし は 治 

部 殿 を 振り捨て. 1 歸 つて 来た。 わし 一人の 身で あったら、 わし は 今夜 これから 直ぐに 佐 和 山に 引き かへ さう が、 わ 


し は義勝 や、 初陣の 頓繼 まで 勝 味なき 戰 さの 犧牲に してむ ざく 殺した うはない。 

庭に 下りて 俯きがちに 考へ 込みながら、 立ち止まって は 遠き 物音に 耳 を 傾け、 あちこちと 歩く。 時折 或る 誘 

惑からの がれる やうに 體を顫 はせ る。 

伊吹山の 据を めぐれ. 叶 佐 和 山の 城が 見える。 佐 和 山に 近い 垂 井に 滞陣して ゐ たので は、 心苦しうて ならぬ。 この 夜 

の靜 けさで は 佐 和 山の 鐘まで も 聞え るで あらう。 まだ 夜 は 明けぬ か。 早う こ- -を 立ちたい。 佐 和 山の 町から 遠ざか 

りたい 0 

空 を 見る。 痛 さう に 眼 を 押へ る。 

醫 者に 止められて ゐた酒 を飮ん だせい か、 ひどく 眼が 痛んで 來た。 (押へ つ、 庭を步 む。 ひどく 苦しむ〕 おう。 あの 

寛の 水で 冷やして 見よ 5 。(抉から 白 布 を. 取り出し、 泉の 水に 浸して 眼 を 冷やす〕 誰か ゐ ぬか。 ちょっと 明り を 持つ 

て 来て くれ。 

五助 はい。 た^今 …… 。(裏手より 松明 を 持ちて 登場) 殿 さま、 どうなさい ました。 

刑 部 五助 か。 眠って ゐた ところ を 起して すまなかった が、 あまり 眼が 痛む ので、 ちょっと わし； 眼 を 見て くれ。 

五助 それ はお こまりで ございませう。 ぁ&、 五助が 無理に お 酒 をお す k めいた したの が惡 うご ざいました。 でも さ 

つき 殿 さまが 佐 和 山から ぉ鼸 りに なりました 時 は、 あまりお 顏 巴も惡 かった し、 何か御思案に；：：^^れてぉぃでのゃぅ 

で ございま したので、 つ ひ、 飛んだ こと をいた しました。 だいぶお 眼が 赤くな つて をり ます。 お痛みな さるで ござ 

いませうな。 

松明に て 熱心に 刑 部の 眼 を 見. 一 生 懸命に なって 刑 部の 眼 を 冷やして やる。 

刑 部 何の、 心配いた す こと はない。 おかげで だいぶよ くな つた。 


部 刑谷大 
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ff- 助 あ、 すっかり 忘れて をり ました。 ぉ醫 者！ V ついた いて ゐ ました 殿 さまのお 藥を。 (懷 から 藥を 出して 刑 部の 眼 

にさして やる) 

刑 部 おかげで 餘程 よくな つた や うぢ や。 五助 ちょっと その 松明 を 貸して くれ。 (五助から 松明 を 受け取って 泉の そば 

に 立つ〕 わしの 眼 も  一 tu々 と惡 くなる ばかり ぢゃ。 越 前に ゐ たころ はま だきの 星 も はっきりと 見えた が、 國を立 

つてから は、 一夜々々 と 星の 光りが 霧 を かけて 來た。 霧 は 深くなる ばかり、 星 は 遠くなる ばかり。 明日 はもう 日の 

光り さへ、 松明の 光り さへ 見えぬ やうに ならう も 知れぬ。 

松明 を n^、 月 を てうれ しさう に。 

まだ 松明 もよう 見えろ。 月 もよう 見える。 

醜うな つたわが 顏を 見る の も 心が す、 まず、 W を 出て この 方 久しう わが 顏も 見なんだ が、 せめて 眼の つ ぶれぬ うち 

に、 わが K で わが 顏 をた ビー 度 だけで も 思 ふ 存分 …… 。 

松明 を か、 げ、 松明の 光りに 額 を 照らし、 躊藉 しつ、 泉の 面 を萌き 込む リ 

しばらく ぢっ ふ-見つめて ゐる。 嬉し さに 耐へ ぬ もの 、一 やうに。 

うむ、 よく 見えた。 水に 映った 松明の 火 も、 泉の 底の 月の 光 も、 そして わが 顏も …… 0 

< ！：. わに 絶頂の 嬉し さから、 どん底の 悲しみに …… 。 

松明 を さらにち かく 額に 持ちて、 ぢ つと 水の面 を 見つめる。 松明 を 持って ゐる手 わた- 1 く。 

絶望的な 表情 

五助 ッ！ (救ひを^^めるゃぅな聲) 

五助 (驚いて〕 はい ッ！ 


刑 部 (刑 部の ft に 驚いて 衷 手より 義勝、 賴繼、 ぉ廣等 出で. 庭の 下手に 拧 んでゐ る。 松明 を 鼓から 離し 遠く 持ちて) 

五助 ッ！ この 松明 を 消して くれ！ (地に 松明 を 投げる) 

五助. わし はこの 醜い、 た r れた顏 をして、 よう も 治 部 殿のお 目に か、 つた。 地の 裂け目で も あったら はいりたい。 

五助 いえ、 殿 さま、 それ はわた くしが 御酒 をお す \ めいた しました からの ことで、 今 半時ば かり 前から 少しお 顔色 

が變っ て來 たばかりで ございます。 もう 半時 も經 ちました らまた 御 普段のお 顔色に おなりな さるに ちが ひ ございま 

せん。 石 田 さまに お 目に か、 らうと、 どなたに お 逢 ひなされ ませう と 何の 御 遠慮が いり ませう。 

刑 部 いやさう ではない。 わし はま だ わしの 顏を 信じて ゐた。 よも やか ほどまでと は 思 はなんだ。 

五助 あれほど けだかく、 お 立派で あつたお 顔が …… 御 病氣と はまう せ …… 。 

刑 部 それにしても わし は 佐 和 山で 治 部 殿に お茶の 馳走に なった" 洽部殿 はわし が飮 みかけて ゐた茶 を 所望され て、 

快う 一 滴も殘 さず 飮 まれた …… わし は 知らなん だ ；… あ、：：： 治 部 殿、 吉繼は あなた を 捨て、 來 ました。 洽部 殿、 

これが 眞の 武士の b る ことか ッ ー わしの 武士 は捨 たった ッ I 五助 わし は …… わしの 心 はわし のこの 腐った 顔よ 

り も 醜う 腐つ てゐる  五助 ッ ！• 

刑 部 手に て 淚を拭 ふ。 義勝、 賴繼 等み な？ - 俯向き、 或 ひ は 眼 を 拭 ふ。 刑 部に 近づく。 

爲廣 かねてのお liBZ, 性と して は、 左樣 にお 考 へな さるの も 御 無理 はあり ませぬ が、 こ、 は 感情に のみお 走りに なって 

はいけ ません。 少しく あちらで 御 休息な されて、 御 熟考な されます やう …… 夜明けまでに はま だ 間 も ございま すの 

で 0 

刑 部 (俯向いた ま 、奥の間へ 上る) 

下手から 一人の 若き 侍、 槍 を 抱へ たま- - 急ぎ 登場。 


3 爲廣 誰ぢ や？  一 

若き 侍 左 門で ございます。 た 今 佐 和 山から 急の 御 使者で ございます。  一 

刑 部 佐 和 山から 急のお 使者 ッ： どなたが？  一 

若き ほ 島 左 近 さまで ございます。  ，j 

刑 部 左近毆 か！ (しばらく 沈 一  この 夜更けに 左 近 殿が …… 。  1 

爲廣 御人數 は？  一 

不 ST 整戒 する やうな 緊張が 人々 の 面に あら はれる。  一 

若き 侍 左 近 さまお 一人で ございます。  1 

爲廣 伴 を も 連れられない でか？ 

若き 侍 はい。 

刑 部 義勝、 早く 幕 を 持て。  一 

義勝 父上、 幕と 仰っしゃる は？  - 

刑 部 (いら 立ちて) 幕ぢ や。 陣營 の幕ぢ や。 

大 賴 繼 父上 何に なされます？ 

. 刑 部 この 醜い 顔で 治 部 殿に お 目に か、 つたが 恥づ かしい に、 今 また 左 近 殿にまで この 顔で 逢 はれる か。 早く 幕 を.？ 

谷  一 

J け！ 慕 を 隔て X お 逢 ひする のぢ や。  _ 

爲廣 それほどの 御 遠慮が！  j 

刑 部 さう ではない。 早く ッ ー 


戯 

集 一 


0 
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義勝 はい！  — 

五助に c くばせ をす る" 五助 小 荷駄の 一 つ を 解いて 陣營の 幕 を取リ 出す。 

庭の 上手の 大きな 木と 地に 突き さ ンた 槍と に リ つけて 幕 を 張る。 幕に は 墨で 大きな 蝶の 紋が 一 つ 書いて 

ある 義勝、 賴繼 二人 父 をいた はりて ヒ 手へ 行く。 

刑 部 は 庭に 下リて 上手の 床机に 凭る 

島 左 近 (いかにも 職場 馴れたる 白 髮の老 武者。 下手 花道より 馬に て 登場。 馬より 下リ る。 卒 数名 裏手よ リ 松明 を 持ち、 

左右に 立つ。 人々 释戒の 眼 を 左 近 向ける) 主人 石 田 三 成の 使と して 島 左 近 これまでお 跡 を 慕 ふて まいりました。 

贊 はこれ までまい ろ 道す がら も、 會津 面へ 向 はる \ 方 々に 幾度と なくお 逢 ひいた しました ので、 刑 部 殿の 御 同勢 も 

最早 御 出 gJl かと 案じながら 馬 を 急がせました。 尙 一 度お 目に か、 る ことができまして うれし C '存じます" 

上手へ 近づき、 ^;^を兑て不{#の顔をする。 

S 御 承知の 病に て 今夜 は ひどく  15 んで をり ますので、 むさくる しき 體に てお 目に か、 る も 心苦しい とまう し、 失 

禮 なが ら幕を 隔て k 御挨接 いたし ます。 

左 近 何の その 御 心つ かひ、 却って 痛み入ります。 主人 三 成 まう します るに は、 このたびのお 別れ は 恐らく 永の 御 別 

れと 存じ 一し ほお 名殘 惜しう 存じます。 ついては 先刻 佐 和 山御發 足の 砲、 御、 のおし るし までにお 目に かけた く存 

じました 正宗の 1 腰- つい 心み だれ 失念いた しました ので、 只今 左 近に 持たせて ぉ屆け まう しあげます とのこと で 

ございます。 

賴總 出で、 左 近より 袋に 入れた る 刀 を 受け-取 リて 父に 渡す， 刑 部 受け取 リて いた 1- く。 

刑 部 左沂- 殿 …… 治 部 殿の 御 志. 七生まで も 忘れ はいたさぬ とお 傳へ ください。 


感き はまって 手 わな、 く。  ^0 

左 近 お 暇 まう します" 最後のお 願に は 今一度お 顏を拜 したう ございます。 何卒 この 幕 をお とり 下され ますれば 主人 

へ の わたくしの 顏も 立ちます。 

人々 ふた、 び 左 近 を 警戒す る。 

刑 部 御尤 なお 言葉で ございま すが、 晴れの 戰 場で は胄に 名香 を 焚く のが 武士の 心懸と 存じ ますれば、 この 醜い 姿 を 

今更ら …… 

左 近 (愁然と して) 詮方 も ございませぬ" では、 お別れい たします。 

刑 部 左近毆 ッ！ 

左 近 (行き かけて 立ち 停る) 

刑 部 さいぜん 治 部 殿から 承り ましたが、 島津殿 始め 關 西の方々、 內々 の 御 誓文 は 間違 ひ は ござい ォ、 すまいな あ" 

左 近 そのこと でございます。 かねて 手配して 置きました 者 どもの 知らせで は、 今夕まで 賴み にいた しました 關 西の 

方々 も 大方 は 或 ひ は 鈴 鹿 を 越え、 或 ひ は北國 街道へ 拔け、 或 ひ は 夜に まぎれこの 中 山道 を關 ijs- へ關 東へ と 押して ま 

いる やうで ございます。 如何に 主人 三 成に 對 して は、 年来の 疏遠も あるに せよ、 秀賴 公の A 一日の 有様 を 思 ひま すれ 

ば 加 藤 殿に せよ …… 0 

刑 部 加 藤まで が …… 。 

左 近 加 藤 殿ば かりで は ございませぬ。 太閤 殿下 恩顧の 淺野 殿、 里 田 殿 も …… 。 

刑 部 淺野 も、 黑田 も？ …… 滑 田 右衞門 は？ 

左 近 右 衞門尉 は 今夕 二人の 密使 を關 東へ られ ました。 その 一人 はわた くし 部下の 者が 取り 押へ ましたが 一人 は 
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殘 念ながら 取り 逃が しました。 主人 この たび の擧 兵の こと を 德川殿 へ @^告 い た し た る もの で ござ い ます。 

刑 部 あれほど 1  力 部 殿と は 入魂の 右衞 門が！ …… 前 田 殴 は？ 

左 近 前 田 殿の 御 同勢 も 今夜 半時ば かり 前、 この 街道 を 關柬へ 下られました。 

刑 部 治 部 殿 は 誰 をお 味方に 秀賴. 公の ために 旗を擧 げらる k 御 所存 か！ 

左 近 秀賴 公の ためなら ばた とへ 一人に なりても， 佐 和 山の 城 一 つ あれば と、 ま をして 居ります。 

刑 部 たと へ 一入に なりても、 秀 公のお ためなら ばとの 仰せで ございま すか。 (刑 部し ばらく 沈默。 淚を拭 ふ) 

間。 刑 部 床机よ リ 立ち上り、 思 はず 隔 りの 幕を撤 し、 左 近め 前に 立つ。 

左 近 殿ッ！ 刑 部 は 東に 行く こと を 止めに しました。 • 

左 近 何と 仰せられます。 

人々 驚く。 

刑 部 人々 はみ な 東へ 行かれる。 今 を さかりの 德川 殿の 幕下へ と、 潮の やうに 夜 を 日に ついで 東へ 行かれる。 西に は 

た V  二人 幼君 秀賴 公と、 治 部 殿 だけが， …… 治 部 殿の 心中 を 察すれば、 吉繼 はもう 一歩 も 東へ は 進まれ ませぬ。 德 

川 殿に は 恩顧 こそうけ たれ、 何の 怨み もない。 しかし- 德川 殿に は吉繼 一人 行かいでも 何の 不足 もない。 治 部 殿 は 

かやうな あさましい 病人の 吉 繼 一 人で もお 待ち 下さる であらう。 

左 近 刑 部 殿お 一人 御 加盟 下され ますれば、 百 萬の 方 を 得ました るより 心强 うご ざいます。 

刑 部 爲廣 殿み なをお 集め F さい。 

爲廣、 一人の 部下に さ、 やく。 藤の ほとりに て、 夜警の 侍 法螺 具 を 吹く。 人々 旗 指 物 を 立て、 思 ひ 思 ひの 武. 

装に て. 上手 下手より 集まる。 


4 


大 

部 


刑 部 お集りな された か。 吉繼は 治 部 殿の 御 心の あまりい たはし さに、 今宵 かぎり 關 東行き を 思 ひ 止まり、 この 場よ 

り 治 部 殿に お 味方 ま をす。 だが、 吉繼は 誰 を も 伴れ て はま いらぬ。 關 東へ 行かる、 方々 は 子々 孫々 まで も榮 えらる 

るで あらう。 治 部 殿に 味方して 西に 行く 者 は 明日 を も 知らぬ 命 …… 。 爲廣 殿！ 義勝、 輯繼 をお 伴れ 下されて 關東 

へお 越しく ださい。 二 入の 子供ら を會津 面へ 差し向け ますれば、 わたくし 1 人 治 部 殿へ 味方した とて、 子供ら へ は 

何のお とがめ も あるまい。 わし はた r 1 人で 西へ 行く。 

00 誰れ 一入 東へ まいり ませう。 死なば 御 I 緒で ございます。 

義勝 わたくしら は 父上と 離れた うは ございませぬ。 

刑 部 東へ 行け、 そして 生きよ。 西へ 行く 者 はた e 死が 待って ゐ るば かりだ" 

頼繼 父上 わたくし も 西へ まいります。 

刑 部 お前 はめで たい 初陣で はない か。 

頼繼 父上と ならば 初陣の 討死 もうれ しう 存じます。 

五助 殿 さま どこまでもお 伴 させて いた どきます。 もし 御 討死なさい ますの なら、 御 1 緒に 討死 させて いた^きます。 

あの *1 まで 御轡を 取つ てまい ります。 

刑 部 わし は 人々 を 殺す に 忍びぬ。 ゎしをた^* 一  入で西に行かせてくれ！ 

賴總 でも、 父上に 別れて 誰れ 一 人、 おめく と 越 前へ 歸り ませう。 父上、 わたくし はやつ ばり 一 人で 初陣 をいた す 

ので ございま すか！ 

刑 部  。 

爲廣 越 前 出陣の 日から、 一人 殘らず 御馬 前に 討死 は覺 悟いた して をり ます。 せめて 人々 を 武士ら しう 討死 させて く 
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ださい。 殊に 關西 は 無勢の 戰さ、 一騎 當 千の 越 前の 若者た ち をお 伴れ なさらば、 それ こそ 石 田 殿に 對 しても 何よ 

りの 御 加勢 かと 存じます。 御 眼は衰 へ、 御 體 は 日に くお 弱りな さる あなた 樣を 捨て、 誰れ 一人、 榮華を 求めて iE. ハ 

へまい り ませ- 「や！ 

人 々泣く。 

刑 部 (感激に 耐 へず、 身 を 顔 はせ て) 因幡 駁 I- 人々 の 命、 吉繼 かたじけなう 頂戴いた します。 

舞臺 一 面に 深い 感激、 戯欷。 

月が ちゃう ど 伊^山の 端に 落ち か  >- り、 東の 空が C む。 

第 三 慕 

慶長五 年 九月 十四日の 眞 夜中より、 十五 日の 夜 明まで。 

第二 幕より 約 二 ヶ月の 後 U 

場 所 

關ケ原 關の藤 川大谷 陣屋 

登 場 人物 

大谷 刑部少 輔吉繼 

同 二 郞義勝 


部 刑谷大 
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同 三 郞賴繼 

僧祐玄 

湯淺 五助 

平 塚 因幡 守爲廣 

若侍 山 极敬之 進 

島 左 近 

其の 他 武士 數多 

稚 松が まばらに 生えた ゆるやかな 小山の 一部分。 遠くう しろに 伊吹山が 見えて 居る。 下手に 松 尾 山が 翻く 見 

える。 

舞 や、 ヒ 手に 草葺きの 農家の 母屋が ある。 廣ぃ 土間に なって ゐ る- 軒に は 玉蜀黍 だの 粟の 穗 だのが つるし 

て ある 0 

母 s につ 1- いて 下手に、 そしてず つと 奧へ引 込んで 牛小屋が ある。 牛はゐ ない。 牛小屋の 周圍 から- 軒の 下 

あたりに 刈った ばかりの 稻穗が 精んで ある。 蓑が 二 枚 土間の 壁に 懸けて ある。 

母屋 は 正面が すっかり 破れた 壁に なって ゐて、 そこいらに は 弓 だの 鐵砲 だのが 立て かけて ある。 循を 紐んで 

作った 與が 土間の 壁に， つ 付けて 置いて ある。 

牛小屋の 後ろ は 小高い 丘の 松 山に なって ゐ て- 小牛 屋., ：らそ こ へ ゆく 小徑が ついて ゐる 

牛小屋の 中から. 軒の 下 あたりに 十 入ば かりの 武士が 稻を 布いて 横にな つたり、 注に もたれた りして； M: んで， 


I  ゐる。 

【  時 々負傷した 男の 呻き 聲が 聞え る。 

時雨が 降って ゐる。 月の 夜で あるが、 雨が 降って ゐ るので や 、暗い。 

最初 は 人の 苺 は 聞え るが、 姿 はよ く 見えない。 

築 一  こほろぎが絕ぇ.5^-な萆で鳴ぃてゐる。 

武士 1 やけに 降る ぢゃ あない か。 いつにな つたら 降り止む か 知ら？ 

武士 二 今夜に かぎって ひどい 雨 だな あ。 日が 暮れて 間もなく、 大 垣の 城から 南宮 山の 麓 を 通って こ& まで 步 ぃて來 

る 間 一 度 も 降り止まなかった。 株 獺から 少し こっちへ 來 たころ の 雨と いったらなかった な あ。 

武士 三 あの 時 はほんの 二 一 一一 尺 先 を 歩いて ゐる 奴の 影で も 見失 ひさう であった。 南宮 山の 長 曾 我 部 さまの 障の 松明 を 

目 あてに 道 を とれと いふ 命令で あつたが、 极 明の 火が 見えれば こそ だ。 

武士 四 お前ら は あの ひどい 雨の 最中に、 右手に 嵐の や- 「な 閧の聲 があった の を 知って ゐ るか。 

武士 五 あ、 知って ゐる とも。 關 東の 奴等が 追ひ擊 ちに やって 來 たん ぢ やなかった のか。 

武士 四 さ うぢ やない。 島 左 近 さまが 赤 坂の 方へ 祈り 込んだ の ださう だ。 

武士 一  左 近 さまに 暴 ばれ 込まれたん ぢゃ關 東の 奴ら も 度 膽を拔 かれた であらうな、 は \ は 、は i …… 

みなみな 哄笑。 

武士 六 それにしても か， 「雨に 濡れち ゃ氣 持が わるくて ならぬ。 脊 骨の 髓 まで 雨が しみこんで ゐる やう だ。 

武士 七 なにせえ. 松明 一 っ點 けて はいけ ない とい ふんだ し、 大 垣から 南宮 山の 南 を 廻って こ \ まで 六 里、 眞っ 暗な 

道 を 降られ 通しで やって 來 たんだ からな あ。 
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武士 三 それにしても 今夜 は氣 味の 惡ぃ ほど 静かな 晚 だな。 少く とも 味方 だけで も、 夕方から この 眞 夜中に かけて 十 

萬ち かくの 兵が、 この 雨の 中 を 動いて ゐ るの だが。 馬の 嘶き 一 つ 聞えぬ。 

武士 一  靜か だとい へば これ、 廐 の 中で こ ほろ ぎが 鳴いて ゐるぢ やない か。 

人々 しばらく 耳 を か • たむ ける。 

武士  二 まったく だ。 寂し さう に 鳴いて ゐる わ。 

武士 一  もう 秋 も 末にち か いからな あ。 

遠くで 統聲 ニ發っ 1- け ざまに 聞 ゆ。 

ふた V び 元の 靜 けさに か へ る。 

牛小屋の 中で 呻き 萆が閬 える。 

武士 三 また あの 男が 呻き 出した ぢ やない か。 

武士 五 とても 助かりつ こ はない。 右の 胸から 脊 骨へ かけて 鐵 砲の 彈丸を 食らつ たんだ からな あ。 

ひどく 苦し さう に 呻く。 藁 をつ かむ 音が 聞え る。 かすく の 聲で何 か 話しかけよう とする。 

武士 六 のた うち ま はって 苦しんで ゐる わ。 おい 何とか 言って るぜ" 

武士 七 介錯して くれと いって るんだ。 誰れ かひと おも ひに 介錯 をして やれよ。 

ひどく 呻り、 もがく、 藁 をつ かむ。 

武士 1 この 男の 仲間 は 誰れ だ。 仲間の 者で 介錯 をして やれ。 可哀さ うぢ やない か。 はやくし ろよ。 

武士 四 誰も ゐ ない のか 仲間の 者 は。 

武士 八 仲間の 者ではありません が、 倒れて ゐる 男が あった ものです から、 どこの 隊の人 だか 知りませんで したがわ 


たしが 連れて来 たのです。 

武士  二 そり やお 前 とんだ 親切 をした もの だ。 ぢゃ 親切つ いでに お前 介錯して やれ。 (ます 7\ ひどく  る) 

あの やうに 苦しんで ゐ るから。 

武士 八 (沈默 して ゐる〕  、 

武士  31 早く 息の根 を 止めて やらぬ と可哀 さう だ。 

武士 八 はい、 でも この 暗がりで は …… 。  t 

武士 一  この 一 暗がりで は 刀 も 振れまい。 

武士 四 仕方がない。 短刀で 胸を剌 すか。 でな けり や、 首 を 締めて やれ。 

武士 一 思 ひ 切って。 

武士べ。 は い。 

武士 四 意氣 地がない な あ。 さあ この 綱で やれ。 

武士 八 (しばらく 躊 £.1 して ゐ たが 呻いて ゐる 男の 上に 馬乘 りになる) 

はげしき 呻き 聲。 氣味惡 き 沈默。  . 

間。 裏の 山から 槍 を 持った 男、 體を現 はし 牛小屋の 人々 へ聲を かける。 

檜 を 持った 男 おい、 みんな こっちへ 上って 来て くれ。 敵 だか、 味方 だか わからぬ が、 右の 方の 森の 裏手へ ま はった 

者が ある。 七 八 人ば かりだ。 

武士 一  はじめみ なく 鐵砲 、拾な ど を 持ち 裏山の 方へ 登り ゆく。 

4 槍 を 持った 男 そっちの 見當 だ。 あの 白く 見える 道の 方 だ。  . 


みなく 見えなくなる。 

湯淺 五助 (刑 部の S: 羽錢を 抱へ て、 臭より 出で、 爐に掎 を 焚き 山 を^く〕 おい、 そこに 立って ゐ るの は 誰れ だい？ 

裏の 山より 一 人の t;? 者 鐵砲を 持ち }^ つて 来る。 

若者 敬 之 進で ございます。 

五助 敬 之 進 殿 か。 殿 さま も 今お かへ りに なった。 もう そこの 見張り もよ いだら う。 御苦勞 だった。 殿 さま もす つか 

り 雨に お濡れな された から、 少し 火 を 焚いて 上げよう。 少し くら ゐ火を 焚いても、 こ \ なら 敵に 見られる 氣遣ひ は 

ないから な あ。 何 かそ こいら から 少し 拾って 來て くれ。 

敬 之 進 (裏手へ ま はリ、 薪 を 拾って 來る) たくさん ございました。 

五助 これ、 これ、 これに かぎる。 (薪 を爐に 折りく ベる。 刑 部の 陣羽織 を 火に あて、 乾かす〕 敬 之 進 if こっちへ 來 

て 乾かした がい &。 あんた も ひどく 濡れと るな あ。 夜が 明 くれば 最後の 御 奉公 だ。 うんと 働かう ぜ。 

敬 之 進 どうしても 味方の 旗色が 惡ぅ ございます か な あ。 

五助 裏切りば かり 多くて はな あ。 何ぼう ちの 毆さ まや、 石 田 さまが お働きな されても、 詮 のない こと だ" あの 不自 

由な おから だで、 あれほどまでに 夜晝 おっとめ なさる、 の を 見た にけ でも、 敵に 裏切る やうな 義理 知らず な こと はで 

きぬの だが な あ。 今日 だって さう だ、 みんな は大 垣からの 雨の 中の 引き上げ をぶ つくさ 言って ゐ たが、 うちの 殿 さ 

まにしろ、 石 田 さまに しろ、 朝大 垣で 立ちながら ちょっと 握り飯 を 召し 上った きり、 晝も夜 も 御 igi 拔きぢ や。 - 「ち 

の 殿 さまと 一緒につ ひ 今し がた 石 田 さまが 引き上げ になった が、 こ、 へお 立ち寄り なされて、 お 二人で 粟 钣に茶 を 

かけて おあがり なされた。 おなか e すいて おい. だもの だから、 うまい くと 仰っしゃって 石 田 さま も 三 杯め しあ 

がった。 三 杯の 粟 飯 を 食 ふて これが この 世のお 別れになる かも 知れぬ と 仰っしゃって 笑って. i ハ歸 りなされ た。 


t ん 
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敬 之 進 その 時だった のです か。 井伊 家の 密使と かいふ 奴 を、 毆 さまが お斬りな すった の は。 

五助 あれ は、 石 田 さまが ぉ歸 りに なって 間もなくであった。 石 田 さまが ぉ歸 りになる の を 待って ゐて 出て 来たん 

だ 蓮 見と かいふ 立派な 男 だ つ た。 

敬 之 進 どんな こと を 言 ひに 來 たのです。 

五助 (椅 をく ベながら〕 - 「ちの 殿 さまに 裏切り をす 、めに 來 たの だ。 そして 何でも 裏切り を すれば 越 前半 園 を くれる 

など、 いひ 出した の だ。 そこで， つちの 殿 さまが お怒りな すった。 今 さら 德 川から 越 前 を くれる なんて、 いらぬ 世話 

だ と 仰し やる の だ。 太閤 殿下から ちゃんと 越 前の 敦賀を いた いて ゐ ると 仰っしゃ るの だ。 

敬 之 進 さう だと も 0 

五助 それから 德川 のこと を そいつが 上樣 といった の だ。 そこでう ちの 殿 さまが、 いったい 上 操と いふの は秀賴 さま 

お 一人に 使 ふ 言 紫 だ。 德川 こそ 左様な 言 紫 を 使 ふから は 謀 S 人 だと 仰っしゃった。 そして 關 東の 奴等 や、 裏切り 大 

名た ち へ の 見せしめ だと 仰っしゃって、 こ、 の 下の 池の 傍で その 使者 を 斬り 捨て、 おしま ひなされ た。 

敬 之 進 それ は氣 味の よい こと をな され ましたな あ。 

五助 うむ 小氣 味の よい ことだった。 うちの 殿 さまが あの やうに 御 立腹な さるの はよ くくの こと だ。 

大ハ介 刑 部 (奧 より 登場。 白紹 にて 額 をつ \ み、 練 絹の 小袖の 上に 村 蟝を黑 にて 書きた る 鐘 直垂を 着、 第二 幕より さ 

らに 病勢が 昂 じて ゐる 態。 つ：！^ いて 義腺、 爲廣 登場。 な 雨に ひどく 潜れて ゐる) 

義勝 父上 はもう お着きに なって ゐ たので ございま すか。 

刑 部 わしの 方が 早かった の-つ、 は &は. -は …… 。 

義勝 實は烏 頭 坂 あたりで あの 大雨. 賴 りに 致して まゐ りました 南宮 山の 合 阖の火 も 深い霧に 見え ませず、 つ ひ 父上 


を 見失 ひまして 一 方なら ず 心配いた しました。 

刑 部 さう であった らう。 わし も 三 四 度 立ち止まって 待って ゐ たが、 それらし いもの も 見えなん だで、 案じながら も- 

引き上げて 來た。 まあ 無事に 引き上げて 何よりであった。 して 賴繼 はどうした。 (不安な 心 持が 鎮 に泛 かぶ) 

爲廣 大垣 お引き上げの ころまで は 治 部 殿と 御 一緒にお いで^ ございま したが、 左 近毆が 急に 思 ひ 立 たれて i 濯 川 あ 一 

たりで 敵の 橫 合から ひ た 一! り に 爆り 立 て られ ました 時、 御 自分 も 左 近 殿と 轡を並 ベ ら れ て 勇ましう 御 出か け で ござ！ 

いました。 わたくし も 御供いた さう かと 存じ ましたが、 味方の 人々 のこと もあります し、 賴繼 殿の こと は 左 近 殿に 一 

ぉ頓み いたして 引き上げました。 まだ 十五 六 丁 もへ だ k り ませぬ うちに あの 大雨の 中に 一 度 勇ましい 閧の聲 を聽き i 

ましたが、 その後 どうな りました こと やら。  一 

刑 部 左 近 殿が 夜討ちに 出かけられ たか。 左 近 殿に ふさ はしい こと だ。 それにしても、 もう 何とか 知らせ も ありさ， ウー 

な もの ぢ やな。 夜戰の ffi け 引き …… 賴繼は 何分 あの やうな 若武者 だから …… 。  ： 

爲廣 戰さ 上手の 左 近 殿が 附 いて を， T れ ますから に は 御 案じな さる こと もあります まい。 

刑 部 案じ もいた しませぬ が は、 は、 は …… 。(寂しき 笑 ひ) 陣地の 配備 は 全部 終りました か？ 

爲廣 (地 31 を ひろげ 刑 部の 前に 出す〕 誰れ か燭 を！ 

お 侍 二人 奥よ リ燭を 持ち 來る。 刑 部の 左右に 立つ。 

爲廣 (地！ I を 指さし) 南宫 山の 長 曾 我 部！ ar 安國寺 殴. 吉川 殿、 毛 利 殿"  一 

刑 部 廣を 近く！  . 

眼 をし ばた >t き 見 人る。 若侍、 二人、 炼 を 近く 持つ。 

«2廣 これが 中 山道 本街道で ございます。 これが 北陸 本道、 石 田 殿、 島津 殿、 浮 田 殿、 小 西 殿。  一 


刑 部 燭を 近く！ 

若侍 二ん あやしみつ 、さらに 燭を 地顿に 近く 持つ 0 

刑 部 小 早 川 秀秋殿 は？ 

00 松 尾 山の 上に 陣 をお 布き なされて ございます。 

刑 部 松 尾 山の ヒ に！ 

ぉ廣 はい。 

刑 部 あの 山に 登って をら れては 所詮、 朝の 合 戰には 間に合 ふまい …… 秀秋 殿の 心中 を 疑 ふわけ ではない が、 秀秋 毅 

葸 一の 場合 は …… W 幡般 そのお 積り にて われらの 陣.^ 布 かれた がよ い。 脇 坂， 小川 あの人々 の陣 は？ 

«s 廣 北國 街道 南の 黑田長 政の 軍へ 向 はせ 置きました。 

刑 部 長 政 は戰さ 巧者、 あの人た ちで は齒も 立つまい。 長 政に は 蒲 生駁を 向け、 脇 坂、 小川の 人た ち は秀秋 殿の 近く 

へ陣備 へな さる やう。 萬 一 の 時 を 慮りて …… 0 

爲廣 わたくし は 早速 その 手配 を。 

刑 部 御 苦勞。 

爲廣舆 へ 退場。 刑 部、 後を兑 送りつ、 若侍が か、 げてゐ る 燭をぢ つと 見つめる。 視力が はなはだ 衰 へた 態。 

下手よ リ島左 近、 賴繼を 肩に ie; ひいた はリっ 、登場。 島 左 近 は 額に 太刀 傷、 賴繼は 左の 腕 ふ、、 胸 を 白 布で 卷 

いて ゐる。 

五助 殿 さま ッ！ 賴驩 さまが ぉ歸 りで ございます。 左 近 さま も 御 一緒に。 

走リ寄 W て 頼繼を 抉く。 


刑 部 三郞 かッ！ (非常な よろこびと 不安と が 動く) 

左 近 刑 部 殿、 輯繼 殿に どうぞお 手當て をな されて ください。 面目 次第 も ございませぬ。 (左 近の 頸に も 不安な 影が 動 

■  く) 

頼 総 父上、 何でもな いのです。 左 近 殿が 案じられて、 御自身 傷を卷 いてく だされました。 わたくし は 苦しう ござい 

ませぬ。 (非常に 衰へ てゐ る。 五助に 抉 けられ 壁に よりか、 る〕 

刑 部 左 近 殿が 今夜、 夜襲に お出かけと は 夢にも 思 ひませ なんだ が は、 は&は …… 0 

左 近 大 垣からの め/ \ 關ケ 原まで 引き 上ぐ るの もい ま/ \> しいと 思 ひました ので、 は、 は、 は …… 。 

刑 部 は X は、 は \ しかし 昨日 大 垣の 城 中で 島津 殿が 夜襲の 計 を 持ち出された 時、 夜襲 は大 軍と 大 軍と 戰ふ正 々堂々 

の戰 法で はない とまう し、 島津 殿の 御意 見 を 一 蹴され たが …… 。 

左 近 は. - <は> は、 自繩 自縛。 だが、 實は あの 篠 突く 雨の 中 を 神妙に 引き上げ てま ゐ りました が、 わたくし はこの 老齢 

まで、 一 度 も 敵 を 前に 置いて、 引き上げる やうな if さ をいた した ことが ございま せんので、 前に 敵が あると 思へば ど 

うしても 腹の 蟲が 承知いた しませぬ。 幸 ひ內府 殿が f: 坂へ 着いた ばかり だと 承った ので、 屈 寛の 場合、 本陣まで 斫 

り 込む つもりで ございま したが、 内府 もなかく の戰さ 上手 油斷 など はあり ませぬ。 株 獺 川で 黑 田の 先手 を 散々 に 

研り まくり ましたが、 味方 は 無勢。 霧の 中を橫 合から 蔺 いて 来た 新手の 敵 をよ き加滅 にあしら ひ、 株瀨 川の 手前 ま 

で 引き込んで、 みなころ しにいた すつ もりで したが、 さすが は黑 田、 川 を 一歩 もこ ちらへ は 進まず、 霧に まぎれて 

引き上げました。 

刑 部 賴繼が 何かとお *1 話、 足 手 纏 ひで ございまし たらう。 (案じながら 賴縫を 見る) 

左 近 何の 何の、 左 近 等 も 及ばぬ お働き、 陣頭に 馬 をす \ めて 初陣の 武者 振、 刑 部 殿、 お 目に かけた うご ざいました • 


刑 部 (五助に 扶 けられて ゐ る賴繼 にじつ と 眼 をつ けて) 輯繼、 ど 5 であった 初陣の 味が わかった か！ (賴鷉 父に 近く 

にじり 寄る) もちつ と 近く 寄って くれで 嫁 を 近く！ ど うぢ や、 傷 は 痛む か …… 。(自ら-傷口 を 改め、 藥を つけて、 

白 い 布で 卷 いて やる) 

賴繼 別に 痛み はいたし ませぬ。 

刑 部 大分 髮 もみだれ たな。 血 を 浴びた な。 それでお 前 も 一人前の 武士に なった とい ふ もの ぢゃ。 夜が 明けたら 日本 

開闢 以來の 大戰ぢ や。 勝つ も 宜し、 勝たぬ も 宜し。 討つ も 宜し。 討た る、 も 宜し。 武士 はたに 義 によって 戰ひ、 義 

によって 死ぬ まで ぢゃ。 天下分け目の 戰 ひに 初陣して 傷 手 を 負 ふたお 前 は 果報者 ぢゃ。 まだ 夜が 明ける までに は 間 

も あらう。 早く あちらへ 行って 眠れ。 

00 はい …… 。(そうつ と 淚を拭 ふ) 

刑 部 傷 は 直ぐ 癒る。 落ちついて 眠れ。 

顏繼 はい。 (よろめき、 五助に 扶 けら， 一て 臭へ 入る。 刑 部 心配げ に 賴繼を 兌 送る- 五助、 若き 侍 等 退場。 燭 風に 消 ゆ。 

舞 fsJ! に は 措の 夂 のみ 殘る) 

左 近 では、 刑 部 1 わたくし もお いとまい たします。 

刑 部 左 近 殿もう ぉ歸 りか。 

左 近 夜明け までに まだ 用 も ござ いますの で … … 鎮繼殿 の 御手 當をど うぞ。 左 近 まことに 面目 次第 も ござ いませぬ。 

刑 部 何の、 遲 かれ 早 かれ、 夜が 明び ますれば …… 。 

左 近 刑 部 殿、 六道の 巷で お待ち まう します は、 は \ は …… 。 


左 近 退場。 刑 部 滑の 火 を 持ち、 不自. S な 眼で 地阖を 案じ てんる。 

火の 喑ぃ ことよ。 (椅 をつ かみ 爐 にくべ る。 措 火 を 握って 地圆を 見る) あ、、 今にな つて この 眼が ッ！ もう 半 B か. 

一日で 味方が 勝つ か 敵が 勝つ か、 戰は 決する に、 武運に 盡 きたの か …… 。(さらによ く 燃える 措 火と 取り かへ て) あ. 

あま だ 見える …… まだ 見える。 (うれしげ に 搰火を 地域に 近く 励 かす。 奥から、 賴繼が f  く萆が 問える。 刑 部、 椅火 

を爐に 投げ入れ、 不安げ に. i. き. t を聽 く。〕 

義勝 (奥よ リ 登場) 父上 大變 でございます。 

刑 部 大變と は？ 

義勝 只今、 秀秋 駁の陣 より 松 野 主 Hi 殿 まいられ、 黑田 殿の きもいりで 1^ 秋 殿に は 主馬 殿の 言葉 を 用 ひず、 關柬へ 

内通の 由に ございます。 

刑 部 小 早川筑 前が！ 平 岡賴勝 は？ 

義勝 平 岡 自身す でに 黑田 殿と 內々 …… 。 

刑 部 あれほど 賴 みに いたして ゐ たに。 この 期に 及んで 秀輯 公を賣 り、 われら を 費り、 …… 人畜 生と もい ふべき は筑 

前 小 早 川の 一門 だ。 先に は^ 田右衞 門に 欺かれ、 今 また 小 3f 川秀 秋に 裏切られた まふた 御 幼君のお いた はし さ …… 

ぉ廣 (登場) 爲廣、 只今より 直ぐ 樣松尾 山 へまい り、 秀秋 殿の 御 返事 次第で は 刺しち が へ て 相 果てます る覺 悟で ござ 

I ます 

刑 部 秀秋 一人と 取り かへ るに は、 闪幡 殿の 一命 は 惜しい。 この 上 は 躊躇いた す こと はない。 松 尾 山 を 襲 ひ、 秀秋を 

擊ち果 すがよ い。 義勝 お前 もま いれ。 犬侍の 首 を 叩き 斬って 來ぃ。 …… 三郞 はどうした？ 

義勝 奥に 休んで 居ります。 苦しがって をり ます。 


刑 部 傷 は 重い や うぢ やのう …… 五助 ッ！ (五助 登場〕 お前 は E. 幡殿 について 行け。 

五助 賴繼 さまが …… 。(ひどく 不安げ に〕 

賴繼 の 呻き It はげ しく 聞 ゆ。 

刑 部 女々 しい こと を 言 つて をる 場合で はない。 親の 死鬆を 踏み 、 子 の 死骸 を獄っ て も 敵 を 斬ら ねば な ら ぬ時ぢ や …：。 

五助 はい …… 。(五助 壁に 立て かけて ある 拾 を 取る) 

^廣 でば 刑 部 殿 ；… 。 

義勝 父上 …… 。 

刑 部 因幡 殿 …… 義勝 ；… (人々 下手へ かんる) …… あつ 丙幡殿 ッ！ 

ほ廣 (、立ち止まる) 

刑 部 霧が 深いで、 引き上げ のころ を 見 はから ひ 裏の 山に 松明 を 焚かせ ませう。 そちらから も 合 M の 松明 をお 焚かせ 

ください。 

爲廣 かしこまりました。 

人 々 退場。 

同じく かへ し 

登場人物 

大谷刑 部少輔 吉繼 

同 二 郞義勝 


部 刑谷大 
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IS 三 郞輯繼 

僧 祐玄 

若 侍 敬 之 進 

IS じ 家の 裏手。 うしろ は稚 松の- になって ゐる。 上手に 白壁の 穀倉が ある。 戶 口に は 石の 階段が ある。 壁 

は 大根が つるして ある。 倉へ くっ付けて 左 へ 雨 をし の r ために こけら 葺 きの 屋根が 八 尺ば かリ 出して ある。 

その 軒下へ 筵 を 布いて 賴繼が 整れ てゐ る。 軒から はなれて 下手へ 一本 杠 葉した 木が ある。 その 校へ 網 代 笠が 

一 つ 懸けて ある。 舞臺は 最初 暗い。 雨 は 止んで ゐ るが、 暴って ゐる。 

刑 部  (賴繼 の 死^ を 前に 默々 として 坐って ゐる) 

祐玄 (黑き 法衣、 a き 手 甲、 脚 禅、 素足に 草鞋 穿き にて 上手 穀倉の 中よ リ 階段 を 下り 蟠燭の 火 を か、 げて來 る" 黑き 

風呂敷 包み を 腰に 結んでも る.) 

こ ほろ ぎが 鳴いて ゐる。 

祐玄  (燭 を死體 のかた はらに 置く。 しばらく 死體の 前に 合掌す る) 

刑 部 (不岡 眼 を ひらきて) よう たづね て くれたのう！ 

祐玄 せめて 賴繼 殿の 息 あるう ちに 逢 ひたう ございました。 

刑 部 お前と は大の 仲よ しで あつたが、 お前が 訪ねて 来て くれた こと も 知らず この やうに 眠って をる。 

祐玄 おいた はしう 存じます。 

刑 部 お前と は 一 つちが ひ、 子供の ころから よう 二人で わるさ をし よった がのう。 


i^^^^^^  .  a: の站， め マ やった 時， 初 S の つれ一々 ，1^" マん， 親の 舶な M たが， つ ひ， ，（ がり 

^ 人 戦， if  < 出- - のがい. V ほしく， ゃれに^^って^：-ダ，れた^^分から， §|と||ぃては欠--循-..,たまらず*  ：ん綠 の.^^ -- 

ふ峁； か . 時に わ ト * つた" * 小 脚し/ 鱗ん に-. r 院. ♦ はいった の は 組 ひ m しても 恥つ かしい ひ ^a^^^^/v 

第 が S ちゃ" 朝 m から 歸 つて *  1^ の s< -擎 で、 ^の 胥 を 聽 かず， § 打ちの かなん 〃 で. わしの 魂 

が i の 巍に禽 ひ つんれ/ ん， わし は あの ：ろ#^な.*.5と$へてゐた* たまく の 上 入に II いた. <^.SJ, ほ 

の 一大事が. M になって， た. V その 念のために sis てよ つ， .^i. 户も 拾て ようとまで^ ひつめ た： ともん つ 

その ろで ございま したな あ， 鈒 父上が わたくし， S へ ぉ警 なきれ たの は" 

刑 怖 u< なられた 兄に か， りぁづ かった お前； 1, 武ぉ を搶て させ/ > に は 忍びなん つ/が、 わし は あの -J ろ 武チ- とい ふ 

ものに は 愛想が 表*> てるた のぢゃ * ひたすら 力， に 飢え ハ 今の 佌の武 4,: の 仲間に 人れ よ，^ より、 ^ 

に 入れた 力が お前の ノ め./ ふて ゐ たのお や * やがて はわし もお 前の ハ：^ シ くや r. 'もりで あ ゥたひ …… お前 に はま 

•  J."^ に濟 * 'ぬ- JAT をした 

^グ、 為た い こと で ごさ い ます * わたくし は ^  御佛 へ i: へ f 17  - ケか できました し *  A/ V  .h  .  ■ " 

刑^  S, 今にな つて..：： しに 3:.S1S はいらぬ ことお やひ お， M けんしの ために ^ に 入れられた ことな. S して ゐ 

るで あらう * 

チ -ぇ …： 

n 刖郎 それならば * れ^！は御^のれり/^！^出し/メか？ 


祐玄 日に日にた 疑 ひの 雲が 深くなる ばかりで ございます。 得度 を 受けました ころ はた わけもなく ありがたい、 

かたじけな いと 思 て をり ましたが、 このごろで はやつ ばり 入 並に いろ/ \\ の 功名心 や、 欲念が きざして まいり ま 

した 0 

刑 部 さう であらう。 お前の 父 兵 庫 殿 は 人一倍の 勇士であった からのう。 

祐玄 賴 i が 排緘の 鎧 を 着て、 あの 三千 院の 門から 出陣な された 後 姿 を 御堂の 階で 見途 りました 時 は、 さすがに わ 

たくし も、 あの やうな 攮々 しい 姿で 出陣が いたした うご ざいました。 父上 さへ 生きて をら れ たらと、 つ ひ 叔父 上の 

御 心 を 存じながら も、 叔父 上 をお 怨み まう しました。 

刑 部  e 

祐玄 あれから 十日ば かり はわた くし は？ S 繼殿を 羨んで ばかり ゐま した。 そして 見る 影 もない 畢： 染 3 身 を 木の端の や 

うに ほ 分で 恥ぢて をり ました。 人知れず、 幾度 か 叔父 上 を 想んで 泣きました。 

刑 部 さう であった か。 あり やう はわし E 身が 出家に もな りたい と 思 ふて ゐた 矢先で あつたし、 一人 出家 すれ ぼ 九族 

天に 上る とのこと も あり、 兄 兵 庵 殿 は 關白秀 次 殿に お 仕へ なされ、 君命と はまう せ 或る時 は 木に 人 を 吊して 射殺し、 

或る時 は 孕み 女の 腹 を 裂く やうな こと をな された。 その 因果 か、 秀次殿 始め 三十 幾人. 兵 庫 殿 も あさましい 死に 方 

をな された。 i5w 生 塚 をと ぶら ふごと にわし は 兵 M 殿の 魂が 世に 迷 ふて ござる やうな 氣 がして ならなん だ。 

祐玄 父の 魂 を 救 ふために、 叔父 上の 御 親切で、 わたくし を 山に ぉ经 りく ださった 御 心 は 御 心と して、 わかる こと は 

わかります。 が、 わたくしの 心 は、 叔父 上の いらぬお せっかいで 一生 を 無駄に してし まった やうに、 いつも さ-^ 思 

ふて をり ます。 くやんで をり ます。 

刑 部 わし は 正しい 适ぢ やと 思 ふて お前の 道 を 選んで やった ので あつたが …… わしの 誤った 心つ かひから、 お前の 一 


牛； を 踏み迷 はせ たのであった か！ では、 何でお 前 t. わざく この 危ぃ戰 場へ わしら を たづね て くれたの ぢ や。 

祐玄 上人 さまが 今度の 戰は 恐らく 石 田 方 は 敗け であらう と 仰せられました。 

この あたりより 背後 9 空 次第に 赤く 燃え 初める。 

刑 部 それ はまた 何で？ 

祐玄 上人 さまが 仰っしゃ いました。 石 田 方に 勝 味が あるならば 刑 部 殿 は 石 田 方へ はお 味方な さらぬ であらう。 刑 部 

殿 は 若い 時から いつも その やうな 人であった。 今度 こそ 刑 部 殿 は 石 田 方の ために 討死な さるで あらう ひと 目、 お 

目に か、 り、 法 華 經ー卷 お渡し まう して くれ。 はげしい 戰陣の 間、 お 暇 とても ございま すまいが、 せめて 御 討 ：；^の 

前に 御心靜 かに 御 念誦 遊ばされ、 人間 生死の 一 大事 御觀 念な されます やうに とのこと で ございました。 

腰に 結んで ゐる 風呂敷 包み を 解い， て、 法 華經を 取り出し 刑 部に わたす。 刑 部 受け取 リ、 手に 握って ゐる。 

刑 部 せっかくの 上人の 御 志 なれ ど、 われら は緣 なき 衆生で あらう か、 もう 經を讀 む 眼 は 見えぬ。 人間 一生の この 大 

事の 刹那に、 法 華經を 手に 握り、 目前に 我が 子の 死骸 を 見つめ、 ありと あらゆる 人 問 の 我執、 妄念 を 去り、 心を玻 

璃の 鏡に 照らして、 ひたすらに 人間 生死の 一大事 を 悟らう と 思 ふが、 た e 悔しい と、 悲しい と、 腹立たしい とのみ 

が 胸を燒 いて、 とても 殊勝な 心 は 思 ひも 寄らぬ。 

祐玄 叔父 上、 わたくし とても 今日までの 佛 門の 修行が 何に 役立ち ませう • 上人が このたびのお 使 ひ を わたくしに 仰 

せつ けられました 時、 わたくし は 叔父 上 や、 賴繼 殿に お 目に か.^ る こと を どんなに 喜んだ か 知れません。 しかし、 

こ、 へまい る 道す がら も、 若い 馬上の 武者 姿 を 見ます るに つけて、 わたくし はこの 乞丐の やうな 沙門の 姿 を 恥ぢま 

した。 わたくし は やっぱり 武士に なって 戰場 を^け めぐりた いと 思 ひました。 いつも 凱旋の をり、 父上が 召された 

やうな 萠黄緘 の 鎧 を 着た 侍 大將を る ごとに、 叔父 上 を 情む 心に さへ なりました。 父上の 幽靈 がわた くしの 耳に、 


御 法の 珠數 を斷ち 切れと さ、 やくので ございます。 わたくし はこ、 へまい つて、 叔父 上のお 姿 を 見ました。 死んで I 

ゆく 賴 P 殿 を 見ました。 わたくし は 何だか、 わたくしの 怨みが お 二人の 上に、 眼の 前に あら はれて 來 たやう で 恐ろ 

しう ございます。 おいた はしい お 姿 を てゐ ますと、 泣かずに は をれ ませぬ が、 心の底で は， あさましい 鬼 奴が 笑 一 

ふて ゐ るので ございます。 ゆるして 下さい。 わたくし 所詮 救 はれぬ 衆生で ございます。  一 

刑 部 救 はれぬ 衆生と いへば わし こそ ぢゃ。 武士の 名聞、 武士の 意氣 地な ど i よしない ことに 囚 はれ、 われ 一人の 生 一 

死 はと まれ、 朝鮮の 涯ま でも われ 一人 を 賴り、 年来 生死 を 共に した 二 千餘の 人々 を、 あたら 關ケ 原の 鬼に してし ま- 

ふの ぢゃ。  賴繼 一人の 討死 を わし は うれしい とも 思 ふた" 人々 への 申し わけに もと 思 ふて。 …… 輯纔 には賴 繼の考 

へ もあった らうに、 わし はわし が 思 ふま、 に 賴繼を 育て、 賴繼を 歩ませて 来た。 それ だに。 これ、 三郞 はわし の 膝 一 

にも たれた ま.^ 何の 疑 ひもな く、 不平 もな く、 す やくと 眠って をる。 

祐玄 でも、 賴繼殿 は 仕 合 はせ でございます。 叔父 上の 膝に もたれ、 鯡 Ji の 鐘 を 着て、 花々 しい 初陣の 討死が 出来た 

ので ございま すから。  - 

刑 部 それほどまでに お前 は 武士に なりたかった のか？ 

祐玄  。 

遠くに て 簡 の萆。 

刑 部 義勝 等が 秀 W の 陣を襲 ふたの だな。 うむ， 筑前 奴の 首 を 叩き 斬って くれた か。 

ひど」 うれし さう に、 同時に くやしさ うに 身 を顫 はせ る。 

祐玄 (不 圆 空 を 見る。 空が SM つ 赤に 燃えて ゐる) 叔父 上、 何事で ございませう。 空の 色が あの や， 「に …… 。 

刑 部 {15^の色が …… 。 (立ち上り 不 3.2 な 吸で 遠くの 空 を 見る) 


淺 五助 (血 を 浴び、 检を ひつ さげ 下手より 走リ 登場。 首 を 一 つ 抱へ てゐ る〕 

刑 部 五助 かッ？ 筑 前の 首 かッ！ (ひどく 昂； IS して ゐる。 首の ことにの み 夢中に なり、 五助の 方へ 近づき 首 を 受け 

• 取ら、！.' とする" > 

助 殿 さま！ 賴繼 さま は …… 。(賴 繼の 死骸に のみ とれ、 首の こと を 忘れた やうに 呆然と して 立ちす くんで ゐる。 

淚を 拭く。 祐玄 賴繼の 死骸の 傍に 坐る) 

刑 部 (五助の 樣 子に 氣 付き、 ふた、 び 自分， H 身賴 総の 死に 心を惹 きつけられる) 三郞は 死んだ！ 初陣の 討死 だ、 11 一 

郞. 本望で あら 5 …… 。(ふた、 び 助が 抱へ てゐる 首に 心を惹 かれ) 五助！ 裏切り者の 首 持って 來 たか！ 

五助 筑前 さまのお 首で は ございませぬ …… 。 

刑 部 なに ッ！ 筑 前の 首 はま だ 斬らぬ かッ！ (いまいま しさう に) 

五助 斬らねば ならぬ 首 は。 筑 前の 首 1 つで は ございませぬ。 

刑 部 筑前の他に斬るべキ^！！が？ 

五助 脇 坂、 朽木、 小川、 赤 座の 人々 はみ な 敵に 内通いた しました。 

刑 部 脇 坂、 朽木、 小川、 赤 座 ……- りむ、 あの 入々 までが！ 

五助 因幡 さま 御 一人に て 小 早 川の 陣屋へ まいらる、 箬 にて、 山路へ おか、 りのと ころ を、 小 早 川の 人々 はすで にわ 

れらを 目が けて 理不盡 にも 斫 りか とってまいりました。 その 鬨の聲 を合圖 に、 脇 坂、 朽木、 小川、 赤 座の 人々 まで 

が われらの 背後より 衝 いて か i りました。 

刑 部 小川、 赤 座の 人々 までが ー …… そして 義勝 は？ 

. 五助 若殿 さま は， 敵 は筑前 唯一 人と 仰っしゃって、 無二無三に 小 早 川の 本陣に ぉ斫り 込みな されました。 味方 は不 


意の 裏切りに 散り散りに 雍ぎ 立てられ、 つ ひに 若 さまの 御 姿 を 見失 ひました。 御行 方 も 兑屆け ませず まことに 殘 

念に 存じます。 所1!5^御討死かと存じます。 

黯 然として 賴繼の 死骸 を 眺める。 

刑 部 ニ郞も 死んで しまうた か， …… 因幡 守 は？ 

五助 因幡 守 さま は 小 早 川の 先手の 大將横 田 半 介 を 討ち取り、 わたくし にこの 首 をお わたしな され、 殿 さまへ おみや 

げ に持參 いたせと 仰せられました。 何やら 御 tl 世の 歌ケ- およみな され ましたが、 亂 軍の 中で は ございま したし、 殘 

念 ながら わたくし 聽 きもら しまして ございます。 一足お 先へ 冥途 へまい り、 お待ちい たします とのこと で ございま 

した。 

刑 部 因幡 守 もも-つ 行かれた か！ (横出の首を引き^>:3せて見る)半介の首か！ 憎い 奴ぢゃ …… でもよ ぃ男ぢ やのう。 

葬って やれ I  (五助. 上手の 殺 倉の 横へ 首を隱 して 來る。 空の 焰 ます？ （\ 赤くなる〕 あの 空の 炎 は？ 

五助 大 垣の 城ら しう ございます。 それにおう、 關ケ 原の 町 をも燒 いて ゐ ます。 うむ、 關 東の 奴ら が …… 。 

刑 部 井伊 あたりの 指 闘で あらう、 よし もない 殺生 をす る もの ぢ やのう。  - 

五助 ぁッ、 あの やうに、 また 新た に^え 上りました。 

刑 部 (堅く 法 華！^ を摑ん だま、〕 おう、 あの 炎. あの 赤い わし はま だ わしの 跟 であの 炎 を 見る ことができる。 お 

う 炎 だッ！ 炎 だッ！ まだ 見える ぞ、 わしの 股で！ (うれし さに 耐 へぬ やうに) 祐玄！ (祐玄 走り 寄る〕 わし は 

もう、 法 華. 1 を 讀む眼 は 失 ふて しま ふたが、 まだ 城 を 燒く炎 を 見る 眼 は 失 はぬ ぞ。 わし は 若い ころから 城を燒 き、 

町 を 燒く炎 を兑る ごとに 全身の 血が 湧き 立った もの ぢゃ。 そして 千/、 萬 人の 中， a- 恐れず まっしぐらに 敵中に 馬を乘 

り 入れた もの ぢゃ。 今 もな ほこの あさましい 體 になって ゐて も、 あの 炎 を 見れば わしの 胸の 血 は 湧く。 わし は 今 も 


なほ つ くぐ 武門に 生まれた 身の 果報 を 思 ふ。 (潜んで ゐた 好戰的 本能が 絶頂 まで 昂 じた やうに) 筑前も 背け、 脇 坂 

も 小川 も 背げ。 越 前の 男ら は 最後の た 1 人になる まで もお 前 等の 肉 を 食ら はずに は 置かぬ ぞ。 (不圜 賴繼の 死骸に 

氣 付き) 五助 ッ！ 

五助 はい。 

刑 部 三郎の 死骸 は …… 裏の 山に でも 捨て、 くれ。 戰 場に 屍 を 拾て- -、 鳥、 獸の 餌食と なる の は 武士と して この 上 も 

ない 果報 ぢゃ。 W: 助、 祐玄 二人 死骸の 傍に しゃがむ) しかし 待て。 五助せ めて 首 だけで も何處 かに 葬って やりたい 

のう 0 

祐玄 わたくしが 寺へ 持ち かへ りまして、 どうと もいた しませう。 

五 助 祐玄 さま、 それで わたくし も 安心いた しました。 

祐玄 沙門の わたくしが、 從 弟の 賴繼 殿に つくす 最後の 一番 ふさ はしい 仕事で ございま 丁。 、 

刑 部 では、 祐玄願 ひます ぞ。 五助 …… 首 を ー 

五助 はい …… ( ちょっと 躊鑲 する が、 やがて 思 ひ 切って、 祐玄と 二人で 死骸 を 倉の 横に 運ぶ) 

問。 刑部黯 然として 合掌。 やがて 倉の 撗 にて 首 を 打つ 音。 

五助 (首 を 持ち、 袂に 包、 呆然と して 出づ。 泣いて ゐる。 祐玄っ いて 出づ。 刑 部し ばらく 首 を 眺めて 祐玄に 首 を 

わたす e 祐玄， 腰の 黑ぃ 風呂敷に 首 を 包む) 

刑 部 もう 何 一 つ 思 ひのこす こと もない。 五助、 夜が 明ける に 間 も あるまい。 殺す か、 殺さる >- か、 最後の 戰さぢ や。 

さあ 用意 を！ 

五助 では 御 籠に お召しな さいます か？ 


刑 部 いや、 わし はま だ 股が 見える。 (赤く 燒 けたる 空 を 見る) 戶輿 はい や だ" 馬を曳 け。 わし は 武士ら しう 最後の 戰 

さ をしたい。 

五助 でもお 馬で は 危う ございませう。 

刑 部 たと へ 股 はっぷれ て も、 犬お 刑 部吉繼 だ" 陣； に 立てば、 わが 手綱 はかの 裏切り者 等の 眼より は 確 だ。 早-つ 馬 

を！ 

助， 倉の 横へ 入リ、 馬を曳 いて 來る。 祐玄、 首 を 包んだ 風呂敷 を 背負 ふ。 

刑 部、 法 華 經ー卷 を 手に 持ち、 馬に 乗る。 五助、 長卷を 持ち 馬の 轡を 取る。 

刑 部 祐玄、 御苦勞 であった。 關ケ 原の この 靜 かな 夜明けが、 やがて 幾 萬の 血し ほに 染められ、 矢叫びの 聲に 修羅の 

^^を現ずる でぁらぅ。 怪我 を せ ぬ やう 早う 立ち のいて くれ。 

祐玄 叔父 上， もし 御 討死の 時 は 叔父 上の 御 首 も、 義勝駿 の 御 首 も 御 一緒に 葬りた う 存じます。 

刑 部 かたじけない。 だが 義勝 はま だ 生死 も わからぬ。 わし も 追 付け 討死いた す覺 悟ぢ やが、 この 醜い 首 や、 義 勝の 

首 は 五助に 賴む、 のう 五助！ 

五助  0 

刑 部 頓 むは 初陣で 死んだ 三 郞の首 だけ ぢゃ、 祐玄 早う 歸 るが よい。 (祐玄 、木の 枝に 懸けて ある 網 代 笠 を 取リ) お 別 

れいた します。 

刑 部 法 華 經ー卷 は …… もはや 眠 もつ ぶれん ばかりにな りまして、 所 設讀誦 も かな ひませ ぬが、 吉繼、 肌身に つけて 

討死いた します と 上人に 傳 へて くれ- では 達者で、 早う 歸れ。 

祐玄 おいと ままう します。 叔父 上 もお 達者で。 (網 代 笠 を 冠リ、 賴 編の 首 を 抱へ、 振り か ヘリつ & 別れ を 惜しみ 上手 


へ 返 場。 刑 部 じっと見 送る。 空の 赤い 炎 次第に 衰 ふ。) 

刑 部 五助、 さあ 行かう。 (下手へ 馬 を 向ける〕 

五助 殿 さま、 あちらで は ございま せんか。 (上手 を 指さす) 

刑 部 いや、 松 尾 山へ 行く のぢ や。  . 

五助 でも 殿 さま は、 朝の 戰 さに は、 眞っ 先に 中 山道の 德 川の 陣を闞 いて やる と 仰っしゃった では ございませ ぬか。 

刑 部 いや、 もう 德川 はどうで も宜 い。 わしの 第一の 敵 は 松 尾 山に 居る。 わし は 裏切り者の 肉 を 噴 ふまで は 討死 はせ 

ぬぞ。 さあ 行け！ 

遠くに て靜 かに 鐘の音 聞 ゆ。 

刑 部 鐘の音 ぢ やのう。 

五助 鐘の音で ございます。 

刑 部 敵の 鐘 か …； 味方の 鐘 か？ 

五助 石 田 さまの 御陣の 鐘ら しう ございます。 

刑 部 ふうむ、 味方の 鐘 か！ 

ぢ つと 耳 を 傾け、 聽く。 喑愁顏 に 漂 ふ。 氣を 取り直して ふた、 び 空 を 見る。 炎 燃 ゆ。 

松 尾 山 はこの 見當だ な あ！ 

五助 左樣で ごさいます。 

刑 部 霧が 深うて 見えぬ や うぢ やのう …… 何の 合圔 も なく、 太刀打ちの 音も絕 えた。 因幡 毆も義 勝 も 一人 殘らず 討死 

したと 見える。 五助 ッ！ 引き上げの 合圖に 松明 を 焚かせて 見 ：-。 


五助 敬南殿 篛 £ して 下さい 。( 敬秦、 倉の 中よ リ 松明 を 點 じて 出で、 下 S 小高い 丘の 上に ゆきて 松明 を 力 

かげ 持つ) 

五助 或 ひ は 夜明ナ まで 霧の 中に. ぢ つと 陣備へ をな されて お ゐでカ も 知れ ませぬ 

刑お 山が あまり 靜か だ。 ニ郞. ft 死し. たで あらう のう •：•： (敬 之 進に 向って) 合圔 はない か？ 

敬 之 進 何の 合圖も ございません。 

刑 部 松 尾 山に 松明の 火は兒 えぬ か？ 

敬 之 進 何も 兑 えませぬ〕 

刑 部 もっと 高く 松明 を 振って 見い。 (敬 之 進 松明 を 高く 振る) 

E 部 やはり 見えぬ か？ 

敬 之 進 はい、 何も 見え ませぬ。 

a の 音。 

刑 部 五助、 今、 .^s はしなかった か？ 

五助 い  え- 

刑 部 風の 聲 か，' 

それとも 人の 聲 か！ 

子供ら の 魂 は この 暗い 空 を^け ま は つ てゐ るで あらう ー 

下手の 松 尾 山の 方 を 見つめて、  . 

1 一郎よ！ 
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m 曲 戯 


間 0 耳 を かたむけて ゐる。 風の 昔。 馬 を 少しく 乘りま はし、 ふた >t び 立ち どまり て 正面の 暗い 空 を 見つめて 

三郎 よ！ 

咽ぶ やうな 哀切な 聲。 じっと 耳 を かたむけて ゐ る。 

靜 かな 時雨の 音。 松明 消 ゆ。 

. II 靜 かに 幕 -1 


大 


阪 


城 
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第 


慕 


場 


時 

慶長 十九 年 九月 二十 H の 午後 

場 所 

大阪城 大手 門外 濠 端 

登 場 人物 

片桐且 元 

甕臣秀 © 

元の 家來 眞垣左 門 

後醍院 兵 庫 

久 

等 


薛 摩の 武士 

速 水 守 

大野 道 

大 藏 

七 隊 長 

若き 武士、 侍女， 浪士、 男女 多數 


六 土 一歳 


四十 歳 

五十八 九 歳 


7 


大 


城 


舞臺、 ヒ 手に 橋 を わたりて 城門。 正門より 上手に かけて 豪 をへ だて、 大阪械 の 一 部分 矢 狭間 を 切った る 城壁 

など ゆ。 濠 端に は 柳の 並木な ど あり。 

尺八の 音 閗 ゆ。 なるべく 悲愤 なる 曲 を 宜しと す。 尺八の 音 絶えた ると ころに て柝 なしにて 幕 明く。 

薩 摩の 浪士， 後^ 院兵庫 虚無^ 姿に て や- - 下手の 柳の 蔭に、 見物に 背 を 向け 城の 方 を 見 たるま  >- 石に 腰 を 卸 

して ゐる。 柳の 葉が 時 々散る。 

舞臺 しばらく 空く。 

上手 及び 下手より 町人 等家财 道具な ど を かつぎ， 手に 持ちて、 避難の 體 にて あわた I- しく 左右に 急ぎ ゆく。 

町人 一 いったい 敵と いふの は 誰ぢゃ ン- 

町人 二 まだ 高い 聲 ではい へぬ が關 東の 德川 さまに きまって る わ。 

町人 三 何時 何處 から 關 東方が 攻め寄せて 来たん ぢ やな？ 

町人 二 それが まだよう わからん のぢ や。 かう やって 御門の 前まで 來て 見れば 戰 らしい 煙 一 つ 立って はゐ ぬ。 狐に で 

もつ ま V れ たやうな 氣 もす るが …… 

く ろ 于む H- 

町人 四 いや、 たしかに さつ き 御城の あ の 高い 矢 倉から 黑 煙が 立ち上つ てもう く と 天 にも 屆 きさう に 燃え てゐ たの 

を わし はこの 眼で 見た。 たしかにもう 戰はど こぞで 始まって ゐ るに ちが ひない。 

町人 一 さう い へば あれ 御門の 中で も 蹄の 音 やら、 えらく お 侍た ちの 立ち さわ * く聲 がする ではない か。 さあ 一 刻 も 早 

う 逃げる こと ぢゃ …… (械 門の 中に て かしましき 人 聲) 

町人 三 さう だと もさう だと も (町人 等 左右に 分れ 逃げ去る) 


鏜概を かつがせ たる 武士、 槍， 長 卷等を か つ いだる 浪士 等能械 準備の 體 にて 下手 上手よ リ 左右へ 急ぐ。 

城門の 中より 武士 多勢 登場。 片桐を 切れ …… 開戰の 血祭り だ …… 市 正 を 斬れ …… 關 の諜. r た …… 獅子 身 力 

の蟲だ …… などと 叫びながら. 刀の 柄に 手 を かけ、 或 ひ は检を 提げな どして 速 水守久 及び その 家臣 等に な だ 

めら れつ ゝ檑を わたって 來る。 

速 水 守久、 よきと ころに 立ち 留リ、 若き 武士 等 をな だめる。 

逮 水守久 ともかくも 今日のと ころ は穩 ISi にお 引き取り 下さ い。 

武士 一  片桐 且元變 心の こと は 己に 一 點 の 疑 ふ 餘地も ございませぬ。 それでなくて 何で 己 一 人 二度なら ず德川 殿の 恩 

赏を かたじけな しと 受け ませう や。 

さう だ、 さう だな どと いふ 者 あり。 

. ^ちの かみ 

武士 二 大藏の Hi 正榮 尼^のお 話と して 洩れ 承りました ところでは、 あの 市 正 はもった いなく も 上様 を この 大阪 城よ 

り. 何方へ か 御 ® 替 いたさ せんとの 儀 を關柬 方へ 誓約いた し 立ち 歸 つたとの こと、 これが 不義 不臣の 行爲 でなくて 

何で ござら-つ。 もったいな くも 故 太閤 殿下の 御 魂 を こめられた 大阪城 を、 あ の 忠臣 顔の 市 正 奴の ためにむ ざく と 

關 束に 渡します や 5 な ことがあって、 われ 等の 武士道が 立ち ませう や U 

武士 三 ともかくも 今日 こそ は 御前に 罷り出て、 あの 古狸 奴が いつもの 辯 舌 を 以て、 上樣を 籠絡いた します つもりで 

ござり ませう。 われ 等 は 手 を つかねて ゐる わけに はまい り ませぬ。 市 おが 如何 や う なま，^ し ひ ら きを 致し ませう と 

も われ 等 はもう 聽く耳 は 持ち ませぬ。 今 はたや W 正，^ 斬つ て W 陣の血 祭 をいた すべき 時で ございます。 われ 等 はた 

だ 城 を 枕に 討死いた すば かりで ございます。 

さう だと も …… 市 正 を 斬れ、 われ 等 は 花々 しく 討死す るば かりだ。 上樣の 御馬 前に  一 U も 早く 死なして くだ 


され  などと 叫ぶ 者が ある 0  一 

守久 (淚を 拭き) 方々 の 御 決心 守久た どく 感じ入りました。 それほどの 御 決心 あらば たと へ關東 關西戰 場に まみえ 一 

ませう とも、 關 東の 大軍 恐る \ に は 足り ませぬ。 しかし 戰には 時機が ございます。 今 市 正 を 斬らば 德川殿 はこれ ぞー 

よき 機 ま、 よき 名分と、 早速 大軍を 以て 大阪城 を 取り 圍 むで ございませう" 城を攻 むる に は 一 日 も 早き がよ し。 さ！ 

れど城 を 守る に は 一日 も遲 きがよ し。 守 城の 準備、 つ t いて 關 西の 諸 大名 を 召し集め まする 間， こ、 暫く は それ を 一 

氣 取られて は 味方の 不利、 こ のと ころ をお わき まへ なされて， お引き 联り 下され。 只今 は 市 正 を 斬るべき 時機で 

は ござらぬ" たと へ 老年の 市 正 1 人、 十日 や 二十 H 生き延びさせました とて 何の 不利、 何の 案じる ことが ござり ま 

4J う。 今资 iijs 守久、 市 正と 直々 に 封 面いた し 、萬 一 市 正 心中に 疑 はしき こと も あらば、 卽 座に 市 正が 白髮首 を 斬つ; 

て 方々 の 前に 持參 いたし ま せう。 あれほどの 太 閻|^ 下 の 御^が ねに て is 孤 を 託せ られた る 片桐巿 正よ もや 正榮尼 

や 大^の 局 等が 申す ごとき 人物で も ござるまい。 こ、 は 暫く 氣を 落ちつけ て 守久へ おまかせ ください。 あせらず と-; 

も 城 を 枕に 死すべき 日 は 遠い ことで もあります まい .：：• (愁然と して) 

若き 武士 等感き はまって 泣く 者 あり。  . 

武士 一  では 御言 葉 通り 速 水 殿へ おまかせいた しませう。  一 

若き 武士 等うな づく。  一 

守久 早速の 御 承引 守久 かたじけなう 存じます。 では、 ともかく 今日はお 引取り 下され。 重ねて 明日 城 中に てお 目に 一 

か \ り 市 E の 心の ほど もお 傳 へま をし ませう。  一 

若き 武士 等うな づき 上手へ 退場。  一 

守久 (人々 を 見送り、 思 ひ 入よ ろしく、 家臣 を 引きつれ 械內へ 入る) 


柳の 葉 散る。 

間 0 

片桐 ！=: ー兀乘 馬に て 急ぎ 花道より 眞坂左 門 及び 家來 数名 を 連れて 登場。 舞臺 正面に て 突然 馬 驚き 、手綱 を 切リ、 

や、 のめる や うな 恰好 になる。 

且元 や、 手綱 切れた か …… 上樣の 御身の 上、 城 中の 人々 の 心の ほど も 氣づか はれて ならぬ ので、 昨夜 驗府 から 立 

ち歸っ て來 たばかりの 旅の 疲れ も 何 か はと、 こ、 まで 馬 を 急がせた に •：•： 今朝 替 へたば かりの 手綱が ぶつつ り 切れ 

ると は  

左 門 御 登城 をお 急ぎの ことで ございま すれば 、殿様れ たくしの 下げ 緒で 間に合 はせ て 置き ませう。 (刀の 下げ 緒 を 外 

さ-つ する」 

後 澄院兵 *  (立ち上り、 近づき 來 て：" はなはだ 失謄 では ござる が、 斯樣に 物 さわがし きをり から、 武士の 刀の 下げ 緒 

に は 下 Mi 旭の 使 ひ 道 も ございませ. つ。 世 を 捨てた 普 化 僧の 刀の 統 こそ、 有って 用な き 飾り物、 手綱 代りにお 使 ひ 下 

され。 (小刀の 飾り 紐 を 外して わたす〕 

左 門 かたじけない。 ありがたく 頂戴いた す。 (じっと 兵 庫 を 見て) 世上 ありきたり のぼ ろんじ とも 見えぬ その 骨 杼… 

兵 庫 なに、 世上の 乞丐 法師で ございます。 

左 門 いやさう ではない。 よも 關 東方の  

兵 庫 は V は、 は  御 懸念に は 及び ませぬ。 

且元 たと へ關 東方の ill であらう と、 尊き 刀の- トげ緒 一筋た ま はりし 貴僧、 急場の 難 を 救 はれし 恩人。 

兵 庫 その 恩 八ついで にお たづね ま をす が、 貴殿 はもし か 片桐市 正殿で は ござり ませぬ か。 


且元 某 はたし かに 片桐市 正で ござる。 

兵 庫 では、 折 入って お 願 ひま- 「す ことが ござり まする。 わたくし は 元、 薩 摩の 同 新 納武藏 の幕ド にて 船 奉行 をい.； 

せし こと も ある 後 醋院兵 庫と ま をす 者で ござります。 太 闇 殿下 朝鮮の 役に は薩 摩の 水 軍 を 率ゐ數 度の 戰場 にも 一 か 

どの c きはいた しました が、 凱旋の 砌肥 前名 護屋の 陣中に て 武士の 意氣地 止むを得ず 加 藤嘉明 殿の 侍 三人 を 切 つ て 

捨てました。 

且元加 藤 嘉明殿 の 侍 三人 を 見事 に 切り 捨 てた 薩摩 武士が ぁ つ た と い ふ噂は い つ ぞ ゃ殿中 に て マ？^ つ た こ とが ぁ つ た。 

では そこ もとが その 折の …… (この間に 左 門 手^ を 取リか へ る〕 

兵 靡 血氣の 至りお 恥 かしい ことで ございました。 陣中の 淀に よりす でに 切腹に も 及ぶべき ところ、 太 闇殿ド の御憐 

愍 によって 何のお 構 ひもな く、 その ま、 武士 を 捨て、 斯樣な 姿に なり ましたが， 殿下の 御 情の ほど 忘れが たく、 關 

ケ 原の 1 戰には 石 田 殿 幕下へ 1^ けつけ ませ-つと ゴ、 S ひました が、 ふた、 び 捨てた る 太刀 を 執ろ 機會 もな く。 

且元 では、 今 ころ 何で この あたり を。 

兵 庫 資は新 納武藏 守に 仕へ をり ました ころから 養 ひ 置きました 部下の 者 どもが、 一 旦 武士 を 捨てました わたくし を 

頓り、 一 隻の船 を 仕立て > 淀 川口まで まいり ましたに 出逢 ひ …… 

D. 元 只今 は  

兵 庫 淀川 沖に つないだ 船 を假の 宿と いたして をり ます。 船と ま をしても 呂宋. マニラ あたりまで も航 いたし まし 

た 大船。 

且 元 左樣な 大船 を 淀川 沖に つ な い で をら れる か。 

兵 庫 德川 方に 見つけられて は 面倒と 存じます ので 常 は 淡路島 あたり へつな いで をり まする。 おいた はしい ことなが 


76 


ら大阪 城の 御 逮命は …… やがて ふた、 び 天下の 名 城の 美しい 姿 を 見る こと もで きぬで ございませう。 それ を 思へば 

H. 元 時 をり 城の ほ-とり にた、 ずんで 尺八 を 吹く 男が あると 聽 いたが … … 

兵 庫 落ちぬ 間の この 城 を 飽くまで 眺めたい と 存じまして (II 息をつく) 

元 その 大船 を 何とな さるお つもりで …… 

兵^!& 恐れながら 萬 1 御 落城の こと も あらば 何 かの 御 W にもと 存じまして。 

且元 もし" その 大船 を 探すべき 時 は、 

兵 庫 笛の 音 をた よりにお たづね 下され。 

且元 その 馆の昔 を …… f 思 ひ 入る) たしかに。 

兵 K ふなう 存じます。 

A 元 登城の こと 急ぎ ますれば. (手 辆を控 へ默禮 して 械 門の 方へ 急ぐ) 

兵 庫 (じっと：；^ 送る- 柳 散る) 

同じく 第二 場 

械 内の  一 { せ。 上手 下手と も廣き 廊下に つながる こ.. ろ" 

上手よ リ七 隊長 等 下手へ 場。 千疊 敷の 評定よ リ しづかに 退 下の i; 峠 不安なる 表 

大野 道 犬、 つ いて 大 藏 局 上手よ リ登 場。 

大 -.^3 で、 市 正 はいか やうな こと を 上 樣にま をし あげました。 

道 犬 今日の 御 評定の こと は 堅く お 口 §S め をいた され をり ますれば た く 御 推察 下さ.^。 


7 


大 

城 


大， II 局 わたくしが 伺 ひます の なれば こそお 口 留めの 必耍も ございませ うが、 わたくし は 御 母 公 さまの 仰せ を 承って 

まいつ たもので ございます。 

道 犬 いかにも。 …… ではお 話し まう しませう が、 あの 市 正と いふ 男の 肚黑 な。 とても 辯 舌で はかなう 者 は ございま 

せぬ。 よしんば 今日 御 母 公 さま 直々 に 御 訊 間な された ところで びくと も 致さぬ 男で ございます。 

ォ藏局 御 « 公 さま を德 川の 妾 風情に つか はすな ど \ 誓言いた して 參り なが.，：、 よくも 白々 しう 御 母 公 さまに お 目 通 

りが 願 ひた いなど  ま をした も の で ござ い ますな。 

道 犬 とかく 斯樣な 時節に は 隱密の 上に も 隱密を 守る が 肝要。 今夜 は 御 母 公 さま 御 憂さ はらしの ためとあって 能の 御 

催し。 もはや 間 も あるまい。 あちらの 部 にて ゆっくり 御 話し ま をし ませう。 

大蔵 (うな づ く〕 

兩人 下手へ 退場。 日が 暮れ か &る。 侍女 二人、 燈を か、 げ來 り、 退場。 

片桐 旦 元 (上手より うつむきがちに 登場。 花道へ か、 る。 上手よ リ秀賴 の萆。 登場) 

秀賴 市 正 …… 市 正 …… 

R" 元 (振り，？ へり、 驚いて ひれ 伏す) は：..… 

秀賴 そ*^ はもう 二度と 登城いた す こと はない とま をす か。 

几 元 恐れ入りまして ございま する。 

秀頼 母上 はお 前の 登城 を 差し止められた とま をす か。 

ュ元 何事 もた 市 正が 不忠の 致します ところ。 

秀賴 みなの 者が いかほど お前の 心 を 疑 ふと も、 わし は 決してお 前の 心 を 疑 ひ はせ ぬ。 


曲 

舅 


n; 元 上樣 …… 。 

秀賴 わし は 父上が ビ く なられた 日から お前 を 父上の やうに 思 ふて 成長して 来たの ぢゃ もの。 今にな つて 何でお 前の 

心 を 疑 ふこと がで きょう ぞ。 

且 元 上樣 その 御 一言で …… 市 正 は. た V 今 これにて 命 を 召され ませう とも 悲しい と は 思 ひませ ぬ。 

秀賴 お前 は いつまでも 生きて ゐて くれ。 

且ー兀 上 樣と御 一緒に ゐて こそ いつまでも 生きて をり ませう。 上樣を はなれて たと へ 一 曰で も 生きの び ませ-つや。 上 

樣 こそ 御機嫌 克ぅ …… 

秀賴 太閤 殿下の 世繼 らしう 生きて こそ 生き もせう。 命 惜し さに 生きた うはない。 今にも i;:! 川 勢が 押し .2^.5 せて 來ゃ 5 

た. s**,s 

なら、 眞っ 先に 大手の 門 を 開いて 京まで も、 近 江まで も わが 大旆を 進める つもり ぢゃ。 

且元 お勇まし ぃ御覺 悟。 さすが は 太閤 殿下の 御 若さまで ゐら せられます。 しか— 大將軍 は .輕 々しく 城 を 出で ぬ もの 

でございます。 殊に 大阪城 は 難攻不落の 天下の 名 城。 およそ 太閣 殿下、 . ^間の 力、 人間の 智謀 を盡 して 築かれし 金 

城鐵 壁。 方廣 寺大佛 建立 を はじめ 近年 引きつに いての 御物 入り。 なれ どもな ほ 太閤 殿下 蠤ー の 用に もと 大阪 城の 隅 

隅まで 御用 意 遊ばし 置かせられました 黃金 三千 枚、 米穀 四十 蕙石、 武器 彈藥も 倉々 に充ち 足りて をり ますれば 二 年 

三年の 御 籠城に 事缺 くこと は ございますまい。 た^ 氣 にか、 ります る は 人の 和の み。 しかし これ とても 上 樣御ー 人 

の 御人德 にて 何ともなります る。 先 づ九度 山— 御 使 を 立てさせられ 昌 幸が 一 子眞 W 左 衞！： 佐 をお 招き 遊ばされ、 攻 

戰守城 一切の 御 謀、 左 R: 佐に おまかせ なされ ますれば 百 萬の 勇士に も 滑して 味方の 强味。 眞田左 衞門佐 こそ 天喑 

お 日本 双 無の 大將 でございます。 くれぐ も ま をし 上げます る が 、 德川殿 と て も 古今 の 戰上 手、 關東關 西相戰 ふ 日 も 

まいり ますれば、 なかく の苦戰 は御覺 悟の こと 肝要に 存じます。 勝敗 は 時の 蓮、 菡ー 、御 味方 御 不利の ことな どご 


ざいましても …… 上樣に はかまへ て 一 歩 もこの 御城 を 外にお 出御 遊ばして はなり ませぬ。 この 城の 矢 倉 こそ 太閤 殿 

下の 御 魂， V 御 命の ほど を こめられし、 いは ビ輕臣 家 御 4^々 の 尊き 御 墓場。 この 城と 、もに 潔う 御覺悟 遊ばされ ませ。 

秀親 うむ、 わし は.：^ ぬまで も あ？ 高い 矢 倉に 上って 德 川の 奴等 を 笑って やら， っぞ。 

nl 元 あの 田 曲 輪 の 矢 倉 こそ かって はこの 市 正が あな た 樣を お抱き ま をして は、 京の 阿 彌陀ケ 峰の 見當 をお 示し 

ま をし ました 矢 倉 で \  /さ いました が、 

秀賴 もし 敗軍 の 場合に はわし は 屹度 あ の 置 田 曲 軸 の 矢 倉に 上って お前の こと を 思 ひながら 笑つ て -; ^なう ぞ。 

且元 上樣、 市 正の 胸 は 裂ける やうで ございます。 

秀頼 死ぬならば わし は あの 矢 倉で 美しう 死んで 見せる ぞ。 

元 上樣 …… 上樣 …… へ 泣き伏す〕 

侍女 (上手よ リ 登場〕 上樣 …… 御 母 公 さまお 待ち かねで ございます。 

秀賴 市 正 もう 行く ぞ。 いつまでも いつまでも 丈夫で 暮らせ。 二十 二 年の そちの 親切. 忘れ はせ ぬ。 わし はたと へ 

お前に この 胸 を 刺されても お前 を 疑 ひ はせ ぬ。 行け …… 達者で 暮らせ …… (淚を 揮 ひ 上手 へ お 一場) 

且元 (泣き伏して ゐる。 起き 上り じっと 秀賴の 方 を 眺め、 ふた、 び 突つ 臥-てし まふ。 奧 にて 能の し、 橋が かりの 

笛、 小 鼓の 音 しづかに 聞 ゆ。 且元 起き 上リ、 ふた、 - びじつ と 上手 を 送って ゐる) 

間。 小刀 を 拔き髻 を 切り、 手に か、 へる。 

眞垣左 門 (下手よ リ 登場" この 蘧を 見て 驚き、 側に 寄り〕 殿 さま！ 

且元 左 門 か！ (切りた る 餐を左 門に たす) 

左 門 御 心中お 察しいた します。 (泣く) 
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曲 戲 


且元 泣くな" 

靜かに^3がかりの笛. 小 鼓の 音。 


幕 


第 


慕 


時 

元 和 元年 五月 五日 

0 所 

大阪城 地下 坑道 

登場人物 

眞垣左 門 

* 多 佐 渡の 家来 

佐 渡 金山の 礎； 夫 

同  磺夫 

同 

同 


黑澤十 左衞門 

渡海 屋 勘 作 

十 次 兵 衞 

壹 州 坶 

0  吉 

觀 音 銀 次 


六十 五六 歳 


械 阪大 


SI 


同  茂兵衞 

同  藤 三郞， 

その他 土 一三 名の 礎； 夫 老若 

若き 武十：  數 名 

大阪 城の 地下 坑道 縱 横に 貫 • 梁な どの 大きな 柱 を 渡し、 諸 所に 燈 がか、 げて ある。 正面に 二三 II はいった 

とこ ろで 左手へ 坑道が 曲って 奥へ 深く 通じて ゐ るつ もリリ 

奥の 方から 絶えず 岩 を 切る 1,1: の 音 や、 土 を 掘る 音が 聞え、 擴夫等 は 無言の ま、 岩 や 土 を 運んで は 下手へ 通 ふ。 

時々 かすかに 鐵 砲の 音が 響 く。 上手に 寄り 床机 木箱が ぁリ、 木 筘のヒ に 圆 面？ '磁石 兩脚 器な どが 置いて 

ぁリ、 燈が 一 っ點 されて ゐる。 

勘 作 壹州增 等 は 席 を 敷いて 休息して ゐる。 幾十晝 夜の はげしい 地下の 作業に 髮も髯 も 伸び 放題に 伸び ひど 

く衰へ てゐ る。 

勘 作 今朝方 からまた 戰が はじまつ たな。 二三 日 大筒の 音も聽 かなかった が …； 

お 1« づ.' つるべ う 

査州 i5p こな ひだ は 三日 四日と 大筒の 釣瓶打ちで、 こちと らまで 眠る にも 眠れなかった が、 城の 衆 は 敵ながら 可哀想 

な もの だな あ。 

煎吉 德 川と いふ 人 はな か/ \惡 智慧の 深い 人ぢ やとい ふが、 あの やうに 夜 も晝も 大筒 を 打ち かけて は 城の 衆に 一睡 

も 眠ら せまいと い ふ 魂謄ぢ やな。 

銀 次 惡智慧 といへば 去年の 冬の 陣で 和睦が 出来てから のこと よ。 ほんの 外濠 だュ 埋める 約束であった iT ちゃに、 何 


曲 

集 


あなみち 

とか 彼と か 理窟 をつ けて は 内濠まで 埋めて しまうた ではない か。 それに この 坑道に したと ころで 冬の 陣が 終る とと 

もに 元の ま&に 埋めねば ならぬ 箬ぢ や。 

茂兵衞 それ を 外側 の 石お r たけ 積みな ほして、 いざ 再度の 戰 となれば その ま、 に 穴 を 掘り つ^けて 大阪城 の 矢 倉 を 地 

の 底から 覆さう とい ふの ぢ やからな あ。 

藤三郞 おれたちの やうな ならず者で もこの やうない かさま 仕事 はしね えもの だ。 

銀 次 それ を 平氣で やる やうな 惡黨 でな くち や 天下 は 取れめ えよ。 あんな 奴等が 大名で 候の、 武士、 候のと 威張りく 

さるの が 豪勢 精に さわら あ。 

それに 去年の 冬 の陣 にだって よ。 眞田 や 後藤の 手に 追 ひつめ ら れた關 東方の 大名た ちの 逃げつ 振りったら なかった 

ぜ。 どれ も これ も 三 里く らゐは 逃げ を つ たが. 今に あいつ らの 子孫 どもが 大ハ A. つ ら をし て 威張る ことで あらうよ。 

勘 作 それ を 思 ふと かう やって 曰の 服 も 見ず、 夜も晝 ももぐ らもち の や 5 に 穴 を 掘って、 あいつら の戰 ごっこの 手傳 

ひ をす るなん ざ あ い や だな あ。 

銀 次 それにしても おれたちに は あの 大名 輩の 心持ちと いふ ものが さつば り わからぬ。 第一 德川 さまに しても さ 5 で 

はない か。 1K 下を攝 るか 攝ら ぬかの 大 博奕に 眼が くらんで か、 自分の 子供の 二人 や 三人、 都合が わる けれ や、 やれ 

切腹 だ、 やれ 何ぢ やと、 犬で も 殺す やうな 手輕さ だ。 おれたちの やうな ろくでなし でも 餓鬼の こと を 思へば 涙が 出 

ら あな。 (急に 悲しげに 鼻の 先 を こする) 

茂兵衞 頭、 氣の 弱え こた あいひつ こなし だ。 故郷に 置いて 來た 餓鬼の ことなん ぞ 話しつ こなしに しょうよ。 

銀 次 そいつ はおれが 惡 かった。 だがょ大5^;なんてぃふ奴等の人情なしには呆れてしまふからの ことょ。 

勘 作 それにして もよ、 いったい この 坑道 だって 片桐市 正さ まの 手で 掘 るんだら う。 市 正さ まといへば もとは 大阪方 


00 


大 


城 


の大黑 柱- 大 忠臣と い はれた お 方で はな い か。 そのお 方が 何 ぼ德川 さまに いひつ かつ たから に してから が、 何で こ 

の やうな 隨徵を 屈り、 城の 矢 倉 を ひつ くらけ えす やうな 卑怯な 眞似 をな さるの か 知ら、 おれに は 市 正さ まのお 心が 

わからね え。 

壹 州お それにして もまた 激しう 鳴って る やう だぜ、 あの 大筒の 音 ：•：• 0 

銀 次 大方 今夜 あたり はこ、 の lis にも 火藥を こめて、 あの 高い 矢 倉 を 木ッ鸾 微塵に しょうと いふの だら うが、 大 K 

方に すれば 氣の 毒な 話 だ。 おれたち は惡ぃ 役^り を 振り 當 て られ たもの だな。 

坑道の 奥から 十 次 兵 衞が兩 手に 小石 を か  >  へ て 飛んで 來る。 長い 白髮を 束ねて るる。 

十 次兵衞 おいみん な聽 いて くれ。 おれ は 昨日から 耳 を 地に つけて 物音 を聽 いて ゐ たが、 何とも 不思議で ならぬ こと 

が あるの ぢゃ。 

勘 作 爺.，？ つ したと いふの だ？ 

十 次 兵衞 お 前た ち はも う 幾日  一 J の 坑道 を 掘 つてる と 思 ふ？ 

あ- **.* ち 

銀 次 何時 日が 暮れる の やら、 何時 夜が 明ける の やら、 この 坑道の なかへ 閉ぢ こめられ たま、 だ。 日の ことなん ぞゎ 

かる もの か 0 

十 次兵衞 わし はな、 かう やって 毎日 小石 一 つづ &拾 ふて 集めて 置いた のでよ- 「日の こと も 知って る。 わし 等が こ& 

の眞っ 暗な 坑道に 連れて来られて からちゃ うど 四十 八日になる ぞ。 

茂兵衛 そんなになる のか。 日の 經 つの は 早い もの だな あ。 

十 次兵衞 わしら が こ、 に 述れら れて來 たころ はま だ 城の ま はりに は 桃が 咲いて ゐた。 雲雀 も 鳴いて ゐた。 おう 桃と 

い へば わし は あまり 暗閣に ばかり 馴れて しまうた ので、 もう 桃の もさへ 忘れて しまうた や うぢ や。 


集 一 


^次 それで さっきの 話 はどうし たとい ふの ぢゃ。 

十 次お 衞 うむ、 さっきの 話の っ^き ぢゃ。 わし はたいて い 幾日 掘ったら 矢 倉の 下まで 坑道が とヾ くと いふ こと は 見 

當が ついて ゐた" ところで 今日まで 四十 截日か  >- つて まだ 何處 いら を 掘って ゐ るの やら 見當も つかぬ。 わし は不思 

議 でなら ぬ。 ひょっとしたら 坑 造の 兑當を 誤った のぢ やない かと 思 ふの ぢゃ。 それで わし は 昨日から 暇 さへ あれば 

耳 を 地に つけて 物 昔を聽 いて ゐ たの ぢゃ。 

00 何 かちが つた 音で も 聞え たか？ 

十 次 兵衞 ちがった 音が 聞え たと も、 聞え たと も。 お前た ちび つくらす るな。 

^次 ふ、 む、 何が びつ くらす るな だ。 

十 次兵衞 わし 等 は 矢 倉の 直ぐ 下に 火薬 を 積む つもりで この 坑道 を 掘つ て ゐた箬 だが、 わし はな 昨，： 化 川の 音を聽 いた 

のぢ や。 

茂兵衞 川の 昔， …… この 地の 底に 川の 音が ッ？ 

十 次兵衞 さ うぢ や、 たしかに 川の 昔が 聞え る。 淀川の 浪の 音が 聞え て 來た。 

勘 作 何 を まう ろく 爺が！ は、 は、 は、 …… 地の 底に 淀川の 波の 昔が 聞え てた まる もの か。 a の 早耳と いふが、 飛 

んだ昔 を聽 いた もの だは、 は  は、。 

人々 笑 ふ。 

十 次兵衞 いや、 たしかに 淀川の 水の 音に ちが ひない。 わし はたし かに この 耳で 水の 音 を 聽 いた。 今に 見ろ、 わし 等 

が 掘って ゐ たの は 大阪 城の 矢 倉の 下で はなく、 淀川の 岸であった とい ふこと がわ かるに ちが ひない。 いやた しかに 

わし は 水の 昔 を 聽 いた。 もう 二日 か 三日 掘って ゐる 間に はわし 等 はたし かに 靑ぃ靑 い 夏の 大 S を 見出す にち が ひな 


g い。 まだ あのな つかしい 雲雀が 鳴いて ゐ るに ちが ひない。 わし 等 はたし かに この 眼で 尙 一度 あの 初夏の W. 空 を 見る 

ことができ るの ぢゃ。 おうあの 靑 空。 

人の やうに なって 坑道の 臭の 方へ 走り 寄り 耳 を 土に つける。 

いや、 たしかに わし はこの 耳で 淀川の 水の 音を聽 いた。 わし は尙 一度 あのな つかしい 淀川の 水の 音を聽 いて 来る！ 

. (坑道の 奥へ 走り 入る) 

勘 作 あ の 親爺 は 時 々妙な こと をい ふやつ だが、 さう いへば おれ もこの ほどか ら矢倉 の 下にして はすこし 變 だと は 思 

つて ゐ たが …… 

若侍 二人 坑道の 奥よ リ 登場 

若侍 一 さあ， お前 等 も 急いで 掘れ。 明 ：11 までに はどうで も片 をつ けねば ならぬ。 明日 はいよ く 天 下 分け目の 戰ぢ 

や- 

若侍 二  土 を 掘る の も 今 B 明日 だけの こと ぢゃ。 御 恩賞 は 望みの ま \ぢ や。 奥へ 行け 奥へ 行け！ 

擴夫等 鶴嘴な ど を 持ち 奥へ 入る。 

眞垣左 門 (坑道の 臭よ リ 登場。 具足 リ 燈を 近く 置き 木箱の 上の 地圚を ひろげ、 雨脚 器、 磁石 等 を 使って 地圜を 測リ、 

大ー 考へ 込んで ゐ る" 時々 うな づく。 若侍 を 見て〕 

時に もう 何時 だら うな。 

若侍 一 もうかれ これ 九ッ では ございますまい か。 

左 門 九つ か？ (指折り 算 へる〕 味方の 攻撃 もい よく « 劍 になって 來 たや うぢ やな。 もう 後 …… (思 ひ 入) 

若侍 二 何で ござります。  - 


左 門 いや 何でもな いが (lia? をつ く)  气 

黑渾十 左衞門 (奥より 登場。 具足) 左 門 殿。 

左 n 黑澤殿 か。 

S 先刻から かすかに 大筒の 昔が 聞え てゐ たが、 さだめし 今 ころ は 敵 味方 入りみ だれての 合戰で ござらう。 あ、 腕 

が 鳴る。 昨日から 拙者 はこの やうな 坑 —- の H: 付 役に 廻され 飛んだ 貧乏籤 を 引かされた もの ぢゃ" 

左 門 拙者 とても 同じ こと。 もぐら もちの やうな 仕事に は 飽き飽き いたした (二人の 若侍うな づき 4" ひ つ 、奥へ 入る) 

黑澤 それにつ けて 先刻から お たづね ま をした い ことがあ つ たが。 

左 門 お たづね なさる こと V は？ 

黑 it 主人 佐 守 ま をす に は、 間宮、 鳥田駁 受持ちの 坑道 はすで に 數日前 出来 致した に、 片桐殿 受持ちの この 坑道の 

みが、 あまり 念入り 過ぎて か 今 H まで 火藥を 運び込む までに はかどって をらぬ" 昨夜から 只今まで 圖 面に 合 はせ 

り 調べ て 見た が、 どうも 腑に 落ちぬ 侗 所が ある やうに 思 はれる。 

左 門 とい ふの は？ 

黑澤 いや、 もうこの il^ は疾 うの 昔， 矢 倉の 下 を 通りす ぎて をる。 

左 門 何と？ 

黑澤 いや、 左様に 驚く こと はない。 たしかに この 坑道に は 片桐且 元 殿の 格別な 御 分別が あるに きまった。 市 正殿 は 

たしかに 德川殿 をた ば かられた にち が ひない。 

左 門 黑澤 殿、 それ はお 手前の 飛んだ 勘ち が ひ、 この 坑道 は 特別 岩が 堅く 自然 作業 も遲れ がち、 たしかに まだ 矢 倉の 

下に は 達して をり ませぬ" 


大 


城 


5 つけ * の 

7 黑澤 左 門 殿、 拙者 は 本 多 家の 黑澤 十左衞 鬥 だ。 お 手前 等に たぶらかさる、 やうな 馬鹿者で は ござらぬ。 市 正主從 は. 

たしかに 德川毆 を 裏切らう として ゐ るの だ。 ともかく，. f 拙 者 はこれ でお いとまい たす。 

左 門 お 手前 は？ 

黑澤 知れた こと。 直き 直き 將軍家 御前に 出て、 お 主 等 主從の 心底 を 申し上げ るまでの こと ぢ や。 

左 門 M 一澤 十 左衞門 待て I 

黑澤 待てと いふの か！ 

左 門 うむ •：：• (左 門 一刀の 下に 黑澤を 斬る。 黑澤 倒れる。 血 刀 を 下げた ま、 じっと 黑澤の 死骸 を 見つめる) 

35； を 切る 音が 閗 える。 

十 次兵衞 (燈を か 、げ よろめきつ 、奥より 急ぎ 登場) お 役人 さま。 

左 門 何ぢ や？ 

十 次 兵衞 耳をぢ つと 地に 付けて 聽 いて をり まする と、 たしかに 地の かなたに 淀川の 浪の 音が 聞え ます。 

左 門 なに ッ！ 地の かなたに 淀川の 浪の音 が 聞 ゆると いふか？ 

十 次兵衞 はい、 たしかに 浪の 昔が 聞え ます。 

左 門 ，^む …… 浪の 音が …… 

十 次兵衞 もう 直に あの 靑空も 見え ませう。 あのな つかしい 雲雀の 聲も …… (不 圚 黑澤の 死骸に 氣 付き わななきつ モ 

燈を 落す) 

左 門 浪の 音の こと はま だ 誰に も 話して 聽 かせて はならぬ ぞ ー 

十 次 兵 凝 は；^: …： 。 it  1.,.. . .  [I i  


左 門 浪の 音が …… (につ こリ笑 ふ) 


集 


同 第二 場 


時 


元 和 元年 五月 七 U 午前 

場 所 

攝津 平野 附近 家康 の陣營 

登場 入物 

片桐 a 元 

德 川家康 

越 前 宰相 忠直 

本 多 佐 渡 

本 多 上野 介 

後藤 庄三郞 

崇傳 長老 

土 井大炊 

酒 井 左衞門 


m 


轉 


械 阪 大 


89 


井伊直孝 

千  姬 

大野 修理 家來 米村權 右衛門 

侍女 三 名 

武士 多數 

や 、上手 寄 リに假 陣屋" 奥に なほ 室 ある こ、 ろ。 臭との 境に は 板戶 が 立てられて ある。 鐵砲、 槍、 P ソ たどよ 

ろしく 0 

上手に 大きな 一本の 木が あり、 木の下に 石が ある U 

陣幕、 馬 印 等〕 

警護の 武士 等 程よ きと ころに。 

雲雀が 鳴いて ゐる。 

本 U ぶ丧、 上野 介、 井伊直孝、 土井大 炊， 酒 井 左 衞門等 板の間 に^り をる。 

沼 井左衞 門 昨 曰 今 曰と 大御所 さま 近 ごろに なき 上々 の 御機嫌、 昨 曰 も 馬上、 鞍の 前輪 をた、 かせられ あの 御 はげま 

し。 長久 手 三方 ケ 原の 役、 御壯 年の 大御所 さま を 見る やうで ござった。 

本 多 佐 渡 それ も その 害 だ。 大御所 II- 日の 日 を待 つため に、 七十 年の 今日まで、 人一倍の お苦しみ をな さ^た 

の だからな あ。 大阪城 一 つ I しさへ すれば 德 W 家 は莨 々代。 大御所 さ まも 安心して 限 をお つぶりな さる こと 力で 

きる と いふ もの だ。 
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土 井大炊 それにして もた r 一  っ氣 がかり なの は 先刻 片桐 市疋 から 大御所 さまへ お 願 ひの 一件 だ。 すな はちた とへ 大 

阪城は 落ちる とも 秀賴 並に 御 母 公 御 助命の 儀 はかなら ずお 聽き屆 けなさる. 1 やうに とのこと だ。 

井伊直孝 市 正が 蟲 のい k お 願 ひ をいた し をった とい ふ 話 はおれ も聽 いた。 あんまり 馬鹿々々 しいので 腹 も 立たぬ。 

今にな つ て 命が 助かりた いもない もの だ。 

俩井 左衞門 御仁 慈 深い 大御所 さまの ことで あれば、 市 正の 辯 舌に まど はされ、 秀賴 母子 御 助命の 御沙汰 も あり はせ 

ぬかと おれ は 最前から それ を 案じて ゐる。 

本 多 佐 渡 そのこと なら 安心す るが い X。 大御所 さまに しろ、 將軍 家に しろ 何で 秀賴 母子に 對 して 御 助命の 御沙汰な 

どあって たまる もの か。 おれ はたし かに さう 信ずる。 

酒 井左衞 s: 大御所 さまの 御心屮 は、 大御所 さま 御自身より もよう 知って ゐろ佐 渡 殿の 言葉 だ。 われ 等 も それ を聽ぃ 

て 安心した。 

土 井大炊 ところで 尙ほ 一 つ 困った ことが 出来した。 とい ふの は 先刻 將軍家 俄の 御 入來。 秀鎮の 命を斷 つに しても、 

是非 秀頓 の 首 を 將軍家 御， 目-せ の 手で ひつ さげねば 腹の 蟲が 納まらぬ と 仰せら る X の だ。 

洒 井左微 e: それ はまた 何故 だ。 

土 井大炊 先年 秀忠 公、 征夷 大將軍 宣下の 折 だ。 大御所より 大阪 方に 對 しわざく 將軍 家へ 拜賀の 鱧 を盡す やうに と 

の 御 仰せが あつたに も か \ はらず、 秀賴 はつひに ニ條 城に It 賀 する こと を 担んだ。 將軍 家に すれば まったく 面 al を 

踏みつ ぶされ たこと になる ではな いか。 

伊井 直 孝 大御所 さまに してから が、 御自身 秀鎮 の 死骸 を 御自身 の 眼で 御覽な さらぬ 間 は 御滿足 はなさる まいて。 

本 多； i^-;^ 問題 は それな の だ。 われ 等に は 大阪城 を 落す よりも もっと 難儀な 仕事が あるの；；.。 すな はち 秀 頼の 死骸 を 
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その ま、 大御所 さま、 ： 亚に將 軍 家の 御前に 擔ぎ据 ゑなければ ならぬ ことになるの だ。 大御所 さま、 將軍 家の 御手に 

さぶ 

秀 鎖の 冷たい 死 を 鶴ら せる 必要が あるの だ。 大御所 さま、 將軍 家の 御 心 はたし かに そこに あると おれ はに らん 

だ" 鹿 を搏っ 獅子 は先づ 鹿の ま はり をぐ るく と 踊り 上って よろこぶ の ださうな。 大御所 さまの 昨日 今日の 上々 

の 御機嫌 は 鹿 を搏ち 殺す 獅子の それ だ。 

酒 井 左 衞 門 いかにも。 さすれば 滅多に 秀賴の 死骸 や-矢 倉と ともに 燒 くやうな ことがあって はならぬ わけ だな。 

本 多 佐 渡 それな の だ。 先つ きから わしが 案じて ゐ るの は。 

武士 一人 下手よ リ 走り 登場。 

本 冬 上野 介 誰 だ？ 

武士 大阪城 中よりの 御 使者で ございます。 

本 多 ヒ野介 なに。 大阪城 中よりの 使者が 參っ たか？ 

武 士 大野 治 長 の 家来 米 村 權左衞 S: と ま をす 者お 伴 い た し、 秀賴. 公 の 御 臺千姬 さま をお 連れ ま をし まして ござい ます。 

人々 驚く。 

本 多 ヒ野介 あの、 千姬 さま をお 伴れ いたした とま をす か- 父上、 いか 1* 取り はから ひませ. つ。 

本 多 佐 渡 千姬 さまと ま をす か？ 

本 多 上野 介 はい  

本 多 佐 渡 (しばらく 沈思。 思 ひ 入れ。 獨 語つ やうに〕 大野 治 長 等の はから ひだな-  (意味 ありげ な 微笑) よし、 と 

も かく これへ ぉ迎 へま をせ。 

本タ. -ヒ野 介 では、 こちらへ お通し ま をせ。 


0 
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武士 かしこまりました。 (武士 返 場〕 

人々 や i 下手 寄リ に出迎 ふ。 瞥戒 をす る。 下手より 千姬 駕籠に て 登場。 米 村 植左衞 門- 武士 数人 侍女 三 名 伴 

ふ。 槍雍 刀な どを携 ふ。 

本 多 上野 介 (駕籠の 外に 手 をつ か へて) 本 田 佐 渡の 伴 上野 介で ございます。 委細の 御用 仰 付け 下され ますれば かた じ 

けな-つ 存じます。 

千姬 (駕籠の 扉 を 締め たるま、 にて) 城 中から 千姬 がまい つたと たに それだけ を 父上 か 祖父 樣にま をし つたへ て くれ 

やれ。 一刻 半時 を爭 ふこと であれば (駕籠の 中から 米 村 を 呼び、 米 村に 命ずる) 

米 村 權右衞 門 主人 大野 治 長よりの 書面で ござります。 何分 火急の 用件で ござり ますれば 恐れながら 直々 將軍 家の 御 

前まで。 

本 多 上野 介 f 艰 知いた した。 (書面 を 受け取り 奧へ 入らう とする〕 

本 多 佐 渡 待て (自身 * 狀を 受け取り、 讀む〕 秀賴、 御 母 公 御 助命の 使者 か。 今に 至って 卑怯 未練、 大阪城 中た t 一人 

の 恥 を 知る 武士 もない のか は \ は 、は …… 將軍家 の 御上 覽 へ 供へ る まで もな き 事 だ。 

權右衞 門 左樣で ございませ うが、 A ，朝 ほどからの 危ぃ戰 亂の巷 を 若き 女性の 御身に、 これまで お越しな されし 御 心 

中 を 御 察しの 上 何卒 …… 。 

本 多 佐 渡 大阪城 中には 十 萬からの 浪士 やら ならず者 やら をお か 、 へな された と聽 いたが、 千姬 さま 御 一 人の 淚で將 

軍 家 の 御 心 をた ぶら か さう とする やうな さもし い 心で は  。 

千姬 (駕籠の 扉を排 して〕 そち は 佐 渡で はない か。 

本 多 佐 波 は \  I はしき 御. お 顔を拜 し、 恐悅 至極に 存じます る。 


^ 千姬 秀頼公 は 將軍统 にと つて 何に あたら せらる &と思 ふか。 秀賴 に對し 斯樣な 不義 不信の 戰さ をお 催しな さる 祖父 

様 ゃ將軍 家のお 仕打ち さへ あまりの こと、 思 ふて ゐ るに、 そちた ち 陪臣の 身で 秀賴公 に對 しもった いな き雜 言。 b 

し を 女と 思 ふて か、 容謝 はせ ぬぞ。 ともかくも 將軍 家に 直々 にお 目に か、 る o( 駕籠よ リ 出で) 秀賴の 妻が まいった 

とま をせば 將.： * 家 自ら こ. - までお 出迎 へな さるの が 道で はない か。 わし は將軍 家の 娘ぢ や。 しかし 今 は 秀賴の 妻と 

してまい つたの ぢゃ。 

本 多 佐 波 御覽の 通り 一 刻 を 爭ふ戰 評定の 際、 つ い 心に もな き 過言、 平にお ゆるし 下され。 早速 將軍家 へお つたへ ま 

をし 上げます る o( 上野 介 を 招き 書狀を 渡す。 上野 介奧へ 退場。 鬨 の萆、 銃 聲 聞 ゆ) 

賊前^^-相忠^  r 奥より 登場。 一寸 千姬を 見る〕 これ はおな つかしい 千姬 殿で は ござり ませぬ か。 この 戰陣の 間 をよ く 

もま あ …… 秀賴殿 はじめ 御 一 統の御 心中 御 察し ま をす。 何 を ま をす も 今 は 互に 敵 味方 是非 もな きこと でございます。 

千姬 越 前 殿に もお 恙なう。 何よりの ことに 存じます。 

忠直 恙なう とま をせば 恙も ござり ませぬ が、 持って生まれた わが ま &者。 このほど は戰 場の かけひき 軍律 をみ だす 

とか ま をし いかう 祖父 樣に 叱られました。 とかく この ころ は 武士と ま をす 者が 悧巧 過ぎて、 命 を 惜しむ 才覺 者ば か 

り 世に はびこり、 忠直 ごとき 命知らず は 世に 容れ られ ぬと 見えます。 いづれ 忠直も 討死 は覺 悟いた して をり ます。 

大 重ねてお 目に か X る こと もあります まい。 (佐 渡 等 を 見 わたし 千姬 にかろ く會釋 して) でよ 御免 …… 0 

下手 花 透に 班け 入る。 

本 多 上野 介 (奥よ リ^ 場) 將軍 家へ 千姬樣 お越し の 由 f . をし 上げ、 御持參 の 霄狀も 御上 覽に 供し ましたが … … 將車家 

に は合戰 の 最中 御對 面の 儀 は 相 成り ませぬ とのこと でございます。 

千姬 父上 は 御對面 r 叶 はぬ とま を さる &か …… 。 
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本 多 上野 介 まことにお 氣の毒 千 萬に 存じます。  - 

千姬 どう あっても 父上に は ：：： いや、 何で その やうな 無情 無慈悲な ことがあり 得よう ぞ。 女の 讖 1^ い 身で 52- の 下 を 

く.^ り漸々 こ \ までた どり ついて 來 たもの を、 いかに 戰 . の最 a- と はま をせ、 殊に 秀賴御 母 公のお 命に も か、 はる 

大 a 役 H を この 身 一 つに 引受けて まいった 千姬を このま、 大阪城 中へ ぉ歸 しな さるな どと は ：：： そり や、 上野 介 

お前た ち 父子の 考へ であらう。 

本 多 上野 介 左 樣ぉ疑 ひ 遊ばされまして はわた くし ども まことに 迷惑 千 萬に 存じます。 將軍家 仰せられます るに は 千 

姬樣御 i«  , 秀賴 公の 御 首 をお 持ち か へ り 遊ばしたなら 御 對面も …… 。 

千姬 なに、 秀賴の 御 首 を？ あの 父上が …… 。 

本 多 佐 渡 いやかね ぐ あれほど 御 寛大な 御 慈悲 深い 將軍 家が 左様に 無殘な こと を 仰せら る k ことがあら， T 道理 は ご 

ざいません。 それ は 上野 介が かれ 一 人の 存じ 寄り を ま をし 上げました ものに 相違 ございませぬ。 た 今 御 奥で は 人 

を 遠ざけ、 大御所 さま、 將軍 家、 崇傳 長老お 三方で 大切な 戥 評定の をり でございますれば 姬 君に はしば らく あちら 

に て 御 休息な されます やう…：.。 

千姬 では、 どう あっても 父上に は對面 はならぬ といやる か。 

本 多 佑 渡 ぜひ もな きこと でございます。 

若侍 (奧 り 登場) た i*Ar 大御所 樣 これへ お成りで ございます。 

德 川家康 (崇俾 長老 を 伴 ひて 登場〕 おう 千姬 まいられ たか。 うむ、 うむ、 うむ …… (いかにも なつかし さう に 千姬の 

駕 II の 方へ 急ぎ 近づく。 さすがに 祖父、 孫の 情愛に ほろ りと する) 去年 冬より 再度の 戰、 永の 籠城に いかいお 窶れ 

ぢ やのう。 でも、 若い 女の 身で 大膽 な、 ようこの 陣 所まで 来れ ましたな。 


千姬 御 祖父 さま や、 父上に お 目に か 秀 賴、 御 母 公の 命 助けたい 一心で まいりました。 (泣く) 

家康 その こと は 只今 奥です つかり 聽 いた。 そなたの やうな 若い者にまで 苦勞 をさせる かと 思へば まことに 氣の 毒な 

こと ぢゃ。 だが これ も 武士の 意氣 地、 武門の なら はし、 ぜひ もな きこと ぢゃ。 あきらめて くれ。 

千姬 でも ございませ うが 父上に は 秀賴の 御 首 を わたくしに …… 。 

家康 それ は 飛んだ 間違 ひだ。 上野 介の 聽き あやまり だ。 將軍家 は あの やうな 律儀 一 遍 の人ぢ や。 今お 前が お前 一 人 

で 城 や 出て 来たと なれば、 世間で は あれ 千姬は 最後の 日に 秀賴殿 を 捨て 城 をの がれた。 あれ こそ 親子 なれあ ひの 

上で 城 を捨」 たの ぢゃ。 女の 道 を 知らぬ 者ぢ やな どと よしなき 罅 を 立てう も 知れぬ。 將軍家 は それ を 案じた のぢ や。 

千姬に 何故 秀賴 殿と 一緒に 大 K 城 中に 死ななん だかと、 さう いふて ゐ たの ぢゃ。 わかった かな 秀忠の 心が …… 。 

千姬 今：！； 城 を 出ました からに は侖は 捨て、 まいりました。 たと へどの やうな 瞟を 後の世まで も 立てられ ませう と、 

わたくし は 悔み はいたし ませぬ。 わたくし はた 秀竊と 御 母 公 の 御 助命 さ へ卟 ひま すれば … … 。 

下手 遙 かに 陣鼓、 法螺貝の 聲。 人々 下手 を 見る。 片桐且 元 具足 姿に て 上手よ リ 急ぎ 登場 木の下に 立つ。 眞垣 

左門且 元の 兜 を 抱へ て隨 ふ。 且元 千姬を 見， 驚き、 千 姬に對 して 身を隱 す心づ かひに て 左 門の 手よ リ 急ぎ 

を 受け取 リ 額を掩 ひ、 木の 下の 石に 腰 を 卸して ゐ る。 

千姬 御 祖父 さま 1 生のお 願 ひで ございます。 

家康 けなげな そなたの 心に は 祖父 も 感心し ました。 ともかく 今 は 大切な 戰の 最中、 ゆる./^ 話し 一」 ゐる暇 もない。 

千姬 では わたくし はこの ま、 再び 城 中へ 歸 ります。 

家 廉 -9 た、 び 城へ 歸る とま を さる、 か。 それ は 叶 ふまい。 亂 軍の 間、 どの やうな 行き 違 ひが 起らぬ もので もない。 

ともかく 戰が果 つるまで はこ ちらに をら れた 方が よ い 0 
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千姬 秀鎮と 一 緒に 死にた うご ざいます。 (泣き 入る〕 

家康 秀？ i 殿の 御 一 命 は 祖父が お引き受け ま をした。 たと へ將軍 家の 分別が 何う であらう と 秀鎮殿 はきつ とお 助け ま 

をす。 直 孝、 御 苦勞ぢ やが 千姬を どうぞ …… 。 

伊井 i5i 孝 御 仰せで は ございま すが、 左樣 なお 役 U はちと わたくしに は 不勝手で ございます。 

家康 さう であつ たかは 、はゝ は、 …… では 左衞 門お 前に 賴む …… お前 もい やか。 

洒井 左衞門 ぜひ もな き義 でございます。 

-ご M こラ 

千姬 では 御 ffl 父 さま、 秀賴" 御 母 公お 二人 御 助命の こと きっとで ございます ぞ。 

家康 うむ、 安心す るが い、。 神明に 誓って。 

千姬 わたくし も それ 聞いて 安心いた しました。 (駕籠に 近づき 乗らう とする〕 

はげしき 銃の 音 や、 鬨の 聲が遙 かに 聞え る。 下手 花道より 後藤. Hd 三 郞槍を 提げ 走り 登場。 E を 白 布で 卷 いて 

ゐる 0 

家康 庄三郞 ではない か？ 

庄ー 一一郎 後藤 庄三郞 でございます。 

家康 戰 場の 模 II は？ 

庄 一一： 郞 敵 もい よく 最後の 一 戰と 心得て か 半時ば かりお 前から 眞田左 衞門佐 赤旗 備の陣 を 先頭に、 江 原 高次、 淺井 

長 虎、 木村宗 明の 諸 陣ー齊 に 火蓋 を 5； つて ございます。 いよ/. (\ 秀頓公 討死の 御覺 悟と 見え、 すでに 櫸門を 出 でら 

れ、 玉 造 あたりまで 自身 御馬 を 陣頭に 進められ たるげ にご ざいます。 

家康 秀賴 自身 城 出で、 馬 を 陣頭に、 進めた か！ 


7 庄三郞 いかにも 討死の 御 悟と 兒ぇ …… 

9 

丑 元  (驚き のぁまリ手ゎな  >-き額を隱してゐた.§^ゲー取リ落さんとす。憂はしげにはるかなる矢叫び の方を立 

ち 上って 眺める。 ！：：• 元千姬 と 顔 を 合 はせ る〕 

千姬  (泣きく づれ て駕； ：. に 入る。 米 村. 侍女 愁然と して〕 

家康 して 味方の 用意 は？ 

庄三郎 淺野長 1 里. 小 笠原秀 政， il 原康 勝の 面々、 中に も 越 前 宰相 忠直 さまに は 眞っ先 かけて 眞 田の 陣 へお か、 りで 

ございました。 

家康 橫清 者の 忠直 奴が ；… 。 

井伊直孝 一 刻 も滴豫 はならぬ。 大 K 落城の 名 譽を越 前 侯た どお 一 人に 奪 はれて は 三 河 武士の 名折れ だ。 

本 多 佐 渡 いかにも。 今日の 戰 にあ づ からず ばもう 二度と 晴れの 戰 とて は あるまい。 上野 介 も 行け ー 

本 多 上野 介 かしこま りました。 

土 井大炊 われ 等 も 共に …… 。 

伊井 直 孝 御免 ッ。 

大  人々 家康 にー禮 して 走り 下手 花道に 入る。 同 時に 千 姬の駑 籠 は 下手に 入る。， 

片桐且 元 下手に 人ら うとす る。 家康 止める。 

阪 家康 市 正ち よつ と 待て。 

城 A 元 は、 …… 0 

家康 先達てから 病氣 だと 驄 いて ゐ たがもう よい か。 


一 1 元 恐， 7- 入りまして ございます。 今 曰 は 最後の 戰場 へと 存じ、 今朝 ほどより この 通り 具足に 身 を 堅めまして ござい 

戲 

ま 15 

曲 家康 久し振りで そちの 甲胄 姿 を 見て 賤ケ岳 や 山 崎 合戰の をり の そちの 天晴れな 武者振り を 思 ひ 出した。 

且元 かく 老いぼれ 果てまして は 身に 晴れの 甲胄 を 着けましても、 所詮 若い 人々 と 戰陣の 功名 を爭 ふこ ともなり がた 

集 く、 われながら あはれ な ことで ございます。 

家康 いや、 さう ではない。 そちに しろ、 わしに しろ 入 一倍の 長生き をし たれば こそ 今日の 晴れ 戰に めぐり 遭 ふこと 

がで きたの だ。 それ を 思へば これほど うれしい こと はない。 

且元 大御所 樣には それほどまでに 今日の 戰を おうれし， つ 思し パ门 されます るか？ 

家康 うむ、 初陣に もまして は \ は、 …… 0 

且元 今日の 戰を 初陣に もまして おうれし く 思し 召す か …… (じっと 家康の 動作 を 見つめる〕 

家 厳 わし も 今日 こそ は 陣頭に 立つ。 將軍家 はどうした？ 

崇傳 長老 將軍 家に は 先刻す でに 岡 山 口 方面 へ 御發足 遊ばされました。 

家康 うむ。 すでに 發 足いた した か。 戰に は 親子の 見さ かひ はない。 將軍 家に 後れを取 つてなら 5 か。 

市 正、 今日 こそ、 そちに 我が 軍の 先鋒 を 申 付ける。 勝手 知った る大阪 城に 一番- 1 りの 功名せ よ。 

且元 恭う 存じます。 

家康 そち も 賤ケ嶽 以来の 勇士 だ。 眞っ 先に 大阪城 を 踏みつ ぶせ。 

且元 して 先刻 千姬 さまへ お 誓 ひの 秀賴. 公、 御 母 公 御 助命の 儀 はたし かで ございませうな。 

9 家 康 そち はたし かに 曰 本 一の 忠義 者 だな。 安心す るが いいは、 は、 …… 馬 を曳 け。 (t 手に て 藤の 人の 聲 聞 ゆ。 家 
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康 いらだた しげに 太刀の 柄を摑 み、 步 きま は リ、 上手 を 見つめる。 鶴の 音き こ ゆ〕 

且元 (じっと 家 康の舉 動 を 見、 つ 1- いて 心配げ に 正面 大阪 城の 見赏を 見る. 爪立つ やうに して。 思 ひ 入れ。 鬨の聲 ) 

且元 そっと 頻に淚 を 感じな ほ も大阪 城の 方 を 見つめる。 かすか に 雲 省 鳴く。 

第 三 幕 

第 一 場 

同じ 日の 夜 

場 所 

生 野 村 附近に 於け る且 元の 陣屋 

登場人物 

片桐且 元 

子息 孝  利 

既， 元 弟 片桐貞 隆 

石 川貞政 

眞埴左 門 

越 前 宰相 忠直 
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'集 曲戲 


武士 多數  一 

初夏の 野 及び 水 をへ だて- -大阪 城を眺 むる 岡の 上. 七 H の 月が 大阪狨 の 天主 閣の 上に か、 つて ゐる。 i 

上手に 小暗き 木立が あり、 木立の 下に 幕屋が ある。 夏草が げ つて ゐる。  一 

卯の花 か？！^ いて ゐる。 夏草の 花が 緣摸樣 に く。  1 

树、 鐵砲、 弓、 旗、 指 物な どよ ろしき ところに。  ぶ 

霧屋の 口に 高 張 提灯 一つ。  一 

下手 夏草の 徑を 分けて 二； 一！ 町 離れた ると ころに わが 陣地が あり、 大筒が ニ門据 ゑつけ て ある 意。 t 手 及び 下 一 

手の 草の 中に 監視の 兵が 鐵砲、 槍 を もって 立って &る。 

$f 屋の 中に、 見物に 背 を 見せて 牀 机に 腰掛け、 片桐且 元は 默 然として ゐる。 具足。 左右に 孝 利、 隆、 禽形 ノ 

その他の 武士 等控 へて ゐる。 ^#屋のかたはらに鍋を懸 たる 焚火が あり、 靑草 をい ぶし 蚊遣り 夂の煙 を 漂 は； 

せて ゐ る。  一 

舞臺 しばらく は 沈默。  .  j 

ほととぎすが 鳴き 渡る。  ... 

孝 利 あ、 ほと、 ぎす が 鳴いた。 

W 隆 日夜 戰陣の 巷を驟 けめ ぐり、 今日の 日 も 忘れて ゐ たが ；… 。  一 

貞政 今日はた しかに 五月 七 a、 卯の花 も 散り かけた か、 もの あはれ なほと 乂ぎ すの 聲 だな。  一 

且元 (じっと 考へ込 んでゐ る〕 まだ 左 門は歸 つて 來 ませぬ か。 
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負隆 まだ 左 門 は歸り ませぬ" 

且元 ：：： (ふた.' び 眼 をつ むる〕 

貞隆 茶 磨 山の 御陣： では 先程から 大御所 さま 御自身 首の 御實檢 をな されて おいでな どと 承 はり ましたが、 すでに 城 

中の 將も 大方 は 討死いた しました る やに ございます。 

貞政 昨日 道 明 寺 附近の 戰 にて 後藤 K 次、 薄 田 隼 人の 面々 も 討死いた しました とま をせば、 城 中の 人々 も さぞ 勇氣を 

落して ゐる ことで ございませう。 

孝 利 いづれ にいた せ 落城 は 今宵 か 明日に 迫りました。 

お-元 (向きな ほり〕 左 門 はま だ歸ら ぬか。 

孝 利 まだ 歸 つて はまい り ませぬ。 

侍。 下手より 走り 登場" 

孝 利 何ぢ や。 

侍 た^今 茶 磨 山の 御陣 より 立ち かへ りました。 大阪 方の 木 村長 門 守 殿 玉串 川の ほとりに て 井伊 掃 部 殿の 手に 討死な 

されました との 御 事で ございます。 

H: 元 長 門 殿 も 花々 しう 討死な された か …… 。 

侍 御 兜に 名香 をお 焚きな され て 討死 遊ばされ ましたと や ら、 只今 茶 磨 山の 御陣 にても つ ばら の 噂で ござ いました。 

q- 元 兜に 名香 を 焚き 込んで 討死な された か …… わし は 木 村 殿が うらやましい …… 誰か 篝火を 焚け。 

貞隆 兄 上、 敵陣に 間近き この 丘の 上に て 篝 火 を 焚きまして は。 

U 元 篝火を 目 じる しに 城 中の 人々、 われ 等の 陣屋 を 討た ば それ こそ 願 ふところ だ y わし は 木 村 殿な り、 眞 田^な り 


の にこの 胸 を 刺された いと 思 ふて ゐ たに。 早く 篝火を 焚け。 岡の 上に 篝火を 焚け。 炬火 をと もせ。 そして 大^ 城 

中からの 彈 丸と い ふ 彈丸を われ 等が 幕屋め がけて 打ち込ます るが い X。 

大阪 方の 彈 丸よ， ？、 片桐市 正が この 胸 を K け！ 

武士 等 篝火を 焚き、 炬火 をと もす。 

孝 利 父上 氣を ぉ靜 かに、 秀賴公 御 母 公， 御 助命の 儀 は あまり 御 案じな さらぬ がよ ろしう ございませう。 

貞政 さりながら 流石の 名 城 も 今宵 かぎりの 蓮 命で ございませう。 

互 元 いや、 大阪城 はな かく 落ちぬ。 たと へ 木 村、 後藤 等の 人々 が 討.；^ いたしたり とも、 眞田左 衞門佐 一人 生きて 

あるかぎり は 大阪城 は 落ちぬ。 B 田 左 衞門佐 一人の 命 は 呋方十 萬の 兵より 賴 母し い。 かれ こそ 誠に 日本一の 武士 ぢ 

や。 それにしても 大阪城 中の 今宵の 靜 けさ！ (いぶか しげに 大阪械 を 眺めて ゐる) 

氣 がかり なの は 大御所の 御 心中 …… 今宵 城 中への 軍使の © と いひ …… 

下手 はるかに 法螺貝の 音 ひ J- き 來る。 

孝 利 時なら ぬ 貝の 音。 

W 隆 ともかくも われ 等は陣 所の 方へ 詰めます る。 

負 政 御免下さい。 

槍な ど を 持ち 人々 すべて 下手へ 急ぎ 退場。 

且元 (片 桐且 元た 一人 正面に 立ちて 城の 方 を ながめて ゐる。 ふた、 び ほと、 ぎす が 高鳴き して 過ぎ ゆく。 且元聘 

き 人 る) 

今宵に 限り ほと、 ぎす の 鳴く こと よ。 上 樣には 恐らく あの 矢 倉に おはして R 元が 陣 所の 篝 火 を それ と は 知らず 御覽 
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なさる であらう。 去年 九月 ニナ 日 大阪城 中に てお 別れ ま をし、 その 折 は髮を 切り 高 野に も 入り、 世 をのが る、 つも 

りで あつたが、 德川 殿の たっての お召し、 二君に 使へ る氣 はな けれど、 上樣の 御行く 末々 のこと を 思へば こそ、 恥 

を 忍び 義を 捨て、 …… 入 は 市 正 を 不臣と も 呼べ、 不忠と も 笑へ、 今日まで 德川 殿の ために 心に もな き戰 場の！^ け 引 

き。 われながら あさましい。 

木 村 殿 も 討. 外、 七隊の 人々 も 大方 は 討死な された であらう。 一日 一城 を 屠られ、 一日 一 靡を壞 たる、 大阪拭 中に あ 

りて、 上樣は 誰を賴 りに …… 上樣 …… (草の 上に 手を附 く) 上樣 …… 不忠の 臣市正 奴 も 追 付け 皺 腹搔っ 切って 御 跡 を 

追 ひます る。 すでに 今日に 至って は 萬策盡 き、 た 鎮る は德川 殿の 御 心中の み …… したが、 それ とても …… 0 

銑聲、 且元 起き 上り、 伸び 上って 見る。 

越 前 宰相 忠直 (上手よ リ家來 二人 を 連れ 馬 を携へ 登場 リ 額 を線帶 して ゐる) 市 正、 それにお いで か？ 

且元 これ は 越 前 侯に は 今時 何の 御用で。 

忠直 これ はよ いところ に來 合せた、 實は 火急 御意 得た いこと があって 茶 磨 山 か ら馬を 走ら せて まいった。 (家來 に cr 

くばせ して 上手へ 下らせる) 

且元 火急の 御用と ま をし まする は？ 

忠直 且元、 わし はお 前に 裏切り をす &め にまい つたの ぢゃ。 

且元 わたくしに 裏切り をと 仰せられます るか？ 

忠直 さ うぢ や。 茶 磨 山の 本陣に は 只今 大御所 も 將軍家 も 一緒に 首實 接の 最中 ぢゃ。 且元、 お前の 手許に は 二 門の 大 

筒が ある 箬 だな。 あの 二 門の 大筒 を 今す ぐに 茶 磨 山の 本陣 を 目が けて 擊ち 込む のぢ や。 ■ 

且元 それ はまた 思 ひも 寄らぬ ことで ございます。 


忠 a 昔から 正直 一 圖の市 正に はでき ぬ 夢 だな。 

兀 して、 越 前 侯に は 何 ゆ ゑに 左 漾 な こと を 思し召し 立 たれ ましたな。 

忠直 わし は 子供の をり からのつ むじ 曲り ぢゃ。 實は 昨夜 本 田 富 正， 本 田 成 重の 兩入を 柊 岡の 本營 にっか はし、 今日 

の 先鋒 を 乞うた ところ、 大御所に は 非常な 御 立腹、 さんぐ われ 等の 軍配 を 御 侮辱な された。 武士と いふ もの. -世 

界が あまりの 馬鹿々々 しさに その 時 は 高 野に でも 入る つもりで あつたが、 同じ 世 を 捨て、 命 を 捨てる くら ゐ ならと、 

今 HI は 軍律 を 犯して 露つ 先に 敵に 突つ か V つ て 行つ た。 

nl 元 何れの 敵へ 向 はれました。 

忠 a 冬 の 陣以來 寄 手 の 大名と もが 鬼神 の やう に 恐れて ゐる眞 田の it に 攻め寄せた。 

且元 眞 S 左 ffi: 佐の 陣 へと 仰せられます るか， J 

忠直 5 む" 眞田 左衞門 佐が 本陣に 切って 入り、 先刻つ ひに 眞 田が 首を擧 げた。 

n: 元 (驚きて〕 越 前 侯に は 眞田 左衞門 佐の 首 を 打 たれ まし た か ？ 

忠直 うむ、 左衞門佐が首たしかに打った，- 

=^元 あの 左衞門 佐の 首 を …； 左 衞門佐 殿 討死と あれば もはや 大阪城 一 縷の 望み も絕 えました ー 

忠直 大阪 方に とって はまこと に氣の 毒な こと を 致し をつ た。 

n! 元 ぜひ もな きこと でございます。 

忠直 そこで だ- 今日まで は ®. 田が 敵と して 生きて ゐ たれば こそ わし も侖を 捨て  >- か、 つたが、 今 はもう 對 手に すべ 

き 敵 もな い。 

且元 太 S 殿下の 神慮 を盡 されし 天下の 名 城 も、 最早 や 施すべき 策 も盡き 果て ましたで ございませう。 


^ 忠直 わし は眞 出の 首 を 提げて 茶 磨 山の 本陣へ 出かけて 行った。 昨日まで は眞 田と いへば 額へ 上って ゐた 奴等まで が 

眞 S 幸 村 とても 人間 ぢゃ、 討って 討 たれぬ こと はない 害と、 人の 手柄に 非 を 打つ。 將軍 家まで がつ ひこの ほどまで 

眞 W の 六 文錢の 旗印に 逃げ惑 ふたこと を 忘れた やうに、 眞田幸 村の 首 打った かとた^ 一言。 わし はかれ 等の ために 

命 を 捨て、 戰 うたこと が 馬鹿らしくて ならぬ。 市 正、 頼み ぢゃ、 お前の 大筒 二 門 を 茶 P- 山に 打ち込んでくれ。 それ 

を 合圖 にわし は 茶 磨 山 を 襲 ふ。 

且元 越 前 殿、 恐れながら、 それ は 惡ぃ御 分別で ございます。 

忠直 惡ぃ 分別な こと はよう 知つ てゐ る。 しかし わし は 今にな つて 秀賴 殿が いとしう てなら ぬの ぢゃ。 (泣く) わが 父 

秀康殿 は太閣 殿下の 養 ひ 子と ならせられ たこと もあった。 わし は秀賴 殿と は淺 からぬ ゆかり ぢゃ。 わし 1 人の この 

淚が 今の 秀賴 殿の 御身に とりて 何の 足しになら 5、 なれ ど、 わし は今脊 急に 秀賴 殿の こと を 思うて は、 矢も循 もた 

らまず、 こ \ まで 馬 や 走らせて 来たの ぢゃ。 しかし 市 正 …… もう わし も 滅多な こと はしまい。 わしの じみた 性 

分 を 笑 ふて くれ。 

且元 もし 秀 S 公、 あなた？ まの 御 心の ほど を 聞し 召さば いかほど かもった いなく 思し 召さむ。 市 正の 心中 御 推察 下 

され。 

大ー 忠直 時に 市 正 無心が ある。 

=1 元 御 無心と は？ 

忠直 今日 平野の 陣 所で 晝 飯の 馳走に ぁづ かった ばかりで つ ひに 夕の 飯 を 忘れ てし まった が、 急に 空腹 を 感じた。 

は 元 それ はお 易い ことで ございます。 あれに わたくしの 雜 炊が ございま すれば 太 だ失禮 でございますが …… 誰か を 

ら ぬか。 
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若き 武士 はい (若き 武士 下手より 登場〕 

且元 越 前 侯へ ぉ雜炊 を。 

若き 武士 かしこまりました OC 雜炊 を树に 盛り， 立ちながら 忠直 にさ、 ぐる) 

忠直 これ は 何よりの 馳走 だ 。( 立ち たるま il 炊 をす ま。 この間 且元 心配げ に大 S を 見、 左 H を 待つ。 忠直 

,h^s0f かぶ。 何 かうな. つく〕 市 正、 これで 滿腹 いたし たれば たと へ 今宵 討死いた したれば とて 餓 

鬼 道へ 墮 ちる こと も あるまい。 何れ は 早 かれ 遲 かれ、 最後の 戰に、 麗の 王廳 へ ほけつけ るで あらう きずず 

…… では 達者で。  ( ( i 

且元 は、 は  >1 は--  あなた さまに も。 

忠直 上手に 返 場。 

左 門 (下手 花道より 走り 登場) 殿 さま、 殿 さま 》• 

且元 おう 左 門 か。 茶 磨 山 御陣の 御樣子 は？ 

左 門 殿 さま 悲しい ことにな りました。 大阪 方の 大將眞 田 さま は 御 討死。 

且元 そのこと は 今 承 はった。 

左 門 大御所 さま、 將 I を はじめ 方々 はもう 大阪城 を屠り盡 したやうな およろこびで ござい 享 0 

且元 して、 城 中への 第二の 軍使の 1 件 は？ 

左 門 まった 4 の ごとく 軍使と して またく このたび は 加々 §部. 響. 島主 膳お 二方-が 間もなく いよく 城 中へ お 

チ， 込み e ことに 決 I し？ ざいます。 大晷 中に て を はじめ 近 g 方 t 囊 さまの 御 降伏の 儀 を』 

きりに おす，. め ま をして をら る i げに ござ 、ます。 


=-- 兀 治长 1 味の 者 どもが 上 樣に御 降伏 をお す \ めいた して ゐる とま をす か。 

左 門 しかし k 樣は 何と ま をしても 大阪城 を 出づる こと k、 降伏の こと は 御諾き 入れな され ませぬ とのこと U 

且元 うむ、 上 樣は大 阪城を …… そして 御 降伏の こと は …… 。 

左 門 今に 至って 城 を 出で、 德川 家に 降 を 乞へ とい ふの か。 そちた ち は 一 年 前に 市 正が ま をした こと を 忘れ はしまい 

おれ は 死んでも 市 正に 逢 はせ る 面目がない …… 。 

且元 上樣が 左樣な こと を 仰せられ たとい ふか。 

左 門 はい、 市 正に 逢 はせ る 面目がない と 仰せられて 德川 家の 軍使の 前で 御落淚 なされた とのこと でございます。 

且元 それほどまでに 上樣に はこの 市 正 を …… 。 

左 門 しかし 御 母 公 さまの 御 心 は 治 長 等の ために 大分 降伏の 方へ。 

元 御 母 公 さま はこの 期に 及んでも なほ 命 惜し 、 と 思し 召す か。 

左 門 御 母 公 さまのお 命お 助けた さの 一念に、 上 樣の御 心 i 或 ひ はと 懸念いた されます。 

且元 ぜひ もな きこと ぢゃ。 して、 大御所、 將軍 家の 御 心 は？ 

左 門 今日の 戰 にも、 秀賴公 を 牛： 捕りせ よとば かり 仰せられました 將軍 家の 御言 葉から 考へ ますれば、 

丑 元 大御所 さま は 先刻 も あれほど 千姬 さまに も、 われ 等に もお 誓 ひなされ たこと であれば …… 。 

左 門 それにしても 大御所 さまの 恐ろしい ぉ考 への ほど は。 

且元 はかりかぬ ると ま をす か？ 

左 門 はい。 

几 元 大御所 さま も 武士で はない か？ 


左 門 武人と はまう しましても。 

Hj 元 もし 左様な ことがあったら わし は 大御所 さまで あらう と 武人と はい はさぬ ぞ。 

左 門 氣づ かひな は 第二の 軍使の ことで ございます。 

=3: 元 もし 第二の 軍使の す \ め によりて、 上 樣御母 公 出城 ありと すれば …… かりにも 大阪城 を 捨て X …… いや、 ゎレ 

に は 信じられぬ。 ああ、 しかし …… 。 

孝 利 (下手より 走リ 登場) 父 h 大變で ござ い ます。 

且元 大變と は、 

孝 利 大御所 さまに は 今日、 かねて 伏 見あたりに 身 をし のびお はせ し秀鎮 公の 御 一人子 國松 さま を …… 0 

且元 あのいた いけな 國松 さま をお 召し 取りな された とま をす か。 

孝 利 お 召 捕りの 上 板 倉 勝 重の 手に てむ ごたら しい 御成 敗。 

且 元 あ、 無 殘！ 

左 門 この 上 は、 

且元 頼むべき 入の 心 もない。 未だ 東西の 御 わき まへ もな き 幼君 國松 さまに さへ 忍びた まふ 大御所の 御 心、 何で 秀輯 

公 を ゆるした ま はむ。 

左 門 大御所 さまの 御 心を賴 りなされ た 殿 さまが …… 。 

元 左 門 おれ は恥づ かしい。 悔しい。 腹立たしい。 

左 門 御 道理で ございます。 

元 わし は 今まで 人間の 心 を 知らなん だ、 かくば かり あさまし いものと は。 わし は 日本一の たわけ 者であった。 わ 


し t あの人々 を 武士と は 言 はさぬ ぞ。 何の 武士 だ、 何の 將軍家 だ、 あの 醜い 心 を 見よ rlf 柄を摑 む〕 わし は 知らなん 

なんとき 

だ、 知らなん だ。 あ、 あ …… (不 闕氣 付いて) 左 門 第二の 軍使 は 何時 ころ 茶 磨 山 を 出立す る ことにな つて ゐた 力？ 

左 門 わたくし も 馬 を 急がせて は歸 りました が、 御 本陣 を 出ます ころ、 加々 爪 殿 も 馬の 支度 をして をら れ ましたれば、 

もう 大方 玉 造 あたりまで は …… 。 

且元 第二の 軍使 はもう 玉 造 あたりまで はまい つたと ま をす か。 む ：：： (暫く 沈思) 孝 利、 早く 行け (決然と して) 

そして 二 門の 大筒 を。 

孝 利 父上、 二 門の 大筒 を？ 

且元 二 門の 大筒 を 

左 門 殿 さま 

旦元 一： 門の. K 筒 を大阪 城の 天守に 向って 撃ち 放つ のぢゃ ー 

左 門 殿 さま。 大阪 城の 天守に 向って 

且元 一刻 も鎗豫 はならぬ-孝 利 早く 行け！ 

孝 利 父ヒ、 それにしても 今日まで 將軍 家からの 御 仰せに も 何彼と 事に かこつけて は 御 使用な かりし あの 二 門の 大筒 

を、 <r.l^ にかぎ り 

左 門 しかも 大阪 城の 天守に 向って 

且元 大阪 落城の 第一の 手柄が したうな つたの ぢゃ。 

孝 利 父上、 それに まだ 今宵の 城 攻の御 仰せ 出し も ございま せんに。 

一 左 門 第二の 軍使が 城 中から 歸 ります まで は 大筒 を擊ち 込む こと はま かりなら ぬとの 仰せで ございま すが。 
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且元 いや、 戰場 にて は 王 命を聽 かず だ。 今 は 軍律な ど を 恐れて ゐる 場合で はない。 拔 けがけ の 功名 だ。 早く 行け。 

孝 利 かしこまりました。 

且元 孝 利 待て。 二 門の 大筒 を擊ち 込むべき は 天主で はない。 

孝 利 何れに 擊ち 込みます るか？ 

且元 (しばらく 思 ひな やみ、 思 ひ 切って〕 置 田 曲 輪の 御 矢 倉へ 擊ち 込む の だ。 

左 門 ひどく 驚きた る 態。 

孝 利 慮 田 曲 輪の 御 矢 倉へ 撃ち 込みます るか。 

且元 うむ。 早く 行け。 

孝 利 かしこまりました。 (不審げ に、 急ぎ 下手へ 退場) 

左 門 殿樣、 た^今 若 樣には 蘆 田 曲 輪の 御 矢 倉へ 二 門の 大筒 を擊ち 込みます る やうに との 仰せで ございま したが。 

且元 うむ、 蘆 田 曲 輪と まう しっけた。 

左 門 あの、 わたくし は 先刻、 物見の もの M …… 。 

且元 たしかに 聽 いた。 秀賴 公、 御 母 公と もに 今宵 は 蘆 田 曲 輪の 御 矢 倉に おいでな さると いふ こと をた しかに、 お前 

から 聽 いた。 

左 門 たしかに 今宵 は 秀賴公 も 御母公樣..^ 蘆 田 曲 輪 の 御 矢 倉 に 矢彈丸 を 避けて おいで 遊ばす にち が ひご ざいません。 

それ を 御 承知の 上で、 殿 さま は 孝 利 さまへ 二 門の 大筒 を。 

且元 擊ち 込めと ま をし つけた。 

左 門 それ は あんまり 無殘な ことで ございます。 


且元 お前に はわし の 心が わからぬ か。 わしけ 見す見す 上 樣と御 母 公の 御 かくれ 場に 大筒 擊ち 込ます のぢ や。 わし 

は 御 二方の 御 命 を わしの 手で ；… 左 門、 わしの 心 を 察して くれ。 

左 門 と はま をせ、 おいた はしい。 

且元 今日 この 刹那、 わしの 心を强 くして 惡鬼 とも 羅刹 ともなさず ば、 秀賴公 御 母 公、 ともどもに 大御所、 將軍 家の 

言葉 を 信じ 給 ひ、 おめく と 城 を 捨てられ、 御 生 捕の 御 憂き目 …… 。 

左 門 あ.^ ぁ& 。 

且元 いたいけ な國松 さま を さへ 草 を 分けて 探し出し、 容謝 もな く 殺し まいらす ほどの 德川 殿が 何で 御 二方 樣の御 命 

を 助けよう ぞ。 わし は それ を 思 ふの だ。 

左 門 ぁ乂ぁ k …… 0 

且元 瘦せ衰 へた わしの この 手で 今宵 御 二方 樣の御 命 を …… 。 今 ころ は 上 樣には 一刻の 後に 迫る 御身の 蓮 命.^ 御存じ 

なく あの 矢 倉の 中に おはす であらう、 左 門 …； 何も 知らぬ 孝 利 は 二 門の 大筒 を？ 田 曲 輪の 御 矢 倉に 向けた であら 

左 門 あまりに おいた はしい…… 殿 さま (左 門. 元の 足 許に にじ リ 寄り、 取りす がらう とする〕 

旦元 左 門 ■ あ、 あ \ …… 。 

笫 1 の 砲聲ひ 5- く。 

且 元 あの 筒音 は …… (後に 倒れ か、 る …… 起き 上り 城の 方 を 見る) 

左 門 あの やうに、 あの やうに 黑燻 がお 矢 倉の 中から U 

01 元 左 門 わし はもう この 眼で 城 を 見る に 忍びぬ。 あ \ わしの この 耳が 聞えず あれ。 この 眼が 見えず あれ。 この 胸が 
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裂けて あわ 

鍵 中より 黑煙 立ちのぼる。 

ぁ&、 左 門、 左 門 …… 早く 孝 利の 陣地へ 走って くれ。 たと へ 何で あら，. -と、 わしの 手で 上 樣の御 命 を どうして 

さ、 早く 行って、 第二の 大筒 を 止めさせて くれ。 わし はもう …… 0 

左 門 はい、 はい、 決して 第二の 大筒 は擎 ちませ ぬ やうに。 

左 門 急に よろこび 立ち上り 二 111 步 下手へ 走る。 

第二の 大筒 鳴る。 

左 門 あ、 (草の 上に 突っ^して しまう〕 

且元 あ、 あ- -  0 

左 門 殿 さま (にじり 寄り 城の 方 を 指さし 泣く。 矢 倉 燃 ゆ〕 

且元  (喪神した る もの. * ごとく 燒け 落つ る 城 を ながめつ > -、 やがて 額を掩 ふて 泣く) 

同 第二 場 

時 

同じ 夜 

場 所 

大阪城 京 橋 口 附近の 一 城門の 前 

登場人物 


城汲大 
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越 前 宰相 忠直 

眞垣左 門 

本タ〉 佐澳の 家来 大矢田 六郞 

武士 多數 

はげしき^ 萆. 鬨 の聲。 敲 味方 入り 亂れ戰 ふ。 

下手の 方 は廣き 川に なって ゐ て- の 葉が 繁 つて ゐる 間に 一 隻の 船が 舫 はれて るる。 

5i 戰終 り、 舞 SJ! しばらく f.; く。 上手よ リ SW 垣 左 門 鼓 を 掩ひ船 を さがす 心に て 急ぎ 登場。 S をつ、 んでゐ る 

つ 1- いて 大矢 田六郞 部下 を 連れ 下手より 登場" 

.K 矢 田 き 口  /_  ！ 

左 門 (その ま 、行き過ぎん とす) 

大矢田 部下の 兵と ともに 左 門に 突いて か \ る。 

左 門 德川 方の 者 だ無禮 すな。 

大矢田 名 乘れ。  、 

左 門 井伊 家の 者 だ。 

T\*K 田 たまれ ！• 

はげしき 立ち ま はり、 左 門、 大矢 田の 部下 二人 を 斬る。 同時に 大矢 田の ために を 突かれる。 

越 前 宰相 忠^、 城門 を排 して 出づ。 大矢 田に 渡り合 ひ、 大矢田 を 突き、 走らす。 


左 門 は その 暇に 急ぎ 蘆の 間の 船に 飛び乗り、 水掉を 握りて 船 を 突き出す。 

忠直 はじつ と 船 を 見送つ てゐ る。 

0  轉 

同 第三 場  ， 

同じ 夜 

場 所 

淀川の 土 堤 

登場人物 

片桐且 元 

眞垣左 門 

越 前 宰相 忠直 

後 醍院兵 庫 

大阪 方の 武士、 侍女 等 十數名 

流れ を へ だて、 大阪 城が 見える。 城 は 空 を 焦がして 燃えて ゐ るが、 なほ 燒け 落ちぬ 矢 倉 城壁 等 は その ま、 にな 

つて ゐる。 城 そのもの X 象徵 的な 尊 さと美し さ を 夜の 空に 描き出して ゐる。 土 堤に は 夏草が しげって ゐる。 


械 阪大 


a 草の 花^く。  土 s_ も を 下り 花道の 方へ 道 か つ 1. くこと になって ゐる。 

蛙が 鳴いて ゐ る。 

時々 登が 飛ぶ。 

大阪 方の 落ち武者 手 負 ひの 者な ど 十數名 上手より 下手に 通り過ぎて 後 は、 ふた 、び 舞驀 しばらく 空く。 

第一 幕と 同じき 虚無僧 姿の 後 酸院兵 庫、 ヒ 手よ リ 下手 花道に 难， ぎて ゆく。 一度 立ち どま" て や X 天蓋 を あげ 

燒け ゆく 械を なが め 振り かへ り ゆく。 

越 前 宰相 忠直、 下手より 馬 ト： にて 登場" 面 をつ. -んで ゐる。 

片 桐：：；：： 元、 t 手よ リ 同じく 馬 h にて 登場い 笫！ 一： 幕 第 一 場と 同じき 甲 AM 姿。 面 をつ X む。 左 門 は 胺の傷 をつ み、 

ほ 元の 免 を さ、 げっ 、俾 いて ゐ る。 

忠直 市 正で はない か？ 

R: 元 (驚きて) さやう 仰せられ まする は？ 

忠直 わし ぢゃ。 忠直ぢ や。 

且元 (急ぎ、 左 門に 介 けられて 馬から 下リ る〕 越 前 侯に わたらせられます か。 片桐市 正で ございます。 (急いで 覆面 

を取リ 除け る) 

左 門 馬をヒ 手に つなぐ。 

忠直 市 正、 心中お 察しいた す。 

且元 かたじけな- 「存じます。 

忠直 左 門、 おぬし はよう 働いた のう。 


左 門 恐れ入りまして ございます。 亂 軍の 間、 人目 をし のび 蘆の 間の 小舟に 飛び 乘 りまして、 かねての 手箬、 城中匳 

田 曲 輪の 御 矢 倉まで は驟 けつけ ましたが、 上 樣御母 公 さま 御と もぐす でに 御 目 害、 何ともお いた はしい ことで ご 

ざいました。 

忠直 市 正 主從の 忠節、 太閤 殿. -草 葉の 蔭で さぞ。 

丑 元 不義 不忠の 臣片桐 市 正た t 今と なりまして は、 た く 泉下に 走り、 おわび ま をし 上げる 他 は ございませぬ。 

忠直 いや、 市 正 一人 あつたれば こそ ともかくも、 秀賴 殿の 御鐄期 も 太閤の 御名 をはづ かしめ ず、 …… (間) 美しき も 

の は 美しき ままに 散らす ことができ たの ぢゃ。 

且元 愚直 愚鈍の 武鐵 者。 なまじ、 身に 餘る 大役 を 仰 付けられました 太閤 殿下 をお うらみ ま をしたい 氣 にもなります。 

早う 世 を 去りました 小 出 大和 守が まだ 仕 合せで ございました。 慶長 十六 年 一一 一月 一 一條 城に 於け る 上樣、 大御所 御對面 

の 儀 こそ- そ もく、 大阪方 破滅の 基で ございました。 故 太閤 殿下に も 劣らせた ま はぬ 秀賴 公-潤 達 英邁の 御 人柄 

を 御覽な されず ば、 德川殿 も 豐臣家 を かほ どまで にお 憎しみ も ござる まいに。 

左 門 SB? 樣、 何も あなた さま 御 一人の ために 警： 臣 家が ど 5 とま をす こと は ござり ませぬ。 これ もみな 時世、 詮なき こ 

とで ございます。 

且元 いや、 今日の こと まったく 市 正 一 人の 負 ふべき 責ぢ や，. 德川 殿から 大阪 方へ 二 條城會 見の 儀 を 申し越された 折の 

ことであった。 御 母 公 さまに は ひどく 會兌 のこと をお 氣づ かひ 遊ばされ、 何としても ぉ聽 入れがない。 しかし 先年 

秀忠 < ム將軍 宣下の みぎり にも 秀賴公 上洛の こと はつい に御辭 返な された。 それにつ けても 將軍 家の 甕臣 家に 對す る 

御 憎しみ、 御 憤り は 日に 曰に 募る ばかり。 葸ー この度の 二 條城會 見の 儀 を 無下に 御聽き 入れな きに 於いて はいよ い 

よ 東西のへ だたり。 豐臣 家の 威信、 豐臣 家の 面目な ど を 顧慮すべき 場合で はない。 今 は 暫く 恥を忍びても 明 R の 機 


を 待つべき だ。 わし は 御お 公の 御 心 を 安め まつる ため 軍配 者 白 井 P, 伯に 吉凶 を 卜 はせ た。  一 

忠 a その ト楚の 表 は？  一 

且元 二 條城會 見の 大凶と 出ました。 

忠直 大 S! 

且元 卜 筵の 道 はわれ 知らず、 され ど 天下の 形勢 を考 ふるに 秀賴 公； 一條 城に 行き 給 はずば 豐臣 家に とりて 大凶うた が 

ひなし とま をし、 龍 伯に 命じ 强 ひて 僞 りて、 御 母 公へ は 大吉と 言上いた させました。 二 城の 會見 もま づは 目出度 相 

すみ、 市 正 ひそかに わが 謀計 を-慢心いた しをり ましたに、 今日今宵はじめて大凶なる卜^！^の表をさとりました。 市- 

正 こそ まことに 豐臣家 を 賢り、 大阪城 を 屠りし 大奸 でございます。 (燒け 落ちる 械の炎 を 見て) おう 城 を燒く あの 炎 

よ。 市 正が 不忠 不臣の この 胸 を燒く 業火 ともなれ。 今宵 一夜の 市 正が この 苦悶、 百夜 も 燃えよ、 千夜 も 燃えよ。 您ー 

えてな ほこの 胸を搔 きむ しれ！ (遠くに て 统萆。 閲の聲 )  一 

忠直 佐 渡 守の 家来 どもで あらう、 また 邪魔し をった な。 市 正、 わし はふた、 び 引き かへ して この 方へ は 一人 も 德川ー 

の 者 ども を 近寄せ はせ ぬ" 越 前 宰相 忠 直が 淀川の 堤に 馬 を 立て、 大阪 方の 落 武者 を 見張る とま をせば 誰 一人 疑 ふ 者 一 

も あるまい。 心 やすく 秀镇、 御 母 公？ 亡き 骸 をお 見 接り いたせ。  I 

且元 何から 何までの 御 配慮 かたじけなう 存じます。  一 

忠直 (馬に またがり 上手に 入る〕 

且元 左 門。 

左 h: はい。 

まだ 上 樣の御 亡き 鬆は (上手 を 見る) 
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左 門 はい。 牛； 僧 月が 落ち ましたし、 霧 さへ かけました ので (土 堤の 中 ほどまで かけのぼりて) 

0^元 左 門， 上樣 はい さぎょう お果てな された か。 

左 門 はい。 いかにも 大將 軍ら しう 梨 子 地 緋緘の 御物 具 を 召され、 御 佩媚も その ま、 にて" 

§ あ、。 

左 門 最後の 御 嗜みも ゆかしく、 御 香 を 焚かせられ ましたと 見え、 御 部 接の 中には かすかな 香の かをりが 漂うて をり 

ました。 

且元 して 御 母 公 さまに は。 

左 門 御 母 公 さまに は 御 打 臥せの ま 产御 自害 遊ばして おいでな されました。 

且元 御 緋緘の 物 具 を 召させられお 美しう お果てな された か。 わ づか御 二十 三年の 御 生涯 を ；… 。 

左 門 殿樣！ あれ、 あれ、 たしかに 御上 樣の …… 。 

且元 (土 堤 をす こし 上り) おう、 おう、 あの 靜 かな 足 どり …… 上樣 …… 上樣、 あまりに おいた はしい。 (土 堤 を ころぶ 

やうに け 下 リて土 堤の 下に 兩竽 をつ きて ひざ まづ く) 

飛ぶ。 下手に て かすかに 尺八の 音 開 ゆ。 

下手にて尺八の音絕ゅるとともに靜かにヒ手ょり堤の上を秀賴近^^：の武士等、 槍長卷 など を携 へ、 登場。 多 

や は 手 負 ひの 者。 つ い， て 招の 上に 緋械の „M を 着せ たるま、 秀輯 9 死お を 載せた る を擔ぎ 出づ。 死骸の 上に 

は 茜色の 賴 など を もて 掩ひ、 緋絨の 鎧 を 一 部分 見せる やうに する。 搏 につ 1- き 秀賴の を 持たせる。 つ 1- い 

て 淀 君の 死骸 を 納めた る 駕籠。 武士と ともに 侍女 数人 蓬 刀な ど を 持ちて 伴 ふ。 

秀頼 3 死骸、 駕籠の 上 を かすかに 煢 飛び交 ふ。 


狨阪& 
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人々 土提を 下リ、 しづかに 下手 花道に 入る C 

城 さかんに 燃 ゆ。 

nj 元 起き 上り、 二三 歩， 花道の 方 を 見送 リ、 よろめき、 泣く 

几 元  。 

左 門  0 

！ 靜 かに 幕 I , 


足輕 三左衞 門の 死 (ミ 幕) 
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第 一 慕 

第 一 場 

時 

元 治 元年 初夏 

場 所 

瀨戶 内海に 沿った 或る 小 藩の 城下。 三 左 R: の 家。 

登場 人称 

藩の 足輕 兵 藤 三 左衞門 二十 五 歳 

一二 左衞 門の 母 おしん 五士 一三 歳 

藩の 足輕 遠 .W  K 吾 二十 三 四 歳 

同  仙 波柬作 

同  金お 新 助 

同  木 村 辰九郞 

同  加 治 木六郞 

同  大西又 八 

同  W 股 正九郞 


死の 門衞左 三輕足 
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R  丹 野 謹三郞 

同  牧野 正 七 

同  ® 甚四郞 

同  甲斐 山 九兵衞 

他に 足 輕數名 

家老、 稻垣森 之 進の 伴 稻垣 兒太郞 十六 歳 

同 稻 垣の 家 來數名 

長 州の 藩士 野 村 勘 策 

寺子屋の 師匠 加 @ 傳七郞 五十 三 四 歳 

同 娘お たね 十七 歳 

避難民 男女 冬數 

長 州 藩の 兵 多數 


上手に 座敷が あり、 下手に 勝手 及び 土間。 滞れ 緣。 臭に さらに 一 室 あるつ もリ。 座敷に は 床の間に つ 1- いて 

1 間の 押入れが ある。 波の音が 靜 かに 聞え る。 三 左 衞門は 旅から 歸 つて 來 たばか リで ひどく 疲れて 眠って & 

る。 床の間に は ss®.;y かけた ま、 の 大小の 刀が 置いて ある。 壁に は 羽 W 扇が 懸けて ある。 おしん は 灞れ緣 の 

t で 絲綠リ 車 を 廻して ゐる。 時々 手 を 止めて は 三左衞 門の 方を視 いて^ 圑 扇で 雜を退 ふ。 t 手に 桐の 花が^ 

いてんる。 下手 は 隣り 境に なって ゐて、 木立が ぁリ、 桔槔が 見える。 木槿の 鐮が あり、 その 一部分 は切リ SS 


0 
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かれた ま 、になって &て、 そこから 自由に 出入りが できる。 おた ね、 重箱 をか丄 へて 木 俊の 間から 登場。 

おた ね 小母さん。 

おしん おた ねさんで すかい。 

おたれ おつ 母さんが これ を こちらの 佛 さま へ おあげして 來ぃ つ て ま をし ました の で。 

おしん まあよう ぉ氣 にかけ てくだ さいまして。 け ふ は 三 左 R: の 父の 命日で ございま すので、 早連佛 さまへ おそな 

へ いたし ませう。 (重箱 を か 、 へ て 奥に 入る〕 

11 一 左衞門 (眼 を さまして 起き 上る〕 あ おた ねさんで すか。 よく 眠った ものだ^ もう 何時 だら う。 

おた ね せっかくお やすみに なって ると ころ をお 邪魔いた しまして。 

三 左衞門 な あに、 もう 起きな けり やならぬ 時でした から. ちゃう ど宜 うご ざんした" 

おしん (登場) もう 限が さめた のかい。 今お たねさん が佛 さまに といって 御馳走 を こしら へて 持って 來 てくだす つた 

ん だよ U 

1 一一 左衞門 そいつ はどう も ありがたう ございました。 お 父つ あん も よろこび なさる だら う。 

おしん お 父つ あんが よろこび なさる こと はお 前 もうれ しいだら ，つな〕 

三 左衞門 ふむ、 またお つ 母さんのお 說敎 か。 

おしん ぉ說敎 ではない。 わたし はお 前の このごろの そ はくした 樣 子が どうも 心配で ならない の だよ • 

1 一一 左衞門 もう そのこと なら 把つ といて ください。 

おしん 放って は 置け ません よ。 三左衞 門、 お前が 島 田監物 さまのお 使 だとい つて 今度 京都へ 行って 來 たこと にして 

も、 わたし はどうい ふ 御用が あつたの か 知らぬ が 案じられて ならない の だよ。 
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1 一一 左衞門 おつ 母さん。 あなた は 時勢と いふ こと をお 考へ なさらぬ から、 そんな こと を 心配な さるので すよ。 今 この 

時期 を 逸して はわれく の やうな 足輕 風情の 人間 は 一 生 浮ぶ 瀕 はない のです よ。 天下 は 週り 持ち だ …… 

おしん お前 はまた その やうな 大 それた こと をい ふ。 かう やって ゎづ かで もお 殿 さまから お 扶持 をいた V いて をれば 

こそ、 貧しいながら も 親子 二人が どうにか 命 をつな いでゆけ るので はない か。 

三 左衞門 おつ 母さん はいつ も それ だ。 お 父つ あんの こと を考 へて 見なさる がい \。 長 t.  くんだり まで 御主 入 さまの 

お 伴 をして 行って、 ぉまけに御主入さまの；.^^度を引き受けて牢にまではぃ つ て、 それが 原 SI で歸っ て 来る と 間 もな 

く 死んで しま ふやうな ことにな つても、 お褒めのお 言葉 一 つ ほ 戴す るで はなし。 足輕 はやつ ばり 死ぬ まで 足輕 だ。 

おしん お前 はそんな 氣で をる から、 このごろの やうに いつも そ は/^ して ちっとも 落ち着いて 御 奉公が できない の 

だよ。 

三 左衞門 御 奉公！ ：：： もう そんな 言葉 は 止しに して 下さい。 何も彼も いまに 世の中 は 引つ くら かへ るの だ" いつま 

で 足輕が 足輕で をる もの. ちゃない。 

おしん ぢ や- お前 は 島 田監物 さまのお 口 添へ で 今に 士分に でも 取り立て.. <  もらう つもりで をる のかい？ 

三 左衞門 士分に 取り立て.. I もら ふんです つて、 は &は>- は  >- …… そんな 小つ ぼけな 望み は 持ちません。 おつ 母さん、 

安心して 待って おいでなさい。 今にお つ 母さんな んか ^ 打ち の お 駕籠に 乘 せて 上げます か ら。 

おしん まあお 前 は 夢を見て おいでな のかい 0 

三 左衞門 さう かも 知れ ませぬ。 あまり 長く 晝寢 をして ゐ たので は、 は \ は X …… 

傳七郎 下手より 釣竿と 魚 籠 を 抱へ て 登場。 

傳七郞 三 左 R: さん。 長い 旅 をつ けても どって 來 なさった ばかり だら うが、 ど うぢ や こな ひだから 黑鯛 がよう 食 
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ふやう になった。 わし は 昨夜 も 尺 二 三寸の やつ キ五尾 釣りました。 これから 日が 暮れる まで わしと 一 緒に 黑鯛 釣り 

に 出かけな いかな。 

おしん 傳 七さん でした か。 さきほど はおた ねさん に 結構な もの を ありがたう ございました。 

傳七郞 どんな もの を 差 上げました か。 あ、 さう くけ ふ は 親父さん の 御 命日 だ。 三左衞 門さん を 殺生に 誘うて はす 

みませんで したな。 IS 寄 a. 斐 もない は、 は、 は、 …… 

おしん いや、 さう ではありません。 三 左衞門 や、 お 隣の 傳七郞 さんのお 伴 をして 濱に でも 行って 來 たら どうです。 

お前 も 今度 京都から 歸 つたら 久し振りで 魚 を 釣りに 行きたい と い つ てお いでで はな か つた かい。 

傳七郞 魚 を 釣る のがい やなら、 まあ わしと 一緒に 久し： りに 濱へ 出て 波の音で も聽 いて 見たら どうです。 

三 左衞門 傳七郞 さん はいつ ものん きです な" 今にも 天下が ひつ くら かへ らうと いふ このごろ、 波の音で も聽 いて 11- 

しまう とい ふやうな 氣に は、 とても われく 若い者 はなれません。 わたし も あなたく らゐな 年配に なったら， 濱に 

出て 波の音で も聽 いて 暮らし ませう が。 

傳七郞 そ こぢや。 今の 世の なか は 成る ほど あんた がた がい ふと ほり、 今にも 引つ くら かへ るか も 知れぬ。 若い、 血 

の氣の 多い あんた がた にじつ として 濱 にしゃ がんで 波の音で も驄 いて ゐ ろと いふの は 無理 かも 知れぬ。 だが、 藩の 

若い 人た ち は 心の底から …… 

三 左衞門 無論、 實 行しょう とい ふから は 勤王 か、 佐幕 か。 何 ゆ ゑの 勤王 か、 何 ゆ ゑの 討幕 か。 自分の 信念 は 持って 

ゐ ます。 

傳七郞 無論 さう で は あらう。 しかし そのために あんたら は 稻垣 先生 を 仇敵 の やうに 考 へて ゐ ると いふ こと ぢ やが。 

おしん 三左衞 門、 お前 そんな こと を考 へて おいでな のかい ：，：. お前が 今 HI それほど になった の は みんな 稻垣 先生の 
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おかげで はない か。 

傳七郎 三 左衞門 ほどの 若者 を足輕 にしと くの は 惜しい 惜しい といつ も稻垣 先生 はいって おいでな さる さ うぢ やが。 

三 左衞門 さう かも 知れない が、 足輕は 一生 足輕 だ。 今の 世の中が 惡 いの だ。 わたし 等 は その 世の中 を 善くして やる 

の だ。 

傳七郞 それ はいかに も 結構な こと だが、 そのために 怨ん でなら ぬ 立派な 人 を怨む やうな こと をして は …… 

三 左衞門 感情 や 私情に 囚 へられて ゐる 場合ではありません。 

傳七郞 感情 や 私情に 囚 へられて はならぬ。 まことに 結構な ことです。 だが、 人間 は 理窟 だけで、 はたして 動く もの 

だら うか。 自分で は 道理に よって 動いて ゐる つもりで も、 存外 感情の ために 動かされて ゐる もの ぢ やない かな。 

三 左衞門 理窟 はどうで もい、。 わたし 等 はこの ま. - では をれ ぬのです。 

傳七郎 このま、 では をれ ぬと いって、 無 開に 騷ぎ 立てた ところで どうに もなら ぬ 0 

11 一 左衞門 傳七郞 さんの やうに いつも そんな こと をい つ て、 みんなが この 田舍 にくす ぶつてば かり ゐた m にに 日本 を 

どうします。 あんた 程の 學 問が あれば こんな 場合に はもつ と 働いても よさ さ， つに 思 ひます が o( おしん 退場) 

傳七郎 成る 程：！： 本 を どうします か？ さう いはれ ると わたしに は 一言 もない。 それ かとい つて わたしに は あんたら 

の やうな 無法な こと はでき ぬ。 わたし はも、 つ 年を取り 過ぎて ゐる。 時 if がちが ふ。 ；… 時代の 波 だな。 その 波に 乘 

つて みんなが 動いて ゐる。 それが どんな 結果 を 持ち 來 たすか は 誰も 知らぬ。 だが 動かずに は をれ ぬの か。 それ もよ 

からう。 ぢゃ 今日は わし 一 人で 濱に 行く ことにしよう 。(退場) 

1 一一 左衞門 (後 を 見送りながら) 時代の 波！ その 波に 乘 つて みんなが 動いて ゐる！ それが どんな 結果 を 持ち 来たす 

か は 誰も 知らぬ！ ちえ ッ！ またい つもの あの 親父さん の 世 迷 ひ 言 だ，  だが あの 親父さん の 言葉 はいつ も 
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妙に わしの 心を惹 きつける。 …； いや、 やつば り 世 迷 ひ 言 だ …… だが …… 怨ん でなら ぬ 人な-怨み、 敵と して はならぬ 

入 を 敵と する …… (ものに 取り 憑かれた かの やうに 庭に 下り- 濱の 方へ 行かう とする。 下手より 加 治 木と 仙 波 登場〕 

加 治 木 (あた -を渾 り 低い It で〕 おい …… 同志の 士は みんな 揃った。 

仙 波 十六 人の 同志 はお 前の 來 るの を 待って ゐる。 

三 左衞門 よし (うな づ いて 見せる リ 急いで 袴 を 着け、 上手へ 返 場) 

日が 暮れ か V つ て來 る。 瀨戶內 海の 美しい 夕燒 空が 静かに 燃えて ゆく。 

おた ね 木槿の 離よ - 出で て 三左衞 門の 後 を 見送って ゐ る。 

おしん 奧ょリ 登場。 行燈を 提げて 部屋の 中央に 置く。 

同 第二 場 濱の臺 場 火 藥庫內 の 場 

地下に 掘リ 下げられた 石疊 みの 部 尾。 天井の 梁 や、 天井 を 支へ る 太い 柱が ちょっと. 古い 寺院な どを聯 56 させ 

る "左右に 石の 階段が あって 臺 場の 砲 床へ 通 ふこ、 ろ。 中央に かなり 大きな 空箱が ぁリ、 上に 蠟燭の 火が 一 

つ 燃えて ゐる。 室内 はま だ 作り かけた ま  >- 捨てられた 形に なって ゐて、 暖墟の 感じ をた、 へて なる。 荒莲を 

布き 蜒堪 のま はりに つて ゐる者 ぁリ。 や  >- 後方 左右に 腰 を 卸して ゐる者 も ある。 見張りの 男 二人 階段の 上 

に^って ゐて 時々 階段の 中程まで 降りて 來て合 31 をす る。 遠山 は 一 人う しろの 石の 壁の 前に 立って 蛾 燭を持 

つてし きりに 壁に と つた 蚊 を 殺して ゐ る。 波の音が 絕 えず 聞え て來 る。 三 左 衞門は 中央に 腕 を 拱いて 坐つ 

てゐ る。 みんな かな リ與 蜜して ゐ る。 

金 谷 どうも 暗い な 0 
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大西 よし、 もう】 つ 明り をつ けよう。 

さらに^^ を 點す。 

金 谷 大分 明るくな つた。 

蚊が ゐ るな あ。 

仙 波 人間が ゐる となると、 蚊の 奴等 こんな 穴の 底まで も はいって 來 ろんだ な あ。 

丹 野 おれ もさつ きから 大分， はれた やう だ。 

加 治 木 おい、 眞吾. きさま はさつ きから 峭 ® を か \ へて 壁の ま はり をう ろ/ \ し てゐ るが、 いったい 何 をして ゐる 

の だ。 

遠山 おれ かい。 おれ はかう やって みんなの ため、 壁に とまった 蚊の 奴 を 片っ端から. ぉ洽 して るんだ。 

加 治 木 のんきな こと をい ふ 男 だ。 

遠山 さう か。 お前た ちに はおれが 蚊 を 殺して ゐる のが 可笑しい のか。 しかし おれ はたと へ  一 HI の 蚊で も、 ぶんと 鳴 

こ 41 

いて やって 來られ ると 神. 經に應 へて じっとして をれ ぬの だ。 

三 左衞門 a 吾は眞 吾で よい。 ともかく おれたち は 直ぐに さっきからの 議論の きまり をつ けよう ではない か。 

遠山 だが ちょっと 待って くれ。 お前た ち はたし かに その 結論が そんなに i 杵 につく と 思 ふの か。 

三 左衞門 それ はどうい ふ 意味な の だ。 眞吾 …… 

遠山 だ ッて考 へて 見る がよ い。 すべて 世の なかの こと X いふ もの はお 前た ちが 考 へて ゐる やうに、 さう これが 白. 

これが 黑 と無雜 作に きまる もの ぢ やな い。 たと へ "はだ、 <s おれたち がかう や つ て 集まって ゐる このお 憂 場 だ つ て 

さ うぢ やない か。 殿 さまが 藩の 苦しい 財政の なか X ら 無理算段して、 こんな 怪 ji 見たい なお 豪 場 をお 作りな さった。 


いったい。 このお 臺場を 作られた 動機 は 何 だ …… 夷狄の 黑 船を擊 つため であらう。 

三 左衞門 (眼 をつ むって ッと考 へ 込んで ゐる〕 

仙 波 言はなくて も 知れた こと だ。 

遠山 ところで お前た ち はこん なお 臺 場に モル チル 砲の 三門 や 四 門を据 ゑて 夷狄の 黑船を 撃ち 沈める ことができ ると 

思つ てるの か 0 

大西 ぢゃ、 眞吾， お前 はわれ/ \ 動 王黨を 罵倒す るつ もり か。 

遠山 おれ だって 勤王 黨の 一人 だ。 だが さ、 よく 考 へて 見ろ。 このお 臺場 だって 殿 さまが 莫大な 金 を かけて お 捲へ に 

なった ころ は、 殿 さまに は 殿 さまで 立派な ぉ考 へがあって なされた ことにち が ひない。 ところで どう だ。 まだ モル 

チル 砲の 一門 も据 ゑつけ ぬう ちに、 このお 臺 場に は 草が 生える やうな ことにな つた ぢ やない か。 

大西 そり や 時勢 ぢゃ。 

遠山 時勢 か？ それ も あらう。 だが 殿 さまのお 考へ 上の ものが、 最初から あつたの ぢ やない か。 

加 治 木 そり やどん な もの だ。 

遠山 いや、 人間の 考へ 以上の もの だ。 

川胶 そんな 漠 とした 言葉で なく、 もっと はっきり 言へ。 

遠山 うむ、 いって やらう。 お前た ち はこの 晴 ぃ火藥 庫の なかで 議論 をして ゐる。 そして やがて はこ、 から 日. $ が 

ひつ くら か へ る やうな 大きな 仕事 をし でかす こと もで きる やうに 考 へ てゐる 0 

大西 無論 さう ではない か。 

遠山 ところで だ、 殿 さまのお 考 へさへ、 これ を 見い、 これで はない か。 この 石の 一つく が どれ だけの i を拂っ 
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て 積みげ 上げられ たもの かそれ はお 前た ち も 知って る 通り ぢゃ。 この 石の 壁 を 見て くれ。 おれに はこの 石の I つ 1 

つに おれたちの 仲間 や、 あの 町人 どもの 血に 染まった 指の 痕が殘 つて ゐる のが 見える の だ。 おれ はさつ きから かう 

やって 蚊 を 殺して ゐ たが、 實は 一 つくの 石に 指先から 滴り落ちた 眞っ 赤な 血が にじみ 出して ゐる のが 眼に ついて 

仕方がな いの だ。 

大西 そり や、 1 つくの 石に 血が にじみ 出して ゐる箬 だ。 毎日 毎夜 石 を 蓮び、 石 を 積んで ゐた 百姓 どもの 指の 爪 は 

一 本で も滿 足な ものはなかった。 あの 寒い 雪の 曰に あいつら の 指先 は みんな 白い 骨が 出ろ ほどに 裂けて ゐた 0 

遠山 そこ だ。 おれたち も あの ころ 殿 さまと 同じ 心に なって 百姓 や 町人な ど を こきつかつ てこの ぉ臺場 の 石 を 積み 上 

げた もの だ。 岩の 下にな つて 死んだ 男 もあった。 おれたち はまった く 人間の 血で この 石の 一 つく を 積み上げ たの 

だ …… それが どう だ。 人間の 幸福の ために、 B 本のた めに 何 1 つ 役立った か。 おれ は それ をい ふの だ。 このお 辜： 場 

がい & 手本 だ。 百年の 後 おれたちの 眞理を 笑 ふ 奴が 出て は來 ないかな あ- おれ は 百年の 後の 笑 ひ K が氣 になり かけ 

て來 たの だ。 

加 治 木 今にな つて 變な こと をい ふ 奴 だな。 

大西 三 左_衞 門 京都の 話の あの 先を眞 吾に も 話して やれ。 

三 左衞門 では 話 をつ ける ことにしよ. つ。 ともかく 長 州 藩の 志士、 っ^いて +: 州 藩の 志士た ちに も 逢った。 知って 

の 通り 今 京都に は 所謂 諸 藩の 志士と 自稱 する W が 寄り集まって 天下の 形勢. を 窺って ゐる。 しかし 一人々々 がいかに 

志士で ござる 勤王 黨で ござる といって 力んだ ところで 誰も 對手 にして くれる 者 もない 0 力と たのむ の は 藩の 後 盾 だ。 

薩藩、 長 藩. 土 藩 …… これ 等の 雄 藩に 生まれ 合 はせ たもの は 一代の 幸運 兒だ。 いかに われく に 非凡の 力量 識見が 

あつたに してから が、 この 中國の 無力な 小 藩 を 背 にした ので は 誰も 對手 にな つて くれぬ。 こ.^ は どうで も大藩 と 


結びつかねば 仕事 はでき ぬ。 そこで 考 へつ いたの は 先 づ長州 一 li だ。 つ V いて 土 州 藩 だ。 

f 遠山 うむ …… 

g 三 左衞門 ところで 小 藩 者の 悲し さ。 最初 はてんで われく を對 手に して くれぬ。 先方で はや はり 今時 流行の 志士と 

のみ 思 ふの だ。 われく は先づ われく の 際の カを證 據 立てなければ ならぬ。 結局， おれたち はおれた ちで 動 王 

攀 黨にる 仕事 をして 見せなければ ならぬ。 

遠山 勤王 黨 たる 仕事と いふの は？ 

Ill 左衞門 土州の武市半平太は^5|政苦田東洋を蘄っ て 大義名分 を 明かに した。 

遠山 そこで どうしょうと いふの かわれ./ \> は？ 

三 左衞門 奸賊を 朝る の だ！ 

金 谷 稻垣森 之 進 はじめ 佐恭 派の E 頭 を るの だ！ 

はしょく 

加 治 木 泣いて 馬稷を 斬ろ の だ。 

遠山 馬稷を 斬る の はい X が、 いったい 稻垣森 之 進 は 果して 佐 慕黨 なのか？ 

1 二 左衞門 眞吾、 またお 前 は 今にな つて そんな こと をい ふ。 

遠山 佐幕 黨 でもない もの を 殺す わけに は ゆかぬ ではない か。 

三 左衞門 佐幕 黨 でなくて、 何で これまで 作り上げた 臺-場 を 草の なかに 埋めて くもの か。 

遠山 薩 州の 島津侯 にしても、 土 州の 山 内 侯に しても 公武 合 とい ふの は 要するに 佐幕で はない か。 

三 左衞門 今 は その やうな のんきな 議論なん かして ゐる 時で はない。 佐幕で あらう と 動 王で あらう と、 そんな こと は 

1 どうで もい  > -。 そんな 理窟の 善惡を いつまでも 議論して ゐる 場合で はない。 薩 州の 志士に しろ、 土 州の 志士に しろ 
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誠心から 勤王 だ、 佐幕. たと 思って か、 つて ゐる 奴が 一入と して ある もの か。 今 は 日本 國 中が 虞つ 暗な の だ。 どうし 

てい \ん だか 誰に も わかりつ こ はない。 理窟 は 後から 付ければ い \  。資行 だ！ 實行だ I 結果なん か考 へて は を 

れぬ。 ともかく 何でも やつ  けて 見る の だ。 腕が 鳴って る。 

大西 さう だと もく  J 

1 二 左衞門 ともかく 實行 だ。 思 ひ 切って 劍を拔 けばよ いの だ。 家老の 首 を 斬れば よいの だ。 

金 谷 稻 垣の 首 を 斬れば よいの だ。 

遠山 だが お前に したと ころで 三左衞 門、 稻垣 先生に 刃 を 向けられ るか。 お前に あれほど 先生に は 目 を かけて いた V 

いて ゐるぢ やない か。 

1 一一 左窃門 大義 親 を 滅すぢ や。 泣 い て 斬る の ぢ や。 今 われく が 立たなければ 永久に おれたち 足輕 仲間 は 立てない ぞ。 

遠山 おれに はどう もお 前 たちのい ふこと はわから ぬ。 

三 左衞門 おい 木 村 あれ を 出せ。  . 

木 村 うむ。 (懐から 斬 奸狀を 出す) 

三 左衞門 木村讀 め。 おい 誰も 見えぬ か。 (見張 リの 男の 方 を^く) 

張 リの男 あ. 1、 犬. の 子 一疋 見え はせ ぬ) 

三 左衞門 木 村 讚め！ 

木 村 斬 奸狀。 方今 幕府の 常路者 政道 宜しき を 失 ひ、 民 塗炭に 苦しみ、 外 夷狄に 摺 伏して、 祖宗 皇帝の 稜威を 汚さん 

とす。 憂國の 士 起ちて 幕府 當路 者の 資を問 ひ 宜しく 王道の 正しき に歸 せし むべき なり。 尊王 報國は 我が 藩 祖顯正 公 

以來の 御 趣意に して 宇内の 形勢 一 日，. f 苟安を 貧る を 許さ t ると ころ 也。 然るに 家老 稻垣森 之 進 藩 政を紊 り、 今 B 天 


0 


4 


下の 大勢 を 察せず 因循姑息 終に 二：^ の士 をして 天下に 處 すべき 道 を 誤らし む。 吾等 輕 輩と 雖 坐視す るに 忍びず、 1 

身 を 抛って 奸を 斬る ものた V 邦家 百年の 爲 のみ。 何等 私怨の 存す るに 非ざる なり。 年 11 月 -!  口。 

11! 左衞門 あ k それで 宜ぃ。  - 

木 村 では 銘々 に 血判 だ。 名 を 書いて くれ。 

三 左衞門 よし、 おれから 書かう。 

木 村 (讀み 上げる) これ は 何 だ。 賴春 親王 十二 代 兵 藤 三 左 衞鬥藤 原高康 …； 〔笑 ふ〕 おい、 三 左衞門 これでよ いの か。 

=ー 左衞門 それにち が ひない の だ。 

木 村 出 鰭 目で はない のか。 

三 左衞門 出 if 目で はない。 

木 村 變 だな ^ 

人々 順次 血判 をす る。 

見張りの 男 一 誰れ か 來た。 

三 左衞門 誰れ か來 た？ 

見張りの 男 二 牧^と 轟ら しい。 

三 左衞門 歸 つて 來 たか。 

見^りの 男 一 さう だ。 牧野 だ。  - 

牧野、 ® 二人 酒 を 持って 階段 を 下りて 來 る。 

牧野 ひどい 目にあつ たよ。 
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0 何せ 一文な し徴發 して 来たんだ からな。 

牧野 酒屋の 親爺な 攧 りつけ たの はすこし 可哀想だった な。 

0 でも、 もの、 はずみ だから 仕方がない。  一 

！ー！ 左衞門 ちゃう どよ いところ に歸 つて 來た。 お前た ち も斬奸 状へ 血判して くれ。 

0 みんな すんだ のか。  一 

11 一 左衞門 みんな すんだ。 

人々 1^ を ま はす。 

11! 左衞門 いよく おれたちの 天下が 廻って 來 たの だ。 

木 村 氣の毒 だが 家老の 首 を 斬らねば ならぬ。 序に 兩 執政 納所 五 藏と熊 野 半 助 も 斬る 必要が ある ぞ * 

三 左衞門 あの 二人 を 斬る の はちよ つと 可哀想な やうな 氣も するな あ。 

木 村 この 際 姑息な 手段 は 却って 禍根 を殘 す。 根本的に 荒療治 をして 置く 必耍が ある。 

=1 左衞 門 どう だ 諸君。 木 村の 意見 は？ 

人々 賛成，' 賛成！ 

木 村 一 國を联 るも誅 せられ だ！ 

人々 賛成！  一 

=1 左衞門 では 兩 執政 納所 五藏、 熊 野 半 助 も 今夜 斬る ことにしなければ ならぬ。 〔じっと 考 へる ：…. )  i 

木 村 酒 だ！ 酒 だ ー みんな もっと 大に飮 め。 (ぐっと 否 を 干す) 薩 州の 西 鄕吉之 助、 土 州の 坂 本 龍 IT 我が 藩の 兵 

藤 三 左衞門 だ-  一 


曲 


おだてるな。 (うれしげ i) それにしても 5 面白くな つて 來た。 おれ は 明日の 天下 g える や I 

才ネ 、よ/ \- わ，？/、 の 天下が 来たの だ。 おれたち はよ い 時に 生まれ 合せた もの，. こ。 

見張りの 男 一 松 並木の 方から 走って 來る 奴が ある ぞ 0 

見張りの 男 二 甲斐 山ら しい。 

見張りの 男 一 B 斐山 だ！ 申楚山 だ- 

覆面した 男 階段 を 降 リて乘 る。 

II 一 左窃門 御苦勞 だった。 形勢 はどう だ？ 

S 山 稻垣 先生 は 今夜 も 例の 御 講義 だ。 いつもの 時間に。 

木 村 納所と 熊 野 は？ 

甲斐 山 ちゃう ど 都合. が V ことに は 納所 も 熊 野 も 今夜 は 夕方から 家老の 家に およばれ だ。 

TT お それ こそ 天の 與 ふる 機 會だ。 講義に 出席す ろ 藩 中の 人達 は？ 

甲斐 山 やはりい つもの 通り 二十 人足らず だら う。 いつもの 逋中 .± かりだ。 

I  一一  us:  f  、に 足らぬ が、 襲が すんで、 みんなが 歸る。 そのす ぐ 後 基 ふた 方が V, それから 納所と， ま 

手 を 分けて その 歸り？ 迎 へて 斬る ことにしよう。 ではもう 出かける ことにしよう。 f 

遠山 ちょっと 待って く，—。 

11 一 左衞門 何 だ。 

遠山 おれ はお 前た ちに， 訊ねたい ことがある。 

1 一一 左衞門 お前 はもう 血判 をす ませた の だら う。 
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遠山 血判 はす ませた。 

1 一一 左衞門 ではもう 何もい ふこと はない ST た。 絕對 にわれ くの 行動に 服從 さへ すれば い- -の だ。 

遠山 しかし おれ はどう も  

木 村 叩き 斬って しま ふぞ o( 刀に 手 を かける) 

遠山 おれ を 斬る？ 

三 左衞門 まあよ い。 

金 谷 雨が 降. - 出した" 

三 左衞門 雨 か！ 

m- 斐山 風も强 くな つた やう だ。 

加 治 木 波の音が 高くな つて 來 た。 

三 左衞門 みんな 刀を拔 け。 寢 を 合せて 置け。 

人々 一 緒に 刀 を拔く J 

1 一一 左衞門 長い こと 待って ゐた 日が 到頭 やって 來 たの だな あ。 何だか ぞくく する やう だ ー 

三 左衞門 • その他 二三 淚を拭 ふ 者が ある" 

木 村 ひどい 嵐に なった な あ" 

敏燭の 火が 消える。 

11 一 左衞門 さあ 行かう I 

暗 


轉 


き 


同 第三 場 稻垣森 之 進の 館 門前の 場 


曲 


集 


3 

1 


家來乙 

兒太郞 

家來乙 

家來丙 

兒太郎 


門の 左右に 長き 堺。 * に 沿うて 並樹。 雨が 降って ゐる， 遠く 蛙が 鳴いて ゐる。 祭が 飛ぶ。 覆面の 男 数名 門の 

左右に 立って ゐる。 みんな 刀を拔 いて ゐ る。 

11 ー左衞 門、 門 内から 首 を 小脇に 抱へ、 拔刀 のま、 出て 來る。 つ 1. いて 木 村、 金 谷、 轟 等 数名。 

低い 聲 でさ や き 合 ふリ 

うな づ きつ 、去らん とする。 

稻 垣の 家來甲 追つ かけて 來る。 

11 ー左衞 門 斬り 倒す。 

下手 へ 退場す" 

森 之-進の 作兒太 郞門內 より 槍 を 持ち 後を适 つかけ る。 つ 1. い て家來 乙。 

兒太郞 さま， 殘 念です が。 あなた さまお 一人でお いでな すった ところで、 所詮、 あの 多勢で は …… 

放せ。 どれほど 多勢で あらう と、 武士の 子が このま、 親の 仇 を 見の がせろ か。 

それ は 御 無理 も ございま せんが … … 

(奧 ょリ 登場， 同じく 兒太郞 を 抱き留めよう とする) 兒太郞 さまお 危う ございます。 

お前た ち はおれの 心 を 知らぬ の だ。 おれ は 父上と 1 緖に 死ぬ …… (二人 を 突きの けて 後 を 追 ふ。 二人 同じく 

、： - 

蛙 鳴き、 登 飛ぶ。 


元 治 元年 七月 十九 日の 夜" 

場 所 

京都 桂 川の 土 堤。 

川 をへ だて、 兵火に つ k まれた 京の 町が 見える。 鐘が 鳴リ、 小銃の 音、 大砲の 普な ど 聞 ゆ。 

土 堤 Q こ、 かしこに 避難民 多勢た X ずみ、 おびえつ 、京都の 空 を 眺めて ゐる。 

趣 難民 甲 あ V また 火が 上った。 

避難 K 乙 何處 の兑當 だな。 

避難 K 丙 建 仁 寺 さま やろ。 

避難 K 丁 あれが 八 坂の 塔 やからな あ。 

遞 難！： 乙 これで 京 中の {S も 寺 もみん な燒け 落ちて しまうた。 

避難民 甲 いったい 戰 さの はじまり は 昨夜 八つ ころから かな。 

とうじ  のろ I 

避難民 丙 さう。 八つ ころで あつたな。 東 寺見當 でもあった らう か。 恐ろしい 狼： i と 石火矢の 音、 あれが 最初の 合圔 

であった らう。 


o 

4 


避難民 丁 いったい 何歸に 石火矢 を 打ち込ん だの ぢゃ。 

避難 R 戊 三 河 守 さ まの 番所へ 長 州の 侍が 石火矢 を 打ち込んだ の が戰 さの はじまりと いふで はない か。 

お 難民 已 將軍さま..^御苦勞なことぢゃが、 もうかう なり ゃ關 東の 奴等 も 張れぬ ぞ。 

避難 いよく 世 替りぢ や。 

避難民 戊 でも 今朝 は 蛤 御門 目が けて 長 州の 衆が 石火矢 を 打ち込ん だとい ふが、 長 州 も 亦 無茶な こと をす る もん ぢャ 

な。 元々 長 州 は gri 黨 な箬ぢ やが、 何で 蚣 御門に 石火矢 を 打ち込ん だもの かな。 

S 難民 乙 どっちに しても 今の 大名た ちの やる こと はわけ がわから ぬ。 何が 勤王 やら、 何が 佐幕 やら …… 

避難民 丙 あ、、 また 燃えた。 あの やうに 黑ぃ 煙が …… 

避難民 丁 粟 H!.K さま あたり かな。 

難民 已 あ. - 日本中が どうなる もの かな あ。 (激しき 銃 It) 

避難 R 甲 あ \ あれな 見い。 

避難民 丙 黑ぃ か。 

避難民 戊 こっちに お 4 る。 走って 來る。 

人々 ヒ 手へ 逃げる。 下手よ リ長州 藩の 武士 多勢。 拾 を 持ちた る ュハ：1、 を 持ちた る 者、 刀 を 持ちた る 者、 负傷 

したる 者 等 ぎ 足に 登場" 扱り かへ りて 火 焰を眺 むる 者 も あり。 すべて 股 軍の 痰 勞と絡 望と を 示す。 ト 手へ 

退場。 

問 U ふた、 び铳驛 聞ゅュ 三左衞 門と 遠山、 銃 を 持ち 下手よ リ走リ 登場。 土^の 木立の 蔭に a し、 しばらく 下 

手 を 眺めて ゐる" 
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I つ こ 

三 左衞門 もう 大丈夫 だ。 ずゐ ぶん 執 勘い 敵 だな。 

遠山 薩 州の 奴等 ぢ やない か。 あいつら はまる で 山犬の やうな 奴 だからな あ。 

三 左衞門 まったく だ。 今朝の 給 御門の 戰さ ではもう 一息と いふと ころ を、 橫ぁ ひから 薩 州の 奴等に たれたん で こ 

んな ことにな つたの だ。 會津桑 名 もな か く油斷 ならぬ が 藤 摩 と來た 日に やまった く 憎い 奴ぢゃ な あ。 

遠山 そり やさう だが、 敵と なり や 仕方がな いぢ やない か。 おれ は それよりも だ (銃 を 構へ て 下手 を 0? ながら〕 第一 

長 州 や 土 州の 奴等の 氣が 知れぬ。  * 

1 一一 左齎門 何で 長 州 や 土 州の 奴等の 氣が 知れぬ。 

遠山 この 前お 前が 京都に 上って 來た時 は 何とい つた？ 

三 左衞門 動 王の 志士なら、 志士ら しい 仕事 をして 兑 せろ といった。 

遠山 さ うだらう。 それにち が ひない の だな。 

1 一一 左衞門 それが どうしたと いふの だ？ 

153 山 だから おれたち は稻垣 先生 を 斬った。 

三 左衞門 納所 五；！ も蘄 つた。 熊 野 半 助 も 斬った。 

遠山 おれたち は 十七 人で 藩を脫 走した。 三つの 首 を 抱へ て …… おい 三左衞 I；、 あの 三つの 首 は みんな 立派な 首 だつ 

たぞ。 

三 左衞門 今にな つて そんな こと をい つたと ころで どうなる もの か。 

遠山 でも あんまり 立派な 首であった。 お前 だって、 それだけ は 否定す る こと はでき ぬ箬 だ。 

三 左衞門 a 吾お 前 はまた …… 


遠山 それ だのに どう だ。 長 州の 奴等に しても 土 州の 奴等に しても あの 首 を 見て 何とい つた。 そんな 死 首が 何になる。 

生きて ゐた ところで たか 父 二 萬 石 そこくの 小 藩の 重役の 首ぢ やない かとい つた ぞ。 …… あの 憎々 しい 長 州の 重役 

等の 顔が まだ おれの この 眼に 燒 きつけられて ゐる。 

三 左衞門 そり やち やう ど 折が 惡 かった の だから 什 方がない。 賴み にして ゐた土 州 藩 自身の 與論が 一朝に して 引つ く 

らか へって しまったの だから。 ぉれが3;5^初京都に上って來た時は、 土 州 藩 は 尊王攘夷 ー點 張りの 硬 論 派の 世で あつ 

たが、 故！. に歸 つて 三つの 首 を 提げて やって 來た時 は、 硬 論 派の 人た ち はすで に 殺されて しまって、 公武 合體 とい 

ふやうな 生ぬるい 1 派が 勢力 を 握って ゐ たの だから、 諦める より 仕方がない。 長 州 藩に したと ころで やつば り 同じ 

やうな 變り方 をして ゐた。 みんな 時勢 だ。 

遠出 だから おれ は 最初から 稻垣 先生 を靳 るの は 不賛成だった の だ。 あんな 立派 人間が 今の 日本中 を 歩いた ところ 

で何處 にあろ もの か。 それ だのに あいつら は 先生の 首 を 犬の 首より 廉く見 積って ゐる = 納所 五藏 にした ところで、 

熊 野 半 助に したと ころで 薩州ゃ 長 州 あたりの 第一流の 人物に 比べて 優る とも 劣り はせ ぬ。 おれたち は あの 尊い 111 つ 

の 首 を 土 州 藩 や 長 州 藩の 奴等に 捨 賢り にしょう としたんだ。 

I 一一 左衞門 馬鹿な こと をい ふな 眞吾。 時勢が 惡 かった の だ。 場所が 惡 かった の だ。 

遠山 うむ、 場所が 惡 かった の だ。 稻 S 先生 や 他の 二人が もし 薩 州 藩 か 長 州 藩に 生まれて ゐ たの だったら、 おれたち 

も 先 方 を顿る 必要 もなかった であらう。 また 先生の 首 ももつ と 高く H はれた にち が ひない。 何 をす るに しても 今 

の 世の中で は 雄 藩に 生まれなかった のが みんなの 不仕 合せ だ。 

1 一一 左衞門 鎮. 吾もう 泣き 事 は 止せ。 おれ はお 前の やうに 1 々もの を考 へたり、 歎いたり して は 生きて をれ ぬ。 考 へた 

ところで、 歎いた ところで 世の中の こと はなる やうに しかなら ぬ。 一寸先の こと は 人間に はわから ぬ。 
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遠山 三 左 衞鬥、 お前 は のんき だ。 どこまでも のんき だ。 三つの 首 を 提げて 國を 出る 時 は、 お前 は 何とい つた。 今度 

こそ おれたち は 立派な 志士と して 迎 へられる にち が ひない。 すくなくとも 一 方の 際 長に はなれる 箬 だとい つたで は 

ないか。 

三 左衞門 今にな つて そんな こと を 並べた ところで 何になる。 それよりか 早く 引き上げよ うぢ やない か。 (銃 箄 が 聞え 

る) まだ 追つ かけて 來て るかな パ统を 執って 下手 を 見る) 

遠山 三 左 s:、 長 州の 奴等 は あの 首 を どうした。 石ころで も 捨てる やうに、 あの 尊い 三つの 首 を 鴨 川に 捨てた では 

ないか。 そしてい ざ戰 さとなる とお 前た ち は 鐵砲を かついで 最後まで 殿.^ して くれと いった。 あんまり 蟲 がよ すぎ 

るぢ やない か。 一 緖に國 を 出た 連中 もどうな つた か 昨日からの 戰さ でお 互の 生死 も 知れぬ。 おれに はこん な 馬鹿な 

役目 は 引き受けられぬ。 

三 左衞門 引き受けられぬ といった ところで、 今にな つて 逃げる こと も 隱れる こと もで きない。 眞吾、 ともかく、 も 

. 「薩 州の 奴等 も 追って は來 さう もない。 早く 山 崎の 方へ 行って 本隊と 一 緒に ならう。 

遠山 三左衞 門、 お前 はま だ 長 州の 奴等と 一緒になる つもり か。 これ だけ 馬鹿にされり やた くさん ぢ やない か。 

三 左衞門 馬鹿な こと をい ふな。 こ \ いらに まごく して をれば 賊軍の 片割れ だ。 首 を 斬らる、 の はわ かり 切った 話 

だ。 

遠山 三左衞 門、 ぢゃ お前 はやつ ばり あいつ 等と 一緒に 行く のか。 

1 一一 左衞門 さう だと も、 おれたち はま だ 生きて ゐ なければ ならぬ。 今夜 一緒に M を 下って 大阪に 出 るんだ。 

遠山 長 州まで 逃げる つもり か。 

11 一 左衞門 生きる ために は それより 他に 道 はな いぢ やない か。 


戯ー 


.4 
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遠山 そして これから やつば り足輕 格で 散々 長 州の 奴等に こき使 はれて 行く つもり か。 

一二 左衞門 いつまで 足輕 でも あるまい よ。 

遠山 お前 はま だ そんな 夢を見て るの か。 お前 は 長 州へ 下って 二三 年 も あいつら にこき 使 はれて ゐる 間に は 槍の 一 本 

も 立てさせる つもり だら う。 三左衞 門. おれ はほんた うにお 前が うらやま しいよ。 お前 はよ い 生まれ つきだ。 お前 

はいつ で も 夢 を 見 て 生き て をれ る  < 間 だ か ら 。 

三 左衞門 おれが 夢 を 兒てゐ るか、 夢を見て ゐ ないか は 直ぐに わかる こと だ。 直 吾、 さあ 引き上げよう。 

遠山 おり や も 5 こ」 から 一 步も返 かぬ。 この 上お 前の 夢のお 伴 はでき ぬ。 

三 左衞門 ぢゃ、 どうす るつ もり だ、 眞 吾。 

遠山 ど 5 でもい、 から、 かま はんで 置いて くれ。 おれ はもう あいつら の 勝手に はならぬ。 

I 一一 左衞門 馬鹿 をい ふな、 眞吾。 

遠山 馬鹿 はい はぬ。 おれ はいつ まで もお 前の 夢のお つきあ ひ はでき ぬ。 可哀想に 十六 人の 仲間 は みんなお 前の 夢の 

おつき あ ひ をして しまったの だ。 

S 左 衞門 何 だと、 尙 一度い つて 見ろ。 お前 はおれに 責任 をな すりつけよう とする のか。 

遠山 さう ではない か。 みんなお 前の 夢物語 を眞に 受けて こ、 まで やって 來 たの だ。 

n 一 左衞門 きさま は ー (刀 を拔 いて 斬らう とする〕 

遠山 斬るなら 斬れ。 (はげしき 銃聲〕 

三 左衞門 眞吾， さあ、 早く 立て。 薩 州の 奴等が 逍 つかけ て來 たらしい。 

下手より 十数 人の S 州 藩の 武士  場。 
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三 左衞門 や、 野 村さん ぢ やありません か。 

野 村 お前た ち は？ 

がリ 

三 左 街 門 殿 を 仰せつかった のです。 

野 村 御 苦勞ぢ や。 そして 本隊 は？ 

1 一一 左衞門 この 右手の 道 を眞っ 直ぐに 竹 山の なか を 通りぬ けて 山 崎の 方へ 引き上げました。 

野 村 さう か。 た 二人く らゐこ  > にゐ たと ころで どうに もなら ぬ。 わし 等と 1 緒に 引き上げえ" Y はげしき 銃 聲) 

11 一 左衞門 ぢゃ、 さう いふ ことにし ませう。 ！ K 吾一 緒に 行かう。 

無理に 引き立てる。 人々 急いで 上手へ 入る。 遠山 は 最後から や. - おくれて 步 いて 行く。 流彈が 遠山の 胸 をう 

しろから 莨く。 遠山ば つた リ 倒れる。 三 左衞門 K け 寄って 抱く。 

11 一 左衞門 眞吾、 どうした。 

遠山 やられた。 苦しい。 

三 左衞門 大丈夫 だ。 しっかり しろ。 

野 村 おい、 しっかり しろ。  ， 

遠山 歩け ぬ。 打つ ちゃつ といて くれ。 

三 左衞門 抱き か- - へて 二  n ー步步 む。 倒れる。 

銃驛 近づく。 

野 村， 三左衞 門に H  くばせ をす る U 三左衞 門磨躇 する。 つ ひに 捨て去る 。遠出た 一人と リ のこされる。^ 

人の 武士 銃. 槍な ど を 持ち 下手よ リ 上手へ 走る，、 繃帶 をして ゐる者 も ある。 遠山 ふた  >- び 立ち上ら うとして 


草の ヒに 倒れる" 

戯 

曲  三 左衞門 立ち もどって 來る C 

一一 一 左衞門 眞吾 ッ，.  眞吾 ッ， 

.1 遠山 誰 だ ッ！ 

三 左衞門 三 左衞門 だ！ 

遠山 何し に歸 つて 来たの だ？ 

1 一一 左衞門 お前 を 伴れ に來 たの だ。 

遠山 おれ を 伴れ に？ 

1 一一 左衞門 うむ。 

？过出 さう では あるまい。 

三 左衞門 何 だと！ 

遠山 お前 はおれ を 殺しに 來 たの だ。 

II 一 左衞門 K 吾 ッ！ 

遠山 今 わざく 伴れ にも どって 來る くら ゐ なら、 さっき みんなと 一緒に 伴れ て 行った 箬 だ， 

1 一一 左衞門 いやまつ たくお 前 を 伴れ に 来たの だ。 

：59 山 お前 は 普段から おれの 神經 がば かに 感じ 易く 出 來てゐ るの を 知って ゐる箬 だ。 おれ はお 前が さっき おれ を 捨て 

6 

1 て .It つた 尙 一 度 おれのと ころに 立ち もどって 來る こと を ちゃんと 胸に 感じて ゐ たの だ。 
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1 一一 左 衞 鬥 また 妙な こと をい ひ 出した。 

遠山 いや、 たしかに さう 思った。 だから おれ はお 前が もどって 來な いうちに 何處 かへ 隱れ るつ もりだった が、 生憎 

の 傷で 隱 れる - J とがで きな か つた。 Si れて さへ をれば お前の ために も それが 仕 合せ だ つ たの だが。 

5た ぐ 

三 左衛門 そんな 妙な 疑りぶ かいこと をい はないで おれの 肩に つかまって 1 緒に 來 いつ 

遠山 おれの そばに 寄るな。 お前 はおれ を 殺しに 来たの だ。 お前 は あの 野 村と いふ 長 州の 隊長に いひつ けられた の だ。 

1 一一 左衞門 おれ はおれ 1 入の 考 へで お前 を迎 へに 来たの だ。 さあ 一緒に 来い。 

遠山 お前の は顫 へて ゐるぢ やない か。 それが 何よりの 證據 だ〕 

一二 左衞門 疑りぶ かい 奴 だな。 

遠山 いや、 おれ は 今朝から 味方の 奴が、 述げて ゆく 道々、 幾人 味方の 負傷者 を 斬った か ちゃんと 知って るぞ。 

三 左衞門 そり や 武士ら しい 死に 方 をさせる ために 介錯 をした の だ。 

遠山 さう ではない。 傷ついた 味方 を 道に 殘 して 置けば、 そいつ 等の 口から 味方の 機密が みんな 敵に ばれる と 思 ふか 

らだリ 

三 左衞門 そり やおれ が 知った こと ぢ やない。 おれ はほんた うにお 前 を 伴れ に來 たの だ。 

遠山 三左衞 門、 おれに お前の 心が わからぬ と 思 ふか。 お前 は惡ぃ 人間で はない。 だが お前 はま だ あんまり 夢を見 過 

ぎて ゐ るの だ。 その 夢の ために はお 前 はまる で判斷 とい ふ もの を 失つ てゐ る。 お前 は そのために あいつら に 命ぜら 

れて おれの この 口 を 塞ぎに 来た の だ。 咽喉 を 締め に 来た の だ。 

三 左衛門 sj 口、 お前 こそ 變に 病的な 神經を 持って ゐ ろの だ。 

遠山 さう ではない。 おれの 神經は 病的 か は 知らぬ が、 何でも 見 透す ことができる。 お前 はおれが 薩 州の 奴等に ，1£ へ 


戯ー 


られて 何も彼も 味方の こと を しゃべる といけ ない と 思って この 咽喉 を 締めに 来たの だ。 

三 左衞門 a 吾、 お前と おれと は 子供の ころからの 幼馴染で はない か" 

遠山 幼馴染が 何になる。 お前 は あれほど 御 恩に なった 稻垣 先生 を さへ 殺した ではない か。 ばかくし いお 前の 夢の 

ために。 

1 一一 左衞門 ばかくし い 夢 だと！ 今に 見ろ 日本中が ひつ くら かへ るの だ。 おれたちの 天下が 生まれる の だ。 そのた 

めに は 竊牲も 止む を？？ まい。 

遠山 だから おれに もこの 上の 犠牲に なれと いふの だら う。 この 馬鹿め。 長 州 人の 犬 奴。 おれ はこの 口で 薩 州の 奴等 

に 何も彼も 打ちまけて やる ぞ。 

s 左衞門 何 だと！ 

遠山 三 左 R: お前 は 長 州 人の 犬 だ！ 犬 だ！ 

三 左衞門 きさま はおれ を 侮辱した な。 

遠山 犬 だ！ 犬 だ！ 

三左衞 門. 飛が か、 つて 行って 遠山 を 捻ぢ 伏せる。 遠山の 首 を 締める。 遠山 呻きながら 草の なかに 倒れる。 

京都の 空 さらに 紅く 燃え. t る。 

一一 ー左衞 門、 草の 上に 倒れた る 遠山 を 見つめ 呆然と して 立って ゐる。 

8 ヨ左衞 門 眞吾 ゆるして くれ。 

1  眞 吾の 首を切 リ 袖に 包んで 小脇に 抱へ じっと 立ちつ くす。 片手で 1^ を 拭く。 


明治 三年 ごろの 晩秋の 夜。 

場 所 

兵 藤 三 左 as: 故鄉の 家。 第一 慕 第一 場に 同じ。 

笫】 慕から 約 六 年ば かり.！ 過して ゐる。 部屋の 中央に 行 燈が點 されて ゐる。 壁に 懸けられ fen い 羽 國扇は 元 

のま i になって ゐる。 庭の 桐の 葉が 時々 落ちる。 秋の 草花が K いて ゐ る- 蟲が 鳴いて ゐる。 空に は 星が また 

たいて ゐる" 

おしん、 緣 側に 在って 糸 §1 リ車を i 裸って ゐ るい おしんの 髮は十 年 以上 も經 つた かの ごとく 白くな つて ゐ る。 

部屋の なかの 空氣が 第一 幕と は 見ち が へ る ほど 頹 踐に充 ちて ゐる。 浪の 音が 靜 かに 聞え る。 

しばらく おしん は た 1- 一人で 絲を緣 つて ゐる。 下手より 傳七郞 登場。 釣竿 を擔 いで ゐる。 

傳七郞 おしんさん。 今晩は …… 

おしん 傳七郎 さんで ございま すか。 さあお あがり 下さい。 

傳七郞 いや、 また 今夜 もこれ から 黑龋を 釣りに 出かけに やなりません ので。 
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おしん でも まあ ちょっと  それにもう 夜分 は 大分 冷えて まゐ りました で  

傳七郞 け さなん ぞ 霜が 下りて ゐた やう でした な。 

おしん さや 5 で ございました。 

傳七郞 明日 は 知事 さまが 東京へ おか へりな さると かいふ ことで、 みんなに お 城下 はづれ までお 途り をす る やうに 

とい ふお 觸れ だった が、 おしんさん も 行きな さる か。 

おしん わたし は あの  (もぢ する) 

傳七郞 あ、 こり や、 うっかりし たこと をい つて ゆるして 下さい。 

おしん わたし、 知事 さま は 元よりお 屋敷の かた，^ にも とてもお 顔 を 合せる 義理 は ございません。 

傳七郞 いや、 三左衞 門さん にした ところで 何も 惡意 や、 勘定 づ くで 稻垣 先生 はじめお 三方 を 斬った わけで はない。 

みんな 時勢が 若い者 を あ、 させた のです。 わたしで も、 もし 若かったら 三左衞 門さん と 一 緒に なって あれく らゐな 

こと はしで かした かも 知れぬ。 

おしん ぉ氣の 毒な。 あの やうに 立派な 御 家老 さま 方 を あのろく でな しが … … わたし はよ くけ ふまで 生き恥 を さらし 

て 生 き のびて 來た と 思 ひます。 

傳七郞 何も彼も 御 維新 ぢゃ。 あの ころ は 日本中に 氣 ちが ひ 風が 吹き荒れ たの ぢゃ。 長 州で も、 薩州 でも、 土 州で も、 

どこに も氣 ちが ひ 風が 吹きめ くった ので、 ずゐ ぶん 殺されて はならぬ 方々 が 殺されな すった。 しかし もとく 大嵐 

だから ど の 木 を 助け て、 どの 木 を 倒さうな ど 、容赦 はない。 殺された 人が 不仕 合せなら、 殺した 入 も不仕 合せ ぢゃ。 

おしん しかし 三 左 ffi: の やうな 馬鹿者に 殺されな すった 方々 のこと を 思 ふと 氣の 毒で なり ませぬ。 

俾七郞 三百 年の 幕府が 倒れて 新ら しい 世界が 生まれて 來 たん ぢゃ もの、 そり やもう あれく らゐ のこと は 過ぎ去った 
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大 扇と 思って- 一切の こと は 帳消し ぢゃ。 多勢の 入が 殺したり、 殺されたり したの も、 みんな 今日の *1 の 中が 生ま，. 

れる ための 生みの 苦しみと 思つ てあきら める より 他 はな い。 

おしん 傳七郞 さん、 あなた は その やうな こと をお いひな さるが、 親 を 殺され、 兄弟 を 殺された 方々 に は その やうな， 

あきらめ はな か/,. \ にっきますまい。 

傳七郞 さう いへば 稻 垣さん の 御子 息 も あれから は 山 鹿さん の 御 指南で、 劍 術の 稽古ば かりな さって おいでの やうな 

噂で あつたが …… 

おしん そのこと も 聞きました。 納所 五藏 さんの 弟御 新九郞 さん、 それから 熊 野 半 助さん の 兄さんの 太郎 n 一郎さん と. 

御 親戚 の 方々 八 人と かで 仇討ち にお 出かけな された とかい ふ嗶も 聞き ました。 いづれ 三 左衞 門な ど も 仇 を 討た れ て 

何處 かの 旅の {-^ に淺 猿し い 死顏を さらす ことで ございませう。 

傳七郎 いや、 何も彼も 帳消しの 御 維新 ぢゃ。 もとく 翻る も 殺す も 私怨が あってした ことで はなし。 まあお しんさ 

ん あまり 心配せ ぬがい >1。 いや 飛んだ お 邪魔 をし ました。 (釣竿 を かつぎ 上手 へ ゆきかけ る) あ X すっかり 秋 も J?^ く 

なった。 か 高くな つた。 しかし 何時まで 生きて ゐても 人間と いふ もの は 死にたくない もの だな。 わし は 秋の この 

靜 かな 夜になる と 1 層 いつまでも 生きて ゐ たいやうな 氣 がする。 (空の 星 を 仰ぎながら 退場。 おしん、 絲§ ^リ wf を 廻 

しはじめる) 

おた ね (登場。 赤ん坊 を 背負って ゐる) おさみ しいで せう。 

おしん ぁ&ぉ たねさん です か。 孝坊 はよ く 起きて ゐ ます.； T まだ 眼 を あけて ゐ ますよ。 

おた ね どうしたんで すか ちっとも 寢て くれないので こまり ますよ。 

おしん ほんた うにね。 さあ こっちへ 來て あたりません か。 もう 夜 は 火が 戀 ひしい やうに なりました o( 火鉢 を 出し、 
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火 を 焚き つける) 

おた ね 夜になる と 何だか たまらなく 寂しくなりまして ね。 

おしん おた ねさん の やうな 若い 人が …… 

おた ね あたしい つも 秋の このごろに なると 妙に 寂しくな るんで す。 

おしん 年 を とれば いやで も 寂しい こと 悲しい ことば かりになります。 おた ねさん なんか 若い 今のう ち はなる たけ 面 

白く 可笑しく 暮 さなくて は噓 です よ" 

おた ね さう でせ うか。 それより ね、 あたし このごろ は不思 10 にこ ちらの 三左衞 門さん のこと をつ V けて 夢に 見て 仕 

方が ありま せんよ。 どうしたので せう。 

おしん 夢に でも あんな 惡黨 のこと を 見て くださる の は、 世界に おた ねさん 一人で ございませう。 ありがたう ござい 

おた ね 子供の ころから 三左衞 門さん に はお 隣り 同志で 可愛がつ ていた t きました からでせ うよ。 あんな ことにな つ- 

たの も、  みんな 時の はずみで すから、 小母さん、 三左衞 門さん が惡 いとば かり はいへ ません よ。 

おしん さう いって 下されば うれしう ございま すが、 わたくし はかう やって こ.. t に 生きて ゐて、 みなさん にお 目に か- 

かる  のさ  へ恥づ かしう ございます。 

おた ね でも 三左衞 門さん 一 人が どうしたと いふので はない のです もの。 

おしん わたし は 幾度 自殺 をしょう と 思った か 知れ ませぬ。 

おた ね お 察しし ます …… 小母さん あたしで も なぜ だか 知らぬ が 時々 そんな 寂しい 心持ちになる ことがあり ますよ。 

で 刀 やなん かで 胸 を 突く の は 仕損じたら 苦しいで せう し、 首なん か縊 るの は みつともよ くな；. し …… さう でせ う 9 
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おしん ところで わたし は 珍ら しい 藥を 持って ゐ ますよ。 

おた ね 藥で すって！ 

おしん これ、 こんな 藥で すよ。 (押入れの なか、 ら小 ひさな 切 子の 鼓 に 入れた 蔡を 持ち出して 見せる〕 

おた ね ギヤマンの @ に はいって るので すか。 

おしん 三左衞 門の 親爺さん が 御主人 樣 のお 伴 をして 長 崎へ 行って ゐ ました ころ、 あんな ことで お 牢舍に はいって か- 

ら、  夜に なっても 眠れない 病氣 にか X つて 苦しんだ さう でございます。 その 時 和 蘭人のお 醫 者から もらって 來て. K 

事に しといた もので ございます。 

おた ね へえ …… 

おしん これ を 耳搔き 一 杯ぐ らゐ飮 めば 夜 眠れぬ 時に もよ く 効く さう でございます。 もし 耳搔 きに 七 八 杯く らゐ 一 緒 

に飮 めば 何の 苦しみ もな く 眠る やうに 死ぬ ことができます さう でございます。 

おた ね まあ …… 

おしん ですから どの やうな ことがあっても 入に 見せて はならぬ といつ て 親爺さん が 大事に しまって 置かれた もので- 

すより 今では 長 崎の 土產 といって は あの 壁に か \ つて ゐる 羽團 扇と この 藥 ばかりが 殘 つて ゐ るので ございます。 

おた ね あたし あの 時 こちらの 小父さんに 長 崎の 魏 甲の 簪を おみやげに いた^いて、 今に 大事に 持って をり ます。 

おしん さう でした かね。 

おた ね 小母さん、 そんな 魔法の 藥 なん ぞ濱に 持って行って 捨てた 方が い、 でせ う。 そんな 氣 味の 惡ぃ藥 が 家の 中に 

あつ て 魔が さすと いけませんよ。 

おしん わたし も 最初 は氣 味が 惡 いとお も ひました が、 このごろで はこの 藥さ へ 見れば どんなに 寂し い こと を考 へ て 


戲 
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ゐ ましても、 何だか 氣强 いやう でございますよ" 

おた ね どうして なんでせ う。 


らく 

いつでも いざと なれば 樂に 往生 を 遂げる ことができ ると 思 ひます ので。 

でも、 氣味 がわる いぢゃありません か。 早く 捨て、 おしま ひなさい よ。 

いや、 わたし はもう 三年 も 四 年 も 前に この 藥を 服んで 死んで ゐ なければ ならなかった のです が. 


おしん 

おた ね 

おしん 

おた ね 小母さん そんな こと を。 

おしん いえ、 人間 はやつ ばりな かく この 世の 執着 を斷っ ことが むつ かしい やうです。 あんな 惡黨 でも、 この 母が- 

生きて ゐ ると 思へば まだ 1 度 は 屹度 人目 を 忍んでも： K1: へ歸 つて 來 るに ちが ひない と 思 ふので ございます。 あんな 

惡黨に 逢 ひたいと は 思 ひませ ぬが、 それでも あの 惡黨が こ、 へ もどって 來て、 もし わたしが ゐ なかったら どの やう.. 

に氣を 落す であらう と， それ を 思 ふとつ い、 死ぬ こと もで きずかう やって 生きの びて をり ます。 

おた ね です が 小母さん， 三 左 R: さんが 今でも もどって 來 なすったら、 かへ つて 悲しい ことにな り はし ませぬ か。 

おしん もどって 來れば 仇 呼ば はりされ るに きまって をり ます  それ を 思 ふと 十 年で も 一 一十 年で も 生きて さへ ゐて. 

くれ X ば、 どんな 遠い 世界に 住んで ゐて も、 それにました こと はない と 思 ふので すが …… 

おた ね 三 左 S: さん は あれで 子供の ころから おつ 母さん 思 ひでした からね え U 

おしん わたし も それ を 心配して をる ので ございます。 わたしに 逢 ひに もどって 來る。 わたし はもう この 世に はゐ ぬ？ 

みなさんに は 殺される とい ふこと になれば 1 層 愍然に も 思 ふ ものです から。 

おた ね この ころから 時々 こ \ いら を 二三 人 づれで 見 ま はって ゐる方 を 小母さん は 御存じで すか？ 

おしん もう 一一 一月く らゐ 前から わたし は氣 付いて をり ます。 
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お たね 稻 垣さん の 身内の 方々 でせ うか。 

おしん 稻 垣さん、 それに 納所さん、 熊 野さん のお 身內の 方々 で ございませう。 つい 三日 前の あの 嵐の 夜な ど は、 わ 

たし あまり 波の音が 高くて 眠れませんで したので、 起きて こ  >- に ぼつねんと 坐って をり ましたが、 勝手口で 何か轉 

れ たと 見えて ひどい 物音が しました。 急いで 行って 雨戸 を 明けて 見ました が、 ねえお たねさん、 黑ぃ覆面をした3！^ 

たちが 七 八 人 裏の 黍 畑に しゃがんで をる ではありません か。 (おた ねの 背の 子 ひどく 泣く) 

おた ね まあ •：.： でも 稻 垣さん やみな さん を あんな ことにし たの は 三左衞 門さん 一 人ではなかった はず ぢゃ ありませ 

んか。 

おしん で も あ の 子が 仲間 の 頭と いふ ことにな つて をり ましたので ： ： ： 赤ちゃんが どうかした のでせ-つか。 よくお： 

きぢ やありません か。 

おた ね 小母さん、 ちょっと 家へ かへ つて 赤ちゃん を寢 かしつけて 來 ませう。 

おしん あ、 さうな さい。 (背の 子 をいた はって やる) 

おた ね 小母さん あまり 心配な さらない 方が ぃ&で すよ U 

おしん ありがたう。 

おた ね S 場。 おしん 藥の 5g? を そこに 置き ふた、 び絲 を綠リ はじめる。 波の 一せ。 蟲の lt。 

BE 

桐の 葉が 落ちる。 三左衞 門下 手より 登場。 道中 姿に て 編 笠 を 冠リ、 合羽を《^5. 額 を隱— -てゐ る。 あたり を臂 

戒 しながら 靜 かに 土間の 戶を 叩く。 

おしん どなたです？ 


戲 

集 


コー 左衞門 おつ 母さん、 わたしで すよ。 早く 明けて ください。 

おしん (土間に 下りて 戶を 明ける〕 三左衞 門！ お前 は …… 

一一！ 左衞門 (急いで 土 問に はい リ、 草鞋 を脫 ぎ、 座敷へ t る。 ひどく 樵 俘して ゐる〕 

おしん よく 達者で もどって 來て くれ ましたな あ。 (一一 一 左 衞門を 抱き 泣く。 あわて、 表の 戶を 締め、 內 より 突つ かい 棒 

をす る 0 

！ 11 左衞門 おつ 母さん も 達者で。 こんな-つれし いこと はありません、 でもお つ 母さん もす つかり 白髮 がお ふえに なり 

ましたな。 御 心配ば かり かけて すみませんでした。 

おしん それよりも 三左衞 門お 前 こそよ つぼ ど苦勞 をした と 見えて ….： 

I 一一 左衞門 おつ 母さん、 人間 はやつ ばり 運です よ。 どんなに、 もがいても あせっても 時が 来ないで はどうに もな り ま 

せぬ。 やっと このごろ になって つまらぬ 悟り を 開きました。 

おしん そしてお 前 他の 十六 人の 方た ち は？ 

1 一一 左衞門 あの 夜 十七 入の 仲間が 濱の臺 場の 火 藥雍で 相談 をして、 稻垣 先生 を 始め 納所、 熊 野の 首 を 斬る。 その 夜す 

ぐに 國を 捨て I- 京都まで まゐ つたので すが、 それから のこと は 大方 こちらで も f!- にも 御存じの こと k 思 ひます。 七- 

月 十八 日からの 蛤 御門の 戰さ だけで 仲間の 六 人 は 討死 …… 眞吾 はわた しと 一 緒に 逃げた のでした が …… これ も 桂 川 

の 土 堤で たうとう …… 

おしん あの人 は 善い 人であった がのう。 

一一！ 左衞門 散々 な 目に 逢って 長 州まで 逃げ落ちた のでした が、 長 州に 行けば また 長 州で 外國 との 戰爭、 つ e いて 日本 

中 を 向う. に ま はして 府 との 戰さ" 金 谷、 大西殘 りの 者 もみん な 病死 か 死。 わたし 一人が かう やって 生きの こつ 
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たので したが …… 

おしん うむ。 うむ， ぢゃ 十六 入のお 方 は みんな 亡くなられた のかい。 ぉ氣の 毒な：： 

I 一一 左衞門 長 州の 奴等 最初の 約束 は 忘れた やうに、 何時まで 働 いても 士分に さへ 取り立て 、はくれ ない のです。 その 

5 ちに 御诞 新に はなる。 これまで 命 を 捨て」 働いて 來 たこと が 何のた めで あつたの やら。 まるで 日本中が 大嵐 か 龍 

卷 にで もつ、 まれ てゐた やうな 氣が い た し ます。 わたし 等 も 夢 の やうな 心持ち で その 大嵐の なかに 吹き上げられて 、 

まるで 木の 菜の やうに 吹き まくられた のでした。 自分から どうしょう、 どうして 見ようと いふ 考へ もなかつ たやう 

でございます。 一 時に 魔の 風が 吹き まくつ て 十七 入の 仲間が 取り 憑かれた とい ひませ うか、 その ま&. S 高く 吹き 上 

げられ てし まった ので ございました。 或る 者 は 京都の で 落とされ てし まふ。 或ろ 者 は 長 州の 涯 まで 飛んで 行って、 

そこで 落とされ てし まふ。 わたし 1 入が また 元の 濱邊に 吹き 接ら れて 落ちて 來 たやうな もので ございます。 

おしん まあ、 かう いふ 時節に 生まれ 合 はせ たのが お前に しろ 十六 入の 方々 にしろ 不仕 合せで あつたの ぢ やのう。 

=1 左窃門 時節ば かりではありません。 半； まれた 場所 も不仕 合せだった のです。 これで 長 州か薩 州に でも 生まれ 合せ 

てゐて ごらんなさい。 同じ 足輕 でも わたしたちが 盡し ただけ のこと を盡 せば 今ごろ は、 明治 政府の 何 かに はありつ 

い て をり ませうよ。 

おしん 出世せ ずと も、 何に ならず とも、 無事で 籙 つて 来て くれたので こんな ありがた いこと はない o( いそ ク、 とし 

て 脇 手よ リ酒を 持ち、 飯 を 運んで 來る〕 久し振り ぢゃ、 佛 さまに も拜ん で、 それから お前 も 一杯い た^いて 今夜 は 

ゆっくり 休む がい \ 

三 左衞門 さう いたし ませ ゥ。 (佛 壇を拜 み、 それから 酒 を飮み はじめる) おつ 母さん はさつ きまで その 糸繰り 車 を 廻 

してお いでだった のです ね。 


戯 


0 


おしん お前が この 家 を 出て 行って からけ ふまで まる 六 年の 間、 夜 も晝も わたし はこの 糸繰り 車 を 廻して をり ました。 

11! 左衞門 糸繰り 車 を 廻して それでお つ 母さん 一 人の 命 をつな いで をら れ たんです な！ 

おしん さう い へば さう。 (糸繰り 車の 傍に 寄リ糸 を^ リ はじめる) わたし はこの 糸繰り 車を頓 りに 生きて ゐ たやうな 

.5、 のであった。 わたし はこの 車 を 一 つ 廻して はお 前の こと を 思 ひ、 二つ 廻して はお 前の こと を 案じて をり ました〕 

六 年の 間 夜晝、 ちょっと でもお 前の こと を 忘れる 暇はなかった。 考 へて 見る と 長い ことであった。 

三 左衞門 さう やって そこに 坐って おつ 母さんが 糸 を 繰って おいでに なると、 何も彼も 昔の ま. - でございますな。 た 

だお つ 母さんの 髮 だけが 眞っ 白に なり ましたな。 

おしん お前 も 大分 老けて 見える やうに なりました。 さう やって そこに 坐って ゐ ると， お 父つ あんが 長 崎から ぉ歸り 

なさった 時 そっくり ぢ や。 

一二 左衞 鬥 そんなに 亡くなつ たお 父つ あんに 似て ゐま すかな あ。 

おしん そっくりです。 旅 g 一れ したせ ゐか …… お 父つ あん も 長 崎からの 長い 旅で あの 時 はすつ かり 窶れて おいで だつ 

たので …… 

兰左衞 門 お 父つ あん は それに あんなお 氣の 毒な ことで おかへ りな さった のでした か らな あ。 

おしん (俯向いて 袖口で 淚を 拭く〕 

1 一： 左 衛門 あれほどの 牲を拂 つ て も 足輕は や つ ばり 足輕で 死ん でお しま ひなされ た。 わた し は それが 無念で ならな 

かった。 その やうな 不合理な ことが いったい 有り得べき ことか。 わたし は そのために 藩 を脫け 出して、 今日まで 働 

ける だけの こと は 働き もし、 努め もして 歸 つて 来たので あつたが、 わたし もやつ ばり 元の ま、 の 足輕ぢ や。 こんな 

馬鹿馬鹿しい 世の中と いふ ものが あり 得べき ことか。 


おしん 三左衞 門！ また その、 r- ちに は 良い こと も あらう。 お前が 無事に 歸 つて 来て くれた こと だけで わたし はもう 

このま、 今夜 死んでも 殘り 惜しい こと はない。 今夜 は ゆっくり 休んで おく，； -0 

一！！ 左衛門 それで はさう さしていた t きませ う。 わたし は あんまり 疲れて ゐる やうです から、 お先に 休ませて いた V 

きます。 久し振りで 心から 醉 へ.； せゐ かすつ かり 眠たくな りました。 

おしん ぢゃ、 奥に 行って お休み。 今、 床 をと つて 来て あげます で …… (奥に 人る) 

H: が 出る。 浪の音 0 

I 一！ 左 IS 門 (緣に 倚り、 ちょっと あたりに 氣を くばり) あ、 い、 月 だ。 海 も 見える。 昔の ま >t だな あ。 波の音、 海の 姿 

このかすかな夜風の具合までが昔のま\た0(桐の葉がばた，^ と落ちる、 それ を じっと見 つめて ゐる) ， 

おしん (臭よ リ 出で) ぢゃ、 休んだ がい、。 床 を 取って 置いた から。 

一一 一 左衞鬥 おつ 母さん、 ありがたう。 ぢゃ お先に 休ませて いた e きます つ (刀 を 抱へ 家の 内外 を 警戒して 臭へ 入る) 

おしん (脫ぎ 捨てられた 草鞋 や 脚 幹， 笠な ど を 片付け 憂 はしげ に考 へこんで ゐる) 

no 

傳七郞 (下手よ リ 登場。 低い 萆 であた リをは 1- かリ戶 口から おしん を 呼ぶ。 釣竿 を擔ぎ 魚餽を さげて ゐる〕 おしん さ 

ん …… おしんさん …… 

おしん (戸口へ 寄リ〕 どなたで ございます。 

傳七郞 わたしです。 

おしん あ、、 傳七郞 さんで ございま すか。 も， つお かへ りで ございま すか o( 戶を 明ける) 

傳七郞 合 夜 は 夜明かしで 釣る つもり ぢ やった が、 宵の口から 釣針ば かり 取られて、 魚 はてんで 釣 ぬし、 業腹 ぢゃ 


から 引き上げて 來 ました。 

おしん ぢゃ、 ちょっと お寄りな さって、 お茶で も  

傳七郞 おしんさん。 ちょっと 表まで …… 

おしん (戸口まで 出る〕 

傳七郞 94 は 心配な ことが 起り ましたの ぢゃ。 

おしん 心配な こと、 いひます と？ 

傳七郎 三 左 さんが 今夜 旅から 屍つ ておいで したな。 

おしん (驚き を隱 さう とつと めて〕 はい、 實は 先程 歸っ てま ゐ りました。 

傳七郎 それで わかった。 わたしが いつもの やうに 濱で 釣り をして をる と. 三人 迎れの か 濱に來 て そこにあった 二 

艘の 船-櫓 を の 中に 捨て \し まひました。 妙な こと を 一 r ると 思って ゐ ますと、 八 九 人の 男た ちが 1 緖 になって こ 

つちの 見當 へ 歩いて 來 ましたが、 たしかに あの 仲間に ちが ひありません。 

おしん では 今夜に もこ \ へ 押しよ せて 來て三 左 衞門を 殺す つもりで せう か。 

俾七郎 三 左 K: さん は あの やうに 腕 も 鐘 者 だし、 三人 や 四 人 か. - つて 來 たと ころで 心配な こと は あるまい が、 あ.^ 

多勢で は 何 ぼ 何でも 所詮 切り 拔 ける こと はでき まい。 

おしん どこから か 落して やる 道 はない もので せう か。 

傳七郞 一番 安全な の は濱に 出て 船 を 清いで 淡路に 述げる こと だが、 生 Is の 月夜た し、 あ. 1 見張りが 嚴 しうて は …… 

おしん そんなに SK しう  

傳七郞 この 家 を 取り かこんで もうす つかり 見張り をつ けて をり ます や うぢ や。 
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おしん こんな ことなら わたしに 逢 ひに 戾 つて 来て くれな けれ はよ ござんし たに。 

傳七郞 ほれ、 もうあれ ぢゃ ；… (t 手の-ゆ S のなか を 指さす) 

おしん (その 方 を 見る〕 

傳七郞 黑ぃ 人影が 二つ 見えました らう。 おしん さんお 氣 の毒ぢ やが わし はかう して は をれ ませぬ。 戸締りで も嚴重 

にして 先. っ<2 だけで も 無事に 過す やうに。 明日 はまた 明日で、 何とかよ い 工夫が つかう も 知れ ませぬ。 

おしん でも、 もし 今夜 押し 人って 來る やうな ことで も あったら。 

傳七郞 對手も 武士 だ。 夜盗の やうな 眞似 はしますまい。 ぢ やわし はこれ で 失 蹬 します。 • おやすみ •：•： (急ぎ 下手へ 

退場) 

おしん (戸 を 締め， 一人 ぼつねんと 考へ 込んで ゐる〕 

三 左衞門 (臭より) おつ 母さん、 水 を 1 杯く ださいません か。 

おしん あい、 今す ぐ 持って つて 上げます o( 湯吞み 茶碗に 水 を 注ぐ。 臭へ はいらう とする。 立ち どまって 不阛堂 音に 

环を 傾ける。 戶の 間よ リ表 を^き 見る。 七 八 人の 男た ちが 額 を 包んで 下手の 籬の 間よ リ 登場。 戶 にさら に 突つ 接い 

槔 をして、 上手に まはリ あた リを見 ま はす。 そこに も數 人の 人影 を發 見して 茶碗の 水 を こぼす。 じっと 考へ 込んで 

ゐる) 

問 0 

三 左衞門 (奥より) おつ 母さん、 冷たい 水 を 一杯く ださい。 酒 を飮ん だせい か 咽喉が 乾いて 仕方が ありません …… 

あい、 直に 持って行きます。 (ふた、 び 茶碗に 水 を 注ぐ。 そこに 置いて ある 切 子の 玻幾 の 藥に氣 付いて 芋に 

取る" ひどく 手が 顔へ る。 ふた、 び 下 竽の戶 の 外 を^く。 七 八 人の 男た ち は 釘 付けられた やうに そこに 靜 かに 佇立 


築曲戲 


して ゐる。 上手 を 腿く、 そこに も 男た ち は 同じ 姿勢で た、 ずんで ゐる) 

三 左衞門 おつ 母さん 冷たい 水 を 一杯く ださい。 

おしん あい 今 直ぐに …… (思 ひ 切って 玻瑜曛 の藥を 茶碗の 水に 入れて 飮み 千す。 ふた X び さらに 茶碗に 水 を 注ぎ ノ 

玻邀罎 の藥を 入れ 部屋の. 行燈を 消し 奥へ 入る) 

覆面の 男た ち、 上， 下手へ 退場。 

おた ね (下 芋よ リ登 場。 戸口に 寄り〕 小母さん …… 小母さん ：：： (家の 内を視 いて 見る) おやもう お休み か 知ら …… 小 

母さん …… 小母さん， もうお 休みな すつ て …… 小母さん …… 小母さん  

桐の 葉 落ち 蟲 鳴く。 

同 第二 場 奥の間 

とぁ 

行 燈が點 つて ゐる。 

第一 場より 約 三 四十 分の 時間が.！ 過して ゐる。 月の 光りが 蒼く 庭の 秋 革 を 照らして ゐる。 遠く かすかに 浪 の 

音が 聞え る。 蟲が 鳴いて ゐる。 上手に 桐が ある。 睦 境に 玉蜀黍な どが ある。 下手に 月下の 海 をへ だて、 淡路 

鳥の 影が 墨繪の ごとく 浮かんで ゐる。 

三 左 衞門は 寢てゐ る。 枕許に 刀と 茶碗が 置いて ある" 三 左衞門 もお しん も 顔色が ひどく 蒼白くな つて ゐる。 

おしん は 一一 ー左衞 門の 背 を 撫で 、ゐ る。 物に おびえた やうに 刀 を取リ 立ち上ら うとして 再び； i る。 

一 1 一 左衞門 おつ 母さん、 ありがたう。 もうた くさんで す。 長い 道中 を ii^ いて 来ました ので、 すっかり 疲れたんで すね。 
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ありがたう ございました。 わたし は 六 年 振りで、 今夜 はじめて、 心から 安心して 眠れ さう です。 わたし はこの 六 年 

間と いふ もの、 熟睡と いふ もの を 忘れて ゐ ましたが、 今夜 はほんた うに 氣 持ちよ く 眠たくな つて 来ました。 おつ 母 

さん も 早くお 休みなさい。 

おしん ありがたう。 お前 こそ 早くお 休みよ o( そうつ と 抉で 淚を 拭く) 

三 左衞門 さつ き 傳七郞 さん の 聲 がした やうで したが？ 

おしん お前， 傳七郞 さんの 一 1 をお 聽 きだった のかい？ 

=ー 左衞門 え \。 六 年 前 こ.^ の 家 を 出た 日に も あの人と 話 をし ました。 あの 時 は濱に 黑餱を 釣りに 出かけて おいで i1 

したが …… 

おしん 今夜 あの人 は 濱に黑 鯛 を 釣りに おいでだった さ 5 な。 

11 一 左 街 門 今夜 も « に 黑鯛を 釣りに 行つ たんです つて？ 

おしん あい …… 

三 左衞門 (獨 語の やうに) あの人 はこの 六 年が 間 每夜濱 に 出て は 1 人で 黑鱭を 釣って ゐ たんです か …… わたしら が 人 

ぉミぁ ら J 

を 斬り、 人に 斬られ、 夜 も晝も 明 m の 世界 を 夢み ては大 暴風雨に 吹き飛ばさる、 木の 禁の やうに 日本中 を 飛び ま は 

つて ゐた 間に …… あの人 は 六 年 1 曰の ごとく この 濱で …… 

おしん 傳七郞 さん は 若い ころから 世の中 を 悟り 切った 人の やうだった がのう …… 

11 一 左裔門 おつ 母さん …… わたし は稻垣 先生 を 斬りました。 熊 野、 納所 を 殺しました。 また 京都の 挂 川の 土 堤で は鐵 

砲に あたって 呻いて ゐた眞 吾の 首 を 斬らねば なりませんでした 0 わたしの ために 十六 人の 仲間 は みんな 旅の空で 死 

んで しま ひました。 おつ 母さん、 わたし は惡 いこと をた くらんで 稻垣 先生 を 殺した わけではなかった のでした。 わ 
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たし は 立派な 自分の 考 へ を 持つ てゐ たのでした。 それ だのに …… 

おしん もろ、 そんな こと は考 へない がよ い。 

三 左衞門 おつ 母さん、 わたし は 誤って ゐ たので せう か。 自分の 力 を 信じ 過ぎて ゐ たので せう か。 夢 を 描いて ゐ たの 

でせ うか。 

おしん 何も彼も 時世 時節なん だよ。 何でお 前の せゐな もの 力。 

三 左衞門 おつ さん はほんた うに さう 思 ひます か。 

おしん さう 思 ひます とも。 

三 左衞門 おつ 母さん、 わたしが 惡 かった のではありません ね。 わたし は みんなの ため、 われく の 仲間の ために 立 

つたので したね。 そのために 人 を 殺し、 仲間 を 殺した のでした ね。 

おしん さう です とも。 何でお 前が 惡 いもの か。 大暴 風雨に は靜 かに 沈んで ゐる石 さへ 飛 ぶんだ もの。 

三 左衞門 大 暴風雨 I 大 暴風雨で したね …… みんな 大 暴風雨が 時代の 人た ち を 狂人に してし まった のでした ね。 

お まあ ら V 

おしん 大 暴風雨 も 吹き 止んで しま ひました。 さあ 靜 かにお やすみ。 

一一 ー左衞 門 おつ 母さん、 あなた はやつ ばり 今 曰 も 糸繰り 車 を 廻し、 傳七郞 さん は 黑鯛を 釣りに 行く し、 何も彼も 六 年 

前 そっくりで すね。 わたし は 長い 夢を見て ゐ たんです ね。 おつ 母さん、 おつ 母さんの 膝 を 貸して ください。 わたし 

眠たくな りました。 

行燈の 火が 消え、 月の 光りが 部屋の なかに 流れ込む。 靜 かに 子守 が閗 えて 來るひ 

三 左衞門 おつ 母さん、 誰です、 うたって ゐ るの は？ 

おしん おた ねさんだ よ。 


11! 左衞 門 お 隣り のおた ねさんで すか。 

おしん よいお 嫁さん になり ましたよ。 可愛い k 子でした からね。 要 介さん を 婿に もらって 去年 男の子が 生まれ まし 

たの さ 0 

一一！ 左衞門 おた ねさんで すか …… ほんた うにお たねさん の K だ …… (懐かし さう に聽 く) 

おしん 夕 {^ 來て あそんで ゐ ましたが、 子供が 泣 くんで 歸 つて ゆきました。 夜中に 子供が 眼 を さまし たんで せう。 

桐の 葉が 落ちる。 

一二 左衞門 洞の 葉が 落ちる やうです ね。 

おしん このごろ は 夜になる といつ も あの やうに 高い 昔 を 立て. - 桐の 葉が 落ちます よ。 

三 左衔門 また 桐の 奠が 落ちます ね。 

おしん  (意識 を 失 ひ はじめる) 

間" 

II 一 左衞門 地 を搏っ 音が 靜かぢ やありません か。 人間の 爲 るすべ ての こと も 結局 は 落ちて ゆく ところに 落ちて ゆく の 

です ね。 

おしん  

三 左衞門 (や 、意識 を 失 ひつ 、) 落つ ると ころに 靜 かに 落つ る …… 

おしん どうしました o( 意識 を 喚び さまして〕 

三 左衞門 おつ 母さん …… 手を贷 して 下さい (じっと 母の 手 を 握る …： 〕 おつ 母さん 眠い …，： 

おしん どうしました。 どうしました。 
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子守唄の 聲 …… 

三左衞 鬥  (眠る がごと く靜 かに 意識 を 失 ひ はじめる〕 

おしん ゆっくりお やすみなさい。 わたし ももう やすみます o( 立ち上ら うとす るが ひどく 痙擊を 起したら しく 三 左 窗 

門の 上に よろめき か.. -る〕 

一 11 左衞門 (同じ やうに 撞攣 を 起し、 ほとんど 無意識的に) おつ 母さん どうし たんです …… 

おしん おやすみなさい …… (突っ伏して しま ふ〕 

=1 左衞門 おつ 母さん …… (手 さぐりに 母 を もとめる) 

やがて かすかに 痙攀 しつ、 呻きつ >-ニ つの 肉體 が、 欏間 を浪れ て來る 月の 光リを 浴びて 横た はる。 十五 六 人 

の黑 い 覆面の 武士た ちが 太刀 を拔き 影の ごとく 靜 かに 戸口 及び 庭に あら はれる。 

おた ねの 子守 g ハの 聲 がつ く。 

靜 かに 幕ノ 
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時 

治 承 四 年 八月 二十 三日 

場 所 

石橋 山 

入 物 

大 庭三郞 二十 五六 歳 

長 尾 五郎 二十 ニー 歳 

若き 武士  二十歳 (眞 田與 一 〕 

武士 一、 二、 三、 四、 五， 六、 七、 八 

老  卒 六十 歳 

その他 武士、 兵卒等 


1»が^*れてるる。 雨が 降って ゐ る。 

乙女. 十國 あたりの だけが、 かすかに 夜の 空に 明 1= の 一線 を 描いて ゐる のが 見える。  . 一 

中央に 凝麥 畑、 大根 畑な ど あり、 上手 及び 下手に や、 大きな 緩 石な どころ がリ、 木立な どよ ろしく。 絕 えず 

波の音 閗 ゆ。 

遠くに て 矢叫びの 聲 折々。 

甲 £； "の 武士 八 人。 蓑 笠 を 着る。 武士  2 は大將 らしき 者。 手 負 ひせる あり、 刀を拔 ける ぁリ。 炬火 を 手に せる 


もの、 炬火 は 消えて ゐる。 辛うじて 道 をた どリ 得る くら ゐの 暗。 

武士 一  もうす ぐで ございます。 も，^ 少しの 御 辛抱で ございます。 

武士 二 あ \、 あれに 11 がー つ 見えます。 眞鶴 の^に ちが ひご ざいません。 

武士 三 かねて かやうな こと もと 存じまして、 莨 一 の 場合の ために 吉濱の 岸に 1 鎪 船を隱 して 置きました 3 あれまで 

お越しに なれば。 

武士 四 いや、 もう 駄目 だ。 俺 はこ、 で 討死 ど 決めた。 我ながら ま づぃ戰 をした。 俺 はわ づか 三百の 手兵の こと だけ 

を 眼中に 置いて 戰 の計畫 をした。 何とい ふ 笑 ふべき こと だ。 これで 源 家の 統領な どと 呼ばれる こと を 夢に でも 考へ 

るの は 身の程 知らず だ" 俺 は 何とい ふ 小つ ぼけな 膽っ 玉の 人間 だら う。 俺 は 自分で HE 分に 愛想が 盡 きた。 

武士 三 三百の 寡兵で 三千の 敵を迎 へる に は、 この 狭い 石橋 山 こそ この 上 もない 有利な 地 點 でございます。 早 川口 か 

ら石撟 山 へ かけての 陣 所の 御^ 置、 見事な 御手 並で ござ いました。 た V まだ 御 蓮が 向かない までの ことで ございま 

す。 

武士 四 いや、 さう ではない。 俺が た^ 小 ひさな 一 國 一城の 主と いふの なら、 こんな 戰 法で 戰 うたと ころで 恥に はな 

らぬ。 しかし 苟 くも 源 家の 統領た る 名 を繼ぐ 俺が、 こんな 小つ ぼけな こせついた 策 戰で戰 つたと 言 はれたら 勝って 

も名譽 ではない。 敗け て は 恥の 上塗り ぢゃ。 たと へ 今度 は 落ちの び 終せ たと ころで、 この やうな 小瞻 で、 どうして 

天下 を賠 けての 大事 業が 俺に 出來る もの か。 俺 はな ぜ相模 平野の 眞ん 中に 三；. E の 手兵 を 率ゐて 出なかった か。 死ぬ 

にしても こんな 狭苦しい 山の 中より、 あすこ だったら 晴々 したら うに。 俺 は 敗 けても 大將 軍ら しい 戰 をして 死にた 

かった。 あ \、 しかし こんな 愚痴 を 言った ところで。 (急に 腹卷を 外さう として〕 さあ、 介錯 を賴 むぞ。 

武士 一 左 樣な御 短慮で は …… 。 あなた 探 は それでもお 宜しい かも 知れ ませぬ が、 安房、 上總、 武藏、 相 摸と あなた 
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漾を鎮 みに 起ちました 源 家の人々 を 何，^ なさい ます。 あなた 様 は みんな を 見殺しに なさる おつもりで ございま すか。 

あなた 樣 のおから だは 源 家 萬 人のお からだで ございます。 死ぬ の はいつ でも 死ねます。 ともかく 下の 濱 まで。 

武士 数人" 無理に 武士 四 を 引き立て、 下手の 木立の 中に 急ぐ。 風强く 吹く、 遠き 矢叫び。 引きち が ひに 若き 

武士 一人 下手より 登場。 しきりに 敵手 を 採す。 老卒 一 人馬 杓 を 握った ま. -小 急ぎに 下手より 登場。 

老卒 (低聲 にて) もし. もし、 それにお いでな さる は？ 

苦き 武士  (暗の 中 を 見つめて) さう いふお 前 は六彌 太で はない か。 (聲 ひどく かすれて ゐる) 

老卒 (走り 寄って ：>  あ  >- やっぱり あなた 樣で ござりました か。 あなた 樣は、 今夜 大將 さまのお 身代りに こ X で 討死 を 

なさる つもりで ございませ うがな あ。 

若き 武士 御主 君のお 供 をして 吉濱 から 一 緒に 安房へ 渡る つもりであった がみん なで 八騎。 中： 從八騎 はいつ の戰 にも 

昔から 源 家に とって は 不吉な 例との こと。 誰か 1 人涛 慮し よとの ことで、 俺が 一 人 引き かへ して 來た。 

老卒 あなた 樣の やうな あたら 若武者 を 殺さぬ でも、 まだお 年 を 召した 方々 も をら れ まする に。 (淚を 拭 ふ) どうして 

あなた 樣を 一 入で 殺され ませう、 さあ この 爺 も 1 緒に 死なして 下さい。 

若き 武士 危ぃ、 早う 歸 つて くれ。 早う。 

老卒 あなた 樣を 一人で この 晴ぃ ところに 置いて、 どうして わたくしが、 歸 つて 婆に 合せる 顔が ござり ませう。 

若き 武士  (沈 默。 あたりの 人の 氣は ひに のみ 注意 をく ばる〕 

老卒 わたくし ごときが 愚痴 を 申した ところで 設 もない。 がし かし、 あなた 樣が まだいた いけな 坊 さまで ゐられ た r 

ろから、 お育て 申 上げた この 爺 を、 なぜ 討死に は 一緒にお 連れく ださらぬ" わたくし はお 怨み 申します。 

若き 武士 志 はありが たう。 忘れ はせ ぬ。 しかしお 前に はさつ き 言った やうに 賴 まねば ならぬ ことがある。 濱に殘 し 
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-た馬 を 引いて 早う 國に歸 つて くれ。 御主 君 も、 父上 も、 もう 船に ぉ乘 りに なった ころ だ。 これで 俺 も 安心し 

た。 お前、 國に歸 つたら 奥に さう 言って くれ、 俺 は 立派な 戰ひ をした。 そして 御主 君のお 身が はりに、 石橋 山で 天喑 

れな 討死 をした と。 坊が 大きくな つたら ようく 今夜の 戰 さの 物語り をして やってくれ。 

老卒 それ はなり ませぬ。 そのお 話で したら 小 伴に 言うて、 先程 馬 を 引かせて やりました のでもう 御 案じに なること 

は ございません。 あなた 樣が 討死な さるのに、 どうして この 爺が …… どうぞ この 爺 をお 伴に。 

若き 武士 ならぬ、 ならぬ。 主人の 言葉 を 聞かぬ か。 早う 行け。 

老卒 それで はわた くし はこ、 で 首搔っ 切って 死にます る。 あなた 機の 御 討死 を餘 所に どうして この 爺が。 (小刀 を 

拔 かう とする〕 

若き 武士 待て ッ！ 爺 や ありがたう。 では 一緒に 討死 ぢゃ。 

老卒 ぁッ。 おゆるし 下されます かッ！ 恭ぅ ございます。 

炬火 を 持ちた る大庭 一二郎、 上手より 登場。 a 吹く U 舞臺 いよ- \ 暗くなる。 

大庭 誰ぢ や。 

若き 武士  ffl 模の國 の 住人 ® 田與 1 義忠。 

大庭 伊豆の 國の 住人 大庭 三郞 景尙。 

兩人 太刀 を拔 き、 戰 ふ。 炬火 消 ゆ。 雨ます く 激しく 降る。 凰 吹く。 太刀 を 捨て >- 爵麥 畑の 中に^む。 若き 

武士、 大庭 を捻ぢ 伏せ、 小刀 を拔 かう とする が 箱に つかへ て拔 けない ので、 老卒を 呼ぶ。 咽喉 を 痛めた るた 

め聲 立たず。 長 尾 上手より 登場、 炬火 を 持て ど、 消 ゆ。 炬火 を 捨て >M1 人の 方へ 手 さぐりに て 進む。 大庭^ 

ぢ^ せられた ま 、助け を 呼ぶ。 


長 尾 誰ぢ や。 

戲 大庭 俺ぢ や。 平家 方の 者ぢ や。 

曲 若き 武士 六 11 太！ 刀 を 持て。 刀 を。 六彌 太！ (聲 聞えず。 老爺 喑の中 を 手 採る) 

大庭 敵と 組んで ゐ るの ぢゃ。 手 を 貸して くれ。 

0 長 尾 平家 方に て誰ぢ や。 

大庭 大庭 三郎景 尙ぢ や。 

長 尾 (驚きた る體 にて 躊躇す る〕 

若き 武士 早く 下の 奴 を 刺して くれ。 (敵 を 抑へ たま、 そこいら 草の 中 を 手 5^ る) 

長 尾 上 か 下 か？  . 

大庭 下の は 大庭ぢ や。 

長 尾 下の は大庭 か？ 下の が。 

大庭 さ うぢ や 大庭ぢ や。 

長 尾 (や \  ？げに 微笑す) お前 は 敵に 組み伏せられ；」 のか。 

大庭 さあ. 早う 上の 奴 を 刺して くれ。 

若き 武士 早う せえ。 下の 奴 を 刺して くれ！ (苦し さう に聲を る〕 上の が 大庭ぢ や。 

大庭 賴む、 賴む。 下の が 大庭ぢ や。 

長 1 (意 を 決して、 若き 武士の 草 リを手 採る。 ひどく 若き 武士に 蹴倒され、 再び 起ちて 刺す) 

n 若き 武士  (f- きつ、 仰向に 倒る。. §• き聲を 聞きつ け走リ 寄りた る 老卒は 折 柄 忍び寄った 武士 H と相舉 して 例れ る〕 


a や >^靜 まる。 長 尾 燃えさし の 炬火 を 拾 ひ 焚く。 大庭 起き 上り 若き 武士の 首 を 接き、 小袖に 包む。 

て -ごは 

長 尾 (炬火 を 持ち、 大 庭の 傍に 寄る。 頸に 新しき 傷 ぁリ、 血 滴る) 手強い 奴だった のう。 危ぃことで^&ったの 

う！ 

大庭 まったく 手強い 奴だった" 御 加勢 を 得なん だら、 ほんに 危 いところ ぢ やった。 (長 尾 を 見て 驚く〕 おう、 お 主 は 

五郎 爲宗ぢ やない か？ 

長 尾 まあ さう 驚く に は 及ばぬ。 敵に 組み伏せら る も 時の 運 ぢゃは I- は-. 1 は- 1。 それにして もこの 男 は 咽喉 を 痛め 

てゐ たと 見えて、 よう 聲を 出し 得なん だ。 それが お 主の ために はもつ けの 幸だった。 そして これ はいった ぃ誰ぢ や、 

立派な 武士ら しいが。 

大庭 相 模の國 の 住人 眞田與 一 義忠と 名乘り をった。 

長 尾 あの 與！ 義忠 か。 (しばらく 沈默〕 與ー 殿で あつたか • 俺 は 子供の ころからの 仲 宜しであった。 敵ながら 天晴れ 

武士 を、 むごい こと をして しまうた。 (手の甲に て淚を 拭く〕 それにしても 景尙、 氣 の毒ぢ やが 都から 來た あの 女 は 

俺が 貰うた ぞ。 かねての 約束 通りに。 

大庭 何ッ！ あの 都からの 女 を ッ！ 

長 尾 今にな つて 何 をと ぼける。 お 主と 俺と はどうい ふ もの か 昔から 氣が合 はぬ。 しかも この 春 都から 下って 來た女 

を 二人で 張り合 ふこと になり、 しま ひに は 決 K までと 昂 じて 来たの を、 仲間の 奴等の はから ひで、 同じ 捨 つる 身な 

ら 潔う 今度の 戰 ひで 手柄 を爭 へ、 そして 勝った 方が あの 女 を 取る とい ふ 約束まで、 みんなの 前でした こと をお 主 は 

忘れた のか。 

大庭 その 事 を 忘れて なる もの か。 その 誓 ひが あつたれば こそ 俺 もこの 强 敵と 引つ 組んだ の だ。 それで， どうしてお j 


主が あの 女 をお 主の ものにし ようとす るの だ？ 

長 尾 言 ふまで もない。 この 天晴れ 聚の者 を 打ち取つ たの は。 俺で はない か。 恐らく 今日の 戰 ひのこれ が 1 番の 手柄 

であらう ぞ。 

大薩 敏 i こ丄 ほどの 立派な 手柄が 他に あって 耐る もの か。 それで だ、 刺殺した の はお 前 か 知らぬ が、 引 翻んだ の は 

俺で はない か。 

長 ISP 組み伏せられて すでに 首を搔 かれる ばかりのと ころではなかった か。 それでもお 主 は 討ち取つ たとい i~ の 力 

大庭 さ うぢ や、 お 主が 来て くれぬ でも 俺 は 必ず この 男 を 討ち取って 見せた わ 0 

長 尾 今にな つてお 主 は 卑劣 千^な。 人 を り、 人の手柄を1^^はぅとするのか。 

大庭 お 主 こそ 人の 手柄 を。 

長 尾 うむ、 武士の 風上に も 置け ぬ 奴。 

大庭 おのれ こそ。 

長 尾 汝 こそ ぢゃ。 犬に も 劣った 奴.' 

大 庭と 長 尾- 太刀 を拔 かう とする。 その 時 矢叫びの 音 近づき、 炬. i< の 光り 木の間に 見 ゆるので、 大庭 小袖に 

つ V みたる 首 を 抱へ て 上手へ 走る。 長 尾 1 人、 若き 武士と 老卒の 死骸 を 見つめ たるま \ 佇立す る。 2a 狂 ふ。 

雨 ひどく 降る。 

同じく かへ し 
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第一 幕から 十一 一 一年の 後。 秋の 日の 午後. 夜に 入る。 

場 所 

同じく 石橋 山 

入 ^ 

0  主 三十 四 五 歳の 男 (前の 武士 長 尾 五郎〕 

大庭 m 郞 三十 八 九 歳 

美しき 女 (大庭 n 一郎の 妻 若葉) 

濱の 老人、 男、 女、 少年 等 

家の 子數人 

遊び女 二人 

前の 幕の 翁 麥畑、 大根 畑より 北の方へ  一丁ば かリ 木立 を 隔てた る 山腹。 や、 上手に 寄りて 古びた る 庵室， 正 

面に 阿 彌陀像 ぁリ。 下手に は 型ば かりの 饉、 芒、 蔓草な どす ベて 初秋の 心。 下手 籬を 隔て、 眞 鶴の 沖、 一一 一浦 

半島な ど ゆ、 籬の 下手より 濱へ 通ず る 坂道 あり。 

室内に は 何の 飾り もない。 左、 右、 正面み な 濡れ 緣 になって をり、 左 緣侧に 閲伽棚 ぁリ。 蓮の 花 二三 輪 手梯 

に 人れ て ぁリ。 右手に 濡れ 緣に 沿うて 壁に 托鉢の 笠が 一 つ だけ 懸けて ある。 直ぐ ドに壁 を 切りて 小 ひさき 戶 

棚 一 つ。 

正面の！！ れ馀の 上の 庇の 下に、 少し 左に 寄った ところに 燕の 壤が ある。 庵主、 黑き 法衣に て佛 前に 坐り、 珠 


曲 

ま y  I 
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数 を爪緣 つた ま、 瞑默 して ゐる。 絕 えず 遠く 静かに 浪の音 聞 ゆ。 

濱の男 三人、 下手 餹の 外から 庵主 を視 く。 

j  の 老人 は柴を 折って は 火 を 焚き、 德竹を 火に ffi めて は 曲リを 直して ゐる。 やがて 小刀に て 欲 口 を 明け 笛 

を 作る。 、らしい 少年し きりに 小刀 を 見つめて &る。 靜 かな 小鳥の 驛 にて^ 明く。 

濱の男 今日は 丁度 あの 恐ろしい 石橋 山の 合戰 から 十一 二 年目ぢ やな あ。 早い もの ぢ やのう。 

濱の 老人 まったく ぢゃ。 初めが 八月 十七 日の 八牧、 二十 三日が この 石橋 山、 二十 六日が 衣笠の 戰ひ、 今日 も 明日 も 

と 源 S と 平家の 戰ひ、 俺、 つくぐ 武士に 生まれん でえ、 ことした と 思うた。 親子 兄弟が 斬りつ 斬られつ のう 引 

きつ 丈いて は 富士川の 戰ひ、 尾 島の 戰ひ、 壇の 浦と 悲しい ことば かり、 むごたら しい ことば かり、 この やうな 咽の 

中 に 生まれ 合せ た の も W 果ぢ や。 天子 さま & でが 筑紫 の涯で 海に はまらつ しゃる なん て 思う て も淚が 出る。 

濱の男 ぢゃ、 爺さん は 平家び いきかな あ？ 

濱の 老人 (驚いて) 滅相な、 平家び いきな ど、 いふ 言葉 を 冗談に も 言うて 見ろ， 直きに 鎌 倉 さまに これ だぞ。 S 

られる 態 をす る) 俺た ちに は 源氏 もなければ 平家 もない。 が. むごたら しい こと はい ゃぢ や。 殺す も、 殺される も 

同じ 兄弟 ぢ やにな あ。 

濱の男 兄弟と いへば 義經 さまが 一 番氣 の毒ぢ やのう。 

濱の 老人 しいつ。 また その やうな こと を。 

濱の男 石橋 山の 合戰 といへば 今でも 覺 えて をる がな あ。 あの 秋 はいつ もの 年よりか 大根 も 鬵麥も 滅法よ い 出 來で喜 

んでゐ たがよ。 あの 一晩で 畑 を 荒されて しまう し、 からっきし 一本の 大根 も 取れなん だ。 おまけ， におつ かなび つく 

りで i の 日蓠麥 畑へ 行って 見たら、 首の ない 武士ら しい 男の 死骸が 素っ裸に されて ころがって ゐた。 何でも まだ ほ 
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んの 若い 男だった。 

濱の 老人 素っ裸に なっての，^! 

濱の男 あ、 素っ裸で よ。 きっと 大將 分か 何ぞの 武士 だら う。 だ もんで 鏜も胄 も 誰か V 斜ぎ 奪った に ちげ えね えだと 

も 想うた。 俺 も 畑 を 荒された 腹癒せに 何ぞ 太刀で.. f 拾 はう と 思うた が 弓 1 つ 落ちて はゐ なんだ。 それから 隅の 方 

に 六十ば かりになる 爺 さまの 武士が 一 人 つんのめって 死んで ゐた。 これ も 誰か 剝 いだと 見えて 腹卷も 何もなかった。 

やっぱり 素っ裸で W 麥 畑の 中に 捨てられ とった。 

濱の 老人 おいた はしい こと ぢゃ。 

濱の男 怜度 そこに 戰の 見張りに 来た 武士に 捕ま へられて、 わしが 二人の 死骸 を あの 大根 畑の 隅に 穴 掘って 投げ込ん 

で やった。 つまらね え 話さ は x は \ は .1 …… 。 それでも 後で 籙倉 方の 役人が 見えた 時 は、 わし は そこの 穴 を 案内し 

て錢 貰うた が" 

濱の 老人 その 若い 方の 武士と いふの が 岡 崎 さまの 若様で 眞田與 一 さま ぢ やった のぢ やのう。 

濱の男 さうよ。 その 爺 さまの 方が。 

濱の 老人 一 緒に 討死な された 六蠲 太ち ぅ人ぢ やのう。 

濱の男 わし も 後で それ を 聞いた 時 は 妙な 氣 になった よ。 

濱の 少年 爺、 早う 笛 を こしら へて くれろ。 

濱の 老人 勘辩 して くれ。 話にば かり 氣を とられて ゐた。 どれく …… 。 (笛の 欲 口 を 切る) 

濱の男 それ はさう と。 (庵の 內 を^く〕 こ \ のお 住持 さま も 元は 何でも 立派な 侍大將 であった とい ふで はない か。 の 

う 爺 さま。 


濱の 老人 (笛の 中を靦 さながら) うむ， その やうな 噂 も 聞いた。 何でも 深い 心願が あっての ことで あらう。 あのお 若 

いのに 餘所目 も 振らず 念佛 三昧に 耽って をら れる。 いつ 來て 見ても 阿彌陀 さまと 向 ひ 合うて 膝 を 組まれた ま i 身 動 

きもな さらぬ。 まるで 作り 附 けの 俾 さまの や うぢ や。 

濱の男 元は 平家の 武士 ぢ やとの 話も聲 いたが、 お 住持 さまに 聞いても 笑 5 てば かり をら れる。 滅多に 傍 眼 も 振らぬ 

ほどの 御 修行 をな されて ゐ るのに お 邪魔す る わけに も ゆかず のう。 

濱の 老人 まったく ぢゃ、 まあよう、 あれほどの 御 勤めが できる こと ぢゃ。 わし は 年寄り ぢ やで、 朝 は 暗い うちに 起 

き， 夜 はいかう 更けてから 寢 るが、 いつ 濱 から 親いて 見ても こ- < の 庵 寺に ぉ燈 明が 消えて ゐ たこと はない。 ぉ燈明 

の 前に はいつ もき ちんと 刻みつ けた やうに お 住持 さまが 坐って ゐ なさる。 

濱の男 まあ 生佛 さまの やうな もの ぢ やな あ。 

濱の 老人 さ うぢ やと も、 かう やって うしろからお 姿を視 いて ゐ ると 後光で も 射して ゐる や-" ぢゃ。 ありがた いこと 

ぢゃ。 (合掌す る) あれで 何ぢ ゃぞ， あの やうに 浮世の こと は 何もかも 忘れて ゐ なさる や うぢ やが、 あれ 見い あの 庇 

のと ころに 燕の 摸が ある ぢ やらう。 あれ だけ はどうい ふ もの か 時々 じっと見て ゐ なさる。 そして 暑い ころな ど は、 

夜な ど どうかす ると 御 自分で 扇で 蚊 を 迫うて やって ゐ なさった。 果 報な 燕ぢ やな いかのう。 

濱の男 わし も その 話 だけ は 聞いた。 ほんに 尊い こと ぢ やのう。 

濱の 少年 爺、 早う 笛 を こしら へて。 

濱の 老人 おう、 それく もう 出 來たぞ 早う 濱 にいて 吹け。 (老人、 欲 口に 唇 を當て 、吹く、 笛 鳴る) 

濱. の 少年 早う、 早う 笛 を。 (笛 を 取りて 庫裡の 方へ 奔る) 

1?？ の 老人 は  >- は- * は X，  ^も 言 はんで、 笛 を 持って いてし まうた。 
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濱の男 ぁ&、 もう 日が 落ちて しまうた さうな。 

濱の 老人 秋の 日 は 早い。 

濱の男 風が うら 寒い や うぢ やのう。 つい 無駄話で 暇 をつ ぶしました。 

老人 は 小刀と 篠竹を 抱へ て 上手の 庫裡の 方へ、 男 は柴を かついで 下手へ 退場。 浪の音 。 蜩の聲 ひとしき リ閗 

え、 赤く 燒 ける。 下手よ リ濱の 遊び女 二人？ 1„: 場。 

遊び女 (链の 外にて〕 お 住持 さま はま だお 年 も 若い し、 たいそうお 綺麗な 男ぢ やさうな が、 いつ 来ても 佛 さまと 顏を 

合 はせ たきり、 誰が こ  >- いらで 何と言うて 騷 がう とも； 、り 向き もな さらぬ 御 殊勝 さ。 でも 今 B だけ は ど- 「あっても 

お 住持 さまに 聲 を かけて ぉ顏を 見よう ではない か。 

遊び女 二 その やうな こと をしても よい か 知ら？ わたしら の やうな 身で。 

遊び女 一 その やうな 弱い 心で どうす る も のぞ。 世間の 男と いふ 男た ちに は 弄び 物にされて ゐる わたしら が、 ほんに 

心から 賴る入 は、 そして 悲しい 話で も聽 いていた r くの は、 あの やうな 立派な 聖 でもな けれ や 他に は あるまい。 わ 

たし 世の中の とい ふ 男に は 愛想が 盡 きた の で。 

游び女 二 それで 今度 は あの やうな 立派な 聖と 遊ばう とで もい ふの かい。 

遊び女 一 ばかな。 た^お 顏見 ただけ でよ いぢ やない か。 あつ、 それよりか 今 B は 何でもお 住 ifw さまに 聲を かけて あ 

の 池の 缠の 花と、 蓮の 葉 を K うて 來 るの ぢ やった のう。 

遊び女 二  (うな づ く) 

遊び女 一と 二、 庵 寺の 正而澝 れ緣に 近づく。 

遊び女 一 -ぉ 住持 さま。 もし。 


ま パ 


g び 女 二 もうし、 お 住持 さま。  - , フ，， 

遊び女 一 お 住持 さま、 お 住持 さま。 (遊び女 一一 を， て) おつん ぼ さまち やな、 の 力、？ 

遊び女 二  (遊び女 1 を 制する〕  „  >1  ；  、^、おさま £ らう。 (何かと、 そ 

M び 女 一 お 住 I ま、 もうし。 (緣 側に f 卸す〕 もしお 住持 さま。 fi)ffl^  ^.^y 

し r 不 つけて) あつ、 お 住持 さま、 あなたの 大奮燕.| えま せんぞ。 燕 カツ、. 

I い p.:::;:^^,^? つれし たれ ど、 いかにも 5 れ なる 武士ら しき 8。 額に 古い 刀 S ある。 

g 欝 ts- こな ほ カ强ぃ 意志 の^きが 見える) 何と 仰っしゃる 力？ 

遊 ^ 女 r  (緣 側から つと 離れて 恥 かし さう に〕 あの 庇の 燕が をり ませぬ ので ちょっと ：：： 

0 燕が ッ！ (不 11 庇の 方 を 見る。 二人の 女 も その 方 を 見る) 

遊び女 二 蛇に でも 呑まれた ので はありますまい か？ 

t..^  (冲の 方 を 眺め、 やがて 夕 燒の空 を兑 つめる〕  tE、 

ズ それとももう 秋風が 立って 來 たので また 遠い お s さま ss つたので はあり 享ま、 力？ 

遊び女 二 い k え、 まだつ いさつき まで 濱 では 燕が 飛んで ゐた 

遊び女 一 い V や、 もう その 遠い 天竺と やらへ 飛んで いった かも 矢れ.' 

き 王 まだ そこいらに 燕 は 飛んで ゐ ませぬ か？ (尙、 不安げ S を眺 む) 

遊び女 二 もう 曰が 暮れで つて 來 ましたので、 飛んで はゐ ませぬ。 

庵主 では 今日、 遠い 旅へ 飛んで 行った ので も あらう か。 (空 を 5 める〕 

§ 遊び女 一 そして また 來 年の 春に なれば 燕 は i の 庇に 屍って まゐり ませう 
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卷主 さ 5 …… 燕 はふた、 び歸 つて 來る であらう かのう？ (空 を 見つめた ま、 考 へる 。濱 にて 着船 を 知らす る 法螺の 

音 聞 ゆ。 不 まげに 耳 を 傾ける) 聞き馴れぬ 法螺の 音 だが、 船で ももし か …… 

遊び女 二 ほんに 船で も 着いた ので ございませう …… 

遊び女 一 (雜の 外に 走リ？ 3 を視 く) あ \ ほんに つい ぞ見 たこと もない 大きな 船が 着きました。 鎌 倉からで も來 たの 

さむら ひ  > 

か、 大將 方の 御船で ございませう。 舳の 方へ 太刀 を 佩いた 立派な お 武士た ちが 見えます。 

遊び女 二  (離の 外に 走リ 遊び女 一 と 嬉し さう に 何 かさ. 1 やきながら 濱の方 を 見る) 

庵主 やっぱり 大きな 船が 着きました か。 鎌 倉 あたりから 來た 船の やうに 見えます か？ (何 か 思 ひ 出した やうに 急に 

ef  く考 へ 沈む) 

遊び女 1 と 二、 ふた- -び 11 れ緣の 方へ 來る。 

遊び女 一 お 住持 さま、 どうぞ あの 裏のお 池の 蓮の 花と、 それから 廣ぃ葉 を 二 枚ば かり 下さいません か？ 

麼主 それ はお 易い こと だ。 幾 枚で も 勝手にお 持ちなさい。 何に なさる のぢ や？ 

遊び女 一 え X、 燈籠を 作って 流します。 

庵主 孟蘭 盆で もない に！ 

游び女 1 孟 雨 盆で も ございませ ぬが、 今夜 は あたしの 父が、 石橋 山の 戰 ひの 時 御主人 さまのお 伴 をして 討死な され 

たので ございます 0 

庵主 父御が？ 

遊び女 一 はい。 あたし はま だほん の 娘で よう 覺 えて は ゐ ませぬ。 が、 それから は 母と 二人で 武藏の 方へ 身寄りの 者 

を輯 つて まゐ りました が、 武 に 着いて 間もなく 母 は 亡くなり、 あたし はつい この やうな 稼業に iR られ まして。 


曲 

集 


庵主 それ は氣の 毒な 話ぢ や。 それで 父御の ために 燈籠 をお 琉し なさる のか？ 

遊び女 一 さやう でございます。 それに この 人の  

庵主 お前 さまの？ 

游び女 二 はい、 あたしの 子供が 三 浦の 崎に 1 人、 里に あ づけて あります ので …… 

遊び女 一 その子， ゲ慕 はしう 思 ひます ので、 この 下の 濱 から 三 浦 まで 母の 心 を こめて 燈籠 を^さう とい ふので ご 

ざ い ます。 

^^主 いづれ にしても 氣の 毒な ことで。 

遊び女 一 ではい た^いて まゐ ります。 

庵主 御 遠慮なく。 (女 二人 上手 庫裡の 方へ 退場〕 

庵主 潘れ緣 に 佇立した ま. - 燕の ST 夕 燒の空 を 眺め 入る。 沈癱 なる 思 ひ 入れに て濱の 方 を 親く， 誰かす ぐ そ 

こいら から 近づ いて 來 るの を 恐れる やうな；. S で。 襄 山に 少年の 吹く 笛の 音 聞 ゆ。 

何とい ふ 心の 弱い ことで あらう。 庵 を 結んで 旣に十 年、 俺 はやつ ばり 十 年 前の 俺であった。 人 を 憤る 心 も 人 を 謗る 

心 も、 人 を 忘れ 得ぬ 苦し さも 何で 十 年 前と 微塵の ちが ひが あらう。 さっき あの 女た もの 聲ゃ 蘭いた 時、 俺 は 十三 年 

前に 別れた 都の 女が 後から 俺 を 呼んで をる の だと 思った。 俺の 十 年の 苦行 精進が 俺の 心の 面に 何 一 つ 尊い 影で も 役 

げて くれた か。 いったい 俺 は 何で 弓矢 を 捨て、 こんな 生活に はいって 来たの だ。 治 承 四 年の 八月 恰度 今夜であった。 

あの 時 は ひどい 雨であった。 與 一義 忠殿を 刺した 時 だけ は 妙に 無常.^ 感じた。 しかし 俺 は 二十 六日、 三浦黨 との 衣 

笠の 戰ひ でも 三人の 敵 を 切り倒した。 大庭 景尙と 石橋 山の 功を爭 うた 時、 俺は與 1 の 首 一 つ 何で 惜 まう。 犬に 吳れ 

るの ぢ やと S つて、 景 尙に與 一の 首 を 叩きつ けて やった。 あの 時の 彼奴の 顔と いったらなかった。 犬た、 畜生 だ、 


燕 


他 はさう 言って 與 一 毆の首 を 彼奴に やった。 彼奴 は 罵られても 唾 を ひっかけられても まるで 犬の やうに 尾を掉 つて 

喜び 居った。 俺 はま だ 若かった。 俺の 腕 は 血に 飢えて ゐた。 俺 はま だ與 1 の 首の 十 や 二十 は 何時でも 獲る 自信 を 持 

つて ゐた。 俺 は あの 時與 一 殿の 首に 戀の 勝利が 購 けられて ゐ たこと に氣 付かぬ ではなかった。 俺 は 後悔 もした。 し 

かし 俺 は あさましい 手柄 爭ひ をして まで 戀に 勝た うと は 思はなかった。 女が 眞實 俺を戀 しいと 思 ふなら 景尙を 振り 

捨て k も 俺の 懷に 逃げて 來る であらう と 思って ゐた。 自惚れた 俺の 顏を思 ひ 出した だけで も恥づ かしい、 俺 は 一 年 

待った。 二 年 待った。 三年 待った。 女 はたう とう 來 なかった。 あの 犬の やうな 噓 つきの、 小 悧巧な 景尙の 奴に たぶ 

ら かされた の だ。 女と いふ もの は みんな そんな もの だ。 誠の 男と いふ 男 は 女に はわから ぬ もの だ。 景尙奴 は 間 もな 

P  すけ どの 

う 俺た ちの 仲間 を 賣 つて 鎌 倉へ 降った。 女も跟 いて 行った。 俺 は 富士川の 役で む ざく と虜 になって 佐^の 面前へ 

引 据られ た。 俺 はよう 舌 も喷み 切らんで 佐 殿の 前へ 出た。 俺 はま だ 女に 未練が あった からだ。 女が 一度 は 俺のと こ 

ろに 歸 つて 來 るに ちが ひない と 思うて ゐ たから だ。 俺 は 何とい ふ 馬鹿者であった らう。 佐 殿が 源氏の 仲間に 俺 を 引 

き 入れようと なされた 時、 もし あの 時 佐 殿の 後に 時 を 得 顏の景 尙がゐ なんだら 俺 は 武士の 面目 を 捨て &も佐 毆の下 

に 働いた かも 知れぬ。 あの 女が 歸 つて 來 るの を 待った めに。 俺 は與ー 殿の 靈を弔 ふため だと 言って 佐 殿の 前で 害 を 

切った が、 あれが 俺の 本心だった らう か。 俺 はま だ 女に 未練が あつたの だ。 佐 殿に も 源氏の 奴等に も景尙 にも 俺と 

いふ もの を 見せつ けて やりたかった の だ" 殊に あの 女に 俺の 心の 潔白 さ を 見せて やりたかった の だ。 俺の 武士ら し 

い 噂 を 聞かせて やりたかった の だ。 俺 は 下手な、 自惚れの 芝居 を 打った の だ。 十 年、 俺 はこ \ の 庵 寺で 1 人の 见物 

もない 芝居 を 打ちつ どけて ゐ たの だ！ (一層 深き 麥篛。 室 內を步 きま はる) いやく、 かう いふ 妄語 を 口走る の は 

まだ 俺の 精進が 足らぬ からだ。 勿 gg ない こと だ。 …… あ、 日 も 暮れて しまうた さうな。 (佛 壇に 法燈を か、 ぐ。 蟲 

鳴く〕 


大庭 (太刀 を 佩き 旅人の 姿に て 上手よ リ 登場。 しばらく 庵主の 動作 を 注意して 見て ゐ たが、 皮肉な 微笑 を 浮べる〕 お 

ぅ爲宗 久濶 ぢゃ。 

庵主 (振 返りて) 何つ！ おうお 主は景 尙ッ！ (不快な 表情、 喑き 憤り を强 ひて 隱 さう とする) では さっきの あの 

船で？ 

大庭 わつ はつ はつ、 驚いた であらう。 今 この 濱に船 をつ けたば かりだ。 まあ 靜 かにせ え。 お前の 心 を 見す かされた 

とい ふで はなし、 さう 慌てる に は 及ばぬ。 殊勝 氣に 法衣 は纆 うて をれ ど、 どう 見ても お 主 はや はり 十三 年 前の 長 尾 

五郎 爲宗ぢ やのう。 鎌 倉で も、 また、 こ- 1 まで 來る 道々 でもたい さ 5 なお 主の 導 を 聞いた が、 案に たが はず、 見る 

と 聞く とは大 S ひ。 かう やって 逢うて 見れば お 主 はやつ ばり 五郎 爲宗ぢ や。 わつ はつ はつ ：•：. 法衣の 下に 隱さ 5 と 

しても お 主の その 憤りが、 法衣の 下に 隱 される もの か。 

庵主 (しづかに) 景尙、 恥づ かしい が、 俺 はまった くお 主が 言 ふ 通り まだ 覺り どころ か 生覺り もで きぬ。 

大庭 それ は 初めから 分りき つたこと だ。 熱病に でも 取りつ かれた やうに 髻を 切り、 太刀 を 捨てた ところで、 元々 熱 

病ぢ や、 熱 は 冷める にき まって をる。 熱が 冷 むれば 切り捨てた 髻が 欲しくな り、 太刀が 欲しくなる。 その 欲しい 心 

を 無理 に 抑へ て、 殊勝ら しい 顔 をして 十 年が 間 このむ さくる しい 庵 寺に くすぶって ゐ たお 主の 辛抱 强 さ だけ は 馬鹿 

と 言 はう か、 感服 するとい はう か。 いったいお 主 は 何でもく わつ と 熱に 15^ りっかれ 易い のが 昔からの 病ぢゃ あた 

ら す///.. 自分の 手に はいらう としたう つくしい 小鳥 を も、 その-取り のぼせる 熱病の ために、 自分で 取 逃がす やう 

な 愚な こと をす る。 

庵主 何ッ、 何 だと！ 自分の 手に はいらう とした 美しい 小鳥 を N 分で 取 逃がした ッ？ お 主 は 俺 を あれほど 馬鹿に 

して 澄いて、 この 上に もま だ 恥を播 かせよう とする のか。 


大庭 さう だ、 この 上に もま だお 主 を 馬鹿にしようと 思 ふの だ。 お 主の やうな 入 間 は 腹 を 立てさせ ると 面白い よ。 お 

主 は それ 現在、 その 法衣の 下に 瞋恚の 炎 を 燃やして ゐ るの ぢ やない か。 それが お 主の 十 年の 苦行の 結果 か？ 俺 は 

お 主の やうな 善人 面 をす る 人間 を 1^ て 上げる のが 面白い の だ。 お 主 は與ー の 首 を 捨てた 時 も、 俺 を 犬と 言った。 

庵主 さう だ、 犬で はない か。 畜生で はない か。 武士の …… 

大庭 さう だ 風上に も 置け ぬ奴ぢ やと 言った。 その 通り だ。 俺 は 犬の やうな、 畜生の やうな 人 問 だ。 だからお 主が 言 

ふ 通りに 隨も ついた。 恥 を 恥と も 思はなかった。 そして 畜生ら しく、 犬ら しく 振舞って 來た。 俺 は 一度 だってお 主 

ら の やう に 善人 振 つ た こと を 言つ た こ ともな か つ た。 また 善人 振つ た眞似 をした こと もなかった。 俺 は 女 を 欲し い 

と 思った。 俺 は 俺の 心に 對 して 正直だった。 俺 はお 主ら に は 嘘 をつ いても 犬畜生の やうな S 似 をしても、 俺の 心に 

は 決して 裏切らなかった。 だから 俺 は 源氏に もな つた。 これ (自分の 太刀 や 裝ひを 誇示す る やうに) 今度 備 中に 所 

領を 戴いた ので、 今夜 この 濱 から 旅立つ の だ。 

庵主 何故 鎌 倉から は發 たぬ の だ？ 

大庭 1 度， 犬畜生の 生活 をお 主に 見せて やりたい ために。 

庵主 わざく 船 を 廻して 来たの か？ 

大庭 それにな あ、 お 主が 十 年の 若い 盛り を 棒に振って しまったの も、 元はと いへば 俺の ためだ。 俺 はお 主が 善人 面 

をして、 ちょっと 突つつ きさへ すれば 十 年で も、 一生で も 棒に振って しまう その 自惚れ を 巧く S て.、 やった の だ。 

俺の 芝居が 巧く あたって お 主 は 十 年間と いふ もの、 善人 面の 芝居 を 打って くれたの だ。 俺 は その 間に あの 女に 三人 

の 子供 を 生ませた。 

庵主  。 


大庭 一一 一人の 子供 を 生ませ たんだ あの 女に。 お 主が …… 

庵主  。 

大庭 不倫 快な 話 だら う、 お 主の やうな 善人に は。 自惚れ 男に は。 …… あの 女 は 俺に 三人の 子供 を 生んで くれたの だ。 

あの 女 はもう すっかり 俺の ものに なった。 魂から すっかり。 

庵主 それでもお 主 は あの 醜い 秘密 だけ は？ 

大庭 打ち明けて ゐ ないだら うとい ふの かい？ 馬鹿な、 あんな ことが 今にな つて 何の 力が ある？ 女の 心を摑 むに。 

女と いふ 奴 はな、 一度 男の ものに なれば、 その 男が 人殺しで あらう と 憎い と は 思 はぬ もの ぢゃ、 まして あれし きの 

こと 0 

庵主 それでもお 主 は 俺が 恐い の だら う。 だから こ.^ にやって 來 たの だ。 あの 時 は 俺が 素直に 首 を 投げて やった が、 

俺が 尙 一 度 鎌 倉に でも 出て 行つ て 腰を据 ゑて か X つたら、 お 主の 武士の 名が すたる とい ふ 心配が 湧いて 来たに ちが 

ひない。 お 主が 出世 をす るに つれて。 だから 俺 を 殺す つもりで 來 たので あらう。 

大庭 馬鹿な ッ！ お 主 は どこまでお 目出度い の だ。 お 主 は 今では 片田舎の 費佾. 殊に は 平家に ゆかり ぁる考 俺 は 

今では 源 家の 立派な 1 國 一 城の 主で はない か。 誰が お 主の やうな の 讒訴に 耳 を 傾けう ぞ。 

庵主 何ッ！ 尙 1 言いって 見よ。 (押入れの 中に 首 を 突き 込んで 太刀 を 握る) 俺に 向って KM とッ？ 

大庭 さあ、 その 態 は 何 だ。 それが 法衣 を 纏うた もの、 態 か？ それが KM, でな 5 て 何 だ。 俺 は 犬畜生に しろ、 お前に 

勝った ぞ。 俺 は 犬畜生ら しい 生き方で 女 を ST 子供 を 生ませた。 そして この 出世 だ。 お 主 は 人 を 見下す 傲慢な 心で、 

善人 面 をして 十 年 を • 遠った。 そして その 結果 はどう ぢゃ、 俺が 女に 子供 を 生ませた こと を 話した 刹那のお 主の 顔 は、 

お 主 は 人の 妻が 欲しい のか。 俺の 女が 欲しい のか。 その 淫らな 心 を 何故 素っ裸に して 俺の 前に 見せ きれぬ の だ。 何 


故お 主の 畜生の 心 を 畜生ら しく 見せぬ の だ。 賣 僧で なうて 何 だ、 わつ はつ はつ、 わつ はつ はつ。 俺 はお 前に 勝った 一 

ぞ。  一 

庵主  。 (太刀 を摑ん だま >- 身を顱 はせ る)  一 

大庭 太刀 を拔 け、 拔 いて 斬れ。 お前 は それでも 十 年の 苦行 を 積んだ 聖 なのか、 わつ はつ はつ。  一 

若き 家の 子 二人 炬火 を 持ちて 下手より 登場。  ： 

若き 家の 子 一 出船の 御用 意が 出来ました。  i 

大庭 あ \ よし、 直ぐ 行く， 子供た ち も 待って ゐる であらう。 そして 奥 は？  ； 

若き 家の 子 二 奥 さま はさつ き濱邊 で濱の 遊び女が 燈籠を 作 つて をり ますの を 興が つ て 御覽な されて おいでになり ま ^ 

したが、 船に はま だお 見えに なり ませぬ。  一 

大庭 (や、 不安 さう に) さう か。 なに、 もう 船に 歸 つて ゐ るか も 知れぬ。 (二三 步す、 み) だが、 さう だ 俺 はすぐ 船へ 

に 行く からお 前た ち は 二人で 濱の方 を 廻って 探して 来て くれ。  〕 

家の 子 二人 炬火 を 持ち 上手へ 入る。 大庭、 一つの 炬火 を 受け取り 下手へ か X る。  一 

大庭 爲宗、 もう 歸る ぞ。  一 

庵主 (太刀 を 握った ま >0 さよなら。  一 

大庭 お 主 はま だ 夢が 覺 めぬ であらう。 もす こし 熱に 取り 憑かれて ゐ たがよ い。 お 主の やうな 人間に 世の中の こと や、 i 

女の 心が わかる もの か。 善人 面 をして、 美しい 夢 をつ どけて 見た がよ いわ、 わつ はつ はつ …… 。 (退場) 

濱の 方から、 出船 を 知らせる 法螺の 音し きりに 聞 ゆ。 庵主 は 柱に もたれ たるま \考 へ 込む。 太刀 を 落す。 上 

手 庫裡の 構から 衣 を 被いだ 女が 出て 來る。 庵主い ぶか しげに 女の 方 を 見る。 


戲ー 


集 一 


女 かつぎ を 取る。 美しき 女。 

庵主 おう、 お前 は！ 

美しき 女 若紫で ございます。 

庵主 たうとう 俺のと ころに。 

美しき 女 い \ え、 もうあた し は 人の 妻で ございます。 母で ございます。 

庵主 それで は、 今にな つて 何で 俺のと ころに やって 來た？ 

美しき 女 あなた こそ 何で あたし を それほど お待ちに なった のです？ 

庵主 俺 はお 前 を 待ち はせ ぬ。 

美しき 女 あなた はま だ 御 自分の 心 を 偽って ゐ らっしゃる。 なぜ あなた は、 俺 は 今日まで お前 を 待って ゐ たと 仰つ し 

やってく ださらない のです。 あたし はさつ きから すっかり あなたのお 言葉 を 聞いて ゐ ました。 でなければ 何で あた 

しが あなたの 前に かう おめく と 出て まゐり ませう。 あなたの 御 心が うれしければ こそ、 かう やって 恥づ かし さ を 

忍んで あなたへ お別れに まゐ つたので す。 

庵主 で はお 前 は 今日まで 俺が お前の 来る日 を 待 つ て ゐた心 を うれしい とい ふの か。 

美しき 女 はい。 ，間で は あなたの こと を 石橋 山の 戰 ひに 與ー殿 を 殺した k めに 無常 を 感じて 世 を 捨てた の、 または 

景尙 との 爭 ひに 敗け て、 武士の 面目なし に 世 を 捨てた のと 申して をり ます。 ^間の 噂 は みんな 嘘でした。 やっぱり 

あなた は あたし 一 人の ために 世 をお 棄て になった のです。 

庵主 そんな ことが …… 

美しき 女 い V え、 あなた は 御 自分の 心 を 偽って はなり ませぬ。 あたしが あの 時 あなたの ところへ 逃げて 行ったなら、 
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あなた は景尙 を討涯 しても、 世 をお 捨てに はならなかった でせ う。 あたしが 弱かった のです。 あなたが 弱かった の 

です。 

庵主 何故お 前 は あの 時、 俺のと ころに 逃げて は來 なかった のか？ 

まこと 

美しき 女 まだ あの ころ は あたし は眞の 女に はなって ゐ ませんで した。 まだ 女と いふ もの、 魂 を 見つけて ゐ ませんで 

した。 あなた こそ なぜ 刀に かけても あたし を 奪って は 下さらなかった のです。 あなた も惡 かった のです。 

庵主 あの 畜生の やうな 景尙の 子供 を 111 人まで も 生んだ 今日、 お前に はよ くその やうな ことが 言へ る！ 

美しき 女 あなた は、 まだ 女と いふ もの を 御存じな いのです。 女の 誠の 心 を ー 

庵主 けがら はしい。 あっちへ 行って くれ！ 

类 しき 女 あなたに は、 あたしが 景尙の 子 を 生んだ ことが それほど 憎い のです か。 戀 もない 男の子 を 生まなければ な 

らぬ女 を 氣の毒 だと 思って はく ださらぬ のか。 それだけのお m いお 心 は あなたの 胸に は 湧き ませぬ か？ あなた は 

.5と 

世界中の どの 男よりも あたし を 愛しう 思って おいでになります。 しかし どの 男の 戀 にも ある やうに、 あなた は 女の 

尊い 魂 を 賭け 物に なすって おいでになります。 あなた も 景尙も あたしの 女心 を 十三 年の 間瞎け 物にして おいでにな 

つたので した。 あなた は 何故 あたしの 心 を K す やうな こと をなさい ました。 なぜ あたしの、 女心 を 大切に 抱いて は 

くださいませんでした。 あなた は なぜ あたし を 奪って はく ださらなかった のです？ 

庵主 俺に はま だ 大きな 男の 仕事が 殘 つて ゐる やうな 氣 がして ゐ た。 あさましい 爭 ひまでして 女 1 人の 心 を 得る こと 

より は  

美しき 女 大きな 仕事が どこに 殘 つて ゐ ました？ あなた はこの やうな 寂しい 十 年の 御 苦行から 何 をお 見出しに なり 

ました？ どんな 光り を …； ？ 


庵主 いや、 まだ 凡愚 下 根の 身の、 何の 光り も 見出し はせ ぬ。 しかしい つか は眞 如の 光り を 見る B も あらう、 肉 を 殺 

ぎ、 骨 を 刻んで ゐる うちに は。 

美しき 女 (や 、冷笑的に〕 さあ 二十 年 三十 年と この やうな 御 苦行 をお つ V けなさい ますう ちに は その ® 如の 光りと や 

らを お見出しに なること も ございませう。 立派な 正覺の 境へ おはいりに なること も ありませ う。 たった 一人の 若い 

女の 心さへ おわかりに ならない あなたです もの。 

庵主 では、 なぜお 前 は 自分で あの 時 俺の 懷へ 逃げて は來 なんだか？ 

美しき 女 あたしに はたった 一人の 母が ありました。 あたし は あの 時 十六で ございました。 もう それだけ 申し 上 ぐれ 

ば あなた は 女の 弱い 心に ついて お 察しが つく 害です。 

庵主 では、 もし あの 時、 俺が お前 を 奪ったら お前 は 母に 背いて V も. 俺のと ころへ 來 たとい ふの か？ 

美しき 女 はい、 男の その 心 を 見た だけで、 乙女の 心 は 炎よりも 强- 「燃えます。 男の 心に たるみが ある 間 は 女の 弱い 

心 は 燃え ませぬ。 

庵主 では、 もし かりに 俺が 今 その 炎 を 燃やす としたら。 

美しき 女 もう 無駄で ございます。 時が 通れました" あたし は 人の 妻で ございます。 母で ございます。 それに もし 今 

あなたが その やうな こと をな されたら、 あなたの 今の 名 も、 今 in までの 十 年の 御 苦行 も 水の 泡になる では ありませ 

ぬか。 

庵主 俺 は 世間の 噂 を 恐れ はせ ぬ。 十 年の 苦行 も 二十 年の 苦行 も 何と 思 はう。 

美しき 女 た あたしの ために？ 

庵主 たどお 前の ために。 


美しき 女 うれしう ございます。 それ なれば なほ さら あたし は あなたと 一緒に はなれ ませぬ。 あたし は あなた を 殺さ 

うと は 思 ひませ ぬ。 (男の 手 を 握る) おいた はしい、 このま あよく おやつれに なりました こと。 

庵主と 美しき 女、 滞 れ緣に 凭り 添 ふ。 女つ く と 男の 衰 へたる 面影 を 見つめる。 

濱の 遊び女が 流した る澄齄 一 っ籬 のかな たに、 暗き 沖 を しづかに 滑り 遠ざか リ ゆく のが 見える。 

美しき 女、 庵主の 膝に くづ 祈れて 泣く。 男輕く 女の 肩 を 撫でる。 

濱 にて ふた、 び 法螺の 音 聞 ゆ。 女 驚きて、 男よ リ 離る。 

美しき 女 今 はじめて、 あたしの 胸に、 夫 を も 子 を も 捨て X 行く 戀の道 を うれしい と 思 ふ 女心が 燃えて 來 ました。 ほ 

ん たうに eR をい としい と 思 ふ 心を覺 えました。 あたし は 喜んで あなたと お別れ をして 行く ことができる やうに なり 

ました。 

庵主 俺から 離れて 何處へ 行く のか？ 

美しき 女 沖へ まゐ ります。 あの 船で 今夜のう ちに 備中 とやら いふ 遠い 旅へ 出なければ なり ませぬ。 

庵主 景尙 と共に？ 

美しき 女 でも あたし は 景尙の 妻で ございます もの。 三人の 子の 母で ございます もの。 (泣きく づれ る) 

庵主  。 

上手よ リ 火を點 した 二人の 家の 子 登場。 

家の 子 1 奥 さま こちらに おいでな されました か。 殿 さまに は 奥 さまのお 姿が お見えになり ませぬ ので、 ひどく 御 心 

Si をな されて おいでになります。 船 は 先刻から を 解く ばかりに なって をり ます。 

家の 子 二 お 子 さま 方 もお 待ち かわで ございます。 お供いた します。 
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美しき 女 (籁の 外へ. 伴れ られ ながら 尙 一度 振り かへ つて) では 庵主 さまお 別れいた します。 いつまでも 御機嫌よう。 

どうぞ  。 (す、 リ 上げて 泣きながら 下手 へ 入る〕 

庵主 (立ち上 リ、 跣 足の ま X 籬の 外まで 走リ ゆき 女の 姿 を 見送る。 法螺の 音 聞 ゆ。 庭に はいって 來て、 濡れ 緣に 上つ 

て もな ほ 名 殘惜げ に 柱に 凭り か、 つて 喑ぃ 海の 方 を 眺める。 不歸 太刀が 緣の 上に 投げ出されて あるのに 氣 付いて 急 

に 太刀 を 戸棚の 中へ 葳す〕 

あ、 何事 も考 へまい。 今 曰 は 恐ろしい 誘惑の 日であった" 口に 誇るべからざる 妄語 を 語り、 玲 もない ことに 瞋恚の 

炎 を 燃やし、 あさましい 煩惱の 犬と も 畜生 ともなった。 〔なほ 沖の 方 を 見ながら、 開 伽 棚の 手桶に 投げ入れられた 蓮 

の 花 を 持って 來て佛 壇に 供 へ る) 

今夜 は 與一毆 の 恰度 十三ぬ 忌であった。 さっきからの どさくさで、 すっかり 忘れて ゐた。 今ごろ は 恰度 早 川口で 合 

戰の手 合せ をして ゐた。 景尙 奴と 二人で 爭 うて ゐた あの 都の 女 を かれの ものにす るか、 俺の ものにす るか、 女 一 人、 

男 二人の 一 生の 贈け 事が はじまって ゐ たの は、 今ごろであった。 女の 一生 を 躇け、 與 一駿の 首を賠 けて 俺た ちは戰 

うて ゐ たのであった。 if 猿し いこと であった。 

しづかに 佛 壇に 向って 珠数を 爪綠り 祈念す。 法螺の 一昔が 聞 ゆるたん びに 强く 珠數を 揉み、 悶ゅ。 濱の 方で 騷 

がしき 人 聞 ゆ。 絡 ゆ。 蟲の 音、 波の音、 や、 高くなる。 

濱の 少年 笛 を 握った ま- - 下手より 走り 登場。 つ いて 濱の 男、 女、 老人 等 登場" 男 一 人 炬火 を 持って ゐる。 

濱の 少年 お 住持 さま。 大變 だ。 お 住持 さま。 

庵主 (振り かへ り〕 どうしたと いふの だ。 何が ッ！ (恐ろしい 出來事 を直覺 したやうな 不安な 表情) 

濱の 少年 女 衆が 海に はまって 死んだ r ッ。 
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^主 え k、 誰が ッ 1  (滞れ 緣に 飛び出で) 

の 老人 今 B 鎌 倉から 來 さしつ た 豪 い 侍大將 の 奥 さ まだ ッ ー 

庵主 あの ：.：• 。(跣 足で Ife に 下りて よろめき、 鏑の 方へ ゆく) 

濱の女 さっき 二 入の 武士が 炬火と もして こ k を 下った ヾ。 あの 時の 菩薩 さまの やうな 奧 さまた あ" 

庵主 では やつば り あの 女で あつたか。 (籬の 外に 出て、 ちんば かリ に、 嶽 から 下を視 く) 

is の 老人 あ、 あ、、 むごい こと ぢ やのう。 どうい ふわけ が あるか 知らぬ が、 若い 女 か。 なまいだ ぶく。 

濱の女 ほんに 可. H さ うぢ やのう。 

庵主 (範の 方へ 來る」 それで その 侍大將 はどうして ゐた。 

濱の 老人 どの やうな 身分の 方で も 夫婦の 情に は ：變 り はない と 見えて、 泣いて ゐた とも 言 ひます。 

^主 何ッ J 泣いて ゐ たか！ 

濱の 少年 何やら 狂人の やうに いうて 船： 上で 呶 ゆり 散らして ゐ たに あ。 

庵主 何ッ。 船の 上で 狂 入の やうに 呶 鳴り 散らして ゐ たか。 うむ。 (1" たく 笑 ふやうな 理智 的な 閃きが かれの 唇に 動く。 

刹那的に) 

濱の 老人、 男、 女、 少年 等 庵主の 額 を 見つめ、 暗い 沖の 方 を 眺める。 

庵主 そして、 その 女 は 助からなかった のか？ 

濱の女 船の 上に 引き上げ たが、 息吹き かへ さなんだ で、 その ま \。 

なきがら 

庵主 亡骸 を 船に 乘せ たま、 韆を 解いた か？ そして その 船 は？ 

濱の 老人 はい、 もうだい ぶ 沖に 出ました で ございませう。 眞 鶴の 鼻 を 週って 行く にや 追 ひ 風 だで。 
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庵主 今ごろ は その 亡骸 も 暗い 波に 搖ら れてゐ るで あらう。 (爪立ちながら 暗い 沖 を 眺める。 深い 絕 望と 哀愁の 色〕 音 

くて 船の 姿 も 見えぬ。 (緣 の. H に 走り 上り 柱に 鎚り 爪立ちして 沖 を 眺める〕 

濱の 老人 生憎 雨で も 降る のか、 墨の やうな 暗い 雲が あの やうに 三 崎の 鼻から 流れて 來 ましたので。 

庵主 沖に は 何も 見えぬ。 (じれった さう に 緣の上 を 走る) 喑 いのう！ 

爪立ちして 柱に 凭りながら 沖 を 跳め る。 兩 手で 鼓 を 掩ふ。 

濱の 老人、 女 等 不審 さう に 泣いて ゐる 庵主 を 見 まもる- ノ 女た ちのうち に は 袂で淚 を 拭く もの も ある。 

蟲 の聲。 波の音" 遠い 患の 近づく 音。 炬火 消 ゆ。 

靜 かに 幕。 


丈 

草 

庵 

の 

秋 
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時 

芭蕉の 死後 三年 目の 秋の 日 

場 所 

近江隧 所ち かき 丈 草庵 

人 物 

丈  草 

路  通 

瞎 所の 町 娘お 京 

同  下男 

丈 草の 弟 

同 若黨 

里の 子供 等 


六疊敷 ほどの 草葺きの 庵。 勝 所 瀕田等 琵琶湖の ほと リが 下手に „ ^える。 lir:^ 及び t 手 廻り 潘 れ緣。 ト. 手に 

閼伽 柳な どが ある。 秋の 草花が 手桶に 入れて ある。 壁 一面に R 古紙な どが 貼リ つけられて ある。 床の間に は 

小 ひさた 佛 像が 置かれて ある。 香が 焚かれて ある。 

下手 裏に 勝手が ぁリ、 桔 櫓の 掉が、 ゎづ かに 下手の 苹 屋根の 上へ 见 える。 勝手にち かく 下手に 柿の 木が 一本 

柿よ 熟れて ゐる。 t 手の 開 伽 棚の 下に 芭蕉が 植 ゑて ある。 家の 周圜は 芒に かこまれて ゐる" 出入 リの人 はみ 
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んな芒 を 分け て.^ 小る こ とになる。 

緣に 近く^ 末な 古 机が ある。 t に は、 法 華！^ と硯 石な どが かれて ある。 緣の 柱に 銷代 笠が 掛けて ある。 

村の 子供た ち が！：^ 人手に 手に m 原から 丸 い 小石 を渾 一んで 來る。 

村の 子 一 和尙 さん 石 を 持って 來 たよ。 

村の 子 二 川の 石 を 拾って 來 たよ。 

村の 子 三 こ V ん とこへ くよ。 

みんな 綠 側へ 小石 を 積み トげ る。 

丈 草 勝手口よ リ 出て 來る。 四 十三 四歲。 病み あがりら しい 色の H3?.n い、 輸廊の 正しい" ®。 

丈 草 あ、 よく 持って 來て くれたな。 ； 一三 日 雨が つ t いたので 訪ねて 來る人 もな く 今日は 生 ほ 何も 上げる ものがない 

よ ：：： いや こ& にあった、 あった。 

床の間の 隅から 雜に 通した を 持って 來て 子供た ちに あた へ る。 

子 佻た ち 和尙 さん ありがたう。 ま； 明日.， J 拾って 來て 上げよう。 

丈 草 あ \ どうぞ。 

子供ら 丘 を ffi け下リ る。 丈 草 小石 を 机の h に 運び 法 華. 經を 開いて 1 字づ 、字 を 書いて は 傍へ 置く。 

幻 住 庵に をら れ たころ 先生 は、 三月ば かりの 間に 子供た ちが 拾うて くれた 小石に、 法 華經を 全部お 寫 しなされ たが 

わし は 怠けてば かり ゐ るので なか /\ はかどらぬ。 

時雨が さっと 降って 來 る- 

初 時雨 だな。 ： . 


あの 夜 も 時雨 ， 降って ゐた。 浪速の 花屋から 先生のお 柩を 運んで 淀の 船に 乘 るまでに すっかり 濡れて しまったが… 

…あれから こっち 一 匮 時雨の 音と いふ ものが あはれ に 聞え てなら ぬ。 

筆を擱 き、 考へ込 んでゐ る。 お 京 下男に 風呂敷 包み を 背負 はせ て 上手より 登場〕 十六 歳く らゐの 可憐な 娘。 

雨に 滞れて ゐ る。 

お 京 和尙 さま。 

丈 草 あ、 これ はお 京さん です か。 すっかり 雨に お濡れで したな あ。 

お 京 ついそ この 下のと ころ で薛か に 雨が 降つ て來 たもので すか ら。 

丈 草 さあ、 こちらへ 來て お拭きなさい。 

お 京 和尙 さま、 も- 「時雨が 訪れる ころに なりました ので、 御 病身な 和尙 さま は 一し ほお 寒さ を K 感じなさい ますで 

ございませ うと 存じまして。 

風呂敷 包み を 解き 中から 花やかな 扱い 卷を 出して ひろげて 见 せる。 

丈 草 いや わたくしの やうな 世捨 八に その やうな 結構な 物 はとても もったいない。 

お 京 でもお つ 母さんが 早く 挤 へて 和尙 さまに 持って行つ て 上げな くち やと 仰っしゃ つたので ございます。 

丈 さう でも ございませ うが、 亡くなられた 先生 さへ 一生 一 蓑 一 笠の 境界 をお 忍びな され ましたに、 わたくしの や 

，つな 者が 左樣に 結構な 物 を 身に つける の はもった いない ことで ございます。 

下男 でも ございませ うが 奥 さま やお 孃 さまが 和^さ まに お着せ まう したいと 仰っしゃって 大急ぎでお 錢 ひなされ た 

ので ございます。 

お 京 昨夜 も遲 くまでお つ e さんと 二人で 縫 ひました。 裏の 畑の 桐の 葉が 落ちます たんびに 和尙 さまが お 寒いで せう 
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とそれば かり 案じながら …… 。 

丈 草 ど- 「もお 京さん にさう いはれ ると 困って しま ひますな あ。 

下男 どうぞお 壤 さまが あ. >- 仰っしゃ るので ございま すから。 

お 京 い k でせ- 「和尙 さま。 

丈 草 では あまり 結構す ぎます が、 ともかくも 頂-戴いた しませう。 

叮 i- にいた いて 床の間へ 飾らう とする。 

お 京 いけません そんな こと をな すって は。 

丈 草 でも あんまり！ Jli 構な もので ございま すから とても わたくしどもの やうな もの -1 身に 着けます こと だけ は… 

お 京 ；：' や、 よ ござんす。 

床の間へ 走って 行って、 搔ぃ卷 を 部屋の 眞ん 中へ ひろげる。 

さあ、 和尙 さま。 (無理に 丈 草の 手 を 捤リ、 引き立て、 部屋の 眞ん 中へ 連れて来る) 

さあ この 上に おやすみなさい。 

丈 草 は、 は X は …… 0  -： 躊曙 する) 

お 京 駄目です よ、 和尙 さま。 さあ この 上に。 

丈 草 ぉ鏺 さまに はどう も 勝てない な あ。 (仕方なし に 接い 卷の 上に 几帳面に 坐る〕 

お 京 まあ そんな ことで は 駄目。 もっと 腹 這 ひに な るんで すよ。 

丈 草 かう です か は、 は、 は …… 。 (頭 を かきながら 搔ぃ卷 の 上に 腹 這 ひになる) 

お 京 それでよ ござんす。 でも わたしたちが 歸れ ばす ぐ和尙 さま はまた それ を 床の間に おかざり にな るんで せう- 


丈 草 そんな ことはありません。 

お 京 いきえ 屹度 さう です。 

丈 草 い.^ え 着ます よ。 

お 京 ほんた うにお 召しになる のなら、 それなら、 その 證據 にわたしが 町へ 下りて 行って 歸 つて 來 ますまで、 その ま 

ま に その 夜具 を jfw て そ こに i お」 ゐ てくだ さ い。 

丈 草 それ まど c もは乂 よ、 ま  0 

お 京 そんな こと はいけ ません。 (無理に S い 卷を羞 せる) 

丈 草 どうもお 讓 さまに は 勝てない な あは X は、 は ：：： 。 (丈 草 搔ぃ卷 を 着た ま、 部； e の iK ん 中へ 接る) 

お 京 ほ X ほ、 ほ  ではよ ござんす か。 和尙 さま その ま、 寢てゐ らっしゃい。 

下男 和尙 さま もお 鏔 さまに は 型な しで ございますな、 は 乂は、 は  0 

丈 草 よ  よ.， 1 t  0 

お 京 すぐ また 來 ますよ。 

丈 草 傘 をお 持ちなさい、 といっても 一本の 伞 もありません が。 

お 京 いえもう 雨 も 止みました から。 

お 京. 下男 上手へ 退場。 

丈 草 あ、 あ、 お 京さん に はどうしても かな はぬ。 ひどい お 仕置 を 食った もの だ。 この 搔ぃ卷 から 脫け 出よう ものな 

ら、 どこか そこいらの 芒の 蔭に かくれて ゐて、 また 脅かされ やう も 知れぬ。 困った ことにな つた もの ぢゃ は、 は > - 

は …… 。 (寂しく 笑 ふ〕 
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所在な さに 不 51 壁の 貼 紙 を 見る。 聲を 出して 讀む。 

十七. HT 「時雨 降る。 師 のお 伴して 犬 山を發 つ。 御 句、 時雨 ふれ 笠 松へ つく  B なりけ り。」 

うむ、 あの 時 は 若い 船頭が 綜阐千 を くれたが、 先生 は 非常にお よろこび なされて わしに 敗け ぬと いって 召し 上った 

が、 やつば り わしの 方が 二つ 餘計 にいた どいた。 

十八 日 「今日，，？ 時雨な り。 師夜來 より 御 痛み あれ。 重湯 を まゐら す。」 

あの ころから 先生 はもう 餘程 お弱りに なって をら れた。 あの 曰であった。 奥の 旅に 曾 C!{ が 病んで、 途中から 別れ 別 

れ におな りなされ た 時の 心細 さ を しみじみとお 物語りな すった ことがあった。 ゆき ゆきて た ほれ ふす とも 一秋の はら 

::: 幾度 も あの 曾 良の 句 をお 褒めな すった ことがあった。 俳諧の さとり は あす こぢや、 わし も あの 時 だけ は 悟り を 

見出した やうな 氣 がした とい はれた ことがあった。 先^が 御 存命中 は 大黑柱 にで もす がりつ いて ゐる やうで 氣 丈夫 

であった し、 また 俳諧に ついても 先生のお 聲 さへ 聽 いて ゐれば 深い 悟りの 泉が わいて 來る やうで. 何 一 つ 心の 世界 

に 不安な こと もなかつ たが、 先生が三年前の秋ぉ亡くなりなされてからは世の中がまるで{.^1になってしまったゃぅ 

だ" 

ひとしき リ 時雨が 訪れる。 一人の 旅人が 芒の 中に 立つ。 

去來 にしろ、 其 角に しろ、 みんな あの人た ち は 先生に 別れて も 自分 自分 の 道 を ひとりびとりで 切り 拓 いて をる が 

わし は 先生に 別れてから は 句 1 つ 作る こと もで きず、 た V 先生の 悌 ばかり 思 ひ 出して こ. -に 籠って ゐる" あの 曰か 

ら わしと いふ もの は 死んで しまったので あった。 

旅人. t 手よ リ 登場。 

旅人 御免なさい、 丈 草さん" 


丈^  (驚いて〕 あんた は路 通さん ぢ やない か。 (ちょっと 暗い 不安が 泛 かぶ〕 

お. 1? ぶ 

00 路 通です。 面目 次第 もありません が …… 〕 (これ も 一, めみ 上リ らしく ひどく 疲れて ゐる。 ひどく 零落れ た 風 をして 

ゐる) 

丈 草 また 時雨が やって 來 たな。 さあ ど，^ ぞ こちらへ。 

路通 あんな ことにな つて 先生に もた うと 、「御 臨終の 際まで、 お 目に か、 ります こと もで きませんで、 今にな つて 後 

悔した ところで 仕方 は あ りません が、 昔 あれ ほ ど 可愛がつ ていた V きました こと を 思 ひます と 1 層 自分 の 愚 さに 愛 

想が つきて しま ひます。 

丈 草 先生 は あんた のこと はお 亡くなりになる までお 忘れに ならなかった と 見えて、 御 臨終の 際に も あなたの こと を 

よろしく 頼む と 去来へ 仰っしゃつ ておいで e した。 

路通 いや、 わたくし も そのこと は 北國の 方に ゐ まして 聽き ました。 それほど 思って 下す つた 先生 を 裏切る やうな こ 

と をし ました わたくし はもう 泣いても 泣いても おわびの いたし やう も ございません。 (懐から 手拭 を 出して 泣く。 丈 

草 もしん みリ とした 氣 になつ て 引き つけられる〕 

丈 草 さあ 裏へ ま はって 井戸ば たで 足 を ゆすいで 少し ゆっくりなさい。 

路通 ありがたう ございます。 

丈 草 勝手から 七輪 を 持ち出して 緣 端で 火 をお こし， 土瓶 を かける。 路？^ 井戶ば たにま はり 足 を 洗 ふ。 

S あなた は い つ お 目に か つ て も 昔と 少しもお か はりに なりません な。 われく とちが つて 元が 立派な お 武家 だ 

けに その やうな 眞っ黑 な 法衣 を 着けて をら れても •：：• (感心して なが めて ゐる〕 

丈 草 さあ、 どうぞ ゆっくりお くつろぎ なすって。 
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§ それに しても あなた ほどの 學間 ある 方が どう して- J んな と こ， つに 引き籠 つてば かりお いで す。 

丈 草 生來の 無精 表です から。 

§ 惜しいで はありません か。 其 角、 嵐 雪 はもと より、 蕉 門の 誰れ 彼れ と、 だれも かれ も P. 本 中に 名 乘りを 擧げて 

鎬を削 つ て をら れる の に、 ^間の 方で は 先生 さ へ 頭 を 下げて お いでに なった ほどの 丈 草と もい はれ た 方が、 まる 三. 

^ 呜 かず 飛ばず こ の 山の 51 寺み たいな ところに 引き こもって をら れ ると いふの は … … 。 

丈 草 いや、 わたし は あの ころに 先生が をら れ たので ともかく 立って ゐる 事が できた のです。 先 牛； がお 亡くなり にな 

つた その ョ から わたし はもう 何も彼も 失って しまった のです。 今では わたし は 三年 間 一 日 もこの 部屋 ケ 出ず、 た 

過去の 先生の 日 を 思 ひ 出して、 その 思 ひ 出の 中に のみ 生きて ゐ るので す。 わたし は 其 角 や 鼠 雪の やうに 先生と ちが 

つた 道 を 切り開かう なんて そんな 大膽な 考へは 持ちません。 わたし は 一 生か、 つても、 まだ その 折々 に 語られた 先 

生のお 言葉 を喷み 分ける こと はでき ま い と 思 ふので す。 かう や つて じつ とこの 部屋に SB ぢ こもって 先生の ことば か 

り 思 ひ 出して ゐ ますと、 昨 IH より は 今日と 幾ら かづ 、先生のお 言葉が いところ から 響いて 來る やうに 思 はれます。 

路通 そり やさう かも 知れない が、 どうも あんた の 心持ち はわた しに はわから ぬ。 

丈 草 いやさう まう すと 何 かわた しが 大 そう 深いと ころ を考 へて ゐる や， つです が、 あり や， 「は 先生に お別れし てから 

は 魂の 底まで 空に なって しまったので、 門 を 出る のが 億劫に なった とい ふわけ です。 わたしの や- 「な 人間 はどうし 

て も 先生の こと を 忘れる ことができな いのです。 

跻迎 あなたの 性格で はさう いへば さう でせ うが …… 。 

丈 草 あれ だけた くさん あつたお 弟子た ちのうち 一 人 くら ゐぉ燈 明が はりに、 毎日 毎夜 先生の ことば かり 思 ひ 出して 

ゐる や. 「な 者が あっても い、 でせ うは、 は.. -は ：… 。 (寂しく 笑 ふ〕 


§ それ はさう とわたし が 今日 こ 乂 に まゐっ た の は、 あなたに ち よ つ とお 願 ひが あつ て來た の です。 

丈 草  。 

S あなたに 何のお 貯へ もない こと は 知つ てゐ ますが、 あなた は この 附近の 町に はだい ぶお 馴染の 方 も 多い やう だ 

し、 何とか 少し そこのと ころ を …… K 際 非常に 困って をる ものです から …… 實 は江戶 でも 昔の 仲間 を たづね たので 

したが 誰 ひとり 對手 になつ て くれる 者 もありません し …… 。 

丈 草 わたしに は 一文の 貯へ もありません が、 いったい 何に なさる のです。 

路通 わたし も 一 つ 集 を 出したい と 思って ゐる ものです から。 

丈 草 依 1-と 仰っしゃ ると。 

路通 この 五六 年の 間に 五六 百 句 も出來 ましたので、 それ を 纏めて S きたいと 思 ひまして。 

丈 草 どこの 本 尾からで す。 江戸です か、 京の 方です か。 

§  (少しへ ども どす る) その 本 とい ふの は江戶 でも 何 51 でもい & のです が。 

丈 草 何とい ふ 本の名に なさい ました。 わたしに も ぜひ 拜 見さして ください。 

§ 出來 ましたら 直ぐお 屈け します。 

丈 草 いや、 今 そこに 稿本 をお 持ちに なって ゐ るの ぢ やない のです か。 

§ い X え、 大事な 本です し、 旅ば かり 歩いて ゐて 失く すと 困ります から 預けて あるので す。 (ますます 落ち着きな 

く、 そしてき よろ.. （\ とそ こいら を见ま はす〕 

丈 草 ぢゃ， 出來 ましたら ぜひ 一 册 いた V きたう ございます。 しかし その 金策の 方 はわた しの やうな 者の 手で はとて 

も  0 
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路 通 駄 0 でせ うかな。 (なほき よろ と 見 ま はす) ぢゃ、 お 暇 をし ませう。 今日のう ちに 京まで まゐ りたい と 思 ひ 

ます の で。 

丈 草 でも 折角 久々 でお nn にか、 つたので す もの、 何もありません が雜 炊な りと。 

路通 すみませんな。 ぢゃ 御馳走に なって 行き ませ ，つ。 

丈 草 さ，^'なさぃ。 今す ぐ 持へ ますから。 (七輪の 火を視 きふた、 び 火 をお こす) 

S  (しばらく 部屋の 中 を 見 ま はして ゐ たが 壁の 反古 張 リに眼 をつ ける) 丈 草さん ：•：• こり や 何です か" 

丈 草 あ、、 その 反古 紙です か。 

路通 (It を 立て、、 讀む) 「十月 二十日 晴 伊賀 路 にか. -る。 肺 は 一昨日 來 いたく 御 歩行 御難 儀の やうに 拜 すれ ど、 

御鄉里 近つ きしゅ ゑに やい つもよりも 御 S うる はしく …… 」 ふうむ、 これ は 丈 草さん が 伊賀へ お 伴な された 道中の 

日記です な あ。 

丈 草 はい、 さう でございます。 

路通 何 …… 「丈 草 今日は 草鞋に 足 を 喰 はれたり」 これ は 何です か 先生のお 手です な あ。 

丈 草 さう です。 

路通 う、 む 「故郷の 入々 たづね 来る ごとに 老いぬ、 われ もまた …… 」 ふうむ こ& いらは 全部 先生のお 手です な。 

丈 草 さう です。 

路通 (また，^-:1 の中にて讀む)ぅゝむ、 こいつ はたい した もの だ。 壁紙に 貼りつ けて しま ふの は 惜し いぢ や ありま 

せんか。 

丈 草 さう やって 部： i 中に 沾り つけて 置 一り ば、 ちょっと 草臥れた 時 や、 また 秋の 夜長に 眼が 冴えて 眠れぬ 時な ど 徒然 


のま、 に それ を讀 みます と、 そこに 先生が まだお いでになる やうです し …… 御 一緒に 鈴 鹿 を 越えたり、 木曾川 を 下 

つ たりして ゐる やうに 思 はれる ものです から。 

路通 それにしても あんまり もったいな いぢゃありません か、 これほど たくさん 先生の 物が あります のに。 この 手紙 

一 枚 剥がして つても たいした ものです よ。 

丈 草 賢って しまへば なくなります からな あ。 

路通 そり や あさう です が。 

丈 草 (土瓶 を か 、へ 勝手の 方へ 退場。 間もなく 桔植が 動く) 

路通 (所在な さに 部屋の 中 を 歩く。 床の 佛像ゃ 窓の 外 を ながめる〕 あ、 雨 も 止んだ な。 時雨と はい ひながら よく 降つ 

て は 止み、 降って は 止み 一 向き まらない 天氣 だな あ。 丈 草さん。 

丈 草 はい …… 。 (聲 のみ 閗 える) 

路通 だいぶ 柿が なって ゐるぢ やありません か。 うま さう ですな あ。 

丈 草 この 柿 はな かくお いしいで すよ。 

路通 うまいで せうな あ。 (勝手口の 方 を^く) おや、 丈 草さん …… 何處に 行きな すった かな あ。 (部屋の 中 を 步く。 

壁の 反古 紙に 眼を惹 きつけられる) 

再び 部屋の 中 を 歩き ま はる。 窓の 外 を 眺めたり する。 

丈 草さん は どこに 行った のか 知ら？ 

は >- あ、 あんなと ころまで 行って 芋 を 掘って るな。 いつ 逢っても 親切な 人 だ …； 0 

さらに 壁の 反古 紙に 惹き つけられる。 


秋の 庵 草丈 


207 


丈荩 さん …… 。 

路通 勝手に 行き、 手 柚に 水 を 入れて 持って 來る。 手拭に 水 を 浸し 静かに 壁 をた、 いて 反古 紙を剝 がす。 

丈 草さん …… 。 (勝手口より 戶 外を觀 く。 ふた、 び 壁の 反古 紙 を 刹が す) 

丈 草 (聲 力みが 裏手から 聞え る〕 路 通さん， 雨が 止んだ。 

ssp^ はいはい …… 。 (驚いて 反古 紙を懷 紙の 中に 挿み て 懐に 入れ、 手桶 を緣 側へ 運び 大 いそぎに て 顔 を 洗 ふ) 雨が 止 

みました な あ。 

丈 草 出て ごらんなさい。 比 敷から 比 良の あたりが い \ 眺めです よ。 

路通 さ， つです か。 

丈 草 それ はい、 眺めです。 あっち は 今ち やう ど 時雨が か、 つて ゐる ところで せう。 

路通 なるほどい、 景色です な あ。 

丈 草 (採し 物 をしながら 部屋へ はいって 來る。 手に は 芋の 葉 を 持って ゐ る) あ \ こ、 にあった か、 さっきから 芋 を 洗 

ひたいと 思って 探して ゐ たんだが。 

路通 丈 草さん、 わたし 急に 忘れて ゐ たこと があった の を 思 ひ 出した のです が、 どうしても 日暮れまでに は 京まで ゆ 

く 約束だった のです。 これから 走って 行っても 間に合 はない や，^ です が、 ともかく 走って 見 ませう。 

丈 草 でも。 せっかく 支度 をして ゐ ますに。 

路通 いえ、 もういた きました も 同然です。 大變な こと を わたしす つかり 忘れて ゐ たのです から。 

丈 草 さう です か、 ぢゃ 握り飯で も掎 へませ う。 しかし このごろ、 からだが 惡 いので 雜炊 ばかり 喰べ てゐ ますので。 

路通 いえ 何もい り ませぬ。 ぢゃ、 これで 失禮 します。 (下手へ 退場) 
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丈 草 何時 逢っても 昔から 狐 を 馬に 乘せ たや- 「な ことば かりい ふ 人で あつたが …… 。 (しばらく 呆然と して 立ちつ く 

して ゐる。 部屋の 中へ 入り そこいら を S ま はす。 壁が 孺れ てゐ るのに お 付く) 

おや ッ、 變 だぞ。 

あ \ あの 反古 ッ ー さっき か 反古、 反古と いって ゐ たが、 先生のお 手紙 を剝 がして 逃げた の だな あ。 (憤 K0 あ 

の 男 は 先生が ぉゐ での ころも 先生の 偽筆 を： へて あんな ことにな つたのに、 まだ 懲り もせずに 同じ 罪 を 犯して ゐる 

と 見える。 (綠 側に 立って じっと 戶外を 眺めて ゐる 〕 また 時雨 だな。 (ひとしきり 雨が 通り過ぎる〕 

しかしな あ、 あの 男 も 乞丐の ま k でゐ たら、 偽筆な ど をして 一生 あの やうに 苦しむ こと もなかった であらう に。 日 

本 中 どこ へ 行っても 容 れられ ると ころもな いやうな あはれ な 境涯に 立つ こと もなかった であらう に  。 (壁の 反 

古紙 を 見る) あれで も 心で はすまぬ と 思って ゐ るので あらう。 十月 十日の 先生のお 手紙た^ 一枚 だけ を剝 いで 持つ 

て 行った。 割合に 愁 のない 男 だ- (雨 ひどく 叩きつ ける〕 あ、、 あの 男 は 傘 を 持た なんだ が、 あのから だで は 困る だ 

らう。 あんな 風に して 飯 一 つ， ほ-ベ させないで 別れて しまった ことが 何だか 氣 になって 仕方がない。 (あたり をき よ 

ろく  1^ し〕 何かない かな。 先生 は 御 臨終の 際まで あの 男の こと を、 あれほど われく にお 賴み になった に、 わし 

はた V 一  枚の 反古の ことで あの 男 を 恨まう として ゐた" 

食 ふに も 困って ゐ るに ちが ひない。 こんな 時 何 か 金目の 物で も あれば …… 。 (美しい 搔ぃ卷 に 眼 をつ ける) しかし 今 

お 京さん にいた^い たばかりの 物 を …… せっかく やっても また 酒代に でもつ か はれ るんだ つたら …… いや、 わしの 

考 へに は 暴り がか、 つて ゐるゃ 5 だ。 もし 先生 だったら …… うむ、 さう だ" (急に 美しい 搔ぃ卷 を 風呂敷に 包んで、 

いたにい てから， 背 ふ。 綠の 柱に か、 つて &る網 代 笠 を かむ り 杖を捤 つて rS の 中を路 通の 後 を 迫 ひ 下手へ 小 急 

ぎ に 退場) 
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間。 こ ほろ ぎが 鳴く" お 京 下男 を 俘れ 上手より 登場。 下男 は 風呂敷 包み を 抱へ てゐ る。 

お 京 おや、 和尙 さま は？ 

下男 どこに もお 見えに なり ませぬ が。 

お 京 もす こし そこいら をよ くさが してお くれ。 

下男 どこに おいでになりました かな あ。 

お 京 * 和尙 さま …… 。 (泣き出し さうな 聲 にて〕 和尙 さま …… ど. つなす つたんだ らう。 

下男 この 庵へ おはいりに なつてから 足 かけ 三年になります が、 たどの 一度 だって 庵 を 御 出に なった とい ふこと は あ 

りません がな あ。 

お 京 おや、 あの 搔ぃ卷 がない。 わたしが さっき あんまり 和^さ ま を 困らせた ので、 搔ぃ卷 を どこかへ 棄 て、、 庵 を 

出て おしま ひに なった のぢ やない か 知ら。 そしたら も s 一 一度と あの やさしい 和尙 さまに お 逢 ひまう す こと もで きな 

い。 爺 やどう したら い、 だら う。 

下男 まことに 困った ことにな りました な あ。 

お 京 和尙 さま はもう 二度と こ >- へ はお 歸 りに はならない のか 知ら？ 

下男 さあ ：•：• これまで 一度 も 山 をお 下りな すった ことのな いお 方が、 こ、 へお いでに ならぬ からに は …… 。 

お 京 もし さう だったら わたし ど-つし たらい、 だら う。 (いかにも 無 邪氣な 娘ら しく そっと 淚を拭 C 

下男 まあし かし、 もす こし 待って ゐ ませう。 どうも 不思議 だ。 それにお からだ も あの やうに ぉ惡 いのです からな あ 0 

お 京 だから わたしい よく さう だと 思 ふ。 わたしが 惡 かった のです。 

下男 おや ッ、 人聲 がします よ。 
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お 京 ぇッ、 人 K ッ！ あ \ ほんた 5 に。 

下男 あ X、 あすこから 和尙 さま だ。 和尙 さま だ。 

お 京 ほんた うに 雨に 濡れて、 笠 もお 持ちに ならないで。 

下男 後ろから 若い お 侍が、 それから 御 家来で せう。 

下手の 芒の 間から 丈 草と 若侍と 若黨 登場。 侍と 若黨は 旅の 装 ひ。 正面へ 来る。 お 京と 下男 は 上手へ 遠慮す る。 

侍 で. S 兄さん はどうで も  0 

丈 草 ありがたい、 わざく わし.^ 迎 へに 来て くれたお 前の やさしい 心 を 思 ふと わし は淚が 出る。 だが それだけに 1 

層、 犬 山へ は歸れ ぬ。 どうか わし を このま &こ& へ 放って置いて くれ。 

侍 でも、 昨年お 逢 ひいた しました 時から 見ます と 見ち がへ ます ほどお やつれに なりました。 弟と して わたくしが ど 

うして このま >- 見捨て、 か へられ ませう。 

丈 草 新 之 助、 それ は無瑰 だ- わしに はわし の考 へがあって 家 を 捨て身 を 捨て、 この 樣な 境涯に ゐ るの だから、 今に 

なって そんな 事 をい つて わしの 心を亂 して くれるな。 

侍 兄さん は 兄さんのお 考 へがあって 家 を 捨てた と 仰っしゃ いますが、 あなた は 腹ち が ひの わたしに 義理 を 立て. -、 

そのため わざと その 指 をお 切りな すった のです。 

丈 草 お前 そんな 馬鹿な 事 をい ふ もの ぢ やない。 もし そんな 事が 國の 殿樣 のお 耳に でも はいったら どうす る。 

おお. 下男 驚く。 

侍 何と 仰 つし やつ て も 兄さん はわた しに 家督 をゅづ りた い ために 家出 をな す つたの です。 

丈 草 馬鹿な こと をい ふ もので はない。 わし は實際 誤って 指 を 切った ので， 刀が 握れ なくなつ たの だ" そのために 殿 
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さまから もお 暇が いた it けたの だ。 

侍 いづれ にしても わたくし は 弟と して、 こんなにまで お弱りに なって おいでの 兄さん を 捨て、 國に歸 る こと はでき 

ませぬ。 この 山の 下に 駕籠 を 待たせて ございます。 さあ、 わたくしの 一生のお 願 ひで ございま すから、 どうぞ、 犬 

山へ ぉ歸り 下さい。 

お 京 ひどく 不安な 顔 をして 下男に さ、 やく。 

丈 草 新 之 助、 お前の 親切 はありが たい。 しかしお 前が わし を 犬 山に 連れて 歸 らうと する の は、 實 はわし の 一生 を 無 

駄 にして しま ふこと になる の だ。 犬 山に 歸 つてお 前た ちの 親切な 介抱 を 受けたら、 わし も その 方が どれほど 安樂 か 

知れぬ。 しかし 今にな つて 犬 山に 歸 るく らゐ ならわし は 最初から 好き このんで この やうな 乞丐の 生活 を 選び はしな 

かった。 お前 は 子供の ころから 人並す ぐれて 賢い 子であった。 だから わしの この やうな 乞 i ノ 生活の 心持ち はわ かる 

害 だ。 

侍 はい、 兄さんのお 心持ち はよ くわ かります。 

お 京 や、 救 はれた とい ふやうな 表情 をす る。 

丈 草 そこ だ U わかるなら、 どうぞ わし を このま & にして 置いて くれ。 わし はま だ これ くら ゐ の 苦しみ やうで は、 わ 

しが 志して ゐ る世舁 の 扉 口まで も 歩いて はゐ ない。 無論 このから だで はわし の 命 もさ， 「長く は あるまい。 わし は 1 

生 何事 も 成し遂げえないで 死ぬ であらう。 しかし 死ぬ まで も 一 圆に！ つの 道 をた どり 得た とい ふこと を考 へた だけ 

でも、 わし は 喜んで 死ぬ るつ もり だ" どうぞ、 こ& まで 歩いて 來た わしの 道 を 迷 はせ て くれるな。 早く 犬 山へ 歸っ 

て くれ。 わし は 死んだ もの だと 思って あきらめて くれ" それが わしへの お前の この 上 もない 親切なん だ。 

侍 わかりました。 わたくし は 何ももう 申し上げ ませぬ。 (お を 拭 ふ〕 ではお 暇いた します。 どうぞ 御機嫌よう" 


お 京 淚を拭 ふ。 

丈 草 ありがたう。 あんた も 達者で。 五助お 前 も 御苦勞 だった のう。 

若黨 ありがたう ございます。 では《^那さまもどぅぞ御無事で  。 

侍 兄さん。 ではお 別れいた します。 

丈 草 わし はお 前に 對し てほん たう に 冷 酷な 兄 だ つ たな あ！ 

侍 兄さん 飛んでも ない ことです。 兄さん は ど  0 

丈 草 勘忍して くれ。 さあ 早くお 立ち。 

侍 はい。 では 御免下さい。 

丈 草  ， 

^, 若黨 下手へ 返 場。 

丈 もう 行って しまった か！ 

お 京 ほんた うにお 可哀 さう でした ね …… でも わたし 和尙 さまが 尾 張へ 歸 つてお しま ひに なったら ほんた うに 寂しく 

なって しま ひます から、 案じて をり ましたが、 ぉ歸 りに ならない ので 嬉しう ございます。 (淚を 拭く) 

丈 草 (不 S1 お 京と 下男に 氣 付いて) 死ぬ まで もこの 山 は 出 ませぬ よは、 は \ は …… 。 ( しく 笑 ふ) 

お 京 それが よろしう ございます。 和尙 さま あのお 粥 を こしら へて まゐ りました から どうぞ …… 。 (風呂敷 包みから 

土鍋 を 出して 七輪に かける" 柴 をく ベる) 

丈 草 ありがたう ございます。 (敏 ぃ卷 のない ことに 氣 付いて) お  >-、 お 京さん にお 詫び をし なければ ならぬ ことが ご 
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ざいます。 

お 京 何です、 和ぬ？ ま 0 

S.  © はさつ き 昔の 友達が まゐ りました が、 ひどく 困って ゐる やうで ございました。 他に やる もの もな く、 つい あ 

の 結構な お 夜具 を 持た せて やりました。 何とも 相す みません。 

お 京 和尙 さま、 あんな もの また 二 枚で も 三枚で も 持へ てま ゐ ります" 和尙 さまさへ いつまで もこの 山に ゐて 下さる 

ん でしたら、 ねえ 爺 や。 

下男 さう でございます とも、 歸 つて 話しましたら 奥 さま も さぞ 御 安心なさい ますで ございませう。 

$ もう 二度と あの やうな 御 心配 をな すって 下さらぬ やうに。 でない とわたく し は Ar 度 はいよ いよこの 山，." 捨て 乂 

もっと 傑い 深い 山へ はいらねば なり ませぬ から、 は、 は、 は …… 。 

お 京 もっと 深い 深いお 山に です つて？ (いかにも 小娘ら しい 可憐な 驚きと 不安の 表情) 

丈 草 それ は 冗談です が、 わたくし はなる たけお かま ひ 下さいません 方が うれしい のです ノ 

お 京 だってね え 爺 や。 

下男 さう でございます とも。 

丈 草 では、 もうお かま ひなく 日が 暮れ ませぬ うちにお かへ り 下さい。 

お 京 では 和尙 さま また 明 n まゐ ります。 

丈 草 ありがたう ございました。 

下男 御免下さい。 

丈 草 さよなら。 
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七輸の 前にし やがん で.^ を つめて ゐる。 次第に 日が 暮れて 來る。 蹇 所に 入 リぉ燈 明 をつ けて 來リ、 緣 側に 

立つ 0 こ ほろ ぎが 鳴く。 

いかにも 深い 秋に なった。 

ひとしきり 時雨が 訪れる。 時雨の 音に 耳を澄ませる。 

また 時雨 か！ 

路通 もこの 時雨に 濡れて ゐる であら-つ。 

弟 もこの 時雨に 濡れて 行く であらう …… 新 之 助 …； わし は …… 0 

緣 側に 立ち 燭を 持った ま 、愁然と して 暗い 雨の 中 を 見入る。 


S 鄕吉之 助 (Hi 幕) 
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第 


慕 


時 

文 久ニ年 二月 十五 日の 午後 

場 所 

薩南大 島 龍鄉村 海-岸 丘の 上 

： 物 

與 人 

與 入 


菊 池 源 吾 (西鄕 隆盛) 三十 六 歳 

島の 與人 劉 佐 民の 娘 アイ ガナ 十九 歳 

島の 與人 劉 佐 民 

同  妻 

島の 大男 川口 三 五郎 

薩 藩の 使者 伊集院 五郎 

同  柴山 武左衞 門 

同  從 撲 數 

鏖の 役人 數  名 

島の 住持 白 夢 和お 


助 之 吉鄉西 
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島の 子供 等 

茅 tcs きの 小 尾、 や 、 t^^^に片寄リてぁり。 八. の 座敷、 正面 下手と も 濡れ. i をめ ぐらす。 正面 一間の 床の^: 

に は 粗末なる 懸軸。 小 ひさき 位牌 一 つ。 iS 统、 刀架に 懸けた る 大刀 等。 左手の 濡れ 緣には 網. 釣 具、 魚 籠. 

蓑な どが 懸けて ある。 正面 敷に 降りて ヒ 手に 茶の間 及び 勝手な ど ある 意。 痤 敷と 茶の間との 境に は 板戶ぁ 

り、 床の間と 板戶の 問に は 一 尺の 押入、 板戸に は 羅紗の マ ント が無雜 作に 引つ 懸けて ある。 すべて 流人の 閑. 

居に ふさ はしく 簡素なる 體。 

上手 及び 下手 一 而に 高き 格の 木立〕 の 幹の C きと 花の 杠 きが 殊に 美しき 對 Si をな して 見える。 地上 一面に 

捲が 落ち 重なって ゐる。 上手に 笆蕉、 棕櫚、 竹な ど亞 執： 帶地 らしき 植物が まリ 居る。 雲雀及び|15^のー苺のどか. 

に M ゆ" 格の 木立の 後 は切リ 岸に なりて、 直ぐ 下は濱 になって ゐる。 下手、 捲の 木立の 下から 海岸に 通ず る. 

徑 ぁリ。 格の 木立の 間から、 遠き 島な ど 見 ゆ。 靜 かな 浪の 音" 

七 八 の 島め 女の子 二人、 椿の 下にて、 無言の ま、 溶ち たる 棒の 花 を 拾って は 糸に 刺して ゐる。 すでに 二； < 

ばかりの 長さに 花を剌 して ゐる〕 培の 花 二つ 三つば たと 落つ。 

！ $5 啼く。 

島の 男の子 等 六 七 人 下手 格の 木立の 下よ リ騷 ぎな が ら 登場。 二人の 女の子 を 見つける。 

男の子 一 や あ、 あまつち よらが あんな ことして る ぞう。 

男の子 二、 三， 四 や あい、 や あい …； 。 

みんなに て 離し 立て、 落ちた る を 投げ かける" 女の子 二人， ヒ手 椿の 中に 隱れ る。  二 


戲ー 

集 
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男の子 五 さあ、 こ、 でい つもの やうに 相撲 を 取らう。 先生 さまい つもの やうに 來て 相撲の 手を敎 へて くださる とい 

いがのう。 

男の子 六 先生 さまさつ き、 お 寺の 方へ 行かつ したの を、 おら、 濱で： a た。 今に 歸 つて 來 なさろ だら うよ。 

男の子 一 それまで おらた ち こ >t で 相撲 联 つてみ ようよ。 

男の子 等 さう だく。 

椿の 下にて 子供 等 相撲 を 取る 川口 一一； 五郎、 犬 を 連れ、 火 雜銃を 持ち、 狩 支度に て 登場。 子供 等の 相撲 を 見 

る 0 

男の子 二 や あ、 三 五郎 だ • 

三 五郎 何が 三五郞 だい。 なまいきな、 小童の くせに。 

男の子 三 威張るな い。 咸 張るな い。 そんな 大きな 態 をして ゐて も、 こな ひだ は 先生 さまに 芋の 子の やうに、 づん で. 

ん ころりと 投げられた ではない か。 

他の 男の子 等 さう だく。 や あい 大男の 三五郞 三 五郎の 芋の 子 や あい。 

一一 一五郎 ハツ ハツ- -ッ、 惡ぃ 奴ら ぢゃ。 おれが 敗け た 敗け た。 勘辩 して くれ。 

男の子 等 そんなら ゆるす。 威張るな い。 わ あいく。 

1: 一 五郎 いまく し い 餓鬼ら ぢ やな あ ハツ ハツ ハツ。 

アイが ナ (板戸 を 明けて 濡れ 緣に 走り出て 來 る。 色 n き 美しき 女。 產 後の 面 やつれして 見 ゆ〕 これ/ \ みんない、 于 

ぢゃ、 家の 坊やが いま ねんね したば かり ぢ やで、 ちっとの 間靜 かにして あっちに ゐて 遊んで ください。 先生が 戻 0^ 

ておいで なされたら、 また 何ぞょ いおみ やげ が ありませ -r よ。 
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男の子 五 先生 さまが ぉ歸 りに なったら わした ち と 相撲 取 つてく.；，： さる かな あ。 

アイが ナ あ、 1^ つてく だ ると もホ、 ホ、 ホ、  。 

男の子 等 ぢゃ あ. あっちに 行って 遊んで 來 よう。 

子供 等 下手 棒の 下に 退 場〕 

三五郞 あ 奥 さま、 よいお 天氣 でございます。 ずっと 引きつ きおから だ もお 宜しい さう で 結構で ございます。 

先生 さま は 今日はお 留守で ございま すかい？ 

アイ 5b ナ ありがた うご ざいます。 まあ 三 五郎さん とした ことが、 今日は 十五 日、 月 照 上人 さまの 御 命日で は ござい 

ません か。 

I ユ五郞 いや、 なるほど 月 照 上人 さまの 御 命日、 それで はまた ぉ寺詣 りに おいでな された ので ございま すか。 

アイが ナ 雨が 降らう と 風が 吹かう と、 この 島に おいでな されてから、 た どの 一度で も 御 命日に お 寺 詣りを 怠りな さ 

れ たこと はあり ませぬ。 

1 一一 五郞 先生 さま はまこと に 御 殊勝な ことで……。 

アイザ ナ このごろ こそ、 坊も できたり しました ので。 (ちょっと 達 恥の 體〕 あきらめて おいでな さる やうです が、 ひ 

ところ はいつ 自殺 をな さる かも 知れない と 思 ひました。 家の 父さんが 一 度 は 刀 を もぎ 取って やっと、 それで 自 殺 を 

思 ひ 止まりに なりました。 

三五郞 さう だった さう でございますな。 何でも 月の よい 晚 だった と 申す ぢ やありません か。 

アイザ ナ お 月 の晚で ございました。 こ、 の緣 端で あそこの 海 を ごらんに なって おいで X したが、 だしぬけに 床の 

間の 刀 をお 拔き なされて。 


11 一五郎 おうく。 (不簡 人聲に を 傾け) いや 先 牛； さまのお & をいた して ゐ ましたら. どうやら あの 濱を步 いてお い 

での は 先生 さまら しう ございます 和尙 さまと 濱で話 をして おいでな さる や うぢ や。 

アイが ナ あ、 たしかに さう でございます。 

三 五郎 いや、 資 はな 奥 さま。 あの 岬-の 綜 g 林の 橫で ございま すよ。 二三 日 兎が 大分 寄って 来て、 畑 を 荒して ゐ ます 

ので、 先生 さま をお 誘 ひしょうと 思 ひました が、 今日は 御 命日で は、 飛んだ 惡ぃ IH に 伺 ひました。 まあ 先生 さまに 

叱られ ませぬ うちに ハツ ハツ ハ ッ ••：： どうぞ K しく 仰っしゃって 下さい。 (三 五郎 ヒ 手へ 退場〕 

アイが ナ (柱に 凭りて 下手 を 眺める) どうな された のか。 濱の ところで、 立ち どまって 和尙 さまと 何 かまた お 話な さ 

れてゐ る や うぢ や。 このごろ は 日； 那 さま は、 また どうか 十る とわし は尙 1 度 だけけ 國 に歸ら ねばならぬ かも 知れぬ 

とば かり 仰っしゃ るが、 もし 旦那 さまと お別れし なければ ならぬ のなら わたし やどう したら {且 からう。 一日で もお 

別れす る こと はわた しに はでき ぬに。 それ かと 言 ふて、 せっかく あれほどの 御 器量人 を 見す くわた し 一人の 女の 

ために、 この 島に 埋めて しま ふの もお 氣の毒 だし …… 一 暦 わたしが 死んで しま ふか (权戶 の 方 を振リ かへ る) ：：•• 

それ もなら ぬし。 どうか 十 年で も 二十 年で も 御 赦免の 使な どが 来ません やうに (掌 を 合せて 拜む。 板戸の 彼方に て 

子供の 泣き 聲" アイが ナ 急ぎ 板戸の 中に 退場〕 

舞臺 しばらく ゆ.； 虚。 しきりに^の 蘀〕 

西鄕 隆盛 下手よ リ腕を 組み、 俯向き 勝に て 登場" 袴 を 着け 小刀 を帶 し、 藁 草履。 E 眼 E 艇の 偉丈夫" 

隆盛 (棒の 下に 立ち どま リ、 落ちた る 捲 を 見る〕 昨-おの 嵐で よう 椿が 落ちた。 0^ の 驛を聽 く) あ、 すっかり 春に な 

つた。 長 W な もの ぢゃ。 (潘 れ綠に 近寄る〕 いかにも 泰， ちゃ、 あれが 薩摩 3 山で も あらう か。 あれが 大 隅の 見 當 でも 

あらう か。 山 も 海 もす つかり 霞んで しまうた。 
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アイが ナ (茶 を 運んで 登場〕 ぉ歸 りなさい まし。 

降 盛 小僧た ち は 眠って ゐ るかのう、 おあい ー 

アイが ナ よ， つ 二人とも 眠って ばかり を. sr ます 0 

さう か。 (いかにも うれし さうな 表情) さ-つ 寢て もい、 もの かのう = どれ 一つ …… 。 (板戸の 方へ はいる〕 

アイが ナ 01  ー那 さまさう 顏をぉ いぢり になって はいけ ませぬ、 跟を さまし ますから。 まだお 抱きに なって はいけ ませ 

ん …… ひ 

S ぁ& まだ 抱いて はいけ ぬか。 

アイが ナ はい。 

巧 4 お つ 母さんが さう 言 つ た の う、 坊や のお 臍が 落ちる まで は まだ 抱 いて はいけ ない つて ハツ ハツ ハツ …… 0 

アイが ナ はい 0  ( か ろき 恥〕 

00 まだ 臍が 落ちぬ か ハツ ハツ ハツ。 坊主の 方 もよ く寢て をるな あ" わるさば かりし よるが。 坊主の 眠った 顔 はい. 

としい のう ハツ ハツ ハツ  0 

アイが ナ さう、 そこでお 笑 ひなさい ますと 坊が限 を さまします。 

隆盛 まあ さう 言 ふな。 (权戶 の 中よ リ 出て 來る) あんまり 可愛い もの だからのう ハ ッ ハツ ハ ッ …… お前 はもう 起きて 

よいの か。 何でも 二十 一 曰 はい やで も 寢てゐ なければ ならぬ とい ふぢ やない か。 (緣端 へ^る〕 

アイが ナ それ は 城下 あたりの 身分 ある 人々 のお 娘た ちの ことで ございませう。 わたく しらの やうな 島の 女た ちに は 

その やうな こと は  。 

S また 島の 女 • 島の 女と いふ。 


アイが ナ でも、 島の 女 なれば こそ、 お 城下 や、 都の 美しい 女た ちに 見 か へられて しま ふので ございます。 

隆盛 何 をい ふ、 ばかな。 また その やうな こと を 0 

アイザ ナ でも、 曰ー那 さまに はお 城下に も 立派な 奥樣 がきつ とお 待ちで ございませ 5 し、 都で は 都で …… 0 

S わし はまった くま だ 獨 身 ぢゃ。 鹿兒 島に も、 都に も 妻 も 何もない。 わし も男ぢ や。 そり や、 都で は 女 を 呼んだ 

こと も ある。 しかし わしに は 女に 魂 を 靡 はる k やうな 暇はなかった。 二十 二で 殿樣 のお 側に 召し使 はる X やうに な 

つてから、 今日まで わしの 頭に はいつ もた e 恐れ多い こと だが、 主上と、 殿様と 日本と いふ ものば かりが あった。 

都で 遊んだ 女な どと いふ もの は、 ほんの その 日 その 場 かぎりの 戲れ であった。 その 無風 流な わしが この 島に 流され 

て、 三十 三で この 胸が 痛む ほど、 心の底から 初めて 女に 惚れる とい ふこと を 知った の ぢゃハ ッ ハッハ ッ …… 。 

アイが ナ まあ 且那 さま は  。 

S いやまつ たく ぢゃ。 嘘 は 言 はぬ。 大 島に 流さる、 までの わしに とって は 天下、 國 家が わしの 戀 入であった。 わ 

しはいつ でも 何事に 對 しても 生命 を瞎 けて か X ら ねば 氣 がすまぬ 性ぢ や。 匹夫の勇と そしらる X かも 知れぬ が、 昔 

から 薩摩 武士に は 一人の 少年の ために 命 を 投げた 男 もあった。 そこが 薩摩华 人の 隼 人た ると ころ かも 知れぬ。 わし 

の體 中に も 同じ 血が 燃えて ゐるゃ うぢ や。 薩摩举 人に は 名 も 入らぬ、 金 も 入らぬ、 命 も 入らぬ、 この 島に 流されて 

から、 初めて 天下 國家 にも まさる もの を 見出した。 お前の その美し い 心ぢゃ ハツ ハツ ハ ッ …… 。 

アイが ナ まあ 旦那 さまの  0 

降 盛 いや、 まったく だ。 わし はお 前が はじめて この 家に 手傳 ひに 來て くれた 日から、 お前が 好きであった。 お前が 

二日 來て くれ、 三日 來て くれる につれ て わし はお 前が 好きで たまらなく なった。 すまない こと だと 思 ふたが わし は 

月 照 上 入の 命日に お 寺に 通ふ路 すがら さへ お前の こと を考 へて ゐた。 恥づ かしい こと だが、 わし は あの 濱を 歩きな 
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がらお 前の 名 を あの 濱の 砂の 上に 幾度 書いた か 知れぬ ハ ッ ハツ ハ ッ …… 0 

アイが ナ  0 

隆盛 もしお 前が わしのと ころに 來て くれなかったら、 わし はお 前の 親父 どのと 果し合 ひしても お前 を 奪 ふた かも 知 

れぬ。 

アイ ゲナ まあ …… 0 

隆盛 ハツ ハツ ハ ッ …… 驚かぬ でもい 、、 まあた とへば だ。 わしの その 時の 心持ち を 言って 見れば だ。 

アイが ナ でも 旦那 さま はもう このごろ では、 わたくしの ことなん かど， つで も 宜しい ので ございませう。 また 天下と 

やら 國家 とやら、 それの 方が 大事に なって 來 たので ございませう。 

S どうして その 可愛い、 美しい お前 を 忘れられよう ぞ。 天下、 國家 といへば いかにも 立派 だが、 そこに はな あ、 

い 3 ち  I 

生命の 欲しい 奴、 名 や、 金の 欲しい 奴、 櫂 勢の 欲しい 奴ば かりが ゐる。 一片の 肉 を あさる 野良犬の 群の やうな 男 ど 

もが、 やれ 天下、 やれ 國 家と 大きな 聲で 叫んで ゐる。 尊王と いひ、 攘夷と いひ， いづれ 皆 腐肉 を あさる 犬の 群 だ。 

わし は 思った ばかりで もい や だ。 二度と あの やうな *1 界へ 還って 行かう と は 思 はぬ。 安心せ え。 

アイが ナ (茶 を いれ かへ てす、 める〕 そんなら ほんに うれしう ございま すが …… 。 

隆盛 ど. 「してお 前の やうな 美しい 女 を 捨て、 行かれよう ぞ。 

アイが ナ ほんに. わたし を 捨て、 お出でな されて はい やで ございます。 

隆盛 これ 見い、 あの 島の 影 を， あの 海 を。 すっかり 春に なった のう、 大方 あれが 九州の 山で、 も あらう か。 まるで 

小 ひさな 一片の 雲の やうで はない か。 あの 小 ひさな 世界で やれ 尊王 ぢゃ、 やれ 倒幕 ぢ やと、 我 慾に 驩られ て、 憤怒 

に 燃え、 修羅の巷 を 1^ けめ ぐって ゐる 人々 たちの 姿が あさましい ではない か。 これ、 春の 日 は あの やうに 照り、 春 
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の 風 はこの やうに 吹く に …… 。 (雲雀の 聲 しきりに。 沈 跌〕 

アイが ナ 月 照 さまの 御 命日で ござ い ます の に 朝から まだ あた 、 か い 御飯 も 上げて をり ませ ぬ。 

隆盛 さう だった のう。 わしら だけけ 朝から、 冷 飯です ましたが。 和^に は それで はすむまい。 あた、 かい ^ で も饮 

いて 上げて くれ。 

アイ： P ナ では さう いたし ませう。 (拘戶 の 中へ 退場。 隆盛 の 間の 位牌の 前に 坐り、 ^目す る) 

鳥の 驛の どかに、 波の音 聞 ゆ。 

アイが ナ (登場) 旦那 さま 大變 でございます。 

S 何う した？ 

アイが ナ お 米が もう 一 粒 も ござ い ません。 

隆盛 與人駿 からのお 米 はま だ 來てゐ なかった のか？ 

アイが ナ いえ、 いつもの 御 扶持米 はちゃん と 十日 分 だけ 來てゐ たので ございま すが、 昨日 も 了 昨日 も あの …… 。 

隆盛 あ k、 あの、 流人の 仲間 どもが 來て 食って しまった のか、 それでもう 一粒 もない のか ハツ ハツ ハツ ；… 。 

アイが ナ はい。 

0 今度 はいつ、 お 抉 持 米 をいた くこと になって ゐ るの ぢゃ。 

アイザ ナ 十七 日で ございます。 

隆盛 では 十七 日まで 斷食 しょう。 

アイが ナ 旦那 さま はいつ でも、 あの 無遠慮な 流人た ちに お 扶持米 を 喰べ 荒らされて しまって、 御 自分に は 二日 も 三 

日も斷 食な さるが、 わたくし は齒 痒， つてな り ませぬ。 
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隆盛 いや、 さう ではない。 同じ 流人で も わし はま だ殿樣 のおな さけで、 勿體 なく もこの 流人に 年に 十八 俊と いふ 扶 

持 米 をいた いて をる が、 あの 仲間の 男た ち は 1 合の 米 もいた r いて は をらぬ のぢ や。 元は 見ず知らずの 男で も、 

かう やって 一 つ 島に 流されて 來 るの はよ く/ \ の綠ぢ や。 まあ わしが 持って ゐる もの は， あの 男た ちに 食 はして や 

れ。 わし は 二日 や 三日 食 はぬ ところで 死に もしまい。 實際 わし は 翻 罪に も當る 大罪 を 犯した 男、 一粒の 米で も 殿様 

から 頂戴す るの は淚が こぼれる やう だ。 (默 然とす る〕 

7 ィがナ でも 曰ー那 さま  。 

降 盛 さう だった。 お前 は それで は 乳が 止まって しま ふで あらう。 それ は可哀 さうな こと をし よった。 

アイが ナ わたくし、 一走り 母の 家まで 走って まゐり ませう。 

隆盛 またお 前， そのから だで。 わしが 行って 來る。 わし は ともかく、 お前 や 子供ら が可哀 さう だ。 

アイが ナ 旦那 さまが、 …… 飛んでも ない。 では 裏に 子供た ちが 遊んで ゐる やうで ございま すから" 子供た ちに 頼み 

ませう。 (根 戸の 中に 退場〕 

雲雀の 聲 遠く 聞 ゆ。 夕暮れの 色 かすかに 迫る。 間。 

隆盛 (濡れ 緣の 端に 立ち、 沖を眺 む) どうも 氣が鬱 いでなら ぬ。 (床の間の 大刀に 目 をつ け 刀架から 大刀 を 手に 取る 

急いで 元の 場所に 置く-再び 誘惑 さる、 かの やうに 大刀 を 手に 取る) 初めて 御先 代 さまのお 伴 をし て 江戶に 上つ た 

時 越 前 侯へ お 使した 折、 御先 代 さまから 拜領 いたした のであった。 昔 を 思 ひ 出す やうな 物 はみ な 捨てた が これば か 

り は 捨て 得なかった。 久しく 手に もしなかった が、 (銷 を拂 ひ， 刀身 を 見る〕 この 香と いひ、 &燒 とい ひ …… (次第に 

惹き付けら る X やうに 見つめる〕 まるで秋の大{1^1のゃぅな …… 明月の やうな この 心。 う &む、 かう、 この 刀 を 見つ 

めて ゐ ると わしの 心の 邪念 も議結 も 日の 前の 雲の やうに 消えて しま ふ。 うむ、 さう であった。 御先 代 さまのお 伴 を 
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して 江戸からの 歸 りに 中 村 (後の 桐 野) ゃ篠原 等と 一 緒に この 刀で 京の 鴨 川べ りで 關 東の 奴等 を 無二無三に 切り ま 

くった の は。 あの 時 はま だ わし も血氣 さかりで あつたが、 うむ (突然 跣 足に て iSi に 飛び下り やに はに 大刀 を 振る〕 

あ、、 宜 ぃ氣， 持ぢ や、 わしの 腕 もま だな か/ \ 鈍って は をらぬ や うぢ や。 しかし もうあの やうな 全身の 血が 沸き立 

つやうな 機會 はわし の 一生に 二度と は來 まい。 有 村 治左衞 門の 奴うまい こと をし よった わい。 もし わしが 江 戶にゐ 

たら 伊井 大老の 首 は 人手に は 渡さなかった がな あ 杉山彌 一 郞ゃ佐 野 竹 之 助の 奴等 さぞ 勇ましう 戰 ふたで あら-つ。 

思 ふた だけで も 腕が 鳴る。 あ.^ この 腕が …… (いま-^ しさう に そこいら を步 き、 大刀 を 揮 ふ) 驄 けば 京方と 關 

との 間に も 今にも 合戰が 始まらう も 知れぬ との こと、 この 腕で、 幕府の 奴等 を 切って く 切り まくったら あ \ とん 

なに かこの 胸が 空かう に。 わし は 中 村 だの 篠原 だの 大久保 だの あいつら が 羨ましい。 わし 1 人が こんな 島で、 あ \ 

この 腕が …… 。 (緣に 腰かける。 嬰兒の 泣き 聲閗 ゆ) だが 待てよ。 あれ も、 これ も、 みな 迷 ひか。 (刀 を 鞘に 入れ 足 

を 拭いて 緣に 上り、 刀 を 刀架に 懸ける- ^ 嬰兒の 泣き 聲に耳 を倾 ける。 風 出て、 波の音 高まる、 海の 方 を 見つめる。 

暮色 迫リ十 S{;f 夜の 月 水平線の 上に 昇る〕 あ、 あの 月， あの 滿 月が、 あの …； 0  (緣の 上 を 走る〕 

浪の 上に 碎 くる 月の 影が、 今夜 も あれ あの やうに 黄金の 波が 薩摩 潟まで もつ いて をる。 ：：： あの 夜 も 雲 1 つな か 

つた。 俵屋の 裏から 船を裝 ふて、 和尙と 平野 ニ郞 とそれ に 小者 1 人 …… わし は あの 夜い やで も 和尙を 殺さねば なら 

なかった。 藩の S 役 等 はわし に 上人 を 逑れて 法 華嶽に 行けと 言 ふた。 彼等 は、 あの 日向 境で 和尙を 斬る つもり だつ 

たの だ。 都から わざく お連れした 和尙を どうして わしの 手で 殺す ことができ やう。 わし は ともかく 船に 乘 つて 逃 

がれる だけ は 和尙と 一緒に 逃がれ て 見ようと 思 ふたが、 所詮 免れる 術 はない と 知った ので、 船 も ひそかに 御先 代 さ 

まのお 船 をお 借り 申した。 わし は 船窓に 書かれた あの 草花の 模樣 まで はっきり 覺 えて ゐる。 わし は 和尙と 一緒に 一 

つの 柩に 入る つもりで 船に 乘 つた。 わし はどうしても、 和尙 一人 を 慰の 底に やる に は 忍びなかった ので、 一緒に 抱 
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き 合 ふて 飛び込ん だが、 水 1 曰を聽 いて 平野が 驟 けつけ た。 帆 を かけて ゐ るので 船 は 矢の やうに 走る。 待て、 舟 を 週 

せと 命じて.， 船 は 止まらぬ。 平野 は 一刀の 下に 帆 網 を 切る。 抱き合 ふた 二人の 死 igg が 引き上げられた。 わし は 何で 

その 時 死な、 かった のか。 和尙 1 人 を 殺して わし はかう おめく と： y,; きながら へて、 いつまで この 月 を 見る のか。 

::: それにしても 抱き合 ふて 飛び込んだ 男の 1 人が 死に、 一 入が 生きの こる と は …… 人間の 蓮 命 ほど わからぬ もの 

はない。 死ぬ る も、 生きの こる もみな 天運の ま、 か。 明日の この 身が どうなる もの かそれ も 知れぬ …… 0. 

アイが ナ (板戸の 奥よ リ あわた 1- しく 息苦し さう にして) 曰ー那 さま 大變 でございます。 (泣き伏す) 

隆盛 どうしたん ぢゃ。 體の 工合で 惡く なった のか、 冷て はいけ ぬ。 

アイが ナ いえく、 かね <\ わたくしが 案じて をり ました ことが …… 。 

隆盛 かねぐ 案じて ゐ たこと &は？ 

アイが ナ 薩 摩からの 御 使者が お見えになりました。 

S ぇッ！ 薩 摩からの 使者 ッ， - 

劉 佐 はの 妻 (. ^手より 走り 來り緣 側に しゃがむ) 旦那 さまた うとう 大變な ことにな りました。 (泣く) 

隆盛 して、 それ は 不吉の 使者 か、 喜びの 使者 か？ (刀架より 刀 を摑み 取り、 きっとなる) 

劉 佐 K の 妻 何のた めの 御 使者で ございます やら。 それ はま だ …… 。 

隆盛 ふうむ。 大 かたわし に 詰め腹で も 切らせる つもりで あらう ハツ ハツ ハツ ：••： 。 (刀 を 握り 替へ 決心の 體) 

劉 佐 民 (上手より 走リ 込み〕 詰め腹 どころ では ございませぬ。 旦那 さまに とりまして はこの 上 もない お 芽出度い 御 使 

者で ございます。 (娘の 方 を 向き、 淚を 拭く) 

隆盛 なに、 わしに は 芽出度い 使者と？ 


集 


8 
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劉 佐 民 はい、 御 赦免の 御 使者ら しう ございます。 

隆盛 えッ！ 御 赦免の！ 眞貲 か！ (杈戶 の 巾に 1^ け 人り 拜領の 拾 を 抱へ て出づ 〕 もう 直ぐ これへ 見える か 御 使者 

i  ？ 

劉 佐 民 はい、 もう 直き そこの 濱を步 いてお いでになります。 

隆盛 あ、、 もう そこの 濱 まで 見えた か。 (隆盛 狼狽 氣眛 にて 部屋の 巾 を 採し つ、 步 きま はる) あ X これお あい あの 何 

を どうした？  . 

アイザ ナ 日； 那 さま 何で ございます？ 

隆盛 あの それ， 御 拜領の 袷だッ 1 

劉 佐 民の 妻 旦那 さま、 あなた さっきから 腋の 下にお 抱へ になって おいで- - ございます。 

隆盛 ハツ ハツ ハ ッ ••：： これ は、 成る 程。 (板戸の 中に け 入る。 アイが ナっ いて 入る) 

薩 摩の 使者 伊 築院， 柴山、 僕數 人、 提灯 を 持ち、 島 役人の 案內 にて 下手より 登場。 

隆盛 (服 を 改め 板戸の 巾よ" 出づ。 アイが ナっ いて 出づ〕 や あ、 お 珍ら しう、 伊 築 院毆、 柴山 殿。 船の 上が 難儀で 

ござりました らう ハツ ハツ ハ ッ  0 

伊^5^院 先生に も 御機嫌 克く。 

柴山 わたくし 等 も 何より うれしう 存じます。 

降 盛 して、 先づ 何より。 

伊集院 毆樣 よりの 御？ 目 紫 をお つたへ いたします。 (二人 座敷 正面に 坐る) 

隆盛 (にじりより、 輕く頭 下ぐ〕 
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伊 ％ 院 この度 遠島の 儀 御 赦免な され、 卽 刻歸參 致さる べしとの 仰せで ございます。 

隆盛 (頭 を 下げ たるま く 無言)  - 

柴 m 先生に もさ ぞ御滿 足で ございませう。 わたくし 等 もこん なに うれしい こと は ございません。 (柴. H 、伊 鏖院 二人 一 

孺れ緣 の 方へ 退く)  一 

隆盛 (なほ 無言。 そっと 淚を 拭く)  . 

伊集院 先生の 御 心中お 察しいた します。 

柴山 では、 先生お 別れ を惜 まる、 方々 もお いでになる で ございませ うが、 E 許 にても 殴樣 始め 大久 保、 小 松、 中 山 

の 重役 方 も 一 刻 を爭ふ 目下の 狀態 であれば、 十七 nl までに は 是非とも 先生 をお 連れ 申せとの 御 仰せで ございました 

が、 生憎 出船 以來 暴風雨つ ^きのた め 二日 も遲れ まし てこの 島へ 着きました やうな 次第。 甚だお 氣の 毒で ございま 一 

すが 卽刻 お立ち を …… 。  .  \ 

S  (頭 を t げた ま V- 呆然と E 面 を 見つめる。 月朧 にかす む)  一 

伊集院 先生、 いか t でございます。 殿樣 はじめ m. 役 方 も、 この 際 先生 をお 呼び 中さん では、 どうしても …… 。 

！ (じっと 大きな 眼に て 伊集院 を 見つめる。 伊集院 默リ 、込む。 白 夢和尙 上手の 木蔭に 佇む)  一 

隆盛 だまらつ しゃい。 わし は 今にな つて 大久保 や 小 松 等の 計ら ひで 御教 免に ぁづ からう と は 思 はぬ， わし は鹿兒 島； 

に歸 るの はい ゃぢ やとい ふて 下され。  一 

でも、 殿様の 仰せで ございます。  一 

隆盛 二言目に は 殿樣を かつぎ 出す。 そのゃぅな；^レ界はもぅ飽きましたのぢゃ。 わし はこの 大 島が 1 番 好きに なり ま 一 

したの ぢゃ。 わしに はもう 可愛い、 妻 も 出.. 米た。 子供 も 出来た。 この 島で 芋で も挤 へて をる のが 1 番 わしに は 似つ I 


か はしい 仕事で ござる のぢ や。 わしに しても まだ 若い、 この 島に 來 てから も、 時には 一度 國へ歸 つて 乾坤 一 露の 大 

事 を計畫 して 見よ 5 と 思 ふたこと も ある。 現に、 つい 今し がた であった。 わし は その やうな こと を 夢み てゐ た。 し 

かし あんたら が 見えて、 殿 だの、 重役 だのと いふ： 百 葉 を 頭から 聽 かされる と、 わし はっく  <\ その やうな 窮屈な 世 

界 がいやに なりました" もう わし は 昔の 西鄕吉 之助ぢ やない。 大 島の たたの 百姓 ぢゃ、 もう その やうな 窮屈な 世界 

はい やで ござる。 

柴山、 伊^^！-院ニ人、 困り果てた 額 をす る J 上手の 木立より 島の 寺の 住職 白 夢 和尙登 場。 鬚 悉く. H し。 

c 夢 (綠の 下に 立った ま、 會释 し、 しばらく 月 を 眺めて ゐる) あ、 先生、 先刻 は失禮 いたしました。 

S あ \ これ はよう こそ。 まあ こちらへ お上り 下さい。 

白 夢 あまり 月が ようご ざいます のでつ い 月に 浮かれて ハ ッ ハツ ハ ッ ：：： iil^ の 夜の 月 もま；： 格別な もので ございます 

のう。 

隆盛 和^、 よいと ころへ おいで- - ございました。 恰度 鹿兒 島から 友 入 等が 訪ねて くれました ので 1 II 掬 まう と 思つ 

てゐ たと ころで ございます。 これお あいお 客 さまへ。 

アイが ナ 退場 リ 

白 夢 (綠に 腰 を 卸し 月 を 眺め 入る) 先生、 まことに よい 月で は ござり ませぬ か。 

S  (緣に 近づく〕 まことに よい 月で ございます。 (アイが ナ酒を 持ち 來る〕 さあ 1 獻。 

白 夢 ありがたう ございます。 (杯 をいた にく〕 まづ 先生 も。 

隆盛 伊集院 殿. 柴山殿 も どうぞ こちらへ。 これ はこの 島のお 住持 白 夢と 申される お 上人 …：. 0  (伊集院、 柴山挨 を 

する〕 さあ. あんた 方 もお 疲れであった らうが 先づ E ::: 0 


伊第院 先生、 でも， わたくし 等 は殿樣 のお 使 ひに まゐ りました ので、 先づ 先生の 御 返事 を …… 。 

隆盛 返事 は 返事 だ。 酒なくて この 良夜 を 奈何 せんだ、 ハツ ハツ ハツ。 (人々 しばらく 杯 を 廻し 飮む) 

白 夢 先生、 あなたが 月 照 上人と 一緒に 薩摩 潟に 身 をお 投げな された の も、 この やうな 滿 月の 夜で あつたと 承ります 

が" 

降 盛 十一月の 滿 月の 夜で ございました。 (黯 然とす る〕 

白 夢 その後 先生に は 1 日 も 上人の こと をお 忘れな さり ませぬ やうに お見受けい たします が。 

S あの 時 武士ら しく 刀 を 持って 相涯 てま すれば、 生き恥 を さらす こと もなかつ たと 思 ひます が。 和 尙に刀 を當て 

ますの も 心苦しく、 つい あの やうな ことにな つて、 まことにお 恥し い 次第で …… 。 

白 夢 では、 先生 は 今でも 上人の ためなら ば、 喜んで 何も彼も 打ち捨て なさる 御覺 悟で ございませうな。 

隆盛 仰っしゃ るまで も ございませぬ。 

白 夢 では 申し ませう" 拙 |3 の やうな 老人が 斯樣な こと を 申し 上る もい か r でございますが、 このごろの 江戶 幕府 を 

何とお 考へ でございます。 違 勅 また 違 勅の 罪 を 犯して 揮る ことなく、 傍若無人、 惡逆 無道" 曩に 井伊 大老が 權田門 

外に 刺されました も 唯 天罰の 然 らしむ ると ころ。 幕府の 咸勢 日に 墜 ちます る もみな 天の 配劑、 今 若し こ」 に 薩摩を 

盟主と し 九州 四 國の雄 藩 を 集め 勤王の 軍 を 起します るなら ば、 ー擧 にして 幕府 を 倒し、 新ら しい 日本 を 生み出す こ 

と は 日 を 見る よりも 明かで ございます。 ところで、 その 四國 九州の 各藩 を 打って 一丸と する に は、 こ、 にた や 1 つ 

の土臺 石がなければ ならぬ。 

S  土臺 石？ 

白 夢 いかにも。 二百 五十 年来ば らくに 裂き 碎 かれて をった 各藩の 力 を 一 つに 打ち 堅む るた めの 鎚と 申さう か、 土 


臺 石と 申さう か、 それがなくて は、 この 乾坤一擲の 大事 業 はでき ませぬ， - 

隆盛  。 

白 その 土 臺石は 先生でなくて、 誰が 他に 日本 國中 にあり ませう。 

柴山， 伊集院うな づ いて 見せる。 

先生が た e 1  <- 都の 眞ん 中へ お出かけになる ばかりで、 長 州、 土 州、 肥 州 …… すべての 雄 藩、 日本 國 中の 人々 の 心 

は 先生 を 中心に 動いて 參り ませう。 恰 かも 水の 低き に隨 ふやう に。 

隆盛  。 

白 夢 先生 御 一人 を 中心として、 今日本に新らしぃ世B^^iを生み出すために、 苦しんで をる ので ございます。 動き 初め 

たので ございます。 今 は、 この 日本の 片隅に 安逸 を 貧って おいでな さる 場合で は ございません。 先生 は あの 日本中 

の 人々 の 啤き聲 をお 聞きに はなり ませぬ か。 H 本 中が た 先生 1 入 をお 待ちいた して をる ので ございます。 先生 は 

日本の 眞ん 中に お出でな されて 日本 開闢 以来の 大 博奕、 乾坤一擲の 大事 業 を 成就な さらねば なり ませぬ。 月 照 上人 

の 御 志 も そこに あつ た か と 思 ひ ます。 今 の 世に は 先生 を 措 いて、 どこに 新ら しい 日本 國を 築く 土臺 石が ござ いませ 

う！ 

伊集院 いかにも 和 尙の言 はる k 通り 先生 は 本の 唯一 つの 土臺 石で ございます。 

隆盛 その 土臺石 もやが て ふた、 び 不用に おれば 大 島の 海の 中へ 捨てられる であらう、 ハツ ハツ ハツ ハツ …… 。 

白 夢 これ は 先生 ほどのお 方のお 言葉と も 存じ ませぬ。 土臺石 なれば こそ 最初から 捨てら る \ は覺 悟で ございませぬ 

か。 (しばらく 沈默) 

隆盛 うむ、 面白い。 役に立った 後で はまた 捨てら る &を覺 悟で 土臺 石になる の も 面白から う。 世界に は その やうな 
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大 馬鹿者 も 一人く らゐ はなくて はなるまい わし は その 大 馬鹿者に なって 行か-つか ハツ ハツ ハツ …… 。 (杯 をぐ つ 

と 乾して、 和 尙に献 す) 

柴山 伊集院、 では 先生に は 早速 …… 。 

隆盛 うむ、 直-く 出立と しょう。 船の 用意 は？ 

伊 ffi^ 院 可 時で も 宜しい やうに 取り はからうて ございます。 

隆盛 では  。 (アイが ナを 見る) 

アイが ナ 旦那 さま。 ではい よく わたくしが 案じて をり ました 通り。 (位く〕 

^盛 案ずる こと はない。 

アイが ナ でも わたくし は 旦那 さまと お別れいた しまして は 1 日で も ：•：. リ 

隆盛 あ  それ もさう だが …… 。 こいつ は 困った のう ハツ ハツ ハツ …… 和尙、 わし はやつ ばり この 島で 芋 を 作る こと 

にしよう。 

S 芋 はまた 來年 も出來 ます。 今年 だけ は …… 。 

S 都に 上って、 天下 對 手の 芋 を 作れと いふので すかい？ 

和-: 1: 左樣 でございます。 都での お 仕事が おすみに さへ なれば いつでも また 大 島へ は …… 。 

隆盛 では、 天下 對 手の 芋 を 作ったら、 わし はまた 直きに この 島へ 歸 つて 来る ぞ。 

和尙 さ-つな さった 方が 宜しい。 拙 僧 もこの 島で お待ち 申して をり ます。 早う 歸 つてく だされ。 なう アイ ガナ 殿、 ほ 

んの 1 二月 か 半年の 辛抱 ぢゃ。 別れに くいと ころ ぢ やらう が、 辛抱して おやりな されり 

アイが ナ わたくし は 1 日で も 別れる の はい やで ございます。 (泣く。 板戸の 中に て 子供 泣く。 劉 佐 民の 妻 板戸の 中 
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に 入り 子供 を 連れ、 嬰兒を 抱いて 出づ) 

劉 佐 民 娘. われ も 悲しから うが 旦那 さまの 御 出世の ため ぢゃ。 我慢せ え- 辛抱せ え。 

アイが ナ いやで ございます。 あ X 仰っしゃ るが、 都へ おいでになれ ばもう 何で 二度と こんな 邊 鄙な 島へ ぉ歸 りな さ 

いませう。 

隆盛 和尙、 困った のう。 もう 都 行き は 止めに せう か。 

白 夢 1 殺 多生！ こ、 が 御 辛抱で ございます。 

隆盛  。 (默 然として 劉 佐 民の 妻に 抱かれた る 子供 等 を 見る) 

—— 幕- 1 

第二 慕 

第一 場 

文 久ニ年 四月 上旬， 第一 幕より 二 ヶ月 後 

場 所 

兵 庫湊屋 奥座敷 

登場人物 

西鄉 隆盛 
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大久 保市藏 (利 § 

村 田 新 八 

森 山新藏 

平野 次郞 

有 馬 新 七 

弟子 丸 龍 助 

森 山 新 五 左 R: (森 山 新 蔵の 子〕 

若侍 等 

尾 奥の 廣間、 b 手 寄リに 床の間、 違 ひ 湖 等。 なるべく 落ちつき たる a に、 中央 四 間 は 障子に なって ゐ る- 

£ ^子 を 明 くれば 兵 庫の 夜の 海濱が Is- える。 下手 及び 上手に 換 ありて、 廊下に つ く。 中央に 燭臺ー つ。 塌ゅ 

らぐ 何となく 森と したる 感じ。 遠くに て 蛙の 聲。 

森 山新藏 (四 十二 三 歳) 村 田 新 八 (いかにも a 摩 隼 人らしい 美丈夫 二十 三 四 歳) 燭臺 を！ t みて 坐リ、 打ち沈 

みたる 態。 

村 田 それにしても、 もう 今 n. あたわ はお 上から 何とか 御沙汰が ありさうな もので ございますな あ。 

森 山 わたくし も そのこと ばかり 考 へて 居ります。 毆樣が こ. -へ お着きに なった の は 今月 四 曰， わたく しらは 早速 先 

生のお 伴 をして 大阪 から 兵 庫へ けつけ、 その 夜に もお 目見えが かな ふこと、 のみ 思って をり ましたが、 二日 M つ 

て も 一一 一日 經 つても お 上から は 何の 御沙汰 もない。 


村 田 吾々 ごとき 者なら ばお 上の 御 都合 次第で いつまでお 待たせな さらう とも 不服 も ござり ませぬ が、 先生 ほどのお 

方 を。 

森 山 さう です とも。 それに 今度の 先生のお 働きと 申しましたら、 吾々 傍に ゐて まあよ くも あれほどの 根氣 がお あり 

だと 驚き入る ばかりで ございました。 

村 田 まったくで ございます。 先生のお 伴 をして 鹿 兒島を 立ち ましたの は 三月 三日， 人吉に 出で、 肥 後、 筑 前の 諸 藩 

に 立ち寄り、 夜 を 曰に つ いで 下の 關に詹 いたの は 三月 十二 日下關 で殿樣 をお 待ちいた す 害で ございま したが、 九州 

諸 藩に ての 風聞で は、 もう 京都で は 血氣に 逸る 浪士 たちが 今にも 無謀な 軍 を 起し さ， つな 状況で ありました。 下の 關 

に來 ると かの 浪士等 は 駿樣の 御 入京 を きっかけに 愈々 戰を 開かう と 企て.. -ゐる ことが 分った のでした。 さすがの 先 

生 も あの 時ば かり は 驚きな されました。 これ は 下の 關で 駁樣 をお 待ち 合せいた して ゐる 時機で はない。 一 刻 を爭ふ 

危急の 場合 だと 仰っしゃって、 お 上に 對 して は 事情 を 認めた 手紙 を 遺し て先發 いたしました， 幸 ひあなた が 下の ra 

へお 出で 下された ので、 あれから は 1ー1 人で 夜に 日 をつ いで 大阪 まで 配け つけ ましたが …… 。 

森 山 大阪に 着きまして から 今 曰まで 約 二十日， 先生のお 骨折と 申したら、 とても 人間業と は 思 はれませ ぬ。 まるで 

網 を 張った やうな 嚴 しい 幕吏の 眼 をく e り、 血迷 ふた 浪士 達の 双の 下 をく り、 逸りに 逸った 京 中の 命知らずの 若 

者 達 をぐ つと 押へ ておし まひな された あの 謄カ、 あの 豪氣、 あれで こそ 島津 家の 御成 光 も 立ち、 殿様の 御 一身に も 

恙なき ことができ たので ございます。 

村 田 それにしても 氣 にか、 る は、 今日 も 夜に なっても まだ 何の 御沙汰 もな いのは …… 。 

森 山 そのこと について は 先達てから わたくし も 案じて をり ますが、 先月 下旬 先生が 伏 見のお 邸で お 留守の 堀江 殿と 

逢 はれた 時であった。 …… 堀江 どん、 ぁんたは長州の永井雅樂と腹を合せてをらる.^ゃぅぢゃが、 永 井 は 追って 長 


州の 動 王の 志士た ちが 打った 切る とい ふて をった。 あんた はよ つぼ ど 馬鹿者 ぢゃ。 あんた も 心 を 入れ 替へ なさ い。 

權謀 術策で は 天下の 事 は 成らぬ。 誠心 ぢゃ 誠心 ぢ やと 語つ て をら れた。 何でも 餘程氣 に 1  せ はぬ ことが おありだった 

と 見えて 大きな 難で 叱って をら れた。 

村 E それから 大阪の 藩邸で は 松 江 田毆が 小な まい きなこと を 申し上げて うんと 叱られて をり ました。 あの 二八 は 佐 

幕 派で も あり、 なかく の 男です から 油斷 はなり ませぬ。 

森 山 今度の 一件 も、 堀江 や 松 江 田が、 眞っ 先に 姬路 までお 上 をお 出迎 へして、 お H 見えした と 申します るから、 ど 

う も そこいらに 禍根が 潜んで ゐ やう も 知れ ませぬ。 

村 田 成る 程、 眞實 それにち が ひ ありませ ぬ。 でなければ 今日まで まるで 閉門 同様にして、 先生 を こ X に 押し こめて 

置く とい ふこと はありません。 不屆千 萬な は 堀江、 松 江 田の 徒ぢ や、 先生 は …… 。 (拳に て淚を 拭き、 突然 刀 を摑ん 

で 立ち上る) 

森 山 村 田 どん、 ど-? なさる" 

村 田 もう、 それにき まりました。 今夜 直ぐ 大阪に 立ち 歸り 先つ 堀江 を 打った 切り …… 。 

森. S いやく、 それ は惡 い。 もし それが 眞實 であると すれば、 その やうな こと をな さって は、 ー脣 先生の 立場 を惡 

くす る  。 

村 田 いや、 先生に は 御迷惑 はかけ ませぬ。 もしもの 場合 は 腹搔っ 切って ども。 (なほ 飛び出さう とする。 森 山 止め 

る) 

隆盛 (上手の 襖 を 明けて 登場。 袴 を 着け、 小刀 を帶 し、 大刀 を 握った ま、 しばらく 二人 を 見て ゐる 旅疲れと 物 思 ひ 

にや、 やつれて ゐる。 額 色 も 蒼白で、 沈痛な 股 をして ゐる" 村 田 を 止める) あ.. - これ 村 田、 さう 逸っても 仕方 はな 


い。 何事 も 成る やうに しき や 成らぬ。 

村 田 でも 先生. あんまりで ございます。 あれほど 先生が ぉ盡 しなされ たに。 如何に 殿樣 にしても あまり ひどい お 仕 

打で ございます。 (手の e 'にて を 拭く、 隆盛 も、 森 山 もしば らく 默然 として^む) 

隆盛 人を對 手に すれば こそ 腹 も 立つ。 天を對 手と して 誠を盡 丁まで ぢゃ。 まあよ いく 怒るな。 若い者 はすぐ 怒る 

でのう ハツ ハツ ハツ。 (寂しき 笑 ひ) ：：： 何となく 今夜 は is 陶 しいの，^。 (障子 を 明ける。 兵 庫の 海岸の 火影 E ^ゆ。 

火影 は あま リ 多から ぬが 宜し。 遠くに て 蛙 鳴く) あ、 月 も 落ちて しま ふた やう だ。 かう やって 夜の 港 を 眺めて ゐる 

と故鄕 のこと が 思 ひ 出さる \ のう。 (しばらく 沈默) 

森 山 左樣 でございます。 もうこの ごろ は故鄕 でも あの やうに お 城の 濠で は夜晝 蛙が 鳴いて をり ませう。 

村 3 あの 蛙の 聲を聽 くと まったくた まらなくなります。 先生、 やつば り： § の 方が 宜しう ございますな あ。 

隆盛 故鄉を 出て 来て ゎづか 一 月經 つか 經た ぬに， もう 故郷が 戀 ひしい かハ ッ ハッハ ッ …… 。 

村 田 あの 城 山の 上から 月の 夜の 櫻 島 や、 城下の 火影 を 眺めた 景色 は 忘れられません。 

隆盛 わし も 城 山から 兑た薩 南の 眺め は 好き ぢゃ。 今朝 も わし は大 島の 子供た ちの こと を 夢に 見て ゐた。 不思議な こ 

とぢ やが、 おあいが しきりに わし を 止めても う 兵 庫なん かに 二度と 行く んぢ やない と 言って ゐた。 ハツ ハツ ハツ 人 

間と いふ.^ の は 弱い もの ぢ やのう。 

村 田 先生、 もう 故郷へ 歸り ませう。 

隆盛 さ 5 急に 故 蜂に 歸 りたうな つても 困る が、 そのうちに は 域 山の 月 も 見られよう。 

森 山 もう 故鄉 では 杜鵑が 啼 いて ゐ ませう。 

村 W おう 故；^ の あの 山の 色、 あの 日の 光り、 海の 光り、 あ、 初 S の 風 …… 先生、 に歸り ませう。 
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降 盛 さう 急がんでも よい、 わし も 都より、 どこより 故鄕が 一番よ いと 思 ふ。 どうせ 死ぬなら 屍 は 故鄉の あの 光った 

山に 埋めても らふ さ。 だが まだ 早い、 故 鄕に歸 るの は。 一度 はい やで も歸ら ねばならぬ。 せかぬ がよ い。 

村 田 でも あの 蛙の 聲を聽 くと、 南の： § が たまらなく 懐し いな あ。 

三人 默然 として 蛙の 鳴く  It に！ =!• を 傾ける。 

若侍 一 (下手の 襖 を 明けて〕 お客様で ございます。 

森 山 どなた ぢゃ。 

若侍 一 筑 前の 平野 一 一郎 さまで ございます。 

3 なに、 平野 ニ郞 U おうそれ は 珍ら しい。 直ぐ これへ 御 案内 申せ。 

苦 侍 一 かしこま りました。 

隆盛 平 跟ニ郞 か。 ほんに 珍しい こと ぢゃ。 (うれし さう に 部屋の 巾を步 きま はる) 

平野 (總髮 にて 旅 仕度。 下手より？ t ュ場。 精悍の 氣 面に 溢れた る 丈夫) これ は西鄉 先生， 御 健勝で …… 。 

隆盛 あんた も 達者で …… 。 (雨 人追懷 の 念に 打 たれ てし ばらく 無言〕 あんた の ぉ顏を 見れば 折角 忘れよう として ゐた 

和尙 のこと が 思 ひ 出されて のう …… 。 

平野 わたくし もこ ちら へ の 道す がら も あの 夜の ことば かわ 考 へ てま ゐ りました。 

隆盛 あんた のお かげで わし はこの 通り 生きの びて をり ますが、 和尙 だけ を 殺して 面目 次第 も ございませぬ。 

平野 いや、 それ もこれ もみん な 天運で ございます。 ざんぶと いふ 水 音に 驚き、 わたくしが たち 上りました 時 は、 折 

a やて 

からの 疾風に 船 は 矢の やうに 走る。 船と 二つの 亡き 骸とは  一丁 餘も隔 つて をり ました。 咄嗟の 氣轉に 刀を拔 いて 帆 

綱 を 切り、 舟 を 廻して 舳の 上に、 お 二人の 亡き 骸を お上げ は 致しました もの  >- お 二人ともす でに 事切れて おいでな 


さいました。 あの 時の 先生が 今 この やうに よみが へって、 天下の 大梁 をお 一 人の 肩に 擔ふ ておいで なさる の を 見 ま 

すると まだ/ \ 天の 先生に 侖 ずると ころ 大な るが ゆ ゑ だと 思 ひます。 で 早速で ございま すが、 今月 四日に は 薩州侯 

も當兵 庫へ 御着き なされました 由、 京、 大阪の 諸國の 志士 は、 ひたすら 今日の あるの^ 待って をり ました。 實を申 

すと 先生が 大島を 出られた とい ふ 噂が 傳 はりまして から、 吾々動王^§-の浪±どもは百莴の味方を得ましたょり心强 

く 感じました。 先生、 今を惜 いて、 勤王の 師を擧 ぐる 時節 はあり ませぬ。 先生 一日 も 早く 吾々 のために …… 0 

降 盛 して あんた 等の 御 決心 はどうい ふ 風に なって をり ます かな。 

平野 第一に 京都 所 司 代 酒 井若狹 守、 九條關 白の 首を澌 り、 彥根、 鯖 江の 城を燒 き、 島 津侯を 盟主と して 大阪 城に 據 

つて 天下に 號 令いた す考 へで ございます。 

隆盛 成る ほど 戰 ひの 法と して は それが 宜しい。 だが 一 つお たづね いたしたい。 先づ 京都 大阪 地方に 兵 を 集める とし 

て、 いよく 江戸に 上る までに は 相 當の日 數もか >- り、 1 も か、 るで あらう が、 幕府 はこの ごろ 佛蘭西 政府と 密 

接な 交涉を 持つ て をる やうで ある。 もし 佛蘭 西の 軍艦と 乓カ など を 借りて 大阪灣 から、 吾々 の 背後 を衝 くやうな こ 

とが あると したら どうな さるつ もり だ。 萬 一、 その 場合に 吾々 が 英吉利 を 味方に 賴ん だとす る。 吾々 は 勝利 を 得る 

かも 知れぬ。 だが その 結果 は 英吉利の 勢力 を 日本に 植 ゆる だけの ことになる。 それ は 幕府よりも 恐ろしい 勢力で ご 

ざる" 

¥ 野 (默 思) 先生の 御說 さすがに 敬服 いたし まし た。 舉兵 の 方法 等に つ きまし ては尙 一 應 同志 の 士 とも 懇談 いたし ま 

する が、 いかどで ございませう、 薩摩侯 は 吾々 勤王の 士へ御 助力 下さる でせ うか。 

隆盛 いや、 それ はわし の 一存た けで は 何とも 御 返 _举 いたし かねる， - 主君と ゆるく 相談いた した 上 御 返事 申 上げよ 

う。 たビ 何事 も 時機の 問題 だ。 時節 を 待たねば 什 損ず る。 若い 人達ば かりだから みんなが 無謀な こと をせ ぬ やうに 
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あんた がよく 押へ て 蘆いて 下され。 でない と 千 伍の 功 を 一 簣に缺 くこと になります ぞ。 

ギ野 しかし、 先生 時機 を 逸しまして は …… 。 

隆盛 いやく 逸する 時機 はま だ來て をらぬ。 時機 はわし にお 住せ 下さい。 

平野 では 先生 は 時機 さへ 來れば 吾々 のために。 

隆盛 無論 命 は 投げて をる。 この 前 は 和尙と 死んだ。 今度 は 平野さん、 あんた と 一緒に 死なう。 

卒野 恭ぅ 存じます。 (下手へ 下る。 不 31 立 止ま M0 失念いた しました が、 先生 はいつ ごろ、 京都へ お上りな されます 

か。 

隆盛 さあい つ 京都へ 上れる かわしに も 分り ませぬ U 

平野 では 薩州 侯の 御 都合 は？ 

隆盛 實は (や、^ 躇 して) まだお 目見え も かなうて をらぬ やうな 次第で …… 0 

卒野 あの、 先生に はま だお 目見え も かなうて をらぬ と 仰っしゃ るので ございま すか ー (隆盛うな づく。 森 山、 村 田 

俯向 いてし まふ) 

卒野 ふうむ、 さっきから 先生のお 顏 色が いつも ほどで ない と 思 ひました が、 それで はやつ ばり 君側の 小人 等が (翳 

然とす る)  0 

隆盛 何事 も 天に 任す まで ぢゃ ハツ ハツ ハツ。 (寂しき 笑 ひ ：> 

卒野 お 察し 申します。 (淚を 拭く〕 では これで 失禮 いたします。 

隆盛 あんた も 天下の 爲ぢ や、 達者での う …… 0 

平野 ありがたう ございます。 先生 も どうぞ …… 。 (退場) 


隆盛 (平野 を 見送 wo 立派な 武士 ぢゃ。 だが、 どうも みんな 逸り 過ぎて 困る のう ハツ ハツ ハ ッ …… 。 (森 山、 村 田 を 

見る) 時に もう 何時 だら 5。 (憂驂 な 額) 

森 山 もう 大分 夜 も 更けた やうで ございます。 

村 田 今日 もた うとうお 上からの お 使 ひ は ございませんで したな あ …… 。 

隆盛  。 (沈思) 

若侍 二  (下手より 登場) 大 久保樣 からのお 使で ございます。 (手紙 を わたす) 

隆盛 なに ッ！ (嬉し さう に) 大久 保から？ (手紙 を 受取り 讀む) うむ、 早速 濱 までお 出 を 乞 ふ 內々 にて 申 上 度 儀 

有 之  ぶ、 む ：：： 0 

森 山 どうい ふ 理由で ございませう。 

村 田 先生 をお びき 出して、 もしかすると 堀江、 松 江 田の 接 人 どもが 大久保 毆を說 いて …… 。先生 ッ！ お 一人でお 

出かけに なって はいけ ませぬ。 お 俘いた します。 

隆盛 ハツ ハツ ハ ッ …… あんた 等 は 大久保 を その やうな 人間と 思 ふの か。 わしの 心 を 知って をる の は 大久保 一 八ぢ や。 

わし は どこに 行かう と， また どの やうな たくらみが あらう と 人 は 恐れぬ。 恐る \ の は天ぢ や …… わし 1 人で 行く。 

誰も 隨 いて 来て はならぬ ぞ。 (ヒ 手へ 入る， 人々 心配げ に 見送る〕 

同 第二 場 海 濱の場 

兵庳 海岸 松 並樹。 遠くに 兵 庫の 町の 火 かすかに 兑ゅ。 曇り空。 蛙の 萆 

上手より 西鄉、 下手より 大久保 登場。 中央に 近き ところに て 逢 ふ。 
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大久保 (すかして 見て) 吉之 助で はない か？ 

隆盛 市藏 か？ 

兩人 近づいて 肩に 兩手を 置く。  L ばらく 沈默。 

大久保 この間からの お前の 苦衷お 察しす る。 (兩人 松の 根方に 腰 を 卸す) 


大久保 お前が 兵 庫に 來 たこと も、 お 上 はちゃん と 御 承知 ぢ やが …… 。 

降 盛  。 

大久保 お前が さぞ 毎日お 使 を 待って をる であらう と 思 ふて、 お 上に も それとなくお 話 をした が、 TS- も 皮も變 な こと 

になって しまった。 こんな ことなら、 お前 を わざく 大 島から 呼び出す やうな こと をす るので はなかった もの を。 

みんな わしが 惡 かった。 ゆるして くれ。 

隆盛 わしに は、 何が何だか さつば り わけが 分らぬ が、 お 上に は 何ぞ？ 

大久保 惡ぃ 奴等が あって 姬路 まで 出て 来て、 お 上 を 途中に 待ち受け、 お前の こと を ある ことない こと 申し上げ たの 

だ 0 

隆盛 さう であった か。 (沈 默〕 

大久保 お 上に は 大變な 御 立腹 だ。 

隆盛 それ はまた 何で？ (立ち上る) 

大久保 (立ち上り〕 第一、 お前が 浪人 どもと 結んで 決 策 を やった とい ふこと。 第二、 年少 客 氣の者 どもの 尻 押 をいた 

したと いふ こと。 第三、 お 上 御着 京の 上 は 當分御 滞京な さる やう 勝手に 取り決めお いたと：， ふこと。 第 四、 下の 關 


4 
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でお 上 を 待ち 合せる とい ふ 約^ を 反古に 致し、 お前の み 勝手に 大阪 へ出發 いたした の はお 上 、御 威光 を 恐れぬ 仕 打 

とい ふこと、 先づ この 四ケ條 だ。 

隆盛 (や 、沈思 腹立たしげ に) 市藏、 わしゃ、 何も 言 はん。 

大久保 うむ、 わしに はお 前の 心持ち はよ くる 分る。 お前 ほどの 大 忠臣 を、 む ざ (泣く〕 

隆盛 ありがたう。 かたじけない。 で 何 か、 まだな か. /\- お 目見え はでき さう もない か？ 

大久保 お 目見え どころ か、 お前 はせ つかく 大島を 出て、 これほど 働いて くれたに、 お 上の 御 立腹 はとても お前に は 

想像 はっくまい。 

隆盛 む& …… 。 

大久保 お前 はやが て 切腹 か、 遠島 か …… 。 

隆盛 わしが か？ わしに 切腹 ッ！ 遠島 ッ！ 广忌々 しさう に 松の 极方 を步 く) 

大久保 吉之 助， A 「夜 こ、 で わしと 一緒に 死んでくれ。 わし は實 はこ、 で 御前と 刺し 違へ て 死ぬ 覺 悟で 出て 来たん ぢ 

や。 吉之助 わしと 一緒に 死んでくれ。 (腰の 小刀 を拔 く〕 

S  (しばらく 呆然と して 大久保 を 見る〕 ありがたい。 市藏 お前の その 志 は 忘れぬ ぞ。 しかしよ く考 へて 見ろ- 今お 

前と わしと 二人で こ、 で 刺し 違へ て 死んだ としたら、 誰が 島津 一 藩の 者 を 率ゐて ゆく か。 島 津家は ともかく として 

もお 前と わしが 死んだ としたら 日本の 將來 はどうな ると 思 ふか。 お前の 志 は 誠に ありがた いが、 お前が 死ぬ 時で は 

ない、 わし もこ \ では 死なぬ。 お 互にい つ、 どこで、 殺される かも 知れぬ が、 その 時節が 來 るまで は 死んで はなら 

ぬ。 お前 は 生きの びて ゐて藩 論を改 むる ことに 盡 力して くれ、 でない と、 藩の 若い 奴等が 可哀想 だ。 

大久保 (默思 )6 む、 わしが 誤った。 お前 一入 を 窮地に 陷れ、 わし 一人 殘 るの は耐へ 切れぬ こと ぢ やが. ゆるして く 
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れ、 わし は、 もす こし 生き 殘 つて 働く から。 

隆盛 うむ、 それで わし も 安心した。 だが、 せめて、 一度 だけお 目見えが したいが …… 。 

大久保 お前に はまこと に 氣の毒 だが、 それだけ は 思 ひ 止まって くれ。 とても それ どころ のさ わぎで はない の だから。 

お前 はよ し 船に 乘 るまで 無事で あっても、 いつ、 どこで 切腹の 御沙汰がない とも 限らぬ から …… 。 

隆盛 それ 程までに お 上 はわし をお 憎みな さって をる のか、 大久保 …… 。 (俯向いた ま、 位く) 

隆盛  。 

大久保 お前 は 多分、 今夜 夜が 明けぬ， つちに 鹿兒 島に 歸 さる、 ことになる だら う。 天祐 丸が 夕方から 出帆の if 備 をし 

て をった だ。 

S 今夜、 船で 歸國を 命ぜら る V のか。 

大久保 さう だ、 今夜、 船で …… お 上の 眼に はお 前 はも- 「大罪 人な の だからな あ。 

隆盛 わしが 大罪 人？ (きっと 空 を 睨み、 齒を食 ひしば る) 

大久保 萬 一、 命 だけ は 助かる としても、 輕 くて 琉球 くら ゐには 流される ことになる であらう …… 達者で ゐて くれ。 

さよなら …… 。 (大久 保 俯向きながら 下手へ 退場) 

隆盛 さようなら、 お前 も 病 者で …… 。 (森 山、 村 田 木蔭より 走り出 づ) 

森 山 先生 ッ 1 

村 田 殘 念です" 

雨 人 左右 に^く。 

有 馬 新 七、 弟子 丸 龍 助 • 森 山 新 五 左衞門 其の 他數名 3 若侍， 木蔭より 出づ。 


有 馬 先生お 察し 致します。 しかし、 おめく とこのま" 御歸國 になって はいけ ません。 

弟子 丸 わたくし 等の 命に 替 へても 先生の 船 は 出させ ませぬ。 

新 五左衛門 もし 先生が 鹿兒 島へ ぉ歸 りになる ので ございましたら、 わたくし 等 は 俊 入 等 を 切り殺した 上で、 御前に 

出て 見事に 腹 を搔き 切ります" 

有 馬 わたくし 等 はこれ から 濱に 行って 天祐 丸を燒 いて 来ます。 (濱の 方へ 走リ 行かう する〕 

隆盛 待て。 今 は 血 を 以て 血 を 洗 ふ 場合で はない。 何事 も 時節 ぢゃ。 あんたら のお 志 は 吉之助 肝に 銘 じて ぉ禮を 申し ま 

す。 その 決心 を尙 少し 後まで 忍んで 置いて いた^きたい。 吉之助 はたと へ 何處へ 流されても なかく 死に ませぬ。 

尙少 しあん たらの 命 はお あ づけし ます。 

弟子 丸 では、 先生 このま、 鹿兒 島へ ぉ歸 りになります か？ 

S 君命で ござる からに は …… 。 (悄然と して 上手へ 歩み寄る) 

人々 見送りつ i 相 抱いて 泣く。 蛙 一 しきり 鳴く。 

. I 暗轉 I . 

第 三 幕 

德 之島謫 居の 場 

時 

文 久ニ年 八月 十四日 午後 
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場 所 

德之 島！： 前 村 海岸 

登場 人！ g 

大島三 左衞門 (西鄕 隆盛) 

アイ ガナ 

長男 菊 一郎 

代官 中原 萬次郞 

代官の 家来 

薩 藩の 使者 一、 二 

若 者 甲、 乙 

駕籠 入 足 

竹と 棕櫚 林に 取り 圍 まれた る 板葺の 家。 屋根の 上に は 平たき 石が 數多 並べて ある。 六 墨の 座敷の みが ヒ手竹 

林に 寄って 見える。 竹林の 中には 上- 下手と も徑が ある。 正面 一間の 床に は 素 燒の瓶 子に 芒が 投げ込まれて 

ある。 壁に は 大刀が 立て かけられて ある。 一一 一四 册の佛 書と 袋 人の 天 吹が 瓶 子の 傍の 小 机の ヒに 重ねて 置かれ 

て ある。 疊の 上に は 着物が 脫ぎ すて、 ある。 左手の 庇に 沿 ふての う ぜんか つらが 紅く 咲いて ゐる。 座敷の 左 

右に 向日葵、 玉蜀泰 などが 繁 つて ゐる。 時々 小鳥の 聲、 秋の 靜 かなる 曇り 日の 午後。 遠く 浪の音 0 

隆盛 (部屋の 中央に 瞑默 したる ま \ 坐って ゐる。 頭髮 蓬々 と亂れ 鬚髯 伸び、 肉 落ち、 骨 秀でた る貌)  一 


集 


8 

4 


島の 若者 甲、 乙、 釣竿 を擔ぎ 上手より 登場， 音 を 偸む やうに して 家の 前 を 過ぎ， 下手の 竹林の 徑に 近づき 

立ち 止る 0 

若者 甲 いつ 來て 見ても あの 男 は 本を讀 んでゐ るか、 あの やうに 眼 を 瞑る かして をる。 あれで よう 飽かぬ もの ぢ やな 

あ 0 

若者 乙 (聲を 忍ばせる やうに して〕 まったく だ。 でも 俺 はこな ひだ、 さ 5 だ この 前の 月 待ちの 夜だった。 烏賊 釣りに 

行って。 恰度お 月 さまが 出た ころ こ&を 通り か、 つたが、 膽っ 玉が 潰れた かと 思 ふ ほどび つくりし たよ。 

若者 甲 ふうむ？ 

若者 乙 あの 大きな 侍が 庭に 出て よ、 熊の 吼 へる やうな 大きな 廳で、 ほれ、 あすこに 立て かけて ある だら う、 あの 長 

い 刀 を 引つ こ拔 いて、 びうく と 振り 廻して るの だ。 そして こんな 大きな 眼で、 じっと 俺 を 見 るんだ。 

若者 甲 そいつ は 凄かった らうな ぁハ ッ ハツ ハ ッ ：•：. あの 大きな 眼で 見られたら" 

若者 乙 凄い の 凄くない のって， まったく 兩脚 がわた くと 顫 へたよ。 

若者 甲 それでも あの 侍 は 何でも 城下で は 豪い 一 方の 大將 だった とい ふで はない か。 みんなに 推されて 謀叛 人の 大將 

になった ので 流された とい ふこと だよ。 

若者 乙 さ うだらう。 あの 面 構 を 見た だけで も、 並の 人間で はない ことが 分る。 

若者 甲 何ん な惡 いこと をし て 島流しに なつ た のか 知ら ぬが 城下 に は 妻子 も ある だ らうに、 考 へ て 見る と氣の 毒な も 

のぢ やのう。 

若者 乙 氣 の毒ぢ やと も、 あの 蓬々 と亂 れた髮 や、 蒼 ざめ た顏を 見る と， どうしても あの 侍 は氣が 狂って ゐ るに ちが 

ひない。 
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若^ 5- でなければ 夜 も 晝も あの やうに 默 りこく つてば かり は をら れ まい。 狂人 ぢ やのう 4e 度。 

若者 乙 氣が狂 ふて ゐる とも。 立派な 狂人 ぢゃ とも。 氣の 毒な もの ぢゃ。 

若者 甲 それにしても あの 侍が、 生まる &時、 もす こし 背が^い か、 力が 弱い かしたら 謀叛 人の 大將 にも 推され もし 

まいし そしたら その やうな 大 それた 考へも 起すまい にのう" それ を考 へる と 人間 は 生まる X 時、 ちゃんと 一生の 運 

とい ふ もの を擔 いで 來 るの ぢ やのう。 あの 侍が あの 大きな 體で、 あの 大きな 眼 をして をる 間 は、 一生 島流しば かり 

くり か へして をる だら うよ。 

若者 乙 さう すり や、 俺た ちの やうな 小つ ぼけな 人間で、 あるかな しか、 茅で 切った ほどの 眼 を 持った 方が 安心と い 

ふ もの だのう ハツ ハツ ハ ッ …… 。 

若者 E- さう だ とも、 さう だ とも ハツ ハツ ハツ  0 

兩人 下手 林の 中の 徑に返 場。 小鳥の 聲。 

隆盛 (しづかに 眼 を 開く〕 眼 を 閉づれ ば 却って 愁 念の 世界が 現 はれ、 耳 を 塞げば 却って 苦 患の K が 響く。 わし はま， た 

迷 ふて をる。 天下が 何ぢ や。 日本が 何ぢ や。 わしの 心 を 秋の 水の やうに 澄ました 刹那。 そこに 映り 來 るた VI 筋の 

正覺の 光明に 比 ぶれば 日本が 生まれ 更 らうと、 日本が 海の 底に 沈まう と、 その やうな こと は 朽ち葉が 一 つ 稍から 落 

ちろ ほどの こと。 わし はもう 二度と この 島 を 出て はならぬ。 淺猿 しい 蝸牛 角 上の 爭 にあたら 魂 を 磨り減らす やうな 

愚 を 繰り かへ して はならぬ" (立ち上り 緣 端に 出て 空 を 仰ぎ 小鳥の 萆を聽 く〕 いかにも、 何時の間にか すっかり 秋に 

なって しまった。 わし は 幾年 振りで この やうな 靜 かな 心で 秋 を 見る ことが 出來 たで あらう。 馬鹿々々 しい 忠義立て 

などして、 やれ 武士 だの、 やれ 御 奉公 だのと、 考 へて 見ても 恥づ かしい。 今度 こそ は 死ぬ まで この 島 は 出ぬ ぞ。 龍鄉 

に は 三月 前に 手紙 を 賴んで 置いた が、 おあい はもう あの 手紙 を讀ん だで あらう か。 ぉぁぃとf4.ffi^^ へ この 島へ 來て 


戲 

集 一 


0 

5 


くれ \ は、 わしの この 家も尙 少し は 家ら しくなる であらう。 あいつら も 大きうな つたで あらう。 このごろ はまた あ 

いつら の 夢ば かり 見る が …… 。 (遠き 濱 にて 着船 を 知らせる 法螺貝の 音 聞 ゆ) 船が 着いた さうな。 (緣の 柱に 凭リか 

かり 身 を 伸ばして 正面の 遠き 濱を 見る〕 いやく あの 昔は聽 かぬ がよ い。 あの 音を聽 くと 不思議に 胸騷 ぎがして な 

らぬ。 何 か 嬉しいた よりで も あるかと、 豫 期して あの 音 を聽 くが、 船 は 幾度 濱に 着いても っひぞ 嬉しいた より 一 つ 

蓮んでくれ たこと はない。 (ふた、 び 法螺 の音閗 ゆ) しかし、 嬉しいた よりもな いか はりに 悲しいた よりもない。 

それ を 思 ふと、 幾度 濱に 船が 着いても 何のた よりもない 方が まだ 仕 合せ かも 知れぬ。 (なほ 殘リ 惜げに 正面 を 見つめ 

る) 

代 {«: の家來 (上手より 急ぎ足に て 登場〕 先生. 鹿兒 島から 船が 着いた やうで ございます。 

隆 わし もさう 思って さっきから 見て をる が、 こ、 から は 見えぬ のう。 

代 {„0 の家來 あ \、 なるほど こ、 から は 見え ませぬ。 (走って 下手 竹林の 横から 正面 を靦 く) 先生 こ、 からで ございま 

すと、 よく 見えます。 ずゐ ぶんいつ もの 船より 大きう ございます。 眞黑な 船で ございます。 帆 檣 も 二 本あります。 

隆盛 (庭に 下り 下手 竹林の 方へ 步み 寄る) 成る 程、 二 本 糖 だのう。 帆樁の 上に は 旗が ひらく と 動いて ゐるゃ うぢ 

や。 樓 舟から 人が 上って 來る わ。 

代官の 家來 また 城下から 流人で も (不 31 氣 付いて 隆盛 を 見る) S ら れて來 るので はありますまい か。 ぉ氣の 毒な。 

隆盛 うむ. 眞っ 先に 歩いて 來 るの は 侍ぢ やのう。 その 次に 歩いて 來 るの も 侍らし い。 

あきんど  、， 

代官の 家來 三番 目に は 商 八ら しい 男が まゐ ります。 それから、 その 次の 男 は 舟に 何 か 忘れ物 をした のか 白い 砂の 

上 を 走って 戻ります。  - 

隆盛 さ うぢ やのう。 病人で も あるか、 駕籠の やうな 物を擔 いで 來る ではない か" 
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代官の 家来 左樣 でございます。 あんな もの を擔 いで 來 ると は、 不思議で ござい. ますな あ。 

隆盛 そして 代 {tr 所の 方へ 行く ではない か。 薷麥 畑の 中を步 いて 行く …… 0 

くすのき 

代 〈にの 家來 あの 偉 提の下 を 右に まがりました。 あ. --、 それから 濱を こちらの 方へ 女が 歩いて まゐ ります * 

隆盛 どこへ ッ！  ♦ 

代官の 家來 粟 畑の 橫の あの 牛 小舍の 前で ございます。 それから その 女 は 子供の 手 を 引いて をり ます 0 

隆盛 なに ッ！ 子供の 手 を 引い C  (伸び 上る) うむ、 ほんと に …… 0 

代 の家來 そして にも 子供 を 一人 抱いて をり ます。 

隆盛 あつ、 そこに 來た。 もう そこに やって 來た • 

代せ の家來 若い 女で ございます。 立ち止まって 道 を 訊ねて をり ます。 定り 出しました。 

隆盛 あつ、 おあい だ ッ；； ： 子供 たちだ ッ！ 

狂氣の やうに なって 走らう とする。 よろめく。 アイが ナ卞 手より 登場。 男の子の 手 を 引き、 赤ん坊 を 抱いて 

急ぎ足で。 

アイが ナ (第一 幕の 時より ずっと 面 やつれして ゐる。 髮も亂 れてゐ る。 船に 醉 つたので 白い 布で 鉢卷 をして ゐる。 

隆盛の 前に 跪いて 泣く) 旦那 さま …… 。 (鉢卷 落ちる) 

隆盛 よう 來て くれたのう …… 0 

アイが ナ 旦那 さま、 まあお いた はしい  。 

隆盛 坊主た ち も 達者だった のう。 船に は 弱った だら う。 (男の子 を 抱き か、 へて 顔ず リを する。 アイが ナの 懐の 子 

を 視き见 る) 菊 一郎、 ようお 母さんと 一 緖に來 て くれたのう。 父さん は 待って ゐ たよ。 (緣 側へ 連れて ゆく) 


戲ー 
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菊 一 郞 こ& お父さんのお 家？ 

隆盛 さう だ。 今日から は 坊やの 家 だ- 

菊 I 郞 (きょと く 见まは し) 何だか 變 だな。 

隆盛 そんなに 變 かい？ ハツ ハツ ハツ ：：： 。 

菊 一郎 何も 玩具が ないから。 

隆盛 玩具 かい？ こいつ は 困った な あ。 京都で 玩具 を 買って 来れば よかつ たな あ ハツ ハツ ハツ …… ， (アイが ナを見 

て 笑 ふ。 アイが ナも笑 ふ) あ、、 い、 玩具が ある ぞ、 これ だ、 これ だ。 (アイが ナを 導いて 座敷へ ヒる。 床の間に 袋 

に 入れた 天 吹 11 長さ 七 八寸の 尺八 樣な小 笛、 昔、 薩摩隼 人が 陣中に て 吹きし 物と いふ 1— を 袋から 取り出して 菊 

一郎の 手に 持たせる) ほらよ い 笛 だら う。 これ は 家の 祖父 さまが 初陣の 時 鎧 K の 中に 蔵れ て， パ 吹きな された もの だ 

さう だ。 兵 庫 か ら 船で この iiS へ 流された 詩 も こ の 天 吹 だけ はわし は 離さんで 持って来た。 わしに とつ て は 大事な 物 

だからのう。 

アイが ナ 坊や も 今に 大きうな つたら 初陣の 時に この 笛 を 吹きます ねえ。 

S  (子 ^ の 手より 天 吹 を 取リて 吹く〕 ハ ッ ハツ ハツ ハ ッ …… も..' 駄目 だ 。これで も 子供の ころ は 上手に 吹け たもの 

だが。 (子供 を 抱き、 菊 一 郞の 唇に 笛を當 てさせる) 

アイが ナ (懐の 子 を 傍に 寢 させ. 脫ぎ 捨て、 ある 隆盛の 着物 を M>l む) まるで 夢の やうで ございます。 かう やって 旦那 

さまに お 目に か、 りました こと, > 思 ひます と。 曰； 那 さま、 もう どの やうな ことがありましても、 こ、 の 島から お出 

になって はなり ません。 ぉ殿漾 のために あれほどお つとめな されても， ちょっと 御意に かな はぬ ことがあれば これ 

で ノ /さ い ま す も の 、 い くら 殿樣だ からといって も あまり 人情が なさ 過ぎます 。 
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隆盛 今度と いふ 今度 はわし もつ く- 忠義 立な ど、 いふ ことの 馬鹿々 々しさ を 知った 。もう どんな ことがあっても- 

坊やなん か を 捨て V 出かけ はしない。  • 

アイが ナ さう でしたら わたくし もどん なに 嬉しい か 知れ ませぬ。 (着物 を疊み 終りて、 隆盛の 後に ま はり、 肩を续 

む、 子供 は 隆盛に 抱かれた ま- - しきりに 笛 を もて あそぶ〕 

隆盛 それほど 別れる のが 辛い か ハツ ハツ ハツ …… 0 

アイが ナ はい 0  ( そっと 1^ を 拭く) 

S そして、 お前 等が 乘 つて 來た船 は、 やはり 鹿兒 島から 出た ので あらうな。 

アイが ナ はい。 お 城 F からまい つた 船に 賴んで 便 を させて いた いたので ございます。 

この 時、 上手より 代官 中原 萬 次 郎家來 二人 を 連れ、 薩 藩の 使者 を案內 し、 座敷 を 親く。 困り切った 顔 をして 

ふたたび 櫚 林の 中に 隠れる 

S 大きな 船の や うぢ やのう。 

アイが ナ はい、 ずゐ ぶん 大きう ございました。 船に は毆樣 の 御 使者と かいふお 侍が 乘っ ておいで になり ました。 そ 

れ から、 その 船の 底に は船牢 とか 申す 暗い 鐵の 扉の 船 牢舍が 出来て ゐ ると いふ ことで ございま したが、 わたくし は 

恐ろしい ので、 どうしても 親いて 見る 氣 はいたし ませんで した 0 

隆盛 船牢 とい ふの か？ (默 思) 誰か 氣の 毒な 人が 入れられて ゐた であらう のう。 

アイが ナ わたくし、 名を聽 いただけ でも 恐ろしう ございま したので， どの やうな お 方が はいって おいでにな るか、 

少しも 見ませんで ございました。 まあ あの やうな 暗い ところに 入れられて、 鬼界ケ 島な どに 流さる >- 方の こと を 

ひます と、 ぉ氣の 毒で なり ませぬ。 ほんに 曰ー那 さま、 も 5 二度と この 島 をお 出に なって はいけ ません。 それ こそ こ 


の 次に は船牢 入りで もな さる やうな ことがありましたら わたくし はとても 生きて は をれ ませぬ。 

隆盛 安心 するがよい。 この 前 龍鄕に 流されて ゐ たころ はま だ尙 一度 世に出たい、 思 ふ 存分 働いて 見たい と 思って ゐ 

たので、 御 赦免の 御 使者 をいた t くまで は、 ずゐ ぶんと 疳續も 起した が 今 はすつ かり、 世間 を 捨て、 覺りを 開いた 

ので、 わし は 毎日々々 を 實に氣 持よ く 接って をる。 今度 こそ は どの やうな 御上のお 召が あっても、 一 足 もこの 島 か 

らは 出ないで、 お前と 一緒に 死ぬ ことに 決めた。  • . 

アイが ナ 勿體 なう ございます。 旦那 さまさへ この 家に 1 生お 止り 下さる のでしたら わたくし、 もう 二度と 龍 郷の父 

や 母の 家に も歸り ませぬ- わたくし ほど 仕 合せな 女 はあり ませぬ" (俯向いて 袂で淚 を 拭く) 

上手、 $ ^櫚 林の 蔭から、 家の 中の 樣子を 見て ゐた 代官 ゃ島津 家の 使者 等 も 鎮を掩 ふ。 西鄉に 藩よりの 命令書 

を 宇 交す るに 忍びないで SS 曙す る。 代官 中原 は淚を 揮って 緣 端へ 近づく。 

中原 先生 ッ！ 

隆盛 (不 圜 中原の 方 を 見る。 使者 二人 を 見て 不思議に 思 ふ) 中原さん I 

アイが ナ (驚く) あの 御 使者 は、 わたくしと 一緒の 船で おいでになり ましたが …… 0 

隆盛 お前と 同じ 船で？ 

中原 先生！ ぉ氣の 毒で、 何とも 申し上げられません。 先生 はもう この 島に おいでに なること も かな ひません。 

隆盛 (意 を 決して〕 中原さん、 覺悟 はして をり ましたで …… 0 

中原 どうぞ 御覽 下さい。 これ を。 (眼 を 拭 ふ) 

S  (にっかに 書面 を 開く〕 うむ. しかし これで はま だ 命 だけ は別狀 もない やうで …：. 0 

薩 藩の 使者 一 しかし 先生- 只今から 直ぐに 沖 之 永 良 部 島へ お越し を …… 。 
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隆盛 では その 船牢と 申す の はわし を 入れる ために 準備して 来られた のか？ 

薩 藩の 使者 二 左樣 でございます。 (俯向ぐ) 

$ では わし は Ar 日から は 船牢の 中ば かりで 暮 さなければ ならぬ のか。 

薩 藩の 使者 一 はい。 (俯向く) 

隆盛 (床の間の 大刀 を摑 み、 くやしげ に赋憲 の 苦 惱に耐 へぬ 表情。 アイが ナ 及び 子供 等 を 見守る。 鐸鐯 する。 しづか 

に 立ち上る) 

薩？^ の 使者 二  (駕籠 を さしまねく- 上手の 桧擱 蔭より 乘物來 る) 先生 ど， 1 て …… 。 

隆盛 (しばらく 駕籠 を 見る) いや ど- r ぞ * 船まで 歩かせて ください。 もう 二度と 土 を 踏む こと は出來 ないで せう から 

…… 。 (片手に"， * 履 を 持ち、 跌 足で 砂を路 み、 しづかに 下手へ 返 場) 砂が 冷たうて よい 心持ち だ、 ハツ ハツ ハツ… 

...0  (寂しき 笑 ひ). 

巾 原. 使者 等 俯， M いたま、 淚を 拭く。 アイが ナ緣に 突っ伏して 泣く、 菊 一郎 天 吹 を 握った ま、 呆然と して 立 

つ。 夕 基の 色 迫る。 しばらく 時が It つてから 船の 法螺貝の 音。 

I 幕 —_ 

第 四 慕 

江 戶城內 の 場 

時 
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明治 元年 四月 四日の 晝、 第三 幕より 六 年の 後 

場 所 

江戶 城：： 大廣間 

登場人物 

西鄉 隆盛 

勝 安房 

田 安中 納 ^一一 曰 

大久保 越 中 守 

幕臣 二八 

若 き 侍 

官軍の 參謀 海 江 田 信義 

同 木 梨 精一 郞 

同 吉 村長 兵衞 

同 村 田 新 八 

正面 襖、 板戸な どす ベて 取り はづ して あるので、 廊下 を 歩く 人の 姿 や、 庭園 や、 庭園 をへ だてた 建物な ども 

える。 正面 及び 左右に 列んだ 大きな 柱 や、 高い 櫚 のみが H 立ちて 見える。 飾り物な ど は 取り去られて ゐ 

るので、 全體 にや 、暗い 空虚な 伽藍の やうな 感じ を與 へる。 欄間の 釘隱 しだけ が 光って 見える。 樓 はもうた 
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いてい 散って しまって ゐ るが、 八 熏の遲 "ir たけが 葉樓の 間に 交って いて ゐる。 風 もない のに 絕 えず 散って 

ゐる。 山吹の 花が 櫻の 权 方に いてる る。 仝體に E_ 取 も K 史的な ^;£戶 開 鍵の 森嚴、 悲壯感 と， 空械の 打ち沈ん 

だ を 漂 はす。 

勅使が 坐る 廣 EI と. 幕府 方 や、 官軍 方の 人々 の^る 廣 間と は 別々 になって ゐ るが 上手から 下手へ ずう つと、 

拽 を取リ 外して 一 つの 大 廣 間にした ものである。 舞 S にあら はれる 廣間 は、 その 一番 下手の 一 部 だけ を 表 は 

した もの になって ゐる。 

舞臺 のト： 手に 見える 金屏風 は 降りの 部屋から， 續 いて ゐる 屏風の 一 部に 過ぎない。 

正面の 廣 問と 庭園との 問 は 長 廊下に なって ゐて、 庭園 を 貫いて 上手より 下手へ 廣ぃ 道が 通じて ゐる 意。 

慕が 開く と 同時に、 金 好 風の 上手の 隣 リの廣 間から 勅使が 江 戶開械 の 勅書 を 讀んで ゐる萆 が 厳かに 聞え て來 

る。 水 を 打った やうに 森と して ゐる。 隆盛 は 中央よ リ や、. H 手 寄の 柱に もたれた ま、 快く 眠って ゐる。 隆盛 

から 少し はなれて 上手に 吉田、 海 江 田、 木 梨 等の 參謀 連が 坐って ゐる。 き はめて 與 奮した 風で。 

次の 文霄は 金屏風の 中に て、 き はめて 明晰に、 おごそかに 讀 むこと。 

第一 一條 城 明 渡 尾 張 藩へ 可 相 渡 之 事 

第三 條 軍艦 銃砲 引渡 可 申 追て 相 當可被 返 下 之 事 

第四條 城内 居住の 家臣 城外に 引退き 議慎 IS 罷在之 事 

第 五條 慶喜叛 謀 相 助 候 者 重罪た るに 依り 嚴 科に 處 せらる べきの 處 格別の 寬典を 以て 死 一 等 可 被 宥之間 相 當の處 置 13 

被 爲在之 事 

隆盛、 黑き詰 襟の 軍服の t に 陣羽織 を 引っかけ、 朱鞘の 大刀 を 傍に 置いた ま、 眠って ゐる。 樓の 白い 花辦が 
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ひとしきり 散る。 勉 窨の傳 達が 終った ので、 吉村， 海 江 田、 木 梨 參謀等 は 立ち上って 金碎 風に 沿 ふて 上手の 

隣り の廣 間の 方へ 出て 行って しま ふ。 降 盛 だけが 一 人取りの こされる。 

退出す る 馬上の 人々 が 正面の 庭の 櫻の 下 を ト： 手よ リ下 宇へ 走る のが 跑下 をへ だて える。 田 巾中納 一一 一 a、  is 

懲な 表情に て 俯， M いたま、 勅番を 抱いて 詳 風の 藤から 下手へ 退場。 つ 1- いて 大久保 越 屮 守。 …… 越屮 守は不 

岡 立ち止まって 隆盛 を兑 るが、 その ま、 行き過ぎる。 幕臣 二 名 上手より、 越 中 守よ リ もや 、週れ て 登場。 

常に 與窗 して ゐる。 隆盛 を て 近づき 急に 刀を拔 かう とする。 終に 刀 を拔き 得ず して、 殘り 惜しげ に 返 場。 

じく 金碎 風の 蔭よ リ 上下 姿に て 勝 安 IISS 登場。 

勝 (感慨 無 „K の 面持ち、 兩芋を 衿の 下に 入れて、 舞臺 中央に 立 止まり 俯向いた ま、 や V 久しく 沈默。 二三 步 歩き 出し 

て 初めて 隆盛に 氣 付く) あ i さすがに 稀代の 英雄 …… もし 西鄕 先生 一人 生まれなかったら、 德 川の Jsf 府は なほ 百年 

は續 いたで あらう ；… 併し、 この 英雄の ために 倒された こと は德 川に とって 決して 不名譽 な 事ではなかった。 (11 く 

默禮 して 七八步 隆盛の 前 を 行き過ぎる。 その 時 急に 馬の 蹄の 音が 聞え るので. 隆盛 眼 を さます) 

盛 あ.^、 ッ …… (あた リを ま はす〕 こ X は 何 處だ。 こ  > -は大 島で はない のか。 あ.  > 江 戶 城の 大廣 間だった。 お 

ぃ大久 保さん。 越 中 守さん >  おう、 もう 江戶 城お 引 波の 儀式 は濟ん でし まった のか？ 

勝 (立ち止ま リ、 笑 ひながら〕 西鄕 先生 ッ！ お g がさめ ました か。 江戶 城お 引渡しの 式 はすつ かりす みました。 

S  (立ち ヒ K0 おう 勝 先生です か。 面目 次第 も ございません。 實は田 <|c 武士-の 悲し さ、 あまり 御 見事な 御殿の 結！！ 

に兑 とれまして、 あの 欄間の 釘隱 しを算 へ て をり ます 問に すっかり 眠って しま ひました。 

勝 いや、 お 察しいた します。 この 十 年 問と いふ もの、 あなた はこの 江 戶城を 落す ために 一睡 もな さらなかった の だ 

から …… 0  - 
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00 さう いへば さ うぢ やな あ 勝 先生 …… もし あんた 程の 英傑が この 城に をらん ぢ やったら、 わし は 一年で この 城 を 

落して 見せた が …… 。 

膨 わたし も あん.； が 攻めて 來 るので なかったら、 なかく この 城 は 渡さなかった が …… 0 

S あんた も 今度 はず ゐ ぶんお 困り ぢ やったら うな …… 。 

勝 あんた とわし と 立場 を替 へて 1 太刀 交へ て 見たかった なぁハ ッ ハツ ハ ッ …… でも あんた のお 蔭で この 城 も 助か 

る。 百 五十 萬の 江戶 市民 も 易々 と 眠られる …… 。 

iM 盛 お 互に これまでの 寢 不足の 埋め合せに うんと 眠らう ハ ッ ハツ ハ ッ …… 。 

勝 西郷 先生. あんた のお 蔭で 日本中が 今 B から 安心して 眠られる んぢゃ …… 。 

隆盛 勝さん、 さう おだて、 くれるな、 恥づ かしい が …… 0 

勝 いや、 まったく あんた のお 蔭ぢ や。 

隆盛 いや、 わし もまった くのと ころ、 いよく これで 江戶 城お 引渡しまで 漕ぎつ けた かと 思 ふたら 急に 重荷が 下り 

たやう で、 張りつ めて ゐた 氣.^ 緩んで しまうた のか、 うと/ \- と 眠って しま ひました。 勝さん、 わし はもう 半時ば 

かり 江戸 城 を 枕に して、 故鄕の 夢が たかった ハツ ハツ ハ ッ …… 。 

勝 ハツ ハツ ハ ッ …… あんた ほどの 英雄で もやつ ばり 故鄕は 忘れられぬ もの かな あ。 

S 1 日 も 早う 故郷に 歸 りたけ りやこ そ， 蛤 御門の 戰 から 鳥 羽 伏 見と 夜に 日 をつ いで 戰 さもし、 江戶 城お 引渡し ま 

で 命が けの 仕事 をし ましたの ぢゃ。 あ、、 もう わしの 一生の 御 奉公 も濟 みました。 (や、 沈鬱な 心。 大偽 さう に 大刀 

を 芋に する) 

下手よ リ村田 新 八 登場。 兵卒の 姿 をして ゐ る。 


村 田 先生！ 御馬 は どちらへ 曳 きませ う？ 

S  (村 田の 姿 を 見て 驚く〕 おう、 あんた は 村 田さん ではない か。 その 姿で？ 

村 田 先生のお 叱り を 蒙る かと 思 ひました が、 今日の 先生の 御身 邊が 危ぶまれ ましたので …… 。 

S 勝 先生、 御免し 下さい。 勅使と 參 謀の 他 一人 も 連れぬ 約束で したが この やうな 可愛い、 無法者が 居りまして、 

お 約 ま 外の 人數 を江戶 域に 入れました。 お詫び い たします。 

勝 何の、 西榔 さん、 あんた は 羨ましい。 

S わし はこの やうな 可愛い & 無法者 を あまやか すので、 つい 時々 飛んだ しくじり をいた します よ。 ハツ ハツ ハツ 

…… でも 若い者 は 可愛い、 者での う ハツ ハツ ハ ッ …… 。 

0 いかにも、 あんた の 性分で は …… 0 

S 村 田さん、 相す まぬ が、 それ ぢ やわし の 馬 は 北の 御 車 寄の 方へ 廻して 下され、 もう 懲 々江戸 城お 引渡し も すん 

だで、 薩摩を 立つ 時， あんた と 約束し といた やうに、 あんた と 二人で お 暇 を 願 ふて 故 鄉へ歸 らう。 そして 城 山の 木 

蔭で 思 ふ 存分 晝寢 でもしょう。 

村 W 先生 恭ぅ ございます。 

隆盛 あんた は 故 鄕に歸 るの がそん なに うれしい かのう！ 

村 3 はい 死に もせんで、 先生と 御 一 緖に 南の 國へ歸 る ことができ ると 思 ひます と …… 。 (俯向いた ま、 泣く〕 

隆盛、 勝 安房 共に 默 然とす る。 村 田 下手よ リ 退場。 

隆盛 勝さん、 あんた も 今日から ゆっくり おやすみ ハツ ハツ ハ ッ  0 

勝 あんた のお かげで 慶 公のお 首 も 助かり、 わし も<2 化から 初めての びくと 眠れます …… 。 (深い 溜息) 
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降 盛 では 御 達者で。 (太刀 を 握り 直し 目 鱧す る〕 

勝 あんた も …… 0 

隆盛 ふた 、び 默醴 して 氣の 毒げ に 勝 安房 を 見 上手へ 退場し つ 、そっと 淚を拭 ふ。 

勝  0 

11 下 中央に 近く 歩み寄 リ. 黯 然として いつまでも 西鄕を 見送る。 空 曇る。 しづかに 白き 花片 庇 を かすめて 散 

る 0 

—— 慕 11 

第五 幕 

城 山の 場 

明治 十 年 九月 一 一十三 日眞 夜中より 一 一十 四日 未明 

場 所 

岩 崎 谷 

登場人物 

四鄕 隆盛 五 土ー歲  . 

桐 野 利 秋 四十 歳 


2C2 


集曲戯 


村 田 新 八 

達見 十郞太 一 一 十八 歳 

池 上四郞 

野 村 忍 助 

山野 田 1 輔 三十三歳 

別 府晋介 三 ±1 歳 

隆盛の 子 菊 一 郞 

有 馬 平 八 

池 田 彥次郞 

少 年 兵 數名 

斥候 

下竽に 暗い 木蔭 を 作った 老淳が ある。 靑 竹に 荒繩 をぐ る C と卷 き附け て 作った 銑 架が その 根方に 置かれて 

あって、 マルチ ネ— 銃が 五六 挺 立て 懸けられて ある。 一 つの 銃に は 喇叭が 結びつけられて ある。 銃架から 少 

し 上手の 方へ 離れて 土 を 掘リ、 石 を 築いた 竈が ぁリ、 火が^え、 その上に て 鉛 を- 銘 かす 鍋が 懸 つて をる。 

上 竽に土 幾 を 積み重ねて 壁に した 小屋が ある。 屋根 は 推の 丸木 を 並べた もので、 上に 土 を かけ さらに その 

上 を柴ゃ 茅な どで 掩 ふて ある。 粗末な 低い 小 机が 片寄せ に 置かれて あって、 机の 上に は皦燭 がー 本 燃えて ね 

る。 小舍の 中には 席 を 敷き、 その上に 縞の 毛氈が 重ねて ある。 


助 之 吉鄕西 


263 


小屋の 後 は 丘に なって ゐて， 小 尾の 直ぐ 左側から そごへ 上って ゆく 猪 土の 徑 がつ いて ゐる。 

丘の 彼方に は陰展 八月 十七 日の 月が か- - つて ゐる。 月の 光りに 照らされて 薩 摩 潟い つたいの 海、 樓島 沖の 

島々、 天 保 山、 甲 突 川、 鹿兒 島の 町が 宇に 取る やうに 見える。 かすかに 遠く 開 聞嶽の 影が 夢の やうに 月光に 

照らされて ゐる。 天 保 山、 甲 突川畔 及び 磯に かけた 包圍 軍の 篝 火が 見える。 拭 下の 街 は 喪に 服した 町の やう 

に 暗い 感じ を あた へ る。 

詰 襟の 服に 袴 を 着けた 若者 や， 飛白の 單 衣に 袴の 少年た ちが、 樺の 下で 鍋で 纷を翁 かして は、 1^ 一に 流 —込ん 

で、 小銃の 彈丸を 作って ゐる。 みんな 白い 鉢卷 をして 刀を帶 して ゐる。 無言の ま  >- ほとんど 機械的に 同じ 動 

作 を緣リ かへ して ゐる。 丘の 上に は 一人の 少年の 步^ が劍を 着け、 小銃 を擔 いで、 小 ひさな 木立 を 招に して 

麓の 方 を螫戒 して ゐる。 時々 木立から 離れて は 丘の 上 を 左右へ 動く。  土嶷の 小屋から 下竽へ 二 間ば かリ 離れ 

たと ころに、 古い 板 を 並べて 机に した 臺が据 ゑ 付けて あって、 そこに は 陣@" 用の カンテラが 1 っ點 されて ゐ 

る。 別府晉 介、 池 上 ra 郞、 野 村 忍 助 II 一人が しき リに 机の 上で 地 圜 を 展げて 案じて ゐ るり 木の 株、 石な ど を 腰 

かけに して。 別 府晉介 は 額と、 右の 脚 を^ 帶 して ゐる。 歩く ごとに 刀 を 杖に して ゐる。 野 村 は 腕 を繃帶 して 

ゐる。 逸見 十 郎太は 肩と 左の 脚 を繃帶 して ゐ るが、 別府 等から 少し 離れて 丘へ 上る 徑の 傍に 荒 虎 を 布いて そ 

の 上に 時々. g- きながら 寢てゐ る。 小屋の 中には 低い 机 を 前にして- 隆盛が 坐った ま >- 身じろき もしないで 本 

も讀 んでゐ る。 隆盛 は繽 縮の 着物 を 着て ゐる。 

招えず 蟲の萆 が 開え る。 

人々 は 二月 出陣 以來 打ち 績 いての 戰ひに 疲れ切って ゐる。 

少年 斥候 (銃 を 提げ、 下手より 走り 登場。 別府 等の 前に 止る) 傳 令ッ！ - 


池 上 (少年の 方 を 向き) うむ、 竹 之 内さん かな？ 

少年 斥候 險 長からの 報告で ございます。 (報告 紙 を 渡す) 

池 上 (報告 紙を展 げて讀 む。 別府等 地阖を 案じながら 聽く〕 永 上 街道より 原 良 • 小 野 及び 西 田。 常 盤 方面の 敵 は 今， 

B 沒 と共に 一 齊に 運動 を 開始せ しもの、 如し。 その 主力 は 甲 突 川 右岸に 在りて 機 を 待つ もの V 如し。 兵力 約 五 千， 

野砲 八 門を備 ふ。 ；… (讀み 終る) うむ、 味 を やる わい、 ハツ ハツ ハ ッ …； (報告書に 走リ 書して 少年に 渡し〕 御 

苦勞 だった のう。 隊長に 宜しく。 (少年 下 芋へ 退場」 

別. 肝 いよく 今夜 ぢ やのう。 それにしても 軍使に 行った 山野 田 も 河 野 もま だ歸 つて 來 ぬが、 どうしたの だら う。 

野 村 出かけて 行った の は晝飯 食って 直ぐだった らう。 それにしても あまり 手間取る のは宜 いこと ぢ やない。 川 村 さ 

んの * 營は どこに あるん ぢゃ。 (この 時 遠くに て 小銃の 昔 is!  く〕 

池 上 敵の こと ぢ やから はっきり は 分らぬ が、 多分 t, 御殿で あらう と 思 ふ。 誰か 夕方 角 矢 倉の 方から 來た 男が あった 

が 軍使 の 連中 が 若宮 小路 あ たり を 通って ゐる ころ、 銃 K が ちょっと 聞え たやう だった と 言 ひよ つたが、 まさか 白旗 

をかヒ けて 行った 軍使 を 殺す こと も あるまい。 

別府 それに 川 村 中將は 先生の 御緣家 だし、 立派な 人物 だからな あ。 

0M  (席の 上に 起き〕 諸君 はま だ 軍使の 返事 を 待って をる のか。 すでに 今夕、 先生から は あの やうな 悲壯な 御 決心の 

訓令 も 出て ゐるぢ やない か。 おい どん は 一 刻 J? 早く この 城 山 を 枕に 討死したい。 

別府 吾々 が 討死 をす るの は 最初からの 覺悟ぢ やが、 た r 先生 を (西 鄕の方 を 向く、 西鄕は 端然と して 本 を讀み 耽つ 

てゐ る) …… 先生 は隨 古の 英傑. 日本の 土 辜； 石 だ。 日本の ために 先生はなくて はならぬ 唯 一 入の 英雄 だ" 吾々 は 幾 

度 死なう と、 怨み も 悲しみ もせぬ が 先生 を どうして 殺す ことができよう。 吾々 すべてが 川 村さん の陣へ 行って 腹 を 
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切っても、 先生 1 人 をお 助け 申したい。 (淚を 落す) 

邊見 おい どん も その 心に 何の か はりが あらう。 さう 思つ たれば こそ、 桐 野」 は 怒られた が 諸君に 賛成して、 軍使 を 

出す ことにし たが、 たと へ 吾々 の 希望が 川 村さん に聽 かれた としても， 先生が どうして 吾々 を 捨て、 お 一人で 助か 

る やうな こと をな さるもの か。 もし 先生が そんな こと をな さるく らゐの 人間なら、 最初から 二月の 出陣に お いたち 

と 一緒に 鹿 兒島を 立 たれる もの か。 先生 は 最初から 今日 ある を 知って をら れた。 先生 はおいた ち 一 萬 五 千の 薩摩隼 

人の ために 死んで 下さ るんだ。 日本の 西鄉 先生が、 おいたち のために 死んで 下さ るんだ。 おいたち は 日本で、 一番 

仕 合せ もんだ。 

別府等 及び 彈丸を 作って ゐる 少年 等も黯 然として 俯向く。 遠くから 笛の 音が 閗 えて 來る。 

野 村 誰か 笛 を 吹いて るな あ。 

別^ 天 吹の 音ぢ やな あ。 

池 上 明日の 戰 さが 愉快で たまらぬ とい ふので、 下の 方で は 若い者が みんな 騷 いどる。 野 村さん、 あんた だったら-つ、 

最前、 大小 荷駄 太 部の 谷. M 六 兵 衞に敬 を 書いて やって、 本部の 酒 を 出さして しまったの は ハツ ハツ ハ ッ …… U 

野 村 ハツ ハツ ハ ッ …… でも 今夜 かぎりの 命 だもの、 みんなに 飮 ませて やりたかった ので。 それに 今夜の この 月で は 

こた へられぬ よのう。 

池 上 狙擊 陵の 方で は 蒲 生さん が眞っ 先にな つて 琵琶 を やる、 詩吟 を やる 盛んな もの ぢゃ。 みな 元氣 がい、 ぞ。 (不 

阛 樺の 下の 少年た ち を 見て) おい、 稚兒 さんたち、 彈 丸の 準備 はどう ぢゃ。 

少年 兵 1 こ \ に 笊 一ば いだけ 出來て をり ます。 0. 爪 をか& へて 見せる〕  ~ 

池 fc それだけが、 明日の 朝の 戰 さに 使へ るの か。 (池 h、 別^^^令絕望的な表情) 


集 


少年 兵 二 昨日 は 敵が 朝から たくさん 城 山 を；： W がけて 射撃 をして くれました ので、 後で 緻を 持って行って 敵の 彈丸を 

掘り出して 拾うて 來 ましたが、 今日はち つと. a- 敵の 方の 彈 丸が 飛んで 來 ません ので、 もう も ございません。 

0M 明日の 朝に なれば おいたちの 死骸の 上に、 敵の 奴等の 彈 丸が 山と 積まれ やうに のう ハツ ハツ ハツ …… 。 

別府 もうよ いわ、 どうせ 討死す るんだ から。 今更 幾ら 殺生しても 勝戰 さに もなる まい。 彈丸は それだけで たくさん 

ぢゃ。 あんたら も 下の 方へ 行って、 みんなと 一緒に 思 ふ 存分 遊んだ 方が い X。 (少年 等 下手へ 退場) 

斥候 有 馬 平 八 (銃 を擔ひ 上手より 走り 登場。 頭と 手 を繃帶 して ゐる〕 斥候 報吿 ッ！ 

別府 どうだった？ 有 馬さん！ 

斥候 有 馬； 牛 八 天神 馬場， 千 石 馬場、 中 福 良 地區に 亙り 約 三 四千の 敵が 陣地 を 占領して をり ます。 その 右翼 五六 百の 

地 に 野砲 陣地ら し いものが 見えます。 高見 馬場 附近に は 盛に 蹄の 音が 聞え ましたが、 敵の 前哨ら しきものに 遮ら 

れ まして 充分ぬ. 祭す る ことが 出來 ませんで した。 (此の間、 池 上、 野 村 等 一 々地 を絮 ずる〕 

別府 御苦勞 でした。 あんた，^ 最ぅ 下の 方へ 行って、 みんなと 一緒に 遊んだ がよ い。 

斥候 有 馬 1^ 八 はい、 ありがたう ございます。 (槔の 下に 行き 銃の 掃除 をし 終って、 銃 を 持って、 下手へ 退場。 遠くに 

て 小銃の 音 しばらくつ けさ まに |s*5  く。 人々 耳 を 傾ける〕 

0a おう 大分 やつち よる ぞ。 斥候の 衝突に して は 少し 念が 入りす ぎる や うぢ や。 (丘の 上の 步哨 に聲を かける〕 おい 

彥次郞 さん、 何か變 つたこと はない か。 

少年 歩哨 たや Ar 川の 岸 を 五六 人 走って 行く 者が あります。 みんな 刀を拔 いて ゐ ます。 味方の 人た ちの やうです。 

さう か。 味方の 若い者が 月が 良い ので わるさ をして ゐ るの だな ハツ ハツ ハ ッ ：：： 。 

少年 歩哨 その 前 を 十 人ば かり 敵の 兵ら しい 者が 逸げ て 行きます。 銃 は 川 向う から 撃って をり ます。 
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うむ。 

少年 歩.^ 刀を拔 いた 男た ちが 川 を 渡って 行きます。 あ、 切り込みました。 (銃の 音 はげしく SS える) 

うむ、 勇ましい のう。 おい どん もこの 腕 さへ 動かせたら、 思 ふ 存分 切り まくって やる がの ，つ。 

山野 3 軍使 山野 田 一輔 上竽 よりあわた しく 登城) いやみな さん、 お待ち かねで ございまし たらう。 (別" 肿 等の 前 

に 立つ) …… 實は河 野と 兩 人で 軍使 だと 名乘っ て參 りました が、 何 を 誤解いた したの か 小銃 1^ ^撃ち かけたり しまし 

たがつ いに は 二人 を捕緋 いたしまして 紡績 機械 場の 倉庫に 押し込める とい ふやうな m 暴です。 しかし 川 村 中 將に逢 

ひましたら 大變氣 の 毒が つて 下されて、 ともかく 午後 五 時までに 先生- 御自身 川 村さん の 太 營に (桐 野 利 秋 長劍を 

提げ 上 宇より 登場 傍に あ リて聽 く) おいでが あるか、 或 ひ は 御" &答 をと いふ ことで ございま したが、 歸り途 で 再び 

わたくし は 敵に 捕 へられ、 河 野 はま だ あちらに 殘 されて 居る やうな 次第で 今では、 莨 事 休した とい ふより 他 はあり 

ません。 (人々 溜息 をつ く) 

逢見 いよ/、 おいたち のために 先生 を 殺さねば ならぬ か- 

池 上 でも まだ 敵の 總 攻撃までに は 時間 も あらう。 

山野 田 朝の 四時に 總攻擊 を 開始 するとい ふこと でした。 

四時 ッ！ 

池 上 でも、 私舉 校の 馬が 一 疋 をる。 あれ を 走ら すれば まだ 間に合 ふ。 

桐 野 ワッハ ッ ハツ ハ ッ …… 諸君 は 今にな つてな ほその やうな 女々 しい こと を 語る のか。 

池 上 女々 しい ことで はない。 先生 を 殺す に 忍びない からだ ッ I  - 

桐 野 では 先生に お たづね して 見い。 


別府 (痛む 足 を 引き摺りつ \ 小屋に ゆく) 先生！ 

隆盛 (初めて 書物から：；：！ を 離す) 晋 どん、 何です？ 

別府 た^今 軍使 は歸 りました。 山野 田が 歸 つて まゐり ましたが、 先生 どうぞ 川 村 中 將の陣 へ …… 。 

隆盛 さっき 軍使 を 出す と 同時に、 諸君に は、 訓令 を 出した であらう。 わしの 決心 は あれより 他に ない。 あんたら の 

やうな 有 爲の靑 年 をみ すく 殺して しま ふの は 忍び 得ぬ ところ ぢ やが、 何も 天運 ぢゃ、 あんたら わしと 一緒に 城 山 

で 討死して 下さい。 (隆盛 小屋 を 出で 正面へ 出る) まだ 攻撃が 始まる までに は 時間が あらう。 みんな 下の 方で、 酒で 

も飮ん でお いでなさい。 諸君の ために 最後の 酒樽が 二 本 兵站部の 方へ 置いて ある 箬 だから。 桐 野さん あんた 下に 行 

つて 鏡 を 開いて 下さい！ (みなく 上手へ 寄る) あつ、 それから 桐 野さん、 あんた の 弟御 も、 さ うぢ やが、 少年 兵 

だけ は 今 直ぐに、 城 山 を 落ちる やうに 命じて 下さい。 あの人た ち はたと へ 官軍に 捕 へられても 罰せら る、 こと は あ 

るまい と 思 ふから。 若 い 人た ち を 殺す に は 忍びんでの-つ … … 。 

桐 野 でも、 どうして 落ちません 者 は？ 

險盛 あの 立派な 若者た ちが 生きの こって くれる の は、 曰 本のた めなん だから、 あの 若い 人た ちの 命 は あの 入た ちの 

美しい 魂と 一緒に 明日の 日本の ために 殘 して a くの が、 わしら の 義務で も あら うぢ やない か。 ー蓠五 千の 若い 人た 

ち を わし はむ ざく と 殺して しまうた。 わし は あんた \ ち を 殺す ために 故 鄉に歸 つて 來 たこと になって しま 5 た。 

あの 若い 人々 の 親御た ちの 心中 を 察する とわし はもう ：：•• 。 (黯 然とす る) さあみ なさん あっちに 行って …… 。 (一 

同 退場。 別府晉 介と 邊見十 郞太は 人の 肩に たすけられて〕 

隆盛 (丘の 徑へ 歩み寄り， 不 W そこに 立って ゐる 少年 步哨 に氣 付き) おう、 そこに 誰 かをるの 5、 誰 だな あ？ 

少年 步哨 わたくしで ございます。 
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隆盛 お、 あんた は 池 田 どんの …… ，つむ 蜜 次郞 さん ぢ やのう。 あんた は 幾つ ぢ やった かのう。 

少年 步 十四 歳で ごさいます。 

隆盛 十四 歳 …… おつ 母さんに 逢 ひたから うのう ハツ ハツ ハツ …… 。 

少年 歩  。 

隆盛 わし、 ほんに あんた にお 禮を言 ひます ぞ。 さあ、 その 場所 はわし がぁづ かって、 立って ゐ るで、 みんなと 1 緖 

にあつ ちで 何 か 喰べ てのう。 それから 桐 野さん に 話しと いたから、 あんた 等 少年 組 は 攻撃が 始まらぬ うちに、 こ X 

か. 落ちて ください。 一 刻 も 早い 方が よい。 裏山の 方に 落ちれば たいてい 落ち のびられ ようから。 

少年 步哨 (しづかに 下 芋に 退場) 

村 田 新 八 (少年と 引きち が ひに 上手より 登場。 額 を 11 帶 して ゐる) 先生 ッ！ どこに おいでになります？ 

隆盛 村 田さん か， こ \ぢ や。 

村 a  (臺の 上の カンテラ を 持ち 丘の 方へ ト： つて ゆく。 懷 から 地阖を 出して 草の 上に 展げ る。 敵から 見えない やうに 

力 ン テラ の 火 を こちらに 向けて 地 脚の 横に 置く) 

S ではもう 配備 はすつ かり 整 ひました か。 

村 W はい。 さっき 桐歸 さんと も 御 相談いた しまして、 この やうに いたしました。 (二人 草の 上に しゃがむ。 村 田地 鬪 

を 指さす) 

敵の 陣地から 申し上げます。 これが 水上 街道で ございま すが、 こ、 の 高地 點 から、 この 畑地 を經 まして、 甲 突 川の 

右岸 これが 第一 旅圑 らしう ございます。 この 攻撃方向 はこの 突角ら しう ございます。 

S 第一 旅 W 長 は野津 だった のう。 


村 田 はい、 野 津少將 でございます。 それから これが 多贺 山に なって をり ますが、 これから 鳥 越 坂、 葛 山の 線に わた 

つて これが、 第 四旅圑 らしう ございます。 この 高地に は 山 砲が 二 門、 野砲が 六 門ば かり ある やうで ございます。 こ 

の 道 を 出て、 こ、 に 出て 來る らしう ございます。 

伊敷、 丸 岡. ^光明寺， この 線に 居ります のが 第二 旅團 らしう ございます。 

S  (うな づく) 

村 田 この 線 を 山 田 少將の 別 動 第二 旅團が 占領して をり ます。 これから 味方の 方の 配置 は 最初 先生が お決め 下す つた 

ま、 になつ て をり ます。 た V 蒲 牛； さんの 狙 擊隊の 位置が 兵 負の 關^ で 少し 左翼に 寄りました。 それ か ら 新照院 越と 

夏 陰 下 の 橋 口さん の 持 場が こ れも 右翼 部險 の關 係から、 後方へ 約 二百ば かり 引く ことにな りました …… 。(地 闘を卷 

き懷に 入れる) 

隆盛 御苦勞 でした。 それで 結構で せう。 (笛 の 音 や、 近く 響 く) 

あんた と はず ゐ ぶん 長いお 酬染 でした な。 あんた がわし を 訪ねて 下された の はわし が はじめて 大 島から 歸 つて 来た 

時だった が、 あれから あんた と 二人で 京都へ 急いで 行った のが あの 雛のお 節句の 日だった な あ。 下の 關 まで 九日の 

道中、 菜の 花の なか を 歩いて をる やうな もの ぢ やった が、 あれから 兵 庫で は あんな ことにな つて， 大久 保が わしと 

刺しち がへ て 死のうと いふた。 

村 田 あの ころ は大久 保さん も 親切な/、 で ございました  。 

隆盛 今日で も 大久保 は 親切な 男 だよ。 

村 田 でも 先生 を 暗殺す る やうに わざく 柬 京から …… 。 

隆盛 いや、 あれ は 決して 大久 保の 本意で はない。 わし は 信じて ゐ ます。 實 際に 證據も 何もない の だからのう。 あれ 
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こそ 疑心暗鬼 を 生ず だ。 わしが 故 鄉に歸 つて 来て、 ；！ $ 學校を 立て、 から、 私學 校の 風 を 見て 一番 驚いた の は 長 州の 

連中 だ。 內務 卿の 大久保 を 突つ ついては、 わしの こと を 批難した にち が ひない。 大久保 は 止む を 得ない、 私 舉校を 

調べに 役人 を经 つたの ぢゃ。 き はめて 單 純な 動機 さ。 大久 保の 命 を 受けた 下々 の 役人 どもが 惡 かった のぢ や。 大久 

保 の 誠心 を 曲解し た のぢ や。 何時も 國を 誤る の は 上の 心 を 曲解す る 下 々 の 役人 ども ぢ や。 わし は 大久保 の 立場 を氣 

の 毒に 思 ふ。 おう (町の 方 を 指さし) あすこに 甲 突 川の 白い 續が 見える。 霧が 少し こめて ゐる やう だが。 水 も 昔の 

ま、 に 月の 光りに 映って ゐる。 わしが 生まれた 邸 は、 おうあの 黑ぃ 木立が ある。 あの 少し 右手で あらう。 市 藏の家 

は …… あの 銀 杏樹の やうな 木立が ある。 あの 近く ぢゃ。 大久 保と わし はよう あの 甲 突 川で 相撲 を 取った もん ぢゃ。 

あの ころ は 川 村 も わし 等と あそこで 相撲 を 取った。 川 村の 軍 檻が もう 三時 間 早く 鹿兒 島に 驚 いて ゐ たら 今度の 戰爭 

は 起らなかった らうと、 川 村が、 神 戸から 手紙 を 出しよ つた" わし は 人吉の 陣中で あの 男の 手紙 を讀ん だ。 さう い 

へば わしな り、 篠原 なりが、 もう 一 日、 鐵砲 打ちから 早く 鹿兒 島に 屍って をったら、 私學 校の 若い者 を、 かう 怒ら 

せる こと もなかったら うがのう ハ ッ ハツ ハ ッ …… しかし 何も彼も 人生の こと は 運命 だのう 村 田さん …… 0 

村 田 しかし 蓮 命と は あきらめ ますが、 先生 を こ、 で 殺さねば ならぬ かと 思 ひます と。 (淚を ふ) 

S 愁を いへば かぎり はない。 あんた は 鬼界ケ 島へ 流され、 わし は 二度目の 大 島流し、 あの 時もう 死んだ 箬ぢ やつ 

たからのう。 蛤 御門で も 死なず。 伏 見 鳥 羽で も、 江戶 城で も、 死なず わし だけが かう して 生きの びて ゐ るの ぢ やか 

ら のう  0 

村 田 先生 もさす がに 可愛 ケ嶽 では まだ 死にた うない やうに 仰っしゃい ましたな ハツ ハツ ハ ッ ：：： 。 

隆盛 ハツ ハツ ハ ッ …… 。 あんた ぢ やない がわし も あの 時 は： §が懷 かしかった よ。 

村 田 死ぬなら、 鹿兒 島まで 落ちて 死のうと 仰っしゃい ましたな。 


戯 


0 
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隆盛 鹿兒島 はやつ ばりよ いのう。 あんた が江戶 城の 大 si で， 故 鄉に歸 りたい とい ふたが、 わし も鹿兒 島が 好き ぢ 

や。 かう して？^ 供 時代 相撲 を 取った 甲 突 川に 映る 月の 影 を 見て、 © 島 を 見て …… 。 

村 E それに この 玉の， やうに 美しい 南の 故鄉の {1^ を 見まして …… 。， 

S  :§ の 町 を 見ながら 死ぬ の は 果報な こと ぢ やのう …… 。 

村 田 先生、 大分 凉 しい 風が 吹いて まゐ りました。 (笛の 聲 近づく〕 

隆盛 あ.^ もう 秋ぢ やからのう。 (不^ 人影 を 見て) 誰ぢ や、 そこに ゐ るの は …… 0 

菊ー郞 (夭 吹 を 持ち、 樟の木 藤よ リ 登場、 足 及び 頭に 繊 帶 をして ゐる) お 父つ あん、 わたくしで ございます。 

隆盛 (なつかし さう に) 菊 ー郞. たった か 。どう だ 傷 は 痛まぬ か？ (心配げ に 菊 一郎の 繊 帶に觸 つて 见る) 

菊 一郎 はい、 さほどで もありません。 

WW 菊 一郎さん は 可愛 ケ嶽 です でに 御 if 死なす つたと いふ 噂まで 傳 はりました のでした が、 よく まあお 達者で、 そ 

れ までにお なりで ございま したな あ。 

隆盛 運の よい 奴です ハ ッ ハツ ハ ッ …… お前だった かさつ きから 笛 を 吹いて ゐ たの は？ 

菊ー郞 はい、 わたくしで ございました。 

村 田 たいさう お 上手です な あ。 

隆盛 大 島に をった ころから 天 吹ば かり 吹いて をった のです。 あの 天 吹 はわし の 祖父が 初陣の 時 持 つて 行った もの だ 

さう です が， 大 島で 菊 一 郞 にやり ましたが、 今日まで 壞 しもせ ず 吹いて をり ますの ぢゃ。 妙な 子で、 笛が ばかに 好 

きでして のう。 (菊 1 郞 を：：^ て) お前 みんなと あっちで 騷ぃ では ゐ なかった のか。 

菊 1 郞 わたくし は 今夜に なって、 いよく 今日き りで 死ぬ の だと 思 ひましたら、 大 島の ことが 思 ひ 出されまして、 
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さっきから あすこの 山の 上で 种を 見て ゐ ました。 

隆盛 あすこの 山から …… 0 

菊 一郎 あすこの 山の 上から 何だか 大 島が 見える やうな 氣 がした のです。 島 は 見えます。 大島か 何 か 知りません が。 

だから、 わたくし はさつ きから あすこに しゃがんで ゐ たのです。 

村 田 大島は 菊 一郎さん に はお 懷 しいで せうな。 

菊 一郎 わたくし は鹿兒 島よりか、 大 島の 方が 廣し うご ざいます。 大島 はわた くしの 故 3t ですから。 

隆盛 (しばらく 俯向いて ゐ たが 伸び あがって 沖の 方 を 眺めよう とする。 しかし 村 田に 惮る やうな 態度で 再び 俯向い 

てし まふ) 

菊 一 郞 おつ 母さん は .：：. お 父つ あんが、 二度目に 島に ぉ歸 りに なった 時、 もう 二度と 大島 をお 離れに なって はいけ 

ません と 仰っしゃつ たさう です ねえ  。 

隆盛 女と いふ もの はいつ でも そんな こと をい ふ もの だよ ハツ ハツ ハツ。 (村 田 を 見て きまり 惡げに 笑 ふ) お前 大島 

に歸 りたい か？ 

菊 一郎  。 (答へ ないで 俯向く〕 

隆盛 わしと 一緒に 死ぬ か。  ■ 

菊 一 郞 はい。 

隆盛 死ぬ の はい やと 思 はぬ か。 

菊 一 郞  。(答へ ないで 父の 鎮を 見つめる〕 

隆盛 死んでくれ るか。 お 父つ あんと 一緒に。 


菊 一郎 はい。 

隆盛 大島 でも 今夜 は あの 和尙ゃ …… 三 五郞ゃ …… みんなが 月 を 眺めて ゐる だら うのう …… 。 

菊 I 郎 おつ 母さん や 妹 も …… 。 

村 田 (背 を 向けて.. しま ふ)  • 

桐 野 利 秋、 別府晉 助、 池 田 四 郎等 新しき 薩摩 飛白に 著替 へて、 袴 を 着、 草鞋 を 穿いて 登場" 池 上 新ら しく 

仕 立 卸した 飛白の 單衣、 襦雜、 脚粹を 抱へ て 来る。 

桐 野 先生、 わたくし 等 はお 先に 着替 へました。 これです つかり 支度 は出來 ました。 

隆盛 (丘よ リ下 リて來 る〕 みんな 凉 しさう ですな あ ハツ ハツ ハ ッ •：•： 0 

桐 野 さつば りいた しました。 先生 どうぞお 着替を …… 。 (池 上. 隆盛の 前に 着物 を 出す) 

隆盛 ありがたう。 (受け取って 臺の 上に 置く〕 

丘の 上 を る。 菊 1 郞 なほ 沖の 方 を r:^ つめて ゐる" 隆盛し ばらく 無言。 

遠くで 砲聲が 聞え る。 近くで 小统の 音が はげしく 聞え る。 

桐 野 うむ、 いよく 攻撃 を 始めた な あ。 (喊聲 近く 聞 ゆ) うむ、 直ぐ 間近く やって来 たな。 (桐 野、 池ヒ^！ザ丘の上へ 

走る) 直ぐ 下まで 寄せて をり ます。 (と 隆盛 を 見る、 隆盛うな づく桐 野 丘よ リ走 リ下リ て、 銃架の 銃を摑 み、 笊の 中 

の彈丸 を^って- 丘の 上から つ 1- けさ まに 射擎 する) おう 命中 ッ …… 0  (二度 擎っ) あつ、 殘念 …… はづれ た。 (三 

度 摩つ〕 うむ、 倒れた …… 。 (つ 1- けて 擊 つ) 

隆盛 桐 野さん， 殺生 はたいて いにして、 それ ぢゃ 下の 方へ 行って 指揮 をね が ひます。 

桐 野 はい。 (殘念 さう に 銑 を 置く。 そこに 阈分 i& 介が 傷つき 隆盛の 前に 來て、 何 か 言 はう としたが 言葉が 出ない。 


助 之 吉鄉西 


275 


しばらく もだえ、 突然 刀 を 胸に 刺して 倒れる。 桐 野 は それ を 見る) ちえ ッ、 死ぬ の はま だ 早い …… 0  <r 長刀 を拔 き、 一 

三 四 度 地 を 打ち) 諸君、 先生の ために 最後まで 戰 はう。 1 入で も 多く 敵 を 叩つ 切って 死ぬ のぢ や。 諸君 行かう I 一 

(刀 を 揮って ト 宇へ 入る。 人々 走り 從ふ。 少年 等 出で 來リ统 を 取って 走る)  一 

隆盛 (小屋の 屮から 大刀 を 取リ、 舞臺 中央に 來り、 统 聲を聽 く、 敵彈 のた め 樟の枝 折れる)  - 

村 田 (丘の ヒ ょリ〕 先生、 大分 戰は 面白うな つて まゐ りました。 甲 突 川 を 眞っ黑 になって 敵の 大 部隊が 渡って まゐり 

ました。 照 國神瓧 の 前に 火が つきました。 (丘 を走リ 下リ〕 さあ、 先生、 あちらへ まゐ りまして 最後の 1 戰を …… 0J 

降 盛 かろくうな づき、 刀 を 持ち たるま、、 砲 萆 を聽 きつ、〕 村 田さん •：••• 。  ^ 

村 W はい …… 。  一 

降 盛 今 何時です かのう？  一 

村 S  (懐より 時計 を 出し、 カンテラ にて 兑る〕 今 恰度 三時 五十 五分で ございます …… 。  一 

盛 夜が 明ける の も 間が あるまい のう。  一 

村 田 はい …… 0 ( 隆盛 を 見送りつ、 淚を 拭く)  一 

隆盛 (上手へ 二三 步行 き、 立ち止ま リ 振り かへ つて 丘の 上 を 見る〕 

菊ー郞  。(丘の 上に 立った ま、 沖の 方 を 見つめて ゐ る〕 

0^   。 (村 田 を！^ て、 再び 丄 手へ 步む。 村田隨 ふ。 空 や  >- 白み わたる) 

—幕 —— i 
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集 曲 一一 戯 


第 一 幕 

第一 場 淀の 土 堤 

天 正 十九 1 ^早春の 夜 

人 ^ 

千 利 休 

利 休の 娘お 梶 

細 川忠興 

古田 正 勝 

曾 呂利新 左衞門 

乞丐、 狂へ る 女、 船頭、 駕籠 穽、 小者 等。 

淀川の 土 堤で ある" 渚に 沿 ふて 枯れ 葦が のこって ゐる。 

月の 光りが 水の やうに 漂 ふて ゐ る。 遠い かすかな 欵 乃の 聲が 聞え て ゐる。 霧が こめて ゐる 

岸の 柳が ゎづ かに 芽生えし か 、 つて ゐ る。 

土  a- から 足が かりが できて 川の 岸まで 下りて ゆけ る やうに なって ゐるひ 


9  土 堤の 下に 乞丐 小屋が 二 軒 ある。 

2  男の 乞丐が 二人 焚き火 をして ゐる。 女の 乞丐 は 川の 岸で i 爪 を か、 へて 米 を 洗って ゐ る。 

小屋の 窓から は 一 人の 若い 女が ffi ぃ聲 でうた ひながら 月 を ながめて ゐる。 そして 時々 思 ひ 出した やうに 笑 ふ。 

唄 

山 こえて 

雨が ふる 

山 こ、？！ て 

日が くる 、 

わしの なみだに 

日 力く る \ 

暮れた 山路 を 

たれが ゆく 

米 を 洗って ゐる女 乞丐 あの 娘 は 大變な 御機嫌 ぢ やない か。 

乞丐 甲 さう だよ、 まあ、 でも 泣かれる より まし だ。 

乞丐 乙 でもな ぁ氣も 狂れ ようよ。 氣の 毒な 娘 だ。 

乞丐 女 考 へて 見る と、 わたしたち は 恐ろしい 世に 生まれ 合せた もんだ な。 太閤 さまた つた 一入のお 心の ために、 曰 


戲 


0 


こと だら う。 もうす こし 火 をく ベて あた 


8 

2 


本 中に 幾蓠人 あの 娘と 同じ やうな g に 逢 ふた 人が あるか 知れぬ。 

乞 乙 太閤 さまが 惡 いとい ふわけ でもない さ。 足 利 だの、 織 田た のとい ふ 人の 天下より、 太閤 さまの 世に なって か 

ら 世の中が ずっと 明るくな つたと いふくら ゐ だから、 まあ ありがた いこと だら うよ。 氣の 毒な あの 娘の やうな 人 も 

あるに は あるが、 それ は どんな 世に も ある こと ぢゃ、 まあ 蓮ぢ やな あ。 

乞丐 女 でも 氣の 毒な もの ぢゃ。 また あの やうに うた ふて ゐる。 

乞丐 甲 結局 人間 は氣 でも 狂 ふた 方が 仕 合せ かも 知れぬ。 

乞丐 女 まったく だ。  ズ 

乞丐 甲 それにして ももう 彼岸 操 が^か 5 とい ふのに 何とい ふうすら 寒. 

まって 寢 ると しょうか。 

焚き火 をく ベる。 姨 低い 聲 でうた ふ。 

曾 呂利新 左衞門 登場。 I, 為 籠、 小者 等 隨 ふ。 

新 左 衞門 まだ 見えぬ かな あ。 

川上の 方 を 伸び あがりて 眺める。 

小者 左樣 でございます。 旦那 さま はず ゐ ぶんお 急ぎに なりました から。 

新 左衞門 利 休の 奴、 たうとう あんな ことで 聚樂 をお 構 ひに なつ， たので、 

こと はでき ぬに きまって ゐ る。 早くと も 四つ ごろで あらう と 思 ふので、 

まで やって 來 たが、 すこし 來 かたが 早 過ぎた かな。 

小者 い  >1 え、 早 過ぎ もいた しますまい。 船で ございま すと， 下り は 早う ごさい ますから、 追っ付け 利 休 さまの 船 も 


何 ぼ 何でも、 i 竹の 口に 京の 町 を 落ちて ゆく 

その つもりで 六つが 打つ と 直ぐ 急いで こ i 
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見える で ございませう。 この 土 堤の 上に 番をさして 置きまして， 曰ー那 さま は 寒う ございま すから あの 下の 焚き火の 

ところで 少し あた  >1 まりなす つて はいか^で すか。 ぢゃ 駕籠 屋 お前た ち はこ V に殘 つて ゐて、 それらし い 船が 見え 

たら 聲を かけて くれ。 

I； ぉ籠舁 はい、 かしこま りました。 

曾呂 利、 小者 等 土提を 下りて 樊き 火のと ころへ 來る。 

小者 ちょっと あたらして くれ。 

乞 巧 乙 はいはい。 

新 左衞門 あ、 おかげで あた、 かくな つた。 

若い 女 (窓に て 笑 ふ〕 

小者 あの 女 は 何 だ。 

乞丐 甲 あの 娘で ございま すか。 あれ は 氣が狂 ふて ゐ ますので。 

新 左衞門 氣狂 ひか？ それにしても、 偷 快な 奴 だな。 あの やうに 笑 ふて ゐる ではない か。 

乞丐 甲 笑 ふて は をり ますが、 うれしい ので ございます やら、 悲しい ので ございます やら。 

新 左衞門 何 かその やうな 因緣 話で も あるの か。 

乞丐 甲 あの 娘に ついては 氣の 毒な 話が ございます。 高い 聲 では 申され ませぬ が 太閤 さま は 何のた めに 方廣寺 だの、 

大佛 だのと でかい 物ば かりお こしら へになります のか 知り ませぬ が、 先年 近 江の 三 井寺から 大佛 殿の 大石 をお 曳き 

なされました 時、 あの 娘の 許婚と いふ 男が 蒲 生 さまの W 下で、 やはり 働いて ゐ たので ございます。 ところで、 別に 

なまけて ゐ たとい ふわけ でもあります ま いが、 ちょっと その 曳き 綱から 手 を 放して ゐる ところ を 見つけられ たので 
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す。 蒲 生 さまが 大變御 立腹なさい まして、 お前の やうなず るい 奴が ゐ るので 石が 動かぬ と 仰っしゃって、 その 若者 

を 抜き打ちに なされた さう でございます。 

新 左衞門  

乞丐 甲 それから 間もなくで ございます。 あの 小 田 原の 陣 でございます。 兄 一人 妹 1 人で 悲しい 月日 を &3 つて ゐ ます 

ところに、 兄 は 夫役に 召されまして 出かけ ましたが、 これ も 小 田 原で 殺されました とい ふこと でございます。 あの 

娘が 氣が 狂 ふたの は それからで ございます さうな。 

小者 可哀 さうな 娘 だな あ。 可愛らしい 顔 をして ゐ るが。 

新 左衞門 お前た ち は 何 を 話して ゐて も、 すぐ その やうな ことにば かり 氣 がっくの だな。 

小者 i  乂  t:  乂  i  

乞丐 等柴を 運んで 焚火の 中へ くべ て やり. 小屋の 中へ はいる。 

新 左衞門 おい、 まだ 船 は 見えぬ かな あ。 

駕籠 舁 はい、 まだ 船ら しい もの は 見え ませぬ。 

さび 

新 左衞門 利 休 は 何 を ひまどって ゐ るの だら う。 あいつの こと だから 今度の やうな ことにな つても 風流 だの、 寂 だの 

と尤 らしい こと を 言って は 高慢な 面 をして、 また あの 山師の 一 言 1 句に 隨 喜の 淚を こぼす 範を ほろ りと させて ゐる 

ので あらう 0 

小者 あの 亂暴 者の 福 島 左衞門 さまさ へ も、 利 休 さまの 前 へ 坐れば ぶる くと 顫 へ る ほど だと 仰 つし やった とい ふこ 

とで は ございま せんか。 

新 左衞門 福 島左衞 門が …… 勇氣は あるが、 あの 男 は 智慧が 足りない からな。 あの 山師に うまく かつがれ たまでの こ 
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乞丐 等 曾呂利 9 話 を 虎 戶を細 H に 明けて 聽 いて ゐる。 や、 驚いた 態。 

小者 利 休 さま は 山師で せう か。 

新 左衞門 山師 も 大山^だ。 毆 下まで..； すこしの ことで たぶらかさ うとして ゐ たの だ。 あの 男 はわし と 同じ 拂の 町人 

ではない か。 それに わし 等の 茶道の 方から いへば 彼 も わし も 相弟子 だ。 同じ 町、 同じ 町人で 相弟子で あるから に はす 

こし はわし に 封しても ちがつ た 態度 を とってい、 箬だ。 ところが あの 男 はばかに 高^ 振って ばかり ゐる。 自分ば か 

ふ う 

りが 風流の 道 を 知り つくして ゐる とい ふ 面 だ。 そして 何かとい ふとし かめつ 面 をし て眞 面目く さ つ た 態 をして 見せ 

る。 わし は あいつの あの 高慢な 顏を 見る のがい やだった。 だから わし は あいつの 顏 さへ 見れば わざと 大きな 聲で笑 

つて やった。 あいつ はわし のこと を淺薄 だの 無學 だのと いった。 いつもし かめつ 面 をして 世の中 を るの が S 劍だ 

とい ふの だ。 だから わざと わし はいつ も ふざけて ばかり 曰 を JJK つて 來た。 いつで あつたか あいつが 殿下 をお 招きし 

た。 わし もお 伴 をして 行った。 

小者 あの 時 はわた くし もお 玄關 までお 伴いた しました。 

新左衞 鬥 さう だ。 雪の 日で あつたな あ。 

小者 ひどい 雪で ございました。 

新 左衛門 お 座敷に 通した ま、 でい つまで たっても お茶 1 つ 立て、 は 来ぬ。 殿下 も わし も 雪の 中の 燈籠を ながめて ゐ 

るば かりだった。 は、 あ、 あいつ この 雪の 聲を聽 けと か 何とかい ふ 茶人の 道 樂氣で こんな こと をして ゐ るの だな と 

思 ふと、 小 履に さはって 仕方がなかった ので、 わし は 庭に 下りて 滅 茶々々 に 雪 を 踏み 散らして やった。 

小者 さ 5 だった さう でございますな あ。 
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新 左衞門 さう すると 利 休 奴 出て 來ゃ がって びっくりした。 そして 心ない 四つ足の 仕業で あらう とい ふの だ。 皮肉 だ。 

だから わしが 直ぐ こたへ て やった。 お前 は その 四つ足のお 仲間 だと。 殿下 もお 笑 ひ 出しに なった ことがあった。 は 

小者 利 休 さま は 久しい こと 旦那 さまと は 仲が 惡ぅ ございま したな あ。 

新 左衞門 殿下のお 口き、 で 仲直り はした が、 水と 油 だ。 たうとう 最後の 日まで 仲直り はでき なかった。 このま、 だ 

まって 別れる の は 口惜しい から、 今夜 は あいつの 船 を 見つけたら 思 ふ 存分 土 堤の 上から 笑って やらう と 思 ふの だ。 

お前た ちもうん と 笑って やってくれ。 わしが 音頭 を 取る。 笑 ひ賃は 幾らでも 上げる から。 

大きな 錦の 金袋 を 懐から 取り出して 振って 見せる。 

さあ みんな こ >| で 笑って 見ろ。 これ は 今日 殿下から いたどい たの だ。 お前た ちに 分けて やる からさ あ 笑へ。 

みんな 笑 ふ。 

まだ 聲が小 ひさい。 もっと 大きな 聲で 笑へ。 

みんな 笑 ふ。 

まだ as が！^ い。 それで はこの 金 はやれぬ。 わしの やうに 笑 ふの だゎッ はつ はつ はつ …… わつ はつ はつ はつ …… 0 

お前た ち は なぜ 腹の 底から 笑 はぬ か、 涙が 出る ほど 笑へ。 淀の 川幅 は廣 ぃぞ。 そんな 笑 ひ 方で 利 休の 腸に しみる も 

のか。 笑へ。 

みんな さらに 大きな 萆で笑 ふ。 

新 左衞門 うん、 その 調子で 笑って やれ。 

駕籠 舁 曰ー那 さま 船ら しい ものが 見えます。 
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新 左衛門 船が ッ！ 

鷥籠舁 霧が ございま すので はっきりと は 見え ませぬ が、 がー つ 川上から 流れて 來る やうで ございます。 

新 左 II 門 (袋の 中に 手 を 入れ 小判 を摺み 出し、 驚いて ゐる 小屋の 中の 乞丐た ちへ 投げる) 

焚き火のお 禮だ 1 

駕籠 舁 旦那 さま あの 船に ちが ひありません。 もう 直ぐ そこまで やって まゐ りました。 

新 左衞門 何 だ！ もう 直ぐ そこまで！ 

驚いて 土提を 登る。 みなく 隨ふ。 下手へ 走る。 

小屋の 中より 男女の 乞丐 走リ 出て 小判 を 爭ひ拾 ふ。 そして 月光に すかして 見る。 

窓の 若い 女 ffi い 萆 でうた ふ。 

雨の とぼ そ を たれ やらた \  く 

夢で あつたか 雨が ふる 

しとみ あげても 雨が ふる 

女 笑 ふ。 

同じく かへ し 

澄々 たる 淀の 流れ。 正面に は. 水 をへ だて. 1 淀の 城が 見える。 淀の 水車が 見える。 月が 照って ゐ る。 

上手から 船が 下って 來る。 苦が かけて ある。 鱸の 方で 七輪の 火が ちらく と！！ えて ゐる。 若い 船頭が 一人 相 


を 押して ゐる。 水鳥の 聲が 開え る。 

利 休 (苦 を排 して 艫の 方へ 出て 來る〕 

あ i い、 月 だ。 

ぉ梶ゃ 出て 來て月 を 見て ごらん》 

ぉ梶 もう 伏 見の 町の 1^ も 見え ませぬ か。 

利 休 うむ、 もうだい ぶ 伏 見の 町 も 遠ざかつ たや うぢ や。 まだ 燒 はかす かに 見える に は 見える が。 (愁然と して 川上の 

方 を 見る。 淀の 城の 方 を 見て 頭 を 垂れる) 船頭 こ \ いらに 舟 を 留めて しばらく やすんで ゆかう。 

ぉ梶 (苦の 中から 出る〕 

昨 B まで は 利 休と いった だけで、 京 伏 見の 町の 人た ちば かり か、 大名屋敷の かたぐ までが あだ やおろ そかに はな 

さらなかった に、 今日は 島流しに でも 逢った 人の やうに、 この やうな 船で、 人目 を 忍んで 行かねば ならぬ と 思 ひま 

すと もうあん まりな さけなくて。 

利 休  (趺 つて 月 を 見. 遠ざかって ゆく 伏 見の 町 を ながめて ゐる〕 

ぉ梶 いくら 太閤 さまに しても 罪 もない お 父 さま を とらへ て、 京の 町 を 退去し ろ だの、 堺へか へれ だの 仰っしゃ るの 

は あんまり ひど い。 

利 休 ぉ梶何 をい ふ …… い、 月で はない か。 年來御 奉公に 暇がなかった ので、 つい 落ちつい てこの やうな 月を眺 むる 

さび 

事 もなかった。 わし は 風流 だの、 t お だのと いふ 言葉のう ちに 埋 つて 生きて ゐた。 しかし それ はたに 言葉 だけの こと 

であった。 爐に 松風の 音を聽 くと いふた がそれ も 人間の 勝手な 理窟であった。 小智 は 菩提の 妨げと いふ こと を 忘れ 

てゐ た。 わし は 今夜 はじめて 月 を 眺めて ゐる。 淀の 川 濯の 音を聽 いて ゐる。 これ こそ 眞の 月ぢ や、 眞 の聲ぢ や。 


ぉ梶 お 父 さま はこの やうな 目に 逢 ふて 生まれ 故 鄉へ歸 るの を、 何とも 思って はおいで になり ませぬ か。 まるで 流人 

の やうに。 

利 休 成る ほど わし もさつ きから その 島流しに 逢 ふた 人た ちの 心 を 想像して ゐた。 京から 島へ 经られ て ゆく 流入た ち 

は みなこの 淀の 川 を 下って 行った もの ぢゃ。 昨日 は 人の 身の上 ぢ やと 思って ゐ たが。 

ぉ梶 でも、 わたくしたち は …… 0 

利 休 島流しの 罪人なら 生きて ふた 、び この 流れ を さかのぼる 日 も あらう が。 

ぉ梶 でもお 父 さま はしば らく 故鄉の 町へ 御螯 居に なって ゐ ますれば、 近いうちに また 京の 方へ お召しになる で ござ 

いませう。 

利 休 お前 はそんな こと \ 思 ふて ゐる のか は.^ は&は X。 (寂しく 笑 ふ〕 

ぉ梶 でもお 父 さまに は 何の 罪も咎 もない 箬で はあり ませぬ か。 

利 休 もとく 罪がない といへば 罪 はない。 しかし 罪の あるな し は 人間の 心で きめられる こと だから。 

ぉ梶 ではお 父 さま はもう わたくしたち は 二度と 淀の 川瀨を さかのぼる こと はない と 仰っしゃ るので ございま すか。 

利 休 淀の 川瀨を さかのぼる こと は 無論の こと、 灝の 音を聽 くこと さへ ながく は ゆるされぬ であらう。 

ぉ梶 ではお 父 さま は …… 0 

利 休 わしが 死なう と 思 はぬ にしても、 明日 か 明後日 は …… ひょっとしたら、 わしら の 船が^に 行き着かぬ うちに、 

もう 殿下の 御 使 はわ しら を 待って ゐる かも 知れぬ。 

ぉ梶 どこで 待って をり ます。 

利 休 群の 家で。 


ぉ梶  0 

利 休 それでも わし は、 わしが 生まれた あの 家で 腹 を 切る ことができる のかと 思 ふと まだ 仕 合せ ぢゃ。 

船頭 川上の 方から 船が 一 艘 下って 来る やうで ございます。 

ぉ梶 ずゐ ぶん 急いで 來るゃ うぢゃありません か。 

利 休 霧が 深いので。 

船頭 二人で © を 押して をり ます。 

水 をへ だて  >- 呼ぶ 聲が 聞え る。 

川 ヒ から 船が 近づいて 來る。 船に は 細川忠 興と 古田 正 勝が 乘 つて ゐる。 親子ら しい 船頭が 二人。 

忠興 宗 K でございます か。 

正 勝 たしかに 宗匠 だ。 それにお 梶 どの も 御 一緒 だ 0 

利 休 おう、 細 川 さま か！ 古田 さま か！ 

忠與 宗匠！ (黯 然として〕 

正 勝 宗匠 I この度の こと は 何ともお 氣の 毒で …… 0 

忠與 今朝 か ら 一 一一 井寺 ま で政宗 同道で 參 つて をり ましたので、 實は 宗匠が 不審 庵 を 出られた こと を 承った の は m 暮れ 

ころで ございました。 京から 伏 見まで 馬 を 走らせて 誼に も 立ち寄らず^ けつけ ましたので すが、 すでに 御 出立 後で 

ございました。 

正 勝 わたくし も 馬 を 捨て- -御 一緒に 船 を やと ひ 急ぎに 急がせました がお 目に か \ る ことができまして、 この やうに 

うれしい こと は ございませぬ。 


忠興 しばらく 船 をと めて くれ"  一 

船頭： を さして 船 をと どめる。  . 

忠興、 正 勝 二人 利 休の 船に 乗りう つる。  ， 

忠與 何と ま-りして {HI しいか、 あまり 突然の ことで はあり、 夢にも 想 はぬ ことで ございまし たからた V/ 、呆然と い 一 

たして をり ます。 ぉ梶 どの も さぞ 驚きな され ましたで ござ いませう。 

利 休 これ も 成り行き、 今 さら 何とも 思 ひませ ぬ。 た 1- 今日の わたくし はすで に 天下の 罪人 同樣の 者、 世の 憚り もお 一 

かま ひなく この 夜中 わざく 御 見， 经り 下され、 利 休お 禮 のま をし あげやう も ございませぬ。 ぉ梶 お茶 を 立て.^ お 上 一 

げ。 

ぉ梶 不 t 种庵を 立ちます 時 、何一つ 持ち出して はならぬ と 仰っしゃ つたので、 お茶の 道具 一つ ございませ ぬが。 

利 休 さう であった な。  一 

正 勝 では 宗匠 は あれほどの 名器まで もみん な …… 。  _ 

さび  なま  一 

利 休 はい。 それ，^ \ に 形見分け とも 存じ ましたが、 あの やうな 物の ために 人々 が風琉 だの、 寂 だのと いふて 生 さと- 

りの 道に 迷 はる、  ことがあつ  て はと 存じ 1 物 殘らず 捨て 、まゐ りました。  ： 

あ： ひ 

忠與 あれ だけの 名器が ありま すれば 二 ケ國三 ケ國の 所領に も か へがたい ほどの 値 は ございました らうに。  一 

利 休 すべて はやが て 土に 還って しま ふで ございませう。 は  >- は  は ：：： おう さう だ、 あの 包みの なかに 急いで 持つ 一 

て 来た 品が ある 箬ぢ や。 あれ だけ はま だ 未練が 殘 つて 捨て 得なん だが。  一 

苦の 下の 小 ひさな 柳行李 を 取り出し、 中から 肩 街と 茶杓 佛像 を取リ 船板の 上に 並べる。 

この 佛像は 信 長 公 御 在世の ころ 拜領 いたしました わたくしの 持念佛 でございます。 わたくしの 茶道 を 導？ 1 生 をお j 


守り 下された 佛 でございます。 この 肩衝 こそ 五ケ 國十 ケ國の 所領と もお 取り 替へ はいたし ませぬ とま をして、 この 

春 太閤の 御氣 色な 損じた 物で ございます。 この 茶杓 は 師匠より いた V きました 名器で ございま すので、 つい どこの 

旅へ まゐ るに もこの 小 行李の 中へ 入れて 持參 いたし ましたが、 この 品々 だけ は 捨て かねて こ.^ まで 持ちました。 今 

の 境界に なっても、 人間の 執着と いふ ものから、 脫け きれぬ のかと 思 ひます とお 恥 かしう 存じます。 ぉ梶 あの 七輪 

で 湯 を わかして、 せめてお 茶 一 つお 上げして くれ。 

ぉ梶、 船頭から 土瓶 を かりて 湯 を わかす。 

正 勝 こんな こと を 今更お たづね いたし ますの も變で すが、 いったい この度の 殿下の お腹 立ち は 何が 原因な の で .， J ざ 

います か。 お 心 あたりが おありで すか。 

利 休 あると いへば あり、 ない といへば ない ので ございます。 殿下 はいろ/ \ の箇條 をお 並べな された さう で ござい 

ますが。 畢竟 は 太閤と わたくしと は 同じ 世舁に 住む 事ので きぬ 入 間で ございませう。 殿下 はよ くいろ くの 物を惜 

し氣 なく 下されます。 日本 國中を 惜し 氣も なく みなさま へお 分な されました。 近いうちに は 朝鮮 大 明まで も 軍 をお 

す- -め になって、 大名 方へ お分けな さるつ もりの やうに 承りました。 與 へる 者は與 へられる 者より はいつ でも ほこ 

り を 感じる もので ございま 丁。 殿下 は 日本中に 殿下 以上の ほこり を 感じて ゐる者 を 一人で もお 持ちに なること を 心 

から 恐れて おいでになります。 時と 場合で は缺け 茶碗 一 ついた V いても うれしい と 思 ふこと もあります が、 不肖な 

がら わたくし はたと へ 殿下に 一 ケ國ニ ケ國の 所領 をいた V きましても ありがた いと は 思 ひませ ぬ" わたくし には子 

供の ころから 今の やうな 頭な ところが ございます。 天下 を 賜 はらう と 仰せられても わたくし は 欲しい と は 思 ひませ 

ぬ。 わたくしに は、 天下 以上の ものが あります つもりで をり ます 0 

ぉ梶 お湯が 煮； 立ちました。 


利 休 何 か 茶碗 はない かのう。 

00 何も ございま せんが、 船に あります 茶碗と いって はわた くしが 御飯 をいた^ きます …… 0  , 

利 休 うむ、 その 茶碗で. t 構 だ。 

^頭から 茶碗 を うけとり、 自分で 舷に 凭れ 川の 水に て 洗 ふ。 

ぉ梶 のこと につ いても ぉ聽 きで ございませ うが、 對 手が 太閤 殿下で あるから わたくし は 首の 座が 飛んでも 娘 はさし 

上げられ ませぬ。 わたくし の 頑な 腹の 蟲が 承知 をし ませぬ。 それに 殿下 もこの 春に は 御舍弟 さまに お別れな された 

し、 っ^いて 若さ まが あの やうな 御 病氣、 根が 心 弱い お 方 だけに 大分 御 分別が お 狂 ひなされ たやう に 思 ひます。 何 

ゆ ゑ か は 知らぬ が このごろ お立てな さる 太閤のお 茶に は 曇った 御 心の 影が さして をり ます。 つい 1 二 年 前まで は… 

…さう だ、 あの 聚樂 をお 建てな された ころの 太閤のお 茶に は 成る ほど 日本一 の 太閤でなくて は 出せぬ いかにも 大ま 

かな 太閤ら しい 茶の 味が ございました。 ところが その 茶の 味に 移り香が しみて まゐ りました。 わたくし はた V 父親 

一 人の 手で 育て、 來 たこの 娘 をい としい と は 思 ひます が、 しかし 娘 を 思 ふ 迷 ひの ために わたくしの 茶道に 曇りの 影 

1 っ視 かせようと は 思 ひませ ぬ。 (茶碗 を 拭いて 板の 上に 置く。 しみじみと 淀 ガ拭を ながめる) 

しかし まあ、 わたくし くら ゐ 殿下に 目 を かけて いた V きました もの もあります まいに、 それが この やうに なって 別 

れ なければ ならぬ とい ふこと は  殿ド にしても、 ついこの ほどまで 何でお 考へ になった ことがあり ませう。 もし 

わたくしが A ヱ仅 にも …… あ 、今夜 は 殿下 は 淀の 方 さまの かたへ お 越の 害です が. このま.^ あのお 域へ まゐ つて わた 

くしの この 口な 開いて お助け 下さいと 一 言お 願 ひま をし ませ-つなら 必ず 御 ゆるし 下さる にち が ひありません。 しか 

しそれ では 頭な わたくしと いふ ものが 滅びて しま ひます。 人間の 心 ほど あてに ならぬ もの はない。 自分で 明日の 自 

分の 心が わかり ませぬ。 


茶 を 立て V 先 づ忠與 の 前へ 置く j 廻し 飮む。 

忠興 宗匠の 今後の 御考へ は？ 

利 休 人生 七十 力 園 希。 咄々。 吾 這 K 键。 祖佛共 殺。 は k は  > は …… 。 

忠典、 正 勝 俯向く。 

利 休 た t ぉ梶 のこと でございますが、 お前 はどうしても、 わたしと 一緒に 群へ かへ るか。 

ぉ梶 はい。 1 緖 にかへ らして いた 父き ます。 

利 休 しかしな あ。 わし は 明日に も 腹 を 切らねば ならぬ こと は 分りき つた 話 だ。 わしと 一緒に ゐ たので は、 わしの 死 . 

後 どの やうな こと や 殿下が 仰せら る、 かも 知れぬ。 1 層 今のう ち 何處か へ 身を隱 さして やりたい と 思 ふので ござい 

ます 力 

ぉ梶 宗 安に は 死別れ ましたし、 この 上 父にまで、 別れなければ ならない くら ゐ でしたら …… 。 

利 休 いや、 まだ 死ぬ の は 早い。 お前 は 若い の だから。 

忠興 もしお 赦し 下さる のでしたら、 わたくし 何とか 取り はから ひませ う。 宗匠に は そのこと は 御 安心な さいます や 

利 休 あなたに お 願 ひでき ますれば わたくし も 安心して 死ねます。 

忠興 では、 ぉ梶 どの はわた くしと 一緒に 伏 見へ かにお 伴れ いたし ませう。 

ぉ梶 でも、 わたくし はどうしても 父 を 捨て、 生きて ゐる氣 はいたし ませぬ。 

利 休 お前が 死んで くれたと ころで わしが 何で うれし からう。 お前 は 生きられる だけ 生きて くれ。 たと へ 姿 を かへ、 

樣を かへ て 非人 乞丐に なっても お前が 生きの びて ゐて くれる と 思へば わし も 安心して 死ねる。 どうぞ いつまでも 生 


きて ゐて くれ 0 

利 休 最後に 茶碗 を か. - へ て飮 む。 

あ.. t これで わし もす つかり 安心して 死ねる。 紬 川 さま、 力 田 さま、 夜. V？ 更けます。 人に 見られても 惡ぃ。 では こ 

でお 別れいた しませう。 

忠與 では、 これでお 別れいた します。 

正 勝 宗匠、 御 道中 を。 

利 休 ありがた， 「ございます。 さあ、 ぉ梶 泣いて ゐては 仕方がない。 お前 は あっちの 船に 乘 るの ぢゃ。 

ぉ梶 わたくし はお 父 さまと 1 緒に 死にた うご ざいます。 お 父 さま を 捨て、 何で わたくしが 生きて をれ ませう。 

利 休 ばかな こと をい ふ。 お前 は いつまでも 生きの びて ゐて くれ。 さあ あちらの 船に 乘 つて くれ。 

正 勝 さあ、 どうぞ こちらの 船へ。 

ぉ梶 (手 を とられて 忠 興の 船に 乘る) 

利 休 お 願 ひいた します。 ぉ梶 わしの こと を 心配す るで ない ぞ。 いつまでも いつまでも 生きの びて くれ。 わしが 死ね 

ば 殿下のお 憎しみ も 薄らぐ にち が ひない。 

ぉ梶 お 父 さま。 

利 休 ゎづ らふな。 

船 遠ざかる。 ぉ梶が 泣き、 父 を^ぶ 聲 がしば らく 霧の 中に 聞え る。 利休黯 然として ゐ る。 

利； われに か ヘリて そこにあった 茶碗に 氣 付く。 


利 休 どうしたと いふの だ。 まるで 力と いふ 力が 拔 けて しまった やう だ" (K (碗の 中 を 弱いて〕 あ、 わし はさつ き 飲ん 

だつ もりで あつたが まだ この やうに 殘 して 置いた のか … … 何とい ふ 心 の 亂れ方 だ。 恥づ かしい こ とだ。 今が今 殿下 

のこと を 批判した 口の 下から わし 自身が …… 。 

ふた V び 茶碗 を 抱へ ヒげて 茶碗の 底 を 見つめる。 飲む。 

そして ： ：： この 茶の 加減 は I  何とい ふ 心の 亂れ樣 であらう。 

三た び 茶を飮 み、 味 ふ。 

あ X 恥づ かしい 何とい ふ 心の 狂ひ樣 だ！ わし は 七十 歳の 今日までた この 道 1 筋に 1 生 を さ X げて來 た。 そして 

かりにも 千 利 休と も 呼ばれた 身が …… わし は恥づ かしい。 わし は 何 一 つ 心の 淮 f 備も 出来て ゐ なかった の だ。 わしの 

1 生 はまった く 失敗であった。 一生 は 無駄であった。 わし は 今 曰まで 何 をして ゐ たの だ。 わし は …… 。 

船板の ヒに身 を 投げ出す やうに して 泣く。 

立ち上る。 失神した 者の やうに なって。 

利 休 わし は 人間の 信念が この 必 うに 脆い ものと は 思はなかった。 いや、 人間の 信念 はもつ とく 强ぃ 箬 だ。 今 ほん 

の 僅かの 間 だけ わし は 迷って ゐ たの だ。 わし は 人間の 信念が これほど 弱い ものと はどうして も 信ずる こ とが 出來な 

い。 よし。 過去の 七十 年の わしの 精進 は徒勞 であった としても、 わし はま だ 明日と いふ もの を 持って ゐる。 わし は 

恐らく 明 曰 1 日 だけの 命し か あた へられぬ であらう …… それでもい &。 わし は 今日の 夜が 明ける までに 人間の 强ぃ 

信念 を證據 だて k 兑 せる。 

S あの 岬のと ころへ ぉ鎮 さまの 船が か、 りました。 まだ 船の IS が 見えて をり ます。 


人の 樂聚 
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利 休  (しばらく ぼん ゃリ 川. M を 眺めて ゐ るが。 急に B 分に か ヘリ 驚いた やうに〕 さあ 水 掉を拔 いて くれ 。(« 

頭 水：^ を拔 きとる。 ^？休は立ち上らぅと 、て よろめき その はずみに そこにあった 肩 銜ゃ佛 像 を 川の 巾 へ 誤って 落し 

てし まふ。 利 休 はた じっと 沈んで ゆく 肩 街 や 押し流されて ゆく 佛像を 見つめて ゐる。 船頭 は 驚いて 利 休と 流され 

ゆく 佛 像と を 見 くらべ てゐ る〕 

^^く川を下ってくれ。 

00 かしこまりました o( 船頭 椋を さし、 川上の 方を氣 にして は振リ かへ つて 见る) 

利 休  。(うづく まって じっと 七輪の 火 を 見つめて ゐる) 

船！ づ かに 勁く。 欵乃 かすかに きこ ゆ。. 

同 第二 場 聚樂第  ， 

天 正 十九 年 冬の 日の 午前 

人 物 

豐 臣秀吉 

豐臣秀 次 

羽 柴秀俊 秀 次の 弟 

曾 呂利新 左衞門 

大野 道 犬 


南 蟹 船で 送られて 來た 美しい 為 や、 鳥籠 や、 織物な どが 眼に つく。 小 机の 上に は 一枚の 地鬪が ひろげられて 

ある。 渡來の 大きな 壺 などが 三 TO: 並べられて ある。 

曾 吕利新 左 衞門腹 を か、 へ て 笑 ひながら 下手よ リ 走って 來る。 

新左衞 EZ わつ は ま、  わつ よ. >1 よ 、 よ  0 

下手. を 振り か へ つて は 思 ひ 出し 笑 ひ をす る。 

ぁ乂 苦しい。 わつ は k は V は …… わつ は、 は、 は、 …… あの 大德 寺の 和尙 奴い つも 勿體 振った 顏 をして ゐ るので、 

今日はう まく 面の 皮を剝 いで やった。 あの 法 肺 さぞ 今ごろ は 腹 を 立て、 ゐる ことで あらう。 あ. I こんな 愉快な こと 

はない。 も， つ 可笑しくて ゎッ は- 1 は X は ：：： わつ は k は、 は …… 。(自分の 驛に耳 を 傾ける)  • 

おや 何だか iT たぞ。 わつ は.^ は \ は …… (わざと 笑って a 分の 笑ふ聲 を聽 く) 

どうも 變 だと は 思って ゐ たが、 こな ひだから わしの 笑 ひ聲に 曇りが か \ つ たや， 「だ o( 尙 一度 笑 ひ 直して みる) 

わつ は llt^l-HX  わつ， H  、  t  、よ ，，,0 

どうも 變 だ。 

うむ. さう だ 今年の 二月の 夜であった。 利 休 奴が 腹 を 切って-化んだ 少し 前の ことであった。 淀の 川 を 下って ゆく あ 

の 男の 船 を 追つ かけて 土 堤の 上から かねての 腹癒せに 思 ふ 存分 笑って やらう と 思って 行った 時であった。 利 休 奴の 

船が ちゃう どい V あんばい にわしが 隱れて ゐた土 堤へ 近く 下つ て 來た。 さあ 思 ふ. 一 仔 分 笑つ て やる の は今ぞ とば かり 

支度 をして 待って ゐ ると、 わしの 眼 は 昨日までと はまる でちがった 利 休 を 見た。 いつもの あの 悟りす ました やうな 


顔 を 見る であらう と 思って ゐ たが & 正面に 月の 光りに 照らされた 利 休の 顏を 見る と 寂しい とい はう か、 氣の 毒と い 

一 はう か、 いや 尊い とい はう か、 何とも 形容ので きぬ 不思議な 顔であった。 た e 一人で 艫の 七輪の 前につ くわん と 坐 

つて ゐ たが、 後光で もさして ゐる やうな 氣 がした。 それ を 見て ゐる とわし 自身が 深い 洞の なかに でも 引き入れられ 

て ゆく やうに 感じた。 笑って やる どころ か、 こっち までが 何 か 知ら 深い 水の 底 を 見つめて ゐる やうな 氣 になって し 

まった。 あの 時からで あった。 わし は 時 々，H: 分の 笑 ひ K が {41  洞の 響きの やうに 想 はれて ならぬ ことがある。 いや、 

わしば かりが さう ではな い。 こ の ごろ は あの の ん きな 太閤 殿下まで が 時 々 心細い こと を 仰っしゃる ことがある。 世 

の 中の 調子が 餘程變 つて 來た リ尙 一度 笑って 見よう わつ は、 は&は ：：： わつ は 、は\ は.^  どうも 而 白くない。 

わつ は、 は、 は ；… やつば り 駄目 だ。 利 休 奴の 顏が 目に く つつい てゐて …… 。 

大野 道 犬 a:- 場) 新 左 衞門何 を 笑って るの だ。 いつもよ く 笑 ふ 男 だな は、 は、 は …… 。 

新 左衞門 大野 さまで ございまし たか。 

道 犬 お前 は 今 そこで 利 休の 顔が 何とかい つて ゐ たが、 利 休と い へば あの 娘 を このほど 京の 町で 見かけた ものが ある 

とい ふこと だが、 お前 その やうな 話を聽 かなんだ か。 

新 左衞門 大 11 きで ございま すが、 殿 T のお 耳に その やうな ことが 聞え ましたら あの 女が 可哀 さう でございます。 そ 

れ ばかり かその 男まで が どの やうな 目に 逢 ふか 知れ ませぬ ので。 

道 犬 蹐尾宗 安が 亡くなって 後 は 後家 を 立て通し てゐ ると い ふ 話で あつたが。 

新 左衞門 わつ は、 は >- は …… あの やうな 美しい 女 を、 世間が なか/、 ゆるし ませぬ。 

道 犬 では 對手は 誰 だ。 

一 新 左衛門 德川 さまのお 小姓 山 名 某と かいふ 男 ださう でございます。 德川 さま、 それに 細 川 さま も 内 々御 承知の 上で 
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とのこと でございます。 

道 犬 さう か。 

新 左 i?:; もっとも 殿下 もす でに そのこと はう す/ \ お感じに なって ゐる かも 知れ ませぬな あ。 しかし このごろ 鶴 松 

さまが お亡くなりに なつてから は、 殿下 も あの方の こと は 大分 御 執心が 淺く おなりの やうです から は &は、 ：：： で 

すから もう 諦めて おいでにな るので ございま すかな、 あんな 女 一 人く らゐ 殿下に は 何でもな いのです から。 

道 犬 さう い へ ば さう だ。 

新 左銜門 です が、 た^ 1 つ 困った こと は秀次 さまの 御 舍弟秀 俊 さまで ございます。 高い 聲 では 申され ませぬ が、 小 

田 原の 御陣 で， -鼻 つまみで したよ。 太閤の 甥 だとい ふの を 鼻に おかけな されて、 大名た ちに 對 して 無作法 千度な 、 J 

とば かり、 御 兄 さまと は 雲泥の ちが ひで ございま すよ。 それに 色好みで、 まだ あの 若さで、 女と 見れば 眠がない の 

ですからな あ。 

道 犬 殿下 は 昔から あまり 寬 大でゐ らっしゃる からな あ。 

新 左衞門 まったく 殿下く りゐ 御身 内の 方に おや さしい、 人情に 厚い 方はありません。 殊に この 前鶴极 さまが お生ま 

れな され た 時の お 喜び やうつ たらありませんで したな。 わざわざ 小 田 原の 御陣か ら 飛んで かへ らうと なさった くら 

ゐ ですから。 あの人 情に あつ ぃ寬大 なお 心を秀 俊 さまな ど はよ い ことにして 我儘い つ ばいの こと をな さる の です-' 

あの 利 休の 娘 をば、 實は秀 俊 さまが 目 を つけて おいでにな るので ございます。 

道 犬 あの 女 は 殿" 个 との 關 係が あんな ことだった の だから >  殿下に 對 して 相す まぬ こと ぢゃ がな あ。 それにす でに 思 

ひ 合った 男が あると いふのに！ 

新 左衞門 男が あらう が あるまい がそん な こと はどうで も かま はない のです。 あの 亂 暴 者です から。 や あ、 大變 だ。 


gl- をして ゐ ましたら 何だか あの方ら しいです よ。 

道 犬 いかにも さう らしい。 

新 左衞門 あんなお 方に はさ はら ぬ 方が 宜しう ございます は \ は. -は \0 

造 犬 さう だな あは、 は I- は \ は.^。 

兩人ヒ 手へ 返 場。 舞臺 しばらく 空く。 籠の 鳥 鳴く。 秀吉 上手よ リ 登場。 どことなく 明るい ユウ モ ラスな 顔。 

ドン。 キホ —テ 式な 空想 癖が ある。 渡 來の壺 など を うれし さう に 眺める。 手に とって る。 机の 上の 地 岡 を ひ 

ろげ て 見る。 ひどく 疲勞 したら しい 體 

秀吉 これが 朝鮮の 都 か、 これが 大明 だな。 ふむ、 これが こないだ 大阪で 逢 ふた イス パ ニヤの キャピタンが 歸 つて 行 

つた 島 か。 遠い こと は 遠い な あ …… 。 

秀俊 下手よ リ 登場。 二十歳ば かリの 若者。 辩 li ぁリ。 

秀佼 伯父 さま。 

秀 あ.'、 お前だった のか。 (ちょっと 親しみ ある 額で 見る) 

秀佼 伯父 さま はおから だが 悪かった さう です が … … " 

秀 卜；：； (さらに うれし さうな 額で〕 あ \ ありがたう。 大分 元氣 になった。 もう 大丈夫 だ。 

秀佼 それ は 何よりで すな。 (あぐらをかく) あんまり 犬 を 追 ひま はした ので 草臥れて しまった。 伯父 さま。 この頃 は 

いろんな 犬が 邸の 中 へ はいつ てゐ ますね。 

秀吉 茶々 が 好きだから。 

秀伎 さう です か 0 さっき も そんな こと \ は 知らなかった から、 吠えつ いた 白黒の 奴 を 1 疋 叩き切って やり ましたよ. V 


犬 を 切る の は餘程 腕が いります ね" 

秀吉  。(不倫 快な 額 をす る〕 

秀伎 伯父 さま- 刀の ぃ& のが あったら 一 腰 下さいません か。 

秀吉 刀 か？ …… うむ、 あげよう。 無銘 だが い \ 刀 だ。 正宗 だら うと 思 ふが。 

秀佼 さう です か o( 刀を拔 いて 見る〕 ぢ やいた it いとき ます。 (無雜 作に 膝の 傍へ 置く。  ^お n じっと 1= い 額で てゐ る〕 

秀吉 犬 を 切る 刀で はない ぞ。 人 を 切る の だ 人 を。 

秀佼 ぢゃ、 早速 人 を 切って 見 ませう。 

#J 吉 ばか ッ、 戰 場での み 敵 を 切る の だ。 

秀俊 戰 場で 自ら 手 を 下して 人 を 切る の は 將に將 たる 者の 恥づ ると ころで せう。 

秀吉 钢巧 さうな 口 を 利くな。 將^ であらう と、 大將 であらう と、 場で は 自ら 刀 を拔き 陣頭に 立って 一人で も 多 

く 敵 を 切り 殺す だ け の 勇氣が 必要 だ。 

秀伎 伯父 さまの 戰法 はさう でせ う。 しかし それ は舊 式な if 術です よ、 今の 代 は …… 。 

秀 *： 何が 今の 時代 だ。 賢 さうな ことば かりい ふ 

秀伎 伯父 さま. 少しお 金が 欲しい のです。 

秀吉 何に する の だ 0 

秀伎 小田原の陣にぃた父きました甲胄.>^大分痛みましたので、 少し手を入れさして^^きたぃし、 それに このごろよ 

い 馬 を 見 つけました ので。 いつ また 御陣に 立たなければ ならぬ かも わかりません の で。 

秀吉 さう か。 えらい、 そんな ことに 氣 がっく やうに なった の は。 (や、 機 縦 をな ほす) そんな 金なら 持って ゆく がい 
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い-ベ 錦に つ  >- んだ佥 包 を 1 つ わたして やる) 

秀佼 (金 包と 刀 を 無雑 作に 摘んで 立ち t る〕 ではいた いて か へります。 

下手へ 退場。 秀吉 じっと見 送って &る。 暗い 影が 額 を 掩ふ。 

秀吉 いや、 またい つもの 氣 聽の蟲 奴が ひついた やう だ。 わし はそんな に 弱い 人 I？ ではない ぞ。 (壺を 撫でて 見る) 

利 休 奴が 生きて ゐ たら 欲しがる であら-つ。 あいつ はたう とう わしに 首の 骨 を 曲げる こと をし なかった。 橫着 者で あ 

つた。 しかし あいつ は氣の 毒な 奴で はあった。 このごろ になって 時々 あいつが 言った ことが 氣 にか- - る やうな 感じ 

もす る。 しかし やつば り 迷 ひだ。 あいつ はな かくず るい 奴であった。 死んだ 後まで わし を 迷 はす やうな 言葉 を殘 

して 行った。 だが おい 茶坊主 * いくらお 前が、 かしこ さうな こと を 言っても、 わしに はかな はぬ。 わし はた ^一言 

でお 前に 腹 を 切らせた。 お前が 死んで 後に 何が 殘 つた。 見ろ、 こ X から 見える あの方 廣 寺の 大佛 を。 あれ は 百年 千 

年の 後までの わしの 記念 ぢゃ。 わし はま だ これから も わしの 大きな 足跡 を 地の 上に 刻みつ けて 步く。 わしに まさる 

大きな 足跡 を 誰が 殘し たか。 日本中に わしに up: を 突き 得る ものが 一 人で も あるか は \ は 、は …… 。 

秀次 (上手より 登場。 束 帶を箫 けて ゐる。 祌經 質な 蒼白な 額。 いつも 何 か考へ 込んで ゐる やうな、 そして ほとんど 笑 

ふこと を 知らぬ やうな 额。 ハム レット！！ i の 男〕 

秀吉 おう、 大屨 立派 だ。 

秀次 父上から 頂戴いた しました 束帶で <51 內 いたす ことにいた しました。 

秀吉 どれ、 うしろ を 見せて 御覽。 うむ、 なかく よく 似合 ふ。 いかにも 立派 だ。 二位の 位 をいた r いたが なか/ \- 

立派な もの だ。 どこと なしに ffii 々しさが 加 はって 來 たぞ。 そっち を 向いて 御覧。 うむ 立派 だ。 先日お 前の ために 權 

大納言 をお 願 ひして 置いた が、 今日のお 召し は そのこと について あら， T。 今 H から 大納言 だ。 また 一層 立派に 見 
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える ことで あらう。 

秀次 何から 何まで ありがたう ございます。 

秀吉 わし も 鶴 松が 死んで から は氣 がふ さいで 仕方がなかった が、 お前の やうな 立派な 後 纏が できた ので 安心 をした。 

このごろ はお かげで 氣が 晴れぐ として 來 たやう だリ 

秀次 急に 伯父 さまが 亡くなられ、 つ r いて 鶴 松 殿が あんな ことにな つたので すから 御 無理 もありません。 ひところ 

は 父上が どうかお なりになる ので はない かと 心配 をいた して をり ました。 

秀吉 いや、 人間と いふ もの は 親子の 情に は 弱い もの だ。 鶴 松が 死んだ 時、 わし は はじめて わしの 一番の 弱 徵 を 知つ 

た。 茶々 とわし は 一晩中 か はる，^ 鹤松を 抱いて ゐ たが、 あの 子が 息 を 引き取って、 まだ しばらくの 間 は 胸に さは 

つて 見る とかす かに あた、 かみが あるの だ。 薛を かけたら 眼 を 開いて 笑って くれさう だった。 それが 抱へ て ゐる間 

に 冷たくな つて 行って しま ふの だ。 わしの あた. - かい 血で あの 子の 胸 を あた \ めて やったら まだよ みがへ つて 來る 

こと も あるかと 思つ てな 抱きしめても  0 

秀次 あの 時の 父上の 御樣子 ははた で 見て ゐ ましても 涙が こぼれました。 

秀丄： ： わし はな あ. あれから も 幾度 妙 心 寺の 墓を發 いて、 も いちど あの 子 を 見たい と 思った か 知れぬ。 

秀次 あまりの 御 愁傷で ございま したので、 或 ひ は 殿下 は 出家な さるので はない かと 案じて ゐ たもの も ございました。 

秀士： ： わし も あの ころ は その やうな こと を考 へぬ ではたかった。 淸水 寺に も數日 こもって ゐ たし、 東； I 寺に も 泊って 

ゐ たりして 生死の 界を 越えようと 骨 を 折って 見た。 ところが 東 福 寺に 泊った 二日 al の 朝であった。 雨が 降って ゐた。 

夜明け 方で あつたが 眠って ゐ ながら も 雨の 音 は 知って ゐた。 すると わしの 枕 もとの 障子 を 明けて あの 子が 雨に 濡れ 

たま \ よち/ \> ところげ る やうに して 歩いて 來 るの だ" わし は 現のう ちに、 はっきりと あの 子 を 見た。 わし は 飛び 


起きて 抱かう としたが もうあの 子はゐ なかった。 

秀次 その やうな ことが おありだった さう です ね。 

秀 心の 迷 ひだった ので あらう は、 は、 •  • … • しかし 今ではもう お前と いふ 立派な 子供が 出来た の だから わ し は 大安 

心 だ。 どうぞ い つ まで も わしの 去， 後 を 安心 させて くれ。 

あ. --カ 

^$;次 わたくしの や 5 な 不肖な ものが 父上の 後 目に 立ちます などと 考へ ました だけで も勿體 ないや- 「な、 恐ろし、 や 

うな 氣 がいた します。 

秀吉 いや、 人 は その 地位に つけば、 自然 その 地位 だけの 賞 目が ついて 來る もの だ。 殊にお 前 は 今でも 天晴れな 天下 

人の 器量 1^ 具へ てゐ ろ。 何も彼も 安心して ゐる がい、。 お前 はわし のた ^一人の 賴り だからのう。 お前が もし また 

鶴 松の やうな ことにな つたら， その 時 こそ わし はこの 世に 何の 望み も 持たない ことになる。 わしの ために も どうぞ 

いつまでも いつまでも 生きて ゐて くれ。 

秀次 ありがたう ございます。 

秀吉 あ \ さ うだ。 さっき 秀 俊が來 てのう。 

秀次 弟が まゐ りました か。 近いうちに 四 國へ鼸 ると いふ ことで ございま すが、 わたくし も 逢 ひたいと 思って ゐ ます。 

このごろ 一向 寄りつ きません ので 案じて をり ます。 小 ひさい 時から 弟と 二 人き り で 寂しく 育 つた ものです から わた 

く し には秀 俊が 亡くなった 母の やうに なつかしう ござい ます。 た 子供の ころから 氣が 荒い ものです から， 間違 ひ 

がない やうに とば かり 思って をり ます。 人に は あまり 好かれぬ 男です が、 それだけに わたくしに は 一層 ふびんに 思 

はれて なり ませぬ" 今日 もまた 何 かお 願 ひに でも …… 。 

秀吉 また 金 を， ほひに 來 たので、 金と 刀 を 持たせて やった。 


秀次 あの 刀 を！ (ちょっと 喑ぃ額 をす る) 亂 暴な 男で ございま すから …… - 

秀. f;" 案じる こと はないだ らう。 あれ も 馬鹿で はない から。 お前に も 太刀 を 祝 はう。 これ はわし が はじめて 參内を 仰 

せっかった 日 佩いた 太刀 だ。 芽出度い 太刀 だ。 今 曰のお 前の 參內 にはち やう どい X。 お前が 佩いて 來た 太刀と とり 

かへ て 行く がい、。 それから お前に も 金 を 上げよう。 お前の は 大きい 袋 だ。 これ を土產 にした がい-。 (かなり 大き 

な 錦の 金袋 を か \ へ て來て どしんと 昔 を させて 置く〕 

秀次 そんな 大きな 金袋 を は、 は. -は …… 。 

秀吉 金の 袋 は 大きい ほどい \ ではない か。 

秀次 でも、 あまり 愁が 深す ぎます や 5 で …… 。 

秀 吉 慾 はなる たけ 深い 方が い \。 何でも わしの 物 はお 前の 物 だ。 遠慮なく ねだる がい.^。 

秀次 でも、 あまりい ろくな 物 を ねだりまして は …… ひ 

秀吉 いまに 日本中の 物 をお 前に ゆづるの ではない か。 

秀次 は、 は V は …… (寂しい 笑 ひ 方〕 

秀吉 さう だ。 お前 も 今 曰から は 大納言 だ。 ついでに わしの 關 白 職 もお 前に ゅづ らう。 さう だお 前 は關白 さまになつ 

た 方が い、。 お 上の 御 都合 をう か V つた 上で、 そのこと を ま をし 上げて 早速お 前を關 白に していた V かう 0 

秀次 でも、 そんな 高い 地位 をいた きまして はわた くし は 却って 困って しま ひます。 

秀吉 何、 困る ことがある もの か。 

秀次 あまり 冥加に 過ぎます やうで ございます。 

秀吉 そんなに 遠慮 をす る ことがある もの か。 お前 は あんまり 愁が なさ 過ぎる。 ほら その 壺だ。 こな ひだ 逢った あの 


キャピタンが 話して ゐた イス パ -ー ャの 領地 だ。 その 壺を 作り出す くら ゐ であるから 定めしい、 土地で あるに 違 ひな 

い。 わし は 一生の うちにき つと その イス パ ニヤの 領地 を 降伏 させて やらう。 みんなお 前に ゅづ つて あげる の だ。 そ 

の 前に 朝鮮と 大明. 5- 隨 へて、 これ もお 前に わしの 贈物と しょう。 (ふた、 び 机の 上の 地圆を ひろげる〕 これ を御覽 (秀 

次と 二人で 見る〕 

こ \ が 朝鮮 だ …； 大明 …… 呂宋 …… こ、 いら 一 面が イス パ 一一 ャの もの だな あ。 手始めに 朝鮮 だ。 まづ もの & 半年 か 

一 ^^^.も戰さをしたら朝鮮は切りしたが へることができょぅ。 その 次が 大明 だ。 これ とても 一 年 か 二 年も戰 ふたら わ 

しの 手に 附 かせる ことができよう。 さうな ると 日本、 朝鮮、 大明 をお 前に ゅづ り、 わし は 吕 宋 から もっと 南へ く 

とこの 島々 を わたって 見よう。 これが 天竺 だな。 うむ、 わし は 天竺へ 住んで みても い X。 天竺 は釋 迦の國 だ。 天竺 

まで 行ったら わし も 法師に でもな つて、 その 時 こそ 鶴 松の ためにお 經 でも 誦 まうよ は \ は \は\ …… 0 

小姓 (登場) 若さ まもうお 支度が できまして ございます。 

秀次 ではお 暇いた します。 

秀吉 さう か。 ぢゃ 行って 来る がい、。 氣を つけて な。 

秀次 はい。 

tic  (ほれく と 見送って ゐる) 

あ、 ちょっと お待ち。， わし も 一緒に 參內 しょう。 久しくお ヒの 御機嫌 もお 伺 ひしなかった から …… それに 例の 關白 

1 件の こと も 1 刻 も 早くき めた 方が ぃ& から。 

秀次 恐れ入ります。 

秀吉 (奧を 向いて 大きな 聲 で〕 おい、 わし も 直ぐ 參內ぢ や。 みんな 仕度 をし ろ。 


奥から 侍が 一 人 驚いて 走り出る。 

秀吉 直ぐ 參內 だ。 

^ 直ぐと 仰せられましても。 

馬の 用意 を すれば ぃ&。 わし は 馬で 行く から。 

侍 お 支度 は？ 

秀吉 束帶 にき まって をる。 時がない とい ふの か。 それなら それで 廊下 を 歩きながら 着ければ ぃ& ではない か。 早く 

持って 來ぃ。 太刀 はお 前の を 今日 一 曰 だけ 借りる としょう。 

秀 次の 太刀 を" 取る。 

侍 警護 は？ 

秀き そんな もの はいらぬ。 馬 を 飛ばす から。 

侍 で、 ございませ うが。 

秀吉 治 部と ぉ衞 門に 馬で ついて 來 いといへ。 大急ぎ だぞ。 ぢゃ、 出かけよう。 

秀 +H 先に 立って あわた 2^ しく 奥へ はいる。 みなく 膀ふ。 

曾： H 利 新 左 衞門ヒ 手よ リ 逃げ走って 來る。 秀 俊う しろから 刀を拔 い C 迫つ かけて 來る。 

新 左衞門 駄目です よ。 そんた 長い 物 を 振り ま はした つて 何が 恐い ものです か。 (壶の 間に はさまって 立つ〕 

秀佼 恐く はない とい ひながら なぜ そんなと ころに 逃げる。 顫 へて ゐ るで はない か。 

新 左衞門 恐く はない が、 あなたの やうな 亂：！ i 者 は 何 をす るか 知れない からです よ。 親 もな く、 妻 もな く、 子 もない 

わたしで もま だ 死にた くはありません からな。 
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秀伎 その 壺の 間から こっちへ 出ろ。 

新 左衞門 この 壺ー つ 割って ごらんなさい、 なん ぼ あなたで も 御 切腹 物です よ。 あなたが 刀 を 振り上げる とたんに わ 

たくし はこの 壺を 蹴って 死に ます。 罪 は あなたに あります。 

秀伎 ずる い こ とを考 へ て ゐる奴 だ。 ぢ や 刀 は 鞘に 入れる か らさ つ き の こと をう まく 取り はからつ て くれ。 

新 左衞門 それや 駄目です。 あの 女に はちゃん と 男が ついて ゐ るので すから。 

秀伎 でも 對 手の 男と いふの はたか V 陪臣で はない か。 

新 左衞門 しかし 殿下に さへ 何し なかった 女です から、 つむじ 曲り の 利 休の 娘 だけに やつば りつむ-しが 曲って ゐま丁 

よ 0 

秀伎 伯父 は あの 老人 ぢ やない か。 女が 伯父 を きらった の は 無 f もない。 ぜひ 何とかして くれ。 

新 左衛門 ぢゃ 一 層の ことわし などの 手 をお 借りな さらず とも 御 in: 身德川 さまに でもお 話しに なったら どうです。 別 

にお 恥づ かしい ことで も 何でもな いの ですから。 あなたの 伯父 さま は 若い ころから こんな ことに かけても 大膽 であ 

り、 いつ も 單刀直 入 的で おいでだった ぢゃ ありま せ ん か 。 

禿佼 なるほど、 そいつ は 妙案 だ。 ぢゃ、 早速 さう する ことにしよう。 おい、 もう その 壷の 間から 出て 來ても 大丈夫 

だ、 いつでも ずるい 奴 だな あは >1 は- - …… (下手 へ 入る〕 

新 左微門 ほんた うに 亂 暴な 方 だな あ、 刃物 を 持って ゐる だけに 始末が 惡ぃ。 だが やっぱり あまり 智慧 はない。 德川 

さまに ぉ賴 みなさい といつ たらさう しょうと 言った。 伯父 さま を御覽 なさい といって 聞かせたら、 い 、寧 を敎 へて 

くれたと いふ 樣な顏 をした。 世の中 は 智慧の ない 人間ば かりが 多くて 人 を 切ったり、 人 を 殺したり する。 あまい 钢 

巧な 人間 だと 普通の 人？ n に 見えない 世界の ことまで 見えす いて 臆病になる ので 何も 出来なくなる。 あの 利 休 奴 は 賢 
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いこと では 曰 本 一 であった。 そのために あまり 世の中の 先々 のこと までが 見えす いて 手 も 足 も 出な くな り、 

の 前につ くばって その， 死んで しまった。 智慧で なら 太閤 さま は 利 休 g 足 もとに も 及ばぬ， 齑 さま こ 

のこと はちつ ともおえぬ" だから 太 閣さ ま は 無茶苦茶 だ。 藝 I だから 素敵 逢い。 飛んでも ないどえ；；： 

U つたり な 意。 また これから 先 もどん な 馬鹿 J しい 大きな こと を もくろみ なさる か 知れぬ。 a 

人 まも 力 泣いたり 笑った Af な 暫 して 使 はれて ゐる。 人間と いふ もの I いのが いぶ、 t と p> ず 

1 ない のが V かな あ。 今の 世 は 大きな 騖揚 い 小 猿 どもが こきつか はれて ゐる。 

0! はつ は.^ は、 ：：： は、 は， は，？ ：：： (ひと リに てま ころげる)  ， 大 i 

第二 慕 

第一 場 聚樂第 の 一 室 

降 

文 祿 二 年 秋の 夜 

前の 幕から 約ニケ 年を經 過して ゐる • 

人 物 

豐 臣秀. 

羽 柴秀俊 

老  S 


木 村 常 SI 介 

古い 害 物 だの、 佛像 だのが 並べられて ゐる 0 

秀次は 熱心に 害 物 を 請んで ゐる。 ほ侶數 人し き リに甞 物の 整理 をして ゐ る。 

OS 侶 一 わたくしの 方の 仕事 はこれ で やっと 日 太紀 と 三代 實錄の 方 だけ は 纏り がっきました。 

佾侶 一 一 それ は 結構で ござ い ますな。 わたくしの 方に は まだ «^ 氏 物語と い ふ大 仕事が 殘っ てゐ ます の で。 

\ ^次 (不^ 僧侶た ちの 方 を 見て) 

もうず ゐ ぶん 時も經 つた。 みんな 歸 つて 休息した がい、。 今夜 はわし は 暇 だから、 わし も 少し くら ゐ手傳 つて 調べ 

てお くから、 みんな は歸 つたが い、。 どうせ 一生涯 か >| つて 讀ん だと ころで なかく 幾ら も讀 める もので はない。 ， 

それや 思 ふと 昔の 入た ち はよ く たくさんな 本 を讀ん だもの だな あ。 さあ お 退り。 

僭 侶  一一！ ではお 言葉に あまえまして。 

一：： 人 退場。 つ いて 老臣 一人 下手より 登場。 秀次 はつ 1- けて 本 を讀み 耽って ゐる。 

老 臣 三 河の 御領 地 を撿地 いたし まし た 結果 一 1 萬 石 減じ て ゐ ます と い ふ 通知が まゐ りまして ござい ますが。 

秀次 うるさい ではない か。 何 だ。 

老臣 三 州 だけで 二 萬 石 減と いふ ことで ございます。 

秀次 撿 地の ことか？ そんな こと はどうで もい、 ぢ やない か。 わしの 領地が 二 萬石滅 らうと 三蓖石 減らう と 仕方 は 

な いぢ やない か。 それでい、。 わし は 今少し 落ちついて 本 を 讚んで 見たい の だ U 落ちついて 考 へて 見たい の だ" 


老臣 それで は その ま、 で …… (退場〕 

秀次 うるさい。 そんな こと はどうで もい V  。(本 を讀 みつ づける) あ、 何で 今の^の 人達 は 領地 だの、 石高 だのと あ 

んな ことに 興味 を 持って ゐ るの だら う。 わし は關 白な どい ふ もの を 何でいた いたの だら う。 わし は 1 人で じっと 

考 へて ゐ たい。 わしが 歩まねば ならぬ 世界と、 父上の 世界と は あまり かけへだて \ ゐる やう だ。 わし はわし が もと 

めて ゐる ものが 何で あろ かわから ぬが、 た わし はいつ も、 何 か 知らに 追つ かけられて ゐる やう だ。 わし は 間違つ 

て 、 J んな褒 奢な 館 の 中に 生みつ けられた ので はない か 知ら。 わし はもつ と靜か な 山寺 の 中に でも 生 まれて 來た か つ 

た 0 

^伎 登場。 ひどく 後ら しい 疲勞が える。 神 鯉 質な ところが： = 立って 见 える。 

秀伐 兄さん。 相 か はらず いつも 本ば かり 讀ん でお いで r すな。 

秀次 おう、 秀俊 か？ よく まあ 名 護屋 の御陣 から 歸 つて 來れ たな あ。 (秀 俊の 肩に 手 を かけて じっと 秀 俊の 衰 へた 姿 

を见 るり いかにも ひや リ ある 眼つ きで る〕 病氣 だとい ふこと を聽 いたので 案じて ゐた。 よう 無事で 歸 つて 來れ 

たな あ。 それにしても やつれた な あ。 

秀俊 兄さん こそお やつれに な. C ましたな あ。 

秀次 わしが そんなに やつれた かい。 

秀伎 ぇ&、 ずゐ ぶんお やつれに なり ましたよ。 

秀次  。(感慨に 沈む〕 

秀伎 兄さん。 あなた も あんまり 馬鹿正直に 人 を 信じて ゐて はなり ませぬ よ j 伯父 さま はまた 伏 見に 城 をお 構へ にな 

る さう です わ、 兄さん は こ の ほどから 大變 なお 骨折りで、 そ の 石 をお 集めに なつ てゐ ると い ふ 噂を聽 きました が、 


兄さん は あんまりお めでたい ですな あ。 

秀次 何でお めでたい。 

秀佼 兄さん は 伏 見へ 城 をお 構へ になる 伯父 さまの 眞意 を御考 へに なった こと はない と 見えます ね。 その 城 こそ 聚樂 

においでの 兄さん を 抑へ るた めではありません か。 

秀次 そんな 馬鹿な ことが。 

秀佼 馬鹿な ことで せう か。 あなた は 艢て御 自分の 頭の 上へ 落ちて 夾る石 を 自分で 高い 所へ 運んで をら れ るの だ。 ど 

うです 兄さん、 もうい k 加減に 伯父 さま 信仰 をお やめに なって は。 たいてい 分に して 腹 をお 決めな すって はいか V 

です。 

秀次 何でお 前 は 久し振りで わしに 逢 ふたば かりだのに そんな こと をい ふの だ？ 

秀伎 いかに 兄さんが 馬鹿正直な 入 間で あっても、 もう 兄さんの 心の奥に は， わたしが 語らないでも ちゃんと わたし 

と 同じ 考 へが 動いて ゐる箬 です。 

秀次 わしの 心 を搔亂 さない やうに して くれ。 わし は …… 。 

秀^ まあお 聽 きなさい。 わたしが ま をす こと は實は あなた 御自身の，、」 が 語って ゐる ことなん です。 n.,: さん、 あなた 

が 伯父 さまから 關白を ゆ づられ たの は 鶴 松が 死んだ からでし たね。 ところが 伯父 さまに はまた 偶然に も抬 とい ふ 子 

が 生まれ ましたよ。 朝鮮の 戰さ にしても 今が 1 番危險 な 時機で せう。 日 太 開 M 以来の 大 賭博 を も 打ち捨て & 伯父 さ 

まは大 阪へ歸 つてお いでに なりました。 た 拾 一人 を 抱き か X へて 見たい ためにで すよ。 それほどの 子 煩惱な 伯父 

さまの 心に なって 見れば、 兄 上 を 養子 になす つたこと を 後悔 して をら れる こと はいふまで もありません。 

^次 太閤の 心 を 疑って はいけ ない。 


秀俊 疑って はいけ ません。 兄さん は 理性の 上から は 太閤 を 信じて 行かう とい ふので せう。 しかし 兄さんのお 心の奥 

の 奥の 聲 をよ く聽 いて ごらんなさい。 なんで あなた は 伊達 政宗 だの、 福 島 だの、 細 川 だの をち よいく お近づけに 

なる のです。 兄さん、 あなたのお 心 はちゃん と 準備し なければ ならぬ もの を 知って ゐ るので せう …… ，( 近づ いて 行 

つて、 じっと 兄の 眼 を 見つめる) 

飛んでも ない こと だ。 わしが そんな こと を わし は 太閤 を 信じて ゐる。 よしんば その やうな ことにな つても 

父上 を怨 ま-つと は 思 はぬ。 わし は 自分の 力に 比べ て は あまりに たくさんな 幸； 幅 や 名譽を あた へられて 來た。 

1^ 佼 だって それ は當然 過ぎる ほど 當然な こと ぢ やありません か。 あなた は 彼の 人の た^ 一人の 後續 者と 定められた 

のです から、 彼の 人の 持って ゐ るすべ てのもの は あなたの ものなん です。 そして 1 度 あなたの ものと して 定められ 

た 名 譽と幸 一 g は 永久に あなたの ものでなくて はならない のです。 しかし 幸福 やお 譽は 波の 上の 小舟の 樣な もので い 

つで もしつ かりし た 淀 を 卸し て 置かない と 流れて しま ひます。 あ な たは 淀 を 卸し て 置く 必要が ある。 あなた は あな 

た の 力 を 準備し て 御 分 の 幸福. V 名 譽とを 保 S する 必要が ある。  . 

禿 次 ではお 前 はわし に 無理に も 力 を 準備して 立てと いふの かい。 

秀佼 無論の ことです。 

禿 次 父上に 封して か。 

秀伎 いふまで もありません。 

秀次 恐ろしい こと だ。 二度と そんな こと を 話して くれるな。 わし は、 秀俊、 お前の 美しい 心 を 信じて ゐる。 お前が- 

その やうな 恐ろしい こと を わしの 前で 平氣 でい ふやう になった の は 今の 時代と いふ もの、 惡ぃ 感化な の だ。 黑ぃ雲 

が {も にあれば 地 も jlD! も 人間の 心まで もが 暴つ て來 る。 今 は 日本中の 人の 心が & つ てゐ るの だ。 人 はた^ 入 を 疑 ふこ. 


と の み を 知つ てゐ る。 わした ちの 世界 か らは人 を 信ずる と い ふ 心が 失 はれて しまった。 權謀 術數に - < つ て 人 を陷れ 

る こと • カにょって人1^脅かすこと、 人 を 殺す こと、 それが 當然 のこと だと 考 へられて ゐる。 わたしたちの 心 はこ 

の や， ^ な S 氣の 中で 育てられて 來 たの だ。 蜜 息し さ，.' な 穴 ュ氣 ではない か。 秀俊 わたしたちの 立って ゐる 場所から 少 

しかけ はなれて 今の 世の中 を靜 かに 觀る 必要 はない か。 わし は 幸か不幸か 今の 世の中に ゐ ながら、 淺 く は あるが 學 

問 を 愛すろ こと を敎 へられた。 わし は みんなと 1 緒に なって、 平 で 人 を 殺す こと は出來 ない。 今の 世の 屮で はか 

の 利 休 だけが 修羅の巷に あっても 靜 かに 考 へる こと をして ゐる ことができた やうに 思 ふ。 わし は あの 男 を うらやま 

しいと ほやった。 

秀伎 だって あの 男 は 力 を 持たなかった から、 あんな みじめな 死 方 をし なければ ならなかった ぢ やありません か。 兄 

さん ももつ と强 くお なりなさい。 今の 世で は 人 を 殺さなければ 自分が 殺される のです。 人 を 殺す なんて 一度 やって 

見れば 何でもな いこと です よ。 本來 人間と い ふ もの は 對手さ へ 見れば 叩き つ ぶす か、 嚙み 殺す ために 生きて ゐるゃ 

うな ものです。 それに わたしたちの 血統の 中には 多分に その 血が 流れて ゐ るんで すから ね。 祖父さん が 十一 の 時、 

家来の 槍 持 を 切り殺し て、 首と 兩腚を 拾の 先に 突き刺して 大成 張で 歸っ て來 なす つたと い ふ 話 を 知って お いで e せ 

秀次 それ だ。 わし も それ を 恐れる の だ。 わし はま だ 自分の 手で 人 一人 切った こと もない が、 あの 話 を 思 ひ 出して は 

ぞっとす る ことがある。 眼 をつ むつ てゐ ると 見た こと もない その 槍 持が 血み どろに なって 來て わしに、 首を切つ て 

ごらんなさい、 腕 を 落して ごらんなさいと いふの だ。 その 時 は 恐ろしい と 思って ゐ るが、 どうかして その 槍 持の 幽 

靈が 眼に 映つ て來 ない 時 は 物足りなく 思 ふこと も ある。 

そこです。 一度 その 幽靈 がい ふま \ に 1 步踏み 込んで やって ごらんなさい。 


秀次 わし は それ ケ 恐れて ゐ るの だ。 

秀伎 わたし だって 最初 はやつ ばり さう でした。 隐 病でした。 ところが、 伯父 さまが あの 大佛 殿の 大石を 一 二 井寺から 

曳 かれた 時でした。 宰領して るた 蒲 生 氏鄕， が 石の 直ぐ 傍に 立って ゐた 一 人の 若い 色の 白い 男 を 切り倒し たの を 見 ま 

した- その 若い 男 一人が 曳き 綱から 手 を はなして ゐた とかい ふので す。 その 時 は あまり 恐ろしかった ので、 また そ 

の 若い 男が 氣の 毒で なりませんで したので、 顏を掩 ふて しま ひました が、 日が 經 つに つれて、 切られた 若い 男が 可 

哀さ 5 であった こと を 忘れて しまって、 いっと はなしに 拔き 打ちに した 氏鄕の 手の 中の あまりに 見事な のが 心に く 

くな りました。 切り殺された 人間 は、 その 刹那 だけ はっと 驚く ばかりです。 後 は 何も 知らぬ。 石 や 塊と 同然です。 

だから 可 哀 さ-つで も 何でもな いのです。 可哀 さう だと 思 ふの は 生きて ゐる 人た ちの 想像 だけなん です。 その 時 その 

眞っ 白な 大 石に 若者の 血が ばつと 花 を 散らした やうに か \ りました。 わたし は その 時の 血の 痕を 見たい と 思って そ 

れ から 半年 も經 つてから 方廣 一寸の 庭へ こっそり 行って 見た ことがありました。 あの 大怫 殿の 隅の 石なん ですから 直 

ぐ わかりました。 血 は 無 tJI 洗 • 落して ありまし たが、 どうかす ると 雨が 降りさうな 日な ど黑ぃ 斑紋が 浮き出す とい 

ふこと でした。 現に それ を 見た ものが あると いふので す。 

秀次 もう そんな 話 は 止しに して くれ。 わし はそんな 話を聽 くの はい や だ。 (本 を讀 む) 

秀佼 兄さん は 本ば かり 讀 で 法 ：1 だの、 連歌師 だの そんな ものば かり 相手に して ゐ るから 氣が 弱くなる のです。 近 

いうちに 朝鮮から 1 萬 人の 耳と 鼻 を 切り殺いだ 奴 を鹽漬 にして 经 つて 来る 害です。 どうです そしたら 1 緒に 見物に 

ゆきません か。 

秀次 まだお 前 は そこに ゐて そんな こと を 言って ゐる のか。 どこかへ 行って くれ。 

秀俊 せっか くお 護屋 の 陣 か ら 0 つ て來 たば かりで 訪ねて 來 ると、 兄さんからまで そんな 愛想 づ かし を聽 かなけ わ は 


なりません かな あ。 わたしが もし 兄さんの 地位に ゐ たら どんな ことで もして 兒 せる にな あ 0 飽 くこと を 知らぬ 貪慾 

な 自> の 心を滿 足させた いために、 或 ひ は 自分の 倉に 黄金 を 積んで S きたいば かりに 戰 をして あれほど たくさんな 

人間 を 切り殺した 人た ちが、 今では 急に 茶 を 飲んだり、 禪を やったり して 聖人 顏を裝 つて ゐる。 兄さん、 もし わた 

しが あなた だったら 太閻 はじめ 世間の 大名た ちの 鼻 を あかして や るんだ がな あ。 孕み 子 を 裂いて 見よう …… 。 

秀次 秀， ツ 1 

秀伎 人 問 を 木に つ るして 置 い て 撃ち殺し て もやら う。 

秀次 秀、 つてい へば！ 

秀伎 腕 を 切り …… 足 を 切り …… 胴 を 切り …… 0 

秀次 早く あっちへ 行って くれ。 

秀佼 かへ ります よ。 兄さん、 そんな 亂 暴な こと をな さる こと はで きないに しても、 もす こし 强く なって ください。 

御 自分の 立ち 場 を 奪 はれる やうな ことがあつ てはいけ ません よ。 わたし は 兄さんの ためにた^ それだけ を 案じて み 

るので す 0 ぢ やもう かへ ります。 

秀次 これから 何處へ 行く の だ。 

秀伐 久し振りで 歸 つて 來 たのです から、 また 例の あの 女に 逢って 來 たいと 思 ふので す。 

秀次 利 休。 娘 か？ 

秀伎 さ 5 です。 

秀次 あきらめ たがい \た. りう。 

秀佼 いったん 思 ひ 込んだ 女です。 命に かけても 鸾 つて 見せます。 わたし は 兄さんと は 違 ひます から は、 は  は ：：•， 


秀 俊ト； 手より 退場。 下手よ リ木村 常 陸 介 じっと ながめて ゐる. - 

秀次 (ふた >- び 本 を 取り上げて 讀 まう とする〕 

わし は なぜ 父上が 名護屋 から 大阪 へ ぉ歸 りの 時お 出迎へ もしなかった のか …… 今、 弟が、 秀 俊の 言葉 は 兄さんの 0 
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の 驚 だとい つた。 わし は 自分 を 偽って ゐ るので あらう か。 « 實、 拾が 生まれた 通知 を受 t とる や 否や、 朝鮮の 軍事 

を 投げ 棄て > 太 闇が 拾の 顏を 見に 大阪 までお 歸 りになる とい ふこと を聽 いた 時 は、 わし は うれしい と は 思 はな かつ 

た。 暗い 影が 心に さして 來た ：：： (部屋の 中 を 歩き 越しに 空 を 見る。 星が また. - いて ゐる) 

ひろ ひ 

恐ろしい 誘惑 だ。 あの人た ちの 道と わしの 歩かねば ならぬ 道 はまる でちがって ゐる。 わし は よろこんで 關白を 拾に 

ゅづ つ て やる こと もで きる。 わし は芥の やうに 聚樂を 袷 てること もで きる。 わし は その やうな ものに 何の 興味 も 執 

霜 も 感じない。 わし は 入 生 そのものに 疲れて ゐ る。 

ひとつ a. なぎ 

小 W 原の 陣の 時であった。 山中 坂の 攻撃に ！柳直 末が 鐵砲 にあたって 死んだ の をお き、 なされて、 ちゃう ど 聲餉を 

召し あがって をら れた 父上 は ぼろ/、 と 落涙な された。 わし は 先陣の 一 氏の 陣へ馬 を K けつけ てゐ たが はげしい 彈 

丸が 落ちて 來て 左の 腕 を 傷つけ た。 父上 は その 時、 雨の やうな 彈 丸の 中 を 橫に馬 を 飛ばして わしの 腕 をか& へて 傷 

ひろ ひ 

ロを甞 めて 下さった ことがあつ た。 昔から 父上 はやさし い 方であった。 拾 を 眼の 中に 入れ て も 痛くな い ほ ど 可愛が 

られ るに 何の 不思議が あらう。 

常^ 介 (登場〕 近 3 殿下へ 御對 面な さる さう でございますが。 

^次 父上に も久々 でお 目に か、 りたい と 思 ふので。 

常 陸 介 ほんの 蠓には 過ぎます まいが このごろ 世間で はいろ./ \ -の こと を ま をして をり ます。 近日 御 越しの こと， 1 1 

先づ お取り止めに なされまして は いか で ございませう。 


秀次 わし は 父， M のお 心 を 信じて ゐる。 それに 何故 やら 今朝 ほどから. 1^ に 父上に 逢 ひたくな つた。 三 四 H うちに ぜひ 

お or にか りに ゆく。 

常 陸 介 では 道中の 警護の 者 を 殖やし ませう。 それに 小 荷駄 を 作りまして 具足 1 と 通り は 中に 隱 してな りと お持たせ 

なさる 方が 宜しい かと 存じます。 

秀次 常 ig! 介、 お前 はま だ そんな こと を考 へる 齢で もない に、 子が 父の 家 を 訪ねる のに 何の 具足な どの 支度が いらう 

常^ 介 太閣は 御存じない ことです が、 石 田、 ^田. などの 小人 輩が どの や ，つな 策 を 弄せぬ ものと も かぎり ませぬ の 

で 0 

秀次 恐らく あちらで も 今ごろ は 父上の 周圜の もの どもが お前と 同じ やうな 心配 をして 寄り/ \ いろんな こと を考 へ 

てゐる ことで あらう。 父上と わしの 心と は 百年 經 つても 變らぬ 箬 だ。 何も 心配し ないで おいて くれ。 

常^ 介 はい …… 。 

秀次 (空 を 見ながら〕 

明日 もお 天氣 らし い。 天の川の 鵲が あの やうに 美しう 飛んで ゐ る。 

常 降 介 (じっと 空 を 眺める) 

同 第二 場 淀の 城の 一 室 

前の 場面より 數 日の 後 


淀  君 

拾 (後に 秀賴〕 

侍女 等 

うしろに 淀の 川瀬が 見える。 

秀 吉と秀 伎が 向 ひ 合って 坐って ゐる。 どちらも 激して- Q る。 

秀佼 あなた は尙 少し 兄の こと を 思って やってく ださい。 あなた は 亡くなられた 姉さんの こと をお 考へ になり ませぬ 

か。 あなた はわれく 1 家の 者の こと を 思って くださら ぬのです か。 ゆかり もない ものば かり 大切に なすって …… 

秀吉 馬鹿な こと をい ふな。 わしが 何時 秀次 やお 前 をない がしろ にした。 

禾ハ佼 それ は あなたの 良心に ぉ聽き になったら わかり ませう。 

秀吉 何 だと？ 

秀佼 ともかく この 御殿の 美し さ だけで もよ くごらん なさい。 これ は あの 女の ための 御殿で せう。 北 政所の 御殿と く 

ら ベて ごらんなさい。 何とい ふ贅澤 な、 豪奢な 生活です。 

秀吉 なまい きなこと をい ふな。 わし はわし の 力で やって ゐ るの だ。 玲 もない 女 を あさる ことのみ を 武士の 心 懸のゃ 

うに 考 へて ゐ るき さまの やうな 男 は 豐臣家 一 門の 恥 蓐 だ。 


秀伎 そのお 手本 は 伯父 さまが 見せて くだす つたので せう。 あんな 女に たぶらかされて。 

秀吉 もう、 きさま は 二度と わしの 前に 立つな。 

秀俊 わたしの いふ ことが 一 々お 胸 を 刺す ので ございませう。 

秀士" もう 1 言いって 見ろ。 (刀 を 握って 立ち上る) 

秀伎 わたし をお 朝り にな るんで すか。 よし、 それなら。 (刀 を摑 む〕 

淀君奧ょり走り出て^;^4«の手にすがる。 

§ 何 をな さるので す。 大入氣 もない。 (秀 俊に 向って〕 あなた もお 止しさない。 わたしが これく らゐの 生活 をして 

ゐ ますの が あなた 方に は贅澤 だと か 豪奢 だと かに 見える のでせ う。 やはり 失禮 です が 御 先祖から 代々 田舍 で、 お 育 

ちのお 方の 眼に はねえ ほ、 ほ、 ほ \ …… 。 

秀吉 ともかく きさまの やうな 人間 は 二度と 顏を 見せるな- L 

秀伎 來て くれと 仰っしゃっても 二度と 來 ませぬ よ。 

淀 君 お 二人とも まるで 野 武士の やうに 勇敢で おいでになり ますね ほ、 ほ、 ほ、 ：.：• 今日は あなた もお か へりな すつ 

てまた 伯父 さまの 御機嫌の い k 時お いでに なった 方が い- -で せう。 

秀佼 下手へ 退場" 秀吉 なほ 憤リ秀 俊を觅 送る。 

淀 君 あの方 はこの ごろ 一 i? 變で すね。 あの方 1 入のお 考 へで あんな こと を わざと 大きな 難で こ- 1 に來て 仰っしゃる 

ので はありますまい。 

秀吉  。(不愉快な 親 をす る) 

淀 君 わたくし はこの ごろ 人 を 疑 ふこと を 知る やうに なりました。 若い 人の 美しい 眼に も 年 1 年と 曇 りが か X つて ま 


ゐ ります。 わたくし は あなたに かう やって い ；」 V くの をたい した 出世と は 思 ひませ ぬり 秀俊 さま や 北 政所 さまの 眼 

から 御覽 になったら 出世した とも、 替、 澤 とも 思 はれる かも 知れ ませぬ が、 信 長の 娃が 人の 妾 風情に 落ちて ゐる とさ 

げすむ 入 も ありませ う。 あなたの 御 情に 惹 かされて かう やって はゐ ます もの k わたし は ：：： ：( く e- しさう に^ を 拭 

秀吉 まあ、 そんな こと はどうで もい \ わ。 あれ は あの 馬鹿 奴が いふ こと だ。 氣 にかけ て くれるな。 

淀 君 あなた はいった い あまり 身び いき 過ぎます。 お 身内のお かたに は 寛大 過ぎる のです。 

秀吉 さう かも 知れぬ が、 また さう でない ところ も あるよ。 まあ さっきの あの 馬鹿 奴の こと は考 へずに 放っとい てく 

4/' 

i;^ 君 大政 所 さまが お亡くなり 遊ばした 時 も あなた は 名 護 接の 御陣 から あたふたと おか へりなさい ました。 しかしお 

氣の 毒な ことに あなた はお さまの 御 臨終の 間に もお 會 ひなさい ませんで した。 あなた は あの 時 もまた 悲しみの あ 

まり 氣絕 なさい ましたね。 

秀吉 もうあの 時の ことならく りかへ して くれるな。 わし は なぜ 名 護屋へ 出かけて 行ったら う。 鶴 松が 死ぬ、 わし は 

淸水 にも 行き、 東 福 寺に も はいって 見た。 しかし 鶴 松の 係が 目について 仕方がなかった。 わし は 戰 場に さへ ゐれば 

あの 悲しみ も 忘れる ことができ ろと 思った ので 名 謹 尾まで も 出かけて 行った。 しかし 鶴 松の 係 は、 どこまで もこび 

りつ いて ゐた。 わし は 鶴 松が 眠つ てゐる 京の 山 を 見る ことができな いの を 寂しい と 思った。 そこ へ 母上の 病氣の こ 

とが 秀次 から 知らせて 來た。 わし は 飛んで かへ つて 來た。 それ だのに たうとう お 目に も か.^ れ なかった …… 太 は 

朝鮮へ わたって 行った にち が ひない … … 母上 は さう 言 ひ なが らお 亡くなり なすった とい ふで はない か。 わし は 坂り 

かへ しのつ かぬ こ と をした。 何で 母上 を a い て 朝鮮 へ 渡らう。 


君 あなた は それほどの 親 思 ひで いらっしゃる のです。 です がつ ぃぞ 一度た つて わたくしの 不幸な 母に ついて お 話 

なすった ことが ございまし たか。 結句 人間 はつな がる 血で なくって は 愛と いふの も 嘘で ございます。 お亡くなり 遊 

ばした 大政 所 さま や あなたが 秀次 をい としい と 思 ひなさい ますの は 無理 も あ" ません。 わたくし はそんな こと を 何 

とも 思つ てはゐ ませぬ U た V わたくし は そこ いらに 嫉妬なん か 知らぬ とい ふやうな 賢 女顏 をして ゐる入 を 憎い と 思 

ひます。 北 政所 さま はお 賢い、 お 氣の毒 だとい はせ て は 加 藤 だの、 福 島， たの 誰れ 彼れ といつ の 間に かお 味方 をお 作 

りなさい ます。 御 坪怯ぢ やありません か。 鶴 松が 死んだ の も 誰かの 呪ひぢ やと さへ ま をす もの も ございます。 

秀吉 それは飛んでもなぃひがごとだ。 

^^君 い えさう はい はせ ませぬ。 鶴 松 は 大政 所 さまに も 北 政所 さまに も 心から やさしい お S 1 つか けられないで 亡 

くな つたので した。 名護屋 からの 今度のお 歸り にだって 秀次が 大阪へ 御出迎 へしなかった の も 北 政所 さまのお 指圔 

だと ま をす も の も ござ い ます。 みんなが あなた を 袖に して ゐ るの では ございま せんか。 

秀吉 いや， そんな こと はない。 わし は秀 次が そんな 男 だと は 信ぜぬ。 あれ はまった く 来れない 事情が あつたの だ" 

淀 君 あなた はお 身內の 方の こと だと みんな そんな 風に い- 1 方にば かりお とりなさる のです。 あなたのお 留守中に、 

わたくしが 大阪へ かへ りましても、 北 政所 さまの 思 はく を 憚って か、 誰 1 人心から わたくし をいた はって くれる も 

の もありませんでした。 治 部 だけが 何かと 相談 對手 になって くれました。 すると 直ぐ わたくしと 治 部が どう だのと 

いふ やうな はしたな いこと を ま をし ます。 醜い女なら ともかく、 自分の 美し さ を 信じて ゐる女 は 男 を 弄び ものに こ 

ひ ろ ひ 

そ すれ、 自分の ほこり を 男に 踏みに じられ る やうな 愚な こと はいたし ませぬ。 あなた は 拾 を可哀 さう だと はお 考 へ 

になり ませぬ か。 

秀吉 今にな つて、 秀/5^を說ぃて秀賴に關白をゅづらせるゎけにも行かぬではなぃか。 


淀 君 わたくし は、 そんな こと を ま をして ゐ るので はありません。 わたくしが 三十に なり、 四十に なり、 わたくしの 

心が ます/ \ 疑 ひふかく なり、 わたくしの 魂が 曇ったら その やうな あさましい 男の やうな 野心 を 抱く ことがあ るか 

も 知れ ませぬ。 わたくし はま だ 若い ので ございます。 わたくし は 日本 國 中の 物と も かへ がたい ほこり を 持って ゐま 

す。 わたくし は 天下 を 失 ふ ことよりも わたくし のこの 若い 美しい ほ こり を 失 ひたくな い の でございます。 

秀吉 いかにも お前 は 美しい。 その美し さが わしの すべて を 奪った の だは \は> -は •：：. 、 今 思 ひ 出した が、 お前 はこ 

の ほどお 前の 腕の 肉 を 殺いで 修驗 者に 持たせ 武 州の 高 雄 山へ つか はした とい ふこと ではない か。 大蛇に その 肉 を 喰 

はせ るの だと かい ふ^を 聽 いたが は丄は  は …… 。 

淀 君 世の中の fl- とい ふ もの はたいて いそんな ものです。 わたくしの 腕の 肉が 切り とられて あるか、 切り とられて ゐ 

ないか は あなたお 1 人が よく 御存じ ひ 害です。 

秀 *1 いかにも は  >- は.^ は …… 0 

ひ ろ ひ 

淀 君 わたくし のこの 黑ぃ 美しい 髮を 切って 持たせて やりました。 拾の 蟲氣を 封 じていた きたいからで ございま 

す 0 

秀吉 同時にい つまで もお 前 i 身が 若く 美しく あるた めに だら は丄は  >- は …… 0 

淀 君 若く 美しい とい ふこと はわた くしに とって は 1 番 大事な 武器です から。 

秀吉 どうぞ それ はわし に對 して だけの 武器に して くれよ は.. -は >1 は …… 。 

淀 君 あなた はいつ もお とぼけなさい ますね。 わたくし は 1K 劍 なんで ございます。 わたくし はいつ まで も 拾と 二人で 

安穩に 生きて ゆく こと さへ 保證 され ますれば、 もう わたくし はた 愚かな 母に なって しま ひます。 世間で はわた く 

しのこと を氣 位が 高いだ の、 氣が强 いだのと ま をし ます。 それ はわた くしが 母に なった からで ございます。 弱い 蟲 


でも 子 を 育てる ために は强 くなります。 命 を かけて ゆき ま T。 わたくし は 弱くて は 拾 を 守り 育て  ゆく こと はでき 

ひろ ひ 

ませぬ。 わたくしの 强ぃ心 も、 たかぶった 心 も 1 人の 拾 を 育て & ゆく ための 母の 情 だとお もへば 神佛 もお ゆるし 下 

さるで せう。 子 を 育つ る複は 人を嚼 みます。 蝮 を すら 神佛の 慈悲 は 放し 飼 ひに なされます。 

秀吉 いかにも …… 。 

淀 君 まして 天下の 一人子 を 育て上げ まする 母の 情愛の ために は、 たと へ 十 人 や 二十 人の 人の 命 を 犠牲に しました と 

ころで、 何で 神佛 のとが めが ありませ う。 

秀吉 わし は 何だかお 前の 言葉が 恐ろしい。 

ひ ろ ひ 

淀 君 あなた は 拾 を わたしが 思って ゐる ほど 深く 思って おいでにならな いのです。 

ひ ろ ひ 

秀吉 わし は 朝鮮の 戰を 捨て 拾 を 抱きに 歸 つて 來 たで はない か。 

淀 君 母が 1 人の子な 思 ふ 心が それく らゐの もの だと 思って おいでにな るので すか。 

秀吉 しかし あり やう はお 前の 言葉 を聽 いて ゐ ると 何だか 恐ろしい 結果が 生まれて 來 さうな 氣 がする。 

ひち ひ 

淀 君 い \ え、 わたくし はた 拾 一人 を 安全に 守り 育て \ ゆく 道 さへ つき ますれば い \ の でございます。 誰れ にも 彼 

れ にも 眼の かたきに されて ゐる わたくし 母子 を あなた は 何とも 思って はいらつ しゃらぬ ので ございま すか。 

ひろ ひ 

秀吉 だから わし は秀 次の 娘 蘭と 拾 を 許婚 にして置く つもり だ。 

ひろ ひ 

淀 君 お 蘭坊と 拾と を …… (急に 小娘の やうに なって) お 蘭坊は 可愛い 子で ございます。 

秀吉 蘭と 一緒にして やれば いまに 可愛い i 夫婦が 出来る であらう。 そして 秀次を 二人の 後：^ にして 置けば 豐臣の 家 

は 萬 代 不易 だ。 

ひ ろ ひ 

淀 君 それでしたら 拾の 安全 も保證 される でせ うか？ 


秀吉 これより 確かな 保證は あるまい。 

淀 君 たしかに さう で ございませ 5 か。 

秀吉 たしかに。 

淀 君 もし さう でしたら わたくし は どんなに うれしい か 知れません。 早く さう お決めな すって ください。 大丈夫で ご 

ざい ませう か。 (よろこぶ) 

秀吉 大丈夫と も。 聚樂へ 行って 直ぐに 披露の 宴 を 開く ことにしよう。 豐臣の 家 は 萬々 歳 だ。 

< ^君 その 御 披露の 宴で は あなたと 秀次 さまと 御 一緒に 久々 でお 舞 ひに なって はいか r です。 

S さう だ。 それ はよ い 思 ひっき だ。 秀次も わしの 留守中に 大部 謠 ひの 方 も 上手に なり をった であらう。 ぜひ 一 緒 

ひ 3 

に 舞 はうよ。 拾 はま だ 眠って ゐ るかのう。 

淀 君 もうお 眼 ざめ で ございませう。 (女 を 呼ぶ) 

^吉 早う 抱かして くれ。 

淀 君 すぐに つれて まゐ ります。 

ひ Is 

侍女、 拾 を 抱いて 來 る。 

ひろ ひ 

秀吉 (飛びつ くやう に 立ち上って 拾 をう けと リ 抱く。 頰 擦り をして よろこぶ〕 

うむ、 父が わかる か。 腕白 さうな 顏 をして ゐる わい。 おう 笑 ふて ゐる。 お前 はよう 生まれて 來 ておくれだった のう 

は \は> -は。 おう 笑へ。 笑へ。 腕白な 奴ぢ や。 お父さん はなお 前の 兄さんと 一緒に 聚樂へ 行って 舞 ふの ぢゃ、 お前 

が 生まれた お 祝 ひに、 早う お前さん も 大きくな つて 兄さんと 舞へ。 ほら とんとん とんと かう 踏んで …… 。 

ひろ ひ ！ 

拾 を 抱きつ、 足拍子 をと りて 可笑しく 舞 ふ。 


君 手 を 打ちて 笑 ひこけ る。 

同じく かへ し 聚樂 第の 一室 

時 

前の 場面より 數日 後の 午後 夜に 入る。 

木 村 常 陸 介 

小姓お 士 甲乙丙丁 等 

秀次根 川の 能 衣裳の ま > -、 ひどく 疲れたる 態に て 上手より 出て 來る。 つ いて 秀伎。 

奥から 時々 能の 鼓の 音 が閗 える。 

秀次 どうかし ばらく 靜か にさし といて くれ。 わし は ひどく 疲れたから。 

ひ ろ ひ 

秀佼 でも、 兄さん、 あなた は 伯父 さまと、 あの 女に すっかり ごまかされて ゐ るんで すね。 拾と お 蘭 を 1 緒に する。 

今日は その 芽出度.：， 披露 か …… は X は \ は …… うまくた くらんだ な あは- 1 は \ …… 0 


秀 

狂 へ る 


秀次 もう そんな 話 はよ して くれ。 わし は 疲れて ゐ るから。 今に 雨で も 降って 來 るの ぢ やない かな あ。 

秀俊 疲れて ゐ ると 仰っしゃ るが、 兄さん- あなたの 魂が 疲れて しまって るの ぢ やありません か 0 

秀次 さう だ、 わし はこの ごろ 魂まで 疲れて しまった。 あ、 頭が ばかに 痛む。 

秀俊 さう でせ う。 でな くつち や、 伯父 さまの 恐ろしいた くらみが おわかり にならぬ 害 はないで せう。 伯父 さま は あ 

の 女に たぶらかされて、 われく 一族の 者 を根絕 やしに しょうと いふので すよ。 ® 朝の 故智 を 倣 はう とい ふので す 

よ。 伯父 さまに は 美しい 政 子が 附 いて ゐ るんで すから な あ。 

秀次 疲れて じっと 效を 伏せて しま ふ。 奥の 鼓の 昔が 聞え て來 る。 

兄さん、 もう 大抵 分に 腹 を 決めて か >1 られて はどうです。 

秀次 お前 は 今 g 殿下に お 目に か. 1 つたの か。 まだお 祝 ひの 御挨接 もま をして ゐな いの だら う。 

秀俊 そんな 形式的な こと はしな くった つてい &で せう。 今日の 披露の 宴 そのもの がた 政策の ためなん ですから 0 

ひろ ひ  ひ ろ ひ 

お 蘭と 拾 を 1 緒に するとい へば § ^裁 がい \ が、 實は あなたの 物 をす ベて 拾に ゆ づらせ やうと いふ こ とになる ので 

す。 

秀次 もし、 さうなら それでい、 ではない か U 

秀佼 わたし は 兄さんの やうに そんなに 思 ひ 切りよ く あきらめ はし ませぬ。 わたし はわた しの もの は どこまでも わた 

しの ものと して 主張し ます。 われく は 血緣の 伯父 甥の 間 だ。 よしんば われらに 何の 戰功 もない にしても 伯父の も 

の はわれら の もの だ。 伯父の 天下 はわれら の 天下 だ。 それ だのに いつも あの 女に たぶらかされて われら を 疎んじら 

おる。 わたし はもし 太閤へ 弓 を 引く ものが あったら， 虞つ 先に その 仲間へ はいって 伯父の 胸に S を擬 して 見せる。 

あの 女 奴 は 何かとい へば 直に 信 長の 姪 を かつぎ 出して たかぶった 口 を 利く。 今 は 太閤の 天下 だ。 太閤の 手に あれば 


こそ あんな 贅澤な ことができ るの だ。 勝手な ことが いへ るの だ。 他人に 疎 じられ るの はさまで 腹 も 立たぬ が、 伯父 

甥の 間で この やうに 冷淡に される と 十倍 も 百倍 も 腹が立つ。 

小姓 (登場〕 た V 今、 殿下が お見えになります。 

秀次 父上が？ さう か …… 。  - 

秀伎 わたし は 彼の 八の 顔 を 見る の もい や だ。 (下手へ 退場〕 

秀吉. 能 衣裳 をつ けた ま、 登場。 

秀吉 お疲れで あったら 5。 わし はまた あれから、 勘 右 ffi: を對 手に 芽出度く 一番 舞 ふた。 お前 は 疲れた やう だな あ。 

秀次 たいして 疲れ もいた しませんで したが、 しばらく 休息いた して をり ました。 お 父 さま はお 丈夫で いらっしゃい 

ますな。 

秀吉 あ 若い 人た ちに 比 ぶれば 丈夫 だ あは >1 は X は …… わし も 名 護屋の 陣中で、 つれづれ のま、 に 五十 番 上げた が、 

わしの は亂 暴な 稽古 ぢ やから、 わしと 1 緒に 舞って もらって は氣 の毒ぢ や。 お前 は資 に，^ まく 舞 ふ^うに なった な 

つくづく 感心した。 

さっきお 前が ひとりで 櫻 川 を 舞 つて ゐた時 だ、 わし は 見物 をして ゐて思 はず 泣かされて しまうた。 とにかく この ご 

ろ は 愚に かへ つたの か、 淚 もろくな つてい けない。 さっき もお 前と 舞 i- に 立って ゐ ると、 お前の 聲 なり、 後 姿な り 

がいかに も 亡くなられた 姉さんに そっくり だ。 五十 年 も 昔に か へって 故鄕の 山で も 歩いて ゐる やうな 氣 がした。 

秀次 父上 は、 よく 母と 鮒 釣りに お出かけ なされた さう でございますね。 

秀吉 さう だ。 お前のお 母さん もお 轉 婆だった からな あは.^ は  は …… 。 ところが 祖母 さまと 來 たら あの 通りの 念佛 

狂人 だら う。 お前のお つ 母さんと わしが せっかく 釣って 來た鲋 をい つの 間に か 魚 籠 ごと 川へ 持って行かれて、 魚 を 


一 疋 つまんで は 南無 阿彌 陀佛. 一 疋 つまんで は 南無 阿 彌陀佛 といって 川へ 逃がして をら れ るの だは &は、 は …… 。 

秀次 父上 は 魚 を 釣る こと はそんな にお 好きでした か。 

秀吉 好きで あつたよ。 今でも 好きだが。 どうも 暇がない のでのう は \ は X は …… いまに 天下の 政事 も 何も彼も お前 

にやっても らふ やうに なったら、 わし も 昔の 腕白 時代に かへ つて 魚で も 釣りに 出かけよ うよ。 早く そんな 日が 來る 

やうに したい もの だ。 

秀次 でも、 わたくしに は 父上のお 仕事 を 受けつ いでゆく、 力 はない やうに 思 はれます が。 

秀吉 馬鹿な こと を。 お前でなくて 誰が わしの 後を繼 いで くれる 者が あらう。 わしが どれほど お前 を 愛して ゐ るかと 

ひ fO ひ  ひろ ひ 

、ふこと はお 前に も わかって ゐる 害 だ。 正直な わたしの 心 を 打ち明けて 見る と 4^ だけ は ゆるして くれ。 わし は 拾 を 

除いて、 お前 ほどい とし ひと 思って ゐる もの はない。 拾が 生まれた のでい ろくな 世間の 噂 も ある や うぢ や。 しか 

しお 前 はおし を 信じて くれ。 

^次 もったいなく 思 ひます。 

莠吉 來 年の 春 はぜ ひ吉 野の花 を觀に 行かう と 思 ふが、 お前 も 一緒に 行って くれる ことにな つて ゐ たな。 

秀次 ぜひお 伴 さしていた やきます。 

秀吉 お前 は 北 政所に 吉野 行きの 火 打 袋 をね だった さ うぢ やない か。 

秀次 はい、 この前ぉ目にか-^りました時ぉねだりぃたしました。 

秀吉 お前 は S まいこと をした。 あの 火 打 袋 はわし も かねがね 欲しい と 思って ゐ たの ぢゃは X は- <  …… 0 

秀次 は X は X …… " 

秀吉 では また 近いうちに 1 度 ゆっくり 話す としょう 。(立ち上る) 


9 秀次 わたくしの 方から お たづね いたします。 

3 秀吉 それでもい  > -。 ではなる たけ 早く 逢 ふこと にしよう。 蘭 も 連れて来て くれ。 今日から はもう 蘭 奴 も わしの 可愛 

ぃ嫁ぢ やでの うは、 は X は ••：： 。(秀 次の 肩に 兩手 をお きしみ と〕 い  かわし はお 前 を 1 番 いとしい と 思 ふて ゐ 

るからの う。 

秀次 はいつ (俯.. M いて そっと 眼 を 拭 ふ〕 

秀吉 退場。 秀次 じっと見 送って ゐる。 秀佼 下手より 登場。 何となく 落ちつかないで、 あたり をき よろくな 

がめ てゐ る。 

秀俊 兄さん、 やつば り あなた は 太閤に うまくと ごまかされて しま ひました ね。 彼の 人に あの 手で 英雄で： 美人で 

も ほろ りと させる の だから。 まったく 不思議な 魔法 使 ひだ" 魔法の 網に か \ つた 兄さんに は、 もう 何 を ま をし 上げ 

ても駄 or た。 ばかくし いこと だ o( 何 か 決心した らしく 部屋 を 出よ-つと する) 

秀次 どこへ 行く。 

秀俊 いや どこへ も 行き ませぬ。 わたし も、 しばらく 病氣 保養 かた <\吉 野へ 行って 見ようと 思 ふので す。 

秀次 吉野 へなら、 春に なったら わしら も 行く から 一緒に 行った 方が い、 だら う。 

0 秀佼 太閤と 一緒にで すか。 また あの 高慢ち きな 女 奴に あてられます からね え。 わたし は 少し 急ぎます からお 暇いた 

します。 (なほ 落ちつき なく 廊下 や、 庭の 方 を 見る。 遠雷の 音) 

秀次 お前 はどう かしてる ね。 何 を そんなに きょろ/ \ してゐ るの だ。 誰か を さがして ゐる のか？ 

の  . 

秀俊 え.^ 探して ゐ ますよ。 家康を 探して ゐ ますよ" あの 男 も 今日 こ、 で 舞った 答です わ。 * 

秀次 あの 男 を 探して どうす るの だ。 


秀俊 あの 男が ゐれ ば、 きっと 山 名と いふ 男が 隨 いて ゐる箬 です。 

秀次 お前 はま だ あの 女に 未練が あるの か。 

秀佼 太閤が 手に入れなかった 利 休の 娘 を わしの 手に入れて 見せます よ。 太閤の 鼻 を あかして やります。 

秀次 だって あの 女に は その 男が ちゃんと 附 いて ゐ ると いふで はない か。 

秀伎 男が 附 いて ゐ ようと ゐ まいと、 わたしの 刀に かけても 奪って 見せます。 

秀次 馬鹿な こと をい ふ もので はない。 お前 はわし のた V 1 人の 弟で はない か、 わし はた r お前 1 人を賴 つて ゐ るの 

ではない か。 父 も 持たず、 母 も 持たぬ た 二人き りの 兄弟で はない か。 お前に もしもの ことがあったら、 わし は氣 

が 狂 ひさう だ。 もしお 前が そんな こと をして くれたら、 わしが 今日まで じっと 抑へ てゐた わしの 胸の 中の 炎が 露つ 

赤に 燃え 上って しま ひさう だ。 どうぞ わしの ために 忍んでくれ。 

近習 (登場) 殿下のお 立ちで ございます。 

秀伎 太閤 はお 立ち か。 お 客 さまた ち は？ 

近習 お 客 さま 方 もたいて い 御 1 緒で ございます。 

秀次 では わし もお 見经り をしょう。 (立ち上ら うとす るが 眼が くらみ 倒れ か、 る〕 わし は 頭が 重くて ならぬ。 常 陸 介 

にお 見经 りいた す やうに いって くれ" まことに 失 鱧で ございま すがお ゆるし 下さいと ま をし 上げて くれ。 

^俊 では、 兄さん 失禮 いたします。 急ぎます から。 

秀次 もうす こしゅつ くり 遊んで からかへ つたら どう だ。 

秀伎 兄さん そんなに ぉ加滅 がお わるい のです か。 

秀次 いや わしの こと は 案じない でもい >-0 た ほん G 眼 まひ だから。 


秀佼 では ちょっと 行って まゐ ります。 また 直ぐに 歸っ てま ゐ ります から。 

秀次 何だかお 前 は 今日は そ はくして ゐて變 だ。 わし は 心配で ならぬ。 

秀伎 直ぐ かへ つて 来ます。 

秀次 ほんた うに 氣を つけて くれ。 

秀俊 刀を摑 みあわて、、 廊下に 出る。 

秀次 侍女 を 呼んで 能の 衣裳 を脫 がせる j 侍女 等 能 衣裳 を 抱へ 退場。 

舞臺ゃ  >-喑 くなる。 遠 霄 の 音。 

秀次 あ、、 何だかす つかり 疲れて しまった。 今 曰 父上と 久し振りで 一緒に 舞 ふたが、 今 曰 ほど 父上 を 懐かしい と 思 

ふと 同時に、 何とも 知れぬ 暗い 洞の 中へ でも 引き a まれて ゆく やうな 寂し さ を 感じた ことはなかった。 父上のう た 

うて をら れる聲 がわし から 離れて 遠く へ 遠く へ と 流れて ゆく。 また わしのう た ふ聲が 父上の 聲とは 反對の 方へ 遠く 

へ 遠くへ と 離れて ゆく。 父上 は 東の {4- を 向いて うた はれる、 わし は 西の 空 を 向いて うた ふ。 敬が 遠ざかる。 父上と 

わし は步、 1 歩うた ひながら 遠ざかって ゆく。 しま ひに は 父上のお 聲 ばかりが 聞え てお 姿 は 見えぬ。 わし はこれ で 

はならぬ と 思って うた ひながら 父上 を 追 ふて ゆく と、 二人の 間 はさら に 遠ざかって ゆく。 ぐらく として 眞っ唁 に 

なって しまった。 氣を 取り直して、 つと 眼 を 開く と、 そこに 父上が 立って わし を 見て をら れる。 あ、 うれしい と 思 

つて 1 っ强く 足拍子 を 踏む その 刹那に 父上 は 東へ、 わし は 西へ 遠ざかって ゆく。 父上 はわし の 名 を 呼んで をら れる。 

わし は 父上 を 呼んで ゐる。 その ま >t た V 二 入 は 遠ざかって 行く ばかりであった。 わし は 今日 ほど 寂しい 氣 分で 舞 ふ 

たこと はなかった。 大分 空 も 曇って 來 たやう だ。 いつもの 憂 諺な 病氣 がわし の 魂 を 貪り はじめた やう だ。 わしに は 

世の中の ことが 何も彼も つまらなく なった。 わし は 父上の やうに 人 おどしの 兜 を 冠って 眞 面目く つた 顏 をして 京の 


町 を 乘りま はす やうな 氣に はどうしても なれぬ。 わしに はや はり 山寺に でも はいって ひとり 靜 かに 考 へて 生きて 行 

くの がふ さはし いこと かも 知れぬ。 

間。 舞臺 ますく 暗くなる。 稻 妻の 光り。 

狂女の 欲の IT か 聞え て來 る。 

唄 

山 こえて 

雨が ふる 

山 こ、^ て 

曰 力く る 11 

わしの なみだに 

日 力く る \ 

暮れた 山路 を 

たれが ゆく 

雨が 降り はじめる。 侍女 IS を 持って 來る。 

秀次 あの 歌 はたれ がうた つて ゐ るの だ。 

侍女 もと 淀の 近くに ゐ たさう でございますが、 このごろ よく 大佛毆 の ほとり を 歩いて ゐる 狂女 だとい ふこと で ござ 

I ます 

秀次 狂女 か？ 狂女が この 聚樂 第に まぎれこんで 來 ると は 面白い な あ。 京 中 を 歩いた ところで この 雨が 降る のに 泊 
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めて くれる 場所 も あるまい。 勝手に そこいらに やすませて 雨が 止む まで 自由に 敬 をうた はせ て 置いた がい、。 何 か 

喰べ さして やれ。 それから 雨に 濡れて は 寒いで あらう。 何 か 着せて やれ。 そこいらに さっき 脫ぎ 捨てた ものが あら 

う 着せて やれ。 

侍女 かしこまりました。 どんなに よろこびます ことか 知れ ませぬ パ 退場) 

秀次 悲しい ことのた めに 氣が狂 ふて 歌 をうた ふの が 仕 合せ か。 悲しい ことに 氣も狂 はず じっと見 つめて ゐ なければ 

ならぬ ものが 不運 か。 わし は 人間の 生死に ついて 考 へる。 わし は 入 間 そのもの について 何も 考 へて ゐ ない 今の 世の 

人た ちが 不思議で ならぬ。 わし は關 白な どと 高い 地位に 落ちつく 前に もっと わし 自身に つ い て考 へ ねばならぬ こと 

が ある。 わし は あの 八た ちの やうに 何の 疑 もな く 平氣で 生きて ゐる こと はでき ぬ〕 わしの 心 はいつ も 暗い。 わし は 

笑 ふこと を 知らぬ。 わし は 關白を 捨てよう。 わし は 寺の 中へ はいって 行かなければ ならぬ。 …… 秀俊 はこの 雨の 中 

を どこへ 行った であらう。 

木 村 常 陸 介 (急いで 登場〕 大變な ことにな りました。 

秀次 大變な こと？ 

常 陸 介 御舍弟 さまが。 

秀次 弟が どうした。 

十五 六 人の 男た ちが 秀 俊の 死體を 運んで 來る。 中には 腹卷 をつ けた もの も ある。 槍 を 持った もの も ある。 刀 

を拔 いま、 の もの も ある。 武士 甲乙丙 等 死骸の 前で 無念 さう に 泣く。 

常 降 介 何とも 御氣の 毒に 存じます。 (俯向いて しま ふ〕 

秀次 弟-  秀俊！ 何とい ふ 死に 方 だ！ お前 はわし を 置いて 死んだ のか！ 誰が 何でお 前 を？ 


戲ー 

曲 

0 
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常 陸 介 德川 さまのお 小姓 山 名 新 助ら しい 男と 何 か 一言二言 仰っしゃって をら れ たさう でございますが、 かれは 餘程 

の 手き、 と 見えまして、 秀俊 さまと 二三 合 打ち合せました ばかりで、 さすがの 秀俊 さま も 受け 損じて 肩先 をお 切ら 

れ なされました さう でございます。 

武士 甲 大變 だと 思 ひました ので わたくしども おつ IgJ^ り 刀で IsS けつけ ましたが、 德川 さまのお 伴に さへ ぎら れ まして、 

みすく 秀俊 さま を 討た せて しま ひました。 

秀次 その 山 名 某ら しい 男 はどうした。 

武士 乙 德川 さまのお 伴の 方々 へ 交渉いた しました が、 いつの 間に か隱 しました ものと 見えて、 どうしても わかり ま 

せぬ。 そこへ ちゃう ど 殿下のお 行列が 見えました。 

秀次 父上が お通りが かりにな つたの か。 父上 はどうな された。 

武士 丙 殿下 は …… 。 

秀次 父上 はどうな された？ 

常 陸 介 お 駕籠の 中から じっと 御覽 になって おいでになりました さう でございますが、 お前た ちは關 白の 手の者 か、 ： 

それなら 早く あの 醜い 死骸 を どこかへ 捨て \ し まへ、 と 仰せられました さう でございます。 

秀次 父上 は、 秀 俊の 死骸 を御覽 なされて、 あの 醜い 死骸 を 捨て、 しまへ と 仰っしゃった のか？ . 

武士 丁 はいお 死骸 を 捨て \ しまへ と 仰っしゃ いました" 

秀次 あの 父上が？ …… そして 秀 俊の 死骸で ある こと も 御存じ だ つたの か。 

常 陸 介 無論 御 承知の 上の ことで ございます。 治 部、 右衞門 等が お 側に ゐ ました 喾 でございますが、 殿下 をお なだめ 

いたす こと もしなかった ので ございませう。 
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秀次 で、 父上 は その ま、 ぉ歸 りに なった のか？ 

武士 乙 殿下 はわ.^ くし ども を御覽 なさい まして、 早く 死 ® を 捨て、 しまへ。 對 手が 惡 いので はない。 武士の 心懸と 

して 到らぬ ところが あるから、 人の 前で こんな あさましい 死樣 をし なければ ならぬ の だ。 と 仰っしゃ いました。 

常^ 介 對 手の 男 を 採す 必要 はない。 恥の 上に 恥 を 重ぬ るな と 仰っしゃつ たさう でございます。 

秀次  。 

武士 丙 わしの 名 をはづ かしめ る 馬鹿 奴 だと も 仰っしゃ いました。 

秀次 父上が？  ， 

武士 丙 はい。 

常^ 介 その ま k お 駕籠の 御簾 を さっとお 卸しに なって おかへ りなされ たさう でございます。 

こと 

秀次 秀俊 はもう その 時は繹 切れて ゐた のか。 

武士 丁 まだお 苦し さう にお 呻きに なって をり ました。 

秀次 父上 は 弟に は 1 言 もお 聲 をお かけに ならなかった のか？ 

武士 甲 はい。 た 馬鹿者と 仰っしゃった ばかりで ございます。 

秀次 わし は 信ずる ことができぬ。 

わし も 父上の やうに そんな 强ぃ 人間に なりたい、 平氣 でのた うち ま はって 呻いて ゐる 甥の 死 を 見て ゐる ことので き 

る やうな 强ぃ 人間に なりたい。 (狂女の g つか しづかに ふた、 び 聞え る) 

お前 は 世界に た t 一人の 弟であった。 わし はお 前の た 一人の 兄であった。 秀俊！ 何とかた t 1 言いって おくれ。 

この あさましい 死に 態 は ：：： お前 はほんの 今 そこに 坐って わしと 話して ゐた。 お前の 影 はさつ きち やう ど その 壁に 
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映って ゐた。 まだ あの 時のお 前の 影が その 壁に 取り 殘 されて ゐる やうな 氣 がする に、 お前 はもう 冷たくな つて 何も 

言って くれぬ" ；… おう、 このむ ごたら しい 殺し 方、 お前の この 恐ろしい 傷口が わしに 何 か 話しかけて ゐる。 …… 

さう だ、 わし は 屹度お 前の 仇 をと りかへ してやる。 父上 はお 前 を 憎んで をら れ るの だ。 わしの た 人の 弟のお 前 

を …… J 父上 はお 前が 言った やうに われ/ \- の 一族 を 憎んで をら れ るの だ。 德川ゃ 諸侯の 御機嫌 を 取る ために はお 

前 一 入の 死骸 を 野天に 捨てる くら ゐ のこと は平氣 でな さるお つもり だ。 わし はお 前の 言葉 を 疑って ゐ たが お前 は 

正しい 言葉 を 語って ゐ たの だ。 德 川が 何 だ。 諸侯が 何 だ。 わし は 天下 を對 手に あばれて 見せる ぞ。 父上 も 諸侯 も 見 

てゐ るが い- -。 

ふた M び 弟の 死體を 見て 泣く。 雷鳴 はげしくなる。 

さう だ、 父上 はやが て わし をも秀 俊と 同じ やうに お捨てな さるで あらう。 わしの 妻子の 死骸 を もお 捨てな さるで あ 

らう。 父上に は 何よりも 天下が 大事なん だから。 

弟！ わし はお 前の 言葉 を 今 はじめて 思 ひつく ほどのお 目 出たい 人間であった。 でも 秀^ 安心し ろ。 お前の 仇 はわ 

しがき つと 取って 見せる。 お前 はたった 1 人の 弟だった に！ お前 は 死んだ。 殺された の だ 1 

わし も 人 を 殺して 見たい。 わし は關白 だ。 何で 天下 を 恐れる 必要が あらう。 わし も そんな 冷靜な 心で 人 か 殺して 

たい。 殺す ぞ。 殺す ぞは. -は、 は&。 誰れ も 彼れ も 殺す ぞ。 は、 は \ は、 ：：： 。(狂人の やうに 4 蜜す る〕 

廊下に ちかく 狂女の 唄が ふた、 びき こえる。 

秀次刀 を拔き 夢遊病者の やうに なって 雨の 中 を 出て ゆく。 人々 驚き 後 をつ けて ゆく。 常 陸 介 一人 殘る。 問 も 

なく 突然 狂女の 唄の 聲が 止む けた \ ましい 女の 叫び 聲。 もの、 倒れる 音。 

關白 さまが ッ！ 


人の 樂聚 
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大變 でございます I 

あの 狂女 を！ 

秀次血 刀 を さげて 登場。 片手に は 血の ついた 櫻 川の 能 衣裳 を 摑んで ゐ- 

雨 ひどく 降る。 嵐 吹く。 稻 妻の 光リ。 

木 村 常 陸 介 じっと 秀次を 見て ゐるリ 

同 第 一 二 場 比 叙 山上の 或る 御堂 

時 

文祿 三年の 秋の 夜 

入 物 

豐臣秀 次 

木 村 常 陸 介 

中 村 式部 少輔 

老 法師 

大木 野三郞 

侍女 武士 勢子 等數多 

十日 ころの 月が 木の間に 照って ゐる。 
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具足 をつ け鐵 砲、 槍な ど を 持ち、 鹿、 兎な どの 獲物 を 勢子に かつがせた 武士 七 八 名 下手より 堂の 前庭へ か& 

る 0 

武士 甲 い X 月 だな あ。 西に 京 中 を 一目に 見、 東に 坂 本から 三 井寺、 粟津、 顧 多と 縛の やうな 蚩色 だ。 朝鮮の 戰 場に 

苦しんで ゐる 仲間の こと を 思 ふと 勿體 ない な あ。 

武士 乙 だが 今夜 あたり またず たくに 人 を 切り さいなむ やうな 役目が 廻って 來 ねばい.^ がな あ。 

武士 甲 まったく だ …… おや (奥の 方 を 指さし 急ぎ 退場) 

平家 琵琶の 音が 奥から 聞え て來 る。 間。 

秀次奧 より 登場。 つ 1- いて 中 村 式部 少輔。 

秀次 では 平家 も 止めろ とい ふの か。 

式部 少輔 はい。 まことに 恐れ入り ますが 院の 御所お 崩れな されまして 間 も ございませ ぬので、 世間の 撣りも ござい 

ますれば。 

秀次 では 平家 も 止めに しょう。 

式部 少輔 失禮な 言葉 をお 叱り もな く、 恐れ入ります。 (退場〕 

秀次 わし も秀 俊が 殺された 夜、 誤って あの 氣の 毒な 狂女 を 殺してから、 今日まで も，^ 幾人の 人 を 殺した であら 5。 

あれから 約 半年の あ ひだ わし は ほとんど 1 日で も 人 を 殺さぬ 日はなかった。 わし はもう 人 を 殺す ことに は飽 いた。 

思 ひ 出した だけで もい や だ。 

大木 野 三 郎等 数名 上手よ リ老 法師 を 一 人 引きつれて 來る 

あ、 ts 

三郞 先刻 狩 場 で惡 をつ きました 法師で ご ざ い ます。 
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秀次 あの 老法 師 か。 

三郞 はい。  ， 

秀次 今後 を 戒めて ゆるして やれ。 

三郞 綱 を 解きます か。 

秀次 解いて 逃がして やれ。 

三郞 (辆 を 解く〕 さあ ® れ。 これから おとなし くして をれ。 お 慈悲 だ。 

老 法師 何 だ、 入 を 散々 こらしめて 置いて 罪 もない のに、 お 慈悲 だと。 誰れ のお 慈悲 だ。 

f 一一郎 關白 さまのお 慈悲で はない か。 

老 法師 今の 世で 牛： 殺の 權を お持ちの 方 は 太閤の 他に あるべき 道理がない。 それ を 自分 1 人で 決め こんで 豪 さうな P 

をし て お 慈悲 だなん て は. -は& は …… 。 

秀次 法師、 太閤に は 生 殺の 權は あるが わしに はない とい ふか。 

老 法師 あたり まへ ぢ やありません か。 

秀 次 お前 はわし に 助けられ たの を ありがた いと は 思 はぬ か？ 

老 法師 生 殺の 權を 持たぬ 人が、 勝手に わしゃ 捕へ て 苦しめて 蘆いて から、 ゆるして くれたと ころで 何が うれし 力ら 

50 

秀次 きさま はわし に 生 殺の 權 がない とい ふの か。 

老 法師 あなたに 何で 生 殺の 權が ありませ う。 罪 もない 人 を 殺す。 罪 もない 野 山の 禽獸を 屠る。 無慈悲な 殺生 をな さ 

る。 まことに あなた は 殺生 關 白と 誰れ も 彼れ もま をして ゐ るが は、 は、 は …… 0 


秀次 きさまの やうな 老いぼれまで がわし を 馬鹿にする のか。 わし は太閽 のた^ 一入の 後繼者 だ。 わし は關白 だ。 關 

白の 權咸を 知らぬ か。 三郞、 裏の 崖の 上へ 引け。 腕 も 胴 もずた くに 切って わしの 權威を 見せて やる。 さあ 引け。 

老 法師 罪 もない 山の 法 g 1 人殺したら、 わしの 血で 截山を 汚したら、 お前 こそ 太閤のお 咎を うけなければ ならぬ 

ぞ。 わしと お前の 生命 を 取り かへ にす るの か。 面白い ぞは& は \ は …… 。 

秀次 二言目に は 太閤、 太閤と いふ。 

老 法師 太閤 さまのお かげで はない か。 かう やって みんなが 安穩に 生きて ゐ るの は。 それに 太閤 さま はな、 いつも 手 

强ぃ 男を對 手に 戰を なさる。 お前さん は 女 童 だの わしの や，^ な 老人 を對 手に しか 戰 はでき ぬので はない か。 それで 

何の 關 白面 ッは、 は、 は …… 殺生 關 白が この 老人 を 殺さう とい ふの だ。 みんな 褒めて やってくれ その 勇氣 は、 は X 

i  0 

秀次 もう 我慢なら ぬ。 三郞 裏の 崖へ 引け！ 

三郎 はい (老 法師 を 引き 招って ゆく。 秀次 刀を拔 きうし ろよ リ 追つ かけて ゆく〕 

問 0 

御堂 一 面に 月の 光リが 射し 込んで 來る。 御堂の 喑ぃ 臭よ リ 若い 侍女た ちが 手 をつな ぎ 輪 を 描きて 週り つ. * う 

た をうた ひ つ 、來 る。 

唄 

おつきさ ま いくつ 

十三 七つ 

七つ 星 やら 


夜露 やら 

8. の 柿の 木 

千 なれ 

萬 なれ 

千 萬 なれ や 

お 月 さまい くつ 

幾" Ji- も 過りながら うた つて ゐ る。 

褢の 木立の 巾に て 人の 苦しみ 喚く 音が 聞え る。 侍女 たちあわて ふためき て 御堂の 臭へ 逃げ ゆく。 

蟲の 鳴く 音が 聞え る。 

秀次 血に 染みた る 刀 を 提げ 蒼白い 顏 をして 下手より 登場。 呆然と して ゐる。 

秀次 (月の 光 リで刀 を 見る〕 やっぱり あの 男 を 切った の だ。 あ \ 何とい ふ 愚な こと をした ので あらう。 今 rn こそ は ど 

の やうな ことがあっても 人 を 斬るまい と 思って ゐ たに。 もし 人 を 斬る のなら、 わし はもつ と 勇氣を 持たなければ な 

らぬ。 今の 世に 生きて ゆく ために は 强ぃ心 を 持たなければ ならぬ。 わし は 死んだ 弟が うらやましい。 わし は 今日 ま 

で わし 自身と して 生きて 來 たこと は 一日 もなかった。 弟 は 見事に 父上に 叛 いて 生きて ゐた。 弟 は 死ぬ 日まで 弟 自身 

の 生活に 生きて ゐ た- かれは 勇氣を 持って ゐた。 この 兄 はどう だ" わし は 一日で も 父上から 離れて 生きて ゐ たこ-, - 

があった か。 わしの 一 擧 一 動 はみ な 太閻に 支配 せられて ゐた。 わし は 太閤の 日蔭 を 呼吸して 生きて ゐ たのであった。 

わし は關曰 だ。 だけど 一 日で も關 白ら しい 生き方 をした ことが あつたか。 關 白と いふ 名 だけ は あるが た V 一  人の 弟 

の 仇 さへ 返す こと は ゆるされて ゐな いので はない か。 わし は 一日で も 自分の 力で 生きて 見たい。 1 日で も わし 自身 j 


がわし 自身の 主 機 者で ありたい。 わし は 人 を 斬った。 人 を 殺した。 わし は 人 を 木に つるして 鐵 砲で 擊ち 殺した。 わ 

しが 何で その やうな 殘 忍な こと を 喜ばう。 しかし わし は關 白と いふ わし 自身の 力 を 完全に 感ずる ために は、 それよ 

り 他に 方法 はない の だ。 わし は 人 を 斬る。 殺す。 しかし わし を 牢舍に 投げ込み 得る 者 は 一人 もない。 わし はは じめ 

て關 白と いふ わし 自身 を 完全に 生き たの だ。 わし は 今 あの 老 法師 を 斬って 裏の 崖から 突き落して やった。 わしの 

刀 はこの やうに 血 を 吸って ゐる。 わし を 捕へ 得る ものが あるか。 日本中に 誰も ありえない 1： だ。 わし は關白 だ！ 

わし は關 白と して 完全に 生きえ たの だ。 わし は 完全な 人間と して 今生き てゐ るの だは、 は k は …… 。 

鹿の 聲聞 ゆ。 

しかし …… (京の 町の 方 を 眺める〕 あ \ あれが 三條 だ。 あれが 東 寺の 塔で あらう。 伏 見 は あの 見當 であらう。 鴨 川の 

水が 眞っ 白に 流れて ゐる のが 見える。 久しく 逢はなかった が 父上 もこの ごろ はわし のこと をい ろくに 案じて をら 

れる であらう。 わし は 入 を 殺した。 父上に そむいても わし 自身 を 生きて ゆきたかった。 しかし 果して わし は 自分 を 

生きえ たか。 父上に そむく こと はそんな に 必要な ことだった のか。 わし は どこまでも 父上の 子であって はならぬ の 

か。 わし は 何で 入 を 殺した の だ。 (あわて、 刀 を 投げ 棄 てる) 父上、 わたし はもし 今 一 息に この 山 を 下る ことができ 

るなら、 きっと あなたの 懐に 飛んで かへ り ませう に！ 

木 村 常^ 介 (しばらく 前から 上手 に^んで 見て ゐる) 今にな つてお 弱い 心 をお 出しに なって はなり ませぬ。 

秀次 わし はお 前の その 言葉 を聽 くの が 恐ろしい。 しかしお 前から 離れて は 一 時も賴 りなくて 生きて は をれ ぬ やう だ。 

常 陸 介 た 廿今截 山の 法師た ちから わたくしへ お取り次ぎ を 願 ひました。 用件 は、 この 比 iS 山は皇 城の 守護で あり、 

開山 以來 殺生 禁斷の 地 で ノ  /さ いますれば どうぞ 明日 か ら 山狩り をお とり 止め 下さいます やうに とま をす ので ござい 
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秀次 わしに 山狩り を 止めろ とい ふの か。 

常 陸 介 さやう でございます。 

秀次 わしに 止めろ とい ふの か。 

常 介 はい、 さやう でございます。 

秀次 (反抗的に なり〕 法師 どもまで がわし を 自由にしょう とする のか。 よし それならば その 願 ひは諾 かぬ。 わしの 思 

ふ 存分にす る。 わしが わしの 領分で 何 をしょう と 勝手 だとい つて くれ。 

誰か そこに ゐ るか。  . 

武士 甲 お呼びで ございま すか。 

秀次 うむ、 貝 を 吹け。 そして 谷々 に 屯して ゐる 人た ち を 寄せて くれ。 

武士 甲 はい。 

常 陸 介 いか やなさい ます。 

秀次 あまりに 月が い \ ので このま、 寢 るの は 惜しい。 みな を 集めて、 月明の 下で 山狩り を やる の だ。 猪、 鹿 1 疋殘 

らず 狩り 盡 してやる の だ。 

常 降 介 その やうな 御輕 率な こと をなさい まして はます く 敵方に ロ實を 設けさせる 事になります。 それに 蓠 1 …… 

秀次 何が 輕率 だ。 わしに は 天下に 一人の 敵 もない。 おい 貝 を 吹け。 早く、 わし は關白 だ。 父上と わしの 間 は 父上と 

わし だけが 知って ゐる。 (武士 甲 退場。 間もなく 法螺貝の 音 聞 ゆ〕 常 陸 介もう 二度と 敵な どと いふ 言葉 を 使って くれ 

るな。 

常 陸 介 殿下の 御 心 を 誰が 疑 ひませ 5。 もったいない ことで ございます。 た しかし 君側に をり ます 者 どもの 中には 


戲 
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4 

4 


夜 晝虎視 耽 々として あなた さまの 御樣子 をう か r つて をり ます もの も ございま すので、 どう ぞ御輕 率な お 振舞 だ け 

はお 止しな されます やう。 

秀次 寓 1 のこ ともあれば それ は 天 蓮と あきらめる。 

具足 をつ けた 武士 數多 松明 を 焚き、 武器 を 持ち 庭前に 集まって 來る。 侍女た ち は 臭より 燭 をか气 けて 來る) 

秀次 今夜 直ぐ この 月明の 下で ふた \ ひ 山狩り を 催したい の だ。 山の 法師た ちが 殺生 關 白と 呼んで ゐる さう だから、 

その 名に 恥ぢぬ ほどの 殺生 をして 見たい の だ。 木の 上の 梟 一羽 逃がすな。 谿の子 鹿 一頭 撃ち 洩らすな。 

^々頭 を 垂れ、 さ. t やく。 中 村 式部 少輔 あわて. - 上手より 登場。 

式部 少輔 た^今 伏 見からの 早 飛脚で ござ い ます。 (武士た ち を 少し はなれて 遠慮 さ せ る〕 

秀次 伏 見から！ 

式部 少輔 太閤 殿ド 昨夜より 御發 熱、 度々 御 意識 をお 失 ひ あそばされ、 少々 お 小用 をお 洩らしな されました 御樣 子で 

ひ ろ ひ 

ございます。 お 目 ざめ になり まして はたび/ \. 拾 さまのお 名と 關白 さまのお 名 をお 呼びな されます とのこと で ござ 

I ます  - 

秀次 父上が たびく わしの 名 をお 呼びな された か！ (潜 然として) 

式部 少輔， 常 陸 介、 人々 頭 を 垂れる。 

秀次 わし は 今夜 直ぐ 山 を 下る。 

常 陸 介 夜道 は 御 警護 も 行き とどきません し、 何 か と 御 危險で ござ い ますから、 明 早朝お 立ち に なりました 方が …… 0 

式部 少輔 常 陸 介が ま をし ます 通りに なされました 方が …… 。 

秀次 いや、 父上が わしの 名 をお 呼びに なって ゐる。 わし は 何も 恐れ はせ ぬ。 わし は 一刻も早く、 父上に お 逢 ひま を 


したい。 みんな、 山 狩 は 止めに した。 直ぐ 山 を 下る 支度 をし ろ、 

常 陸 介 でも、 もし 山 をお 下り 遊ばされまして …… 。(不安 さうな 額 をす る) 

秀次 わし はこの やうな 晴ぃ 生き方 をして ゐる くら ゐ ならむ しろ 父上 御自身の a にこの 胸 を 刺された 方が 仕 合せ だ。 

人々 頭 を 垂れ、 さ、 やく。 

法螺貝の 音 山に！！：  くひ 

— 幕ト 


第 


幕 


第一 場 伏 見 城の 一 室 
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時 

文 祿四年 夏の 夜 

入 物 

豐 臣秀吉 

豐臣秀 次 

石 田 三 成 

曾 呂利新 左衞門 

拾 


秀吉、 拾 を 抱き か、 へて いかにも うれし さう にあ やしながら 部 as 中 を 歩く。 病後に てひどく 疲れて ゐる。 淀 

君が 時々 拾の 額 を のぞきこん では 笑 はせ てゐ る。 

石 ET 三 成 (下手より 登場) 京 域の 小 西攝错 から 只今た よりが ござ い ました。 

秀吉 朝鮮の 戰 さの 話なら もう 止しに して くれ。 どうか， せめて ニー 年の 間 だけ わしに 戰さ のこと をす つかり 忘れさ 

せて くれ。 わし は 朝から この 子と 遊んで ゐ たので やっと 朝鮮の こと を 忘れ かけて ゐ たの だ。 わし は 今日まで あまり 

に 戰 さ をし すぎて 來た。 人 を 殺しす ぎて 來た。 わしに は 朝鮮より- 大 明より この 子 1 人の ことが 大事な 問題に なつ 

て 来たの だは、 は、 は X ；… 。 

三 成 かって は B 本の 軍神と し て あれ ほ. X 恐 れられ な された 殿下が … … 。 

ひ！ 0 ひ 

秀吉 わし は 戰さを 忘れ はせ ぬ。 だが 今ではお のこと がわし の 生活に とって 一番 大切な ことにな つたの だ。 

ひ 13 

淀 君 その 大切な 抬 のこと にっきまして は、 あなた は 後 々 の こと を もす こしお 考へ ください ますと い k ので ござ い ま 

すが。 (拾 を秀吉 から 受けと つて 抱く) 

秀吉 わし は そのこと について なら 心配 はして をらぬ" ゎしには秀次とぃふ^^-派な甥がぁる" 後繼 者が ある" 

三 成 御 心配 をなさい ます 必耍 はあり ませぬ が、 このごろの 關白 さまの 御 亂行を 何とお 考 へなさい ます か。 

秀吉 あれ はわし が惡 いの ぢゃ。 亡くなられた 姉の わすれ 形見で あると 思へば 人一倍の ふびん さも 加 はり、 殊に 秀次 

と は 性が 合 ふとい ふの だら う 同じ 甥のう ちで も あれ だけ は 別して あまえさせて 置いた もの だから。 まあし ばらく あ 

のま \ 放って置い たら 眼が さ める 時 も あらう。 


11 一成 しかし あの ま& いつまでも 御 放任な すって は 世間の 手前 もあります し、 如何 かと 思 ひます。 關白 さまのお 側に 

は 常 陸 介の やうな 立派な 人物が 附 いて は をり ますが … … 。 

秀.^:: ともかく 近いうちに なほ 1 度 ゆっくり 逢 ふて 心 をた して 見よう。 

II 一成 他の ことならば お打ち明け にもな り ませう が、 世間の の ごとく 寓ー …… 。 

秀吉 いや わし は その やうな 馬鹿々々 しい 間の 瞟を 信ずる こと はでき ぬ。 わし は 秀次を 信ずる。 囊の亂 行 は 今 天 

下が あまり 靜 かにな つたので、 たまく 目立って 見える だけの こと ぢゃ。 わしら が 若い ころの 城 攻め はず ゐ ぶん 無 

駄に女 や 子供 を も 殺した もの だからな あ。 秀 次に 何の 野心が あらう。 あれが あの やうな こと をす るの はわし の 血の 

なかに 流れて ゐ る幽靈 にと りっかれ てゐる だけの こと ぢゃ。 わし も 若い ころ は 大分 人の 血 を 貫った もの ぢゃ。 あれ 

はわし の 6 似 をして ゐる だけの こと ぢゃ。 わしが 耳の はたの 雷なら、 あれ は 遠鳴りの 雷の や 5 な もの ぢゃ。 あれ は 

人の 殺し 方が 下手な まで ぢゃ。 

ひ iC ひ 

i;!^ 君 まだ あなたが おいでな さいます 間 はよ ろしう ございま すが もしかして 拾と わたくし だけにな りましたら， どの 

やうな こと を 母子に 對 してな されます か 知れません。 

秀  。 

8 それに 北 政所 さま はじめい ろくな 大名た ち も秀次 さまに はお 力 添への やうで ございま すから、 殿下に もしも 

のこと でも ございましたら  わたくし それ を 思 ひます と J 

秀吉 お前た ち は秀次 自身の 身に なって 秀次 のこと を考 へて やらぬ から 惡ぃ。 判斷 がまち がふの ぢゃ。 關白 をめ ぐつ 

てゐる 人た ち、 わし をめ ぐって ゐる 人た ちが、 何故 わしと 秀 次と を 1 つの ものと して 考 へて くれぬ のか。 わし は そ 

の 人た ちの 誘 1^ が 1 番 恐ろしい。 わし をめ ぐって ゐる 入た ち はわし の 手 を かりて 無理に 刃を秀 次の 胸に 擬 せんとす 


るの ぢゃ。 わし は その 誘惑 を 恐れる。 明日の 自分の 心 は 誰に も 信ずる ことができな いからな あ。 

三 成 しかし 殿下、 あなた は 正宗、 氏鄕- 忠興 あの人々 がしげ くと 隱 へお 伺 ひいた します の を 何ともお 考へ にな 

つたこと は ございませ ぬか。 

秀吉 關白 はわし の 子で はない か。 わしに 忠誠 をつ くす もの はまた 關白 にも 忠誠 をつ くす のが 當然 ではない か。 

ひろ ひ 

淀 君 拾の 先き 先き のこと を あなた は 何とお 考へ なされて おいでになります か。 

ひ 13 

秀吉 拾 はやが て この 可愛い \ 手に 天下 を 握る だけの こと ぢゃ。 

§ わたくし は 母子 二人が 安穩に いつまでも 生きて さへ ゆけ ましたら と 思 ふので ございます。 天下 を 握る だのと い 

ふ こと はどうで もい \ と ひます。 

秀吉 そこ だ。 わし もこの ごろつ く-^ さう 思 ふ ことがある。 天下 を 握る まで は 天下 を 握る ことば かり 考 へて ゐた。 

天下 を 握る ことに 深い 意義が ある やうに 考 へて ゐた。 さて 天下 を 握り、 わしの 欲念の 絕 頂まで 登りつ めて みると、 

ひ 13 

わし は 天下 を梶 るな どと いふ {4- の 空なる ことに 修羅 を もやして ゐ たこと に氣 がっく …… 。 だが、 拾の 身に なれば 1 

はた  ひ IC ひ 

國ゃ ニ國の 大名く らゐで 満足しょう としても 傍が ゆるさぬ。 わしの 子に 生まれた 拾の 不運 だ。 生きて ゆく ために は 

天下 を 握らねば ならぬ。 もし 天下 を 握る ことができぬなら 一身 を 滅ぼさなければ ならぬ。 天下 を 握る か、 滅びる か 

ひ ろ ひ 

二つに 1 つ だ。 それ を 思 ふと ふびんで ならぬ。 しかし 秀次が ゐる間 は あの 男 はかならず 拾 を 子と して 育てる にち が 

ひない。 

淀 君 しかし あの 亂 暴な 御樣子 では 案じられて なり ませぬ。 

秀吉 (や \考 へ 込む。) いや 大丈夫 だ。 わしら の 血統に は あんなの が ある。 祖父 さま もお 若い ころ はさう であった さ 

うだ。 そのうちに は 年 を とれば おとなしくな るに ちが ひない。 もう それ以上の こと は秀 次に ついては 話して くれる 


な。 でない とわし は 何だか 恐ろしい 誘惑 を 感じさう だから。 

淀 君 でも、 もしい つまで 經 ちましても おな ほりに なり ませぬ 時 は？ 

秀吉 その 時 は その 時 …… 。 

淀 君 あなた は 男で いらっしゃ るから その やうな あきらめが つきます。 わたくし は 女で ございます。 1 人の子 を 育て 

てま ゐ ります のに そんな 不安な 頼りない ことで は …… 。 

秀吉 それ は 無理 ぢゃ。 わし は 今日まで 何 をす るに しても 或る 程度までの 見き はめ をつ ける だけで、 あと はみ な 蓮 ま 

かせ ぢ や。 人間に は 先き のこと はわから ぬ。 

淀 君 それ は、 しかし、 萬 1 の 折に あなた 御自身 を さへ お捨てに なれば それです むこと なんでせ う。 女で も 女 一人 を 

捨て \ すむ 場合なら ば その やうな あきらめ もつ きます。 しかし 女 には子と いふ もの を與 へられ ますれば、 女 は その 

子の ために も その やうな あきらめに 満足す る こと はでき なくなります。 上に も 上の ない ほどの 安全 を 子の ために い 

のります。 子 を 持った 女の 心 は、 子 を 守る ために は 蛇に もなります。 千 人の 人の子の 命 を 奪 ひながら も 己れ た 1 

人の子 を隱 された & めに 氣も狂 ふ ほどに 悲しんだ とい ふ 昔の 物語 も 女に はわ かります。 子 を 生かして ゆく ために は 

夜 1^ にもな. C ませう、 羅利 にもな り ませう。 もし あなたが お 弱い お 心なら、 わたくし はこの 子の ために 誰れ にも ® 

り はいたし ませぬ。 わたくし 一人の 力で この 子 を 守ります。 (拾 泣く。 淀 君 拾 を あやしつ >0 

わたし はお 前 一人の ために 生きて ゆきます。 お前が 生まれて 来た ことが 仕 合せで あつたか、 不仕 合せで あつたか 

お前に も わからぬ であらう。 た 界 のどの 母よりも わたし はお 前 を 身に か へても いとしい と 思 ひます。 世界の ど 

の 子よりも お前 は 深い 母の愛 を めぐまれる であらう。 お前 だけ は いつまでも わたし 1 人の ものなん です。 0^ を ふき 

つ \ 退場) 


一一 一 成 では、 小 西攝津 からのた よりにつ きまして は。 

秀吉 お前た ち はま だ わし を 苦しめ 足りないで この 上に も 苦しめよう とする のか は&は \ は- -。 (寂しき 笑 ひ) そのこ 

とに つ いての 返書な り、 處置 なり は 左 衞門ゃ 刑 部 等と 相談 をして い \ やうに ー耿 り はから ふて くれ。 

一一 一 成 それで は 左様に とりはから ひませ う。 

秀吉 成る たけ 朝鮮の こと はもう わしに 話して くれるな。 もうよ い 加減で 軍 を 引き上げるなら 引き上げさして もい.. -。 

三 成 では 朝鮮 軍 を このま、 引き上げましても …… 。 

秀吉 さ 5 だ。 

三 成 さぞ 日本 國中 の 人々 が どの やうに，^ 喜び ますこと で ござい ませう。 

吉 戰 から 戰 とっ^ いたので さぞ 入々 は 塗炭の苦しみ を 嘗めた ことで あらうな あ。 

三 成  。 

秀吉 鶴 松が 死な \ ん だら、 あれほど 朝鮮の ことにつ いて 夢中に はならなかった であらう が ：：： わし は 利 休の やうに 

悲しい こと を じっと こらへ てゐる ことができぬ。 利 休 は 恐ろしい 奴であった。 死んだ 後まで 時折 わし を 脅かす。 入 

間 は 弱い もの だ。 もし 拾 か 生まれ なんだら わし はこの やうに 戰を 止める 氣 にもなら なんだ であらう。 大明は 愚かな 

こ と 天竺まで も戰 をす 乂 めた であらう に。 

三 成 殿下 はとり わけ 子 煩 惱でゐ らっしゃい ますから。 

秀吉 さう らしい なは乂 は、 は  0 

H 成 それに つ け ても^^さま後 々のた め にも 何とか 十分 安全な 方法 を 只今から …… 。 

秀吉 そのこと なら 安心す るが い X。 秀 次が 生きて ゐ るかぎ り は。 わし は あの 男 を 信ずる。 あの 男に ついてはもう 何 


もい ふて くれるな。 

三 成  。 

秀吉 お前 は ともかく 滑 田 等と 朝鮮 軍の こと を 至急. 取り はからって くれ。 

I 一一 成 はい。 (上手へ 入り か、 る〕 

秀吉 ちょっと 待って くれ。 お 前 を 使 つて 氣の 毒ぢ やが 誰か 使 を やって 新左衞 門に 至急 來 て くれる やうった へて くれ。 

あまり 氣が鬱 してなら ぬ。 すこし あの 男のと ぼけ 面で も 見て 笑 ひたくな つたから。 

三 成 かしこまりました。 (退場) 

秀吉 病み 上りの せいか 今日は ひどく 1^ れ たやう だ。 (うとうと とまどろ みかける。 舞 桌ゃ、 1= くなる) 

間 0 

き 

秀次 ひそかに 登場。 女の 被ぎ を かぶって ゐる。 蒼白な 顔。 幽靈の 如し。 ひどく 神錢 質に なって ゐる。 

秀吉 (驚く。 や \ 释戒 的な 眼を膛 る) 何で この 眞 夜中に やって 來た。 

秀次 わたくし は 父上と はなれて をり ましたの では、 恐ろしい ことが 起り さう に 思 はれて なり ませぬ ので やって まゐ 

りました。 父上が わたくしたちのお 祝 ひに おいで 下さる とい ふこと で ございま したので あの 後 も 毎 曰お 待ちいた し 

て をり ましたが 一度 もお いで 下さらな いのです。 去年、 比 叙 山から 眞 夜中 かけて 京へ かへ りまして 直ぐ その 足で 馬 

に 鞭打って 御門 前まで ® けつけ ました 時 すら、 わたくし は 父上に お 目に か&る こと を ゆるされ ませなん だ。 で、 わ 

たくし は 今夜 は 女の 駕籠 を 仕立て、 忍んで まゐ りました。 

秀吉 わし は その やうな 事に ついては 1 度も聽 いて をらぬ が。 

秀次 わたくし も 恐らく そんな ことで あらう と 思って ゐ ました。 父上 あなた は その 意味が おわかりになります か。 父 一 


上 はわた くし を 信じて ゐて 下さる。 わたくし も 父上 を 信じて をり ます。 しかし 恐ろしい 運命の 日が 來る とき、 人間 

の 信頼が、 何程の 役目 をいた しませう！ 

秀吉 それほど わし を 信ずる お前が 何で 京 近く を 歩く にも 甲胄 を 忍ばせ、 多勢の 警護 を 伴れ る やうな こと をす るの ぢ 

や。 

秀次 わたくし はま だ 生きて ゐ たいので ございます。 

秀吉 そのために 今夜 わし を 殺しに 來 たとい ふの か？ 

秀次 わたし はむしろ このま k 父上の 手で 殺して いた 丈きたい くら ゐで ござい ます。 このほど か らも 七 枚の 誓紙 を 55< 

上に おわたしいた しました。 しかした とへ 百 枚の 誓紙 を 書きましても 自分の 心が 自分に 信じられぬ やうな 氣 がいた 

します。 わたくし は それが 恐ろしう ございます。 

曾呂利 新左衞 門下 手よ リ 部屋へ は いらう として 縳躇 する。 

父上、 どうぞ 父上の 手で、 今夜 わたくしの 心贜を 抉って 下さい。 

秀吉 お前 は 今夜 は あまり 興奮して ゐる やう だ。 歸 つて 休んだ 方が い、。 お前の 親切 を 無にして 訪ねなかった の は 重 

重 わしが 悪かった。 では 今度 は 近いう ち ぜひ 聚樂を 訪ねる。 そして 一緒に また 久し振りで 舞 はう ではない か。 

秀次 わたくし は樂 しみに いたして お待ちい たします。 

秀吉 わしに しても 時々 思 ふ ことがある。 人 問の 心 ほど あてに ならぬ もの はない。 まったく 明日の 自分の 心が 信じら 

れ ぬからな あ。 

秀次 人が 別れて 住む とい ふこと は 恐ろしい ことで ございます。 逢つ て ゐる間 は 遠々 しい 人と 人との 心で も 結びつい 

てゐ ます。 しかし 一 步闞を またいで 出 ますれば 心と 心の 間に は 千里の へだたりが 生まれて まゐ ります。 


5 
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秀吉 京と 伏 見、 いへば 同じ 一 つの 家ぢ や。 わしと お前の 心の 間に 何の へだたりが 生まれる もの か。 安心して ゐ てく 

れ。 顔色 も惡 いやう だ。 お前 はわし とちが つてく だらぬ 舉問 ばかりし たので 人間が 弱くて いかぬ。 わし を B^JB ふて 

もす こし 無學 になれ、 そしても すこし 大膽 になれ。 早く かへ つて、 わし を 信じて す やくと 眠って くれ。 わし は そ 

こまで； つて 上げよう。 

秀次 ありがたう ございます。 わたくし はた 明日の 喑ぃ 日ば かりが 眼に 映って 來て 1 日で も 心から 笑 ふこと はでき 

ませぬ J  (被ぎ を かむ る〕 

秀吉 わしの 若い ころに は、 そんな 1 氣 はなかった。 お前 は氣の 毒な 子 だ。 わし を 信じて、 いつも 笑へ る やうに 明る 

い 心 を 持つ がい、。 C 兩人ヒ 手へ 退場) 

新 左衞門 (下手よ リ 登場。 考へ 込んで ゐる〕 今 B は 妙に 陰氣な ことば かり 見たり 聞いた わする 日 だな あ。 おれ も 何 だ 

かもう 笑 ふの も 億劫に なつ て來 たやう だ。 

同じく かへ し 森の 中の 祠前 

<f か啼 いて ゐる。 

三 成 まだ 奥の 方で ございま すか。 

淀 君 向う にかす かにお 燈 明が 見える 害 だが。 

！ー 一成 よくこの やうな 寂しい ところ を 毎夜お 1 人で ぉ步 きになり ますな。 

淀 君 たど 一 人の子の ために、 恐ろしい だの、 寂しいだ のとい ふこと は 忘れて しま ひます。 ，• 

三 成 わたくしの やうな 男で も かやうな ところ は あまりい &氣 持ちで は ございません。 


淀 君 ほ >- ほ、 ほ M ::: 弱い こと。 時に お前 はこの ごろ 殿下が どれほど 氣が 弱く おなりに なった か 知って おいで か。 

わたしの 考へ では 殿下 ももう お 長い こと は あるまい と 思 ふ。 殿下 はよ く 物忘れ をな さる。 夢を見て は 泣いて おいで 

になる。 幻 を ごらんな さる。 二三 日 前の 夜 も 叔父 信 長 公が 枕 もとにお 立ちな され 早う 來 いと 仰っしゃった とのこと。 

叔父 上が 早う 來ぃ といって お招きな さる 姿 を あり/ <\ と 限 を ひらいて ごらんな された との こと。 それに また 今朝 か 

たは 利 休が ぉ緣 側に 坐って ゐ るの を ごらんな された とお 話しな された。 

11 一成 殿下 はま だ 御 病後のお 疲れが おとれに なり ませぬ ので 左樣な こと も あるので ございませう。 

淀 君 だから わたし は 今の うちにい よく!^ がた めを圖 つて 置いて やらねば ならぬ と 思 ふ。 それにつ いて 考へ るの だ 

が、 わたしが 思 ふ 心の 深さ、 切な さ を かへ りみ るに つけても， 秀次 殿御 夫婦が 御 自分のお 子 をい とし がられる 

お 心 を 想像す る こと もで きる。 その 結果が 拾の 上に どの やうに あら はれて 來 るかと いふ こと も 想像す る ことができ 

る。 わたし は 殿下 やお 前た ちの やうに さう のんきで ゐる こと はでき ぬ。 

三 成 そのため にあな たは 毎夜 この 眞 夜中に、 この 寂しい 祠に御 祈念な される ので ございま すか。 

淀 君 子 を 思 ふ 母 心に は 人間の 弱い 心 を賴る こと はでき なくなった。 わたし は 拾が 生きて ゆく 道 を 切り 拓く ために は 

五 人 十 人 はおろ か 百 人で も 千 人で も 邪魔になる 入た ち を 呪 ひ 殺して 2^ せる。 もしゅる される ことなら、 この美し い 

ひろ ひ 

わたしの 肌 を 邪神 悪靈 の竊牲 にさ \ けても 拾の ためにつ くしたい。 

三 成 それほどまでに!^ まの 事 を 思 ひつめ てお い でな さる あなた さまの 御 心を考 へ まする とお 氣の 毒に 存じます。 

淀 君 お前 は 誠心から わたし を氣の 毒と 思 ふて くれる か。 

三 成 あまりに 恐ろしい 御 心と も 存じ、 あまりに おいた はしい 御 心と も 存じます。 

淀 君 わたし も 恐ろしい 心 を 知って ゐる。 しかし それ も 拾の ため ぢゃ。 母心ぢ や。 どうせ 地獄へ 落ちる 心 ぢゃ。 


5 

00 


三 成 地獄へ 落ちる の もお 覺悟 でお いでな さいます か。 

淀 君 太閤の 眼 をお かけな された 幾 百の 諸侯 は あるが、 誰れ 一人 拾の ために 生命 を かけて 思って くれる 者 もない。 今 

ひろ ひ  >  > 

はも，^ 地獄へ 落ちる わたしの 心た や 一 つに 育てられて 拾 は 生きて ゐ るの ちゃ。 

三 成 (感激に 耐 へず〕 わたくし、 拾 さまの ために 1 命 を 捨て ませう。 

淀 君 ありがたう。 かたじけない。 わたしと 一緒に 地獄へ 落ちて くれる か。 

三 成 あまりに 御 心の ほどお いた はし- 「存じます ので、 地獄まで もお 伴いた しませう。 たと へ 國を失 ひ、 城を壞 たれ、 

ひろ ひ 

どの やうな 生き恥 を さらします ことがあらう とも、 わたくし 世に あります かぎり は 拾 さまの ために 盡 します るで ご 

ざい ませう 0 

君 その 言葉 を聽 いて 安心し ました。 では わたし はこれ で …… 。 

I 一一 成 お別れい たします。 

淀 君祠の 方へ 小 急ぎに 退場 リ 

三 成  。(s^ 君の 後 を 見送って ゐる) 

巢を襲 はれた 小鳥の さわぐ 音。 星の 光リが 木立の 上に きらめく。 鳥の 鳴く 音。 
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同 第二 場 伏 見 城の 室 


時 


文 祿四年 七月 初旬 

人 物 


片桐 大三郞 

幸藏、 W 

土 井 甚三郎 

大沼隼 人 

加賀 新八郞 

武士 多數 

恐ろしい 山鳴りに て 幕 明く。 屋根の 1!^ や 壁土な どが^ち る 音。 

多勢の 家來ゃ 侍女た ち秀吉 をめ r つて あわてふためいて ゐる。 秀吉は 病後の 衰弱が ひどく 面に あら はれて 

ゐる がかな リ興窗 して ゐる" 三 成、 長 盛、 幸 蔵 主^ 秀吉 をな だめ 引き留めようと してんる。 

秀吉 わし は秀 次に 逢 ふ。 そして 一緒に 舞 ふ。 まだ 關白は 見えぬ か。 

三 成 今日のお 催し だけ はお 取り止めに なりました 方が よろしい かと 存じます。 

長 盛 夜明け 方からの 激しい 山鳴りと ま をし、 この 地の 搖れ 方と ま をし、 何となく 世の中が © がし. つ 思 はれます ので。 

秀吉 能 は 止める。 しかし 逢 ふこと は 逢 ふ。 關白 はわし の子ぢ や。 わし は 逢 ふ。 わし は 信じて ゐる。 もし 殺される の 

であったら 秀 次の a に 刺されて 殺されよう。 


お 


聚 

樂ー 

人 一 


淀 君 では あなた は 拾の こと もお 思 ひに はなり ませぬ か， - あなたに もしもの ことがありましたら わたくし や 拾 はどう 

なります。 あなた は 秀？？ -の ため になら 殺され て も かま はぬ と 仰っしゃ るので すが … … 。 

いや、 そんな 風に 考 へられ て は 迷惑 ぢゃ。 お前た ちに はわし の 心 はよ くわ かって ゐる箬 ではない か。 

山 鳴 リがひ いて 來る。 

でも、 危險を 冒して までお 逢 ひな さるお 心が わかり ませぬ) 

お前た ち は幽靈 にと りっかれ てゐ るの だ。 影法師 を 見て 驚いて ゐ るの だ。 わし はどう あっても 逢 ふ。 

それで は どうぞ わたくしども も その 席へ お 伴 をお 願 ひいた します。 

ぜひ 左樣 にお 願 ひいた します。 

iJ 護の 方 もい つもより ずっと 御人數 をお 加へ 下されまして、 お 次の間に 控 へさせます やう。 

は乂は X は …… お前た ち はみ んな隨 病 風に とり つかれたな- わしが わしの 子と 一 一人き り で 逢 ふ の に 何の 心配が 

秀 次の 身に なって 考 へて 見れば、 このごろの やうな 世間の 噂が 立てば 1 層 わしと 二人き りで 打ち解けて s 叫 


秀告 

淀 君 

秀吉 

三 成 

長 盛 

侍女 

秀吉 

あら 

つて 兑 たいこと も あるに ちが ひない" 逢 ふて さへ やれば それです ベての 誤解 は 消えて しま ふ。 わし は 一 人で 逢 ふ, 

問 もな く秀次 も兑 える であらう 。(下手 へ か、 る〕  . 

具足 をつ けて 片桐大 三郞下 芋よ リ走リ 登場 U 

大 n: 郞 關白 さまお 越しの 道 を 寄 護の ため 七條 口まで まゐ りました が、 今朝 ほどの 山鳴りに つれて 京の 町屮 も諸處 に 

家 は れ、 橋 は 落ち、 崖崩れな どが 出來 ましてな かくの 騒ぎで ございます。 

秀吉 御所 はお か はり も あらせられ ぬか" 

大三郞 御 3^內 に は 何のお か はり も ございませぬ 模樣 でございます。 
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秀吉 聚樂 では 秀次 はじめみ な 何ともなかった か。 

大 一一 一郎 關白 さま はじめ 皆 さま 御 無事と ま をす ことで ございます。 關白 さま は 追々 こちらへ お成りになります る こと 

と 存じます。 た e 不思 M な ことに は あれほど 御 堅固に 御造營 にな り ました 方廣 寺の 大佛穀 の 正面の 柱が 折れ てし ま 

ひました。 

秀吉 あの 大 柱が 折れて しまった か。 (不安な 影が 泛 かぶ。 地 ふた、 び 震 ふ) 

大三郞 それに 大佛 殿御 造營の 折、 蒲 生 殿が 三 井寺から 曳 かれた あの 大 石が 虞つ 二つに 割れまして、 その 刹那に 血痕 

らしい 斑紋が ありく と 石の 表に あら はれた とま をして をり ます。 

秀吉 そして 大佛 はどう ぢゃ。 

大 一一 一郎 あの 大きな 石が 割れる くら ゐ でございますから、 大佛も 確ぎ 倒された やう に 鼻 を 地に 叩き付けて のめり まし 

て ございます。 

秀吉 (わざと 不安な 心 を かくす やうに 笑 ふ) は \ は.^ は、 大佛が 鼻 を 地に 叩き付け ての めった か。 

それで は 今度 はもつ と 大きな 大佛を 作 つて やら う。 今度 - J そ 朝鮮 大 明から 石 を 運ん で 萬 代 ま で も壞れ ぬ や， つ な大伽 

藍 を 築き上げて やらう …… 0 

大！ 一一郎 京の 町中で 七 八十 人の 死人と 怪我人が あつたと いふ ことで ございました。 昔 もこん な ことがあった とか 老 

人ら がま をして をり ました。 その 前の 年 京 中 五六 十 人の 人が 押し つぶされて 死んだ が、 その 翌日 は 京大 阪、 大和 河 

内へ かけて 三 四 萬の 死人 を 出す やうな 大地震が あつたな どと ま をし、 京 中 は いまにも もっとく 恐ろしい 大地震が 

襲 ふて まゐ ろかと 上 を 下への 騷ぎ でございます。 

秀吉 直ぐ 京へ 引き かへ して、 關白 道中の 警護 を 1 層嚴 しくせ い。 關白は さぞ 道に 困って ゐる であらう。 よく 氣 をつ 
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けて やれ。 

大 二- 郞 .^、.、 かしこまりました 。( 急ぎ 退場) 

秀亭 手へ かねう とする。 上手よ リ讓主 急ぎ足に 菌。 

幸 i かれて お 遣し に？ ました I 亮 からの 霍で. こざい， 

秀吉 治 部、 讀んで 見い。 

一一 一成 はい。 I up 一  . 一  乍 I またく silgllisi へられ 候 由 

1、 白 さまの 御 命に て 1 ^ お.^ まナ /  t"*- に I ョ 

1、 五六の 大名へ 御手 許 金の 中より 黄金 二百 枚 づっ御 貸し 成され 候 由 ， ヒ豪ヒ I 

一、 は L 内 て讓へ 白銀ョ千枚、 き li 枚、 I 謹に f 枚獻 上 致され f 

1、 毎 |更ま で 議の囊 に S 々御 B なされ 候 由 以上 

秀吉 (じっと 考 へて ゐる) それだけの ことか。 放って置け。 

小姓 德川 さま 御 家来 土 井利 勝駿が 見えられました 

t. 通せ。  -,、 に：、 S 三 吏と して まゐ りまして ございます ゾ 

土 井甚録 S 場) 主人 重お 伺 ひいた す 零 こさいます 力 靈き 8 とし 一 ず 

秀吉 御苦勞 であった。  ： 、 £ て J0 

甚 一 一一郎 資は今 未明 讓 よりお 使で、 主人 秀忠 へ 朝餉の 御 招きで こさ、 ましす 

秀吉 今朝 未明 霞から 德出 殿に 急に 朝餉の 御案 內を？  も？ ましたし、 そ lel こ 生憎の この 山鳴り、 蠢 

I 郞 左 樣で ございます。 あまり 早急の ことで も あり 少 々不審に も存 1 ナ 
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とも 相談いた し、 ともかく 主人 秀忠 昨夜 か ら所勞 でございますので、 後刻 御 返答 申 上 げ ますと いふ ことにいた しま 

した。 聚樂 からのお 使 は 一 と先づ おかへ りに なりました。 早速 邸の 若者 を 走らせて 見ました が 道々 に は 屈竟の 武士 

ども を 湾 ませ 主々 秀忠を 人質に なさら、 r 御魂瞻 らしう ございました。 

秀吉 馬鹿者が ッ！ 何者に そ、 のかされて その やうな こと を 致した の だ。 秀忠殿 はどうな された。 

甚 11 一郎 爽 ぐに 伏 見の 方へ お連れいた しました。 

秀吉 それ はい \ こと をした。 そして 道中 何事 も 起らなかった か。 

甚三郎 はい、 資は伏 見まで まゐ ります 途中、 もし 關白 さま 御 輩 下の 人た ちに 遮られ ますこと も あらう かと 縣 念いた 

しました ので、 間道 を拔 けて まゐ b れる やうに とま をす 意見 も ありまし たが、 小徑 などで 追手に 逢ひ莴 1 のこと も 

ありま すれば 德川家 百 代の 恥辱 だと 存じました ので、 京から 伏 31^ まで 本道 をまゐ りました。 

秀吉 さすが は 甚三郞 だ。 それにしても よく 聚樂の 計 を 見拔き 使 をた ばかって くれたな あ。 

甚 11 一郎 家康 先達て 歸國 いたします 折、 もし わが 留守中 聚樂と 伏 見の 間に 御 不祥な ことで も. S "る やうな 場合に は 必ず 

伏 見方へ まゐる やうに とま をされ ました。 

秀吉 家康殿 はすで に 先達て 左樣な こと を 言 はれた か。 

甚 一一 一郎 はい。 

秀吉 恩愛の 絆に とら はれた わし の^は 今まで 暴って ゐた のか。 わし は德川 殿に 對 しても 面 H: ない。 このま \ に 放つ 

て 置いた ので は 第一 德川 殿に 對 しても 心苦しい。 

片桐 大三郎 急ぎ 下手より 登場。  • 

大 一一 一郎 關白 さま はすで に 大手ち かくまで お越しに なりました。 


J 秀吉 秀次が 大手ち かくまで 來 たとい ふの か。 よくも まあ わし をた ばから うと 思 ふて" 

甚 一一： 郞の 方を兑 て。 

あの 大馬鹿 者が ッ！ 

大三郎 早速 立ち かへ りまして 御城 內へ 御案內 いたし ませう か。 . 

秀吉 待て。 今日の 對面は 止めに する。 關 白に 言へ、 わし は 急に 逢 ひた 5 なくなつ たから 聚樂へ 引き かへ せと。 

大三郞 はい。 

秀吉 いや 待て、 今日まで 騰 へ ゐて はさまぐな のみ を 立てた 秀次 * このま、 京に 歸 したので は德川 殿 はじめ 世 

間に 對 しても すまぬ。 … ， ： さ うぢ や、 高 野へ … … 。(潜 然として〕 このま &高 野へ 登り 當分 謹慎 い たす やうに ま を せ 。 

大！ 一一郎 はい。 關白 さまに はこの ま  >- 1 先づ高 野へ お登り 御 ts なされます やう ま をし 上げます。 

秀吉 甚 三郞、 わしの 心 はわかった であらう。 德川 殿へ も 宜しくった へて くれ。 

甚三郞 た e くお 氣の 毒に 存じます。 わたくし はこれ で 失 P いたします。 (退場) 

法螺 只の 音。 甲胄 をつ けた 武士 多數 登場。 淀 君、 侍女 等 退場。 

11 一成 隼 人 殿 は 御門々々 の謦護 をいた される やう。 新 八 郞殿は 直に 馬 を 走らせ 京 中の 警護 を賴 みます。 1 々の 手配 指 

^ 圖は 重ねてお 知らせい たします。 

^  传々 立つ。 

ノ 三 成 なほ 關白 さま 御 一身 はもと より 御身 寄りの 方々、 お 伴の 方々 に對 して は 充分 氣を つける やう。 

^c々 退場。 

、 

秀吉 右衞 szl 


吉 お前 は秀 次が まだ 小 ひさい ころから 大分 面倒 を 見て くれた やうで あつたな e 

盛 關白 さま 御 十 1 一歳の ころから ぉ附 きいた しました。 

吉 さう であった な I  

盛  。(愁然と して 俯向く) 

吉 右衞門 一走り 馬 を 走らせて、 秀 を 見て 来て くれ。 あいつ どの やうな 顏 をして 高 野へ ゆく か。 

盛 では 急いで 行って まゐ ります。 何 か 殿下のお 言葉で も …… 。 

吉 うむ …； 何もない。  • 

盛  。(返 場) 

間。 馬の 嘶く 聲、 法螺貝の 音。 

秀吉奧 の 簾 を 上げて 欄干に 凭る。 そこから は 淀の 流れ や 道が 見える。 

吉 三 成 ー 

成 はい。 

吉 あの 森の 下の 道、 あれが 大和への 道 だな。 

成 左樣 でございます。 

吉 あれが 淀の 渡し ぢ やな。 

成 はい。 淀の 渡しで ございます。 

吉 秀次は あの 道 を 行く のぢ やな。 


コ： 成 はい。 あの 道 を 御 通りな さらわば なり ませぬ。 

秀古 まだ あの 渡しまで は來 ぬかな あ。 

1;： 成 まだらし うご ざいます。 

秀 あの 1 かたまりの 黑ぃ影 はさう ではない か。 

一一 一成 いかにも さ- らしう ございます。 ぁッ、 たしかに 關白 さまでい らっしゃい ます。 

秀モ： ： わし は 眼が かすんで よく 見えぬ が， あの 駕籠 を 捨て. <立 つて ゐる男 だな。 

三 成 あのお 方で ございます。 

秀. IE こちら を 向いて ゐる ではない か。 

1 一一 成 こちら を ごらんな されて、 何 かお 話しに なって をり ます。 

秀き 何 か 話して ゐ るか。 

三 成 はい。 

秀吉 まだ 何 か 話して ゐ るか。 

三 成 お俯向き なされた ま  >- 水の面 を じっと VaO ん になって をり ます 0 

秀 き まだ 水の面 を 見つめて ゐ るか。 

三 成 はい、 やつば り 俯向いて 水の面 を ごらんに なって をり ます。 

秀吉 一一 一成、 お前 面倒 だが 高 野の 木食上人へ あて &秀 次の こと を くれぐれも 宜しく 賴む 旨の たより を 書いて くれぬ か- 

大急ぎ だ。 そして 高 野まで 早馬 を 立て \ くれる やうい つけて 置いて くれ。 

I  二 成 かしこま りました。 
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秀吉 遷待？ くれ。 花押 はわし がする から- V か。 

一一 一お はい、 かしこまりました. (急ぎ 返 場〕 

秀 *1  (なほっ^^けて^^の方をながめながら 

あ 、 、 a や つ f ，川の面 f  ： つ め i やう だ， 

同 第三 場 伏 見 城の 一 室 

時 

前の 場面より 八日 後の 夜 

人 纷 

豐 臣秀吉 

石 田！ 一 一成 

木 下 主 瞻 

淀  君 

幸藏主 

福 島 左衞門 

大 沼！ ：1 人 

曾呂利 新左衞 3： 

武士、 侍女 等 


i 

上手に 茶室が 見える。 十六夜の 月の 光りが 空に 流れて ゐる。 いかにも 初秋ら しい 庭。 

秀吉 一 人 脇息に よりか \ つて 眠って ゐる。 ひどく fi 悴 して ゐる。 短藥の 塌 が 一 つ 燃えて ゐる。 

舞裹 最初 は 薄暗い。 

秀吉 高 野から はま だ 何のた よりもな いと 見える。 秀次 はどうし たか。 このごろ どうも 亡くなられた 姉上のお 顔が 見 

えて 仕方がない。 長久 手の 戰 にた V 一度 秀次を ひどく 叱って やった ことがあ つたが、 秀ヌ がし をく として わしの 

陣へ わびに 来たの も 今夜の やうな 靜 かな 夜であった …… 。(欄干に ょリ 遠く を 眺める〕 高 野からの 使 はま だ 見えぬ か 

な あ。 

三 成 (登場) 主膳亮 がた に 今 高 野から 歸っ てま ゐ りました。 

秀吉 主 膳 亮が歸 つて 來 たか。 早く 呼んでくれ。 

木 下 主 瞎 亮 (登場) た^今 歸 りまして V 」 ざ い ます。 

秀吉 關白 はどうであった。 

主膳亮 わたくし が 出立 いたし ますまで は 木食上人 は じめ 高 野の 法師た ち は 金堂へ あつまりまして は、 毎 曰每夜 評議 

聚  ばかりい たして をり ました。 

樂 秀吉 さう であった か。 さぞ やつれて ゐた であらうな。 氣の 弱い 男 だから。 

5 主膳亮 八日 伏 見 を 御 出立 後 は ほとんどお 口 をお き、 なされ ますこと も ございませんでした。 髮を おろして くれと 仰 

人 せられました ので、 途中の 寺 を 借りまして わたくしお 手傳 ひま をして 御髮 をお ろしました。 黑染 のお 法衣 をお 召し 

になり ました。 御 姿を拜 みまして はた た …… 0 
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秀吉  。 

、王 膳亮 九日の 夜は奈 良中坊 のさろ 家 をお 宿に あて ましたが、 その 夜 は 御 食膳に おつきに なりましても 一 箸 もお つけ 

なさい ませんで した。 壁に 寫 つて をり ます 御 自分 のお 姿 を ごらんな され、 主 瞎亮ど うだ よく 似合 ふか と 仰っしゃつ 

て 寂しく お 笑 ひなされ ました。 

秀吉 あのい たづら 者 も 法師 姿で はのう …… 。 

主膳亮 高 野に お登りな されてから は 御 殊勝に もた ビ佛 間にお こもりな さいました ま、 で、 食膳に もお 着きな さらぬ 

勝で ございます。 たま，/, \- 何 かお 話な さる ことが ございま すれば 京へ おのこしの 若樣 方の ことば かりで ございます。 

秀吉 三 成、 お前 も聽 いたか。 

三 成 はい …… 。(頭 を 垂れる)  . 

秀告 あの 馬鹿者が 今にな つて その やうな 殊勝な 心 を 見付けた のか。 わし はお 前に 腹 を 切らせた。 誰の 中傷で もない。 

ひ J3 

わしの 心で 命じた の だ。 わし はお 前 を 信じた。 お前 を 愛した。 しかし 拾 を 愛した。 わし は 十 年 二十 年の 後の こと を 

考 へた 0 わし はお 前 を 信ずる ことができ なくなった。 わし は 今 はじめて わしの 卑しい 心に 氣 付いた。 しかしもう 遲 

い。 利 休 奴が まに わし を 見て 笑 ふて ゐる。 利 休、 笑って くれ。 しかし わし は どこまでも わし. た。 

だが お前 は どうぞ 生 さて ゐて くれ、 お前 を預 つ て くれた 木食上人 はわし のこの 心 を 察し て くれる であらう。 わしの 

心 を 掬んで 蛇 度お 前の ために わしに 助命の 使 を 走らせて くれる であらう。 わし は その 使 を 待 つて ゐ るの だ。 

お前 は 生きて ゐて くれ。 そして 1 生 を 高 野で 過して くれ。 拾に 幸福な 一 生 をゅづ つて くれ。 父と いふ もの 、迷った 

醜い 心 を さげすんでくれ。 

淀 君 (幸 蔵 主 侍女 等 をつ れ て 登場〕 あなた はま だ そんな こと を 言って おいでにな るんで すか。 あなた は 御 自分のお 心 


まで 偽らう としてお いでになります。 お 願 ひで ございます。 秀 次の 一族 三十 人の 命 を …：. 0, 

秀吉 秀 次の 妻子 眷族の 命 を 助けて くれと いふの か。 

淀 君 い &ぇ、 みんな 一人 殘らず 殺して くださいと いふので す。 (秀 吉、 三 成 等 驚く〕 

一一； 成 それ はちと 御 非道な ぉ考 へで はあり ませぬ か。 

秀吉 飛んでも ない こと だ。 

君 お 弱い のです ね、 あなた は 何 萬と いふ 人の 首 や、 耳 や 手 をお 切りに なった ではありません か。 たか ^Ml 一十 入の 

女 や 童た ちの 命ではありません か。 三 條の磧 に 引き出して、 すこし は 太閤の 御 威光 をお 示しに なった 方が い、 でせ 

I 今まで はず ゐ ぶん あなた を 踏みつけ にして ゐた 方々 が ありまし たから …… 。 

秀吉 何で また そんなむ ごたら しい こと をせ ねばなら ぬか。 

ひ 13 

淀 君 一人で も 生きの こって ゐる 人が あって ごらんなさい、 拾が いつまでも その 入の ために 呪 はれる ことにな り ま 

す。 ですから、 あの方の 血が つ t く かぎ. は 髮の毛 1 筋 この 世に のこして 置いて はなり ませぬ。 

务吉  e 

三 成 それ は あまりに 恐ろしい。 

ひ Is 

淀 君 わたし は 拾の ためなら ば 鬼に もなります。 さあ， みんな あの人た ち を 殺して ください。 

秀吉 わしに はとても その やうな 勇氣 はない。 

淀 君 あなた はわた しほ ど 子 を 思 ふ 心が 深くない からなん です。 

秀吉 いかに 子 を 思へば とて わし は羅 刹の 心に はなれぬ。 

ひ 3 

0 拾の ためなら わたし は よろこんで 夜叉に もなります。 それが ほんた うの 母の愛で はあり ませぬ か。 


戲ー 


曲 一 


集 


秀吉 恐ろしい こと だ。 お前 はどう かして ゐる 。秀次 はま だ 死んで はゐ ない 

來 るに ちが ひない。 


いまに 屹度、 木食上人から 助命の 便が 


淀 君 

秀吉 

淀 君 


あなた は 御 自分で、 切腹 を 命じて 置いて、 今 さら 蹬 のい、 こと を 仰っしゃろ のです。 

わし は 後悔して るの だ 0 

>  ひ 13 

それ は 腿です。 あなた は 拾が 可愛くて ならない のです。 

蹄の 音が 閗 える。 

吉 もう 何も 言って くれるな。 

三 成 蹄の 音が 聞え ますが。 

秀吉 おう 高 野からの 使に ちが ひない。 

一一； 成、 主膳亮 急いで 迎 へに 出る。 間もなく 三 成 急ぎ 立ち かへ る 0 

秀吉 誰 だ。 

一二 成 左衞 門が か へ つ てま ゐ りました。 

秀吉 左衞門 一人 か …… 。 

三 成 福 島 左衞門 一入で ございます。 

秀吉、 や i 不安 を 感じる。 福 島 左 衞門首 桶 を か X へて 登場。 つづいて 主 膳亮、 曾 呂利新 左衞門 0 

秀吉 秀 次の 首 か I 

左衞門 關. ni さまのお 首で ございます。  . 

秀吉 (あわて 首 を 見る。 俯向いて しま ふ) 


9 左衞鬥 まことに おいた はしく 存じます。 

3 秀古 あのい たづら 者 腹 を 切る のに はさす がに 驚いた であらう のう。 

左衞 2： いえ、 まことに 御 立派な 御 最期で ございました。 木食上人が 御 切腹の 旨 ま をし 上げましたら た^ぜ ひもない 

こと だと 仰せられました さう でございます。 また、 わし はまちが つて 隱へ 住む やうに 生みつ けられた の だ。 わし 

は 高 へ來 てはじめて わしが 探して ゐた家 を 見出した やうに 思 ふと も 仰っしゃつ たさう でございます。 眞っ 先に 山 

本 主 殿、 山 田 三十 郞、 不破萬 作 三人 それぞれへ 殿下の 御 脇差 を 下されまして、 關白 さま 御. H 身 御 介錯な されました。 

RT 番に東 福 In: 隆西 室、 五番 目に 關白 さまで ございました。 いかにもお 靜 かに 正宗の 御 脇差 をお 持ちな され、 街 部 淡 

路 守が 御 介錯 ま をし 上げまして ござ い ます。 

秀吉 木食上人 は 助命の 事に ついては 何も 語らなかった か。 

左&門 御 助命の ことにつ いて は 何とも ま をして はま ゐ りませんでした。 

秀吉 何のた めの 出家 だ。 乞 法師 奴が！ (ひどく 憤る) 

淀 君 あの やうな こと を。 あなた は秀 次の そのお 首が 眼 を 明けて 生きて 来たら また 同じ こと をお くり かへ しになる に 

きまって ゐ ます。 あなた はや はり そのお 首が、 眼 をつ むって 歸 つて 来る こと を 望んで いらし つたので す。 あなた は 

0 今 m はじめて 拾の ために 御 安心な すった のです。 

0 秀吉 恐ろしい 。お前に は 利 休の, 靈が のりうつって ゐる。 あの 男 はわし の 心の底 をい つも じっと見 つめて ゐた 。わ 

し は あの 男の 冷たい 靜 かな 眼 を 見る のがい やであった。 お前の 眼 は あの 時の 利 休の 眼 だ。 たしかに あの 冷たい 靜か 

な 眠 だ。 燃える こと を 知らぬ 墓場の やうな 眼 だ …… 。 

A 淀 君 あなた こそ 利 休の 幽靈 にと りっかれ てゐ らっしゃる のでせ， 「ほ、 ほ、 ほ …… さあ 後生です、 どうぞ あの 三十 人 


の 人質た ち を 三 條廣に 引き出して 殺して ください。 いつまでもく 拾 ひとり を 安全に 生かして ゆく ために は あの人 

たち は 1 人で も 生かして 置く こと はなり ませぬ。 飮子 一 人で も 逃がして はなり ませぬ。 幸 藏主隼 入 を 呼んでくれ。 

幸藏主 かしこまりました。 (返 場) 

淀 君 あなた は 躊躇な すって はいけ ません。 

秀吉 わしに はとても その やうな 恐ろしい こと はでき ぬ。 ゆるして くれ。 

大沼隼 人、 具足 をつ けた 武士 を率ゐ 松明 を 持ちて 登場。 

君 隼 人 御苦勞 です。 今夜 これから 直ぐに 聚樂へ e けつけ て、 秀 次の 人質 三十 人 殘らず 一一 一條 磧に 引き出して 斬って、 

くれ。 

隼 人 あの 奥 さま はじめ 若さ ま 方まで V こざいます か。 

S 一人 殘らず 殺して くれ。 

隼 人 でも 殿下のお 考へは …… 。 

淀 君 わたし は 殿下のお 考へ をった へて ゐる だけで はない か。 

11 一成 それで はか へ つ て豐臣 家の ために はない ますまい。 

^^君 お前まで その や， つな 弱い こと をい ふの か。 隼 人 行け。 

隼 人 はい …… 。(蹿 躇 する) 

淀 君 よし- お前た ちが 行かぬなら わたしが 行く。 薙刀 を 持て。 (侍女 確 刀 を わたす) 

一一： 成 それ は あんまりで ございませう。 もす こしお 心 をお しづめ なされました 方が …… 0 

淀 君 お前た ち は 母と いふ もの \ 心 を 知らぬ の だ。 〔蔬刀 を 持ち 庭に 下りる〕 


聚 

人 


隼 人 ともかくも わたくし まみり ますで ございます。 (武士 等 を 率ゐて 退場) 

淀 君 錢 に 身 を かためて ゐる ところ はいかに も賴 もしい やうに 見える が、 男と いふ もの はみ な 弱氣な もの だな ほ X 

ほ、 ほ ：：： みんな は 拾の ことに 氣を つけて くれ 「 この や、 「な 夜 は どの やうな 者が 忍び込まぬ とも かぎらぬ から ：••： 

急いで 幸 蔵 主 侍女 等 を つれ 退場。 

秀吉  ofit かに 秀 次の 首 を 撫でる。 呆然と して) 

三 成  "(す  >- り 上げて 泣く〕 

秀吉 三 成お 前 は 泣く のか …… 。 

三 成 はい …… 。 

新左衞 e:  。(隅の 方へ うづく まって 泣く) 

秀吉 新左衞 r お前 も 泣く か！ 

新 左衞門 はい。 わたくしが 四十 幾年 笑 ひに 笑 ひつ やけて まゐ りました の も、 今日 一日に 泣き 盡 すため であった や ft' 

に 思 はれます。 

秀吉 新左衞 門お 前 には子 供はなかった のう。 

新 左衞門 親 も 妻 も 子 も ございません …… パ額を 墨に すリ つけ うづく まつ てす \ り 泣く) 

秀吉 (さらに 秀 次の 首 を 撫で 、〕 わし は …… お前 ほどい としい と 思った ものはなかった に …… 0 

夜の 空 を 愁然と して K める。 茶室の 中に 千 利 休が 釜の 前に 坐って 茶 を 立て 、ゐる 姿が 映る。 秀 吉不阖 その 方 

を见 る。 姿 は 消える。 十六夜の 月の 光りが 水の ごとく 室 ft を 照らす。  I 幕 I 
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第 一 慕 

坂 上 右衞門 太郞邸 

第一 蒹 登場人物 

坂 上右衞 門太郞 六十 八 歳 

その子 無量 之 助 三士 一歳 

同 主 說 二十 一歳 

同 玉 吉 十四 歳 

同 さよ ... 十七 歳： • 

飛鳥 井 主 膳 

馬久 平八郞 一一 十六 歳 

兒山隼 入 二十 四 歳 

光原 次 太夫 二 ±ー 憂 

大川 右近 七十 歳 

三春 安之 進 二十歳 

德左衞 門 六十 五 歳 

竹 村久八 


父の そと 弟 兄 t 坂 


875 


神 野仙藏 

馬方 善 作  ， ： 

小  娘 

若侍 等 

上手に 書院。 甞院 からさら に 右手に 濡れ 緣 にて はなれに 通ず る 意 。濡れ 緣の あたりに は 白 芙蓉が いて ゐる。 

瀰れ躲 に は si}^ 燈 籠が つるして ある。 や、 下手に 玄關。 玄關に は 槍な ど 掛けて ある。 玄關 につ いて 廣き土 

問の I 都 分 ゆ。 土間 は 大砲 鶯 込み や、 彈 丸作リ 等の H 作場に 使用され てゐ る。 土間の 隅に は 十 俊ば かりの 

粘土 を 詰めた 俊 や、 鑄 物 用の 木 llT 禱物 砂、 砲 架、 砲丸、 象^ 俵の ごとき ものな ど 置かれて ある- 土間の 前 

あたりに 木立な どよ ろしく。 

玄關の 傍に 軒よりも 高く 竹 棹 を 立て、 高燎籠 をつ るし あり。 

時 文 久ニ年 七月 十三 日の 午後。 

若者 二人 土間に てし きリ に^ を熔 かし 彈 型に 流し込んで 统彈を 称へ て& る。」 

蜩が 鳴いて ゐる。 

下手より 馬を曳 いた 男 登場。 馬に は 粘土 を 詰めた 俊が 積んで ある。 

馬方 美 作 お頼み まう します。 

竹 村久八 善 作 か。 御苦勞 だった。 

善 作 馬 を 木に つなぐ。 

善 作 可 4J- 越後 境の 山から 運んで 來 なけり やならぬ この 粘ムぢ や。 御大 .iK だから この や， 「な こと も 出来ろ もの や 


善 作土 間の 隅へ 接む。 

祌野仙 蔵 いかに 千 石の 御大 身 だとい つたと ころで、 近年 引きつ^いて 旦那 さまの この 御 仕事に は 大分 御 入費 も 嵩ん 

だ やう だ。 御用 人の 德澤 さん もこ ぼしぬ いて ゐる。 

善 作 四 年 前に、 はじめて 反射 爐と いふ もの をお 作りに なった 時 も わしと 仲間の 者で あの 暑い さかりの 夏 中、 毎日 越 

後 境の 山から 土 を 運んだ が、 あの 時の 馬、 旅籠の 金 だって なまやさしい ことではなかった。 

久八 あれから ちゃ-.' ど 三度 目の 反射 爐の 工事 だ。 金. a か I る はな あ。 

仙^ それで 旦那 さまが ぉ考へ 通りの： 112 構な 大砲が 出 來れば だが な あ。 

久八 旦那 さま はまる で氣 がお 狂 ひなす つた や うぢ やな。 

えと？ 0 ふ 

仙 それ も 先年 一番 上のお 子 さま …… 欽一郞 さまが 捉でォ 口 シャ 人との 戰 でお 討-:^ なされてから こっちの こと だ 

が、 おれたちに は 旦那 さまのお 氣が 知れぬ。 

善 作 明日 は嘉衞 門の 馬が 着きます 箬ぢ や。 わし は 一 B 早う 山 を 下りて 来ました ので。 

久八 お 勝手の 方へ 週って ゆつ く h 休んで 行く がい、、 

善 作 さう さしても もら ひます ベい。 (馬 を S? いて 下手へ 入る) 

一一 一春 安之 進 (玄 Ml 奥より 登場 旅立ちの 扮裝 をして ゐる〕 神 野 も 竹 村 も そこへ おいで か。 もう 彈丸 は出來 上ったら 5 

な 0 

祌野 はい、 五十 發分 だけ 出来ました。 

1 一一 春 それだけ あれば 转構 だ。 (祌 野から 彈丸を 受け取る〕 ilT 面への 御 出發は 明日と いふ ことで あつたが、 殿 樣は今 

夜 早速 若松 城 を 御 出立と いふ ことに 御 i-li へに なった の だ。 
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久八 では こちらの 若旦那 さま 方 も。 

安之 進 さ 5 だ。 Sr 備が 出來次 直ぐに も 御出發 になる の だ。 

仙 蔵 それ は 大變な ことにな つた。 

安之 進 われく は 奥へ 行って 御手 傳 をし なければ ならぬ。 

一一 一人うな づき 合 ひて 奥へ 入る。 しき リに骑 が 鳴く。 

さよ (奥よ リ 登場" 守 袋、 小袖な ど を 抱へ、 _@ み 直しな どして 風呂敷 を 包む。 そっと 淚を 拭. 

S  (舆 ょリ 登場。 旅立ちの 支度 をして ゐる。 じっと 妹 を 見る) 妹 か …… 泣く 奴が あるか。 これが いよく 戰に 出か 

ける とい ふわけ でも あるまい し。 

さよ それでもこの前欽ー 郞兄さんが揮^^の方へ御出張の時だってゃっばり、 戰爭 ではない、 たに 殿 さまの 御用で 出 

かけて ゆく だけの こと ぢ やと 仰っしゃった のでした が、 あんなか なしい ことにな つたので ございま すから。 

S それ は 人の 蓮 だ。 家の 內にゐ たと ころで 死ぬ 者 は 死ぬ。 たと へ戰 があった にしろ 死なぬ 者 は 死なぬ。 武士で は 

ないか。 戰 あって こそ 殿 さまへの 御 奉公 もで きる とい ふ もの だ。 

さよ 兄さん は戰 さ、 戰 さとい つてお いで 5* すけれ ど、 兄さん や 弟た ちに もしもの ことがあったら、 第一 お年寄られ 

たお 父つ あんが。 

S さう いへば 昔 は會津 一番の 弓-取りと いはれ たお 父つ あん も、 欽 1 郎 兄さんが ォ a シャ 入との 戰で 討. 死して から 

はめつき り 弱りな すった な。 

さよ わたし は それ を 案じる ので ございます。 

S お 父つ あんの こと を考 へる と、 わしまで が 暗い 氣持 ちになる。 時に 兄さん は？ 
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さよ もうお 支度 もお できに なった で ございませ うが、 何 かお 父つ あんと 御 相談の ことで も 有って か …… 0 

主^ あの 兄貴に も W つた もの だ。 あれほど 立派な 間 も あり、 腕 も ありながら、 おれ はっく <\ 武士が いやにな つ 

たな どと 今日が 今日まで 言って ゐ るんだ。 嫂さん が 亡くなつ てから は 急に 法師に でもなる やうな 氣 になつ たんだら 

うよ。 女房と いふ もの はそんな に is 愛い i もの かな。 第一 あんなに 本ば かわ 讀ん でる のが 氣に喧 はぬ。 武士 は 武士 

らしう 0 

さよ しつ、 兄さんで せ-つ。 

無量 之 助 (上手 濡れ 緣 より 登場。 考へ 込んで ゐる) 主 挽 もさよ も そこに ゐ たか。 

主秕 兄さん、 わたし はもう すっかり 支度 もす みました。 

無量 之 助 さう か。 忘れ物がない やうに してお くがい、。 今度の 殿 さまの 御 出府 は、 京都 守護 職と いふ、 大事な お 役 

目の ための 御 出府， 恐らく 江戸の 御 邸へ は、 三日と 御 滞在 は あるまい。 

主税 では 駿 さま は その やうに お急ぎで …… 。 

無 3a 之 助 江戸から 直ぐに 京都へ お上りになる。 今 京都 は 日本中の 浪人 共が 集まって いは^ 日本 9. を 引つ くら かへ さ 

うとす る 陰謀の 策源地 だ。 火 は 巳に 火藥 につけられた。 一日 も適豫 はならぬ" そして すくなくとも 三年 や 四 年 は 御 

講 國は あらせられまい。 おれに はさう 思 はれて ならぬ。 

さよ 三年 も 四 年 も …… 0  (不審げ に) 

無量 之 助 お前た ちに はこの 數年來 の、 日本の 新ら しい 時代の 動きが 氣に とまらぬ のか。 日本 はこれ から 先 どうなる 

と 思ふリ 

主税 兄さん は 本ば かり 讀ん でゐ なさる からい ろくの こと も 知って ゐる だら うが、 そんな ことが われく にわかる 
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もの か。 もっとも 異國 船の 渡来 以来、 つ r いて 長州薩 州の 奴等 や、 御 親 藩水戶 さま あたり までが やれ 攘夷、 やれ 王 

政 復古 だな どと 將軍 家に と つ て 御難 儀な ことば かり … … 。 

無 s 之 助 そこで だ、 お前た ち はどう 思 ふ。 これからの 世の中の 移り 變り を。 

.0 …  。 

無量 之 助 德川 家の 御 運命 もい よ.， < - き はまった とわし は考 へる。 (低い 聲 では かる やうに) 

主稅 兄さん はほんた うに さう お信じに な るんで すか。 

無量 之 助 わし はさう 信ずる。 

主税 しかし 兄さん、 物から いっても、 兵力から いっても、 德川 家に 匹敵す る 雄 藩はありません。 

無 S 之 助 それ はたし かに さう だ。 近年 幕府 は 財政 も 不如意と いふ。 しかし 財政の Is て 直し は その 人 を 得さへ すれば 

どうで もなる。 兵力 も 充分 だ。 人物から いって. -小栗 上野. や 程な 人物 は 何れの 藩に も 見當ら ぬ" だが 時勢に は 何物 

の 力 も 勝てぬ" たと へ 十 人の 小 栗 上野 介が あっても 幕府 は 倒れねば ならぬ。 

主税 兄さん は 本ば かり 讀 むので、 頭が すこし どうかし てるの だ。 な あ 妹。 兄さん は 時勢、 時勢と、 眼に も 見えぬ や 

うな ものば かり 恐れて ゐる。 勝つ もの は 時勢で はない。 正義 だ。 正しい もの は 屹度 勝つ。 

無量 之 助 入 間の 世の中で は 正しい ものが 度 勝つ か？ お前た ち は それ を 信ずる か。 

主税 無論です とも。 な あおさよ。 

無！ M 之 助 お前た ち こそ 頭が どうかし てる。 わし もお 前た ちくら ゐの 年まで は それ を 信じて ゐた。 正しい もの は 屹度 

勝つ と 信じて ゐた。 だが わしに はこの ごろに なって 人間の 世界の 正しい とい ふこと に 疑 ひが 起って 来た。 

.0 たと へば …… 。  . 
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無 《 之 助 たと へば 攘夷の 問題 だ。 攘夷 派に は 正しい 攘夷 派の 1^1 據が ある。 開國 泥に は 正しい 國 派の 主張が ある • 

しかし 神で ない 以上 はこの 二つの 主張の 正、 不正 を 決める こと はでき ない。 勝敗 は 結句 時勢の 力で 決まる、 百年の 

後に は 笑 はるべき 攘夷 派が 明 曰の 天下 を 握る かも 知れぬ。 正しい からで はない。 時勢な の だ。 

主 耽 兄さんの いふ こと はいよ くわから ない。 大切な 出發の 間際にく だらない 議論なん か 11  く 必要 はない。 おれた 

ち は會津 武士ら しく、 いつでも 敵前に 花々 しく 戰 さへ すれば い、 の だ。 時勢なん て 影 も 形 もない や 5 な もの を 苦に 

病んで ゐ る必耍 はない。 

無 fi 之 助 さう か。 それ もよ からう。 ところで お前た ち は 今に 日本中の 入々 を 敵に して 戰さ をせ ねばならぬ こと を 知 

つて ゐ るか。 

主秕 どうして そんな 馬鹿々々 しい ことが。 

無 S 之 助 おいた はしい 事で は あるが 將軍 家に は 心からの 御 味方と いって は ほとんど 誰れ 一人ない 時勢に なつ た の 

だ。 

$ 兄さん は 薩摩ゃ 長 州の 奴等 を 恐れて るんだ な。 薩長 二 藩 は ともかく 將軍 家に はな ほ 三百の 諸侯、 別して は 八 m 

騎の 旗本 も控 へて ゐ るではありません か。 

無量 之 助 旗本 八 萬 騎の中 幾人の 武士ら しい 武士が あらう。 三百の 諸侯に 至って は 無論 一人の 賴り になる もの もない。 

恐ろしい 時勢の 力 だ。 この 時に たにお 一人 選ばれな された のが 御殿 さま だ。 倒れん とする 幕府の ありさま を 見て 1 

入の 味方 もな き 時勢に、 自ら 死地 を 求めて 京都へ お出かけ なさろ 御殿 さまの 御 心 を おれ は 思 ふの だ。 今 は 白 本 5- の 

入々 が 自分 自分の 一身の 安全 を はかる にこれ 日 も 足らぬ ありさま だ。 そこにた t 一人 御殿 さま は、 身 を^て、 倒れ 

行く 德川 家の ために …… おれ は それ を 思 ふの だ" 殿 さま は 京都 へ 死に V 行かる 、 の だ" 
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主稅、 さよ、 泣く。 

主 粉 會 J5i 武士の 腕 を 西國の 奴等に 見せて やる に絕 好の 機會 だ。 日本中の 大名 等が 薩長の 味方と なって 來ュ 5 とおれ 

たち は義 によって 最後の 一人まで 戰ふ ばかりの こと だ。 おれ はこん な うれしい こと はない。 早く 戰 になれ。 腕が 鳴 

る 0 

き a 之 助 日本中の 大名 を 封 手に 戰ひ をして 最後の 1 人になる まで 戰ふ のが、 お前に は その やうに うれしい のか。 

主 粉 武士の 家に 生まれた 果報で はない か。 兄さん は變な もの 土 目 ひ 方 をし ますね。 いって 見れば 今日は 大事な 出陣 

の 日ではありません か。 

無 景之助 おれ もお 前にち の やうな 氣 になって 見たい。 お 父つ あんにし ろ、 お前に しろ 資に仕 合せな 人 たちだ。 

S お 父つ あん は 欽ー郞 兄さんが 揮 捉で討 1^ なすって から 狂人の やうに なつ て 大砲ば かり いぢって おいでになる。 

揮 捉でォ 口 シャ 入に 敗け たの は 武士の 魂が 足りなかった からで はない、 大砲が 惡 かった の だと、 それば かり 苦にし 

て あんな こと をな すって おいで だ。 あれで 結構ではありません か。 兄さん はお 父つ あんのな さる ことにまで 非 を 打 

つのです か。 

無量 之 助 お 父つ あんのな さる ことに 非 を 打つ ので はない • たどお 父つ あんやお 前た ちの やうに 何事に も かつと 火の 

やうに 燃える ことので きる 人間が うらやま しいと いふの だ" 

主投 火の やうに 燃える の は會津 武士の 魂で はない か。 この 魂 あれば こそ B 本 中の 敵を對 手に しても 恐れぬ の だ" 

無量 之 助 さう か。 だが 火の やうに 燃える ばかりで はなこれ からの 時勢に は 勝てぬ。 おれに はどうしても そんな 氣 に 

はなれぬ。 おれに は 眼に 見えぬ 時勢の 力が 恐ろしい。 

主 枕 おれたち のこと を 兄さん は考 へが 足らぬ とい ふの だら う。 間が 足らぬ とい ふの だら £■。 兄さん はおれた ち を 
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輕 蔑して るの だ" 

無危之 助 輕 蔑して ると 3^ ふなら、 さう 思 ふが い、 ではない か。 

主稅 兄さん は 本氣で そんな こと をい ふの か。 

無 a 之 助 あ X、 本氣だ U 

S ぢゃ、 兄さん は 今度の 殿 さまのお 伴 だって あんまり うれしく はない の だな。 

無量 之 助 うれしく はない。 

主税 兄さん、 正氣で そんな こと をい ふの か。 切腹 もの だぞ。 

無量 之 助 切腹で も 何でもい \。 おれの 本心 は僞れ ない。 

主秕 兄さん はこの ごろ S 病 風が 身にしみ たんだな。 

無量 之 助 おれ も 武士 だ。 家 を 出る からに は 死ぬ こと は覺 悟して ゐる。 だが おれ は 死ぬならば 死ぬ だけの 事 をして 死 

にたい の だ。 くだらぬ 田舍の 浪人 ども を對 手に 命の 遣り取り をして 死にた うはない。 おれの 命 はもす こし 貴い 箬だ。 

主税 理窟 はどうで もつ く。 死にた うない なんて g 病 神が 乘 りうつ、 たの だ。 

さよ 兄さん、 まあ …… 。 (主 粉 を 留める) 

無量 之 助 何 だと！ 尙 一度 言って 見ろ。 (おさよ 留める〕 

主税 幾度で もい ふ。 i 神が 乘 りうつ.^ たの だ。 嫂さん と 一緒にな つてから お前 はすつ かり 武士の 魂 を 失った の だ。 

おう 今日はち やう ど初忿 だ。 嫂さん の 魂 もお 前に 逢 ひに 來る だら う。 おれたち は 一足先に 出發 する。 後から ゆつ く 

り來 るが い、。 そんな 隠^な 兄貴と は 思はなかった。 會津 武士の 名折れ だ！ (庭に 下りて 数 歩 下手に 行き かける) 

無 EM 之 助 主稅 待て ー (刀 を拔 き. M に 下りる〕 
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主稅 何 だと、 臆 .-isp ッ！ (刀 を拔き 渡り合 ふ) 

さよ 誰か 来て …… 大變 です …… 兄さんが …… 。 

t 手の 庭より 德左衞 門" つ いて 玉 吉走リ 登場。 

德左衞 門と 玉吉 二人の 間に 入る。 

德左衞 門 これ はま あ 何とい ふこと でございます。 大事な 御 出立の 日に これ はまた …… 。 

無贵之 助 弟の 分際で。 

主税 戰に 出る の 恐がる や， な 兄貴 は 兄貴で はない。 

さよ まあ 兄さん。 

5 さま 

無 景： 之 助 貴様 こそ 弟で もない。 

德左衞 門 まあ、 まあ、 ぉ靜 かになさい。 そんな こと をな さって、 萬 1、 お 怪我で もな されたら どうな されます。 た 

とへ 一人の 若黨 小者で も 無駄に 死なして はならぬ 御 時節、 あなた さま 方の やうな お 立派な お 侍 二人。 輕 はずみな こ 

と をな されて は 第一 御殿 さまに 御 申 わけが ございますまい。 まあく。 

無 a 之 助、 主^しぶ くと 刀 を銷に 納める。 しき リに翁 鳴く。 

さよ  <17 日 はまた 朝から よく 腾が 鳴く。 わたし 氣 にか、 つてな り ませぬ。 

主稅 鸦も嗚 くだらうよ。 會津 一番の 若者と いはれ た 坂 上 無量 之 助が 出陣に 際して 隨病風 を 吹かせる の だから。 

無量 之 助 贵 || はま だ。 

德左 衞門 あなた さま は。 

さよ 兄さん。 


曲 

集 


4 

8 


無量 之 助 王吉、 お 父つ あん はま だ 奥 か？ 

玉吉 お 父つ あん はわた くしの 鐵砲 をお 持ちな されて、 機械に 油 を 注いで やる と 仰っしゃって 裏庭で 何 かしてお いで 

になり ましたが。 

無量 之 助 子煩惱 なお 父つ あんだ。 おから ださへ 良ければ 御 自分 もお 前と 一緒に 江戸まで も 京都まで も 御 奉公な さる 

であらう が。 

玉吉 お 父つ あん は、 ずゐ ぶん まだお からだが ぉ惡 いやう です ね。 

無量 之 助 撑捉で 飲 一郎 兄さんが 討死な された 時、 兄さん を 助ける つもりで ォ n シャ人 を 二人まで 槍で お突きな すつ 

たの ださう だが、 その 時 ォロ シャ 人の 大砲の 彈 丸で 右の 腕 をお 擊 たれに なった。 それから は 刀 をお 持ちに なること 

も、 槍 を、 握る こと もで きずお しま ひに なった の だ。 

玉吉 それ だから 今度 こそ はォ 口 シャ 入の 大砲より もっと 立派な 大砲， V 發 明しょう として ゐ らっしゃ るんで すね" 

無量 之 助 さう だ" 先年 江戶 表で、 將： 束 家德丸 原の 西洋 砲術 御上 覽 のみぎ りに は、 お 父つ あん は 陪臣の 身に も か \ は 

ら ず- 江川 太 郞左衞 門 先生の 御盡 力で 晴れの 演習に も御參 加な された の だ。 |€ 島 秋 帆 先生の 門下に なられた こと も 

ある。 

この間 主 粉 はいらく しげに 下手 を步 み、 時々 くやしさ うに 1^ を 拭く、 地上に 小石 を 叩きつ ける。 

玉吉 では 反射 爐の 造り 方 だって 大砲の 鑄 方 だって、 ちゃんと 知って おいでになる i: ぢ やありません か。 

無 ® 之 助 それ はちゃん と 御存じ だ だが お 父つ あん は 江川 先生 や 高 島 先生 以上の 良い 反射 爐ゃ 良い 大砲 を 作らう と 

さ 

苦心して おいでな の だ。 四 年 五 年 先の 大砲 を 作る のなら 出來 ない こと もない。 しかしお 父つ あん は 四十 年、 五十 年 

先の 恐ろしい 力の 大砲 を 作らう とな さって おいでな の だ。 それが お 父つ あん を あの やうに 苦しめて るの だ。 ぉ氣の 
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毒な 方 だ。 

S 人間に 四十 年 五十 年 先の ことが わかる もの か。 四十 年 も 五十 年 も iK のこと を考 へて 生きよう とする のは氣 ちが 

ひの する こと だ。 (吐き出す やうに) 

*- ちが ひ， ， 

無 之 助 たしかに 氣 ちが ひの する こんだ。 おれ も 十 年 や 二十 年 先の こと は考 へて ゐる つもり だ。 坂 上 家に は 狂人が 

多い らしい な ハ、 ハ 、ハ。 

主栊 ^.^！  (ほっと 救 はれた やうに〕 おう 狂人！ おれ は その 狂人に なりたい。 お 父つ あんや 兄貴の やう 

にいつ も默 つて 蒼い 顏 をし て 墓場の やうな 冷た い 生き方 をし てること はと て も 出来ない。 今にも 眞 黑な大 あら しが 

吹いて 來 さうな だ。 おれ は あの 大 あらしの 中に 飛び こんで 行って、 切って 切って 切り まくって 見たい。 あばれて 

あばれて あばれて 見たい。 狂人 だ ー 狂人 だ！ 狂人の 世界 だ ー (或る 物に 惹 かれ ゆく がごと き 姿に て〕 

荡 しき リに 鳴く。 

さよ また 鸦が啼 く。 氣 になる ことで は ある。 

突然。 銃 聲0 籍の萆 止む。 おさよ 驚く。 

無量 之 助 誰 だら う！ 

右衞 門太郞 (正面の 襖 を 明けて 登場。 左の 手に 銃 を 握って ゐる。 かなり 衰 へて ゐ るが、 いかにも 古武士ら しい 眼光の 

ひらめき。 屑 宇の 間に は 精 俘の 氣が あふれて ゐる) おう、 みんな そこに ゐ たか。 どう だ 今の 统の 音を聽 いた 力。 よ 

い 銃の 音で あったら， 「。 

ねえ 

さよ お 父つ あん、 今日は 嫂さん の 初盆で は ございま せんか。 

右衛門 太郞 あ、、 それ はちつ とも 氣 付かなかった。 わしが 惡 かった。 しかし 武士が 殿 さまのお 伴 をして 家 を 出る と 


集 


5 

8 


なれば、 どうで も 出陣と 心得ねば ならぬ。 出陣に は 初盆 もなければ 殺生 もない。 玉吉も 初めての 御 奉公 ぢゃ、 せつ 

あたり 

かく 苦心 をしても とめた だけの こと はあって ス ナイ ドルと いふ 鐵砲 はえら いもの だ。 適 中 もなかく よい。 一町く 

らゐ 離れて ゐた であらう か。 

玉吉 では あの 鵜 をお 擊ち になった のです か？ 

かたわ 

右衞 門太郎 うむ。 わしの、 この 不具の 腕で 見事に 射 落した。 (人々 額 を 見合 はす) この 鐵 砲なら たと へ實戰 になって 

ひけ 

も 敗は联 るまい。 <rj& 藩 中で もま だス ナイ ドル 銃な ど を 持った 者 は 1 人もゐ ない。 玉吉 大事に しろよ。 (玉 吉へ銃 を 

わたす〕 さよ。 早く 奥へ 行って 酒 を 持って来い。 兄弟 三人 打ち 揃 ふて 目出度い 出立 ぢゃ。 こんな うれしい こと はな 

さよ 退場- 人々 座敷へ 上る。 

無意 之 助 お 父つ あん、 あなたお 一人の 分 はわれ ノ\ 兄弟 三人で 充分 御 奉公 をいた して まゐ ります から， おから だ を 

大^にして ください。 反射 爐 のこと や 大砲の こと も 大事 です が、 年々 の 物入りで 地 行 所 の 百姓 共 へ ももう この 上 無 

理を いひつ けます こと も出來 ませぬ- 强 ひて 町人 どもから 金 を 借りつ 订 けます やうな ことがあって はなり ません し 

その 邊の こと をよ くお 考へ 下さい。 

右衞 門太郞 よし、 よし、 わし も それ はよ く 心得て ゐる。 金が 無くなれば 御 先祖の 物 も 賢り 狒は うし" 

無量 之 助 すでに 目星し い 物 はたいて い 賢り 拂 ふて ございます。 

右衞 門太郞  。 (暗い 額 をす る) 

無量 之 助 第一、 わたくし 共の 守 中に お 父つ あんに 若しもの ことがありまして はなり ませぬ ので。 

右衞 門太郞 わし は 死なぬ。 三年 四 年 は 夢の 間ぢ や。 三人が 三人 無事に 揃 ふて 歸 つて 来る日 を 待って ゐ る。 反射 爐の 
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こと だけ はいふて くれるな。 わしの 病ぢ や。  一 

さよ (登場、 洒 器を述 ぶ) お 支度が 出 茶ました。  一 

右衛門 太郎 (先づ 自身 飮む) さあ、 飲め。 無量 之 助から …… (S を さす) …… 主 1^ か (K^ を さす) 若しもの 場合 はし； 

つかり 働いて 來ぃ。 ：：： (K^ を玉吉 にさす) お前 も 願が かなって うれし からう。 江戸、 つ t いて は 京都の 御所 を も 

拜 むこと がで きる。 お前 は 仕 合せ もの だ。 (しげく と て) おつ 母さんが 生きて ゐ たら、 お前の その 姿 を 見て どの 

やうに よろこぶ か 知れぬ。 うむ、 この KM はさよ に 廻せ。 さよ もいた ^いたか。 おう、 それで は 德左衞 門に ま はせ。 • 

(德 左衞 門" 站に ゐて盃 をいた V く〉 「む、 それでよ し、 この 芽出度い 盗 は 三人が 揃 ふて 恙なう 家に 歸 るまで ぁづ かつ 

て 置く。 

•  も久平 八郞、 兒山寧 人、 光原 次 太夫、 や \ 一人 遲れ て大川 右近 若侍 等 下手より 登場。 旅の 扮裝 にて、 鐵砲、 -ー 

拾な ど を 持って ゐる。  一 

馬久 平八郞 無量 之 助！ 支度 はでき たか。  一 

难人 隣組の 人々 はもう 半時 前に 出立したら しい。  一 

右衞 s: 太郞 これ は 馬久、 兒山、 光原の 諸氏 か。 芽出度い、 ^i-出度ぃ。 御 出立のお 祝 ひぢゃ 一 盞 …… (緣 端に 出て) 一 

平八郎 われ^ (\ はな ほ あちらで 用 も ございま すので。  一 

右衞 門 太郞 左樣 か。 何分と も 兄弟の ことよろ しう ぉ賴 みいた します ぞ。  ， 

平八郎 われく こそ 文武 兩 道の 達人 無量 之 助駿を 組頭と 仰ぎ ますれば この やうな 心強い こと は ございません。 御老 

人に は 何卒 御 達者で。 

右 宿 門太郞 わし はいつ も 達者で、 みなさんの おかへ り を 待って ゐ ます。 今度 は HI 吉も 初の 御 奉公、 みなさんの 足 手 
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まと ひで ございます。 おう、 右：.^ 殿 も そこにお いで か。 御苦勞 でございます。 

お 近 撵捉へ はお 衞^ 太郞 殿と 御 一緒に 參 りました がな あ。 

右衞 e: 太郎 あの 時は欽 一 郞も 討死、 お 近 殿 はた ど 一 人の 御子 息 を 失 はれた。 

右近 右 R: 太 郎^ はま だ 三人の 御 千た ち 御 奉公へ 出される …… わし は 今日 も 道す がら そんな こと を考 へて をり ま 

した。 愚痴 を 笑 ふて ください ハ、 ハ、 ハ …… 。 

右 衞 門太郎 その か はりに わ し は！^ 入同樣 にな つ て 今日 の 御 伴 も できぬ。 

右近 た^ 一  人の 千 は 討死 させても まだ わしの 方が 仕 合せ かも 知れぬ。 ハ、 ハ、 ハ。 (さびしき 笑 ひ) 

l^f 八郎 では in 止お 先に …… 。  . 

人々 下 宇花 へ 入る。 

右衞 門 太郞 ！^：：ム る。 この 二人の 兄？^ 等身 支度 をす る。 玉 士：： は 鐵砲を 持つ。 三人 IE じ やうな 與 金の 陣笠〉 13 

下の ごとき ^装。 に 下り立つ。 ni!t れか 、る。 

右衞 門太郎 德左衞 門、 お前 は 今 H から 城 中へ まゐ つて 時の 鐘を撞 け！ 

德左街 門 お 三人 さまが 御 出立な されまして から は 御 人手の 少 いお 邸。 

と .ts> 

右衛門 太郎 後 はわし とさよ だけ をれば よい。 この 御 時節 だ。 城 中の 人々 は 大方 殿 さまのお 伴 をして 出かけられた。 

今 は 女 十 供の 手 も 欲しい 場 <= だ。 明日から は狨 中の 錢1 つ 撞 くもの も あなまい。 早く 行け。 そして 若松 城の あらん 

かぎり は 城 中の 錡を 鳴り響か す の ぢ や。 

德左衞 S: はい。 では わたくし は城屮 へま ゐ りまして 最後の 御 奉公と 心？ お 時の 鐘を撞 きます。 です がせめ てお 经り 

いたし ましてから …… 0 
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右衞 門太郎 早く 行け。 未練が 殘る。 (たしなめる〕 

德左衞 門 では^ 方 も ございません。 御免下さい。 (人々 を M^、 下手へ 退場) 

無 3ffl 之 助 お 父つ あんの こと は賴ん だぞ。 

さよ はい …… 兄さん ~レ 御 達者で …… 。 

ぉ衞 門太郞 はやく 行け。 

主税 お 父つ あん 行って まゐ ります。 

右衛門 太郞 日， あ 暮れ か、 つた。 急いで 行け。 

無 之 助 お 父つ あん、 御大 事に。 

ぉ衞 鬥 太郞 主？ S のこと、 それから 玉吉 のこと を 賴むぞ 0 

無 „| ^之 助 御 安心く ださい。 

玉古 お 父つ あん、 姉さん、 さよなら。 

右衞 門太郞 玉 吉ッ！ 

玉 吉 はい！ (右衞 門 太 郎玉吉 を 抱く) 

蟲 の萆" 

4^ 衞 鬥 太郎 さあ 行け。 

三人の 兄弟 小 急ぎに 下手 花道へ 退場。 つ いて 安之. 進。 久八、 仙 藏等も 旅支度に て 後 を 追 ふ „ 

右衞 5J 太.^ じ つ と 見 一  つて ゐる。 星が 一 つ 二つ また. --き はじめる。 

^sh 人 土  HI よ リ火を 持ち 來リ. 高 燈籠を 卸し、 火を點 じ、 ふた、 び 高く^ 籠 を か、 げ返 場- 
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さよ お 父つ あん …… 。 a 乂 に緒リ つきて 泣く)  . 

右衛門 太郞  。 (じっと 暗の 中 を 見送って ゐる) 

—— 幕 —— 

第二 幕 

木 曾 福 島の 陣屋 

時 明治 元 3^ 正お 十：：：： 

笫ニ 場よ リ六 年の 後で ある。 雪が 降って ゐる。 

寺の 庫裡。 下 芋に 土排が ぁリ、 土媒 のかな たに 本堂の 屋根の 1 都 分が 見える。 正面 二十 eg くら ゐの廣 間。 通 

4 つ V いて 一 段 高く 上手に 六疊の 間" 廣 間は黑 みが 、つた 壁に なって ゐて、 下手に 一 問の 杉戸が ある。 

総 具の 剝 落した る 蓮、 白 lie などの 古刹ら しき^ 模樣 ぁリ。 來の 間な し" 

六！^ の 間に は 置き床 ありて、 榻嘗の 軸 を く。 禪寺 らしき 簡素" 

庭の 木立な どよ ろしく。 

下手に 篝 火が 一 つ 燃えて ゐる。 

eg 間の や、 上手 寄に 蠟燭の 火が また、 いて ゐる。 六 Bg!| の 問に は 行燈が あり、 屛風 をめ ぐらして ある。 .1 机、 

香爐 など。 

廣 間の 壁に は 小 旗、 槍、 鐵砲、 合羽， 胴亂 など。 
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廣 間の 中央に は爐が 切って ある。 

坂ヒ無 fi 之 助 間 燭蔡の 傍に 坐して 手紙 を 認めて ゐる。 

六 5?- の 間の 屏風の 中から 傷に なやむ 主稅の ゆき 萆が 聞え る。 無量 之 助 は 憂 はしげ に 呻き 犀の 方 を 見る C 

ふた > -び箫 を 執る。 ひどく 呻き 萆 が 開え る。 無 量 之 助 は 立って 行って 屛 風の 影に 入る。 

一二 春 安之 進 繃帶 にて 左の 腕を卷 いて ゐる。 下手よ リ 登場、 篝 火に 薪 をく ベ、 うれ はしげ に 臭を靦 きつ、 下手. 

へ 退場 リ 

魏僧 一人、 杉戶を 明けて 茶 を 運び、 退場 

無量 之 助 ふた \び 元の 坐に かへ る。 筆 を 執る。 淚を 拭く。 書き終 リ。 

無量 之 助 け ふ はもう 正月 も 十日 ：.：• 故郷 を 出てから ちゃう ど 六 年。 殿 さまのお 伴 をして 京に 登って 二 年 目の、 七月 

十八 日が 蛤 御門の 戰ひ、 あの 折 は 會津の 藩 中で も 十七 人の 討死。 だが il 合せと わし 等の 組 中には 一人の 死者 もなか 

つた。 二人の 弟た ち も かすり 傷 1 つ 負 はなんだ が。 それから は 日 も 夜 もさ わがしい 京 中の, 衞。 倒幕 勤王と 名聞ば 

かりの 浪人 共を對 手に 命の 遺り 取り、 それ も 三年の 間 兄弟 三人 一 度 も不覺 は联ら なかった が、 ゎづか 七日 前の 伏 見 

鳥 羽 の 戰で は、 可哀想に 弟 の 玉吉は 討死 • 主稅は 額を擊 たれて あの 重傷 … … 七十 六 歳の 大川右 沂.駿 を は じ め 味方 は 

.5* にえ 

夥し い 死傷。 これ もみな あの 薩長 の 奴等 の 什 組んだ 大 芝居の 犧牲 だ。 それ に し て も あれほど 子 惱な お 父つ あんが 

玉吉の こと や、 主税の こと を 聞かれたら どんなにお なげきな さる ことで あらう。 あの やうな 昔 舞 |< の 人 だから 淚こ 

そ 落され まいが …… おれ は それ を 思 ふと …… 。 (主稅 啤 る) 

馬久 IJ!" 八郞. 兒山华 人、 光原 次 太夫、 その他 若侍 数名 杉戶を 開けて 登場. 竽、 脚な ど を編帶 した ものが ある。. 

平八郞 (額 を繃帶 して ゐる〕 まだお 休みで ないか。 


無量 之 助 重役の 方へ 報告の こと もま だ殘 つて ゐ たの で。 

平八郎 いや、 この やうな 散々 な 敗軍で は戰 さの 報吿も 何もあった もので はない。 

维人 まったく だ。 考 へても 忌々 しい。 それにしても 憎むべき は 薩長の 奴等 だ。 錦の 御 旗 を擔ぎ 出 して われく を 朝 

あきんど 

敵 呼ば はり、 あいつ 等の 計略 は 商人で も 恥つ る やうな やりかた だ。 

平八郞 おれたちが 馬鹿だった の だ。 あいつ 等 を 武士と 思って 戰 をした のが 間違 ひの 元だった。 あいつ 等 は 動 王と い 

ずぢ みち 

ふ。 幕府 を 倒せと いふ。 王政復古 のために は ぜひとも 德川家 を 倒さねば ならぬ とい ふ 道理 は 通って ゐる。 ところで 

王政復古の 邪魔 をす ろ 幕府なら ば將に 倒すべし だ。 しかるに 將軍 家は已 にニ條 城に 於いて 一 切の 政權を 皇室に 御 返 

上な されて、 罪 もた きに 御蟄 御 謹慎 の 身で はない か- それ を 無理に も惡虐 無道 の 名 を 被せて 討た うとす るの だ。 

何が 王者の 軍 だ ー 

次 太夫 三年 前の 給 御門の 戰に 畏くも 御所に 向って 火盖を 切った 長 州の 奴等が、 今日は B 本 中の 錄王 愛國者 はおれ 一 

人 だとい ふやうな 顏 をして、 錦の 御 旗 を 押し立て- -來 たの だ、 あきれても のがい へぬ リ 

华人 御門の 戰 といへば。 輯っ 先に 朝敵 呼ば はり をして われ/、 と共に 長 州 を 攻めた 薩 州の 奴等が よ、 今日は 長 州 

人と 一 緒に な つ て われく を 朝敵 呼ば はりだ。 

八郎 要するに 錄王愛 園 は 二の次ぎ、 第一 は 陪臣の 田舍侍 共が 將軍家 を 倒して、 德川 家に 代ら-つと いふ だけの こと 

だり それにしても わ れく はかう やって 木 曾路を 逃れて こ& まで やって 來 たが、 越 前の 方へ 退却した 人々 は 殊に は 

この 大雪、 敵の 追撃 は <!r 宁 なり。 はたして 幾人、 故鄕へ 無事で 歸れる もの やら …… 時に 無量 之 助、 主 稅毆の 傷 はどう 

ぢゃ。 

無 5?ai 之 助 實は 諸君に も 今日まで 主稅 一 人の ためにい かい 難儀 を かけて まこ こに 相す まぬ こと をした。 
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1^ 八郞 それ は 相互 ひのこと だ。 一日 も 早く 傷が 癒って くれ、 ばい、 がな あ。 

無せ： 之 助 急所 を やられた の だから、 所詮囘復は覺^^なぃと思ふ。 弟 一人の ために 日 B の 行軍 も 他の 組の 人々 より 邐.ー 

れて しまった。 二番 際 も 三^ 際 も 今夜 あたり はもう 小 諸 か。 碓氷峠 あたりに はか. - つて ゐ るで あらう に、 一 番隊の 一 

われく が 最後に の こされて しまった。 これ もみん な 弟 一 人 を 助けたい ためからの ことであった。 諸君の やさしい」 

友情に 對 して は 何ともお 禮の 申し やう もない。 だが 軍律と 友情と は 別 だ 。本来から い へば あの 弟が 伏 見で 倒れた 時、 一 

あの 時、 わし 自身の 手で 主税を 介錯して やるべき であった)  j 

次太央 それ は 飛んだ こと だ。 ォ ロシャ 人との 戰 では 欽 一郎 殿が 戰死、 京都で は玉吉 殿が 戰死， その上 主税 殿まで が. 

あの S 偽、 無量 之 助、 心中お 察しす る。 

牟人 せめて 主税殿 だけ はわれく がー 致して 故. t まで 無事に 連れ かへ る。 でなくて は會津 武士の 義理が 立たぬ。 一 

若侍 等 さう だと も-^ と 叫ぶ もの ぁリ。  へ 

無量 之 助 諸君の その 言 絮を聽 いただけ でも わし は 胸が 裂けさう だ。 あの 狼の やうな 薩長 軍が 昨 B 岐阜に 蕾い たとい.； 

ふから に は、 恐らく 今夜 あたり こ  >- いらまで 敵の 先鋒 は 迫って 來 るに ちが ひない。 たど 一人の 主税を 助けたい ため 

に 諸君まで を、 犬 死の 道づれ にす るので はない かと 思 ふと、 わし は 身 を 裂かれる より 辛い。 後生 だから 諸君 は 夜が； 

明けぬ うちに こ. 1 を 立って、 本 險に追 ひついて くれ。  、一 

平八郞 そんな 薄情な ことができる もの か、 § を 出る 時 は j 緒だった。 鼸る時 も 一 緒 だ。 討死した もの を戰 場へ 辑： 

して 來 たこと さへ 何だか 濟 まぬ やうな 氣 がして ならぬ に、 眞っ 先に 敵陣に 斫り 込んで 行った 主税 殿の 負傷 を 見捨て 一 

て どうして 先へ 行ける もの か。 われく は 死ぬならば 最後まで 一緒に 死なう ではない か。 

泣く  * ぁリ。  一 


戯 


無量 之 助 わし はも， r- 何にも 言 はぬ。 (泣く) 

1^ 八郎 やけに 降る 雪 だな あ。 さすがに 木 曾 路の旅 だ。 故！： の 雪 を 見る やう だ。 

华人 故鄕 といへば、 故鄕の 人た ち は 今夜 われく が 木 1^ の 雪に 埋もれて 敵 を 待って ゐる心 も 知らず 正月の 酒で も飮 

んでゐ るか。 

次 太夫 のんきな こと をい ふ 男 だ。 正月の 酒 どころ の 騒ぎ か。 家中の 男と いふ 男 はまる 六 年が 間 故 鄉の家 を 留守に し 

て戰 場に 出て ゐ るの だ。 故鄕の 方で も 同じ やうに 暗い 雪が 降って る だら うよ。 ハ、 ハ、 ハ。 (寂しき 笑 ひ) 

卒八郎 どうせ 人間 五十 年 だ。 百年と は 生きて をれ ぬ" この やうな 雪の 中で 花の さかり を 散らす の もうれ しい こと ぢ 

やない か。 會律 武士 は 最後の 一 人と なる まで も戰 は- 「ぞ。 一 人で も 仲間 を 捨て.^ 生きる やうな 卑怯な 眞似 はしまい 

ぞ。 

、王稅 .1- く。 人 々暗き 思 ひ 入れ〕 

無！？ m 一之助 もう 夜 も 更けた、 <2 にも 敵の 奴等が 追 ひついて 來 よう も 知れぬ。 早く 引き取って 休んでくれ。 

平八郞 いや。 誰か、 この 中で か はる /\ 主税 殿の 看護 をいた したいと 思 ふが …… 。 

無量 之 助 それ はありが たいが。 諸君 は 敵と いふ 大事な 物を控 へて ゐる。 看護の こと は 安之 進もゐ る こと だから 放つ 

といて くれ。 一刻も早く やすんでくれ。 平 八郞。 街道の iS&D 戒 だけ は 頓 むだ ぞ。 

卒八郎 そのこと なら 安心して くれ。 若い者が 十 人ば かり 夕方から 町外れに 見張り をして ゐ るから。 

無量 之 助 それ は S1 勞。 

14- 八郎 ではお やすみ。 

人々 默. にす る。 
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無 丹4 之 助 おやすみ。 

人々 杉戸 を 明けて 場" 

^0  S 量 之 助 主 税の方 を 見ながら 考へ 込んで ゐる。 遠き 吹雪の 音。 

無 a 之 助 所詮 助かる 望み も あるまい。 あの 弟 一人の ために 組 中の 人々 までが …… 0 

安之. „^  (下手よ リ 登場〕 旦那 さま、 町の 醫者を さがしまして、 この や， つなお 藥 をゅづ つて もら ひました が …… 〔ま 

から 出す〕 

無量 之 助 ありがたう。 

安之 進 刀傷な どに は 妙 だと ま をして ゐ まし た。 後 ほ ど 網帶を 取り 替 へ ます をり にす こしお 附けま をして 見 ませ 5。 」 

無量 之 助 どうぞ さう して くれ。 

安之 進 篝 火が 暗くな りました な。 

薪 をつ ぐ。 . 

無量 之 助 安之 進！ 

安之 進 はい。 

無量 之 助 お前 は 主 税の傷 は 癒る と 思 ふか？ 

安之 進 たと へどの やうな n ぎで ござまい せう と. わたくしの 1 心で もお なほし ま をし ます。」 

無量 之 助 お前 はさう 思 ふか リ 

安之 進 はい、 屹度お なほし ま をし ます。 

無量 之 助 わし は 所詮 望み はない と 思 ふ。 


集 


安之 玉吉 さまが お 討死な されました さへ あるに、 その やうな ことがありまして は。 わたくし は 屹度. 

無 暈 之 助 ^3!が一。 傷 はな ほる にしても 安之 進 …… 主税 はもう 普通の  <  間 ではない ぞ。 

安之 進 普通の 人間で ない と 仰っしゃ るの は？ 

になって しまったの ぢゃ。 


無赏之 助 キー 税 はも う 

S ちが ひ  きちが ひ 

安之 進 あの 若且那 さまが 狂人に！ あの 狂人に！ 

無 sjsS 之 助 うむ、 たしかに 氣が 狂って ゐる。 あの 頭の 傷が 惡 かった の だ。 それに あの 怪我人に むごたら しう 斬り さい 

な まれ た 玉吉の 死骸 を 見せた の が惡か つ た。 弟 思 ひ の 主稅は あの 折から 氣が 狂つ たら しい。 たしか に氣が 狂つ て し 

まった。 誰 だ つ て 氣が狂 ふに ちが ひな い。 ゎづ か 十九 か 一 一十の あの 若者 を 多勢の ならず者. ともが 取り かこんで 斬る 

突く、 抉る。 たしかに 武士に ある まじき なぶり 殺し をし たんだ〕 新ら しい 日本 國を 打ち 建つ るた めの 王者の 軍！… 

…しかし それが 何 だ。 罪 もない 少年に 賊名 を 負 はせ て 斬る、 突く、 抉る …… それが 正しい 戰か …… 安之 進. 弟は氣 

が 狂った の だ。 

安之 進 何とい ふお いた はしい。 

無量 之 助 あの 弟 一人の ために 組 中の 人々 に 難儀 を かけねば ならぬ。 わし はどうで も 今夜 こそ は …… 。 

安之せ〕 ぇッ！ (驚いて 無量 之 助 を つめる)  , 

蹄の 音。 

無 ハぉ之 助 蹄の 音が 開えるな。 

安之！^ 蹄の 音で ございます。 

.飛鳥井キ；§?」ー.^を.1れ下手ょリ馬鞭を持ち15„?^揚" _  '  '  t 
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無量 之 助 あ-飛鳥 井樣！ (急ぎ ® の 中に 下リ て出迎 へる〕 

飛鳥 井 主^ 無量 之 助か！ 

無量 之 助 はい。 この 雪の 中 を …… 。 

主膪 いや、 それより は 先づ三 曰の 戰 ひに は、 弟御お 一 人 は 討死、 お 1 人 は 御 負傷。， 何ともお 氣の 毒な ことであった。 

殿 さまに もお 聽き なされて、 右衞門 太郎は 先年 も 一子 を 討た せ， 重ねての ことで 不便 ぢ やとの 仰せであった。 

無 ま 之 助 恐れ多い ことで ございます。 

主 膳 で、 弟御の 傷 は 何う だな？ 

無 $? 之 助 ありがた.^ 存じます。 二三 日 前より 幾分 は 宜しい かと も 存じます が。 

主 膳 生憎 連日の 雪で はのう。 

無量 之 助 はい …… 。 

主 膳 資 はな。 御 本 隐は今 早朝 和 田 峠を越え て 十三 日中に は 上 州まで まゐ りたい との 思し召し ぢゃ。 とま をす の は、. 

高 崎、 宇都 宮 あた りに はすで に 薩長 の 者ら しき 浪人 共が 徒黨を 組んで， 會津勢 の 退路 を 請た ん との 計畫ら し い 。 

無量 之 助 あの 薩長の 奴等が すでに あの 高 崎 宇都 宫ぁ たりまで まゐっ て をり ます か？ 

主 膳 いや、 たしかな こと はわから ぬ。 しかし 碓氷を 下れば まづ白 河の 關ま では 敵地と 思 はねば ならぬ。 それに は ど 

うで も 味方の 兵力 を 1 つに まとめて 一 擧に白 河まで 漕き つけねば ならぬ。 そこで だ、 無量 N1 助の 際に も 是非とも 十 

二日 夕刻までに はすくな くと も 小 諸 あたりまで は 追 ひついて まゐる やうに 取り計らへ との 仰せであった- わし はこ 

しから 夜が 明ける まで 馬 を 走らせる つもり ぢゃ。 では、 そのつ もりで 行軍 を 急いで くれ。 

無量 之 助 いかなる 犧 牲を拂 ひましても かならず 十二 日中に は駿 さまの 御 本隊へ 追 ひっきます。 


主 膀 うむ、 わし も 安心した。 では 御免。 

無量 之 助 道中 を 御用 心なさい ます やう。 

主 膳 ありがたう。 (下竽 へ 従者 を 連れ て 退場。 安之 進 つ いて 退場。 蹄 の 音〕 

問 U 

無ハ 之 助 いよく わし は 決心せ ねばならぬ。 (数步 上手へ 步み、 六 疊の間 を 見つめる) …… しかし .：： V  (溜 t5 をす 

る。 遠くに て銃聲 がー 一一つつ けさ まに 響く〕 

安之 進 (下 芋よ リ 登場) 旦那 さま、 も、 r 敵の 奴等が 追 ひついて 来たらし うご ざいます。 

無量 之 助 何、 敵の 奴が …… 。 

安之 進 はい。 この 町外れまで 雪の なか を 追うて 來 たらしう ございます。 

無量 之 助 う、 む …… 。 

若き 武士  (下 芋より 走り 登場) そこにお いで ございま すか。 

無 Iwf 之 助 何 か？ ， 

若き 武士 半小險 ばかりの 敵で ございま すが、 つい 町外れで 撃ち合 ふ 間もなく 返却いた しました。 しか lis 々敵の 先 

鋒ら しい ものが 近づいて まゐる やうで ございます。 

無量 之 助 御 苦勞。 それで は 組の 人た ちに すぐ 出發の 準備 をして 寺の 廣 場に 集まる やうに 言って くれ。 

若き 武士 はい、 かしこま りました。 (上手へ 急ぎ 退場〕 

8 無 簸之助 安之 進。 あちらへ 行って 準備 をして くれ。 

3 安之 進 はい。 
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無量 之 助 早く。 

安之 進 はい …… 。 (下手へ 退場) 

無量 之 助 正面の 廣 間の 緣 側へ 上り， 考へ 込んで ゐる。 吹雪の 音。 敏燭の 火 消 ゆ。 刀を拔 く。 爐の 中に 柴 をく 

ベて 刀身 を见 る。 立ち ヒる。 二三 步 上手へ 走り 寄リ、 ト 芋を視 き蹿躇 する。 

決然と して 刀 を 提げた ま、 六疊の 間に 歩み寄 リ，' 屏風 を联リ 除く、 行燈の 火が また、 いて ゐる 

主 粉、 額 及び 右の 腕 を繃帶 して 眠って ゐる。 無量 之 助し み- 4\ と 主 秕の寢 餌 を靦き 込む。 淚を拭 ふ。 刀を搌 

りあげる" ためらう。 

吹！^の音。 

ふた &び刀 を 振 《 ^かざす。 

^聲 一つ。 

主稅 (突然 疲 床の 上に 起き あがる ——- 蒼白な 額。 ひどく 衰 へて ゐる ！ きょろ  <  と あた リ を 見 J はし〕 ぁッ ー  

兄さん …… (狂人の ごとく 空間の 一 點を つめて〕 ぁッ， …… 星ッ！ …； 星 ッ！ 

無 量 之 助 うむ？ 

主说 星が ッ！ 星が ッ！ ハツ ハツ ハツ …… (狂人の ごとく 寂しく 笑 ふ) 

無量 之 助 (じっと見 つめて ゐる。 突然 刀 を 投げ捨て、〕 主 » ^ッ！ (しっか リと 主稅を 抱きしめる。 泣く) 

主稅 ハ、 ハ、 ハ ；… 。 (寂しき 笑 ひ〕 

雪 はげしく 降る。 

fl 幕 I-  ^ 
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集曲戲 


第 三 慕 

第一 場 坂 上 右衞門 太郎邸 土間の 場 

第 111 幕 登場人物 

坂 上 右 R: 太郎 

同 無量 之 助 

同主税 

同 さよ 

三 春 安之 進  ， 

丹 左衞門 五十 歳 

その他 若侍 

若き 男女 等 

明治 元年 晚秋。 

京都 あたりの 大寺院 の 雍裡 を 聯想 さ せる やうな 土間。 

五六 本の 煤けた 丸 柱が 立ち並んで ゐる" 荒削リ のま、、 或 ひ は を かけた ま、 の粗材 である。 正面に 反射 埴 

が あるり 反射 をめ ぐリ て、 欄干 をつ けた 棧が ある。 棧へ の 階段が 正面に 附ぃ てゐ る。 階段の 高さ は 約 一 

間ば かリ。 階段 を 上り 切った あた リに 反射 爐の 中の 火 を 腿く 鐡の扉 をつ けた 小 窓が ある。 小 窓 を 開 くれば 炎 
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の I 部分が 見物に 見える やうに なって ゐる。 

下手の 一 部分 は 一 Kffi く 地 を 堀り 下げた ところに 焚き口が ぁリ、 焚き口 へ 下る 階段が ある。 

反射 爐 のうしろ に 11 が ある こ、 ろ。 四 五 人の 男が 鞴を路 む 音が 聞え て 來る。 

土 SE に は 一 部分 折れた 靑 銅の 砲身が 一 つ 中央に 置かれて ある。 

上手に 柳が あり、 時々 葉が 落ちる。 下 字に は 山茶花が， おいて ゐる。 遠い 山が 見える。 いた 1- きに は 淡い 初雪 

が 降って ゐる。 空 は 澄んで ゐる。 

午後 二 時 ころの 晩秋の 日 ざし。 

小鳥が 啼 いて ゐる。 

四 五 人の 男が 鞴を 路む脊 とともに、 鞴 踏みの 哏が靜 かに 聞え つ、 蔦 明く。 

綺路 みの 音、 輸 踏みの 唄が 止み、 朗らかな 小鳥の 聲 だけが 聞え る。 

若者 二人 若き 女 二人、 下手より 登場、 恭に薪 石炭 を 運び 地下の 焚き口に 下りて ゆく。 

三春 安之 進、 丹左衞 門、 おさよ 上手より 主税を 介け つ、 登場" 

、王稅 は 額に 刀傷が のこって ゐる。 ひどく 衰へ てゐ る。 狂人ら しき 表情。 家の ま はり を谩步 して か へりた る 態。 

丹左衞 門 今日は 若旦那 さま も御歸 1： 後 はじめての 御 拾 ひ、 お疲れな さった ことで ございませう。 

おもて 

さよ こんな 病氣 でも やはり このごろの やうな 秋晴れのお 天氣 には戶 外が よいと 見えて、 あの やうに 機嫌 克ぅ. S を 見 

て は 笑うて おいでな さる。 兄さん 小鳥の 聲が わかります か。 

$  (笑 ひながら うな づ いて 見せる) 

さよ 爺 や、 ごらん、 兄さんが あの やうに うれし さうな 顏 をして。 


丹 左衞門 正月 二十 三日、 京都から ぉ歸 りなされ てから 今日まで たどの 1 日、 半時 も 座敷牢から 外へ は 一 歩 もお 出な 

I されなかった ので ございます。 いかに 御お 氣が 御. ぉ氣 でも、 iffi 敷牢 ばかりで は耐 つた ものではありません。 

おもて  > 

曲 さよ この やうな ことなら。 もっと 早くから お 日 かう やって 兄さん を外戶 にお 伴れ すれば よかった のう。 

安之 進 左樣で ございました。 しかし 今年 正月 十日 木 曾 福 島の 陣屋 を眞 夜中、 しかも 大@ を 冒して 退陣いた しました 

集 をり は、 もう 若旦那 さま は 所詮お 助かりな さるまい と 思 ひました に- 

さよ それ もみん な 無量 之 助 兄さんの やさしい 心のお かげ。 

安之 進 まったく あの をり の 無量 之 助 さまの 御 苦心 は 思 ひ 出して も淚が 出ます。 押し寄せて 來ろ 薩長の 者 ども を 防ぎ 

ながら、 主稅 さま をお 負 ひなされ て 夜が 明ける まで 大雪の 中 をお 歩きな さった ので ございました。 

さよ この 上 は 兄さんの 御お 氣が 元々 通りに なって さへ くれ &ば …… 0(1^ を 拭く。 主稅 しきりに 小 <S5 の 1^ に J=t を 仰け 

空 を 仰いで ゐる) 兄さん、 小鳥の 嫛が閗 えます か。 

主税 星 だ- 星 だ！ 

さよ また あんな こと を。 

主税 公方 さま だ ー おう、 公方 さま だ I お 馬 だ ー お 馬 だ！ (ひざ まづ く) 

さよ 兄さん、 小鳥が 啼ぃ てるんで すよ。 

右 衞門太 郞下宇 木立のう しろより 登場。 

主秘 しッ！ 公方 さま だ！ あ  あ- 1 彼奴 等 だ！ 玉吉 が、 …… 玉吉が (泣く) …… さあ おれが ゐ る。 おれが るる • 

さよ 兄さん！ 

2  - 

&  あ. S つ ら 

4 主 粉 玉吉 I …… あ X むごたら しい、 お前 はお 星 さまの やうだった に！ 彼奴 等 は、 彼奴 等 は …… あ &ぁ& あ、 (位 
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く) 

さよ 兄さん！ さあ かへ り ませう *- 

* らす  *- りす 

主税 烏 だ！ ハ、 ハ、 ハ …… 烏 だ！ 柿 を 盗んだ 烏 だ ハ 、 、ノ  、 ハ ；… 0 

丹 左衞門 やはり まだお 惡 いので ございませう。  , 

三人う つむき がちに 下手へ 主 粉 を 連れて 入る。 右衛門 太郞 見送る。 無量 之 助、 主稅 などの 後 を S つ  >- 上手よ 

り 登場、 馬 鞭 を 持って ゐる。 右衛門 太 郎と顔 を 見合 はせ る。 右衛門 太郞は 床几に 腰 を 卸して 折れた る 靑銅砲 

を 見た ま、 俯向いて ゐ る。 

無量 之 助 お 父つ あん。 只今 歸 りました。 

4? 衞 門太郞 無量 之 助か。 御苦勞 だった。 して 城 中の 模樣 は？ 

無： Ssi 之 助 今日 も 城 中で は 貢 役 は 元より 若侍に 至る まで ほとんど 一 人の 洩れな く 舞 後まで いさぎよ- 「薩長 はじめ 天下 

の 大軍を 引き受けて 戰は うとの 議論 …… 。 

右衞 門太郞 うむ、 それでこそ まことの 會津 武士 だ。 

無 * 之 助 それに 仙臺、 秋 田、 南部、 米澤、 二十 五 藩の 人々 も 奧羽諸 藩の 同盟 を 作り 最後まで 會津藩 を 助けて、 藩 長 

はじめ 天下の 大軍を 討たん との 決議 をいた しました さ 5 にご ざいます。 

右衛門 太郎 うむ、 奥 羽 二十 五 藩の 方 々がーつ になって わが 會津を 助けようと いふの か。 それ を聽 いただけ でも わし 

はもう うれし：' て 胸の 血が を どる。 さあ 一 日 も 早く、 今度 こそ 素晴らしい 大砲 を 作り上げて 天下の 軍勢 を對 手に 思 

ふ 存分 打つ & してやら. r- ぞ。 (反射 爐を 仰ぎ見て 急ぎ 階段 を 上り、 爐の視 き 扉 を 開く。 赤い 炎が 見える) おう 燃える、 

燃える。 ：：•• (うれし さに 耐 へぬ やうに。 やがて 焚 口の 方 を 向いて〕 お 5、 もっと 焚け、 もつ と 焚け、 も，^ 今日 一 


日の 仕事 だ。 (焚 口にて 鐵の戶 を 明け 石炭 を 投げ 入る、 一昔が する n この 音 は 成る ベ く 効 wl^ 的象徵 的な 音 をよ しとす。 

た とへば 遠雷の ごとく、 或は 重き 鐡鎖、 鐵扉を 引きずる ごとき) 前後 十 年の わしの 念願 もけ ふこ そ 叶 ふ 日が 來た。 

おい、 もっと 焚け。 この 爐が 溶ける ほどに 焚け。 (靦き 扉 を 締め、 なほ 階段の 上に ゐて) 無量 之 助、 そして 最後の 1 

人になる まで 戰は うとい ふの か。 (うれしげ に) 

集 一 無量 之 助 た V 1 人、 無用の 戰ひを 止めて 敵の 軍門に 降れと いふ 男が をり ます。 

右衞 門太郞 無用の 戰ひを 止めて 敵の 軍門に 降れと いふ 男が をる。 え \ その 隐 おな 男 は 何 處の誰 だ？ 

無 „a 之 助 わたくしで ございます。 

右衞 門太郞 うむ、 あのお 前が、 あのお 前が その やうな こと を毆 さまの 御前で ー (階段 をす ベり 落ちる〕 

無量 之 助 殿 さま、 重役 等 一統の 前で はっきりと わたくしの 所存 を 言って かへ りました。 

ぉ衞 門太郞 わしの …… わしの 子に その やうな 恥知らずが …… わし は 會津城 中の 入々 に 生きて 合 はす 面目がない。 坂 

上 家 幾 百年の 家名 もお 前 一人の 恥知らずの ためにむ ざく と 踏みに じられ た。 よし、 お前が その やうな 心なら、 わ 

し はお 前の 首 を ひつ さげて、 今夜に も 城 中に IS けつけ る。 わしの 腕 は 太刀 を 握る こと はでき ずと も、 わし はこの 胸 

あいつ ら ttwn-M*  ：  » 

を媚 にもして 彼奴 等の 錯彈丸 を 受けて 見せる。 

無量 之 助 お 父つ あん、 あなた までが 黄 役 や 若い 人た ちと 同じ やうに。 

右衛門 太郞 それが まことの 會^ 武士 だ。 お前 は 玉吉が 薩長の 奴等に なぶり 殺しに された の を 口惜しい と は 思 はぬ か 

ッ！ お前 は 現在、 今 こ \ で、 氣が狂 ふて ゐた弟 を 見なんだ か！ お前 は、 七十 四 歳の この わしが、 地 行 所の 百姓 

共にまで 頭 を 下げて は 腸を斷 つやうな 思 ひ をして 十 年 この 方 夜も賽 も 骨身 を 削って ゐる 苦心 を 思 はぬ のか！ 

もの ひと 

無量 之 助 お 父つ あん。 すこし 靜 かに 牧事 をお 考へ なすって ください。 
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かしこ  き  もの- •) と 

右衞 門太郞 え  > -、 賢 さうな 口 を 利き をる。 何かとい へば 靜 かに 物事 を考 へろ とい ふ。 その 法師 見た いなもの &言ひ 

方 を われ は 誰から 習うた のぢ や。 わし はお 前の その 性 骨が 氣に食 はぬ。 

無 S 之 助 お 父つ あん。 あなた は擇 捉の戰 からお かへ りになる とすぐ， 大砲 t ゲ作 るの だと 仰っしゃ いました。 そして 

わたくしに は 外 國の學 間 をせ ろと 仰っしゃ いました。 

右衛門 太郞 わし はお 前に 外國 人の 學問 をし ろと 言 ひつけた。 わし は 究理の 學問 をお 前に させて サ： 派な 大砲 を 作って 

ォロ シャの 奴等 を擊ち 殺し て め らうと 思 ふ た の ぢ や。 

無： K 之 助 欽 一 郞 兄さんの 復譬 でせ う。 

かたき  ぐら 

右衛門 太郞 さう だ。 わし は どこまでも わしの 子 を 殺した 奴等 を 呪 ふ。 わしの 子 を 殺した 仇の 肉 を 食 ふまで はわし は 

a を 鞘に 收 めぬ。 わしの^ ひ は 十 年が 間焰 となって 夜 も晝も 燃えつ 丈け た。 (ふた、 び 階段 を驟け のぼりて、 視き扉 

を 開く。 炎 前よりも 更に はげしく 燃 ゆ) おう、 燃える * 燃える。 5 む。 (焚き口の 方 を 向き) もっと 强く 燃やせ。 お 

も 溶く る！ 鐵も熔 くる、 もっと 燃やせ。 (焚き口に て 鐵の戶 を 明ける 昔が 効果的に 開え る) 

無 货之助 お 父つ あん、 あなた はわた くしに も、 大砲 を 作る ための 學間 をお させな さるつ もりであった。 しかし わた 

し は外國 人の 本 を 讀ん でゐる 間に、 お 父つ あんや、 藩 中の 人た ちょり はすこし 高い 所から 物事 を考 へる こと を敎へ 

られ ました。 

右衞 門太郞 何が 高い 所から だ！ 

無 a 之 助 ともかくも わたくしに は 03.K 中の 人た ちが、 今にも 日本中が 引つ くり かへ る やうな 氣で、 われから jlt^ の 

眞似 をして ゐる 姿が あはれ になって 來 ました。 

き^が ひ 

^衞 門太郎 さう ではない か。 三百 年の 將軍 家が お倒れな さる" これほど 恐ろしい 時勢が あるか" 狂人に ならずに を 


戲 

集 


いるか。  , 

きちが ひ 
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無 R 之 助 倒れる もの は 倒れなければ ならぬ。 眼に 見えぬ 時勢の 力です。 日本中が 狂人に なって ゐ ます。 そして 日本 

中が 益 もない に 互に 肉 を I おみ 合 ふて ゐ ます。 罪 もない 將， ま 家 1^ 殺せと いふ。 罪 もない 兄弟 を 斬れと いふ。 殺さず と 

も、 斬らず とも 来べき 時代 は來 る。 新ら しい 日本 は 生まる \ 害です。 今 は 日本人 同志で 憎み 合 ひ、 呪 ひ 合 ひ、 殺し 

合 ふべき 時代で はない。 

右衞 門太郞 もう。 よい。 お前の 說敎は 聽き飽 いた。 お前 はた. 父 一人でお 前の 道 を 行け C わし はわし の 道 を 行く。 (三 

度 階段 を 上り、 視き扉 を 開く。 炎 さらに さかんに 燃 ゆ) 

之 助 わし は 心から 燃 ゆる ことので きる 人が うらやましい— . 

右衞 門太郞 お前 一人 靜 かに 醒めて ゐる がい、。 おう、 燃える、 燃える。 もっと 燃やせ。 もっと 燃やせ 。( 下にて， f 扉 

を 明け 石炭 を 投げる 音が 効果的に 閬 える) さあ、 最後の 御 奉公 だ、 鞴を 踏め、 足の 折れる まで 輪 を 踏め。 (糠の 音。 

a の 音 聞 ゆ) うむ、 燃える。 燃える。 反射 爐も 溶ける まで 燃えろ。 

十手より 若侍 登場。 手に 書狀を 持って ゐる。 

無量 之 助 何ぢ や？ 

若侍 御城 中からの 御 使で ございます。 (書狀 を わたす) 

無量 之 助 (じっと 害 狀を讀 む。 讀ん でゐる 間に 竽 わな、 く〕 

右衞 門太郞 何の 御用 ぢゃ？ 

&、 之 助 お 父つ あん。 いよく 大變な ことにな りました。 敵 はもう 三春、 二 本 松 あたりまで 寄せて まゐ りました- 

右衞 s: 太郎 うむ、 三春、 二 本 松まで 寄せて 來 たか。 
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11 それに sill 切って き 佐 竹 藩ズ々 が囊の 軍門 S つた さう に-こざい 享。 つ.^ いて 今朝 

,£ --」 りこして ました 二十 五 著 二と ごとく 會.. S1 藩 を 拾 てん 形勢と あります。 

.y^^w.H.,.r. この il ，ない。 iliii の 一人 ま 

で戰 ふまでの こと だ。 

安之 進 (下手より 走り 登場〕 旦那 さま、 主稅 さまが！ 

無 直 助 弟が 何-つした。 ら？， ど I 擎へ お連れ まを 考 といたして をり ましたと ころに、 城 中から 

安之. 進 お 庭 をお 歩きな されまして ちゃうと お ®®^«T へ- -ォ まテ- I 

飛鳥 井 主 膳 さまが お越しに なりまして。 

右衞 8： 太郞 御 使の ため わざく 主 1,^! 一 g1 の 脇 f  11 りなされ まして、 お留め ま をす 遑も なく、 壬瞎 

安之 進 何とお 考へ なされました かやに はに 左^ P の 脇差. -ぉ找 き r  ,  ^. 

さま を  0 

右 衞 門太郞 あ の 主 税が主 膳 殿 を！ 

安之 進 た 1 突きに 主 膳 さまのお 胸の あたり を C 

無 之 助 して 主 膳 さま は？ 

安之 進 おいた はしい ことにな りました •  ,  p^fl. $t 

右衞 門太郎 あよで t 知らなん だく。 (よろめき 伊れ る〕 何と- if ゲ ^ の ， 

i き 上りつ 乂) 無量之助 早く 行って くれ。 I を ：.：. (無量 之 助 華 手へ、 fl 1. そ 

してお 前の 所存 は！ (泣く〕 
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無量 之 助 わたくし にも …… したが、 たと へ 狂人に せよ 毆 さまの 御 使 飛鳥 并主膳 殿 を 殺害いた しました からに は …… 。 

安之 進 あ、 あ X …… 0 

右衞 門太郞 わしに はもう 何も彼も わから なくなった。 (頭 を かきむしる) 

すさまじき 音に て 反射 爐の 1 部分が 缓 はれる。 二人の 男 下手 木立の 間から 走り。 

男 一 旦那 さまお 危 「ございます。 

男 二 あの やうに 不思議な 色の 煙が 洩れて まゐ りました。 

右衞 門太郞 (階段に K けの ぼらう とする。 煙と 炎が 視き 扉を排 して 拽れ 出る。 よろめきて 土間に 倒れ か、 る) あ >- あ 

あ (喪神した る もの X やうに なりて) わしの 十 年の 苦心 も。 わしの 望み も絕 えた。 …… うむ …… 主税！ 主 挽！ 

(階段 を 上りて 反射 爐の 中へ 身 を 投げん とする〕 

無量 之 助 お 父つ あん。 (父 を 抱き留める〕 

右衞 門太郞 死なして くれ。 武士ら しう 死なして くれ。 早く 行って 主^ を ど 5 かして くれ。 わし はも-つ 何も わからぬ。 

胸 も 裂けさう だ。 頭 も 割れさ 5 だ。 今日に なって この 爐が壞 る X の も 天意で あらう。 わし はわし の 手で 十 年が 間 焚 

きつ けた 炎の 中で 死にたい のぢ や。 早う 主税を どうかして くれ。 

無量 之 助 主稅 はどうに もいた します。 今お 死にな さらず とも。 

右衛門 太郞 今 こそ 死ぬべき 時 だ。 三人の 子 を 殺し、 輯 りに 思 ふた 1 入のお 前まで が 武士の 魂 も 忘れ はて \ …… わ 

し は 悔しい。 あ. 1 わし は 今日が 日まで た 子供 等の ために 生きて ゐ たに …… あ  > -、 三人の 子！ 三人の 子！ 

無量 之 助 お 父つ あん。 わたくし はもう 何も 申し ませぬ。 (吃と なりて 5 わたくし は 今 8 直ぐ 城 中に 1!^ けつけ ます。 そ 

してい さぎょう 戰 ひます。 
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ぉ衞 門太郎 おう、 おう。 

無量 之 助 主 にも 美々 しう 出陣の 晴れ 衣を輯 みます。 

右衛門 太郎 あの 氣が狂 ふた 弟 を。 

無量 之 助 今宵 こそ 弟の 晴れの 出陣、 晴れの 門出で ございます • 

右衞 I： 太郞 では、 お前 はどうで も 弟 を。 

無 a 之 助 ふびんながら、 今夜 城 中に 伴 ひます る 道す がら 武士ら しい 最後 を この 兄の 手で …… うむ、 あの ス ナイ. トル 

の鐵 砲で。 

右衞 門太郞 あの ス ナイ ドルの 錢 砲で？ あ、 あ …… 0 

無 楚之助 そして 今夜 弟の 首 を 提げて 城 中へ K けつけ まする。 

右衛門 太郞 あ X あ ；… 。 

無黹： 之 助 會津の 城 を 枕に 討死せ ねばならぬ 日 も 近づきました、 お 父つ あん。 

右衛門 太郞 おう、 おう。 

無 a 之 助 玉吉ゃ 主^の 仇 は 蛇 度 討ちます。 今と なって はもう 何も 考 へません。 た あの 炎の やうに 燃えて 討 いた 

します 0 

右衛門 太郞 無量 之 助。 

無量 之 助 お 父つ あん ノ 

. I 暗 轉 1 
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同じく 第二 場 

の 上。 落葉し かけた 木立が 上手より 下手へ 程よ く 立 並んで ゐる • まばらな 林間。 冬 近き 草の 原。 なほ 

殘 つて ゐる。 木立の 下から 械 下の 町が える 意。 木立の 間 を I 筋の 徑が 通って ゐる。 木立の 間から 遠 

見えて ゐる。 山の いた 1- きに は 淡い 初雪が 降って ゐ る。 

つて ゐ る。 こ ほろ ぎが 鳴いて ゐ る。 

の 葉が 落ちる。 月 翁り て は 時雨 降る。 

道より 無量 之 助、 主稅を 介け つ \ ^場。 二人とも 草鞋が け。 出陣の 扮裝。 無量 之 助 は 銃 を 抱へ てゐ る。 

び. （よろめく。 

疲れた か。 もうす こしの 我慢 だ。 あすこまで 行ったら 休む としょう。 

。 (江 人ら しき 微笑) 

すこしの 辛抱 だ。 

0  (うな づ いて 見せる) 

になっても 幾らか まだ おれの いふ ことが わかる のか • それとも 蟲が 知らせる とい ふの か。 おれの 思 ひ 

いつにな く おとなしい あの 姿。 

0  (微笑みながら 兄 を 見る) 

が 半 U: 前に、 H^a" 殿 を 殺した 狂人と、 どうして 思へ やう，  うむ、 もうこ \ いらで 休んで 行かうよ。 
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一歩々々 死 を 急ぐ 今夜の 道 だ。 どうして 急がれ やう • おう、 お前の 好きな だけ 休んで ゆく がい 

主税  。(正面 ゃ& 下手に 倒れる やうに しゃがむ〕 

ちが ひ  .5 でた ち 

無量 之 助 うむ、 うれしい のか。 狂人に なっても 久し振りで 出陣の を すれば、 さすがに 戰 場に 出る とい ふこと が 

.e たき 

わかる ので あらう か。 うむ、 よい 刀 だ。 その 刀で 玉 吉の仇 を 斬る のぢ や。 

主秘  。 (ひどく うれしげ に 笑 ふ〕 

無 景之助 うむ、 うれしい か。 そんなに， つれし いか。 どうせ 薩長の 奴等 だ、 捕へ た 以上 tS? であらう と 何の 容赦 をし 

よう、 この 兄の 手で 武士ら しう 死なして やろ より 他 はない。 それで 主 瞎毆を 斬り 殺した 申し 譯も 立つ とい ふ もの。 

主税  。 (立ち上って 上手へ 行き かける) 

無量 之 助 急ぐな。 急がず ともお 前 を 待つ もの は 待って ゐ るの だ。 こんな ことになる のなら 木 曾の 陣屋で あの 時 一思 

.5 のち 

ひに お前の 命を斷 つた もの を。 

主税  。 (笑 ひつ 》 上手へ 步む〕 

% と 

無量 之 助 おう 行く か。 …… 武士ら しう 死んでくれ。 おれ もす ぐ 後から 死んで ゆく。 

、王稅  0  (笑 ひながら、 何 かに 憑かれた かの やうに して t 手へ よろめき 入る〕 

無 楚之助 主稅 …… 主 a …… 、 今 この 兄に 殺さる \ こ とも 知らず。 あ X あの やうに、 あの やうに …… 。(统 を 改めて 見 

て 淚を揮 ひ、 统を 抱へ て 弟の 後 を 追 ふ〕 

月 管、 風 吹き、 木の葉 散る。  - 

間 0 

SS くにて 民家 を 燒く炎 かすかに 燃え 上る。 右衞門 太郞っ いて、 さよ 下手 花道より 急ぎ 登場。 さよ は 笠 を 持 


戲ー 

第一 


4 


ち、 右 衞門太 郞は槍 を 杖つ いて ゐる。 

右衛門 太郎 うむ、 あの 空 …… 。 

さよ 恐ろしい ことにな りました。 

あ ひて 

右衛門 太郞 nl 本 同 中の 大軍を it 手の 戰 さが はじまつ たの ぢゃ。 …… さよ、 まだ 無量 之 助の 姿 は 見えぬ か？ 

さよ はい、 生憎と 月 も 暴 つて まゐ りました ので。 

右 衞 門太郞 わしの 足が 遲 いのでのう …… 。 

さよ 病み 上りと ま をし ましても 二人とも 若い 人た ち。 

右衞 門太郞 それに 主 税奴は あの 六 年 前の 出陣の 日と 同じ やうに 勇んで 行った。 、^と は 思 はれぬ。 わし はつ ぃ玉吉 

の こと を 思 ひ 出した。 

さよ  。 (泣く) 

右衞 門太郎 人間 は 弱い もの だ！ (獨 語の やうに …… 〕 

しづかに 鐘の音 閗 ゆ。 

さよ お 父つ あん、 鐘の 昔が！ 

右衛門 太郞 今夜 もお 城で は 德左衞 門が 鎗を撞 いて ゐ るので あらう。 あの 男 はまる 六 年が 間お 城の 鐘を撞 いて ゐる… 

…わし は 十 年が 間 …… 。 

さよ お 父つ あん、 もう その や 5 な こと は。 

右衛門 太郎 月が 照って 來 た。 さよ、 あの 坂の あたりに 二人の 影 は 見えぬ か。 

さよ い 、え。 何も 見え ませぬ • 
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お^ 門太郞 見えぬ か …… なまじ、 見えぬ 方が まし 力 も &-れ ぬ 

間。 風の 昔。 木の葉 散る。 

右衞 門太郎 さよ …… 兄弟の 影 は 見えぬ か。 

さよ はい、 兄さんの 影ら しい もの は 見え ませぬ。 

右衛門 太郞 もう 餘 程遠く 行った であらう …… 0 

さよ  t 

右 辯 門太郞 無量 之 助 もさす がに 躊躇 うて ゐ るので あらう。 

さよ あ、 あ、。 

右衞 門太郞 泣くな。 ；… (淚を 拭く〕 さよ、 何 か 物音 は 聞えなかった か。 

さよ い >1 え、 何も 聞え ませぬ。 

右衞 門太郎 さよ、 鐵 砲の 音 は 聞えなかった か。 

さよ 00f いえく、 あたし は 恐ろしい。 (耳 を兩 手に て 塞ぐ〕 

右衞 門太郞 まだた しか li 鐵 砲の 1 聞えぬ。 i はま S いて ゐる であ.，？。 義 tf まだ-」 の 世」 生きて ゐる！ 

無量 之 助 は 未だ 引金 を 引かぬ。 

さよ お 父つ あん、 どうしょう、 どうしょう。 もし 無量 之 助 兄さんの 鐵 砲の 昔が 聞え たら ；… あ X あ 

.Inss: 太郞 もう 直に 一 度 は その 恐ろしい 鐵 砲の 音 を S かねば ならぬ。 

さよ あ、 あ >, そんな 恐ろしい ことが お 父つ あん。 (耳 をお さへ、 父の 膝に S して 泣く〕 

月 Is り、 時雨 降る。 
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第曲戲 


右衞 門太郞 また 時雨 か！ 

笠 を 取り、 泣き はして ゐる 娘の 上に 笠 を さしかけつ、 丘の 下の 銃 蘀に耳 を 傾けて ゐ る。 娘 をいた はり 抱く や 

うな 姿に て …… 笠 を 持つ 手 わな >- く。 

時雨い よく 降り、 木の葉 散る。 

—— 靜 かに 幕 I 


J^v となる まで (一 幕) 
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築曲戯 


時 

K, 代。 初冬の ころ。 

人 物 

初き 勝 1 郞 二十 六歲 

妹 かな子 一 一十 歳 

姉豐子 m 十七； M 

母  五十六 七 歳 

和 2f 治 四 土 一三 歳 

山上 健 助 三十 歳  . 

場 所 

或る 騰に 近き W 旁の 町。 地方の 舊 家ら しキ- 構へ。 

かなり 廣ぃ 洋館 作リの 害齋、 正面に は 窓が ある。 上手に は » 口が あって、 扉 口から 廊下に なって、 日本風の 

部屋に 連なって ゐる 意" 下手に は 窓 及び IS が ある。 扉 を 明 くれば 庭に なって ゐて、 庭から 湖の 畔へ 出られる。 

窓から は 庭の 一 i£ 葉した 木立 をへ だて \ 湖 や、 湖 をめ ぐって ゐる山 や、 湖畔の 監獄の や- < 古びた 煉 冗の 塔の わ 

づ かに 一部分 だけが える。 遠い 山に はすで に 雪が つもって ゐる。 空 はタ烧 けの 色に 燃えて ゐる 

下手に は ピアノ、 書 柳、 ヒ手^^リに ス ト|ヴ，， 正面窓に沿ぅてソ ゥフ ァ 一 、 中央に は 綺子數 脚、 テ I ブルの 

上に は マッチと 水 注 や コップが 載せて ある。 ソ ウファに は黑ぃ 毛糸の ショ 一ルが 懸けて ある、 ピアノの 上の 

窓に 額が 懸けて ある。 その他に は 何の 装飾 もない。 仝體 がき はめて 沈んだ 簿 1= い ゆ. U 媒 につ、 まれて ゐる。 
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や 、遠く 監 の 鐘が 靜 かに 鳴って ゐ るまん 慕が 明く。 

かな子 (正面の 窓に ょリか 、り 背 を 向けて 湖の 方 を兑、 鐘の 萆を聽 いて ゐる。 可憐な 女、 どこかに 腺" I 質的な 弱々 し 

さが ある。 飛白の 羽綠を 着て ゐる。 鐘 止む。 しばらく、 間。) 

庸ー郞 (下手の 扉 を排 して 登場。 蒼白な 懿、 神 I- 質ら しき 男。 非常に 落ちついて ゐる やう だが、 時 々i" い 影に 脅かさ： 

れてゐ る やうな 眼 をして は 周 園 を H ^廻す。 帶がゃ \ 解け か \ つ たやうな 風に なって ゐる。 眼 立つ ほどで はな 一 

いが、 膝 前が 明き やすいの を 時々 氣 にして は、 搔き 合せようと する。)  一 

戶 外を步 いて ひどく 疲れた 風で、 しづかに 部屋の 中 を 偸み 見る やうな 心持ちで 扉を排 して 登場。 かな子 だけ 一 

がー 人で ゐ るの を 見て ほっと 安心した 態。  一 

しばらく 舞 S の 中央に 近くす.. -み 寄って、 無言で、 かな子の 後ろから 窓 を 通して 湖 や、 監獄の 塔 を じいつ と 一 

见 つめて ゐる。  一 

かな子 (兄が 部屋に はいって 來 たこと に氣 がつ いて) おや、 兄さん！ 

庸 1 郎 (妹 を つめる)  一 

かな子 あたし、 ちっとも 知らなかった わ。 今 かへ つてい らしった の？  一 

庸 一 郞 あ X。  j 

かな子 どこに いってら したの？ 

兄の 方へ 近づく。  j 

庸ー郞 (なほ 湖 や 塔の 方 を：：！^ つめる)  ム 


戲 

蕖 


1 
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かな子 (窓の 方 を 振り か へ る。 兄と 同じ やうに 塔 や 湖 を る。 不阛氣 が 付いて， 氣の毒 さう に 兄 を 見る) ぁッ。 あ 

たしが 惡ぅ ございました。 カァ テン をし め ませう。 

窓の 方へ 寄る。 

庸一郞 かな ちゃんい、 よ、 もう カァ テンなん かしめ なくった つてい  よ。 

かな子 二三 日 前まで はこの 窓 を 明けても まだお 庭の 木の葉が 繁 つて ゐ ましたので、 湖 も あの 塔 もよ く 見えなかった 

のです が、 一昨日の あらしで、 一度に 木の葉が 落ちて しまったので、 すっかり よくど こも かしこ も 見える やうに な 

りました のね。 

庸ー郞 あの 赤い 塔が 見えた つても 5 何でもな いよ。 今まで は あの 塔 を 見る と、 腹が立つ やうで あったり、 くやし か 

つたり、 また 氣の 毒で たまらぬ や， T な氣 がして ゐ たが、 もう 何でもな いよ。 僕 はもう 大丈夫 だよ。 すっかり 心持ち 

が 落ちつい たから、 あの 塔 を 見て ゐて も、 何も彼も 過去の こと は、 僕で もない、 また 蔦 子で もない、 第三者の 出來 

事と して、 客觀 的な 立場から 冷 靜に考 へる ことができる やうに なった から。 

かな子 ほんた うに？ 兄さんに できて、 そんな ことが？ 

庸 一郎 大丈夫 だよ。 僕 も 男 だ。 もう 三年 もこん なく だらぬ ことで 迷つ たんだ もの、 どんな ことがあ つたって、 葛 子 

の ことで 二度と 自分の 心 を 苦しめる やうな こと はし はしない よ。 

かな子 それ だと みんなが どんなに 喜ぶ か 知れません わ。 

庸ー郞 (正面の 窓の 傍の ソ ウファに 膝 を 下す。 かな子 も 兄に 並んで〕 かな ちゃんに もず ゐ ぶん 長い こと 心配 を かけた 

な あ。 

妹の 背 を 撫で- 1 やる。 かな子 俯向く。 
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でも、 もう 大丈夫、 兄さん も 今度 こそ は 思 ひ 切って 强く なって 働く よ。 何も彼も 忘れて。 

かな子 ほんた うに さう だったら、 どんなに うれしい か 知れない わ。 兄さんに できて。 

庸 一 郞 大丈夫 だと も、 安心して ゐる がい 、0 

立ち上り、 ピアノの 傍へ 立つ。 不圆 ピアノの 上の 書物に 氣 付く。 手に 取る。 ふた、 び ピアノの 上に s  く。 

この 本 は 三年 前、 かな ちゃんと 蔦 子と 一一 一人で あの 晚 -M で讀ん だま、 だな あ" 

窓 を 通して 監獄の 塔 を：：^ る。 

かな子 あの 晚は 姉さんが ビア ノを彈 いてく だすった のね え。 

兄の 傍に 步み 寄る。 

庸一郞 あの 時の ま  だ。 ピアノ も、 本 も、 あの 夜の ま、 だな あ" 

かな子 あれつ きり 兄さん はこの 本に も ビア ノ にも、 指 1 つ 觸れる こと を 誰に も ゆるして くださらな いんです もの。 

庸ー郞 さう だった な あ。 三年 目に かう やって ピアノの 前に かな ちゃんと 二 入で 立った わけ だな あ ハツ ハツ ハツ .：：• 

あの 時の ま、 に 鍵が か \ ってゐ る。 

寂しく 笑 ふ、 塔の 方 を 見る。 

かな子 それで 兄さん はどうな さろ おつもり、 姉さん を？ 

庸ー郞 無論 別れて しま ふの さ。 

かな子 兄さんに できて？ 

庸 I 郞 できる も、 できない もな いぢ やない か。 蔦 子 は 法律上から いっても すでに 初灝 家の 者で はない の だから。 

かな子 でも 兄さん は 姉さん を それほど やつば り 憎めて。 僧んで ゐら つし つて 今でも？ 


庸ー郞 憎まないで をれ るか。 わたし を あの 恐ろしい 監獄の 中に 入れる やうな こと をした の も， 初 獺 家の 名譽 も、 社 

會 上の地位 も臺 なしにして しまったの も 蔦 子で はない か。 わたしと いふ もの を 一生 日蔭 者に してし まって、 その上 

にあの やうな 大 それた こと を 仕出かした 女 を 憎めないで をれ るか？ 

かな子 でも 兄さん は、 口で はさう 仰っしゃる けれど、 ：：： また 御 自分で は 憎んで ゐ らっしゃる おつもり でせ うけ わ 

ど、 憎めて 姉さんが？ 

庸 一郎  0 

かな子 兄さんに それほど はっきりした 決心が おありなら、 何も 今日まで こんなに 御 自分お ひとりで 苦しんで ゐらっ 

しゃる 必要 はな いぢゃありません か。 

庸 一郎  0 

かな子 あたし は 兄さんが ぉ氣の 毒です。 あたしに は 兄さんのお 心持ちが わかります。 だって 兄さん はこの ごろ また 

日出 かけて ゐ らっしゃ るんで せう？ 

庸 1 郞 どこに？ 

かな子 あの 監獄の 見張り 臺の下 をい つも 兄さん は 歩いて ゐ らっしゃ るで せう。 

庸 一郎 そり や 歩いて る さ、 家に ゐて も氣 がく さくして 什 方がない ん だもの。 湖の 岸 を 歩いて ゐ ると 氣 がすう つと 

する やう だから。 

かな子 い、 え、 湖ぢ やありません。 兄さん はこの ごろ 夕方に さへ なれば あの 塔の 下を步 いて ゐ らっしゃる わ。 今日 

0 だって …… 0 

^ 庸 一 郞 かなち やん、 笑って おくれで ない よ。 兄さん はやつ ばり 駄目 だ、 ほんた うは まだ 迷って るんだ よ。 憎んでも 


ゐ るが、 やっぱり 意氣地 なしな のか 知らぬ が。 

かな子 まったく 姉さん もお 可哀 さ-つな 方よ。 

廯一郞 ぢ やかな ちゃん は 兄さんの 心 を 笑 ひ はしない ね。 

かな子 え > -、 あたし 兄さんに 同情し ます。 

^一郎 ありがたうよ。 家で も 兄さんの 心 を 掬んで くれる もの はかな ちゃんば かりだから。 兄さん はかなち やん ひと 

り を © り にして るんだ よ。 

かな y 姊 さん はいつ まで あすこに はいって ゐ なければ ならない のでせ 5? 

塔の 方 を る。 

； ^一郎 もう ニケ 年く らゐ は。 

かな子 まあ そんなに 長く。 

^^ー郞 弱い からだ だから， それまでに からだの 方が まゐ つてし まひ はしない かと 思 ふ。 

かな子 可哀 さう ねえ。 でも、 あすこ を 出て 來 なすって から、 どうな さるで せう。 家のお つ 母さん だって、 嫂妯 さん 

だって、 爲 姉さん はやつ ばり 敵の やうに 思って ゐ らっしゃ るんで すから。 

席ー 郞 まったく だよ。 わたしたち はどうな るんだ か、 明日の こと を考 へる と 墓穴の 中に でも 引き 挖られ て 行く やう 

た氣 がする。 たど かう やって 毎日 同じ 窓から 同じ 塔 を 見て、 同じ あの 鐘の音 を聽 いて ゐる 間に 1 歩々々、 眞っ 暗な 

ところに 連れられて ゆく やうな 氣 がして ならぬ。 

かな子 ほんた うに どうな るんで せう ね。 

庸 一郎 强ぃ 人た ち は 自分で 自分の 思 ふ 通りの 道 を 切り 拓 いて ゆく。 人が 苦しまう と、 人が 死な、 つと、 世間の 人が 何 


2 
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と 言 はう と、 そんな こと はお かま ひなし に、 ぐん-/.. \自 分 勝手な こと をして ゆく。 兄さん も そんな 人間に なりたい。 

勝手な こと をして 見たい。 思 ふ 存分の こと を 誰に も 1& ら ないで やって 見たい。 

かな子 だって そんな 非道い ことがあ たした ちに できる ものです か。 狂人に でもなら なくつ ちゃね 、ろ …… お父さん 

が あんな ことにな つたの も、 やつば り 人が 善くて、 氣が 弱かった からです よ。 お父さん も氣 でも 狂 ひなす つたら， 

あんな こと をな さる 必要 もなかつ たでせ 5 に。 

ちょっと ピアノ の 上の 額に 見入る。 

庸ー郞 狂人 ッ 1 

しばらく 遠くの 空に 見入る。 夕燒の 空ます く 赤く 燃える。 

さう だ、 狂人に でもなら なけり や、 わたしたちの やうな 弱 蟲には 何もで きないね え。 

かな子 あたし 狂人に なっても い k から、 自分の 嫌 ひな 入なん かに は 思 ふ 存分 言 ひたい こと を 言って やりたい と 思 ふ 

わ。 

庸ー郞 愉快 だね え、 自分の 思って ゐる こと、 自分が したいと 思って ゐる ことが 1 度で も出來 たら。 どんなに 愉快 だ 

らう。 思 ふ 存分 入 を いぢめ た 奴等 を いぢめ かへ してやれたら。 あいつ 等 を 思 ふ 存分 …… 一生に た r 1 度で い-から 

思 ふ 存分 ；… 。 

ひどく 昂 蜜して 1 點を 凝視す る。 かな子、 兄の 眼 を 見て 驚く。 

かな子 兄さん ッ！ 

庸ー郞 (妹 を见 る。 さらに 深い 絶望的な 表情に かへ る〕 

かな子 兄さん、 もうあ まり いろんな こと をお 考へ にならない 方が よう ござんす よ。 先生 もさう いってお いで，. - した 
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よ。 兄さん はすつ かりお からだが 惡 くな つてお い で だから、 何， も考 へない で 氣をゅ つ たりして ゐ なければ いけない 

つて。 どこか 温泉に でも 行く とい &ん です わ U 

疏ー郞 駄目 だよ。 兄さん はこ、 の 窓から あの 塔 を 見たり、 あの 鐘を聽 いたりす るの が 苦しくて ならなかった ので、 

ほら 成 崎に も 行った ことがあつ たらう、 伊豆に も 行った よ。 だけど^ 目だった。 夕方に なると 却って あの 塔 も 見え 

ず、 あの 鐘の音 も 聞えない ところに は、 とても 居れな いんだ。 あの 塔 を 見て ゐれ ば、 鐘の音 を聽 いて ゐれ ば、 ずた 

ずた に 自分の 魂 を 削られて ゐる やうな 氣 がす るんだ が、 やつば り 一 曰で も あいつで もって 自分の 魂 をち くく 痛め 

つけられな いと 却って 物足りな いやうな 寂しい 氣 がして ならな いんだよ。 

ふた、 びだん-,^ 昂奮して 來る。 

かな子 (驚いて) 兄さんす こしお やすみに なったら どうです。 お 痰れ なすった でせ う。 あ.^、 お 裾に 枯れ草の 葉が つ 

いて ゐま すわ。 とって 上げ ませう。 

兄の 祸を はたく。 

庸 一郎 ずっと 水際のと ころ を 歩いた ので、 筆の 葉が くっつい たの かも 知れない。 

かな子 さあ、 少しお やすみなさい。 ソ ウファの 上で い  >- でせ う 0 橫 におなん なさい よ。 

庸ー郞 橫 になって 眠れる とい \ん だが な あ。 眠れる 人が 5 ら やましい。 この 幾年と いふ もの 一度 だって ぐっすり S 

つたこと はない ん だからな あ。 

ソ ウファの 上に 橫 になる。 

かな子 ほんた うにね え、 姉さん をお 貰 ひになる までに も あんな ことで 兄さん は ひどい 神經 衰弱に なって ずゐ ぶん 眠 

れ ませんで したねえ。 思 ひが かなって 姉さんと 1 緒に なった と 思 ふと 直き また あんな ことで、 あれから はまた す こ 
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しもお ちくお 眠りに もなら ない のね え 0 

席 一 郞 ひと 思 ひに 1. 喉で も擊 つか。 

ビス トル で 咽喉 を 打つ 眞 似 をす る。 

かな子 まあ そんな こと を。 

庸ー郞 まるで 頭が 割れさう だよ。 

かな子 ぉ可哀 さう に。 この 二三 日 また 夜つ びて ちっともお よれない やうね。 

庸 一郎 また 今夜 も 眠れまい。 夜が 来る のが 恐ろしい。 

かな子  。 

兄 をいた はリ、 ソ ウファの 上の 黑ぃ 毛糸の ショ I ル を 肩から 掛けて や る。 

庸ー郞 (塔の 方 を る。 日が すっかり 暮れて しま ふ) あ.^ 耐ら ない。 頭の 心が どうかな つたの かな あ。 い 墓穴の 底 

にで も 引き 措ら れて ゆく やう だ。 耐ら ない。 

頭 を もみく ちゃに して ソ ウファ に體を 投げ かける。 

かな子 ねえ。 眠れな くっても い \ から、 すこし 橫 になって 何も 考 へないで ゐ らっしゃ いよ。 でない ととても 兄さん 

のおから だが つ e きません よ。 この 二三 日 殊に 兄さん は 昂奮し つ 父け てゐ らっしゃ るんで すから、 いろくな 問題 

ばかしで。 

黑ぃ ショウ ルを さらに 掛け 直して やる。 

庸 一郎 かなち やん ありがたう 0 兄さん も實際 自分で 自分の 心が わから なくなつ ちゃつ たんだから。 

手の 5 'で 眼 を 拭く。 


ゾ ウファに^ 向いて しまって 泣いて ゐる のが 肩の 筋肉の 顫動で 知れる。 

かな子 (すべての 窓の カァ テン を 締めてし まふ。 スト. -ヴの 前に しゃがみ 火 を 焚く)  . 

舞蔡 はしば らく 暗 ，つ 

1:〕^ がっく。 

上手の 扉を排 し、 母、 豐子、 和 S 幸治焭 場。 

母 は 大岛を $s てゐ る。 豐 子と 和 田 は紋附 を^て ゐ る。 

a- 庸 一郎 はおいで かい？  ， 

庸丁邠 は 人の 赏 一昔に 起き ヒ らうと したが、 ふた、 び をつ むって ソ ウファに 凭 リカ" つて ゐる 

かな子 な あにお 母さん？ 

母 ちっと 兄さんに お 話が あるんだ が …… 

かな子 だつ 5 哀 さうよ 兄さん， <i つたば かりで、 疲れて ゐ らっしゃ るんで す 力ら。  0 

^ そ，. もさ うだが せっかく 心配 をして 和 田の 兄さん も來て 下す つたの だから。 ちょっと 起きて もら ひたい uy, 

かな子 それに 二三 日 兄さん はよ つぼ ど どうかして ゐ らしって よ。 あたし 心配で ならない の。 今日 も f ら頭カ 痛ん 

で 仕方がな いっていって らしって よ。 

豐子 そんなら 思 ひ 切って 運動で も すれば い、 ん だォ 

かな子 だって 姉さん。 

和 E それ ぢゃ、 また 明日に でも。  ，„  ,  、  ，M, 

a  、 え、 せっかくい らしって くだす つたんで すし、 また あんまり 延ばしても 置け ない 話です 力ら 


8i 1 郞 ッ！ 

ソゥフ ァの 傍に 寄る" 

腊ー郞 おつ 母さんで すか。 これ は、 兄さん、 姉さん も。 失敬し ました。 さあ どうぞ。 

姉と 和 田 は 中央の 椅子に 凭る。 母はソ ウファに 近く 椅子 を 寄せて 腰掛ける。 庸ー 郞はソ ウファに。 

母 かな子、 お前さん は スト， ゲの 火が 焚きつ いたら ちょっと あちらのお 座敷の 方が 散らかって ゐ たから、 片付けと 

いてお くれ。 

かな子 はい。 

© や 姉の 額 を 見. 不 i 番さ うに 上手の 扉より 退場" 

0 實は 今日 兄さんが かな子の 緣談 のこと について、 わざく 姉さんと 二人で 來て 下す つたんだ がね え。 

gji 子 Si さんの 考へ もちよつ と簡 いて 置きたい と 思つ て やって 來 ましたの さ。 

席 一郎 かな ちゃんの 緣談 です つて？ で、 先方 は？ 

母 ほら、 こな ひだ も 話の あった 大阪の 方 さ。 

席 一 郎 ほら 大阪の 方って、 あの 船 問屋の 若 主人と いふので すか？ 

ちょっと 耐ら なく 不愉快な 親 をす る。 

母 兄さん はわ ざく お 忙しい のに このほどから 三度 も大阪 まで 出かけて 行って 下す つたんだ よ。 

庸 一 郞 そり や、 ありがたい ことです が、 あの 話でした らお 斷 りいた した 喾ぢ やありません か。 

母 そり やさう だった けれどね、 先方から 再三再四 兄さんの 方へ 人が 來て ぜひ かな子 を くれと 仰し や るんだ から。 

13^ 子 それにね え、 かなち やんだ つてもう あんまり 早い とい ふ 年で もな いんだから。 それに …… 。 
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庸ー郞 それに 家の やうに だんく 貧乏に なって、 おまけに わたしの やうな 馬鹿が ゐた、 めに 社會 上の 名譽も 失って 

しま つたし、 どうせ 碌な 家から は 莨 ひ に來て くれな いからと いふんで せう。 

，子 庸 さん、 變な こと をお いひだね" そんなつ もりで …… 。 

和 田 (g:: 子 をた しなめ て： >ぉ 前まで がそん な こと を 言った んぢ や、 話 はでき ぬ。 ねえ、 庸 1 郞 さん、 何分 先方 は薛富 

限 者、 まあ 言って 見れば 成金です。 それに 當入も 成る ほど 女な ど隱 して 持って ゐ たこと も ある さう です が、 今では 

もう im 分で も 後悔し てるん です し  。 

母 それに やっぱり 立派な 大舉も 出て おいで だ L。 

0 一  郞 それに 大變な 物持ち なんでせ う、 ハツ ハツ ハ ッ …… 。 

m:! 子 厭さん、 せっかく かう やって 和 田 も 骨 を 折って 上げて るのに、 茶化す やうな こと はお 止しなさい。 

0S 茶化し はしません よ。 K 劍で すよ。 だから、 僕 はそんな お金 持ちなん か 大^ ひだと いふんで す。 

和 田 庸 一郎さん、 お金 持ち だからと いふ わけで は ございません。 第一 人物が …… 。 

庸一郞 さう です、 あんなに、 幾人 も 女を挤 へて 平氣 なやうな 人物 は 僕大嫌 ひで 十。 

和 田 でも それだけ 將來 財界に 出ましても。 

庸 一郎 うまく 世間 を ごまかして えらく なれる とい ふので せう。 だから 僕大嫌 ひだと いふので す。 

母 庸 一郎 ッ！ 

豊子 霜さん は 無茶苦茶で すよ。 そんな 理窟 はこの 狭い部屋の 中 だけ は 通り ませう が、 世間 は それで は 通りません 

よ 0 

庸ー郞 通らなければ 僕 は 一生で もこの 部 11 の 中に ゐ ますよ。 


戲ー 


子 あんた は それでい、 だら うが、 かな子 はどうし ます。 

1§1 郞 かな子 は 僕の たた 一人の 妹です から、 僕が い. 1 やうに してやります。 

警： 子 ぢゃ、 和 田 や あたした ちが 御 相談す るの は餘 計な ことなんで すねえ。 

ts 一郎 まあ さう いった ものです。 

母 まあ、 庸 一郎 ッ、 お前さん は 何とい ふ …… 。 

豊子 おつ 母さんよ-つ ござんす よ、 これほど 馬鹿にさ るれば 和 田 だって、 あたし だってもう 二度と こ、 に はま ゐりま 

せんよ 0 

くやしさ うに 1^ を 拭く。 

0 この 人 は 二三 日 頭の 具合が 惡 いんです から、 どうぞ 惡く思 はないで ください。 

和 田 さう です とも、 豐 子が 少し 何です から。 

登 子 い.. -ぇ 誰が 二度と 來る ものです か。 庸 さん、 あんた は 立派な 兄さん だから かな子 を 立派な ところに 片付かして 

おやん なさい。 

靡 一郎 あ X、 立派な 兄さんで すよ. 監賺の 門 もく  V つて 來 ましたし ；… 0 

登 子 あたし はそんな つもりで ..：： 0 

庸 一郎 え  >-、 よく わかって ゐ ます。 それから わたくしの 妻 は、 わたくしが 監獄で 苦しんで ゐる 間に わたくし を 裏切 

つて、 他人の 赤ん坊 を 產んで …… 0 

0 まあお 前 そんな こと を  。 

庸 一 郞 誰 だって 知って まさ あ。 その 赤ん坊 を K し 殺して、 湖に 捨て X、 死に そこねて、 監獄に 行きました。. 


ひどく 昂銜 する。 

母 もう そんな こと はお 止めよ" 庸 一郎 ッ I 

庸 一 郞 言 ひたいだ け 言 はして ください。  - 

涙 を 拭く。 

s^i 子 意氣 地な しの くせにお しゃべり だけ はでき るの ね。 

和 田 豐 子ッ！ 

庸ー郞 さう です、 意氣 地な しです。 あの 女の ために 監獄にまで はいって、 その上、 あの 女に は褒 切られて， それで 

も あの 女 を 捨て きれないん ですから。 

母 まあ！ 

豊 子 まあ、 まだ 蔦 ちゃんの こと を 思って ゐ るの あんた は？ 今まで 三年が 間 ぶら して ゐ るの は 自分が 監獄に は 

いったり、 1 子が あんな ふしだら をし でかした ので 世間に 申し わけがない からだと ばかり 思つ てゐ たに！ 

庸 一 郞 僕 も はじめは さう だった のです。 

や 、皮肉に。 

だけど 三年の 間に は 僕の 心持ち は 大分 か はって 來 ました。 三年の 間と いふが、 つい 今し がた、 姉さん なんか この 

部屋に はいって 來な いまでは 僕 は 半分 は あいつ を 憎み、 半分 は 氣の毒 だと 思って ゐ ました。 &J 分で 自分の 心 を どう 

する こと もで きないで 苦しんで ゐ ました 0 それが かう やって 姊 さんなん かと 話 をして みると、 姉さん なんかの その 

善人ら し い 冷たい 眼 を 見たり、 その 賢人ら しい 冷たい 言葉 を聽 いて ゐ たりす ると、 蔦 子の あの ころの 心持ち が いぢ 

らしくな つて 來 たのです。 


戲ー 

集 一 
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豊 子 では、 あの ころ あたした ちが 蔦 ちゃんに 冷淡だった から、 ^££|ちゃんがぁんなことをしでかしたとぃふの？ 

庸 1 郞 冷淡ではなかった でせ う。 僕が 監獄に ゐた 間、 あなたが たは 正しい 眼で、 正しい 言 紫で 蔦 子 を 取り扱って ゐ 

てくだす つたんで せう。 しかし 蔦 子なら ずと も、 僕 だって あなた 方の 賢 さ- 「な 言葉 や 善人 振った 眼 を 見る と 息が つ 

まり さう になります。 

登 子 お生憎さま わ。 蔦 ちゃんの やうな 美しい 眼でなくて。 

庸 ー郞 ほら、 そんな 眼 をされ ただけ でも 反抗した くなる。 僕 は 今日、 今から すっかり 蔦 子に 同情し ます。 どんなに 

蔦 子が 惡ぃ 女であった にしろ、 僕に して 惡 いこと をして くれたに せよ、 あなた 方に わからない 溫 かいと ころが 僕 

にわかって ゐ たんです。 

璺子 この 人 はほんた，^ に 面白い 人 だよ。 あれほど あんた を 嫌って ゐ たん ぢ やない か 結婚す るまで は。 

庸ー郞 嫌って ゐ たん ぢ やありません。 僕 嫌 はせ る やうに、 嫌 はれる やうに と 仕向けた 入た ちがあった から、 一時 

は 僕のと ころから 離れて しまった のでした。 ほんた うに 嫌つ てゐ たんなら ど-^ して 十 年 も 十 1 年 もの 間 僕の 手紙 や 

寫眞を 1 枚殘ら ずあんな に 大事に してと つと いたのです。 

璺子 何でもい i さ。 あんた はもう 氣が 狂れ てるんだ から。 

廯ー郞 さう、 僕 は氣が 狂れ てる かも 知れません。 今日まで 氣が 狂れ なかった のが 不思議です。 

整 子 今にな つても 蔦 子の こと を 思 ひ 出す なんてお 笑 ひ 草 だ わ。 

庸 一郎 今にな つても ぢ やありません、 今日 鈽 さんたち と 話して ゐ てはじめて 決心し たんです。 

登 子 可です と？ 

庸一郞 何でも 彼で も iKI 子に は惡 いところ はない。 もう 一度 蔦 千 を こ k の 家へ 連れて 來 ます。 
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豊子 狂人の やうな こと を考 へる の は 止した がい &でぜ う。 

母 まあ そんな ことが …… 0 

席 一郎 いや、 僕 は 姉さん 方の 御 親切に 對 して t も 蔦 子 を 監獄から 連れ もどして 來 ます。 僕 は 今す つかり 決心が でき 

ました。 姉さん、 おつ 母さん ありがたう。 

和 田 庸 1 郞 さん、 ほんた うに あなた は 少し 昂奮し 過き てゐ らっしゃる。 今日は 靜 かにお 休みな さいね。 わたしの 飛 

んだ おせっかい のために、 あなたの 感情 を惡 くしました。 少し 靜 かにお 休みなさい。 

母 それが い、 よ。 こんな 話 はまた いつでも できる こと だし、 ほんた うに 顔の 色が たいへん 惡ぃ。 苦し さう だが、 大 

丈夫 かい？ 先生に 来て 貰 ひませ うか？ 

ソ ウファに 腰 を 下させる。 額に 手 を 當て、 見たり、 肩 を 撫で、 やった リ する。 

まあ、 すっかり 瘦 せて しまった ねえ。 

庸一郞 うつむい てし まふ。 母、 袖口で そっと 淚を拭 ふ 0 

扉 を 叩く 音。 

和 田 おはいりなさい。 

かな子 (上手より 登場。 蒼 ざめ た效) お 客 さまです。 

和 田 どなたです？ 

かな子 兄さんの！ 

母 兄さんのお 友達 ッ ー 

かな子 山上さん です ッ ー 
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& 山上さん ッ！ 

和 田、 豐+ みな，^ 驚く。 

豊子 あの ならず者が！ あたした ちの 家 を こんな 不幸に 陷れ たの もみん な あの 男の せゐ です わ。 それ だのに よ， ^ ど 

んな顏 をして おめ/ \ と あたした ちの 家へ。 

和 田 あの 男 かい？ 

畳 子に 眼く ばせ する。 

g.i^子 ぇ&。 (低い 聲 でさ i やく) 

和 田 庸ー郞 さんどう します。 追 ひかへ した 方が よくはありません か。 それとも こ、 に 引っ張って 來て、 わたしが 面 

罵して やり ませう か。 

ひどく 昂 |！ する。 

^ まあ.. よくお 斷 りした がい \ たらう。 

こ の間麝 1 郞 はしば らく じいつ として 床の 上 を见っ めて ゐる。 まるで 放心した もの 、やうに。 

かな子 では、 おかへ し X ませう か。. 

不安な 面持ちに て 扉の 方へ ゆきか 、る。 

しばらく 沈默が つ 1- く。 みな 》,\ 庸 一 郎を兑 つ める。 賭 1 郎 決心した る 態に て。 

庸 一 郞 いや、 逢 ひませ う。 

母 お前 逢 ふの かい？ 大丈夫 かい？ 大變顏 色が 惡 いし。 

かな子 それに 二三 日 眠れな いんで せう。 頭が痛いって ばかり 言って ゐ るんで すよ 兄さん は …… 。 
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母 ぉ斷 りしと きな。 

和 S それが い.. -で せう。 もしもの ことがある といけ ないから  0 

席 I 郞 大丈夫で せう、 逢って 見ます。 

ソ ウファから 立ち上がる。 膝頭が かろく 顔へ る。 

母 大丈夫 かい？ 

庸一郞 え X、 大丈夫です。 

母 逢 はない 方が い \ん だが な あ。 

和 田 ぢゃ、 わたしが こ X に 1 緒に ゐ ませう。 

母 さう して 1^ さると 安心です。 あんな 惡漢は 何 を 仕出かす か 知れない から。 

庸ー郞 兄さん ありがたう。 しかし やっぱり 僕 ひとりで 逢 ひませ う。 それの 方が い \ で せう。 どうぞ あちらへ。 

和 田 さう です か。 ぢ やみん な あちらへ まゐり ませう。 

一 同上 手へ 退場。 

庸ー郞 (部屋の 中 を 歩き ま はる。 ひどく 昂 蜜して ゐ るの を、 强 ひて 隱 さう とする。 屮央 のテ- ブルの 上の コップ を 握 

つて、 水を飮 まう とする が、 手が わな へて コップと 水 注が 打ち 突かる 音が 聞え る。 つとめて 氣を 落ち 

つ か せようと する 0〕 

書棚 を 明け、 鍵 を 出し、 ピアノ を 明けて、 ピアノの 前に 腰 を 下し、 た 一つ キイ を 叩く。 部屋 中に 重苦しい 

昔が た 1 度鑾 く。 音 はなるべく 暗い 空虚な 感じ を 起させる ものが い \0 

つまらな ささう に 起き 上って、 下 芋の カァ テン を 明ける。 次に また 中央に 來 てカァ テン を 明ける。 戶 外に は：. 
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月の 光りが 水の やうに 流れて ゐる。 部屋の 中の 明りが 暗くな つて、 月の 光りが 部屋の 中に も靑く 流れて 来る。 

監獄の 塔が 月の 光リの 中に かすかに 見える。 中央に 立ち止まって 上手の 扉 ロを晃 つめて ゐる。 

上 宇の 扉を排 して、 山上 登場。 背の 高い、 逞しい 筋肉 を 持った 男。 日 焦け した 額に は 漆黑の 鬚が ある。 茶が 

かった 背廣を 着て、 上から は駱 舵の ォ— ヴァを 引っかけて ゐ る。 

山上 (扉 口のと ころで 立ち止まる) や あ、 しばらく  。 

對 手が じいつ と 自分 を 見つめた ま \ でゐ るので、 ちょつ と 手 持 無沙汰 を 感じたら し い 形。 

庸ー郞 (き はめて 神經 質ら しく 唇を顫 はせ て) しばらくでした。 おかけなさい。 

中央の テ ー ブル に 近く 椅子 をす 、 める。 

山上 や あ、 ありがたう。 

ォ ー ヴァを K いで 一 つの 椅子に 掛けて 置く。 

きょろ と 部屋の 巾 を 見 ま はす。 窓の 外 を！：^ ま はす。 

夜分で よく 見えない が、 い \贵 色ら しいな あ。 あ \ あれが 湖 だな あ。 僕 は中學 時代に 1 二度 君のと こ を 訪ねた こと 

はあった が、 この 部屋 は はじめて だな あ。 

庸 一 郞 さう だよ。 

山上 い、 部 だな あ。 これ は 君のお 父さんの 書 IT たったの だな あ。 

庸 一 郎 さう だよ 0 

山上 ぢゃ、 何 かい、 やつば りこの 部屋で お父さん は …… いや こんな こと を 言って 君の 心の 古い 苦痛 を 新ら しく させ 

て はすまぬ が …… * 
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庸ー郞 これほどの 苦痛な 思 ひ を させと いて、 今" 3„r それく らゐ のこと で、 僕 を 苦しめる のが 氣 にか、 るの かい？ 

皮肉 さう に 笑 ふ。 膝 や 手が 顦 へる。 

山上 いや、 さう 言 はれる とまった く 面目ない が、 僕 だってた まに は 殊勝な 心持ちに なること も あるよ。 君のお 父 さ 

んが山 をく づ し て、 あ の 湖の 岸に ずゐ ぶん 廣ぃ新 W を 作られた とい ふこと や、 こ、 の 書 齋でビ ス トル で 自殺 をされ 

たとい ふこと は 父 や 母た ちから もよ く 聞かされ たよ。 

ピアノの 上の 壁の 額 を 見て。 

あれ だな、 この 部屋で 自殺され た 君のお 父さん は？ 

ピアノ へ 近く 歩み寄 リ、 額 を 腿く。 

ぁ& やっぱり 君に 似て ゐる。 い、 男 だな。 しかし、 君と 同じ や， つに 神 經 質ら しいな。 ハム レット 見たい なと ころが 

あるな あ e 

庸 一郎 さう だよ。 父 も 苦しんだ 入らし いからな あ。 僕の 家 は 昔 はず ゐ ぶん 大きな 家だった さう だから、 その 大きな 

家 を 支へ て ゆく に は 父 は あまり 氣の 弱い 人だった の だよ。 氣が 弱く つて、 先祖からの 重い 社會 的な 地位 だの、 名聞 

だのば かし 負 はせられ るの は 子孫と して はまった く 迷惑な こと だよ。 たいていの 人間 は ハム レットに なって しま ふ 

よ 0 

山上 そこで 君が また 第二 世の ハ ム レットと いふんだ ねえ ハ ッ ハツ ハツ I 

庸 1 郞 も- 「僕 を いぢめ るの は 大概に しといて くれ 給へ、 僕は氣 でも 狂 ひさう だから。 僕 は 君に、 よく 僕の 家 を 訪ね 

て來る 勇氣が あると 思 ふよ。 

山上 君に 決闘で も 申し込まれ ると でも 僕が 思つ ちゃ ゐ ないかと いふの かい？ 


庸 1 郞 まさか ッ。 

皮肉 さう に 笑 ふ。 

山上 よくの めくと こんな 面 をして やって 來られ たもの だとい ふの だら う。 つまり 良心が あるかつ てい ふ の だら 

庸 一 郎  0 

山上 そり や、 良心 も ある さ。 しかし 撲の やうに 體 中が ひや だらけに なった もの は、 良心の ことなん か考 へて ゐた日 

に は 1 日で も 生きて をら れ はしない からな あ。 

庸ー郞 ぢゃ君 は 四 度 も 僕の 手から、 銀行の 金 を あれほど 摑み 出して しまって、 僕 を あの 恐ろしい 監獄の 中に 叩き込 

んで、 蔦 子の 肉體 まで 弄んで、 しま ひに は 葛 子にまで あの やうな 大 それた こと を さしと いても * それでも なほ、 僕 

等の こと を氣の 毒と も 何とも 思つ てはゐ ない のか ッ？ 

山上 君 も 一 度 あの 晴ぃ ところに はいって 来たので 大分 修業が 積んだ ぞ。 大分 男らしくな つたな あ。 僕の 前で はまる 

で處 女の やうだった が、 えらい ッ。 僕の 前で 昂奮す る だけにな つたの は …… 。 

テ 一ブ ル の 上から マ ツチ を-取って 煙草 を 樊ふ。 

そり や、 僕 だって 人間 だから 幾分 良心 も ある さ。 しかし、 今 言った やうに 良心 を K り 物にしと つたん ぢ やまった く 

生きて ゆけ ないから な。 實は 今日 だ つて こ- 1 に來 るの は、 何も 君 を 苦しめて やらう と 思って 來 たわけ ぢ やない さ。 

やつば り 生きて ゆく ために はどうしても 今日 君に 逢って、 最後に 尙 1 度 僕の 無心 を聽 いていた V かなく つち やなら 

ない ので 來 たんだよ。 

庸ー郞 最後の 喊；、 しって！ 
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m 上 さう だよ、 最後の 無心 だよ。 僕 も あれから 生まれた この 土地に も をら れず、 大阪 にも 行き、 それから 東京へ も 

行った が、 どうも 面白い こと はなく、 今度 は 1 っ滿洲 にで も 行って うんと 稼ぐ つもり だ。 それで 實は 君に 旅費 を 百 

兩 ばかり どうかし ていた 1- きたいん だよ。 

廚ー郞 今の 僕に はそんな 金 はない よ。 

山上 さう かも 知れぬ が、 今度 だけどう かして くれ。 

膪一郞 もう 君に 上げる 金なん か 一文た つてない よ。 僕の 一生 は毫 なしにされ るし、 蔦 子まで が あんなに …… 。 

山上 僕が 君 等の 1 生を臺 なしにして しまったと いふの だら う。 そり やわ かってる よ。 どこまでも 責任 を 負 ふよ。 し 

かし 僕に も 少し は 言 はして くれ 給へ。 君 等 は 代々 大地 主、 大金 持ちの 若樣で 育って 来て、 子供の 時から 誰に でも！ 3? 

は 下げられる しさ。 それに 比べる と 僕の やうな 水飮 百姓の 子 は 生まれて 來 るから まるで 入 間 あっか ひ はされ な いん 

だからな あ。 僕が 四 年生だった、 君が 1 年生だった か、 君 は 美少年だった からな あ、 あの ころから 僕 は 金持ちの 坊 

つ ちゃんの 君が うらやましかった よ。 中學 では 僕 は 落ちた ので 君と はた V 1 つし か クラス はちが はなかった。 僕 は 

もうあの 頃 は 色氣づ いて ゐた のさ。 大金 持ちの 坊っちゃんの 君が お 蔦さん なんかと 自由に 交際 W 來 るのに、 僕の や 

うな 身分の やつ は 振り かへ つても くれる 者 はな いんだ。 あの ころから だよ、 僕 は 美少年で， 素直で、 男に も 女に も 

可愛がられる 君 を 目の敵の やうに 思 ひ 出して 來 たの は。 

庸 一郎 君 はよ く あの ころから 僕 を 脅かした よ、 短刀なん か 持って来て。 僕 はまる で メス メ リズム にか、 つてろ たん 

だよ、 こな ひだまで。 

山上 今でも まだ さう だよ。 

庸 一郎 そいつ は 君 も 自分の 力 を 信じ 過ぎて ゐる。 


戲 

舅 


山上 いや、 さ. r- だよ。 それ はどうで もい V か、 僕 は うれしかった ねえ、 短刀 さへ 持って ゆけば 君が 僕の 前に どうに 

でもな るんだ から。 僕 はお 金持ち だの、 藝家 だのと いふ ことが 可笑しく なって 來た。 短刀 さへ あれば 世の中の こと 

何 1 っ出來 ない こと はない と 信ずる やうに なった ね。 

0 一  郞 君は鈸 行の 支配人の 部屋に 撲 1 人 ゐる時 はいり 込んで 来たんだ つたわ。 

山上 朝の 八 時 ころから， 君、 前の 材木屋の 蔭に 隱れ てゐ て、 午後の 三時だった よ、 君 一人が 支配人の 部屋に ゐ るの 

をた しかめて はいって 行った め は。 實際、 あの 社長が ゐ たん ぢゃ、 いくらお 蔦さん が 僕を證 明して くれても、 君 だ 

つ て あれ だけの 金 を無擔 保で 貸し 出す こと はでき な い こと だ つ たからな あ。 

席 I 郎 君 は 僕に 金庫の 扉 を 開けさせて、 抱へ 切れない ほどの 金 を 持って行った。 

山上 だって 君、 蔦 子さん が 僕 を保證 して くれたから ぢ やない か。 

庸 一 郞 蔦チが 君に 貸して 上げて ください とい ふこと は 幾度 も 僕に 話して ゐた。 あの 時 はもう 蔦 子 はすつ かり 君の 命 

ずる ま& になって ゐ た。 君の メス メ リズムに か >1 つて ゐ たのだった。 

山上 メス メ リズム ぢ やない。 僕を戀 する やうに なって ゐ たんだよ。 

庸 一 郞 戀 ではない。 

山上 戀 だよ。 僕を戀 して ゐ たれば こそ 君 を 裏切った の だよ。  . 

庸ー郞 裏切った のぢ やない。 君に 脅迫され たんだよ。 

山上 ハツ ハツ ハツ ：…. まあ 何でもい X。 君の い， ^やうに 解 釋 した まへ。 ともかく 僕 は 貧乏人の 子と して、 金錢 上で 思 

ふ 存分 君に 復罾 する ことができ たと 思った。 また 戀 にも 打ち勝つ ことができ たと 思った。 さうな つて 來 ると、 ます 

ます く 君の 心の底に^ ひ 入って ゆきた くな つた。 君の 骨まで もしゃぶ つてし まひたい と 思った。 僕の 短刀の 前に 
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小 ひさく 額 へ てゐ る意氣 地な しのお 金持ちの 坊っちゃん を 見る のが 愉快で ならな か つ た。 外國 では 赤ん坊に ナイフ 

を 突き刺して、 ひ いくい ふ 赤ん坊の 泣き 聲 を聽 かねば 胸が すかない とい ふ 囚人が あった さう だが、 僕なん かも そ 

れ なんだ な あ- 

子供の 時から 誰 1 人 ちゃほやして くれる もの もなかつ たので、 自然、 かう ひねくれて 來 たんだな あ。 

ともかくも 大金 持ちのお 坊っちゃん。 美少年で、 誰に ももて はやされて ゐる君 を、 いぢめ つけて、 君が ひいくい 

ふの を 見る と 胸が すくの だ。 

二度 ：11 に 銀行に 行った な あ。 あの 時 も 金庫の 金 をす つかり 持ち出した。 四 度 目に は、 君 もさす がに ちょっと 抵抗し 

ようとし たな あ。 しかし 僕の 短刀の 前に は ひとた まりもなかった。 君が 監獄に 打ち込まれ たとい ふこと を聽 いた 時 

はちよ つと 可哀 さう にもな つたが、 君のお つ 母さん や 親戚で、 銀行の 金を辩 償して 君が 監獄から 出される と聽 いた 

時 は顆に さは つ たよ。 金持ちと い ふ 奴 は 監獄 內の 時間 さ へ 自. ra に 買 ふ こ とがで きる かと 思 ふと 鑌に さは つたよ。 だ 

けど あの 時 はもう お 蔦さん は 僕の 子供 を 持って ゐ たからな あ、 僕 はえら ぃ復謦 がで きた やうで うれしかった よ。 

庸 一 郞 もう 止して くれ。 君は惡 魔た。 

山上 惡 魔ッ！ そんな 名 は 君 等の ゃラに 神なん ていふ もの を擔ぎ 出す 人間に は 不愉快な 言葉 だら うが、 僕 等の やう 

な 人 問に は 一 番 ありがたい 言 1 なんだ よ。 

lg 一郎 脅迫で 女 を 窓って 置いて、 それが 何で 僕に 對 する 復謦な もの かッ！ 

山上 脅迫 ッ！ 馬鹿な こと を I 君 こそ 自惚れて るんだ よ。 君が 尙 少し 監獄から 出て 来なかったら、 僕 はお 墓さん 

を つれて W  (京 か何處 かに 逸げ る 約束まで して ゐ たんだよ。 脅迫で そんな ことができる もの か。 第 1 僕の 子供 を 生む， 

までにな つたと いふ ことで もお 葛さん が どれほど 撲を賴 つ てゐ たかと い ふ ことが わかる ぢ やな い か。 もし 脅迫で あ 


つたと したら お 蔦さん だって 早く 子供の 處置を どうかす るく らゐの こと は 知って る箬だ よ。 ほんた うに 脅迫で 僕と 

あ、 なった としたら もっと 早く 君に 訴 へる ir ちゃない か。 君 は 女と いふ もの を ヱ ン * セル か 何ぞの やうに 空想して る 

んだ。 君 はよ つぼ どお 目出度い 詩人 だな ぁハ ッ ハツ ハ ッ …… 男が心をゅるしてぃ\女が世^^^歩ぃてどこに 一 人 だ 

つて ある もの か。 

庸 一郎  0 

山上 君 は チェ ホフの 『熊』 とい ふ 芝居 を 知って る だら う。 女 は あれ だよ。 今 喪服 を 着て、 右の 手に 亡くなった 男の 

寫眞を か \ へて 尼寺に ゆく 氣でゐ るが、 左の 手 を 握って 柔 かなお 手で ございま すねえ， 何とい ふ 立派な お 眼で せう 

とで もい ふ 男が 出て 来れば、 もう 尼寺 行き はお 止めに す るんだ よ。 君 はやつ ばりお 坊っちゃん だな あ ハツ ハツ ハツ 


庸ー郞 それ ぢゃ君 は 蔦 子 を 自分の ものにしてから でも、 やつば りそんな 女と 思って 1 緒になる つもりだった のか？ 

山上 そり や あ 無論 さ。 だからお 蔦さん が 僕の ものに なっても、 今度 はお 蔦さん に 裏切られぬ うちに、 こっち からお 

蔦さん を 捨て \ し まふの さ。 

0  -  0 ぢゃ、 今では 君 は 蔦 子が あの 湖の そばの 塔の 中に 苦しんで ゐ るの を 何とも 思って はゐ ない のかい？ 

山上 まだお 蔦さん は あの 監獄に ゐる のかい？ 道理で さっきから 君が、 センチメンタル な^をして あの 塔の 方ば か 

"見て ゐ ると 思った。 あ X、 君 は あれから 今 B まで 三年 間と いふ もの こ X の 一室に 立て籠って、 こ X の 窓から あの 

塔ば かり 眺めて ゐ たんだな あ。 對 手の 女 は どんな こと を考 へて ゐる かわかる もの か。 君が その 蒼い 顏 をして あの 塔 

を 眺めて ゐる 時、 お 蔦さん は 僕の ことで も考 へて ゐ たにち が ひない • お 氣の毒 さま だ。 

庸 一 郞 君 はま だ そんな こと を 言って ゐ るの か。 あれほど 蔦 子 を 苦しめて 置いて。 
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山上 そり や、 女が 馬鹿 だから さ。 君と 同じ やうに E 惚れが 强 いからさ。 大金 持ちのお 孃 さんだ からさ。 

庸ー郞 見た まへ、 あの 廊下の 向う を。 

ヒ手、 の 方 を 指さす。 

あの 部屋だった。 恰度 今夜の や- 「な靜 かな 月の 夜であった。 俺 は、 あれつ きり 一度 も 蔦 十と 同じ 部屋で は寢 なかつ 

た。 あの 時， 溪が もす こし 寛大で あったら あんな 悲しい こと を 仕出かさないで すんだ のだった。 今 思 ひ 出しても ぞ 

つと るす。 あの 部屋の 疊を 上げて、 その 下で たうとう 君の 子供 を 殺したん だ。 

眼を掩 ふ。 ひどく 昂齊 する。 

僕 は その 夜 も すこしも 眠れなかった ので、 この 部屋に 寢てゐ て も、 蔦 子が 何 をして ゐ るかと いふ こと はよ くわ かつ 

てゐ た。 蔦 子が あの 部屋で 指 一 つ 動かしても、 僕の 神經は それ を 感じて ゐた。 僕 は 自分の 心に 聽 いても、 あの 時の 

自分 を 15 ^しくない と 信じて ゐ たい。 しかし それ は膽 だ。 僕 もま だ あの 時 は、 蔦 子 を 今日 ほど 强く 愛して ゐ なかった。 

資 はさつ き 姉に 逢った。 その 時から 1 匿 蔦-十 を 愛する やうに なった。 それから また 君に 逢った。 そしたら 尙 一層 蔦 

子 を 愛する やうに なった。 

もし あの 時. 僕に、 今 感じて ゐる ほどの 愛が あったら、 蔦 子に あんな 悲しい 思 ひ をさせる ことはなかった のに。 

僕 は 君 を 憎んで ゐた。 蔦 子 も 憎んで ゐた。 だから 僕 は 恐ろしい 豫感を 持ちながら も 起きて は ゆかなかった。 

僕 は 最後に 赤ん坊が 疊の 下で 呻いた の を 知って ゐる。 それでも 僕 は 蔦 子 を 引きと めに は ゆかなかった。 

僕はッ …… 僕はッ ：：： 。 

髮を もみく ちゃに 摑む。 泣く。 

蔦 十ッ！ 勘忍して くれ！ 蔦 子ッ！ 


窓の 方へ 走り 寄る。 

あの 塔の 下に、 今.' 蔦 子が ク！ 

ほんた うの こと をい ふと 僕 自身、 君と 同じ やうに 蔦 子 を あの 塔の 下に 押し込んで しまったの だ。 もう 蔦 子は歸 つて 

来られない かも 知れぬ。 あの 塔の ドで 死ぬ かも 知れぬ！ 

蔦子ッ 1 

ふた、 び ft: 分の 髮を摑 む。 も だへ る。 その はずみに 懐から ビス トルが 落ちる。 

山上 おや ビス トルが …… 大變 君は昂 奪して るな あ。 どうも 君の 心持ち は 僕に はわから ぬ。 

ビス トル をね ひ、 立ち上って 上手の 扉に 近寄り。 

あの 部屋で お 蔦さん がその 赤ん坊 を？ …… あの ft の 下で …… 。 

しばらく 喑ぃ瓿 をして つ めて ゐる。 扉 口から 流る 、； =; の 光リが 男の 額 を Si ら す。 

3- 央へ 來リ、 テ -I ブルの 上に 庸 一郎の ピストル を 置く。 

君 は 何 だな あ、 やはりお 父さんと 同じ やうに こ- 1 で、 この 書齋で ビス トル を 額に 打ち込んで 死ぬ つもり だな。 意氣 

地の ない お坊っちゃんに はそんな ことが 恰度 ふさ はしい ことか も 知れぬ。 

い つ まで も 詩人 對 手の 對話は できぬ。 さあ どうぞ 僕の 最後の お 願 ひだ か ら百兩 だけ …… 。 

廒ー郞 ぢゃ君 はいよ く 洲に行 くんだ な あ。 そして m 本に は歸 つて 來な いんだな あ。 

山上 さう だよ。 僕の やうな 奴で も、 こ.^ は 故 鄕の地 だ。 懷し いや。 でも 歸 りたく つても 露って 來られ ない 身ぢ やな 

いか。 

席 一 郞 さう か。 ぢゃ 今の 僕の 身ぢゃ 百圓も 大金 だが、 どうかしょう。 
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ぺ ル を 押す。 

山上 もう もこれ 切りで 1 生お 目に か、 れ ないか も 知れぬ。 君と！ 緒に この 土地へ 生まれ 合 はせ たのが お 互の 不仕 

合せだった。 ゆるして くれ 給へ。 

庸ー郞 君、 赤ん坊のお 墓 だけ はお 詣 りして ゆかない か。 

山上 どこに あるんだ 墓 は？ 

耩 一郎 町の 共同墓地 だよ。 

山上 あ >1、 あの 塔の 少し 南の 方の 丘だった な あ …… (しばらく 窓から 眺める) しかし 今更お 詣 りした ところが メ ッ 

ハツ ハツ … … 。 

寂しく 笑 ふ。 

かな子 (上手 扉 口より 登場).. 兄さんお 呼びです か。 

庸一郞 ぁ& ちょっと。 

かな子 (兄の 傍へ 來る" 麝 一郎 さ、 やく。 山上 じいつ とかな 子 を 見つめる。 かな子 退場。) 

山上 ほんた うに 氣の毒 だな あ。 でも これつ きりだから どうぞ。 

席 一 郞 そして 君 は 今夜 直ぐ 立つ のかい？ 

山 上 さう だと も。 眞晝間 こ & の 町 を 歩け る 身で もな いからな あ 。停車場に は 待ち 合して ゐる 者が ある 力ら ぬ くんだ 

庸ー郞 友達 かい？ 

山上 うむ、 女 だ！ 

庸ー郞 奥さん かい？ 


き 一 


4 

4 


山上 まあ そんな もの だ。 

庸ー郞 では 大事に してやり 給へ。  . 

山上 當分 はねえ ハツ ハツ ハツ …… 0 

庸ー郞 常 分ッ？ 

山上 さう だよ、 今度 連れて ゆく 女 だってお 蔦さん から 三人 目にあた るんだ ょハ ッ ハツ ハ ッ …… 驚かな くった つてい 

いよ。 僕 は l^e 思議で な あ、 これで、 この 女 はと、 一度 目 をつ けたら 虼度 物にして 見せる よ。 まあ 蛇 見た いなもの だ 

なぁハ ッ ハツ ハツ …… 0 

かな子 (上手よ リ 登場) 兄さん、 では こ \ に …… 。 (紙 包 を 兄の 手に 渡す。 退場。 山上 かな子 を 見つめて ねる) 

庸ー郞 では、 これ を どうぞ。 これつ きりだら うな。 僕 はもう 君の 脅迫に は 恐れない よ。 今日は 脅迫され て、 上げた 

んぢ やない からな あ。 君が これつ きりと 言 ふし、 それに tM 本に もゐ ない とい ふの だから …… 。 

山上 (受取りて 紙幣 を 調べて 见る〕 たしかに。 ありがたう。 (. ホケットに 入れる〕 

あれ は 何 かい？ 君の 妹さん かい？ うむ、 素敵 だな あ。 君 はず ゐ ぶん あの 妹さん を 可愛がって ゐる やう だが、 ま 

つたく ぃゝ女 だね え。 

蛇の や. うな 眼で 部 尾 や、 庭 や、 廊下 あた リを兑 廻す。 

滿洲 行き は 止めに したくな つた。 やつば り 日本の 女が い i な あ。 

庸 一郎 そんな 氣^ 惡ぃ 眼で 方々 を 見て くれるな。 早く 立って くれ 給へ。 僕 はさつ きから 頭が 割れさう に 痛 むんだ か 

山 h 歸 るよ …… (ニー 一一 步 上手へ 行き かけて〕 …… だがぬ 一度 歸 つて 來る かも 知れない よ。 君 は 今では あの 妹さん をず 
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ゐ ぶん 可愛がつ てるね え。 

0 1 郞妹 一 人が 僕の 味方なん だ。 妹 は 僕の 命 だよ。 

山上 すまない が 君の 妹さん を 僕に くれない かねえ ヒッ ヒッヒ ッ …… 。 

庸ー郞 何 だって ッ ー (きっとなる。 唇を覿 はす) 

山上 君の あの 妹 を 僕に くれろ とい ふの だ。 

き郎  。 

山上 身分が ちが ふから いけない とい ふの だら う。 いけなければ いけない でい >-0 

0S 歸 つて くれ 給へ。 

山上 歸 るよ、 その か はり 或 ひ は 明日に でも また 妹さん を 貰 ひに 來る かも 知れない よ ヒッヒ ッヒッ …… 。(陰 險な笑 ひ 

方 をす る) 

11 一郎 君なん かに やれる もの か j 君 は 滿洲に 行く と 言った ぢ やない か。 

山上 誰が 滿洲 になん か 行く もの か。 おめでたい お前 をお だてに 來 たんだ。 お 蔦さん も、 實 はもう 監獄から 出て 來て 

お前と 1 緒に お 睦まじく 暮 して ゐ るかと 思って この 町に やって 來 たんだ。 もし さう だったら 尙 一度お 蔦さん を おれ 

の ものにして やらう と 思って さ。 おれ は 何でも 人が 大切 さう に 持って ゐる もの を 引 つたく るの が 好きな の さ。 どう 

せ 當分は 大阪か 東京 か、 そこいらに ゐ るから、 またち よくく やって来る わ。 そしてお 前が 大切に しとる もの は 何 

でも 靡って やる からさう 思って ゐた 方が い、 ハツ ハツ ハ ッ …… お 目出度い 奴さハ ッ ハツ ハ ッ …… 0 

席 一郎 ぢゃ君 はこれ ほどまで 僕の 一家 を 苦しませて 置いて、 それでも まだ 飽きないで。 

山ヒ 飽きない よ。 おれに はお 前た ちがお 訧へ 向きに できて るんだ。 金 は あるし、 美人で は あるし、 意氣地 はなし さ。 


集 


おいまた お 蔦さん なり、 妹な り を おれに 鸾られ な い やうに しろよ。 0 1 度 見せて 置い て 上げ やう か これ …… 。(と 背 

廣の 下から 短刀 を 出して 見せる) 

庸ー郞 ( …… 短刀 を 見た 刹那に 過去の 恐怖 觀念を 聯想して K へ る。) 

山上 ほら やっぱり 恐いだら う。 もう 君 は 何とい つても 一 生 駄目 だよ。 中學 時代に 1 度 おれに 短刀 を 突きつ けられて 

から は、 今 曰まで ずっと メス メ リズムに 罹って ゐ るんだ から …… 愉快 だ、 愉快 だ、 君が さう やって 齒を喷 んで顫 へ 

てゐ るの を 見ろ と ハツ ハツ ハツ  0 

揶揄して ゃリ たい 1.^ になって、 テ I ブルの 上の ビス トル を 席 一郎の 手に 握らせる。 

これ、 よく 考 へて 見 給へ、 君 はま だ これから 先、 幾年 生きて ゐ るか 知らぬ が、 君が この ビス トルの 引き金 を 僕の 胸 

に 向けて 引く だけの 勇氣が 出ない 間 は、 一生、 僕の 短刀 さへ 見れば か. 「意氣 地が なくなって、 ； M 會 的名譽 でも， 妻 

でも、 妹で も •. 僕の 思 ふま、 にしなければ ならない の だよ。 

庸 一 郞 短刀 を 引っ込まして くれ 給へ。 あんまり 殘酷だ I 

山上 殘酷 だよ。 苦しい かい ハツ ハツ ハツ …… 。 

庸 一郎 僕 はもう 今 tw までの 苦痛 だけで たくさんだ。 これから また この 苦しみ を 繰り かへ すんだ つたら、 とても 生き 

て は をれ ない。 

山上 君 はこの ビス トルで 死ぬ つもりだった の だら う。 

庸 一 郎 あ、、 さう だよ。 僕 はとても 耐へ 切れないから。 

山上 まだ、 君に 死なれて たまる もの か。 もう 十 年く らゐ 生きて ゐて くれ。 この 短刀 だ、 これ だ …… 。 

康ー郞 (短刀 を：^ まいた めに、 部屋の 中 を 逃げ ま はる〕 もうた くさんだ、 ゆるして くれ 給へ。 でない と 僕 はも， HSf が 
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11 になり さ 5 だ。 

山上 意氣 地の ない こと をい ふな、 男で はない か。 これ、 この 短刀 さへ あれば、 お 蔦さん だって、 君の 妹 だって、 こ 

れ、 この 短刀。 

庸ー郞 (眼 をふさいで 逃げ ま はる。 山 ヒ無瑰 に 庸ー郞 をつ かまへ て 短刀 を见 せっける) 君 は惡魔 だッ！ もう ゆるし 

て くれ！ 君の やうな 殘 忍な 人間 を 見た ことがない …… 。 (顔へ て ビス トル を 落す〕 

山上 僕 はお 前の やうな 弱い 男 を 見た ことがない。 何とい ふ 顫へ方 だ ハツ ハツ ハツ …… 愉快 だッ！ 愉快 だッ！ 

これ、 そんなに 顫 へないでも， 君 も ビス トル を 握って 立て， そして 撲を擊 て！ それだけの 勇氣 さへ あれば、 0 

さんだつて、 君の あの 美しい 妹 だって、 救 ふこと がで きる のぢ やない か。 

ふた、 び 顔へ て ゐる廊 1 郞 5 手に ビス トル を 持たせる。 

ほら、 この 短刀 だ、 い、 か、 それ、 お前 はこの ビス トル を おれの 方に 向けさへ すれば い、 の だ。 やつば り顯 へて る 

な 0 

おい， しっかり しろ、 意氣 地な し、 今、 こ、 にお 前の あの 美しい 妹 を 引き摺って 來て、 おれが 自由にして 見せよう 

か、 これ この 短刀で。 

ぐっと 短刀 を 席 一 郞の 鼻先へ 突きつ ける。 

覿 へて ゐる。 顫 へて ゐる。 愉快 だな あ" も， 「聲を 出す こと もで きない。 ハツ ハツ ハ ッ …… こんな Ml な 奴 を 見た こ 

とがない。 

おやく 眼の 色まで 變っ て 來たぞ ハツ ハツ ハツ …… 。 

0 一  郞 はげし い 痘攣を 起し ピ ス トル を 落し 倒れ やうと する〕 山ヒ 無理に 抱き か 、へて ビス トル を 握らせ、 


飽くまで も 短刀 を 鼻先へ 突きつ ける。 そして いかにも 残忍な 與^に 醉ふ もの、 やうに， 席 一郎が 顔へば へ 

る ほど 執 棚に 短刀 を 見せつ ける。 

おやく 何だか 變 だぞ、 眼 をぐ るく ま はして るぞ" 愉快 だ。 

0 一  郞の兩 手 を 捆んで E 分の 頸と 庸 1 郎の 餌と を くっ付ける やうに 近くして る。 

まるで 蛙が 煙草の やに を 食 は された やうな 顏 にな つ て來 たぞ。 

庸 一郎が ひどい 痙攣 を 起す の を、 無理に 抱へ てゐ て、 短刀で 脅かす 眞似 をす る。 

あ、 これで 氣 がせいく した。 さあ 今 曰 はもう これで ゆるして やる。 明日に もまた 來て やる。 そしてい V か あの 美 

しい 妹もブ 雄って やる ぞハ ッ ハツ ハ ッ ：：： 。 

おや 變だ ぞ、 どうし たんだい、 びっくりして 蟲 でも 起した のか、 妙な 奴 だな ぁハ ッ ハツ ハツ。 

庸ー郞 (夢 t 一 病 者の やうに ビス トル を 握った ま 部屋の 中 を 歩む。 た ー點を 見つめた ま XO) 

山上 少し 氣が 落ちつい たやう だな あ。 さあ それで は尙 一度 訓練して やらう。 おれの 胸 をめ がけて かう する の だ。 

自分の 胸に ビス トル を 向け させる。 そして 短刀 を 突き つけて 見せる。 庸ー郞 される ま、 になって ビス トル を 

山上に 向け る。 

さう だ。 感心に <f マ 度 は あまり 顔へ ない ぞ。 さあ、 それで 擊 つんだ、 い.^ か、 ほんた 5 に 引き金を引いて はならぬ が、 

その 要領 だ。 

鹿 ー郞ビ ス トル 握った 手 を 下す。 

そら 尙 一度 向けて 見い。 

0 一  郎ピ ス トル を 向ける。 
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さう だ。 

あ、 恐い I 恐い ー  。 (わざと 驚き 逃げる やうな とぼけた 洽好 をして、 しりごみ をす る) 

庸 一郎 ハツ ハツ ハツ …… 。 (氣味 惡ぃ聲 で 笑 ふ。 ビス トル を 山上に 向けた ま、 追 ふ) 

山上 おう 恐い！ 恐い！ さう だ./ \0 

腐 一郎 ハツ ハツ ハツ  0  (兩 人テ ー ブ ル の周圜 をめ ぐリ、 ビア ノの 前よ リ. ソ ウファの 前に 動く。 庸 1 郞 なほ ビ ス 

ト ル を 持 つた ま X 山 上 を； 53 ふ) 

山上 あ、 恐い ッ I 恐い ッ！ 御免 ッ、 ハツ ハツ ハツ …… 御免 ッ！ ハツ ハツ ハツ …… 0 

庸 1 郞 ハツ ハツ ハツ …… 。 (ます { 笑 ひ ST か無氣 味に ひ 1- く。 明りが ます，/ \- 暗くなる。 山上が わざと 恐れた s„l を 

してし リご みすれば する ほど 庸ー郞 はしつ かリ ビス トル を 握って、 そして 時々 はげしい 瘦攣を 起す。 そして じいつ 

と 1 點を 見つ めた ま、 山上 を 追つ かける) 

山上 もう それで 練 flE はたく さんだ、 もう ビス トル は 止めて くれ。 

ビ ス トル を 取らう とする が、 庸 一郎 は 離さないで 笑 ひながら 追つ かける。 

山上 もうた くさんだ といへば ：：： 0 

庸 一郎 ハツ ハツ ハ ッ …… 0 

山上 おや、 變 だぞ、 眼が 坐って しまった ぞ、 おや ッ！ 

然として 何 かに 俊-たれた やうに、 急に 上手の 扉 口から-お 下の 方へ 逃げ出す。 庸 1 郞笑 ひながら 山上 を 追つ 

かける 0 

二人の 姿が 舞臺 から 消える と 同時に ビス トルの 音。 山 H が 倒れる 音。 く聲。 


庸 一郎の 無氣昧 な、 しかし 耐ら なく 偷快 さうな 强ぃ笑 ひ go 

人々 の 騒ぐ 昔。 

舞 甕し ばらく 空虚。 

母、 豐子、 和 田、 頗 へながら 上手の 扉 口より 小 走りに 登揚。 

母 ぉ醫 者さん はすぐ 來 てくだ さいます ね？ 

和 田 電話が 直ぐ 通じまして 先生 も 御 在宅で したから。 

母 警 の 方へ も？ 

和 田 今、 かな ちゃんが 電話 を かけて ゐ ます。 

母 あんな 悪い 男で も、 あんな ことになると 可哀 さう です ねえ ー まあ どうなる ことで せう- 

和 田 正當 防禁 とい ふこと になる でせ うから  0 

豐子 龎 ちゃんに 誰が ビス トル を 持たせ たんで せう。 あの ビス トル は あのお 父さんが ー 

母 ぁッ、 あの ビス トルだった ねえ、 あの 時 わたしが 湖に でも 捨て、 置けば よかった に  

よ 0 

豐子も 母 も 手で 顔を掩 ふ。 上手より かな子 あわた しく 登場" 

かな子 大變 です、 おつ 母さん！ 早くく。 

母 どうしたの？ 

かな子 兄さんが、 熹所 にあった 薪割 を 摑んで 監獄の 方へ 飛んで 行き まし fc« 
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母 まあ， 兄さん， それ ぢ やすみません がすく 追つ かけて 行って ください。 

和 田 ようご ざいます。 ぢゃこ  >- からすぐ あの 撟を わたって ゆき ませ en 

和 田 下手の 扉を拂 して、 戶 外に 飛び出す。 庭 を 上手より 下手へ 二三 人 设灯を か  > -げて 走る。 

人々 の聲聞 ゆ。 

畳 子 正面の 窓より 月光の 下の 塔 を 見つめて ゐる。 

母 どうしょうつ ていふの * たらう あの 子 は？ 

かな子 監獄の あの 高い 解を壞 しちやって、 今夜 中に 姉さん を 監獄から 家に 連れて 戾 つて 来る つてい ふんです。 あた 

しあんな 氣の强 くな つた、 そして 嬉し さうな か^ゃいた 兄さんのお 顏を はじめて 見て よ。 

0 まあ、 可 一 0^ さう に。 ぢゃ、 あの 子 はたう とう 氣が 狂って しまったの ねえ， まあ …… ， 

かな子 今朝から 兄さん は氣 でも 狂 ひさう だ、 氣が 狂った 方が 仕 合せ かも 知れない つてい つて ゐ ました。 

母 まあ 可哀 さう に氣が 狂って …… 內氣な あの 子 は氣が 狂った ので はじめて ：… あ、、 可^^さぅに …：. 0 

母、 急に うしろへ 倒れ か、 る。 かな子、 母 を 抱く。 

かな子 姉さん、 はやく、 はやく。 

豐子 (驚いて 母の 傍に^ けつけ 抱く。  二人で 母をソ ウファの 上に 休ませる。 そして 左右から 母に すがりつく〕 

かな子 お母さん …… 0 

豐子 お； H さん …… 0 

明ります ，0- 暗くな つて、 月の 光リ のみ 漂 ふ。 

——， 靜 かに 幕 I 
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集曲戯 


時 

現代、 或ろ 初冬の 曰の 午後 

場 所 

或ろ 雪！^ き 山岳 地方 Q 小 21 

登場人物 

山の 小屋の 女 お 

おかねの 粋 

おかねの 内 緣の夫 

おかねの 情夫、 Isi: 者 


山林 官 

山の 男 

同 

學  生 

松 吉を追 ふ 男 


西 田松吉 

山 濯 作右衞 r 

遠 江 田 鎌 作 

ナ^. K  .ds 

藤 野義高 

齋東 仙三郞 

豐  作 

念  次 

甲、 乙 

甲、 乙 


四 十七 八 歳 

二 土 一 歳 

四十 歳 

三十 八 歳 

三十 歳 

五十 歳 

二十 七 歳 


雪の 遠山 を 背景と した 山岳 地方の 小屋。 下手に 土間- 土 問の 隅に 寵が ある" 上手に 六！！ 一 ほどの 部屋。 莫蕴を 


家の 峡山 


453 


布き， 上り 根に 沿うて 大きな 燠が 切って ある。 自^^,鍵には藥鰭がか  >- つ てゐる。 大きな 椅 火が 燃えて ゐる。 

土間の 壁に は ランプ、 鋸， 鎌、 草鞋な どが 懸けられて ゐる。 部屋の 壁に は a^sf の 皮な どが 吊して ある。 

正面に 1 間の 押入が ある。 

小屋の 上手 裘に 小高い 山の 一部分が 見えて ゐる。 この 小高い 山の かなたに 遠く 雪の 連山が えて ゐる ことに 

なる。 裘の 小高い 山の いた きを 傳 うて 小徑が 上手から 下手へ 小屋の す r うしろ を 走って ゐる 意。 

初冬の 山 は うら 枯れて ゐる。 軒下に 蕨 やぜんまい など を裔 千し にして つるして ある。 小屋の 上手に 枯れ か >• 

つた-; &葉樹 のかな リ 大きな 幹が ちょっと 喑ぃグ 0 テス クな 感じ を あた へ る。 その 榦の 根に 焚火 をした ま  >- に 

なって ゐて、 まだ 幾分 堙 つて ゐる。 

下手、 小 厘の 裹 から. S の男璺 作、 念 次 二人 统を かついで 登場。 土間 を 靦き萆 を かける。 

璺作 おかねさん、 おいで か？ 

念 次 おかねさん、 わしら 今 もどる のぢ や。 

おかね (土間の 褢ょリ 登場。 年の 割に は 若作リ にて 何處 となく 肉感的な 女。 敗け ぬ氣の 女) ほう、 豐 作さん に 念 次 さ 

んか。 山 は 何. 「だった な。 

璺作 から 駄目 さ。 矜羊も 撃つ こと はでき ねえ やうな やかましい 世の中に なつち や、 われく 纖師 はまった く 鈑の寫 

ひ 上げ だ。 (二人 焚き火の 方へ 行き、 あたる〕 

念 次 それ も あの 鎌 作の やうに、 顯の稅 金 も 出さぬ し、 8. であらう と 何で あらう と 遠慮 會釋 もな く擊ち 殺して 取る 

やうな 人間 だ と 世話 はない が •：•  ，. 0 

登 作 何 ぼ 何でも とい ふやつ は氣 味の 惡 いもんで な C  i 
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おかね (茶 を 掬んで 來て 二人に す. - める。 豊作 念 次いた 1- いて 飮む) お前さん たちのめ 5 な氣の 弱い 人間に はとても 

出來ぬ 相談 だ。 だが 年中 こんな 雪の 山に くすぶって ゐる くら ゐ なら、 その 埋め合せ にもす こしゃ 勝手な こと をした 

ところで 罰も當 るまい ぢ やない か。 

念 次 これ や、 惡 いこと をい つてす まんかった。 おかねさん は 鎌 作 轟 眞 だった なハ 、ハ、 ハ、 ハ、。 

豊作 ちげ えね え ハ、 ハ、 ハ、、 、。 

ぬすっと  ぬ j» つと 

おかね さう さ、 わしゃ、 同じ 盜人 をす るなら 大きな &人 をす る やうな 男が 好き ぢゃ。 どうせ 人間 は 1 生ぢ やない か。 

ところで 鎌 作さん と 山で 逢 はんかった かい？ 

警： 作 あの 男 はいつ もとても 恐ろしい 岩山 を 歩く ので わしら と は 1 緒に はなれぬ。 

おかね 氣の 弱い こと をい ふ 人た ちぢ やな。 (上手より 二人の 學生、 登山 支度に て 登場)  . 

學生甲 寒いです な、 ちょっと あたらして ください。 

豐作 あさ、 どうぞ。 

學生乙 寒かった な あ。 

念 次 あんた 等 はこれ から 何處に 行きな さるつ もり ぢ やな。 

學生甲 裏の 山 か らず つ と 越 中 の 方へ 越えた いと 思 ふんです が、 山の 小屋 はもう み ん な 締ま つて ゐる でせ 5 ね。 

璺作 小屋 はもう どこも 締まって ゐ ますが、 明ければ 明けられな いこと も あるまい …… 。 

念 次 越 中に 行く の は 止めに した 方が よいで せうよ。 

おかね 攀 生さん、 山の 人た ちがい ふこと に は 間違 ひ はない、 まあ 止めに しなす つた 方が よいで せうよ。 この ころで 

は 時々 雪崩が 落ちる ので 越 中越え は あぶないで すよ。 


畢生 甲 でもせ つかく こ、 まで やって 來 たんだ からな。 

生 乙 まあ 行ける ところまで 行って、 危 いやう だったら すぐ 引き かへ す ことにしよう。 

おかね それが ぃ&、 止めた ところで 若い 人の 氣は 止まる もの ぢ やない。 この 裏の 山 一つ 越せば も- 

あたりまで 行って ごらんな され。 

學生甲 ありがたう ございました。 

學生乙 ぢゃ、 ともかく 裏の 山 一つ 越えて 見 ませう。 

學生等 下手、 小 S の 裏より 山に かんる。 

念 次 この ころの 若い 學 生さん と來 たら 無茶 だからのう。 

豊作 おかねさん、 御馳走 さま。 

念 次 はい、 御免な すって。 

二人： 卜 手へ 返 場。 

おかね (下手に 寄 リ舉生 等の 後 を じっと見 送って ゐる。 ヒ 手より 山林 官 一一！ 人 登場) 

大町 ぁ& 火が 燃えて ゐる。 

藤 野 これ は 御馳走た。 

すっかり 寒くな つたな あ。 

おかね みなさん、 爐の 方に 火が あります で、 こっちで おやすみなさい 。(煌の なかに^ をく ベる) 

齋來 そいつ はありが たい。 

膝 野 ちょっと 休ませて もらう かな。 お前 はいつ も元氣 だな あ。 


第 


5 


おかね はい、 おかげさまで。 

膝 野 どう だ、 親爺さん はこの ごろ は浮氣 もしない かな。 

おかね 御 冗談ば かり ホ、 ホ、 ホ、 …… 0 

膝 野 大町君 や 齋來 君 はお かねさん の こと はま だ 知らぬ の だな。 

おかね もうい、 加減に してく ださい。 恥の 上塗りです から。 

藤 野 いや、 僕と おかね さんと はもう 十 年 以上の ちかづきなん だよ。 ところで だ。 おかねさん は 色戀の 沙汰で たうと 

ぅ監 21 にまで はいつ たんだよ。 

おかね あんた まあ そんな こと は ；… e 

00 惡 いこと ぢ やな いんだ。 色戀 のためにと いってる ぢ やない か。 おつ ぼい 話なん だ。 

おかね わしゃ そんた 話聽 くの はい や。 

土  のうしろ に 退場。 

00 ハ、 ハ、 ハ、 …… 惡 かった、 惡 かった …… 堪忍して くれ。 ハ、 ハ、 ハ  0 

大町 そいつ はほんた 5 の JiS です か。 

00  ©ぉ あった 話 だよ。 

ラブ， ァ フェイ ァ I 

ぁの^さんか戀愛^！-件で監：；！に行くッ！ 

00 話の 筋 はき はめて 簡„= ^さ。 作お とい ふ亭、 HT といった ところで あの 婆さんより 七つ 八つ は 若い 男が あるん 

だよ。 まあお 人 善し さ。 ところが この 下の 村の 巾 婆さんで 1 人 作 右 W: に 色目 をつ かった 女が あつたの さ。 

大町、 资來笑 ふ。 
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そこで あのお かねとい ふ 婆さんが 怒り 出して， その 中 婆さん を 殺さう としたの だ。 何でも その 中 婆さん をわぢ 伏せ 

といて： や 振り上げて 頭に 二三 ケ所 斬りつ けたと いふ わけさ。 

大町 ず V3 ぶん ほ 暴な 女です わ。 

藤 野 そんな ことで 何でも 半年ば か" 赤い 蕾 物 を 着て 來 たんだよ。 

%m さ しづめ その 作 右 P とい ふ 爺さんが 色 2? で、 三角 i とい ふわけ ですな。 

藤 野 き はめて 近代的な 話さ ハ、 ハ、。 

おかね (土間のう しろより？^ 場〕 も 「わたしの 話なら よい 加滅 にして ください。 だまって いて をれば 人の こと を錢 

さん 婆さんと 仰っしゃ るが、 婆さん かも 知れぬ が、 わし はま だ 若い者の つもりで すよ。 

藤 野 そんなに 若い かな。 

おかね これ、 何よりの 證據 はこれ だ。 わしの 胸 を 見て ください。 (懐 を ひろげ、 腕 や 5? の あたり を 出して 見せる) 

藤 野 等 好奇心に とら へ られ 女の 身 體を靦 く。 

何う です。 わしの 胸 を 見て くだせえ。 まだ この 通り わし は 若 いん ぢゃ。 この^^のぁたり …… この 腕。 十七 八 

の 娘の や うだらう がな。 (ほ こらしげ に 乳の あた リを 撫で 、兑 せる) 

蘇 まったく まだ 若い やう だな あ。 

おかね あんた 等 わしの 情夫になる 氣 はありません か。 

藤 野 恐れ入つ たな。 ところで こちら は 三人の 男 だ。 

.5 ろ 、一と 

おかね 情事に 1 人 も 三人 もあった もの か。 (乳の あたりの 筋肉 を 叩 いて 見せる) 

龍 野 ぢ やどう だ、 わしが お前の 情夫に ならう かハ 、ハ、 、 、0 


おかね あんた でもよ いが、 まだ そっちの 若い お 入が 好き ぢゃ e 

^  しくじ  いろごと 

I  00 こいつ は 失策った。 情， t では 若い者と 競- 华 はでき ぬわい、 ハ、 ハ、、 、0 

曲！ おかね 冗談で はない。 わし は その 一番 若い お 人が 好きで 好きで ならぬ。 も-つ 十 年" 若ければ わし は Is にで もな つ 

て やらう に。 (资 の 方に 近づ いて 行く …… ) 

集 来 飛んだ ことにな つち やった 0( 後に しざる、 藤 野 大町等 笑 ふ) 

おかね あんた、 さう わたし を婊ふ もの ぢ やない。 ー赍 iB- の 手 を 握らう とする) 

遠 江 E 鎌 作 (下手よ リ 登場、 1;： 人の 男 を = ^てち よつ と 驚く、 じっとお かねの 態 を 見る。 5^ 羊の 皮 を： てゐ る。 お を 

擔 い でゐ る) 今日は  0 

無愛想な い ひ 方 をす る。 

おかね 鎌 作さん か。 

！ー； 人の SR と 鎌 作、 お 互に 1? まづぃ をす る。 

錄作 ぉ容 さま だな。 

おかね - つん、 山のお 人 さまさ。 

錄作 御免な す つ て。 (统 を隱す やうに して 土間の 衷に 入る) 

藤 野 それ ぢゃ おかねさん、 また 來 るよ。 

齊来、 大町！？^藤野とともに下手に退場。 

0 おかね 鎌 作さん ：.： (聲を かけながら に椅 をく ベる) 鎌 作さん や。 湯 は 釜に 沸いて るよ 0 

鎌 作 (登場) おかねさん、 せっかくの ところ をお 邪魔して すまん かった な。 
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S 一 

家 一 


おかね 何い うてる のぢ やな。 

嫌 作 お前 も あんまり 浮氣 がすぎ や うぢ やない か。 自分の 亭主 一人で は 足りず C 

おかね さうよ、 鎌 作さん とい ふ 若い 男 を 情人に してよ。 

鎌 作 お 氣の毒 さま。 おれなん かほん の 刺身の つま ほどの もの さ。 

おかね お前. わたしが 今のお 役人 をから かって ゐ たの を。 

鎌 作 知れた こと さ。 あの 若い お 役 入 はい k 男 だよ。 

おかね 馬鹿々々 しい。 あんな 自分の 子供み たいな 男 を さ。  . 

錄作 それが お前の 病氣ぢ やねえ か。 

おかね ほんの ちょっとお 役人た ち をな ぶって 見た だけの こと さ。 お前さん を 置いて 何處に 可愛い、 人が ある もの か。 

急に 鎌 作の 首っ玉に 瞵 じりつ かう とする) 

鎌 作 人が 見ない もので もない。 よしな よ。 

おかね だが さ， わたし はさつ きから 實は お前さんが 玲羊 でも 撃って、 平：； 威な 顏で鐵 砲を擔 いで 歸 つて 来 はせ ぬかと 

案じて ゐ たんだ よ。 今 m あたりち やう ど 山 を 下 つて 来る ころ だと 思って ゐ たので な あ。 

鎌 作 おれ もまった く あの 役人 衆が 三人 こ >| にゐ るの を 見た 時 はなん ぼ 横道 者の おれで もちよつ とひ やりと したよ。 

なん  ^A^vlp 

おかね。 そこ だよ。 お Jig さんが 何にも 知らず こ. -へ歸 つて 來る。 あのお 役人が ゐる。 §e 年 は擊ち 殺して ゐる、 鐵砲は 

かついで ゐる となれば また 何時かの やうに 警察に は 引つ ばられ るし さ 。そこで わたしが 考 へつ いたのが 今の 狂言 さ。 

どんな 男で も 女と ふざけて をる ところ を 見られち や、 ちょっと その 場で は 威張られぬ もの だよ。 

嫌 作 お前の 智慧に はかな はぬ ょハ 、ハ、 ハ、、 、 、。 
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おかね 見なせえ、 あの 三人のお 役. <. 衆 もお 前さん を 調べる 段ぢ やねえ、 這々 の體で §: をった わな 。(戸棚の 中から 

铫子ゃ 1^ など を 取り出して 自在 鍵の 藥耀で 酒 を あた 、 める) 

鎌 作 まったく 今日ば かり はぎよ つと させられ たよ。 

ぬす &i 

おかね そこでお 前さん も だ。 すこし は 身 を 入れて 盜 人の やうな 密擬 など やらんでも、 元の 職 の 樵 夫に なったら ど 

うだい。 さう すり や、 四日も五日も山ばかり^^^ぃて滅多に顏も見せてくれぬゃぅなこともぁるまぃぢゃなぃか。 

鎌 作 成る ST 元の 職業に かへ つて 樵 夫 をす り や、 毎日お かねさん の 顔も拜 まれ やうが、 かう 身 を 持ちく づ しちや あ 

もう 樵 夫なん ざ あ 馬鹿 々々しうて やれぬ。 

おかね 樵 夫 を 止めて 密 li ばかりして ゐた ところで 割の よい X こと も あるまい に" 

鎌 作 そり や 樵 夫 を 止めて 密獵 ばかりして ゐた ところで 割の よい こと はちつ ともない。 いや、 ないど ころ か、 地道に 

樵 夫 を 働いて をった 方が どれ だけ 割が よい か 知れぬ。 だが な あ、 かう からだが なまけて 來ては 山の 木 を 一寸 挽いて 

幾ら、 一 尺 削って 幾らな どと 小 面倒臭え こと はで きぬよな あ。 世の中 は 取った か 見た か だな あ" 

おかね (盃を 鎌 作に さす) まあ さう いへば さう さな あ。 かう やって お 互に 雪の 中に 堙 もれて 生きて ゐる やうな 人間に 

なつてから は 世間 通りの 考へ 方ぢゃ 生きて は ゆけ ぬ。 いつ 死ぬ か 知れぬ 人間 ぢゃ。 お前が いふ や 5 に 世の中 は 取つ 

たか 見た かで 暮 すに 限る かな ホ 、ホ、 ホ、、 0 

鎌 作 おかねさん、 お前 だって さ うぢ やない か "(K^ をお かねに さす。 おかね 盃を 受ける) 

おかね だが 鎌 作さん や、 わた しゃこの ころ 時々 妙に 心細い 氣 になる ことがある。 

縑作 お前さん にも 似合 はぬ。 

おかね いや、 ほんた うな こと ぢ やが、 時々 死ぬ こと を考 へる と 心細うて ならぬ, それに だん 》v\ と 年は联 る。 心 か 


ら轘 つて ゆけ る 入が 欲しうな つたの さ a(s を錄 作に さす ：> 

鎌 作 何の 事 だ。 そんな ことなら いつでも わしが 鑌られ て やら うぢ やない か。 

おかね ほんた うかい。 

嫌 作 わしの 命に 賭けても お前さんの ためなら。 わし はいつ もさう 思 ふとる。 

おかね 鎌 作さん 賴 みます ぞ。 (しんみ リ とする) 一人の 男の子 もあった が、 今では 生きと る こと やら 死ん どる こと や 一 

ら それ も 知れぬ。 鎌 作さん ほんた うに 賴ん だぞな あ。  一 

雜作 大丈夫 だと も * うむ。 わしの 命に 購 けても。  一 

おかね 鎌 作さん ：：： (飛びつ いて 男 を 抱きしめよう とする〕  一 

鎌 作 しつ I  i 

おかね (驚いて 退く。 戶の 外の 愛 香に 耳 を 傾ける)  一 

作 右衛門 (下手より 薪 を 接んだ 背負 子 を かついで 登場)  一 

おかね (あわて- 11^ を隱 す〕 ぉ歸 りかい。  一 

作 右衛門 今 もどって 來た。 (背負 子 を 軒の 下に 卸す) あ、 ひどく 草臥れた-  一 

おかね 大方、 もうお 歸り のころ ぢ やと 思うた ので 燜 もっけと いた。 寒かった らう。 さあく こっちに 來て •  一 

作 右衛門 (ちょっと 不快な 額 をして 鎌 作 を； る〕 

鎌 作 わし も 今 こ  へ來て 腰 を 卸した ばかり ぢゃ。  j 

作 右衞門 寒くな つたこと ぢ やのう。 (あたり を 見 ま はす) 

おかね さあ、 一つ 熱い の を。 (盃を 出して 作 右衛門に さす) 寒かった だら うな" 
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作 右衛門 まあ、 せわしない。 足で も 洗うて からにす る わい。 おれよりも 先 づ鎌作 どんに 注いで やれ。 わし は ゆつ く 

りで よい e 

^作 いや、 わし は 今 B は なぜ やら あんまり 飮 みたうな い。 おかねさん * 今日はお あ づけに しとき ます。 

おかね 男の 癖に みんな 意氣 地な しだな。 ぢ やわた しが 一人でいた かう。 (手酌に て 飮む〕 

鎌 作 わし はこれ でお 暇と しょう。 

おかね 鎌 作さん もう 歸る のかい。 

^作 今夜 はぜ ひ 村 方の 用事で 行かねば ならぬ ところが あるで な。 (土間に 下りて 銃 を 取りに 行かう とする。 そこに 作 

右衛門が 突っ立って ゐ るので〕 また 二三 日中に 山に 登る で、 迷 IT たらう が 鐵砲は あ づけて 置きます ぞ。 途中で 役人に 

でも 逢 ふと 面倒 だで な。 

おかね それが よい。 たしかに 鐵砲 はぁづ かって 置く よ。 

^作 彈? を 込めた ま.^ になって るで、 よい かな、 氣を つけて もら はんと 危 いで。 

おかね 彈丸 をつ めた ま&ぢ やな。 よし 危 くない やうに ちゃんと 押入の 中に 跪つ といて あげる よ。， 

鎌 作 作右衞 門さん、 お 邪魔に なりました。 おかねさん、 ぢゃ 御免な すって。 

作 右衞門 御免な すって。 

おかね また 近いうちに おいでな e 

嫌 作 (上手へ 退場〕 

おかね さあ、 あんた 足で も 洗うて 上ったら 何う。 わたし や、 さっきから 歸 りが 通いので …… 0 

作 右衞門 案じて ゐ たの はわし のこと ぢゃ あるまい。 


家の 峽山 
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おかね お前 あの 鎌 作の こと をい ふとる のかい， 

作 右衞門 すこし わしの 歸り 方が 早 過ぎた か。 

おかね お前さん 鎌 作の こと V いや， いつも 變な こと をい ふ。 あんな 山男 を 誰が 何す る もの か。 

作 右衞門 さう かもしれ ぬが、 どうも …… 0 

おかね わたしが 監獄にまで はいった の は 誰の ためだつ たかな あ。 人の 眞心も わからぬ やうな お前 は …… 。 

作 右衞門 それやよう わかつ とる よ。 おかね …… ぢゃ、 いた くと しょ-つか。 (1^ を 受ける) 急に 寒うな つたな *" おや、 

寒い くと 思うて ゐ たが、 何だか 白い ものが 降り出して 來 たやう だぞ。 (雪が 降リ 初める) 

おかね あ、 なるほど 雪ぢ や。 

作 右衞門 雪ぢ や、 たうとう こ. 1 いらまで 雪が やって 來 たな。 

おかね また 來 年の 四月 末まで この 雪に 降り込められ ねばならぬ のか。 あ- 1、 くさくす るな あ。 (1^ を 受けて 飮 む〕 

作 右衛門 雰が 降って 來た となれば、 か， 「やって は 居られぬ。 せっかく 切って 置いた 薪 を 鶴ら して は闲 るで、 わし は 

尙 一度 山に 行って 來る。 

おかね そいつ は氣 の毒ぢ やな。 

作 右衛門 な あに 背負って 來る だけ ぢゃ (背負 子 を 肩に して 下手へ 退場) 

おかね いよ/, \ 降って 來 たな。 (作 右衛門 を 見送って ゐる。 日が 暮れ はじめる) 薄暗うな つて 來た。 (土間の 壁から ラ 

ン フ を取リ 部屋の 中程に 梁から つるして 明り をつ ける。 裏口に 急いで 行って 鐵砲を か i へて 來 る。 钾人を 開けて 中 

に 入れる) 

西 田松吉 (上手より 登場。 うしろ を 振 りかへ りが ちに 步む。 咽喉 を 白 布で 卷 いて ゐる。 勞働者 風な 服装。 f^^は伸びo 
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色 蒼白く 病み 上" の 態。 ズボンな どひ どく 油染み、 二 一ヶ所 破け か、 つた ま X になって ゐる。  <- ン チン グを眼 深 

にかむ つて ゐ る。 ステッキ を 持って ゐる。 しばらく 雪の 中に 立ち止まって 家の 中 を 見て ゐる) 

おかね 誰 だな、 氣 味の 惡 いこの B 暮れ方、 この 山の 中 を、 そんな 風 をして じっと 人の 家 を 親いて をる なんて 碌な 者 

ぢゃ あるまい。 

松吉 •••：• (愛纜 な 眼で 化石した やうに おかね を 見つめて ゐる) 

おかね 誰 だな。 氣 味の 惡ぃ。 何とか 聲を かけたら よさ さうな もの ぢゃ。 誰 だな？ 

松吉 おつ 母さん。 僕です よ。 

おかね 何 だと …… 。 

松 おつ 母さん、 僕です よ。 松吉 です よ。 (帽子 を脫 いで 土 問に 入る) 

おかね 松吉？ …… 松吉 だと …… 。 

松吉 わかりました か。 僕が わかりました か。 

おかね うむ、 松ち やん か。 松ち やん か …… 。( 松吉を 抱く。 性格 的に 大變 化を來 たした かの やうに 母ら しき 女の 表情 

を を 示す。 同時に 現せの 醜い 生活の 姿 を 松吉に 見せる こと を 恥ぢる やうな 心になる〕 

松吉 おつ 母さん …… (母の 手に すがる) 

おかね おう、 松ち やんだ …… 松ち やんだ！ 

松吉 おつ 母さん …… 0 

おかね よう 達者で ゐて くれた。 大きうな つたな あ。 さあ 寒い ずら あ。 (爐 の椅 をく ベる) 

松吉 もう 何年になる でせ う。 
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おかね 松 ちゃんが 十五の 時だった、 西 田の 親爺さん とわたし が 別々 になった の は。 

松吉 さう するともう 八 年になります な。 撲 ももう 二十 二に な るんで すから。 

おかね 二十 二になる。 さう だった な あ。 

§ おつ 母さん も 丈夫で したね。 

おかね え、 わたし も 丈夫 は 丈夫だった が…，：。 

松吉 おつ 母さん も 變 りました わ。 西 田のお 父さん も 滿洲で 亡くなり ましよ。 ちゃう ど 三年 前でした。 

おかね あ.^、 あの人 も 亡くなつ たかい …… うむ。 …… わし も 婆さんに なって しまった ずら あ。 お前 も變 つたよ。 兵 

隊へ はとら れ たかい。 

松吉 兵隊に は 高 崎の 聯錄に はいった が、 機關 銃の 方に 廻され て 半年ば かりで 馬から 落ちて な。 . 

おかね 馬から 落ちた！ 

松吉 あ X、 馬から 落ちて 腕 を 折った ので 兵役 免除に なった のです。 

おかね 腕 を 折った！ そして、 今 はどう ぢ やな。 

松吉 今 は 別にたい した こと もない が、 かう 雪で も 降る と 折った ところが すこし 痛む くら ゐの ものです" * 

おかね こ i かい、 何處ぢ やな。 (松吉 の 腕に さはる) 

松吉 あ.. - そこのと ころ ぢ や。 

おかね うむ • うむ …； そして わたしが こ \ に 住ん どる ことが よう わかった な。 

松吉 村の 方で 聽 いて 来たので す。 

おかね 松ち やん は 今 は どこに 住んで るの ぢ やな。 


s やつば り 高 崎に 住んで ゐ ます。 

おかね 會 社に でも 動めて かい？ (土 に 下りて 急いで 御 ii の 支度 をす る) 

S こな ひだまで 製^の 方で 働いて をった が、 今 は何處 にも 働いて は をらぬ のです。 

おかね ぢゃ、 會社を 止めて 遊ん どると いふの かい？ 

§ まあ そんな ものです。 おつ 母さん、 もうお 膳の 支 皮なん かせんで もえ X。 僕 は御販 なんか IT へたう はない。 そ 

れ にもう ゆっくりして は をら れぬ。 

おかね (驚き) 何、 ゆっくりして は をれ ぬ。 

松吉 え. (淋しげ に〕 5ii はすぐ こ、 を 立た なくち やなり ませぬ。 

おかね せめて 十日な り 二十 曰 なりわた しと 1 緒に 住んで ゐ ておくれ。 

S これから は 一 生涯で もお つ 母さんと 一緒に 住んで ゐ たいので すが、 今 は 一時 も ゆっくり はして をれ ませぬ。 

おかね それ はまた 何う して？ 

松吉 く はしい 話 をして をる 暇はありません が、 僕 を 追つ かけて ゐる たちが、 今 ころ はもう 下の 村 あたりに は 着い 

てゐ るで せうよ。 

おかね お前 を 追つ かけて をる 男た ちとい ふの は？ お前 こ. -に 逃げて 來た のかい？ 何 か餘； i 悪い ことで もして。 

^吉  。 

おかね お前 もし 入で も 殺して 來 たん ぢ やない か？ それに 子供の ころ は あの やうに 丈夫た つたに、 今 はまる で ひど 

い 病人の やうに 見える が … … 松ち やん お前 は … … 。 

松吉 成る 程 見よう によって は惡 いこと をした のか も 知れません。 しかしお つ 母さん 安心して ください。 僕 は 人の 物 


を 盗み もしなければ、 人 を 殺し もし ませぬ。 病氣 は病氣 です。  一 

おかね どんな 病氣ぢ やな？  一 

松士" おつ 母さん 僕 は 生きて ゐた ところでもう 一年 か 二 年 …… 0  一 

おかね そ、 そんな 氣の 弱い こと を 。今の 若さで お前。 

松吉 十六から 今日まで 高 崎の 工場に 働 いて をつ た の です が、 その 間にす つかり 病氣 にと りつ かれて し ま つたので す "一 

自分で は氣 付かなかった のです が、 今にな つて こんな 病氣が 出て 來 たのです。 しかし 今にな つち やそん な こと は ど 

，つで もい \ のです。 

おかね 何處で，.^§|ぃところにでも行って病氣をなほしてくれ。 お前、 その、 お前 を 追つ かけて ゐる 男た ちが をる と 

いふの は？ 

松吉 それ はちよ つと こ、 で 話した ところで おつ 母さんに はわ かりますまい。 た 父お つ 母さん、 松 吉は惡 いこと をし 

た . ^めに 世間 を狹 くしたん ぢ やな い。 盗み や 人殺し をした ために 人に 追 はれて ゐ るん ぢ やな いとい ふ こと だけ は 信 j 

じて ゐ てくだ さい。  丄 

おかね お、 お X …… 0  一 

松吉 おつ S さん、 僕 は それだけ のこと をお つ 母さんに いって 置きます。 おつ 母さん 僕 は 碌な 學 校に も 行かなかった 一 

ので， むつ かしい こと はわから ぬが、 人間と 生まれて 來 たからに は、 どの やうな 生 娃を经 らうと、 せめて 死ぬ まで 一 

に は 一度で も 人の ためになる やうな こと をして 置きたい もの ぢゃ。 僕 はそんな こと を考 へたので す。 兵 際から 工場 一 

の 方へ つて 行って から 間もなくでした。 僕 は 同じ 工場に 働い とる 男工 女工 八十 人ば かりの ために、 給金 を 滑して 一 

くれる こと、 食 ひ 物 をよ くして 人間ら し い 取り扱 ひ をして くれる やうに とい ふこと で會 社と 鬪 ひました。 たった ま 


戧 

曲 

«5 


I  - 

4 


れ だけの ことで したが、 ともかく 目的 だけ は 達し ましたよ。 しかし その 報酬と して 僕 は 三 ヶ月ば かり 邀獄に 打ち込 

まれました。 

おかね おう、 おう …… 0 

松吉 さて 監獄から 出て 來 はした もの > -旣ぅ 働かせて くれる ところ は 何 處 にもない。 それから 後、 どの やうな 仲間に 

はいって どんな 仕事 をして 來 たか、 どんな こと を考 へた か。 そんな こと は、 おつ 母さんに 話した ところで わかる も 

のぢ やありません。 おつ 母さん、 僕 はもう 行きます よ。 

おかね せめて 御飯 だけで も …… 。 

松吉 もう ちょっと もぐ づ/ して は をれ ませぬ。 (きょろ {• と 上手 下手 を 見 まほす) ぢゃ、 せっかく おつ 母さんが 

炊いて くだす つた 御飯 だ。 指 飯に してく ださい。 山 を 越えながら いたやき ます。 

おかね ぢ やさう してお くれ。 (急いで 握飯 を 描へ る。 風 呂 敷に 包む) 

松吉 (急いで 靴 を 穿き、 ステッキ を 持ち 支度 をす る) 

おかね さあ. 握飯が 出來 た。 

松吉 ぢゃ、 おつ 母さん。 

おかね この 雪 だ。 (急いで 给 羊の 毛皮 を 壁から はづ して^せる) 

S ありがたう ござ い ます。 

おかね どっちに 行く だね？ 

松吉 あの 山 を 越えて 行く より 他 はありますまい。 

おかね もう 雪崩が ある ずらに、 まさかの 時の 用意に …… (壁の 草鞋 をはづ して わたす) 


I  5«吉 雪崩より 人の 方が 恐い？ とつち にしても 何時まで 生きられ るからで もない から。 (草鞋 をいた V いて 腰に 下げる〕 - 

^ おかね 若い さかり だ、 氣を しっかり 持って さ 0 弱い 氣 になつ ちゃ 駄目 だよ な あ。 

松吉 ではお つ a? さん- 

おかね  もう 行く のかい！ 

松吉 おつ 母さん、 達者で ゐ てくだ さい。 

おかね おう、 おう ；… 0 

松吉 (下手の 山道に 退場) 

おかね 松ち やん …… 松ち やん …… (松吉 を 見送 リっ& 雪の 中に 倒れ伏し おく)  • 

BS.0 

雪 はげしく 風の 音。 

作 右衞門 (下手よ リ 背負 子 を 負 ひ 登場) どうしたの ぢゃ、 おかね。 どうしたの ぢゃ *  • 

おかね (起き 上る) ど- 「もしゃせ ぬ。 

作 右衛門 ころげた のか？ 氣を つけぬ と危 い。 (土間に 入り荷 を 卸す) 

I おかね …； (裏の 山 を 見つめて ゐる) 

峡 作 右衛門 また 誰か 来たの かい？ 

おかね あ、 お前が 出て 行って 間もなく 人が 來た。 

の 

作 右衞門 誰ぢ や？  ， 

r おかね お前の 知らぬ 人ぢ や。 だが 誰が 来て たづ ねても、 そんな こと をい ふぢ やね えぞ * ちょっと わけの ある 人ぢ や- 


集！ 
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から。 

作 右衞門 わけの ある 人ぢ や？ 

おかね わけ は あとで ゆっくり いうて 聞かせる で、 誰が 來て もい ふぢ やない。 

作お 銜門 誰ぢ やな？ いうて 聞かせて もよ いぢ やない か。 

おかね うるさい 人ぢ やな。 ぢゃ、 いうて 聞かせる が。 (作 右衞 門に さ  >- やいて 聞かせる。 作 右衞門 驚く〕 よい か。 誰 

にもい ふぢ やね えぞな。 (急いで 膳 を 片付ける) 

作 右衞門 うむ。 うむ.^ うな づ いて 見せる) 

上手よ リ松吉 を逍ふ 二人の 男 登場。 力 ン テ ラ を點 して ゐる。 つ 1- いて 鎌 作。 二人の 男 は 家の 中 を そっと 視く。 

鍵 作 はう しろに かくれて ゐる。 二人の 男 は背廣 服の 上に 外赛を 着、 襟卷 をして、 中 折 幅 を 眼 に 冠って ゐる。 

眼の 銳ぃ 男た ちで ある。 

甲の 男 お たづね いたします。 越 中の 方へ 越えて 行きたい のです が どの 道 を 行く のでせ 5 か？. 

作 右衞門 越 中の 方へ お越えな さるの かな。 

B- の 男 さう です。 越 中の 方へ 行きたい のです が。 

おかね あの、 越 中の 方へ おいでな さる か。 ぢ やが、 もう 山 は It が 深いし、 この ころ は 雪崩が はげしい ので、 とても 

山越え はむ つかしいで せうよ。 

乙の 男 山越え は 駄目で せう か。 

おかね 思 ひ 切って 山 を 下って 汽車まで 出な すった 方が 安心で せう。 - 

甲の 男 さう かも 知れ ませぬ が、 今日 この 道 を 通って 越 中の 方へ 越して 行った 仲間の 若い 男が I 人 あるんで すが。 


3 おかね あんた 方のお 仲間と いふと？ 

4 乙の 男 二十 二 1 一一の 男です よ。 病み 上りの やうな 顏 つきの 男です よ。 

おか a さあ、 そんな 入 は 一人 もこ、 を 通りませんで したが。 もっとももう 一時間 も 前に 二人 づれの 若い 學生 さんな 

ら 通りました が。 

甲の 男 さう か 知ら。 (じろ 7\ と 家の 中 を 見 ま はし、 雪の ト： の 足跡な ど を 見， 乙の 男に 目く ぱせ する) や、 失禮 しま 

した。 ともかく、 こ、 まで 來 たもの だから、 行ける ところまで 行って 見よう。 

乙の 男 それが い、。 

甲乙の 男な ほ 家の 内、 周 園 を 見ながら 下手の 道に はいる。 や. -遲れ て、 おかねの 眼 を 偸む やうに して 翁 作。 

おかね 鎌 作さん ぢ やない か。 

饑作 うむ。 わし だ。 

おかね 何處へ 行く のぢ や。 (鎌 作 の 態度 に不. 雜 をい だ き〕 

^作 何處 にも 行かぬ が、 今日 ちょっと 山の 小屋に 忘れて 來 たもの が あるで。 

おかね 山の 小屋に 忘れて 来た ものなら この 雪 だ、 誰も S む もの はない。 明日に するがよい。 まあ ゆっくり 遊んで 行 

U きな され 0 

快 鎌 作 いや、 ともかく わし は 急ぐ で。 

おかね お Ig- あの 男た ち を案內 して 來 たん ぢ やな。 

の 

鎌 作 飛んでも ない こと だ。 

r  & かね ぢゃ、 b たしゃ 何も^も いうて しまう が、 わたしの たった 1 入の 粋の 松 吉が今 山 を 越えて 逃げて 行った。」 


お 


鎌 作 ぢゃ、 やつば り あの！ 

おかね 今の 二人 はわた しの： it を 追つ かけて 來た 男に ちが ひない。 わたしの ために はお 前さん は 命で も 投げお すと い 

ふた。 どうぞ わたし を 助く ると 思うて、 あの 男た ちに 違うた 道を敎 へて やってくれ。 

维作 いや、 わし は 何も 知らぬ こと ぢ や。 

おかね その やうな 薄情な こと をい はんと、 どうぞ わたし を 助く ると 思って あの 男た ちに 違うた 道 を。 

鎌 作 その やうな ことができる もの か。 あの 男た ち はこ >- いらの 山道 もよう 知つ とる んぢ や。 

おかね そんなら どうし たらよ いか。 わたしに はもう 考へ もっかぬ。 松. Ha は …… 松吉は …… あの 男た ちに すぐ 捕ま へ- 

られ るに ちが ひない。  あの 弱々 しい 病み 上りの からだで は。 何う しょう …… 何う しょう 鎌 作さん， 何とかして あの； • 

子 を 助けてく だされ …… 。 

鎌 作 わし は 知らぬ。 (逃げ やうと する) 

おかね (袂を 捕へ て) 今にな つて その やうな 不人情な こと を。 

嫌 作 不人情 か 何 か 知らぬ が、 お前の 息子と いふの は 飛んでも ない 大惡 人ぢ やとい ふぢ やない か。 

作右衞 門 (ひどく 驚く： > 

おかね 噓ぢ や。 それや 赌ぢ や。 まったくの i ルぢ や。 たと ひどの やうな 大惡 人で あらう とわたし に はたった： 一人の： it. 

だ。 あの 弱々 しいから だで 監獄に でも 打ち込まれて 見ろ、 もう 二度と 生きて は歸れ まい。 (土 問に 落ちて ゐた轮 を 拾 

ひ 上げて) これ ぢゃ、 これで あの 男の 跡 を 追つ かけて くれ。 (鎌 作の 手に 鉈を 握らせる〕 

鎌 作 お前 は氣が 狂うた のぢ や。 どうかし とる。 わし 等まで 飛んだ 災難に か X らう も 知れぬ。 (轮を 雪の 上に 捨てお 4, 

ね を 突き倒し 二人の 男の 後 を 迫 はん とする) 


おかね (雪から 起き 上り〕 鎌 作さん、 わしの 一生のお 願ひぢ や。  一 

^  ゑが ひめ  一 

織 作 飛んでも ない こと だ。 Ito 人 奴！ (ふた、 び 女 を 突き飛ばし 二人の 後 を JSl ふ。 おかね 倒れる はずみに © の 中で； Si 一 

を 傷つ けられ 血が にじみ 出る) 

おかね 薄情 者、 恩知らず、 ？ざ …… (轮を 拾 ひ 作右衞 門の 手に 取らせよう とする〕 作右衞 門さん、 松吉 はお 前にと 一 

つても 義理 ある 子ぢ や。 わたしの 1 生のお 願ひぢ や、 これ を 持って あの 二人の 後 を 追つ かけて くだされ。 松吉を 助 

けて くだされ。 

作 右衞門 お前 はたし かに 氣が 狂うた にち が ひない。 そんな ことができる もの か。  一 

おかね 氣が狂 はずに をれ る もの か。 狂へば こそ この やうな 氣 にもなる のぢ や。 さあ 早う あの 子 を 助けて …… 。 一 

作 右衛門 飛んだ こと だ。 (雪の 中に 轮を 抛り 出す〕  一 

おかね お前まで がそん な 薄情な …… 。 

作 右衛門 自！5^でゃったことは&1分でそれだけの苦しみを忍ばにゃならぬ。  j 

おかね お前まで がそん な こと を …… ようし、 もう 誰に も賴 まぬ。 賴 みはせ ぬ。 お前た ちの やうな 人非人 を 男と 思つ 一 

て賴 つて ゐ たのが 馬鹿であった。 松吉 ー た ^一人の 母親と 思へば こそ あの 病み 上りの からだで、 この 雪の 中 を こ 一 

山 の 山の 中まで たづね て 来て くれたの だ。 わたし はお 前の 二 生 を 不幸の 底に 落して しまうた。 しかし 今 曰 1 曰。 今夜 一 

^ 一夜 だけ はお 前の 母親ら しい こと をして 死ぬ つもり ぢゃ。 ©吉 ；… 松吉 …… お前 はわた し 1 人を頓 つて こ. <  ま で來ー 

て くれたん ぢ や … … (裏の 山に て 松 吉を追 ふ 一ー一 人の 男た ちの 叫ぶ 聲 が 聞え る) 松吉 ；… おう 松吉 … … (飛び 上って 押； 

の 

人の 戶を 明け、 中から 鐵砲を 持ち出し 土間に 飛び 下リ る) 

家 

作 右衞門 これ、 おかわ、 何 をす る。 お前 はたし かに 氣が狂 ふとる。 (押しと 1- めようと する)  一 
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おかね 畜生，. 薄情 者，  松吉 や！ 投吉ゃ ；… (雪の 中 を 下手の 山道に 走り 行く) 

作 右衞門 おかね、 危ぃ！ おかね！ (後 を 追 ふ) 

舞臺 しばらく 空く。 裏山に て 銃 St 聞 ゆ。 つ いて 人の 喚き 聲。 

おかね 鐵砲を 持ち たるま、 狂人の ごとき 表情に て 登場。 作右衞 門つ ビ いて 下手より 登揚。 驚きの 餘り 雪の 中 

に 暖を拔 かしてし まう。 

おかね (放心の 體 にて じっと 正面 を 見つめる) 松吉ゃ ：•：. (鐵砲 を 雪の 中に 一裕す) …… おう、 おう …… (鎮 を搲 ふ) - 

雪ます， （\ はげしく 降る。 

1- 慕 1 


隅 田 川の ほとり 二 幕 二 場 > 
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時 

明治 二十 四 五 年 ころ 

場 所 

^i±i." ち 力く 

人 物 

松 下 新 之 助 四十 歳 

か  よ 三士 一歳 

か よ の 娘 十二 歳 

かよの 父內藤 庫之 進 六十 三 歳 

ilt 之 進 後妻い ね 四十 五 歳 

掛茶 尾の 娘 八重 二十 三 歳 

測 技手 岡 野哲夫 二十 七歲 

隣家の 女房ち か 

同  と ら 

船頭 品 右衞門 

その他 

二月の 求。 時々 隅 E 川 を 上り下り する 一 錢蒸汽 の 汽笛の 音が 閗 える- 


りと ほの 川 田 隅  179 


家の 裹は隅 ra 川の 土 堤に なって ゐる。 上手に は 梅が" 決いて ゐ る。 時々 遠い 花火の 音が 閗 える。 

下 芋に 格子戸、 ： 一： 和 土、 三 墨の 勝手、 六 „® の 間。 潘 れ緣。 枯れ 枯れの 植ゑ 込み。 格子戸に 御 仕 立 所と いふ 礼 

がか けられて ゐる。 

路次 をへ だて 、同じ やうな 貸家 風の 家が 三 四 軒並んで ゐ るつ もリ。 

おち かとお とらが 格子 戶の 前で 立ちながら 話し こんで ゐる。 

おち か 今日は 吾妻橋の 鐵撟 が出來 上った ので 開通式 だと かいふで はない か。 けさから 花火が あがって ゐ るよ。 とこ 

ろで こ、 のお かみさん はお 正午ち よつ と 前から、 お 菊ち やん を 連れて 兩國 まで 行 くんだ といって 出かけな すった が 

まだ 歸 つて 見えぬ。 

おとら また 何 か綠談 のこと ではない かな あ。 お 父つ あんと いふの は …… ほら あのい つも 來 なさる 御 隱 居さ。 元は 旗 

本の 士 だとい ふが、 成る ほど 品の い、 人 だ わ。 

おち か こ、 のお かみさんに したと ころで ちょっと 柳 橋 あたりに も 見られない ほどの 女 だよ。 あ、 やって 連れ子 はし 

て ゐても あれほどの 女 を、 どうして 何時までも 世の中の 浮氣男 どもが 故つ て 置く もの ぢ やない よ。 

おとら さう いへば 御隱 居さんだ らう、 ほら あすこから  (下手 を 見る) 

おち か 御隱 居さんだ。 ちが ひない ：：： (おとら， おち か 急いで 退場。 雪が 降リ はじめる」 

內藤 庫之-通 (いねと ともに 下手より 登場。 何虚 となし に 旗本ら しい 上品な 人柄。 十德を 115 てゐ る) あんなに 良い 天氣 

だった が、 また 白い ものが 落ちて 來た。 (格子の 中を視 く) まだ 歸 つて ゐ ない と 見える。 わし 等の 方が 早かった のか 

な。 (格子 を 明けて はいる。 部屋の なか を 見廻した リ、 滞れ 緣の 上に 出て 梅 を 眺めた りする) 

いね おかよ さん は 子供連れ だし、 それに 蕺音 さまの 方まで 廻って 來る といって ゐ ましたので、 どうしても 遲れ ます 


よ 0 

庫之， 逸 それ もさう だ。 ところで わし もこれ で やっと 安心した。 何 ぼ 何でも 先方に は 金 は ある だら う が、 あの 男振り 

だし、 見た ばかりで 厭 だとい つて 歸 つてし まひ はしない かと 思って 實は內 心 案じて ゐ たよ。 

いね まったくで すよ。 今にな つて 見れば おかよ さんの 方が 可哀想な 氣 もします わ。 

庫之 進 (俯向いて) わし もさう 思 ふ。 

いね おかよ さん は 本氣で 承知 をす るつ もりで せう わ。 

^之 進 それや あれほど わしに もお 前に もき つばり 言つ たんだから、 承知で 行く 氣に ちが ひない。 

いね どうで せう、 わたしお かよさん が もどって 來 たら 尙 1 度 念 を 押して 見て、 それから にした 方が よかない かと 思 

ふんです よ。 何 ぼ 何でも あの 男振りで は、 おかよ さんが is 一お 想 だと 思 ひます よ。 

庫之 進 わし もさ ，つ 思 はぬ ではない が、 菊と いふ 子供 を 連れて行 くんだ し、 かよに したと ころで 十九 や 二十と いふ 齡 

でもな し、 いつまで かう やって 一人で ゐる わけに も 行くまい。 女 も 三十に も なれば 男振りより" 先々 のこと を考へ 

た 方が い \ たら，^ ぢ やない か。 

いね さう い へばお かよさん も 新 之 助さん と 別れてから は、 かう やって 女の手 1 つで 子供 1 人 を 育て、 行 くんです か 

ら 貧乏に は 飽き/ \ し たでせ うがね。 だけど あたし 今にな つて 見る とおかよ さんが 可 哀 想な 氣が してな りません よ。 

今のう ちなら 破談に する こと もで き るんで す もの ：：： こな ひだまで はお かよさん の 身の ためだと おもって 今度の 緣 

談 にも 乘 つたので したが、 今 曰に なって 見れば 悪い こと をした やうな 氣 がして なりません。 女に はまた 女の 心 も あ 

ります のでね え。 幾ら 先方が お金 持ちで あらう と、 あたし は 女 だけにお かよさん の 心 を 思 ふと ：：： (ほろ りと する〕 

障 之 s?a さう いはれ ると わし も 何う してよ いか 知れぬ。 何も彼も 元はと いへば 新 之 助が 悪い からだ。 


りと ほの 川 隅 


いね 新 之 助さん が 悪い といった ところで、 あれ も あの 時の 行きが- 1 りで、 今と なつ はて 新 之 助さん 一入が 惡 かった 

わけで もあります まい。 

庫之 進 あの 一件 だけ ぢ やない。 不斷の あいつの 行跡 さ。 

いね 何せ、 男が 善 過ぎました からね。 自然 女に はちゃ ほやされ るし。 金 はあった し、 あんな ことに もな つたので す 

よ 0 

庫之 進 新 之 助の 話 はも，^ 止さう。 北海道 あたりへ 出かけて 行った さう だが、 どうせ 碌な こと は あるまい。 今 ころ は 

S の 中に 野 垂れ 死で もして ゐる ことで あらう。 

いね ：：： (俯向いて ゐる) 

庫之 si< ともかく わし 等 は 今日は このま、 歸る としょう。 せっかく 話 は あれまで 進んだ の だから、 今更 こっちの 方 か 

らまと まった 話 を壤す こと も ある ま い。 

いね でもね え、 あたし はお かよさん が ；… 0 

庫之-逸 お前に さう いはれ ると わし も 何う してい & のか 分ら なくなって 來る。 しかし わしの 口から 承知と いった 以上 

はな あ …… おかよ 自身に しても 行った 方が い i か、 行かない 方が い.. -か、 返事 はした もの >- やっぱり 迷って ゐ るに 

ちが ひない。 かうな り や 成り行きに まかせる までの こと だ。 ともかく こんな 心持ちで おかよ に 逢った 日に はお 互に 

また どんな こと を 言 ひ 出したり 考へ 出したり する かも 知れない。 さあ、 おかよ が もどって 來な い 間に 歸 ると しょう。 

いね はい …… 0 

庫之. 逸 人間の 一生の ことと いふ もの は 誰に も わからぬ。 右 を 取った 方が い >- か、 左 を 奴った 方が い- <の か？ た if 

U つに 1 つなんだ がな あ ；… 0 


いね …… (二人 さびしげ に 下手へ 返 場) 

上手より 岡野哲 夫つ いて 八重 傘 を さして 登場 * 

岡 野 八重ち やん、 では こ >1 いらで いよ- /(\ お別れす る ことにしよ うぢ やない か。 

八重 はい。 でも、 もうこれ で 二度と お 目に か 人る ことができ るか どうか 知れな いんです もの、 せめて 上野の 停車場 

まで も 经ら せて 下さい。 

岡 野 そいつ は大變 だ。 生 僧 雪 も 降り出し たし、 上野まで 行った んぢゃ 八重 ちゃんの 歸 りが 難儀 だ。 それに 日 も 暮れ 

か \ つて 来たし。 

遠くで 花火の 音が 響く。  二人 じっと 音を聽 いて ゐ る。 

岡 野 B が 暮れて は 難儀 だ。 ねえもう こ X いらで 別れ ませう。 

八重 日が 暮れた つて かま ひません。 ちっとも 難儀な ことはありません。 だっても-つ あんた は 北海道へ おいでになれ 

ば、 いつ 東京に おかへ り だか、 いつ、 お 逢 ひする ことができ ますこと やら …… 。 

岡 野 いや、 それ は 自分に も わかりません。 まるで 渡り鳥の やうな からだなん ですから ねえ。 さ 5 だ …… 三年 前の 今 

ころ は 僕 は 朝鮮で 働いて ゐ ましたよ。 隅 田 川に 吾妻橋が 架けられる とい ふこと になった ので、 設計 主任の 眞 田さん 

に 連れられて 東京へ やって 來 たのです。 そんな ことで 八重 ちゃんに もお ちかづきに なつたん でした ね。 ところで こ 

の 三年と いふ もの 隅 田 川の 冷たい 川風に さらされ 通しで したが、 八重 ちゃんの 親切な 心に あた X めら れた、 めか、 

ちっとも 寒い ともお も ひませんでした。 今では あの 冷たい 隅 田 川の 風まで が、 僕に はなつ かしく つて 耐ら ない もの 

になり ました。 

八重 .：： 〔俯向いて ゐる) 
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§ 誰か 来た やうです。 

八重 あの 入た ちに 見つかる と，^ る さいから 早く あっちへ 行き ませう。 . 

二人 下手へ 退場。 路 次の 臭から、 ちか、 とらの 兩人 登場。 

ちか 今の は 八重ち やんだら う。 

とら 八重ち やんだ よ。 

ちか すっかり あの 測量 技手に 何して るんだ ねえ。 

わ も 

とら 若い からね え。 だが あの 子 J? 可哀想 は 可哀想なん だよ。 この 前の 御 亭主と いふの が あんな 惡 でさ。 あの 子が 稼 

ぎ 貯めた 物まで すっかり 簿れる だけ 奪って さ。 裸に した 上 千 葉 あたりの 居酒屋へ 叩き 賢ら うとし たんだから ねえ。 

ちか 先の 亭主と い ふな あ 監獄 へ 打ち込まれた とい ふぢ やない か。 

とら 大か たそんな こと だら うよ。 

ちか 何せ あの 子と 來た 日に や、 男 を 疑 ふこと を 知らな いんだよ。 すこし やさしくされ ると 直に 血 道 を 上げて しま- ゥ 

ん だからね え 0 

と ら あの 測量 技手 だ つ て 今度 は 北海道 の 方 へ 大きな 鎮 橋が 架かる んで 行って しま ふとい ふぢ やない か。 また 捨てら 

れ たんだら う 0 

ちか そんな ことか も 知れない。 あの 子 は あんまり 人が い.. - からな あ。 

とら それ はさう とおち かさん、 今 rn の 吾妻橋の 開通式に は藝者 衆の 手 踊なん か あるって い ふぢ やない か。 雪 も 小 降 

りに なった し、 1 つ 出かけて 見る かな。 

ちか さう だな、 わしら の やうな 齢に なつち や、 そんな ことで もた のしむ より 他に 何もな しさ。 ホ、、 、 、 ••：： しか 


BIB 

0 


し 同じ 行くなら 日が すっかり 暮れて からが 綺麗 だとい ふこと だよ 0 先 づ晚の 支度で もしてから のこと さ • 

二人 笑 ひながら 路次 奥へ 入る。 上手より かよ、 菊 登場。 格子 を 明けて 入る。 

かよ すっかり 雪に なって しまったので、 ほんた うに どうしょ うかと 思って ゐ たが、 品右衞 門さん はいつ も 親切な 入 

だね え。 

菊 おつ 母さん、 言 問の 渡しのお 爺さん はいつ も 親切な 入よ。 け ふ も 傘 を 貸して くれたの ね。 

かよ おかげで 雪に も 濡れず すっかり 助かった わね え。 (着物 を着替 へ、 七輪の 火 をお こす) 

菊 あたしよ く覺 えて ゐな いけれ ど、 この 前 あたしが もっと 小 ひさかった 頃、 お 父つ あんが、 北海道へ 行く とい ひな 

すった 時、 やつば り 品右衞 門さん が 船 を 漕いで くれて あすこ を 渡った ことがあった つけねえ。 

かよ お前さん はま だ 松 下のお 父つ あんのお 顏を覺 えてお ゐ でかい。 

菊 ぇ& ::: (寂し さう にうな づ く〕 

かよ お前さんが 六つの 年だった かられえ。 …… お前さん は、 おつ 母さんが いよく 他の 家へ …… 他の 家へ 行かな け 

れ やなら ないや 2- な ことにな つたら、 やつば りおつ 母さんと 一 緒に 行って くれる かい。 

菊 そり や， おつ 母さんと 一緒になら 何 處 へで も 行きます が、 おつ 母さん、 成る たけ 何 處へも 行かないで おつ 母さん 

と 一 一人き りで いつまで もこ i の 家で かう して 暮 して ゐた方 がい  >-ぢ やありません か。 

かよ あたし もさう 思 はないで もない けれど、 大人に はまた お前さん たちに はわから ないいろ くな 苦勞が あるんだ 

からね え。 

菊  e 

か よ あたし だ つ て 今にな つ て 好き好んで お前さん を 連れて 餘 所へ 行って お前さんにまで 苦勞 をさせる に は 忍びな い 


ぉぢ *J  ど 

ォれど ：：： お前 内 藤の 祖父さん のこと を 何う 思 ふ。 内 藤の 祖父さん の こと さへ なけれ や， あたし は いつまでも かう 

やって お前と 一 一人き りで 暮 して 行きた いんだ けれど さ ：：： い つ まで も かう や つ て暮し て ゐれば 内 藤の 祖父さん や SS 

母さんに 世話になる ばかり だからね え。 

菊 松 下のお 父つ あん さへ 歸 つて 来て くだされ ばい ふんです にね。 

かよ 松 下の 父つ あんが 北海道から 歸 つて 来な すった ところで、 内 藤の 祖父さん が 承知で あの人 を 家に 入れな さる 氣 

づ かひ はなし、 核 下のお 父つ あんの 道樂は 死ぬ まで 止みつ こ はない。 それに 立派に お 父つ あんと あたしと は 別れて 

しまったの だから、 今にな つてお 父つ あんが 鼸 つて 来な すっても、 もうどう する わけに も ゆかぬ。 

菊 でもお つ 母さん …… 

かよ いや、 そんな 話 は 今夜 はもう 止し ませう。 寒い から 炬撻 にたく さん 火 を 入れて おあたり。 (七輪の 火を炬 縫に 入 

れて やる ：> 

菊 おつ 母さん、 ありがたう。 

かよ は 仕事 を 出して 縫 ひ はじめる。 菊 は 炬链の 上で 本を讀 んでゐ る。 一 錢蒸汽 の 汽笛の 音が W える。 汽笛が 

止む。 間もなく 近くで 靜 かに 一 中 節の 三味線が 閗 える。 

菊 おつ 母さん 大家さんの 家で おしん ちゃんの おさら ひだね。 

たち 

かよ あ \、 さう らしい。 あの 子 はな かく 性が い >1。 どうして 十三 四の 娘の 藝とは 思へ ない。 

菊 おしんち やん は 親切な 人ね。 

かよ やはり 藝の 上に も、 しんみりした あの人の 調子が 出て 來 るんだ ね。 01 人 ふた X び I 一一 味 線の 音に 聽き 入る) 

かよ …… (譴 ひかけ の 仕事 を 俄に 傍に 置いて 泣き伏す) 


菊 (そばへ 寄って〕 おつ 母さん どうな すつ たんです。 おつ 母さん？ 

かよ 何でもな いんだよ、 何でも …… 

菊 ねえ、 どうな すった のです？ 

かよ いつもの あたしの 病氣 のせ ゐ なんだ よ。 

菊 おつ 母さん、 しっかりして ください。 もしおつ 母さんに 病氣 にで も なられたら あたし …… 

かよ 何でもな いんだよ。 だが ね、 女と いふ もの 程、 つまらな いもの はない と 思 ふの さ。 あたしに しても おつ 母さん 

さへ 生きて ゐ てくだす つたら、 こんな 時 何 かの 相談 もしょう ものと 思へば ねえ ：：： 

菊 今の あの 內 藤の 祖母さん だってず ゐ ぶん 親切に してく ださる ぢ やない の ー 

かよ それ は內 藤の 祖母さん は 親切に してく ださる。 だけど あたした ちと は 義理の ある 中、 親切に して もらへば もら 

ふ ほどこつ ち も 遠慮 をし なければ ならぬ 義理が ある。 

菊 そんな 遠慮なん か、 しなく つたって い \ で せう。 

かよ お前さん はま だ 若い から そんな こと をお いひだが、 あたしに すれば そんな わけに は ゆかない C 

菊 ぢゃ、 內 藤の 祖父さん に 相談 すれば い、 ぢ やない の。 

おや- J 

かよ 内 藤の 祖父さん と は 切っても 切れぬ 眞實の 父子。 だから 祖父さん さへ 亡くなつ たおつ 母さんの-やうな 氣でゐ て 

くだされば 何もお 前にまで 苦勞を かける こと はな いんだが、 お前さん は 子供 だから 何も まだ わかるまい。 あたしに 

は 祖父さん のお 心 は 一から 十まで ちゃんと わかって ゐ ます。 祖父さん はたや も， T 御 自分の 身に さへ 厄介が か X らな 

ければ い X。  e: 分の 娘が どんな 思 ひ をしょう とそん な ことまで 考 へて くださる 方で はな いんだよ。 あたし は 今日と 

い ふ 今日 つ くづく 祖父さん とい ふ 人の 冷た い 心 を 知りました。 


菊 ぢゃ、 おつ 母さん は なぜ 祖父さん のい ふこと を 聞いて、 あたし を 連れて 餘 所の 家へ 行き ませう なんて 決めて しま 

つたんで す。 

かよ お前さんに は あたしの 心 はま だ わからな いんです。 今に あたしく らゐの 年に なれば、 きっと あたしの 今日の 心 

が 分ります。 あたしが 好きで 餘 所の 家に 行く とお 思 ひかい。 昔から ちゃう ど あたしと 同じ やうな 心で、 同じ やうな 

道 を 歩いて 行った 女が 幾人 もあった にち が ひない。 (そっと 淚を 拭く。 ふた \ び 仕事 を はじめる。 路次奧 からお ちか 

登場、 裹 口から 聲を かける) 

ちか おかみさん、 おかみさん、 おかへ りでした かい。 

かよ 誰 だら う？ どなた。 

ちか わたしで すよ。 めづ らしく もない がね、 田舍 から もら ひました ので。 

かよ (立ち上り 裏口へ 行く〕 

菊 さう だった。 あたし 明 ：u はお しんちゃん にお 人形の 着物 を挤 へて 持って つて 上げる 約束 をして ゐ たつけ。 あたし 

すっかり 忘れて ゐた。 さう だ …… (かよの 針箱の なか を 採す〕 あ \、 これが い X。 ずゐ ぶんい \ 柄 だ こと。 それとも 

友禪 がい、 か 知ら …… おや 何 か 大事 さう に 衹紗に 包んで ある。 何 か 知ら？  おや 寫眞だ …… おや …… 松 下のお 父 

つ あんの 寫眞 だ。 お 父つ あんだ …… お 父つ あんだ …… (裏口で かよと、 ちかと 笑 ふ聲が 聞え る。 驚いて 寫眞を 元の ま 

ま 包み、 針筘の 底に 隱す〕 

間 0 

おつ 母さん はやつ ばり まだ 松 下のお 父つ あんの こと を 思って ゐ るに ちが ひない。 

ふた X び 雪が 降り出す。 


きミ 


かよ (手 を 拭きながら 登場) 御 親切に おち かさんが、 千 葉の 親戚から 莨った の だとい つて、 お前に たくさん やつが し 

らを 持って 來 てくだす つたよ。 すぐ 洗つ といたから 今夜 はおい しく 煮て あげる よ。 

菊 ありがた うおつ 母さん。 あたし やつが しら 大好き。 

かよ さう だった ね。 おや 大分 晴く なって 來 たやう だね。 菊ち やん ランプ を 勵 けて おくれな。 

菊 はい。 

かよ ひどい 雪 だね、 せっかく 吾妻橋の 開通式 だとい ふに …… 

菊 (ランプ を 持って来て 天井から つるす。 ふた、 び 炬隨に 入りて 本を讀 む〕 北海道 あたり は ひどい 雪で せ 5 ね • 

かよ あっち は 寒い ところ ださう だからね。 (仕事 をつ ける。 靜 かに 鐘の 萆) 

間。 

下手より 松 下 新 之 助 登場。 背廣 服. 毛皮の 外套、 長靴、 旅に や >- 疲れたる 態。 飽を 一 つ さげて ゐる。 そこい 

らを 採し 步 きながら やっと たづね あてた とい ふ 風に て 格子戸の 前に 立ち、 躊躇し つ  > -聲を かける。 

新 之 助 もし、 もし …… (低い 聲で) 

かよ 誰か 人の ST かした やう だが！ 

菊 い 、え、 ちっとも  

間。 

新 之 助 ちょっと こ丄を 明けて くれ。 わたし だよ。 

かよ (驚いて 立ち上る) どなたで ございます。 

新 之 助 わたし だよ。 おかよ、 わたし だよ。 
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かよ (低い で) 松 下のお 父つ あんら しいよ。 

菊 お 父つ あんが …… あの 松 下のお 父つ あん …… 

新 之 助 (戶を 明けて はいる。 かよ 立ちす くんで しま ふ) びっくりした やらう。 (靴 を脫 いで 上る) 實は 昨夜 上野に 着い 

たんだが、 いろく あっちからの 用事で 今日 一日 東京 中 を 走り 週って、 今やつ とこ \ へ たどりつい たやうな 次第 さ 

し ズ らく-. - たつ ねても 来な かった ので、 すつ か り 道 もちが つてし まった。 (家の 中 を 見 ま はす〕 何も彼もす つ か りちが 

つてし まった。 それにして もお 菊坊も 大きくな つたな あ。 みんな 丈夫で ゐて くれた か。 

かよ あなた もお 達者で。 

新 之 S わし もお かげで からだ だけ はどう やら 別狀 もな ささう だ。 何よりお 前方 二人が 丈夫で ゐ てく おた のでう，^ し 

、 0 お 互に 丈夫で さへ ゐれば どんな 境遇に ゐても 逢 はう とさ へ 思へば いつ でも 逢 へる の だ 力ら な あ 

間。 三人 黯 然として 1^ ぐむ。 

新 之 助 內 藤の 祖父さん 方 もお か はり もない かい。 

かよ おかげさまで みんな 丈夫です よ。 

新 之 助 それ は 何より だ。 ぉ菊坊 ちょっと こ、 へ 来て ごらん。 恐ろしく 大きくな つた もの だな あ。 お 父つ あん を覺ぇ 

てゐ るかい？ 

菊 え \、 覺 えて ゐ ます。 

新 之 助 お 父つ あんが あっちへ 行った の はお 前が 幾 つの 時だった つ けな あ？ 

菊 あたしが 學 校に 上る 二 年 前だった わ。 

新 之 助 さう だった かな あ。 今年 は …… 


かよ もう 十二に なり ましたよ • 

新 之 助 さう すると わたし はまる 六 年 振で 夷 京へ 歸 つて 来たの だな。 月日の 經 つな あ 早い もの だな あ。 

菊 お 父つ あん、 北海道って 塞い とこ？ 雪が 深いって ねえ。 

新 之 助 雪 は 深いよ。 同じ 北海道で もお 父つ あんが ゐる ところ はずつ と 北の方で な、 第 1 山の 奥な もの だから 北海道 

でも 取り分け 雪 は 深いよ。 

菊 熊 もゐ るで せう。 . 

新 之 助 熊もゐ る。 大きな 熊が ゐる。 つい、 こな ひだ も 大きな 熊が 牧場に 出て 來て馬 を 七 頭 食 ひ 殺した ノ. 

菊 まあ …… 

新 之 助 去年の 秋 は 山の 炭燒 小屋 を 襲うて 親子 四 人 を 食 ひ 殺した こと もあった。 

菊 まあ そんな ひどい こと を  

新 之 助 熊に は みんな おびえて ゐ るよ。 

菊 それでもお 父つ あんなん か 大丈夫な の？ 

新 之 助 お 父つ あんのと ころなん か 若い者が 多勢 ゐ るし、 鐵砲も 持って ゐ るから 安心な もの だよ ハ 、 、 、 、 .：：• 

菊 でもお 父つ あん， そんな 恐い ところに はもう 行かない 方が い &ゎ。 

新 之 助 お 父つ あん も 好き好んで 行く わけで はない がね、 あまり 若い 時に お前のお 母さん やみん なに 苦勞 ばかり かけ 

た 罰なん だよ。 お前 どう だね、 お 父つ あんと 一緒に 北海道へ 行かない か。 

菊 さう ね、 おつ 母さんが 行 くんなら、 あたし 行っても い >- けど。 

かよ 菊ち やん、 お前 氣の毒 だが 武藏屋 まで 行って お 酒を联 つてき ておくれ。 
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新 之 助 おかよ、 わたしの ためなら お 酒 はい.^ よ。 わたし はまた 今夜す ぐに あっちへ 立たなければ ならない かも 知れ 

ないから、 さう ゆっくり もして をれ ない。 

かよ だって あなた 酒ぐ らゐは …… 

新 之 助 ぢ やい. -ゃ、 一杯 御馳走に なって 行かう。 お 菊坊ぉ あし はお 父つ あんが 上げる よ。 ( 懷 ろから 紙入れ を 出して 

金 を 渡す) 

菊 こんなに たくさん" (ひどく 驚く〕 

新 之 助 何. 一 合 か 二 合で たくさんだ。 あと はお 前のお 小 遣に しと くんだ よ。 

菊 だって こんなにた くさんで は 使 ひきれ ない わ。 

新 之 助 まあい.^ から 懐ろ に 入れと きな。 寒いだら うから ちゃんと 寒くない やうに 支度 をして おいで。 どれ、 冷たい 

手 をして るな あ。 (指先 を あた  >- めて やる) 

菊 ぢゃ、 おつ 母さん 行って まゐ ります。 こんなに たくさんのお 金。 おつ 母さんに あ づけと くわ。. 

かよ あ、 あたしが ぁづ かって 置きます。 早く 行って おいで。 

菊， 路次奥 へ 退場。 

間。 かよ はお 膳の 支度 をして ゐる。 新 之 助 は 俯向いて ゐる。 遠くで 花火の 音が する。 ： 

新 之 助 おかよ …… 

かよ はい …… 

新 之 助 内 藤の 祖父さん は、 やっぱり わたし を 惡ぃ奴 だと 思って ゐ なさる だら うな。 

かよ 內 藤の 祖父さん の ことです から、 さう いつまでも あの 時の こと を 根に持って おいでの こと もあります まいが-: 
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新 之 助 いや、 一生 何と 思 はれても 仕方 はない。 わたしが 惡 かった の だから。 お前に もどん なにわ びても わび やう も 

ない。 二度と iS 藤の 祖父さん やお 前 等に 顏を 合せられる 義理で もな し、 二度と お前 方 を たづ ねられた わけで もなか 

つたの だが、 堪忍して くれ、 わたし もこの ごろ は 何だか 氣が 弱くな つてな。 

かよ  

新 之 助 それで だ …… 實は今 さら こんな こと をお 前に 相談され る わけの もので もな し、 また 內 藤の 祖父さん にした と 

ころで わたしの 相談 を聽 いてく ださる 箬 もな いんだが、 どうしても このま、 あっちへ 歸る 決心が つき かねて、 今夜 

かう やって お前 方 を たづね て來 たわけなん だが …… 

かよ  

新 之 助 おかよ、 お前 はもう 一度 わたしと 一緒にな つて くれる 氣 はない か？ 

かよ  

新 之 助 今 さら こんな 事 を 言 ひ 出したら、 お前が 驚く の は 無理 もない がさ、 どう だね ぉ菊坊 のこと も あるし、 あの 子 

のために も、 わたしたちが 1 緖 になった 方が 什 合せ だら うぢ やない か。 

かよ そり や、 あの 子の ために は、 あたした ちが 昔の ま丄 一緒にな るに 越した こと はあります まいが …… 

新 之 助 お前に はどうしても まだ わたしの 身 性が 信用で きぬと いふの だら う。 

かよ  

新 之 助 そり や 無理 もない。 お前と 1 緒に なつてから 別る X 日まで、 わたし はた i-f の 1 日で もお 前に 苦勞を かけな か 

つた 日と てはなかった からな あ。 

かよ  
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新 之 助 それ を 云 はれる とわたし は 一言 もない。 だが、 わたし はお 前と 別れてから 今日の 日まで、 自分の 口から こん 

な こと をい ふの はすこし 變 だが、 ともかく 自分で は 生まれ か はったつ もりで 働いて 來た。 これから はお 前と 1 緒に 

なった ところで、 もうく だらない 心配なん かかけ る こと はない つもり だ。 どう だね、 わたし は ともかく として、 お 

菊坊 のこと を考 へて どうか 昔 通りに なって くれない かね。 

かよ  

新 之 助 どう だね。 思 ひ 切って、 うんと 一言 返事 をして くれない かね。 え X …… 不承知な のかい。 やつば り わたしの 

身 性 を 疑って るんだ な。 

かよ もう 何も あなたの こと を 疑って なんか ゐ やしません。 だけどもう 遲 いんです。 

新 之 助 もう 遲 い？ 

かよ え > -、 もう 遲ぃ。 あなたが、 今にな つて そんな 氣が 起る くら ゐ なら、 なぜ もっと 早く あっちから、 もどって 來 

て は 下さらなかった のです。 (淚を 拭く) あなたが あの 子と あたし を 置いて 北海道へ おいでな すって からこつ ち、 あ 

たしが この 女の手 一 つで、 どんな 思 ひ をして あの 子 を これ 迄に 育て上げて 來 たか、 男の あなたに は 想像 もつ きます 

ま I 

新 之 助 そり や、 わたし だって 察する よ。 

ぉぢ rt- 

かよ い え、 男の あなたに は 想像 はっきません。 內 藤の 祖父さん は あなた も 知っての 通りの 人です。 何 處に賴 つて 

行く ところがあります。 あたし はい やで も 自分 1 人で、 自分 一人の カを賴 つて 生きて ゆく より 他に 道はなかった の 

です。 あなたと 別れた 當座 は、 なるほど 立派に 別れました。 しかし あたし はま だ 若い 女でした。 あなたに は 裏切ら 

れ 裏切られして もやつ ばり あなた を賴 つて ゐ ました。 その 長い間の 心の 習慣と いひ ませう か、 やっぱり あなたと 別 


れ てから も あなた を賴 つて ゐ ました。 あなたが 北海道に いらし つてから、 その 冬でした。 雪の 晚 など、 やつば り あ 

たし は 貴方 を 待って ゐ ました。 あなたの 楚 音が 雪の なかに 聞え るので した。 別れて はし まった もの \， やつば り 貴 

方 は あたし やお 菊の こと を 忘れないで 今夜に も迎 へに 來て くださる だら うと 思って ゐ ました。 

新 之 助 無理 もない こと だ。 ありがたう …… 

かよ だが やつば り あなた は迎 へに 來て くださいませんでした。 雪の ひどい 夜な ど あたし は あの 子 を 抱いた ま、 夜が 

明ける まで あなたの 楚音を 待って ゐ ました。 寂しい 冬の 夜ば かりつ V きました。 あたした ち は 立派に 別れて しまつ 

たの ぢ やない かと、 自分の 心に 言 ひき かせながら も、 あたし は あなた を 待って ゐ ました。 しかし あなた は來て はく 

ださいませんでした。 

新 之 助 すまなかった。 

かよ 二 年； S の 冬が 来ました。 やつば り あたし は あの 子 を 抱いて 雪の 夜に まん ぢり ともしないで あなたの 愛 音 を 待つ 

てゐ ました。 あたし は 女と いふ もの \ 弱さ をし み-; と 感じました。 内 藤の 祖父さん や 世間の 人た ちの 冷たい 心 を 

つく.，；， \ 感じました。 强 くなら なくち や 駄目 だ。 强 くなら なくつ ちゃ …… あたし はさう 思 ひました。 あたし はた V 

强 くなる ことば かり 考 へました。 決心し ました。 しかし その 心 は 寂しい ものでした。 三年 目の 冬が 來、 四 年 目の 冬 

が來 ました。 あたし はだんく あなたの 楚晉 さへ 忘れ かけて 來 ました。 あたし はもう 三十 を 越しました。 三十 を 越 

ゆれば 女 もす つかり、 まるでち がった 人間の 世界 を 見る やうに なって しま ひます。 あたし はこの ごろで は 自分の 心 

の 冷たくな つたのに、 自分で 愛想 をつ かして ゐ ます。 あたし はもう 女で はない のです。 あなた は 昔の ま、 のかよ を 連 

れ においで になった のです。 あの ころの あたし はもう 死んで しま ひました。 十六の 年 松 下家に 嫉 入り をして からこ 

つち、 あんまり みんなの 冷たい 心に 包まれて しまったせ ゐか， あたし 自身の 心まで が 石の やうに なつち やった ので 
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す。 あたしに は それが よく わか るんで す。 

新 之 助 それや 無理 もない。 だが もう 1 度 わたしと 一緒にな つて くれ。 そしたら また 元々 通りの 温かい 心 もよ みがへ 

つて 來ょ うぢ やない か。 

菊、 路次 臭より 登場、 家の 前に 泞む。 

かよ もう 駄目です。 一度 あたしの 眼に 刻みつ けられた 世間の 冷たい 心の 影が 消えない 間 は 駄目です。 

新 之 助 かよ、 どう だ， そんな こと をい はないで ぉ菊坊 のた め を 思って、 わたしと 1 緒に 北 i へ 行か うぢ やない か。 

お前 さへ さう と 決心して くれさへ すり や、 內 藤の 祖父さん だってい けない と は 仰つ L やらぬ だら うぢ やない か。 

かよ 内 藤の 祖父さん は 何と 仰っしゃ るか 知れません が、 あたし 自身が どうしても そんな 氣に はなれません。 もう 蓮 

過ぎました。 なぜ あなた は あたしの 心が こんなに 冷たくな つてし ま はない 間に 來て はく ださらなかった のです。 あ 

なた は …… (泣く) 

新 之 助 そり やお 前の 氣の 持ち 方 一つで、 どうに もなる もの だよ。 

かよ そんな ことはありません。 あなたに は 女の 心と いふ ものが わからな いのです。 眞珠の 玉で さへ 死ぬ とい ふぢ や 

ありま せんか。 女の 心 だって 死ぬ 時が 来れば 死ぬ にき まって ゐ ます。 あたしの 女らしい 弱い 心 はもう 死んで しまつ 

たのです。 生きて るの はから だ だけです。 

新 之 助 ぢゃ、 そのから だ だけで い X ぢ やない か。 北海道へ 1 緒に 行かう。 

かよ も 5 あたしの 心 は あなたと 一緒にな つた 時、 すっかり あなたに あげました。 どうか 後生です からこの からだ だ 

け は あたしの 自由に さしてく ださい。 

新 之 助 わたしに はお 前の いふ ことが わからない。 


戯 
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かよ あなた、 あたし はもう 決心して しま ひました • あなたが *』▲ に來 てくだ-さ-る のが！？ ぎまレ た：…， 

新 之 助 どんな 決心 を？ 

かよ あたし は *  J のから だ をお 金持ちの 男に l_wt る *J とに したんです や 

新 之 助 何 だと， 金持ちの 男に そのから だ を.' 

かよ さう です、 あたし は： r 藤の S 父さん ゃ繊 おさんの 前 e>  f つかり 決めて しまったの er。 き， ばり^ 事 をして 

鼸 つて 來 たのです。 

菊， 格子 H- を 15 けて 飛び 5^ んで 行く。 

^ おつ 母さん， おつ §-ん は * で-はやつ ばり， …； 

か よ 堪忍して おくれ 9 あたしに は *』 れ から 先， あたしの 手 1 つ で-お前 を 育て上げて 9iR がない のおから や 

菊 おつ ん， あたし は どんな でもい-' からお っ錄 さん A£ 人き りで；, J  A にいつ まで，^ たい * おつ？ K$.: 

かよ あなた、 もうあた しに 愛想が つきた で-せ fiv* 

新 之 助 M の 愛想が つきる もの か * それ もみん なわた しが 暴かった からだ-ゆ 

かよ 堪^して-くだ 害い * 

新 之 助 わた レも， .?*.M& たづね て 来なかった A> ^へば 何で- 1 いや 夢 だ-と 邀 へば あきらめ もつ く * 

かよ  

新 之 助 お前の た-めに も * お 菊の ために も • そのみが^^；？^^介せかも知れぬ々 

かよ ：. ： ん？ K ゥ伏レ てみ る、 > 

新 之 助 ぁ气 さう だ * さラ *s,Hli の 奥" 1で|.5:め*^^が0搦ひぉ菌へと2^って箕って-來た\|5の巾か，，ノ 
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出 f) おかよ、 お is に せて 兑て くれ • わたし は々 §f ぬぐ 北 § へ-?:; つから。 

かよ はい • せめて、 この，^ が、 お 父つ あんに 砍. i したいと 化-つて、 S の屮， 5-8? つて^;' んで すん..：； 4： だけ；： P し 上 

つてから A つてく ださい \a いで K をつ ける〕 

« 之 助 械，が5^レr<るか？-か知らなぃが …… 

か/  * パ "^シ ！ S して パらん *  ふ 1R つて ゐ ますね • ぢ やすつ かり、 ちゃん て ごらんなさい * 

«  ぬ 八ち て， 

かよ い、 5£ だ わ。 丈 もも や.^ どい、。 あっちな， M いて. ごりん * 

新 之 助 お あつら へバ * 

かよ まったく ねえ * 

新 之 助 おつ S さんと ：« にや， 力へ；：： くんだら うが、 そめ ゆにお 幾れ にせめ て その 8r 物.^ « せて やってくれ * 

か/ はい ••  -• 

^ おつ W さんお >r か …… 

かよ (as ィ を か、 へて〕 で にんた た  

お 之 助 では I つ になろ か • あ、 い、^〃 * 入- llf りで い、 め， V おん〃。 おかよ …… ， ヽ.； 、、す) 

かよ はい •〔 いた 1- いて *; む) 

新 之 助 ，： ハ菊 に.^ ま はしな • 

かよ はい。 ^-<ん菊しゃん* 

«  , 、い fcl- いて まむ) 
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新 之 助 泣くな。 お 互に 達者で さへ ゐり やまた いつでも 逢へ る。 かよ、 お前 もから だを氣 をつ けて な。 ぉ菊坊 のこと 

を 頼んだ ぞ。 わたし も 男 だ。 お前た ちの 身の 振り方 さへ はっきりと 決まった となり や、 もう 未練 はい はぬ。 ちやこ 

れで 立つ とする。 

かよ この 雪の なか を。 

新 之 助 北海道が わたしの 故鄉 だと 思 ひかへ しさへ すり や。.，  .， 

菊 お 父つ あん。 

新 之 助 (菊 を 抱く) おつ 母さんの こと をよ く氣 をつ けて 上げな。 一 

菊 はい。 

新 之 助 ぢゃ 二人とも 丈夫で な あ …… 

雪の 中 を 急ぎ 下手へ 返 場。 雪ます- --- はげしく 降る。 1 錢蒸汽 の 汽笛の 音 聞 ゆ。 母と 子 抱き合 ひて 泣く- 

一一 rt* じく， P へ 乙 

隅 田 川の 渡船場。 

雪が 降って ゐる。 水 をへ だて、 下手に 聖 1K の 森が 見える。 上手 は 土 堤に なって ゐる。 渡船 小屋が 土 堤の 上に 

あって、 段々 を 下りて 渚に なり、 枯れ 葦の なかに 一艘の 波 船が 妨 はれて ゐる。 岸の 棹の 上に 高く カンテラが 

1 っ點 されて ゐる。 しづかな 波の音、 水鳥の 聲、 花火の 音が かすかに 聞え る。 

上手の 土 提を傳 うて 岡野哲 夫と 八 望が 下りて 來る。 岡 野 はすつ かり 旅の 支度 をし、 飽ゃ 毛布 を か、 へて ゐる。 

八赏は 毛糸の 肩掛を かけて ゐる。 二人つ いて 渡船に 乗る。 
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E 野 なかく さかんに 花火 を あげてるな あ。 

八 望 今夜 十二時く らゐ まで は 花火 を あげ るんで すって。 

岡 野 鐵 橋の 欄干に 瓦斯が Si いたので、 こ& から 見る とまるで 龍宮 みたい に 見えます ね。 

八重 まったく 綺麗です わね え。 でも 岡 野さん なんか、 三年 も か、 つて あんなに 夜晝 心配 をな すって、 いざ 橋が 渡れ 

る やうに なると、 また 何處か 遠い 旅に 出て おしま ひな さるの ねえ。 

岡 野 さう です よ。 いつも 橋を搏 へて は、 それが 出来 上る とお 拂ひ 箱に なって また どこかに 新ら しい 仕事 を 探しに ゆ 

かなく ちゃなら ない のです から、 考 へて 見る とず ゐ ぶん 變な ものです ねえ。  . 

八重 でも、 みんなが あの 立派な 橋が 架った お蔭で どれ だけ 助かる か 知れません わ。 

岡 野 さあ、 助かる 人 も あるか はりに は、 又 そのために 仕事 を 失く する 人 も あるで せう し …… (渡 小屋の 方 を 見る〕 

世の中の こと は みんなに 都合の い \ やうにば かり は 行かない ものです。 

八重 さう いへば あたし だって、 あの 橋が まだ 二 年 も 三年 も 架って しま はない 方が よかつ たんです。 そしたら あなた 

だって まだず つと 東京に ゐる ことができ たんで せう。 

岡 野 しかし、 僕なん かどうせ 一度 は 橋が 出来 上り さへ すれば こんな ことになるの は、 最初から 知れ 切った ことなん 

ですから。 

八重 あちら はお 寒い さう ですから、 大事に なすって くださいよ。 

岡 野 僕なん か 大丈夫です。 お八 重さん こそ 達者で ゐ てくだ さい。 

八重 あたしなん かどうな つたって かま ひません。 

E 野 馬鹿な こと を。 またす ぐ 逢へ ますから。 
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八重 また 逢へ るか どうか わかる ものです か。 あたし これつ きりで、 もう 二度と お 目に か る こと もで きない やうな 

氣 がして なりません。 あたし それ を 思 ふと、 一 曆 のこと この 水の 底に 飛び込ん でし まひたい o(t ス テ リックに 泣く〕 

岡 野 きっと 逢へ ます。 泣く んぢ やありません。 誰か 人が 來 ました。 (二人 隅の 方へ 片寄って しゃがむ〕 

松 下 新 之 助 俯向きが ちに 土提を 下りて 來て、 渡船に 乘る。 遠くで 新 内 を 流して 行く 音が 聞え る。 

間。 雪が 止む。 

船頭 品右衞 門土提 上の 小屋から 下りて 來て、 tot の 上の カンテラ を 卸し、 鼓に 置く。 雪雲の 間から 月が 親き は 

じめ る 0 

新 之 助 品右衞 門さん ぢ やない か？ 

品 右衛門 どなたで すかい？ 

新 之 助 わし だ。 

品 右衞門 お 5、 あんた は 松 下の 且那 さま だ。 今ごろ どうして こんなと こに。 

新 之 助 何、 ちょっと 用事が あった もんだ か.，：。 

品 右衛門 それにしても 久しくお 目に か \ りませんで したが、 七 八 年に もな り ませう か。 

新 之 助 あ、 それく らゐに はなら う。 

品 右衛門 且那が 北海道に おいでの こと は 聞いて をり ましたが、 今夜 こ、 でお 目に か X らうなん て 思 ひもいた しませ 

ん でした。 旦那 はいつ もお 達者で。 

新 之 助 品 右衛門さん も 相 か はらず 達者 だな あ。 

品 右衛門 わたし や 達者で ございます。 おかみ さんやお 孃 さん もい つもお か はもありません でな あ。， 
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新 之 助 え X、 みんな 達者で をる よ。 

品 右衛門 何よりで ございま すよ。 それで、 今夜 は どちらへ …… 

新 之 助 わし かい …… これから また 暫く 北海道へ 行って 来ようと 思って さ。 

1： 野と 八重 目 を 見合せ る。 

品 右衛門 旦那お 一 人で？ 

新 之 助 あ k わし 一人でよ。 

品 右衛門 そいつ は 寂しい こと ぢ やな あ。 おかみ さんや お嬢さんが どんなに 心細い こと やら 知れぬ- 

新 之 助  

品 右衛門 今度 はまた 暫く あちらに？ 

新 之 助 さあ、 何時に なったら 東京へ 歸れる やうに なること やら, 

品 右衛門 一日 も 早う 歸 つてお いでなさい。 

新 之 助 ありがたう。 

花火の 音が 開え る。 

新 之 助 け ふ は 吾妻橋が 開通した とい ふので 大 變な賑 ひだな。 

品 右衞門 朝から 蘇 者 衆の 手 踊 や 何 かで お 祭 さわぎで ございま すよ。 

新 之 助 隅 田 川に もい よ/ \.鐵 橋が 架った となれば 便利に もなる だら うがな あ。 

品 右衛門 まったく 便利に はなり ますよ。 

新 之 助 だが、 これから は 一層 江戶 らしい 昔の 面影が 失くな つて ゆ くだらう。 


品 右衞門 蒸 汽が荒 川 ま で 通 ふや 5 になり ましてから は 都鳥 もよ つ ぼ ど 減り ました か らな あ。 

新 之 助 さう く。 わし 等が 馬鹿 遊び をして ゐ たころ は、 こ X いら もずぬ ぶん 都鳥が 飛んで ゐ たもの だが な あ。 

§ 品右衞 門 いや、 當世 はます く 人間が 賢くなりまして、 且那の やうな 大まかな 昔 a な 遊び 方 をな さる 人 も ありませ 

ん. 

S 新 之 助 その 馬鹿 遊びの 果が 今の わしの この 姿 さ。 まさか 紙 衣 も 着て はゐ ない がね ハ 、 、 、 、 、 ハ …… (寂しく 笑 ふ) 

品 右衞門  

新 之 助 それにして もど 5 だね、 吾妻橋が 開通した と あれば 品右衞 門さん のこの 渡船 はどうな るんだ な。 

品 右衛門 わしの この 渡船で ございま すかい？ これ も 今夜 この 渡しき りで いよ/. \ おしま ひで ございます。 

新 之 助 今夜 この 渡しき りで I 

品 右衞門 さう でございますよ。 隅 田 川の 渡船と いへば 權現 さま 御入國 前からの もので せう が。 それ もい よ/ \ 今日 

この 渡し 限りで ございます。 

新 之 助 今日 限りで 隅 田 川の 渡船が おしま ひだと は 何だか 惜しい やうな 氣 がするな あ。 

品 右衞門 隅 田 川の 名物で したが 仕方が ありません。 都鳥の 影 も 年々 に 減る、 渡船 も 失くなる。 何も彼も 世の中 は 移 

つて 行きます わい ハ、、 、 、  

新 之 助 しかし 明日から 渡船が なくなる とすれば 品右衞 門さん はどうす るんだ ね。 

品 右衞門 どう するとい ふ當て もありません。 もうこの 年で は 何 處 へ 行った つて 使って くれる 者 も あるまい し …… 考 

2 へて 見る と 十五の 年に 水 棹 を 握って から 五十一 一一 年、 都鳥と 二人で 隅 田 川の 水の 上に 暮 して ゐ たんです からな あ …… 

5 新 之 助 五十 一 一 一 年 …； 
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品 右衞門 え、、 五十 三年になります よ。 あの ころ は 川 向う の 茶屋に お！ i とい ふ罄 のい. t 女が ゐて、 渡船 を 呼んで く 

れ たもので すよ。 あの ころ は 何も彼も 世の中が よかった。 *1 の 中の 住み心地が よかった。 さあ ぼつく 船 を 出し ま 

すかな 0 

新 之 助 さう して 貰 ふかな。 品右衞 門さん これ はわ づか だが。 

品 右衞門 旦那、 こんなにいた つきましては。 

新 之 助 まあ、 取つ ときな。 わし もまた 何時 歸 つて 來 るか 知れない から …… 

品 右衞門 ではいた いて 置きます。 さあ 出します かな。 (水 掠 を 取る) もう 誰も 來 ないかな あ • この 船が いよくお 

しま ひの 船 だから、 後から 来る 客が あると 氣の毒 だ！ 

新 之 助 何百 年と っ^い た 隅 田 川 の 渡船の 最後の 船に 难 つて 旅に 立つ のかな あ … … 

品 右衞門 ぢゃ 行く としませ う。 おや 誰か 来るな。 

猿 ま はしと！ 一一 味 線 を か \ へ た 女 土提を 走って 來 る。 

品 右衞門 さあ 乘 つたり、 乘 つたり。  ， 

猿 ま はし あ X やっと 間に合って よかった。 

三味線 を 抱へ た 女 ほんた うによ かった こと。 

品 右衞門 …… (默 したる ま、 水掉を さす 水鳥の 聲) 

ヒ 手の^ 船小屋の 上に かよと 菊が 走リ來 る。 船 は しづかに 動き 出す。 

かよ は 雪の なかに しゃがんで： を 雨 手に 突っ伏せ てし まふ。 

菊 お 父つ あん …… お 父つ あん …… 
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新 之 幼 ；… (土 提の上 を 見 上る。 俯向いた 新 之 助の 雨 肩が す、 り 泣く やうに はげしく 動く： 

橹 の聲。 遠くで 花火の 音。 


幕 
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第 1 慕 

大正 六 七 年 ころ , 

場 所 

錢河灣 に 沿- 「たる 砂丘の 上 

登場人物 

醫師 早 獺 秀作 五十 歳 

妻  光  子 三十 七 八 歳 

長女 かつら 十八 歳 

長男 鐵  雄 十五 歳 

次女 玲  子 十四 歳 

三女 漾  子 十 歳 

次男 富 士 郞 八 歳 

女 中 た  き 二十 五 歳 

請負師 藤 川 @ 七 四十 歳 

老僕 淸水六 左衞門 六 土 一三 歳 


爲 の法國 
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都 會の靑 年 

晚 秋の 午後。 海岸に ちかき 小高い 山の 上の 古い 寺の 庫裡の 1 部分。 正面 十疊の 間。 廻り 濡れ 緣。 つ いて 奥 

の 方へ 次の間 及び 玄關が ある 意。 玄關の 一部分 だけが 下手に 見えて 丸窓な どが 切って ある。 玄關 から 下手へ 

や、 歩いた ところから うしろの 方へ K 々があって， そこ を 下って 驟 道へ 出られる つもり。 梧桐が 玄 翻の 横へ 

一本、 特に 目立つ。 山茶花が いて ゐる。 上手 下手へ 鶴。 上手に は 築山が ある。 

正面に 一間の 床の間。 浪の 音が 聞え る。 玲 子と 漾 子が 下手に 立って. 見物に うしろ を 見せて ゐる。 

.m ぃシ イツ を かけた 夜具が ひろげられて ゐ。 秀作 は 嵐 床の 上に 起きて ゐる。 長い 病苦に 衰へ 切って ゐる 態で 

ある 0 

か つらと 鐵 男が 父の 左右に 坐って ゐる。 かつら は 父が 咳 をす るたん びに 父の 背 を 擦る。 

秀作 は 枕 もとの 懐中時計 を 抱へ て は 時間 を 見る。 

禿 作 光子、 もう 追々 子供た ち は 立たない と 汽車の 時間が 心配 だよ。 

光子 (換を 明けて 次の間から 登場) お父さんてば、 ほんた うにせ わしない。 子供た ち もまた 何時 …… 〔ちょっと 病人 

の 方 を 見て 1^ ぐみ なが. ら) 何時 たづね て來れ るか わからな いぢゃありません か。 

鐵雄 さう です とも、 學 校なん か 1 日く らゐ 休んだ つてい -1 ん です がわ。 

光子 ぁ& ；… 0 

秀作 學校を 怠ける ことば かり 考 へて ゐる。 (かすかに 笑 ふ〕 

富士郞 寺の 下の 縣道 から 走って 來る。 つ r いて 六 左 衞門。 
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富士郞 玲 ちゃん、 馬車が 来た。 濱の 方から。 

玲子 あ. 1、 馬車が 來 ました。 

漾子 お母さん 馬車、 馬車 …… 。 (玲 子、 漾 子つ いて 潘れ緣 から 座敷に 上る) 

秀作 ぢゃ、 みんな 氣を つけて 行く がい 

光子 ではお 父さんに 御挨桜 をなさい。 

玲子 お父さん、 では 御大 事に、 お母さん ；… 。 

鐵雄 御機嫌よう。 姉さん …… 。 

光子 たき や、 みんなの 荷物 を ：•：• い X かい？ 

たき はい。 (玄關 よりあら はれる。 ショ ー ルを 掛けて ゐる。 右の 脚が 惡 いので 多少 びっこ を 引いて ゐる) 

光子 たき、 何 だね、 (すこし たしなめる やうに) まるでお 孃 さまの や うぢ やない かね。 

六左衞 門、 子供た ちそれ.，^ に 蝙蝠 や 小 ひさな 芋 荷物な ど を 提げて、 玄關 から 下手に やがて 驟 道の 方 へ 下る。 

たき は 最後から 跟 いて ゆく。 光子と かつら は 下 竽の籐 のと ころに 立って 見送る。 馬車の 喇叭の 音 。さよなら、 

さよならと いふ 聲。 かつら" ンカチ —フを 振る。 秀作 庭に 下り 杖に すがりて、 上手の 築山の ほとりに 上り 子 

供 等の 馬車 を 送る〕 

光子 (庭の 方へ 來て) おや ッ。 あなた、 そんなと ころに おいで なんです か。 冷えて はいけ ません よ。 (馬車の 喇叭の 

音 聞 ゆ) 

秀作 子供た ち はま だ ハンケ チを 振って る。 おう、 もう 石橋に か \ つた。 まだ こっちの 方 を 見て ゐる。 あの やうに ハ 

ンケチ を …… 0 


光子 f 秀作 を 介け て 築山 を 下りつ >0 あなた どう 思 ひなさい ます？ たきの こと を …… 0 

秀作 たきの こと >| は？ 

光子 さっき あんな 立派な シ ョ， ル なんか 掛けて 行った でせ う。 かつら だって あんな 上等な シ ョ ー ル なんか 持ち ませ 

んょ e 

秀作 自分の 給金 を 貯めて 賈 つたの だら う。 

光子 あなた は 男 だから 氣が おつきに なりません。 あれ は あの 子の 兄の 藤 川が 東京から EGT つて 來 たんです よ。 藤 川 だ 

つて ごらんなさい 今年の 六月 濱の家 を 請負 はして やつてから は 金鎖の 時計 は 下げる し … … 、あたし このごろ 變なこ 

とば かり 考 へて 心配で なりません。 

秀作 今度の 家の ことにつ いて かい？ 

光子 え X。 こ \ のお 寺の 離れ だって ほんた うは 九月に は 出なければ ならぬ 御 約束だった のです よ。 濱の 新ら しい 家 

が 八月の 末に は 出來上 つ て、 あなた も それに 引き越す のを樂 しみに なす つてお いで した。 

秀作 さう いへば わし も 工事の 進行が すこし 遲 過ぎる やうに 思 ふ。 わ づかニ 千圓の バラック だ。 最初 藤 川の 話で は 仕 

事 は 三 ヶ月で たくさんだ。 どんなに 遲く とも 夏 中には 新ら しい 家に 往 める といった *- (緣 側に 腰かける) 

光子 一 日 も 早く 濱の 新ら しい 家に 引っ越したら、 あなたの 氣分 だけで も變 らうし、 病氣 にもい \ だら うと 思って、 

笹 山さん に 無理な お 願 ひ をして 金 を 貸して いた ii いたので すに。 

秀作 さう いへば わし も 藤 川の 心持ちが わからなくなる が、 何で あんなに 工事 を遲ら せる のか。 大工 だってた いてい 

はた t 1 人で 働いて ゐ るんだ し …… こんな 暨梅 では 雪が 降る やうに なっても まだ 濱の 新ら しい 家に は 行かれまい 0 

光子 あなた はま だ 藤 川 を 信じて おいでにな るんで すね。 
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秀作 だって 藤 川 はたきの 兄で はない か。 

光子 では あなた は 今でもた きを 信じて …： 0  , 

秀作 十 年 も わしの 家に ゐ るんだ し。 

光子 さう です。 たきが あたした ちの 家に 来まして からまる 十 年になります。 あの 女が 十六の 時でした。 脚の 骨が 腐 

る病氣 で、 その ま.^ 放ってお いたので は、 骨の 腐れが す X んで片 脚 切らねば ならぬ かも 知れぬ とい ふの を、 あなた 

ふ びん 

が 不便が つて 面倒 を 見て おやりな すった。 

秀作 あれから もう 十 年になる かな。 あれの 右 脚の 切開 をした の は 今でも はっきり 覺 えて ゐる。 ちゃう ど 八囘の 大手 

術 だ。 

光子 ですから あなた はたき は氣 立が やさしい、 正直 だ 正直た といって らっしゃ るが、 霱生 部屋の 男た ち は 何 だた き 

の 奴、 入院す るつ もりで 醫 者の 家 を さがして 来て、 給金 を 取りながら 先生の 家に こびり ついて るの だなん ていって 

ゐ ましたよ 0 

秀作 まさか そんな 功利的な 考 へからば かり 奉公して るつ もりで も あるまい が …… 。 人間 は 疑って か.^ つた 日に は^ 

りがない からな あ。 

光子 あなた は あんまり 人 を 疑 はなさ 過ぎ るんで すよ。 たき だって あなたが 御 自分で たきの 繃帶 までして おやりな す 

つても 氣に食 はない と 繃帶を 捨て. - しまって、 何だか 田舎から 经 つて 来た 妙な 膏藥 なんか 塗ったり する ことがある 

んで すって。 

秀作 しかし どんな 人間 だって、 こっちが 眞心を 持って さへ ゐれ ば惡 いこと はで きぬもの だよ。 

光子 あなた はいつ も そんな こと を 仰っしゃる。 
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かつら 下手より 庭先へ。 

かつら お母さん。 藤 川が 見え ましたよ。 今 濱で爺 やと 話して ゐ ます。 

光子 藤 川が ；… 。 

秀作 光子 ッ！ (ひどく 暖を する。 苦し さう に緣 倒に 突つ _i してし まう〕 

光子 あまり 冷えな すつ たんで せう。 (二人して 秀作 を寢 床の 上に 連れて) かつら 注射の 箱 を 取って おくれ。 

かつら お父さん …… お父さん …… 痛みます か。 

光子 (秀作の 肩を脫 がせて〕 可哀想に もう 注射の 針 を 立てる 場所 もない。 

かつら 長い 問の 注 射です からね え。 

病人 は 夢中に なって 呻く。 

光子 それにしても 一日 も 早く 濱の 新ら しい 家に 引き越して お父さん を やすませて あげたい。 この 春から あれほど 樂 

しみに してお いでに な るんだ から。 

かつら 藤 川 は 何時に なったら 捲へ て くれ るんで せう ね。 お金 だけ は 五 百 圓も餘 計に 取って 置いて。 

藤 川つ 2- いてた き 下手より 登場。 藤川は自轉^51-を持っ てゐる。 中 折！；、 天鵞絨の ズボン、 短靴- 玄 闘の 模に 

て 奥の 方 を 倫 見しながら 何 かたきに 耳打ちす る。 たき は玄關 のうしろ へ、 藤 川 は 庭先へ。 

藤 川 (ひどく 慇 敷な、 そして わざとら しい 笑 ひ 方 をして) 先生 さま 今日は ：••： おや ッ (急に 驚いた やうな 態 をして) 

またい つものお 惱み でございますな。 それ は大變 でございますな。 わたくしが お擦りいた しませう。 (緣 側へ 上らう 

とする〕 

光子 いえ、 注射し ましたら たいてい これでい X だら う 。すこし 靜か にやす ましとき ませう。 


藤 川 左樣 でございます か。 それ はお 苦しみで …… 。 

光子 今 曰 は 普請場の 方から？ 

藤 川 はい、 只今 濱の御 普請場 を 見て まいりました。 奥 さま、 そり ゃもゥ この 濱 でも 滅多にない ほどの 御 普請 だとい 

つて、 村の 人た ち も 驚いて をり ますよ。 

光子 まさか あんな バラックが。 (寂 L く 笑 ふ) 

藤 川 バラック だなん て勿體 ない こと を 奥 さま。 それ こそ わたくしが 誠心誠意いた しました 仕事で ございます。 あの 

病人の 妹 を 十 年 も 先生 さまに 見て いた きました ぉ禮 だけで も、 あれく らゐの 家の 一軒く らゐ は、 わたくしの 金で 

作り上げます のが 當然 でございますが、 何分 そんな 資力 はない、 せめて わたくしの 魂 を 打ち込みまして 良い が 上に 

も 良い お 家 を： へて お上げい たし ます。 

光子 それ はさう です。 良い 家 を 捲へ ていた r くに 越した こと はな いんです が、 何分 病人が 病人 だからね え。 一日で 

も 早く あの 新ら しい 自分の 家に 入れて 上げた いんだよ。 (そっと 秀作の 寢姿 をな がめ 緣 側に 近づ いて〕 曰ー那 もこれ ほ 

どに お弱りな すった の だから、 もうこの 冬 を 越す ことが 出來 るか どうかって、 こな ひだ 東京から 來 なすった 笹山先 

生 もい つて ゐ なすつ たんだよ。 (かつら 眼 を 拭 ふ〕 

藤 川 へえ …… もう それほどに 御 病勢 はす、 みました かな あ。 それ ぢゃ 一日 も 早く 濱 のお 家 を 完成し なくち やなり ま 

せんな 0 

光子 さう してお くれ。 あたした ちの 身に しても、 もしもの ことがあって はならぬ から、 一日で も 長く 且那を あの 新 

らしい 家に 寢 かして 上げた いんだよ。 もうあと 幾 月と いふお 命なん だから わ。 御 自分で も おれ は 死ぬなら おれの 家 

で 遠慮な しに 寢て 死にたい と、 もう 三年 も 四 年 も 前 から あれほどに 望んで おいでだった の だからね。 どうぞ あたし 


を助けると思って 1 日で.>^早く住めるゃぅにしてぉくれ。 

藤 川 え 、え、、 大急ぎで 仕事 をす \ めます。 それにつ いて 奥 さま、 今日はす こしまた お金 を 頂戴いた したいと 思つ 

てま ゐ りました が。 

光子 (驚きて〕 お金です つて？ 

藤 川 え k 滑 金 を 五 百 W ばかりいた^ きたいので すが、 へえ。 

光子 藤 川さん 何 かそれ は考 へち がひぢ やない？ もうあん たに は 二 千 五百圓 とい ふ 金が お上げして あります i: です。 

藤 川 たしかに 二 千 五百圓 はいた^いて ゐ ます。 最初のお 約束 は 二 千兩。 しかし 途中で 不足し ましたので 最初に 三百 

兩、 その 次に 二百 兩 …… たった 二度の 壻 金です， へえ …… 。 

光子 だっても，^ それだけで たくさん ぢ やない の。 約束の 金よ い 五お 圓も餘 分に 上げたん だもの。 

藤 川 五：. n 圆 もです つて、 で 7 …… 奥さん 今度の 五： E 兩 だって 何も これからの 仕 寧に 使 ふ 金ら やありません よ。 

今度の 五百兩 はこれ までに か \ つた 金の 支拂 ひに 使 ふんです よ。 

光子 (ひどく 驚いて) ぢゃ、 家が 出來 上る までに は 何れ だけお 金 を 上げれば ぃゝ の。 

藤 川 さあ、 まあ 千兩も か.^ ります かな。 (うそぶく やうに〕 

光子 そんな ことが …… そんな 亂 暴な ことが …… 。 

藤 川 だって、 お金 をいた 丈かない ことに はお 家 は 出来 上りません よ。 

光子 でも 最初 一 一千 圓で 立派な 家を拖 へ て 上げます。 兄妹 一 一人の 御 恩返し に と あれほど 堅く 言 ひ 切つ たで はない の。 

六 左衞門 上手の 築山の 藤から とぼく と 登場。 魚 を 下げて ゐる。 じっと 立ち 止って 緣 側の 方 を てんる。 

鷉川 御 恩返し をした い と 思 へ ば こそ 結構な 普請 をし てお 引き渡しした い と 思 ふ の です。 結構な もの は それだけ お金 
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がか X ります。 さあ、 先生 を搖り 起して 下さい。 

光子 旦那 さま を  この 御 病人 を？ 

藤 川 日； 那に またす らくと 一本お 手紙 を 書いて いた^きた いのです。 東京の 笹山 先生に ね。 これこれで 大工の 方 か 

ら 金の 請求が ある。 至急 五： 白 M 貸して 下さいつ てね。 わたし 今夜 八 時の 汽車で そのお 手紙 を 持つ て 東京へ 飛んで 行 

ぎます 0 

光子 だって 拖山 先生に はもう これで 七 度 目の 手紙よ。 いくら 何 だって 笹山 先生に お金の 無心ば かり。 

藤 川 ぢゃ、 何 かお 宅 さまに まだ 結構な 雅 邦の 繪 とか 何とかい ふ ものが 殘 つて ゐ ません か。 

光子 あれほど 大切に なすって ゐ た^とい ふ は 人の 手に わたって しまって. 今ではもう たやの 一枚 も殘 つて はゐま 

せぬ。 あれ iHl 覽， 床の間 を。 鐵雄 がい たづら に 書いた あんな 物 を 懸けて ゐる くら ゐ だもの。 

藤 川 どうで も 旦那 を搖り 起して 手紙 をもう 一本 書かして ください。 さあ 旦那 を …… 。 

六 左衞門 (飛び 下 リて來 て 藤 川の 胸倉 を摑む やうに して〕 これ、 藤 川さん、 あんた は 何とい ふ 人間 だ。 お前さん 方 二 

人 はこれ ほど 且那 さまの 御 恩 を 着て ゐ ながら、 お前 は 人間 ぢ やない。 

藤 川 六さん- まあ 放っといて くれ。 

六 左衞門 あのた きの 脚 を 見い。 旦那 さま はまる で 御 家のお 孃樣 見たい にこの 十 年と いふ もの、 たきの あの 恐ろしい 

脚の 病の ために どれほど 御苦勞 をな すった か 知れない。 一 度なん かお 前の 妹の 手術 をな すった 翌日から 恐ろしい 毒 

が はいって まるで 二 ヶ月 も 御 入院な すった ぢ やない か。 それでも 且那 さま はた 父の 一 言 も 愚痴らし いこと も 仰つ し 

やらない。 あんな もったいない 日ー那 さま を 苦しめて 費樣は …… 。 

^^川 お前た ちの 知った こと ぢ やない。 だまつ とれ。 
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六 左衞門 だまって をれ るか。 罰 あたり 奴！ 

藤 川 奥さん、 早く 先生 を搖り 起して 下さい。 ねえ. 五 W 圓の 手紙 を 1 本 さ。 

光子 だって、 あれほどお 苦しみな す つ て、 今や つ  >  落ち つきな すった ばかりの ところ を …… お前 も 人間 ぢ やな い か。 

膝 川 そんな こと を 言って る 場合. ちゃありません。 今 こ.. -で五 百 雨の 金 を 出して くださら なけれ やお 金が できる まで 

工事 を 巾 止して、 十日で も 二十日で も 待って ゐま さあ。 その 中には 雪 も 降って 來， せう。 

六左衞 n え X、 腹が立つ。 八月に は出來 上る 害の 家 を これまで 延ばしに 延ばして、 今にな つて また そんな こと を。 

一 展 の こと 且那 さま をお 連れす る ことができぬ くら ゐ なら おれが 濱の家 は 打ち 壞 してやらう。 (下手へ 行き か、 る〕 

藤 川 打ち 壞 して どうす るの だ。 いったい あれ は 誰の 家と 思 ふの か。 

六 左衞門 言 ふまで もない。 旦那 さまのお 金で 搏へ てるん ぢ やからに は 旦那 さまの もの ぢ や。 

藤 川 お前の やうな 爺 は國の 法律と いふ やつ を 知る めえ が、 まことに ありがた いもの ぢゃ。 法律と いふ もの &ぉ薩 で 

あの 家 はな、 出來 上って 引き渡し をす るまで はおれの 所有なん だ。 だから 手前た ち は 指 一 つ あの 建物に 觸る こと は 

できねえ の だ。 

六 左 衞！！ そ、 そんな 馬鹿な ことが、 そんな 理窟に 合 はぬ ことがある もの か。 ニ千圓 のと ころ を 31 那 さま は 貴樣 にせ 

びら れ てニチ 五百圓 とい ふ 大金 を 出して おいでな さるの だ。 この 盗人 奴が。 あれが 旦那 さまの 家でなくて 誰の 冢 

ご -1 , 

藤 川 まあ 何とで も 吠える がい \。  S£ の 法律って ありがた いもの だ。 あの 家が あの ま > -でゐ る 間 はおれの もの だ。 さ 

あ、 奥さん、 旦那 を搖り 起して 手紙 を 1 本書 かしてく ださい。 東京の 资山 先生に です よ。 

光子 藤 川、 勘忍し おくれ。 あたした ちに どうして これ 以上のお 金が 出来る もの かわ。 旦那 はお 前が 知って る 通り こ 


この 濱 においで なすって からさ へ 五 年に もなる のぢ やない か。 お前に 渡して あげた あの 最初の 千 五：. 圆と いふお 金 

は早灏 家の 全 財產だ つたの ぢ やない か。 お前 は それから もま だ 金が 足りぬ 金が 足り ぬと いって は 二 百 圓、 三 W 圓と 

…… そのたん びに 旦那 さま は 血 を 吐く やうな 思 ひ をな すって は笹山 先生に お 手紙 を 出して 金の 無心 をな さった。 お 

前、 曰ー那 さま はもう 後一 一月 か 三月の …… それ だのに お前 は。 

藤 川 でございますから わたくし は 建築 を 急いで をり ます。 それだけ 金が 必要です。 殘 りのお 金がなければ あの ま > - 

立ち腐れ にして置くば かりです。 さあ、 ど，^ ぞ 旦那 を搖り 起して ください。 今夜の 汽車の 時間の ことがあります 

で。 (藏 床の 方へ 近づかう とする〕 

六 左衞門 この 人 非 八 奴。 おのれ この …… 。 (藤 川に 躍り か、 る。 秀作 半身 を 起す〕 

光子 あなた、 どうな すった のです？ 

秀作 いや 何でもない。 藤 川 か！ 

藤 川 はい、 旦那 さま。 またい つもの 御 ii? 氣で …… 。 

秀作 お前 はどうで も 後 五百圓 なければ あの 濱の家 は 出来 上らぬ とい ふの か。 

藤 川 はい、 どうしても まだ 五 百圓 は、 へえ。 

秀作 いよいよ それだけ あれば い \ の だな。 

藤 川 さ-つで すな。 まあ 今のところ では …… 0 

秀作 おれの 1 生の 頼み だ。 今度の 五： S 圆で埒 をつ けて くれ。 お 願 ひだから。 

光子 あなた …… 。 

秀作 わし は 生きて ゐる 間にた とへ 一日で もい、 から あの 新ら しい 家に はいって 見たい のぢ や。 あの 新ら しい 家で 死 


7 にたい のぢゃ e 

藤 川 かしこまりました。 その 五 百圓 さへ 下され ますり や。 

秀作 光 十、 硯を …… 。 

光子 はい。 (现 箱と 手文庫 を 出す- 

秀作  。 (筆 を 執り じっと 考 へて ゐる。 手 ひどく 顔へ る、 胸が 痛み 輕く 呻く。 筆 を- 络す〕 

藤 川 旦那！ どうし たんです。 (秀作に 近づいて 行って 落ちた 筆 を 拾 ひ 上け 無理に, 作の 手に 握らせる) 

六 左衞門 え. -、 この 鬼 奴！ 人で なし 奴！ 

藤 川 旦那、 さあお 書きなさい。 五百圓 です ぜ。 

秀作  。 (筆と 紙を捤 り じっと 1 點を 見つめた ま- -苦 しさ-つに 呻く〕 

光子 あなた …… 。(あわて- - うしろから 胸 を 抱く  ：- 

秀作  。 

静かに 浪の 音。  ！ P i 

第二 慕 

前の 場から 約 一 ヶ月 後の 夜 牛。 

駿河 海に 沿うた 小高い 丘の 上に 新築した ばかりの や 、文化 式 を 加味した 二階建の 家が ある。 靜 かな 永 f おの 眠 

り を 聯想させる や. つな 色と 形の 家で ある。 階下 は 低い 石段 を 上って、 ちょつ と鐵の 鬥 の やうな S じの 扉が あ 
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る。 二階に は 二つの 窓が 見える。 ぅしろの窓から部屋のなかに01の^^リが流れてゐる。 た V し 窓 は カラスの 

戶も 何も 付いて ゐ ない。 下手 は 一段 低，^ なって 海へ 下る 道が あり、 伊豆牛21^土肥ぁたリの山が月の光リに照 

ら されて 海 をへ だて  >-蠖 つて ゐる。 下手に 3M つ 赤に 熟した 柳の 樹が 一本。 芒な ど 枯れ 枯れの 光 i:3-。 浪の 音。 

六左衞 門、 つ 1- いて かつら 上手より 小 急ぎに A=i 場。 

六左衞 鬥 まったく 心配な ことにな りました。 

かつら お父さん はどうな すった の だら うわ。 

六 左衞門 あのお からだで この 夜氣 にお あたりな さって は …… 。 

かつら あたし たちさへ 寒い くら ゐ だからね え- もう 霜が 下りて る やう だよ。 

六 左衞門 しかし、 それにしても 旦那 さまが 藤 川の 今日の 仕草 をお 怒りな さるの は 無理 も ございません。 お 鍵 さま あ 

れを 御覽 なさい。 せっかく 旦那 さまが 三千 圓に ちかい 大金 をお かけな すって、 あの やうに 御 普請な すった ばかりの 

家 を、 窓の 硝子 も、 床の 板まで 引つ ぺ がして 夜の 明けぬ うちに 馬車で 蓮び 出す なんて、 まあ 何とい ふ 恩知らずで ご 

ざい ませう。 

かつら 爺 や あたしく やしくて ：：： お 父 さまの 心 を 察する と耐ら ない。 あれほど たのしみに なすって おいで だつ たん 

だからね え。 

六 左衞門 それに あんなに お弱りな すった ので はお 氣の 毒な ことです が >  いつ …… 。 

かつら お 父 さま は 新ら しい 家で 死にたい とば かりい つて ゐ らっしゃ るに ねえ。 

六 左衞門 ともかく 海岸の 方 を ずっとお さがしいた しませう。 奥 さまが すぐ 後から 追つ かけて おいでな すった とい ひ 

ます か ら 大丈夫 だ と は 思 ひます が … … 0 


o かつら お 父 さま は 藤 川 を 殺して しま ふっていって らしつ たんだから ねえ。 

5 六 左衞門 お 察しいた します。 爺 や だって 泣かずに は をれ ません。 この 夜 案 一に 旦那 さま は …… それにしても あのた き 

にしても まる 十 年と いふ もの、 あの 骨の 髓 まで 腐って 行く 足を絕 えず 且那 さまに 手術して いたにいて、 海山 ほどの 御 

恩 を 蒙つ てみ る箬で ござ い ます。 それ だ のに あいつ までが 1 緒に なって 旦那 さまに この やうな 仕 打 をす ると は … ：• 

かつら 爺 や あたした ちが 不運なん だよ …… 。 (下手へ か \ る) 

六 左衞門 はい …… 。 (月 を 仰ぎながら 氣拔 けした やうな 態に て 下手へ) 

藤 川と たき 家の 中から あた リに氣 をく ばりながら： H て來 る。 

藤 川 六左衞 門の 爺^ 迷 言 をく りかへ して ゐゃ がる。 幾らく やしく とも 引き渡し をす まさぬ 間 はこの 建物 は 請負人の 

おれの もの だ。 肺病 興 者の 金 を 絞って この 家 を 建てた が、 引き渡し さへ すまさな け やおれ の ものなん だからな あ。 

國の 法律と いふ やつが ちゃんと おいらの ため を はかって くれてる の だ。 法律って いふ やつ はありが たい もの だ。 

たき 兄さん、 旦那 さま だって 可哀想お やない の。 

藤 川 お前 だって おれと ぐるで か、 つたの ぢ やない か。 

たき 最初 は あたし だってお 金が 欲しかった ので 兄さんの ために 便宜 を はかった けど、 兄さんが こんなに 惡 いこと を 

0 しょうと は 思はなかった わ。 あたし 今日は 何だかす こし 旦那 さまが 可哀想に 思へ て 仕方がな いのよ。 旦郝 さま は 今 

^ 日 はもう 二度 も 血 は 吐いた わ。 もうお 長い こと はない と 思 ふわ。 

藤 川 死ぬ にやす ぐ. 朴" ぬ だら う。 それが 當 人の ためだ。 病の 苦しみ をの がれる だけで.， -仕 合せと いふ もの さ。 

の 

たき それで 兄さん どうす るつ もりな の？ いつまでも 旦那 さまに 家 を わたさないで。 

藤 川 もう 五 百圓も 金 を 出したら、 いよ/ \ この 家 を 引き渡す ことにし ようよ。 


o 
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たき まだお 金 を 出せって いふつ もり。 

藤 川 知れた ことよ。 引き渡さないで 置けば こっちの もの だ。 幾度で も佥を 引き出 すんだ。 法律と いふ やつが おれた 

ちの 味方 だ。 

たき 兄さん もい、 加減に したら どう。 お 氣の毒 だ わ。 あんた 惡黨 みたい ね。 まるで。 

藤 川 何が 惡黨な もの か。 惡黨 つてい ふの は 法律が ゆるさぬ こと をす る 人間 だ。 法律が ゆるす こと をす るの は 正しい 

人間 だ。 

たき わたしに はそんな 理窟 はわから ぬけれ ど …… もうい、 加減に した 方が い \ わ。 おや 人が 來 たやう だ。 

4^ 川 肺病 醫者 だ！ あの あはれ な ざま を 兌ろ ヒ 、ヒ、 ヒ …… 。 

二人 ヒ 手に 返 場。 遠くで 笛の 音が 聞え る。 

早瀨 秀作、 光子に 介 けられ 下手より 登場。 

は 突つ 臥して ゐる。 

光子 あなた！ どうなさい ました。 あなた …… 。 (秀作 を 抱き起す〕 

秀作 あ. >  光子！ (じっと 新ら しい 建物の 方 を ながめる。 月の 光 が 家の 中へ 流れて ゐる〕 

光子 しっかりして ください。 あなたに もしもの ことがあったら どうし ませう。 あなた、 しっかり なすって ください。 

秀作 わたし ももう 悟った。 わし は 何も 考 へまい。 人間と いふ もの は 弱い もの だ。 わし も 人並に は 心の 修養 も 積んだ 

つもりであった。 だが いざと なれば あさまし いもの だ。 

光子 無理 もありません。 (新ら しい 建物の 方 を 眺める) 

秀作 けさ、 藤 川が あの 家の 窓から： i£ 板まで も剝 がして 馬車に 積んで 行った こと を聽 いた 時、 わし はまった く あの 


浪の 音。 

半ば 死した る 人の やうに 衰 へて ゐる。 つま づきて 闽れ、 しにら. 


を 殺さう とさへ 思った。 わし はこれ ではなら ぬと 思った。 わし は氣を 落ちけ るつ もりで 碧最集 を 出して 讀ん だ。 幾 

時 間 讀ん でゐ たか 知らぬ。 だが わしの 頭に は 何も 映って は 来ない。 11 (寂しき 笑 ひ) 

光子 あれほど あたした ち を 信賴 さして 置いて ：：： 人間の する こと ぢ やありません。 あれ を御覽 なさい。 窓 も 扉 もみ 

ん なはづ して 蓮んで しまったん です。 

作 もう 何もい ふな。 わしが お 目出度い 人間だった の だ。 わし は 正しい ものけ 常に 勝つ と 信じて ゐた。 わし は 今で 

も 信じて ゐる。 わし は 今 曰 はじめて 聱 察へ 行って 法律と いふ もの X 矛盾 を 知った。 あの人た ちがい ふやう にわし は 

お 目出度 い 人間 だ つたの だ。 

光子 駄目 だとい ふんです か？ あの 家 はま だ あたした ちに は 何う する 權利 もない とい ふので すか。 

秀作 今日の 法律で は あの 男の 要求す る だけの 金 を 出して、 引き渡し をす ますまで は あの 男の 所有 だとい ふの だ。 

光子 だって 約束の 金よりか 千 M もた くさん 渡して ある ぢ やありません か。 あなたに 無理に 手紙 を 書かして は 笹山先 

生から 金 を 出さして。 

秀作 だけ ど 警察 の 人た ちがい ふやう にわし は 藤 川 を 信用し て 契約書 を 取らなかった から 何う する こと もで きない。 

この 上 あの 男に どの やうに 責められても わし は それ を 何う する こと もで きないと いふの だ 0 

光子 契約書が なくった つてみ ん ながち やん A 聞い て 知って るん ぢ やありません か。 

秀作 法律で は それ は 何の 役に も 立たぬ とい ふの だ。 つまり 信用した ことが 惡 いとい ふの だ。 お 目出度い とい ふの だ。 

お 目出度い 入 間 は 今 m の社會 では ほ滅 しなければ ならな い とい ふの だ。 

光子 だって そんな 不合理な ことが。  . 

秀作 常識 上から は 千 人が 見て 千 入 正しい と 思 はれろ 者が 法律上で はお 目出度い 人間になる の だ。 千 人が 見て 千人不 
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正 と 認められる も の も 今日 の 法律で は せられぬ ことになるの だ。 

光子 ぢゃ、 あたした ち はどう すれば い. --ん でせ う。 こんな ひどい 目に 逢っても どうす る こと もで きないん でせ 5 か。 

秀作 どうす る こと もで きない。 お前が お 目出度い の だと あの人た ちはいった。 

光子 しかし、 幾ら 法律 だって、 そんな 不合理な ことが。 

秀作 わし はさう は 思 はない。 法律と いふ もの はそんな もの ぢ やない。 正しい 者が 正しくない 奴に 馬鹿者 扱 ひに され 

る やうな 按は 法律で はない。 わし は 人間の 作った 法律 以上の 力 を 信ずる。 わし は 蛇 度 勝って 見せる。 

光子 だって あたした ちの 弱い 力で は …… 。 

秀作 だが、 考 へて 見る とわし も 間違った こと をした。 わしが あの 家 を 建てよう としたの がそ もく の考 へち が ひで 

あった。 

光子 だ つ て あなた はず ゐ ぶん 長い間 夜 も晝も 不幸な 患者 ちの ために 働きな すった のです。 あなたの 病氣も そのた 

めに 出た とい ふぢゃありません か。 あの 家に はいって、 靜 かに 養生な さらう とい ふの はちつ とも 間違った お 考へぢ 

やありません。 も， r 疾の 昔に 出來 上って、 今ごろ は あの 窓から 今夜の やうな 晚には 月で も ながめて ゐ らしった 箬で 

す こ  <" 

秀作 お前た ちがわし の 病氣の こと を 心 1^ し て あれほど にまでして 家 を 建 て \  くれた の はま ことに ありがた い。 お前 

やかつ らまで が 指環まで 費って 五お 圓の金 を 持へ て くれた 時、 わし は 泣いた。 あの 晚 わし は 幾度 か 夜具 を 冠って は 

泣いた。 わしが はじめて この 濱の丘 を 歩いた の はたし か 五月であった。 こ \ いらに は 一面 防 の 白い 花が^い てゐ 

た。 雲雀 も 鳴いて ゐた。 わし はこ- -に小 ひさな 氣 持ちの い、 家 を 立て \靜 かに 生きて ゐ たいと 思った。 

笛の 音が 聞え る。 やがて 都會 人ら し ぃ靑 年が 笛 を 持った ま  >- 下手から 松の 間 を 上手へ 退場。 


光子 あたし たちもどん なに か あなた を 1 曰 も 早く こ >- の 家へ お連れして よろこばして あげたい と 思った でせ う。 . 

秀作 いや、 お前 や 子供た ちまで が 何も彼も 犠牲に して わしの ために 濱の家 を 建て & くれて ゐ るの を 見る につけて、 

わしの 考へ はか はって 来た。 わし は醫師 だ。 この 舂笹山 君が 東京から わざ/ \ やって来て くれて わし を 診察した。 . 

わし は 整 山 君が 馬車の 中で お前に どんな 診察の 結果 を 話し たかは 知って ゐる。  j 

光子 あなた そんな こと を …… 。  _ 

秀作 恐らく この 冬 を 越 T ことができ るか、 できない か …… わしの 命 はもう きまって ゐる。  一 

光子 あなた そんな ことが …… 0  ； 

秀作 いや、 わしの 病氣 について はわし が 誰より 一番 知って ゐる箬 だ。 わし はお 前 や 子供た ちの 將來 のために こ \ に 

家 を 建 て 、 匿 く こと は腎 明な やり方 だ と 思 つたの だ。 わし は お前た ちの やさしい 心. > 見 るに つけても、 わしの こと， 

1> 考 へて はいけ ない と 思った の だ。 わし は あの 陰氣な 寺の 庫裡で 死んでも 寂しい と は 思 はぬ。 

光子 だって あなた。 あなた は あの 苦しい 病氣の 間に も 藤 川に 筆 を 握らせられ てまで、 笹山 先生に 金の 無心 狀 をお 違 一 

きになりました。 それ を 思 ふと …… 。  . 

秀作 さう だ、 わし は资山 君に ちゃう ど 七 度 金の 無心 を 言って しまった。 资山君 はいつ も 親切であった。 だが わし は 

この 世舁に 生？ てゐる ことので きない 人間な の だ。 わし は それ を 知りながら 笹山 君に 金の 無心 状 を 七 度 書 いた。 ffi 

山^« は わ し の 病態 を知 つ て ゐ る。 わ し は 返濟 の 目ぁ て もな い 金 の 無心 を 言 つて やった。 わし は 笹山君 の 親切に 對し 

て も恥づ かしい。  ， 

光子 あなたが すっかりお 癒り にさへ なれば お金 はいつ でも かへ せる ぢゃ. ありま せんか。 

秀作 わし は醫師 だ。 わし は笹山 君に 無心の 手紙 を 出す たんびに 心のう ちで は 立派に 整 山 君を撝 つて ゐ たの だ。 , 


光子 あなた、 そんな 馬鹿な ことが …… 0 

秀作 いや、 まったく さう だ。 わしの 死後 保險 金の 外に は I 文の 收入 もない お前た ちの みじめな 生活 を 思 ふと 死ぬ に 

も 死なれな い。 わし はお 前た ちがわし のために 建て、 くれる この 濱の 家に ついて 考 へたの だ。 ぜひ とも わ し が 生 さ 

てゐる 間に この 家 を 建て.^ 置かなければ ならぬ と 思った の だ。 せめて わしの © しい 遺產の 一 つと してお 前な り鐵雄 

なりに この 家 をゅづ つて 置きた かった の だ。 

光子 い、 え， そんな 氣の 弱い こと を 仰し やらず と ；… 0 

秀作 そしたら お前た ちの 生活 を 支へ る 助けに もなら うと 思った の だ。 だから わし は 七 度 も 金の 無心 を 書いた。 わし 

は笹山 君に 無心の 手紙 を 書く たんびに 自分の 心の あさまし さに 泣いた。 金と いふ もの 力の 恐し さ を はじめて 知つ 

た。 わし はもう 死なねば ならね。 だが わしに は 金が 必要なん だ。 お前 や 子供た ちの こと を考 へる とわし は 死ぬ にも 

死ねない。 金 だ！ 金 だ！ 金 だ！ 

光子 さあ かへ り ませう。 お冷えになる といけ ません から。 

< ^作 わし は 死ぬ までに どんな 恥づ かしい 思 ひ をしても 金を拖 へなければ ならぬ。 子供 たちのた めに 家 を 作って 置か 

ねばならぬ。 わし は 金が 欲しかった の だ。 しかし わしの やうな 病人に は 金 を產み 出す こと はでき ない。 唯一 つの 金 

を 達み 出す 方法 は 友情に 賴る ことだった の だ。 わし は 三十 年来の 美しい 友情 を 金に 替 へたの だ。 笹山君 はわし が 死 

んだ 後で も わし を 信じて くれる にち が ひない。 だが わし は笹 の 美しい 友情 を 金に 替 へて しまった。 子供た ちの 

幸福な 思 ふ 時、 わし は 人間ら し いわしの 心を惡 魔に 賢らなければ ならな か つ た。 わし は 死に か つ た 今日に な つ て 

金の ことば かり 考 へなければ ならぬ ことにな つた。 

光子 もったいない ことでした。 あの やうに 血 を 吐いて お苦しみの 時で も 藤 川 は あなたに 筆と 紙と を 突きつ けました。 


禺 の法國 


525 


秀作 いや、 わしに は 結局 藤 川の あの 殘 酷なやり方が 仕 合せであった。 わし は 病氣で 苦しんで ゐる 最中に 手紙 を 書か 

された にはちが ひない。 わし は 藤 川の 冷酷な 心 を 憎んだ。 しかし 同時に これ こそ 友情 を 金に 替 へる わしの 酰ぃ 心に 

神の 鞭が 當 てられて ゐ ろの だ とも 思 つた。 わし は あの 時咯 血した ま、 打ち倒れ て笹山 君に 金の 無心 狀を書 いた こと 

を、 せめて 笹山 君の 美しい 友情に 對 しての 申し わけ だと も考 へて ゐる。 

光子 あなた、 さあ かへ り ませう。 病氣 にさ はると いけませんから。 

秀作 ぁ& …… 。 (寂しく 上手へ 寄る〕 

藤 川と fc きが 上手から 登場。 たき は カンテラ を 下げて ゐる。 

藤 川 ヒ、 ヒ、 ヒ、  旦那 さまです か。 

秀作 藤 川 か。 もうい k 加滅 にして 家 は 引き渡して くれ。 わし も； IS 人の こと だしす るので。  - 

藤 川 え. 1、 え X、 お引き渡しい たします とも。 そり や 明日に でもお 渡しいた します よ。 だが 後 三百 兩 はどうで もく 

ださら なく つ ち や。 それだけ また 餘分 にか  つた もの だから 仕方が あり ません。 

秀作 お前 はまた 同じ こと を 言って はわし を 苦しめる のか。 わしが からだ さへ 丈夫なら そり やそれ くら ゐの金 は 何と 

かしても 上げよう が、 このから だで は 何もで きぬ。 藤 川、 わしが 願 ふ、 どうぞ そんな こと をい はないで 明日に も あ 

の 家 はわし に 引き渡し てれ。 

光子 藤 川、 お前に しても、 妹の たきに しても こんな こと をい ふの は を かしい が 旦那 さまに はず ゐぷん 御 厄介 を かけ 

たんで はない か。 もうお 前お 金に しても ニ千圓 とい ふ 約束のと ころ を 三千 圓渡 してし まったん だよ。 それ も 旦那 や 

あたした ちが どんな 苦しい 思 ひ をして 渡した 金と 思 ふ …… 。 

# ^川 御 恩 は 御 恩. ありがた いと 思 ひます よ。 だが 金い 問題 はまた 別です よ。 損ば かりして 人 樣の家 を 建てたん ぢゃ 


われわれ 請負師 は 首で も縊ら なくち やなりますまい。 

秀作 ともかく わし ももう すぐ 死ぬ であらう。 藤 川、 どうぞ わしが 生きて ゐる 間に あの 家 を 引き渡して くれ。 わし は 

あの 家に はいって 一 日で もい.' から 安心して 死にたい の だ。 

藤 川 旦那 さまに あの 家 を わたして しまって、 お金 は 莨へ ず、 それき りに なった 日に はわた しの 方 こそ 飛んだ 災難 だ。 

わたしの 方と すれば 一日で も 早く 旦那 さまが 生きて おいでの 間に 金た け は きちんとお 拂 ひして 置いて いたどきたい 

のです。 

秀作 では、 どうあって もこの 上 三百 圓の金 を 上げなければ 引き渡し はで きないと いふの か？ 

藤 川 さう です とも。 あれから また 餘 分に 三百 圓と いふ 金が か X つたので すから ね。 それに 御 異存が おありで したら 

if 察な り、 裁判な りに ぉ訴 へなさい。 契約書と いふ ものが 口 を 利く 世の中で すよ。 11 お前が お R 出度い の だ 1 

さう でした わ。 旦那 は あべこべに 叱られて ゐ ましたよ。 わたし はちゃん とさつき is- の 窓から 親いて ゐ ましたよ。 

法律と いふ ものが ちゃんと われ/ \ を 保護して くれ るんで すよ。 夜 も 晝も頭 をな やまして 他人 樣の家 を 作り上げた 

わ. さあ 金が 莨へ ぬわ ぢゃ 請負師 はまった く あがったりで さあ。 旦那， 法律と いふ ものが ありま すんで ね、 わたし 

らは安 心です ょヒ 、ヒ、 ヒ  0 

秀作 お前 はそんな 不人情な こと をい ふの か。 あの 家 はたし かに わしの 金で 描へ た 家 だ。 わしの 所有に ちが ひない。 

藤 川 御 冗談で せう。 お引き渡し はま だして ゐ ません よ。 さあ 三百 圓の お金 を 出して ください。 

光子 藤 川、 もうお 前 もい、 加滅 にして 旦那 さまに あの 家 を 引き渡し ておくれ。 この 寒い のに 旦那 さま はお 前が あん 

な こと をした ばっかりに 警察にまで 出かけな すって …… 。 

^^川 警察に 行きな すった ところで やっぱり 駄目で さあ。 法律と いふ もの を 曲げる こと はでき ない。 法律って ありが 


たい もので さあ 0 

秀作 ではお 前 は 後の 三百 圓を壻 して 上げなければ 家 は 引き渡して くれないと いふの だな。 

^川 そやり 無論の こと ぢ やありません か。 たと へ あなたが もしお 亡くなりに なるやうな ことがあった として …… 0 

光子 藤 川、 お前 はそんな こと を ー 

藤 川 い X え、 萬 一の 場合で ございま すが、 それにしても あたし は 奥さんに でも 三百 圓の お金 をいた^ かない ことに 

は、 あの 家 はお 渡しす る こと はでき ません よ。 

1^ ん作 お前 は 畜生 だ！ お前 はわし の 家 を このま.^ にして 置いて わしの 妻子まで 苦しめようと いふの か。 

藤 川 まあ そんな もので せう かな。 あの 家 さへ あの ま- < であれば たと へ 旦那が どうお なりな さらう と、 わたし は 奥 さ 

まなり 坊っちゃん なりに お金 を 請求す る權 利が あります か ら ねえ。 

秀作 お前 は 何とい ふ 人非人 だ。 あの 家 を あの ま > にして 置いて、 わしが 死んでも、 子供た ちまで も 苦しめよ うとい 

ふの か。 

藤 川 あなた も變な 罠に おか. t りなす つたの さね。 

秀作 わしが 頭 を 下げての お 願ひぢ や、 どうぞ もうこれ くら ゐの ところで あの 家 を 引き 度して くれ。 お 願ひぢ や。 わ 

し は ともかく、 わし は 遣され た 子供た ちまで も 苦しめた うはない。 わし は 子供た ちの 幸福の ために あの 家 を 建て- 1 

やる 考 へであった に …… 。 

#1 川 罠で さあね。 法律の 罠で さあ。 引つ か \ つたの が 不運 さヒ 、 ヒ 、 ヒ …… 。 

秀作 藤 川、 わしの 最後のお 願 ひだ。 おとなしく 引き渡して くれ。 わし はもう 明日に も 死なう も 知れぬ。 わし を あの 

家で 死なして くれ。 


藤 川 飛んでも ない。 あの 家で 死にた けれ や もつ 三百 雨の 金 を 出して 下さい。 

1^ ゾ作 わし はもう お前に は 頼まぬ。 わし はわし の 力で はいって 見せる。 わしの 家 だ。 わしの 金で 作った 家 だ。 

藤 川 且那、 法律の 力が ゆるしません や。 法律 ほど ありがたい ものはありません てヒ 、ヒ、 ヒ 、 …… 0 

11^ 作 わし は 法律の 力 を 恐れ はせ ぬ。 わし は 正しい もの. -カを 信ずる。 

藤 川 旦都、 法律の 力に 勝てる ものが あります かい！ 法律の 力に 勝てるなら 勝って ごらんなさい 。わし 等に とって 

は 法律 ほど ありがたい ものはありません ゃヒ 、 ヒ 、 ヒ …… 0 

秀作  。 (突然た きの カンテラ を 取り、 よろめきながら 家の 中に 飛び， 込み、 玄關の 戸 を 中から 鋭す) 

光子 あなた、 あなた …… 。 

六左衞 門、 かつら 下手より 急ぎ 登場。 

藤 川 口； 那、 馬鹿な 眞似 をし なさるな。 カンテラ を 提げて 二階から 月で も 眺める つもりな のかな C まあ それ もよ から 

う。 しかし 曰； 那 もう 一 度 東京の 称： 山さん に 無心の 手紙 をお 出しなさい。 金に してた つた 三百 兩、 それだけで 問題 は 

決ま るんで すから，；；：。 

光子 あなた、 どうなさい ました。 あなた。 (ひどく 玄關 の戶を 叩く) 

六 左衞門 且那 さま、 且那 さま …… 0 

かつら お 父 さま、 お 父 さま …… 。 

突然 家の 中から 炎が あら はれ、 黑ぃ 煙が 立ち上る。 

藤 川 ちえ ッ火を 放け やが つたな。 いま， くしい。 (玄 關の戶 をこぢ 明けて 家の 中へ 入らう とする 。炎が はげしくて 入 

る ことができな い〕 


茛の法 國- 
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光子 あな. こ、 あなた …… 。 (上手の 窓から 飛び込ま うとす るが 炎の ために 入る ことができな レ」 

かつら お 父 さま、 お 父 さま ；… 0 

六 左衞門 曰ー那 さま、 曰： 那 さま！ (玄關 の戶を 打ち 接して 中へ はいらう とする。 戸の 一部分が 续れ る。 炎ます， 

さかんに 燃 ゆ〕 

光子 あな ヒ、 あなた …… 。 (£ 人の やうに なって 炎の 中に 飛び込まう とする。 六左衞 門、 かつら 抱き留める〕 

藤 川 はい まくし さう に 突っ立って ゐる。 たき は 袂で鎮 を 掩ふ。 - 

炎ます？ \ はげしく 浪の 一昔。 

.. I 冪 I . 
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